
（単位：千円）

増減額
(千円)

増減率
(％)

旧1市3町3組合
決算額

平成22年3月23日
以降決算額

市 税 15,562,703 39.0 ▲ 303,423 ▲ 1.9 134,268 15,352,371 513,755 15,866,126 40.4 136,710

地 方 譲 与 税 586,528 1.5 ▲ 16,379 ▲ 2.7 5,060 415,875 187,032 602,907 1.5 5,195

利 子 割 交 付 金 41,664 0.1 ▲ 4,732 ▲ 10.2 360 35,705 10,691 46,396 0.1 400

配 当 割 交 付 金 22,401 0.1 4,713 26.6 193 11,764 5,924 17,688 0.0 152

株式等譲渡所得割交付金 7,543 0.0 ▲ 1,971 ▲ 20.7 65 0 9,514 9,514 0.0 82

地 方 消 費 税 交 付 金 996,630 2.5 ▲ 1,708 ▲ 0.2 8,598 998,338 0 998,338 2.5 8,602

自動車取得税交付金 225,766 0.6 ▲ 35,236 ▲ 13.5 1,948 146,670 114,332 261,002 0.7 2,249

地 方 特 例 交 付 金 229,959 0.6 ▲ 5,135 ▲ 2.2 1,984 235,094 0 235,094 0.6 2,026

地 方 交 付 税 7,061,446 17.7 1,322,148 23.0 60,923 5,739,298 0 5,739,298 14.6 49,452

（ 普　通 ） 6,200,798 15.5 1,438,012 30.2 53,498 4,762,786 0 4,762,786 12.1 41,038

（ 特　別 ） 860,648 2.2 ▲ 115,864 ▲ 11.9 7,425 976,512 0 976,512 2.5 8,414

交通安全対策特別交付金 26,466 0.1 ▲ 1,567 ▲ 5.6 228 15,125 12,908 28,033 0.1 242

分 担 金 及 び 負 担 金 450,935 1.1 ▲ 4,932 ▲ 1.1 3,890 419,795 36,072 455,867 1.2 3,928

使 用 料 及 び 手 数 料 464,326 1.2 ▲ 31,399 ▲ 6.3 4,006 460,932 34,793 495,725 1.3 4,271

国 庫 支 出 金 4,212,412 10.6 70,373 1.7 36,343 2,978,434 1,163,605 4,142,039 10.6 35,690

県 支 出 金 2,612,093 6.5 948,555 57.0 22,536 1,368,128 295,410 1,663,538 4.2 14,334

財 産 収 入 53,442 0.1 ▲ 17,703 ▲ 24.9 461 68,526 2,619 71,145 0.2 613

寄 附 金 32,756 0.1 26,474 421.4 283 5,720 562 6,282 0.0 54

繰 入 金 529,843 1.3 ▲ 1,660,408 ▲ 75.8 4,571 2,065,420 124,831 2,190,251 5.6 18,872

繰 越 金 2,291,533 5.7 ▲ 483,967 ▲ 17.4 19,770 2,775,500 0 2,775,500 7.1 23,915

諸 収 入 1,194,897 3.0 ▲ 106,862 ▲ 8.2 10,309 679,923 621,836 1,301,759 3.3 11,217

市 債 3,277,356 8.2 908,807 38.4 28,276 2,070,149 298,400 2,368,549 6.0 20,408

 　　合　　　計 39,880,699 100.0 605,648 1.5 344,072 35,842,767 3,432,284 39,275,051 100.0 338,412

住民基本台帳人口 平成23年3月31日 115,908人 平成22年3月31日 116,057人

平成21年度

前年比 人口一人
当たり額

(円)

構成比
(％)

決算額合計

Ⅰ　財政の状況（一般会計）

 １　歳入

※平成21年度決算額は、旧1市3町3一部事務組合及び合併後新加須市（平成22年3月23日～31日）の決算額合計から重複する部分を控除した額で
あるため、各団体の決算額の単純合計とは一致しない。

決算額
構成比
(％)

区　　　分

平成22年度

人口一人
当たり額
(円)

【歳入の推移】

16,720,505 15,866,126 15,562,703

4,628,161
6,824,505

7,061,4465,739,298
5,198,048

5,805,577

36,914,750

39,275,051 39,880,699

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

45,000,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度

千円

その他

国・県支出金

地方交付税

市税

※平成20年度は旧1市3町及び3一部事務組合の決算額合計から重複する部分を控除した額。
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（単位：千円）

増減額
(千円)

増減率
(％)

旧1市3町3組合
決算額

平成22年3月23日
以降決算額

議 会 費 368,662 1.0 ▲ 64,300 ▲ 14.9 3,181 426,375 6,587 432,962 1.2 3,731

総 務 費 6,904,503 18.6 ▲ 1,257,565 ▲ 15.4 59,569 6,960,313 1,201,755 8,162,068 22.1 70,328

民 生 費 11,703,112 31.6 2,708,592 30.1 100,969 8,607,583 386,937 8,994,520 24.4 77,500

衛 生 費 2,583,476 7.0 271,429 11.7 22,289 1,968,439 343,608 2,312,047 6.3 19,922

労 働 費 200,867 0.5 ▲ 2,196 ▲ 1.1 1,733 112,404 90,659 203,063 0.5 1,750

農 林 水 産 業 費 1,454,659 3.9 69,417 5.0 12,550 1,271,585 113,657 1,385,242 3.7 11,936

商 工 費 475,373 1.3 ▲ 20,136 ▲ 4.1 4,101 324,946 170,563 495,509 1.3 4,270

土 木 費 3,310,657 8.9 ▲ 1,282,307 ▲ 27.9 28,563 3,890,516 702,448 4,592,964 12.4 39,575

消 防 費 1,363,264 3.7 ▲ 464,547 ▲ 25.4 11,761 1,700,362 127,449 1,827,811 4.9 15,749

教 育 費 4,062,173 11.0 184,368 4.8 35,046 3,479,307 398,498 3,877,805 10.5 33,413

公 債 費 4,647,188 12.5 ▲ 51,365 ▲ 1.1 40,094 4,190,558 507,995 4,698,553 12.7 40,485

諸 支 出 金 102 0.0 ▲ 872 ▲ 89.5 1 974 0 974 0.0 8

合　　計 37,074,036 100.0 90,518 0.2 319,857 32,933,362 4,050,156 36,983,518 100.0 318,667

住民基本台帳人口 平成23年3月31日 115,908人 平成22年3月31日 116,057人

※平成21年度決算額は、旧1市3町3一部事務組合及び合併後新加須市（平成22年3月23日～31日）の決算額合計から重複する部分を控除した額で
あるため、各団体の決算額の単純合計とは一致しない。

構成比
(％)

決算額合計
区　　分

平成22年度

 ２　歳出

　(1) 目的別歳出内訳

平成21年度

人口一人
当たり額

(円)
決算額

構成比
(％)

人口一人
当たり額
(円)

前年比

【歳出（款別）の推移】

5,546,338
8,162,068 6,904,503

2,338,169

2,583,476
3,966,896

3,310,6574,736,365

3,877,805 4,062,173
5,245,139

4,698,553 4,647,188

11,703,1128,994,520

8,270,482

2,312,047

4,592,964

34,139,250

36,983,518 37,074,036

0

5,000,000
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15,000,000
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30,000,000

35,000,000

40,000,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度

千円

その他

公債費

教育費

土木費

衛生費

民生費

総務費

※平成20年度は旧1市3町及び3一部事務組合の決算額合計から重複する部分を控除した額。
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（単位：千円）

増減額
(千円)

増減率
(％)

7,438,113 20.1 ▲ 332,963 ▲ 4.3 64,172 6,782,947 6,755,188 7,771,076 21.1 66,959

5,103,705 13.8 ▲ 137,700 ▲ 2.6 44,032 4,480,374 4,480,374 5,241,405 14.2 45,162

5,348,160 14.4 ▲ 1,034,920 ▲ 16.2 46,141 4,299,671 3,331,643 6,383,080 17.3 54,999

468,423 1.3 87,559 23.0 4,041 468,423 460,923 380,864 1.0 3,282

6,928,511 18.7 2,161,910 45.4 59,776 2,261,860 2,114,245 4,766,601 12.9 41,071

2,478,521 6.7 ▲ 2,085,213 ▲ 45.7 21,384 2,201,891 1,257,762 4,563,734 12.3 39,323

4,640,799 12.5 ▲ 57,754 ▲ 1.2 40,039 4,641,105 4,498,723 4,698,553 12.7 40,485

2,285,703 6.2 1,496,486 189.6 19,720 2,263,793 0 789,217 2.1 6,801

0 0.0 0 0.0 0 0 0 0 0.0 0

440,400 1.2 19,400 4.6 3,800 280 0 421,000 1.1 3,627

3,468,400 9.3 ▲ 236,226 ▲ 6.4 29,924 3,189,684 2,310,987 3,704,626 10.0 31,921

3,575,594 9.6 70,827 2.0 30,848 1,556,780 0 3,504,767 9.5 30,199

1,760,089 4.7 1,352,723 332.1 15,185 344,155 0 407,366 1.1 3,510

1,578,751 4.3 ▲ 1,327,905 ▲ 45.7 13,621 1,116,384 0 2,906,656 7.9 25,045

236,754 0.6 46,009 24.1 2,043 96,241 0 190,745 0.5 1,644

1,412 0.0 1,412 皆増 12 1,412 0 － － －

37,074,036 100.0 90,518 0.2 319,857 27,667,846 20,729,471 36,983,518 100.0 318,667

　住民基本台帳人口 115,908人 116,057人

貸付金

物件費

人口一人
当たり額

(円)

投資及び出資金

人件費

維持補修費

扶助費

積立金

災害復旧事業費

決算額
構成比
(％)

人口一人
当たり額

(円)
決算額

前年比
構成比
(％)

※決算額は、地方財政状況調査（平成21年度は合併後新団体としての作成）から普通会計を構成する特別会計分を控除したもの。

補助費等

（そ　の　他）

繰出金

普通建設事業費

（うち補助事業）

（うち単独事業）

平成22年3月31日平成23年3月31日

合　　計

　(2) 性質別歳出内訳

平成21年度

公債費

一般財源等
うち経常的
一般財源等

平成22年度

区　　分

（うち職員給）

【性質別歳出の推移】

7,820,887 7,771,076 7,438,113

4,536,043
6,928,511

5,245,139

4,640,799

4,022,747 3,504,767
3,575,594

3,548,426 3,704,626 3,468,400

5,237,549 6,383,080 5,348,160

4,766,601

4,698,553

37,074,03636,983,518

34,139,250

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度

千円

その他

繰出金

普通建設事業費

公債費

扶助費

物件費

人件費

※平成20年度は旧1市3町及び3一部事務組合の決算額合計から重複する部分を控除した額。
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　(3) 節別歳出内訳　　　　  　　　  　　　　  　　　　  　　　　　  　　　  　

（単位：千円）

増減額
(千円)

増減率
(％)

旧1市3町3組合
決算額

平成22年3月23日
以降決算額

  1 報酬 309,420 0.8 ▲ 46,108 ▲ 13.0 2,670 344,607 10,921 355,528 1.0 3,063

  2 給料 3,437,576 9.3 ▲ 166,012 ▲ 4.6 29,658 3,603,053 535 3,603,588 9.7 31,050

  3 職員手当等 2,085,733 5.6 ▲ 84,691 ▲ 3.9 17,995 2,154,912 15,512 2,170,424 5.9 18,701

  4 共済費 1,153,713 3.1 24,771 2.2 9,954 1,121,073 7,869 1,128,942 3.1 9,727

  5 災害補償費 2,336 0.0 0 0.0 20 2,336 0 2,336 0.0 20

  6 恩給及び退職年金 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0 0.0 0

  7 賃金 628,861 1.7 88,986 16.5 5,426 487,905 51,970 539,875 1.5 4,652

  8 報償費 91,623 0.3 149 0.2 790 85,701 5,773 91,474 0.2 788

  9 旅費 39,786 0.1 7,541 23.4 343 30,363 1,882 32,245 0.1 278

 10 交際費 2,363 0.0 ▲ 3,185 ▲ 57.4 20 5,503 45 5,548 0.0 48

 11 需用費 1,552,990 4.2 ▲ 101,713 ▲ 6.1 13,398 1,457,923 196,780 1,654,703 4.5 14,258

 12 役務費 196,048 0.5 ▲ 42,876 ▲ 17.9 1,691 210,262 28,662 238,924 0.6 2,059

 13 委託料 4,081,502 11.0 ▲ 372,888 ▲ 8.4 35,213 3,515,442 938,948 4,454,390 12.0 38,381

 14 使用料及び賃借料 282,781 0.8 ▲ 101,196 ▲ 26.4 2,440 339,180 44,797 383,977 1.0 3,309

 15 工事請負費 1,971,131 5.3 ▲ 585,894 ▲ 22.9 17,006 1,436,951 1,120,074 2,557,025 6.9 22,032

 16 原材料費 15,882 0.0 1,366 9.4 137 13,075 1,441 14,516 0.0 125

 17 公有財産購入費 418,769 1.1 209,437 100.1 3,613 191,979 17,353 209,332 0.6 1,804

 18 備品購入費 417,560 1.1 ▲ 267,586 ▲ 39.1 3,602 306,124 379,022 685,146 1.9 5,904

 19 負担金、補助及び交付金 4,767,056 12.9 ▲ 967,841 ▲ 16.9 41,128 5,427,632 307,265 5,734,897 15.5 49,414

 20 扶助費 5,341,660 14.4 1,942,112 57.1 46,085 3,288,957 110,591 3,399,548 9.2 29,292

 21 貸付金 440,400 1.2 19,400 4.6 3,800 179,546 241,454 421,000 1.1 3,628

 22 補償補填及び賠償金 164,412 0.4 9,685 6.3 1,418 133,345 21,382 154,727 0.4 1,333

 23 償還金利子及び割引料 4,735,067 12.8 ▲ 213,965 ▲ 4.3 40,852 4,413,534 535,498 4,949,032 13.4 42,643

 24 投資及び出資金 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0 0.0 0

 25 積立金 2,315,702 6.3 1,526,485 193.4 19,979 787,635 1,582 789,217 2.1 6,800

 26 寄附金 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0 0.0 0

 27 公課費 3,307 0.0 ▲ 1,157 ▲ 25.9 29 4,280 184 4,464 0.0 38

 28 繰出金 2,618,358 7.1 ▲ 784,302 ▲ 23.0 22,590 3,392,044 10,616 3,402,660 9.3 29,319

合　　  計 37,074,036 100.0 90,518 0.2 319,857 32,933,362 4,050,156 36,983,518 100.0 318,667

　住民基本台帳人口　　 平成23年3月31日 115,908人 　住民基本台帳人口　　平成22年3月31日 116,057人

平成22年度

決算額
構成比
(％)

人口一人
当たり額

(円)

前年比

平成21年度

構成比
(％)

人口一人
当たり額

(円)
決算額合計

※平成21年度決算額は、旧1市3町3一部事務組合及び合併後新加須市（平成22年3月23日～31日）の決算額合計から重複する部分を控除した額で
あるため、各団体の決算額の単純合計とは一致しない。

区　　分
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平成22年度
（千円）

平成21年度
（千円）

A 歳入総額 39,880,699 1.5 39,275,051 6.4

B 歳出総額 37,074,036 0.2 36,983,518 8.3

C 形式収支（A-B） 2,806,662 22.5 2,291,533 ▲ 17.4

D 実質収支 2,410,142 14.0 2,113,256 22.6

E 実質収支比率 9.5% 8.7%

F 単年度収支 296,886 ▲ 86.0 2,113,256 －

G
実質的黒字要素の額
（財政調整基金積立等）

1,067,590 636.8 144,899 －

H
実質的赤字要素の額
（財政調整基金取崩等）

0 皆減 530,741 －

I 実質単年度収支（F+G-H） 1,364,476 ▲ 21.0 1,727,414 －

※ 

※

※ 

※ 

※平成21年度決算額は、旧1市3町3一部事務組合及び合併後新加須市（平成22年3月23日～31日）の決算額合計から重複す
る部分を控除した額であるため、各団体の決算額の単純合計とは一致しない。

前年比
（％）

前年比
（％）

端数整理の結果、歳入歳出差引額と実質収支額が整合しない場合がある。

 ３　収支

平成21年度の単年度収支は、新加須市における前年度がないため、地方財政状況調査に準じ実質収支と同額になってい
る。実質単年度収支は、この単年度収支に基づき算出している。なお、前年度があると仮定した場合は、「Ｆ単年度収支
390,083」「Ⅰ実質単年度収支　4,241」となる。

実質収支比率は、実質収支を標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額を含む。）で除したもの。

【歳入歳出決算額の推移】

369.1

392.8
398.8

341.4

369.8 370.7

250.0

270.0

290.0

310.0

330.0

350.0

370.0

390.0

410.0

430.0

450.0

平成20年度 平成21年度 平成22年度

億円

歳入

歳出

※平成20年度は旧1市3町及び3一部事務組合の決算額合計から重複する部分を控除した額。

5



（単位：千円）

区　分

 　税目別 ％ ％

95.8 ▲ 2.0 

42.3 ▲ 4.9 

1.1 ▲ 2.0 

34.3 ▲ 8.9 

1.8 ▲ 5.0 

5.1 34.3 

47.9 0.2 

47.4 0.0 

 土　　地 15.9 ▲ 1.6 

 家　　屋 22.1 3.2 

 償却資産 9.4 ▲ 4.6 

0.5 22.0 

 (3)軽自動車税 1.3 3.1 

 (4)市町村たばこ税 4.3 3.4 

 (5)特別土地保有税 0.0 0.0 

１ 都市計画税 4.2 ▲ 0.7 

2.1 ▲ 4.1 

2.1 3.2 

100.0 ▲ 1.9 

100.0 ▲ 5.8 

区　分 (単位：千円) 

 　税目別  区　分

　街　　　　　路

　公　　　　　園

　下　　水　　道

　そ　　の　　他

　市街地開発事業

　都市計画事業　計 Ａ

　土地区画整理事業 Ｂ

　地方債償還額 Ｃ

 土　　地

 家　　屋

 償却資産 　地　　方　　債 Ｅ

　支　　出　　金 Ｆ

 (3)軽自動車税 　負担金その他 Ｇ

 (4)市町村たばこ税 　都市計画税収入額 Ｈ

 (5)特別土地保有税 　一般財源等 Ｉ

１ 都市計画税 　Ｄ－（Ｅ+Ｆ+Ｇ+Ｈ）

 充当割合

収入済額Ｆ
の対前年度
増減率

※ この調書における数値は、都市計画税を課税している加須
 　地域、騎西地域のものである。

調 定 済 額 収 入 済 額

【都市計画税充当調書】

22年度
(決算額)

15,562,703

2,678,096

0

649,263

330,276

318,987

合計

Ｄ

都
市
計
画
事
業
費
等

合計（Ａ+Ｂ+Ｃ）

Ｄ
の
財
源
内
訳

649,263

641,324

50.3%

2,501,642

599,000

182,430

429,625

2,501,642

1,654

1,188,537

1,313,105

1,186,883

1,462,184

85,089

202,047

671,992

7,468,164

7,383,075

2,477,508

3,443,383

164,650

5,328,309

284,087

794,191

合　計

Ｆ

14,913,440

6,571,237

93.3

93.4

69.8

93.3

Ｊ×100(%)

徴　収　率　（％）

100.0

0.0

93.3

93.3

93.3

100.0

93.4

99.1

93.4

93.3

93.3

24.1

22.5

24.1

24.1

24.1

24.1

0.0

25.1

15.2

Ｆ／Ｃ

 ×100

93.4

92.8

91.7

91.7

99.1

0.0

0.0

43.6

24.1

24.1

24.1

97.7

97.6

89.0

Ｅ／Ｂ

 ×100

22.4

20.6

20.2

20.2

43.6

100.0

0.0

97.7

97.7

97.8

97.8

100.0

97.2

99.7

97.8

97.8

97.8

98.0

98.0

89.3

 

前年度

97.6

97.3

96.9

96.9

99.7

100.0

0.0

98.0

98.0

98.0

98.0

100.0

97.6

99.5

98.0

98.0

98.0

97.9

97.5

97.5

99.5

Ｄ／Ａ

 ×100

98.0

5,351

5,169

228,927

153,167

313,818

15,333,776

2,524,929

55,794

23,692

3,163

10,520

671,992

0

638,743

119,630

2,437,364 40,144

324,925

3,387,589

1,438,492

85,089

198,884

0

0

7,263,445

14,695,033

6,475,623

218,407

95,614

2,749

88,949

1,032

2,884

119,630

16,659,691

1,007,824 3,834,147

現年課税分

Ｄ

161,901

5,239,360

283,055

791,307

7,348,534

0

695,618

353,857

341,761

1,566,578

85,089

216,362

671,992

7,995,288

7,910,199

2,654,393

3,689,228

179,613

5,812,534

286,723

801,561

合　計

Ｃ

15,964,073

7,080,431

43,735

22,248

21,487

1,017,449

12,618

0

0

497,336

166,889

231,952

98,495

2,826,323

滞納繰越分

Ｂ

973,714

463,760

13,632

441,153

2,365

6,610

497,336

651,883

331,609

320,274

15,642,242

85,089

203,744

671,992

0

7,412,863

2,487,504

3,457,276

1,468,083

合　　計

 国民健康保険税

 所　得　割

 法人均等割

 法 人 税 割

 (2)固定資産税

　
　
　
普
　
　
　
通
　
　
　
税

１ 法定普通税

 (1)市町村民税

 個人均等割

目
的
税

 (1)土　　地

 (2)家　　屋

交付金･納付金

 (2)家　　屋

交付金･納付金

純固定資産税

 国民健康保険税

　
　
　
普
　
　
　
通
　
　
　
税

目
的
税

合　　計

 個人均等割

 所　得　割

 (1)土　　地

Ｅ

 (2)固定資産税

純固定資産税

 法人均等割

 法 人 税 割

165,981

5,371,381

284,358

794,951

7,497,952

※ 平成22年度地方財政状況調査による。

 ４　市税

構成比

１ 法定普通税

 (1)市町村民税

現年課税分

Ａ

14,990,359

6,616,671

滞納繰越分

  Ｈ
Ｈ＋Ｉ
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 ５　地方債等（一般会計・全会計）

　(1) 会計別現在高

（単位：千円）

平成22年度 平成21年度 平成20年度

一 般 会 計 34,133,229 34,919,400 36,605,772

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 13,566 15,892 19,048

野 中 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 871,649 913,809 946,725

栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業特別会計 459,715 538,623 601,470

普 通 会 計 35,478,159 36,387,724 38,173,015

国 民 健 康 保 険 直 営 診 療 所 特 別 会 計 11,391 12,731 14,009

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 6,299,772 6,508,116 6,655,545

水 道 事 業 会 計 9,217,461 9,695,793 10,102,383

下 水 道 事 業 会 計 14,539,117 15,045,440 15,502,306

公 営 事 業 会 計 30,067,741 31,262,080 32,274,243

独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構 4,529 5,151 5,739

そ の 他 4,529 5,151 5,739

65,550,429 67,654,955 70,452,997

※

※栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業特別会計の平成20年度分には、旧栗橋・大利根土地区画整理一部事務組合の旧大利根
町の負担分を計上している。

合　　　　　　　　計

区　　　　　　　　　分

平成20年度一般会計現在高は、旧１市３町３組合の合計額。

【全ての地方債等現在高の推移】

704.5

676.5

655.5

600.0

620.0

640.0

660.0

680.0

700.0

720.0

平成20年度 平成21年度 平成22年度

（億円）
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　(2)借入先別・利率別現在高（一般会計）

(旧郵貯資金) (旧簡保資金)

19,970,975 15,443 3,917,835 23,904,253 2,491,505

2,411,126 0 0 2,411,126 839,630

1,966,526 3,392 391,736 2,361,654 262,128

20,415,575 12,051 3,526,099 23,953,725 3,069,007

13,639,745 12,051 359,506 14,011,302 1,323,171

5,492,209 0 1,276,264 6,768,473 556,563

743,845 0 0 743,845 342,929

194,082 0 301,661 495,743 338,872

3,727 0 398,865 402,592 146,587

70,847 0 148,965 219,812 200,877

184,203 0 570,932 755,135 131,300

63,874 0 54,274 118,148 15,915

23,043 0 415,632 438,675 0

0 0 0 0 12,793

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

20,415,575 12,051 3,526,099 23,953,725 3,069,007

0 0 0 0 0

59.8% 0.0% 10.3% 70.1% 9.0% 

5.0% 以下

4.5% 以下

4.0% 以下

3.5% 以下

3.0% 以下

2.5% 以下

2.0% 以下

平 成 22 年 度
発 行 額 Ｂ

平 成 21 年 度 末
現 在 高 Ａ

財政融資資金 小　　計
郵便貯金・簡易生命保険管理機構

割 合

証 書 借 入 分

5.5% 以下

差 引 現 在 高
Ａ ＋ Ｂ － Ｃ

証 券 発 行 分

差

引

現

在

高

の

利

率

別

内

訳

平 成 22 年 度
元 金 償 還 額 Ｃ

1.5% 以下

7.0% 超　

7.0% 以下

6.5% 以下

6.0% 以下

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

政 府 資 金
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6,222,527 63,700 1,687,035 550,380 34,919,400

0 0 26,600 0 3,277,356

1,078,578 0 177,787 183,380 4,063,527

5,143,949 63,700 1,535,848 367,000 34,133,229

2,595,350 63,700 1,535,848 367,000 19,896,371 58.3% 

1,821,897 0 0 0 9,146,933 26.8% 

639,308 0 0 0 1,726,082 5.1% 

87,394 0 0 0 922,009 2.7% 

0 0 0 0 549,179 1.6% 

0 0 0 0 420,689 1.2% 

0 0 0 0 886,435 2.6% 

0 0 0 0 134,063 0.4% 

0 0 0 0 438,675 1.3% 

0 0 0 0 12,793 0.0% 

0 0 0 0 0 0.0% 

0 0 0 0 0 0.0% 

0 0 0 0 0 0.0% 

5,143,949 63,700 1,535,848 367,000 34,133,229 100.0% 

0 0 0 0 0

15.1% 0.2% 4.5% 1.1% 100.0% 

（単位：千円）

割　　合埼玉県 合　　計共済等
国の予算貸付・
政府関係機関貸付市中銀行等
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(3) 目的別現在高（一般会計）

平成21年度末 平成22年度 差引現在高 割合

現在高 Ａ 発行額　Ｂ 元金  Ｃ 利  子 計  Ａ＋Ｂ－Ｃ ％ 

総 務 債 1,808,208 0 204,105 24,789 228,894 1,604,103 4.7 

民 生 債 772,981 0 116,842 13,623 130,465 656,139 1.9 

衛 生 債 2,301,205 11,000 723,089 44,947 768,036 1,589,116 4.7 

農 林 水 産 業 債 1,342,622 85,900 189,954 19,910 209,864 1,238,568 3.6 

土 木 債 5,676,485 11,600 870,976 104,218 975,194 4,817,109 14.1 

消 防 債 625,592 26,600 88,155 7,197 95,352 564,037 1.7 

教 育 債 7,585,131 369,400 965,475 171,231 1,136,706 6,989,056 20.5 

地 域 改 善 対 策 事 業 債 6,386 0 6,386 140 6,526 0 0.0 

減 税 補 て ん 債 2,749,155 0 352,358 35,084 387,442 2,396,797 7.0 

臨 時 税 収 補 て ん 債 299,704 0 34,871 5,904 40,775 264,833 0.8 

臨 時 財 政 対 策 債 11,709,595 2,772,856 506,024 156,012 662,036 13,976,427 40.9 

減 収 補 て ん 債 42,336 0 5,292 607 5,899 37,044 0.1 

合      計 34,919,400 3,277,356 4,063,527 583,662 4,647,189 34,133,229 100.0 

（単位：千円）

区      分

平 成 22 年 度 元 利 償 還 額
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 ６　財政構造（普通会計）

（単位：千円）

加須 騎西 北川辺 大利根

2,822,272

（ 20.4 ）

2,425,753

（ 12.0 ）

3 実 質 収 支 比 率 9.6 % 8.9 % 5.0 % 6.7 % 11.3 % 5.2 %

4 単 年 度 収 支 259,369 2,166,384 ▲ 239,326 49,354 77,227 ▲ 29,472

5 実質単年度収支 1,326,959 1,780,542 434,224 ▲ 6,854 311,013 61,562

6 財 政 力 指 数 0.74 0.76 0.83 0.60 0.61 0.92

79.1 % 87.0 % 84.2 % 89.9 % 87.6 % 83.9 %

8 公 債 費 比 率 12.9 % 14.9 % 10.6 % 13.3 % 9.6 % 14.9 %

9 実質公債費比率 9.8 % 10.5 % 9.6 % 15.0 % 9.9 % 15.1 %

10 起 債 制 限 比 率 10.4 % 11.5 % 9.1 % 6.0 % 7.5 % 9.3 %

11 公債費負担比率 15.6 % 16.0 % 12.6 % 13.5 % 14.9 % 17.2 %

12 一 般 財 源 比 率 76.5 % 75.1 % 77.0 % 86.9 % 80.6 % 81.3 %

13 義務的経費比率 51.5 % 46.8 % 46.6 % 44.4 % 39.0 % 40.7 %

※

※

※

経 常 収 支 比 率 (減収補てん債（特例分）、臨
時財政対策債を除いた場合
94.1%)

平成20年度

796,204

312,005 319,225 197,466

617,573 400,006

2

形 式 収 支 2,344,661 778,020

(減収補てん債（特例分）、臨
時財政対策債を除いた場合
92.9%)

実 質 収 支

(減収補てん債（特例分）、臨
時財政対策債を除いた場合
88.0%)

(減収補てん債（特例分）、臨
時財政対策債を除いた場合
93.6%)

(減収補てん債（特例分）、臨
時財政対策債を除いた場合
88.0%)

2,166,384 643,541

平成21年度

普通会計とは、総務省の定める会計区分のひとつで、一般会計・特別会計で経理する事業の範囲が自治体ごとに異なってい
るため、統一的な基準で整理して比較できるようにした統計上の会計区分。

実質収支比率は、実質収支を標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額を含む）で除したもの。

平成21年度の単年度収支は、新加須市における前年度がないため、地方財政状況調査に準じ実質収支と同額になっている。
実質単年度収支は、この単年度収支に基づき算出している。

＊（　）内は対前年度増減比率

(減収補てん債（特例分）、臨
時財政対策債を除いた場合
88.5%)

平成22年度区　　分
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この頁は両面印刷に対応するための白紙です。 



 
 
 
 

 
 

Ⅱ 一般会計の状況 
 （主要な事業の実績・成果 予算科目別） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この頁は両面印刷に対応するための白紙です。 
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事 業 名 議会運営事業 

担 当 課 議会事務局 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-04 

款 01 議会費 当 初 予 算 額 32,963,000円

項 01 議会費 最 終 予 算 額 33,730,588円

目 01 議会費 決 算 額 32,294,604円

事
業
の
目
的 

議決機関としての議会活動を補助し、充

実させることにより市政の発展を図る。

事
業
の
概
要 

1 合併後における在任特例期間中の本会議・常任委

員会・議会運営委員会等の円滑な運営 

2 議会活動範囲の明確化について検討（会議規則の

見直し） 

3 広報委員会における編集方法の見直し（職員から

議員自らの紙面づくりへ移行） 

4 会議録・議会だよりの作成 

5 政務調査費の交付 

事業の実績・成果  

1 本会議の状況 

平成22年度 

 
第1回 

臨時会 

第1回 

定例会 

第2回 

定例会 

第3回 

定例会 

平成23年

第 1 回定例会 

計 

条例 ― 6 3 7 6 22 

予算･決算 ― 15 60 7 22 104 

契約案件 ― ―  4 ― 4 

専決案件 39 ― ― ― ― 39 

その他事件案件 1 19 1 10 3 34 

市
長
提
出
議
案 

合  計 40 40 64 28 31 203 

諮  問 ― 2 ― 7 ― 9 

議員提出議案 4 4 1 4 6 19 

請  願 ― 1 1 5 2 9 

  

 

2 議会活動範囲の明確化について検討（会議規則の見直し） 

 

 市議会だよりの編集に関する協議の場として、議会だより編集委員会を議会の正式な組織として位置づ

けた「会議規則の一部を改正する条例」を6月定例会に上程し、議決した。 

 

3 広報委員会における編集方法の見直し（職員から議員自らの紙面づくりへ移行） 

 

旧１市 3 町の議員による合併の事前協議で、新市においては議会だよりの編集を議員が行うと定めた

ため、本年度から、議員主体による編集を開始した。また、平成22年6月定例会において、議会だよ

り編集委員会が議会の正式な組織として会議規則に位置づけられた。編集委員による編集会議では掲

載内容の決定から校正に到るまでの一部の作業を編集委員が行った。また、一般質問部分の原稿につ

いても議員が執筆した原稿を一部採用した。 
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４ 会議録・議会だよりの作成 

（１） 加須市議会会議録の作成 

 

市議会の活動経過を記録するため、また会議公開の原則に基づき市民に公表する必要があるこ 

とから市議会会議録を作成した。 

会 議 名 作成状況 支出額 

平成22年本会議会議録 125部 × 3定例会 5,392,721円 

平成22年常任委員会会議録 85部 × 3定例会 1,615,788円 

平成22年特別委員会会議録 85部 × 2委員会 2,870,974円 

平成22年臨時会本会議会議録 125部 × 1臨時会 524,868円 

合      計 10,404,351円 

 

（２）加須市議会だよりの発行 

 

 市議会の活動状況を総括的に市民に周知し、市民の議会に対する関心と認識を高めるため、 

加須市議会だよりを発行した。また、議会だより編集委員会による編集を一部行うとともに、 

掲載記事のうち、一般質問部分の原稿を議員が作成し、議員による編集率を高めた。 

発 行 状 況 印刷製本費 

40,000部×1回発行 (5月：臨時号) 284,760円 

39,000部×1回発行 (8月) 910,589円 

39,000部×1回発行 (11月) 680,589円 

39,000部×1回発行 (2月) 544,635円 

合      計 2,420,573円 

５ 政務調査費の交付 

 

 議員の政策立案能力の向上及び調査研究並びに議会の活性化に資するため、必要な経費の一 

 部として議員1人当たり月額12,000円の政務調査費を交付した。 

 ※平成22年度支出額 7,488,000円 
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事 業 名 秘書事務事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 611-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 7,563,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 8,404,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 6,870,323円

事
業
の
目
的 

円滑な秘書事務を遂行する。 
事
業
の
概
要 

市長及び副市長の秘書業務、政策秘書業務、市長交

際費の適正管理等を行う。 

事業の実績・成果  

○市長交際費について、「加須市市長交際費支出及び公開に関する基準」に基づいた交際費の支出及び

ホームページでの公開により、適正な支出と透明性の確保に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ その他の主な支出 

  ・新聞購読料等消耗品費               928,230円 

  ・ガソリン代等燃料費                196,804円 

  ・広告料                      436,300円 

  ・市長車リース料                  742,140円 

  ・負担金補助及び交付金（市長会等の会費、負担金） 2,333,500円 

 
 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

6,540,000 6,040,000 5,060,000 4,660,000 2,500,000

旧 加 須 市 2,500,000 2,000,000 1,400,000 1,200,000

旧 騎 西 町 1,400,000 1,400,000 1,260,000 1,260,000

旧北川辺町 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000

旧大利根町 1,440,000 1,440,000 1,200,000 1,000,000

3,891,695 3,475,080 3,514,420 3,092,520 1,607,300

旧 加 須 市 978,000 839,250 860,250 810,750

旧 騎 西 町 862,610 863,520 1,030,020 1,095,270

旧北川辺町 944,085 739,510 586,750 410,750

旧大利根町 1,107,000 1,032,800 1,037,400 775,750

市長（町長）交際費の推移

予
算
額

(

円

)

加 須 市

決
算
額

(

円

)

加 須 市
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事 業 名 入札契約管理事業 

担 当 課 管理契約課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-08 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,292,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,292,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 3,991,298円

事
業
の
目
的 

公共工事の入札・契約事務を適正かつ効

率的に行う。 事
業
の
概
要 

・公共工事の入札及び契約事務を適正かつ公正に行

うための一般競争入札や総合評価方式の実施、電子

入札システムの導入 

・競争入札参加資格者の審査及び格付事務 

・入札契約検査管理システムの保守 

事業の実績・成果  

 加須市が発注する建設工事等の入札・契約を適正かつ効率的に行い、各事業の円滑的推進に寄与した。一

般競争入札（ダイレクト型）については、郵便入札を利用し 18 件実施し、うち総合評価落札方式について

は1件実施した。 

 電子入札システムの導入については、埼玉県電子入札共同システムに新規で参加し、平成23･24年度の入

札参加資格審査の受付及び格付け処理等を実施し、2,209者を入札参加資格者名簿（以下「名簿」という。）

に登載した。 

 また、物品購入等に係る入札参加資格審査の受付については、市内の景気雇用対策の一環として、追加

受付を平成22年6月に実施し、7者を平成21・22年度名簿に追加登載するとともに、平成23･24年度の

入札参加資格審査の受付を平成23年1月24日から平成23年2月10日まで実施し、1,302者を名簿に登載

した。 

 

1 入札状況 

(一般競争入札) 

（注）単価契約については、限度価格ではなく単価を契約金額として加算。 

（注）加須市の平成22年度の「18件」は1件の総合評価落札方式を含む。 

（注）旧北川辺町の平成20年度の「8件」は1件、平成21年度の「18件」は1件の総合評価落札方式を含む。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 2 17 37 46 18

旧 加 須 市 1 2 5 8 

旧 騎 西 町 － 3 7 7 

旧北川辺町 － － 8 18 

件
数
（
件
） 

 

 

 

 

 旧大利根町 1 12 17 13 

 加 須 市 366,450,000 781,142,250 1,232,163,450 993,885,900 1,266,147,750

旧 加 須 市 302,400,000 38,724,000 239,032,500 165,711,000 

旧 騎 西 町 － 263,340,000 457,174,200 150,893,400 

旧北川辺町 － － 112,591,500 352,706,550 

金
額
（
円
） 

 

 

 

 

 旧大利根町 64,050,000 479,078,250 423,365,250 324,574,950 

 加 須 市 69.81 90.84 90.40 85.71 84.49

旧 加 須 市 44.00 90.85 94.81 93.49 

旧 騎 西 町 － 90.17 85.59 82.94 

旧北川辺町 － － 91.66 80.60 

建 
 
 

設 
 
 

工 
 
 

事 

平
均
落
札
率
（
％
）

 

 

 

 

 旧大利根町 95.61 91.5 89.55 85.80 
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（指名競争入札） 

（注）単価契約については、限度価格ではなく単価を契約金額として加算。 

（注）旧加須市の平成20年度の「111件」は2件、平成21年度の「146件」は2件の総合評価落札方式を含む。

（注）旧北川辺町の平成19年度の「25件」は1件の総合評価落札方式を含む。 

（注）旧大利根町の平成20年度の「17件」は1件、平成21年度の「13件」は1件の総合評価落札方式を含む。

 

2 競争入札参加資格審査結果の状況（平成23･24年度分） 

（建設工事） 

市 内 準市内 県 内 準県内 県 外 合  計 
登 載 業 者 数 

86 13 510 255 318 1,182

（設計・調査・測量、土木施設維持管理） 

市 内 準市内 県 内 準県内 県 外 合  計 
登 載 業 者 数 

46 12 436 224 309 1,027

（注）「市内・県内」とは、市内・県内に本店等を有する業者。「準市内・準県内」とは、市内・県内に支店等を有

   する業者。「県外」とは、県外に本店、支店等を有する業者。 

 

（物品購入等：物品、印刷、委託、物品リース） 

 

内   訳 全資格者 うち、市内業者 

（本、支店等） 

登 載 業 者 数 1,302 147

物   品 760 106

印   刷 114 12

委   託 908 62

物品リース 134 9

（注）1業者が複数の分類、業種に登録しているため、登載業者数と内訳の合計は一致しない。 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 154 163 185 250 195

旧 加 須 市 107 99 111 146 

旧 騎 西 町 － 33 33 46 

旧北川辺町 20 25 30 44 

件
数
（
件
） 

 

 

 

 

 旧大利根町 27 6 11 14 

 加 須 市 1,164,139,820 2,196,312,750 2,021,079,675 1,735,594,139 1,657,275,100

旧 加 須 市 533,338,145 713,727,450 642,327,405 1,002,866,025 

旧 騎 西 町 － 660,072,000 527,621,850 486,242,400 

旧北川辺町 132,818,175 810,154,800 769,075,020 180,587,924 

金
額
（
円
） 

 

 

 

 

 旧大利根町 497,983,500 12,358,500 82,055,400 65,897,790 

 加 須 市 90.69 90.17 88.95 83.86 90.46

旧 加 須 市 96.02 94.62 93.34 91.09 

旧 騎 西 町 － 94.37 90.46 83.64 

旧北川辺町 81.13 86.59 84.56 80.55 

建 
 
 

設 
 
 

工 
 
 

事 

平
均
落
札
率
（
％
）

 

 

 

 

 旧大利根町 94.92 85.10 87.45 80.16 
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事 業 名 ふるさと写真コンクール事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 541-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 121,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 121,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 106,252円

事
業
の
目
的 

本市の素晴らしさを再発見し、郷土「加

須」への愛着を高めてもらうとともに、

応募作品を展示し、多くの方々に本市を

PRする。 

事
業
の
概
要 

毎年、一般の部とスナップ写真の部に分け、コンク

ールを開催する。入選作品については、公共施設に

展示し、多くの方に鑑賞していただく。 

事業の実績・成果  

１ 開催内容 

   ○開催日程  4月 テーマ・作品応募受付時期等、開催内容の詳細を決定 

          5月～12月 広報紙等への掲載による開催案内周知 

              （広報紙「市報かぞ」6・10･12月号、及び「おしらせ版」12月 

               号 への掲載、生涯学習情報「やってみませんか」11月号 への掲載） 

          5月～平成22年1月 加須市公式ホームページへの掲載による開催案内周知 

          1月 作品応募受付、審査、審査結果の記者発表(パブリシティ) 

             全作品を本庁舎1階市民ギャラリーに展示 

          1月～3月 入賞作品を市内公共施設に展示 

          2月 表彰式 

   ○出品点数  74人126点(一人2点まで応募可能) ※前年比＋11人、＋16点 

   ○賞     【一般の部】市長賞1点、市議会議長賞1点、優秀賞3点、入選4点、佳作5点

          【スナップ写真の部】優秀賞3点 

   ○その他   入賞者を含む応募者全員に、参加賞を贈呈 

２ 出品点数の推移 

回 

開催年度 

第11回 

平成18年度 

第12回 

平成19年度 

第13回 

平成20年度 

第14回 

平成21年度 

第1回 

平成22年度 

出品者数 36人 53人 55人 63人 74人 

出品点数 65点 90点 92点 110点 126点 

   ※第11～14回は旧加須市開催分 

３ その他 

  【主な経費】 

   ○入賞者への賞金 59,000円 

    【一般の部】     市長賞  1人（20,000円） 

                    優秀賞  3人（＠7,000円×3＝21,000円） 

                     入選   4人（＠3,000円×4＝12,000円） 

    【スナップ写真の部】 優秀賞  3人（＠2,000円×3＝6,000円） 

   ○審査員謝金 6,000円 

    ・審査員            2人（＠3,000円×2＝6,000円） 

   ○応募者への記念品 35,400円 

    【一般の部（浮野みそ、みつか味噌、黒米ふる里みそ）】      

応募者  66人（＠500円×66＝33,000円） 

    【スナップ写真の部（ボールペン）】 

 応募者   8人（＠300円×8＝2,400円） 
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事 業 名 検査管理事業 

担 当 課 管理契約課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-16 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 166,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 166,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 97,004円

事
業
の
目
的 

工事及び委託の適正な履行を確保する

こと 
事
業
の
概
要 

工事及び委託の適正な履行を確保するために次に掲

げる事務を行うものである。 

・公共工事及び委託検査 

・加須市優秀建設工事表彰 

・検査員研修の実施 

・開発行為に関する検査 

事業の実績・成果  

優秀建設工事表彰及び研修会について、下記のとおり実施した。 

 請負業者の建設意欲を高め、各業者の質的向上のため、表彰・研修会を行った。市監督員についても

同様に技術向上のための研修会として実施した。 

○ 「平成21年度加須市優秀建設工事表彰、研修会」 

 

(1) 開 催 日 平成22年8月19日(木) 午後１時から 

(2) 表彰対象 4社 

(3) 研修会  「加須市の入札・契約の現状と今後の取組」 

         講師：加須市管理契約課長兼主席検査員  

(4) 出席者   市内に本・支店・営業所のある事業者、市外指名業者等 138人 

         市監督員等                            50人  計188人 

 

 
事 業 名 地域間交流事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 632-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 16,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 16,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

旧市町において防災協定関係等にある

自治体や県内外の近隣自治体との間で、

教育・文化・経済・スポーツなど交流活

動を行うことにより、相互の理解と友好

親善を深め、地域社会の発展と振興を図

る。 

事
業
の
概
要 

・他自治体との間で、教育・文化・経済・スポーツ

など交流活動を行う。 

・旧市町の交流内容等を精査し、新市としてのあり

方について検討する。 

事業の実績・成果  

○ 合併前に旧騎西町が提携していた「栃木県さくら市」とは、今後とも防災協定を基本とした交流を

 進めたいとの意向確認をしたが、新加須市としては、今後、さくら市を含めた他自治体間との交流の

 あり方（交流内容等）を、新市としての考えを整理したうえで、地域間交流を進めていくことを次年

 度予算編成過程の中で確認した。 

 

○ 旧北川辺町が締結していた三国サミット会議構成市町の災害時相互応援協定については、新加須市

 として23年2月に再締結（茨城県古河市、栃木県野木町） 
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事 業 名 市民顕彰事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-05 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,098,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,098,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 1,040,047円

事
業
の
目
的 

市民の郷土への愛着を深めるとともに

自治への参加を促進し、市民と行政によ

る協働のまちづくりを推進する。 
事
業
の
概
要 

・名誉市民、一般表彰、感謝状の贈呈 

・新市において新たに制定する功労章 

・H18年12月に旧加須市において市政の進展及び市

民福祉の増進を図るため、加須市感謝状贈呈要綱を

制定し、教育・文化・体育・産業・環境衛生・建設・

防災防犯・社会福祉・交通安全・地域振興・国際親

善活動や、ＰＲ活動、寄付行為活動等の功労者に感

謝状を贈呈している。新市においても、同要綱を制

定し（22.3.23）引続き実施する。 

事業の実績・成果  

１ 永年にわたり市政発展のため尽力いただいた市議会議員を表彰した。 

    永年勤続議員表彰  23名（平成22年6月8日 於：市議会） 

                     旧市町勤続15年目議員（8名） 

                     旧町勤続15年以上（5名） 

                     旧町勤続10年以上（10名） 

               2名（平成22年11月25日 於：市議会） 

                     旧町勤続15年目議員（2名） 

 

                             ・・・ 加須市名誉市民及び表彰に関する条例 

 

２ 市政の進展・市民福祉の増進に功労のあった個人・団体に感謝状を贈呈した。 

    感謝状贈呈   204名（清掃活動、自治会活動、合併協議会委員、市のPR活動、 

                社会福祉活動等々） 

         ・・・ 加須市感謝状贈呈に関する要綱 

 
事 業 名 ワークシェアリング事業 

担 当 課 職員課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 551-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 11,373,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 11,373,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 7,188,240円

事
業
の
目
的 

市職員の人件費を抑制し、市自ら市民の

雇用創出を図る。 
事
業
の
概
要 

職員の時間外勤務の適正化と健康管理を考慮し、時

間外勤務を縮減し、その経費を財源としてワークシ

ェアリングを実施して臨時職員を雇用する。 

事業の実績・成果  

  臨時職員を広報紙等で募集し、12 月 8 日に教養試験を行い候補者を登録。業務繁忙等により人員

を必要としている箇所に、試験結果上位者から順次配置した。   （臨時雇用賃金；7,188,240円）

(1) 登録期間  平成23年1月1日から12月31日 

(2) 登録者数  105人 

(3) 平成22年度中雇用者数  81人（雇用率 77.1％） 

(4) 市役所以外で就労開始した者  6人 

(5) 辞退ほか  18人 
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事 業 名 総務管理事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-14 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 7,715,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 10,227,521円

目 01 一般管理費 決 算 額 9,111,580円

事
業
の
目
的 

総務一般事業の円滑な遂行のほか、行政

境界事務を円滑に行うと共に、広報紙を

通して自衛官の確保等を図る。その他、

合併に伴う新市の市章、市の花、市の木

および都市宣言の制定を進める。 

事
業
の
概
要 

・総務一般事業の遂行（市民総合賠償保険加入、消

耗品（新聞）の購入）、行政境界事務、自衛隊受託事

務等 

・新市の市章、市の花、市の木及び都市宣言の制定

事業の実績・成果  

１ 自衛官募集事務 

・お知らせ版へ自衛官募集案内を掲載した。（11、12、2月号）計4回 

  ・各地域自衛隊父兄会への補助金交付（騎西、北川辺、大利根）計107,000円 

 

２ 新聞購読料 

   新聞購読部数 本庁    32部 1,113,600円   騎西総合支所  7紙 274,260円 

          北川辺総合支所7紙 256,668円   大利根総合支所  6紙 242,640円 

 

３ 市民総合賠償補償保険 

  市が所有、使用、管理する施設の瑕疵や市の業務遂行上の過失に起因する事故の損害賠償金及

び市が主催する行事へ参加した市民等が入院・通院を伴う傷害を被った場合の補償金をてん補す

る保険として、市民総合賠償補償保険に引き続き加入した。  保険料 1,555,488円 

  ・補償金該当案件  該当なし 

 

４ 行政界事務      

   行政界立会い 1回（久喜市） 

 

５ 市章制定事務 

   合併に伴う新市の市章制定事務を実施した。 

    ・市章制定支援業務委託（㈱三和広告社 埼玉本部） 1,879,500円 

    ・市章選定委員会委員謝金（4回開催）7人 75,000円 

        ・市章アンケート応募者記念品（図書カード） 100,000円 

    ・市章デザイン優秀作品賞賜金（1人） 100,000円 

 

６ 名誉市民髙瀬一太郎氏、名誉市民片野嘉作氏お別れの会開催 

    ・名誉市民髙瀬一太郎氏お別れの会（11月7日：パストラルかぞ）  1,541,735円 

                     参列者数  418名 

    ・名誉市民片野嘉作氏お別れの会（11月27日：生涯学習センターみのり） 970,786円 

                     参列者数  216名 

 

７ 平和都市宣言起草事務 

   平和都市宣言をするため、起草委員会を設置し、宣言文を取りまとめた。 

    ・平和都市宣言起草委員会委員謝金（2回開催）8人 48,000円 
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事 業 名 多文化共生事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 633-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 35,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 35,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 10,000円

事
業
の
目
的 

今後外国人住民の増加が予想される中、

国籍や民族など異なる人々が互いの文

化の差異を認め合いながら地域社会を

支えあう協働のまちづくりを進める。 

事
業
の
概
要 

・在住外国人が地域社会の一員として共に暮らして

いくために必要な支援等を行うほか、外国人の日本

語教師のホームステイ先を斡旋する「ワンナイトス

テイ事業」や、国際交流を行う市内団体への支援を

行う。 

・市内在住外国人に対し、多言語表記の各種案内等

を作成するなど、支援を行う。 

事業の実績・成果  

１ ワンナイトステイ事業 

 

  国際交流基金日本語国際センターが実施する海外日本語教師のホームステイについて、市内登録

家庭の受入を斡旋した。 

 また、お知らせ版2月号で次年度の登録希望家庭を募集した。 

 

   【加須】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

登録家庭数 8 11 10 6 7 

受入人数 12 10 11 5 4 

受入家庭数 6 6 10 5 4 

                           ＊H21以前合併前の旧３町は実績なし 

    

 

２ 海外学校の加須市役所表敬訪問時の歓迎会実施 

 

  毎年度海外から来日する生徒が、加須市役所を表敬訪問するとき、市役所内において歓迎会を実施

 している。 

 

   日 時  平成22年10月13日（水） 

   校 名  中国内モンゴル自治区フフホト第2中学 生徒27名、引率教諭4名 

   歓迎会  加須市紹介ビデオ上映、歓迎あいさつ、記念品（こいのぼりキーホルダー）贈呈、 

        記念撮影等 
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事 業 名 合併記念式典開催事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 631-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,105,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,072,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 712,523円

事
業
の
目
的 

1市3町が合併し新生「加須市」が誕生

したことを記念して、旧1市3町の住民

が集い、新市の市民として一体感の醸成

を図る。 

事
業
の
概
要 

開催時期案：合併に伴う一連の事務が安定し、市章

お披露目が可能となる時期 

開催場所案：パストラルかぞ大ホール 

開催内容例：祝辞、アトラクション、（案）合併功労

表彰、新市市章お披露目等 

事業の実績・成果  

○ 加須市、騎西町、北川辺町、大利根町の1市3町の合併に伴い、平成22年3月23日に新生「加須

市」が誕生した。新市誕生を記念し、市民が集い、新市としての一体感「絆」の醸成を図るため合併記

念式典を開催した。 

 

１ 実施概要 

  実施日  平成22年11月21日（日）午後１時～3時 

  場 所  パストラルかぞ 

  司 会  加須市観光大使  飯塚麻衣、中島悠紀、萩原沙知子 

内容   開式、国歌斉唱、式辞、あいさつ、来賓紹介、祝電披露、 

     合併功労者総務大臣表彰、合併功労者市長感謝状贈呈、新市市章披露、 

     ご当地オリジナルナンバープレート披露、 

          アトラクション 

          武州加須囃子保存会        

          よさこいソーラン 騎梨香/風雲児 

          童謡のふる里おおとねハンドベルリンガーズ 

          和太鼓サークルどどんこ   

 

２ 合併功労者総務大臣表彰   4名 

  合併功労者市長感謝状贈呈  30名 

 

 ３ 出席者数      554名（総務大臣、埼玉県知事、国会議員、県議会議員、国県関係機関、 

               県内市町長、県内市町議長、市政に関係する方々、市民の皆様） 

 

 ４ 主な経費 ①報償費（出演者、司会者）             110,000円 

        ②消耗品費、食糧費（賞状用筒、手提袋、お茶等）   255,533円 

        ③印刷製本費（リーフレット印刷等）                99,330円 

        ④借上料（パストラルかぞ）             198,600円 
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事 業 名 市民慶祝事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-06 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,632,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,632,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 2,727,559円

事
業
の
目
的 

市民の郷土への愛着を高めるとともに

市民と行政による協働のまちづくりを

推進する。 事
業
の
概
要 

出生に際し市長の祝辞・足型記録セット及び出産祝

い品を贈呈（市民課） 

金婚に際し市長の祝状及び額を贈呈（高齢者福祉課）

寿賀(100歳,99歳,88歳）に際し市長から祝い金・祝

状・筒又は額の贈呈（77歳は祝い金のみ）（高齢者福

祉課） 

叙勲褒章等に対し、祝電を送る。（秘書広報課） 

事業の実績・成果  

１ 出生に対し、市長の祝辞及び足型記録セットを贈った。（864人） 

 

２ 金婚に対し、市長の祝状及び額を贈った。（146人） 

 

３ 寿賀に対し、市長の祝状及び筒又は額を贈った。 

       （100歳：11人、99歳：20人、88歳：365人） 

 

４ 在住者の出生に対し、北川辺産コシヒカリ1俵（60kg）分のお米券（5kg×12枚綴）を贈った。 

  （旧北川辺町事業） 

   

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

支給者（枚数） 76人（912枚） 64人（768枚） 0人（0枚） 

引換実績 
527枚

1,185,750円 

796枚

1,791,000円 

295枚 

663,750円 

      （平成20年度新規事業） 
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事 業 名 法務相談事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-24 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,007,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,040,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 1,023,510円

事
業
の
目
的 

法的紛争を未然に防止する。 

事
業
の
概
要 

・本事業の定例相談を、毎月 1 回本庁舎において顧

問弁護士と直接相談することにより行う。 

・臨時相談は急を要するときに行うものとする。 

・業務の執行により紛争等が生じたとき、又は生じ

るおそれがあるときに業務所管課が相談するものと

する。 

・係争中の 2 件について弁護士の指示を受けながら

対応する。 

事業の実績・成果  

 顧問弁護士契約（単年度契約）を締結し、市役所会議室において定例相談を行った。 

 顧問弁護士からの的確な助言等を業務に生かし、問題の発生を未然に防止するとともに円滑な行政の

遂行が図られた。 

 また、訴訟事務への対応については、弁護士の指示のもと適正に遂行した。 

 

 ○１年間の定例相談件数 

  総数36件（うちＦＡＸ、電話及び訪問による臨時相談14件） 

  （内訳） 

総務・人事関係 7件 教育関係 1件 

福祉関係 2件 訴訟関係 8件 

建設関係 8件 その他 10件 

 

  【相談件数の推移】                             （件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 44 69 60 44 36 

旧加須市 32 46 31 23 

旧騎西町 4 7 9 6 

旧北川辺町 0 7 6 9 
 

旧大利根町 8 9 14 6 

 

 

 ○訴訟への対応 

  平成22年（ワ） 第2号   タクマ損害賠償請求事件 準備書面手続出張旅費 18,470円 

  平成22年（行ウ）第19号  国民健康保険税処分取消請求事件 口頭弁論出張旅費 2,080円 

  平成22年（ワ） 第3681号  市営住宅明渡し及び滞納家賃支払請求事件 

                 訴えの提起に係る収入印紙代及び郵便切手代 42,960円 
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事 業 名 人事管理事業 

担 当 課 職員課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-13 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 34,587,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 34,587,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 19,996,956円

事
業
の
目
的 

公平・公正な人事管理を行うとともに、

人材育成事業と組合わせながら職員一

人ひとりの能力を発揮させる人事管理

を行う。 事
業
の
概
要 

・職員昇任試験（主査職・主幹職）の実施 

・定員適正化を踏まえた職員採用試験の実施 

・職員表彰（永年勤続表彰・功績表彰）の実施 

・勤務評定、目標管理の実施 

・人事異動の実施 

・職員健康診断の実施 

・人事台帳整備事業（緊急雇用対策事業）の実施 

・事業の円滑実施、繁忙業務の対策としての臨時職

員の配置 

事業の実績・成果  

１ 職員昇任試験の実施（委託料：588,052円） 

 

（１） 一次試験（筆記・論文試験）：平成22年11月27日 

      

     二次試験（面接試験）：平成23年1月19日、20日、21日、25日、26日、27日 

      

     受験者数・合格者数：主査職選考試験受験者73人、合格者36人 

               主幹職選考試験受験者16人、合格者13人 

 

（２） 受験者数及び合格者数の推移                       （人） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

受験者数 42 54 48 54 73 
 加須市 

合格者数 12 26 24 29 36 

受験者数 19 33 29 37 
 旧加須市 

合格者数 9 15 14 20 
 

受験者数 23 21 19 17 

主
査
職 

 旧騎西町 
合格者数 3 11 10 9 

 

受験者数 6 5 6 12 16 
 加須市 

合格者数 4 4 6 10 13 

受験者数 6 5 6 12 

主
幹
職  旧加須市 

合格者数 4 4 6 10 
 

  

 

２ 職員採用試験の実施（委託料：471,605円） 

 

（１） 一次試験（筆記・論文・専門試験）：平成22年9月19日 

      

     二次試験（面接試験・適正検査）：平成22年11月2日、4日 

     

    採用者数：一般事務7人、保健師2人、管理栄養士1人、保育士3人、幼稚園教諭5人 
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（２） 受験者数及び採用者数※1の推移（消防職員は除く。）              （人）

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

受験者数 3 159 151 0 112 
 加須市 

採用者数 1 20 27 0 18 

受験者数 3 131 97  
旧加須市 

採用者数 1 15 17  

受験者数   10 17  
旧騎西町 

採用者数  3 3  

受験者数   18    
旧北川辺町 

採用者数   2     

受験者数     37   

 

旧大利根町 
採用者数     7   

 

 ※1･･･採用者数は翌年4月1日現在。 

 

 

３ 職員表彰の実施 

(1) 永年勤続表彰 

    勤続30年となった職員を表彰  30人 

 

(2) 功績表彰 

  他の職員の模範となり推賞すべき業績のあった職員を表彰 7件(42人) 

 

(3) 功績表彰に準じた表彰 

    市政の推進に多大な貢献をし、その業績が顕著であったものを表彰 1件(26人) 

 

 

４ 職員健康診断 

  労働安全衛生法に基づく職員の健康診断(一般検診1,143人、肝炎検査137人、眼底検査708人、

受診率78.8％)を実施した。  委託料 6,417,390円 

 

 

５ 職員作業衣 

  作業衣を対象職員（男性:冬用上着214人、冬用ズボン214人、夏用上着228 人、夏用ズボン229

人、女性：上着138人、ズボン138人）に貸与した。 

   備品購入費 2,831,640円 

 

 

６ 人事給与情報システム 

  円滑な人事給与事務の遂行のため、人事給与情報システムを使用した。 

   委託料（ソフト保守） 1,543,500円 

   委託料（ハード保守）  240,408円 
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事 業 名 人材育成事業 

担 当 課 職員課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-12 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,837,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,837,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 2,856,394円

事
業
の
目
的 

職員個々の資質の向上を図り、より成熟

した組織による、より充実した市民サー

ビスの提供や確実・適切な事務事業の執

行を目指す。 

事
業
の
概
要 

市単独で実施する政策法務研修等の他、近隣市との

共同研修、自治人材開発センター・自治大学校・市

町村アカデミー等の主催する各種研修へ計画的に職

員を派遣し、その能力・資質の向上を図る。 

事業の実績・成果  

 住民ニーズに的確に対応できる能力・資質を伸ばして市民サービスの向上につなげるため、職員研修実施

計画に基づき各種研修を行った。 
 
 H22研修実績 

○一般研修（市単独） 

新採用職員教育研修  8人 人権・同和問題研修会 407人 人権問題研修会 246人 

IT研修 80人 接遇能力向上研修 30人 安全運転・エコドライブ講習会 17 人

安全運転講習会 124人 メンタルヘルス研修 299人 人事評価者研修 75人 

意識改革(コンプライアンス)研修 253 人 嘱託・臨時職員接遇能力向上研修 26 人 普通救命講習 77人 

政策法務研修(基礎) 27人 政策法務研修(応用) 22人 不当要求行為等対策研修 264 人

 

  ○四市共同研修（加須市・行田市・羽生市・鴻巣市） 

初級職員研修16人 中級職員研修13人 上級職員研修12人 

監督者研修 17人 法制執務研修30人  

 

  ○広域連合研修（階層別研修・階層別選択研修 ほか） 

課長級研修 1人 課長補佐級研修 13人 係長級研修 41人 

中級研修 7人 階層別選択研修 10人 講師養成研修 7人 

民間企業派遣研修 2人 特別研修 27人  

 

  ○派遣研修（自治大学校・市町村アカデミーほか） 

自治大学校 2人 市町村アカデミー 5人 国土交通大学校 1人 

埼玉県消防学校 12人 救急救命東京研修所 1人 埼玉県救急救命士養成所 1人

安全運転中央研修所 1人 医療機関 11人 埼玉県(実務研修) 4人 
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研   修   名 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

一般研修（市単独） 加須市 1,608 1,590 1,489 1,961 1,955

 旧加須市 932 750 834 1,066 

 旧騎西町 166 472 274 131 

 旧北川辺町 30 30 30 123 

 旧大利根町 332 188 200 223 

 旧消防組合 148 150 151 418 

四市共同研修（加須・行田・羽生・鴻巣） 61 56 52 66 88

広域連合研修（階層別研修・選択研修） 加須市 142 151 142 182 108

 旧加須市 50 53 53 78 

 旧騎西町 50 53 51 51 

 旧北川辺町 25 32 28 28 

 旧大利根町 17 13 10 25 

派遣研修（自治大学校・市町村アカデミー等） 加須市 35 32 38 36 38

 旧加須市 5 6 7 4 

 旧騎西町 5 3 4 6 

 旧北川辺町 1 1 1 1 

 旧大利根町 1 2 1 2 

 旧消防組合 23 20 25 23 

その他研修 加須市 4 5 4 4 0

 旧騎西町 1 3 4 4 

 旧北川辺町 3 2 0 0 

  合     計 加須市 1,850 1,834 1,725 2,249 2,189

 旧加須市 1,048 865 946 1,214 

 旧騎西町 222 531 333 192 

 旧北川辺町 59 65 59 152 

 旧大利根町 350 203 211 250 

 旧消防組合 171 170 176 441 

 

研修参加者の推移
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事 業 名 職員福利厚生事業 

担 当 課 職員課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-11 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,170,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,170,000円

目 01 一般管理費 決 算 額 2,559,526円

事
業
の
目
的 

職員の厚生制度として職員の保健・元気

回復その他厚生に関する事業を実施す

る。 

事
業
の
概
要 

職員に厚生団体設置に関する意向調査を行い、その

結果を受けて厚生団体を設置し、親睦共済事業等の

各種事業を展開していく。 

事業の実績・成果  

  職員厚生会 

    職員の福利厚生及び相互の親睦を図ることを目的として各種事業を実施した。 

     ・体育事業  ・教養事業  ・親睦共済事業  ・慶弔慰事業 

    なお、厚生会の主な収入としては、この補助金のほかに会員からの負担金(月 400 円、H22 年

度実績3,925,200円)がある。 
   【市補助金の推移】                          （千円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 4,546 3,902 3,838 3,805 2,542

 旧加須市 3,140 2,679 2,571 3,276 

 旧騎西町 671 493 543 0 

 旧北川辺町 700 700 700 500 

 旧加騎衛生組合 35 30 24 29  
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事 業 名 広報広聴事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 612-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 27,486,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 28,943,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 23,349,524円

事
業
の
目
的 

広報紙等を充実させることにより、積極的

な情報提供を行い、市民との情報の共有化

を図るとともに、市長への手紙・メールに

より、市民から広く意見や提言をいただ

き、市政運営に反映させる。 

事
業
の
概
要 

・「市報かぞ｣・｢おしらせ版」の編集･発行 

・加須市に関する映像等の情報の記録と保存 

・市長への手紙、市長へのメール 

事業の実績・成果  

○広報紙 

 【広報紙】発行部数及び年間印刷製本費 

   

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 月発行部数         40,000部 

 
加須市 

決算額 15,431,425円 14,038,384円 16,788,669円 16,419,982円 11,617,914円

 月発行部数 

H18.4～8 月号

24,000部/9月

号～H19.3 月

号24,500部 

24,500部 24,500部 24,500部 

 

旧加須市 

決算額 5,751,621円 5,530,366円 7,154,670円 7,139,792円 

 月発行部数 6,390部 6,410部 6,470部 6,570部 

 
旧騎西町 

決算額 4,018,813円 3,875,417円 4,070,655円 3,916,790円 

 月発行部数 4,200部 4,100部 4,000部 4,000部 

 
旧北川辺町 

決算額 4,062,491円 3,271,801円 3,735,900円 3,704,400円 

 月発行部数 5,000部 4,700部 4,700部 4,700部 

 
旧大利根町 

決算額 1,598,500円 1,360,800円 1,827,444円 1,659,000円 

  

 

 【おしらせ版】発行部数及び年間印刷製本費 

 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 月発行部数         40,000部 

 
加須市 

決算額 5,381,313円 5,722,673円 6,506,582円 6,890,285円 6,024,060円

 月発行部数 

H18.4～8 月号

24,000部/9月

号～H19.3 月

号24,500部 

24,000部 24,000部 

24,000部(5～

7月)/24,300

部(8～3月号) 

 

旧加須市 

決算額 4,513,425円 4,203,108円 4,469,225円 5,017,039円 

 月発行部数 6,350部 6,400部 6,410部 6,460部 

 
旧騎西町 

決算額 0円 
11月～3月

520,800円 
1,254,057円

4月～2月

1,157,146円 

 月発行部数 4,200部 4,100部 4,000部 4,000部 

 
旧北川辺町 

決算額 867,888円 998,765円 783,300円 716,100円 

 月発行部数 ― ― ― ― 

 
旧大利根町 

決算額 ― ― ― ― 
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○写真プリント代 

  現在、デジタル一眼レフカメラを4台所有している（旧加須市において平成17年度及び18年度に

各1台購入。また、平成22年度合併時に旧北川辺町及び旧大利根町より各1台ずつ所有権が移動）。

 デジタルカメラを活用し、プリントする写真を選択することにより、写真プリント代を削減した。 

 

  ・写真プリント代の推移                          (単位：円) 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 217,666 127,326 67,441 89,664 33,491 

 旧加須市 182,593 117,117 49,625 67,890 

旧騎西町 33,778 9,199 4,850 10,440 

旧北川辺町 ― ― ― ― 

 

旧大利根町 1,295 1,010 12,966 11,334 

 

 

   

○市長への手紙（メール） 

   「市長への手紙」専用はがき及び投函箱を、現在、本庁舎、各総合支所、各地区の公民館などを

  はじめとする市の公共施設33か所に設置している。 

   市民から郵送または投函箱に直接ご意見等をいただき、市長名で回答している。また、加須市ホ

  ームページ内の「市長へのメール」からも、同様にご意見等をいただき、市長名で回答している。

 

  ・ 市長(町長)への手紙の通数の推移                  （単位：通） 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 165 243 192 197 144 

旧加須市 91 154 104 105 

旧騎西町 38 51 31 45 

旧北川辺町 22 24 40 36 

 

旧大利根町 14 14 17 11 

 

    ※北川辺、大利根の件数には、要望・メールを含む。  

 

・ 市長(町長)へのメールの数の推移                 （単位：通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 113 119 109 110 78 

旧加須市 91 106 68 64 

旧騎西町 22 13 41 46 

旧北川辺町 手紙に含む 手紙に含む 手紙に含む 手紙に含む 

 

 

旧大利根町 手紙に含む 手紙に含む 手紙に含む 手紙に含む 
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事 業 名 市勢要覧作成事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 612-07 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 8,400,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 8,400,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 7,045,500円

事
業
の
目
的 

新市の概況や地域の特色、市民の皆さん

に密接に結びついた行政情報、公共施設

等を掲載し、新生「加須市」に対して理

解を深めていただくとともに魅力アッ

プを図る。 

事
業
の
概
要 

・市勢要覧の編集･発行 

事業の実績・成果  

○発行部数     50,000部（うち全戸配布40,000部） 

○仕  様     Ａ４判 カラー印刷 44ページ 

○発行･配布     平成22年12月発行、平成23年1月15日全戸配布 

○価  格     １部 400円（市民は無料） 6冊販売 

○公共施設等配置  各総合支所、各４地域図書館（市民課、各総合支所市民税務課では、加須市に転

入された方に窓口で配布している。） 
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事 業 名 ホームページ活用事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 612-05 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 2,539,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 2,539,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 2,538,264円

事
業
の
目
的 

ホームページを活用し、スピーディーか

つ積極的な情報提供を行い、市民など閲

覧者との情報の共有化を図る。 

事
業
の
概
要 

・ホームページの管理、運営事業 

事業の実績・成果  

 新加須市では旧加須市で導入したものを継続して使用し、ホームページを使いやすくするとともに、

効率的な情報の作成更新を行うため、全利用者が閲覧及び操作する際の公平性（アクセシビリティ）の

向上やバリアフリー化を考慮したシステム（ＣＭＳ・コンテンツマネジメントシステム）を導入した。

平成20年2月に刷新以来、鮮度の高い情報のタイムリーな公開に努めている。また、加須市ホームペ

ージ作成基準を作成し、積極的な市政情報の提供及び情報共有の推進を図っている。 

 

・ホームページ運営管理諸費用                        （単位：円） 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市    399,789    899,271  3,789,969  2,762,619  2,538,264

旧加須市     634,566  2,538,264  2,538,264 

旧騎西町    192,307     47,250  1,034,250     18,900 

 

旧北川辺町    144,902    154,875    154,875    142,875 

 旧大利根町     62,580     62,580     62,580     62,580 

 

 

・ＣＭＳ保守業務委託費 1,216,524円(101,377円×12ヶ月分) 

              ※長期継続契約（平成20年1月1日～平成24年12月31日） 

               

  ・ＣＭＳ借上料     1,321,740円(110,145円×12ヶ月分) 

              ※長期継続契約（平成20年1月1日～平成24年12月31日） 

           

 

  【ＣＭＳ導入による成果】 

・ホームページ情報の作成・更新・削除が簡単になり、迅速な情報提供や休日・夜間でもあらか

じめ作成したホームページ情報の自動更新が可能になった。 

   ・電子決裁を導入し、承認プロセスが明確化したことにより、最新情報をタイムリーに公開する

    ことが可能になった。 

･ウェブサイト全体のデザインが統一され、見やすくなった。また、操作性に一貫性があり、 

いずれのページも同様の手順で閲覧することができるため、使いやすくなった。 

   ・高齢者や障害者も利用しやすい、インターネット上の操作性能の公平さに関する日本工業規格

(JISX8341-3)に準拠した形での情報公開が簡単になり、アクセシビリティの確保が図られた。

 

 

  【情報の積極的な提供】 

   ・ＣＭＳの導入に合わせて、平成20年10月から各課毎のホームページ更新件数を集計し、 

    更新の少ない課に対して積極的な情報更新を働きかけている。 
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事 業 名 市政についての話し合い開催事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 611-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 147,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 147,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 102,091円

事
業
の
目
的 

市民と直接意見交換を行い、そこで出さ

れた要望や意見を反映した市政を展開

していくために、また、市の施策や事業

遂行に向けての説明責任を果たしてい

くために実施する。 

事
業
の
概
要 

話し合いのテーマを設けて、市内の各公民館等を会

場として話し合いを実施する。 

事業の実績・成果  

【開催日程】 ○地区別   10月～12月（20地区開催）  

【テーマ】  ○「水と緑と文化の調和した元気都市」を目指して～協働による新たなまちづくり  

第1次総合振興計画策定に向けて～ 

【主な経費】 ○参加者茶代 77,000円 

        会場借上代  4,800円 

【参加者数の推移】 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

1,322人 943人 1,657人 1,586人 893人

地区別 321人 366人 401人 378人

 階層別 178人 開催せず 開催せず 開催せず

 行政座談会
若草地区

行政座談会
若草地区

行政区懇談
会17地区

行政区懇談
会16地区

40人 40人 298人 350人

地区別 376人 148人 407人 291人

自治会 407人 389人 開催せず 567人

車座会議

551人

新加須市

地区

旧騎西町

旧大利根町

旧北川辺町

旧加須市

 

※ 地区別明細 

東

元和

豊野

騎西

田ケ谷

種足

鴻茎

高柳

礼羽

志多見

不動岡

大越

樋遣川

三俣

加須

水深

大桑

61

53

65

9

9

8

7

8

23

36

30

43

35

24

30

19

28

31

625

52

73

38

893

35

39

47

16

21

268

24

8

18

30

8

14

16

10

17

参　　　加　　　者　　(人)
開催日地区別

71 47

合　　計 男

5

11月20日(土)

51

女

48 40

3250

25

34

平成22年度合計

北川辺１区～４区

北川辺５区～９区

原　道

10月23日(土)

11月6日(土)

12月19日(日)

12月18日(土)

11月28日(日)
39

35

12月12日(日)

35

10

17

2030

22

13

1546

19

14

43

40
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事 業 名 文書管理事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-23 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 76,660,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 76,660,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 61,890,089円

事
業
の
目
的 

本市における印刷、郵送、使送などの事

務を円滑に進める。 
事
業
の
概
要 

・印刷用紙などの関連消耗品の購入・郵送、使送業

務・ＯＡ機器等の借上げ 

・コピー機等の管理をするとともに簡易印刷物につ

いては庁内印刷機等を活用する。 

・郵送等文書の収発業務及び自治会等への使送業務

を行う。 

事業の実績・成果  

１ 郵送料（円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 44,865,646 46,348,954 44,230,325 45,112,470 40,116,551

旧加須市 27,582,537 28,640,017 26,872,300 27,869,258 

旧騎西町 5,626,615 5,166,540 5,684,852 6,357,377 

旧北川辺町 4,978,320 5,699,158 5,311,134 4,916,845 
 

旧大利根町 6,678,174 6,843,239 6,362,039 5,968,990 

                                       *平成21年度は通年決算額 

２ コピー用紙購入費（円）                        

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 5,886,032 6,849,186 7,680,869 8,440,831 8,176,029

旧加須市 3,501,750 4,795,980 5,001,885 5,391,765 

旧騎西町 1,512,113 937,701 1,211,267 1,360,419 

旧北川辺町 593,668 559,700 746,507 733,907 
 

旧大利根町 278,501 555,805 721,210 954,740 

                                      *平成21年度は通年決算額 

３ ＯＡ機器にかかる費用 

【本庁】 

リース料  (円) 契約期間 
種  類 

年 額 月 額 開 始 終 了 
リース会社 

電子製版機 250,488 20,874 H18.5.1 H23.4.30 富士通リース㈱ 

オフセット印刷機 779,940 64,995 H20.6.1 H25.5.31 NTTファイナンス㈱ 

ファクシミリ（3F） 8,940 745 H22.4.1 H23.3.31 
富士通リース㈱ 

（再リース） 

ファクシミリ（1･2F） 18,144 1,512 H22.4.1 H23.3.31 
日立キャピタル㈱ 

（再リース） 

紙折機 78,120 6,510 H20.10.1 H25.9.30 日立キャピタル㈱ 

拡大プリンタ 79,380 6,615 H21.6.1 H26.5.31 日立キャピタル㈱ 
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電動断裁機 22,890 

11,440 

11,445

1,114

H22.4.1 

H22.6.1 

H22.5.31 

H23.3.31 

富士通リース㈱ 

（再リース） 

デジタル印刷機 
75,600 

151,200 

18,900

18,900

H22.4.1 

H22.8.1 

H22.7.31 

H25.7.31 
㈲ アライ 

デジタル印刷機２ 10,500 10,500 H23.3.1 H26.2.28 ㈲ アライ 

【騎西総合支所】 

ポスタープリンター 7,686 － H22.4.1 H23.3.31 日立キャピタル㈱ 

 

【北川辺総合支所】 
     

リース料（円） 契約期間 
種  類 

年 額 月 額 開 始 終 了 
リース会社 

印刷機 42,000 3,500 H19.6.1 H24.5.31 
㈱ 雄飛堂  

熊谷支店 

コピー機（第1庁舎） 25,628 － H22.4.1 H23.3.31 NTTファイナンス㈱ 

コピー機（第2庁舎） 75,600 6,300 H21.4.1 H26.3.31 

富士ゼロックス 

埼玉 株式会社 

（再リース） 

 

【大利根総合支所】 
     

印刷機 買取 買取 － － ＲＩＳＯ 

複写機３台 

うち1台は住民用 

買取 買取 － － リコー 

ファックス リース期間満了 所有権譲渡  － － 

電話 再リース （92,000）  － － 

 

４ コピー機 

  カウンター料金（円） 

 管理台数 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 13台 8,786,836 7,780,079 8,832,621 9,324,437 7,136,054

旧加須市 ７台 3,388,658 2,374,810 2,446,013 2,197,652 

旧騎西町 ３台 4,160,264 3,950,940 4,706,439 5,409,574 

旧北川辺町 ２台 762,656 716,979 772,109 853,835 
 

旧大利根町 ３台 475,258 737,350 908,060 863,376 

                                    ＊21年度は通年決算額 
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事 業 名 文書法規管理事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-28 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 20,806,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 20,806,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 18,171,951円

事
業
の
目
的 

法制執務や法令解釈に関し必要な助言

や相談を実施し、条例、規則等の制定改

廃や訴訟、異議申立等に関し、円滑な行

政運営を図る。 事
業
の
概
要 

・法制執務及び例規整備に関する相談を実施すると

ともにファイリングシステムの適正な運用のための

消耗品の整備 

・法令図書の追録、法令月刊誌、法制執務政策法務

関係図書の整備 

・新たな紙製例規集の作成、例規データベースシス

テムの構築 

・判例データベースシステムの整備 

・保存期間満了文書の再資源化のための委託 

事業の実績・成果  

 

１ 文書審査等の状況（Ｈ22年） 

  条例等の議案…50件、規則…16件、訓令…4件、告示・要綱等…291件 

 

２ 国会制定法の概要と市への影響調査 

  第174回国会46本、第175回国会2本、第176回国会20本 

 

３ 法制執務・政策法務等関係図書の整備 

    1,440,750円 

 

４ 例規ベースシステム及び紙製例規集の作成・更新 

  紙製例規集作成 7,875,000円 

  追録作成1,260,000円、例規ベースシステム更新データ作成2,597,670円（22年度は3回） 

  例規ベースシステム使用料 2,078,136円（8月からの月割り）  

 

５ ファイリング用品等の整備 

    保存箱、個別フォルダ、ラベル等…1,507,275円、3支所合計･･･596,054円 

 

６ 保存期間満了文書の再資源化委託 

  【加須】 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

処理量 9,620kg 8,670kg 8,240kg 7,700kg 9,600kg

単価（1kg当たり） 36.75円 27円 12円 12円 9.25円

委託金額 353,535円 245,794円 103,824円 97,020円 93,240円

                         ※旧3町では再資源化委託の実施無し 

 

７ ファイリングシステムの統合に係る研修会及び実地指導（150,000円） 

  東日本大震災のため、平成23年度に繰り越した。 
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事 業 名 情報公開・個人情報保護事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 613-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,207,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,207,000円

目 02 文書広報費 決 算 額 658,750円

事
業
の
目
的 

透明で開かれた市政運営の推進と行政

への市民の信頼の確保を図るとともに、

市が保有する個人情報を適切に保護す

ることにより個人の権利利益の保護を

図り、もって基本的人権の擁護に資す

る。 

事
業
の
概
要 

・加須市情報公開条例及び加須市個人情報保護条例

の運用 

・加須市情報公開・個人情報保護審査会及び加須市

情報公開・個人情報保護運営審議会を必要に応じて

随時開催する。 

・情報公開・個人情報保護条例の運用の手引(内容更

新版)の作成(450部) 

事業の実績・成果  

１ 情報公開請求受付処理件数 40件 

   全部公開14件 

   一部公開（個人や法人に関する非公開情報を除く公開）21件 

   非公開5件（うち文書不存在2件） 

   公開内訳 

    地方債関係2件、自治会関係4件、給食センター関係4件、旧北川辺高校用地関係3件、 

    その他27件 

 

   情報公開請求受付処理件数 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 45 122 229 62 40 

旧加須市 16 72 208 42 

旧騎西町 9 14 12 13 

旧北川辺町 1 2 3 0 

旧大利根町 19 34 6 4 

旧消防組合 0 0 0 3 

旧加騎衛生組合 0 0 0 0 

 

旧大北衛生組合 0 0 0 0 

 

 

２ 個人情報開示請求受付処理件数 

   2件（開発行為許可申請書等に係る本人申請） 

 

３ 加須市情報公開・個人情報保護審査会開催（委員5名） 

   Ｈ23.3.10 審査会立ち上げ（委員の委嘱） 

   平成22年度は、不服申立ては提起されなかったため、審査会への諮問なし。 

 

４ 加須市情報公開・個人情報保護運営審議会開催（委員10名） 

   1回開催（10/27 運営審議会の立ち上げ（委員の委嘱）） 

   報告事項・・・個人情報取扱事務の新規届出（4件） 

          住基ネット等の運用状況の報告 

   諮問事項・・・個人情報を取り扱う事務の委託（民間保育所への保育料収納事務の委託1件） 

５ 加須市情報公開・個人情報保護制度運用の手引作成（450部） 540,540円 
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事 業 名 財政管理事業 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 12,950,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 12,950,000円

目 03 財政管理費 決 算 額 11,230,232円

事
業
の
目
的 

経済情勢や事業の進捗状況を勘案し、効

率的・効果的な財政運営を行う。 事
業
の
概
要 

経済情勢や事業の進捗状況を勘案し、持続可能な健

全財政を行う。 

また、庁内の財務会計システム等を安定的に管理・

運用する。 

事業の実績・成果  

 ◎平成22年度一般会計・特別会計予算書、平成23年度一般会計・特別会計予算書及び平成21年度

決算に係る行政報告書を作成した。 

   平成22年度予算書  300冊····428,400円 

   平成23年度予算書  300冊····503,370円 

   平成21年度決算に係る行政報告書 各220冊····732,375円 

     （新加須市、加須市、騎西町、北川辺町、大利根町） 

 

 ◎財務会計システムを円滑に運用し、適正な財政運営を行った。 

   借 上 料 ·································2,988,434円 

   保守委託料 ·································4,191,422円 

 

 ◎経済情勢や財政運営に関する知識を習得するため、図書・資料を購入した。 

   図書・資料購入費 ·························1,948,760円 

 

 ◆平成21年度決算に基づく健全化判断比率（４指標）を公表した。 

                                   （単位：％） 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

― 

（12.13） 

― 

（17.13） 

10.5 

（25.0） 

79.7 

（350.0） 

     ※ 実質赤字額、連結実質赤字額がないため「―」と表記 

     ※ 括弧内の数字は、加須市の早期健全化基準 

 

 ◆平成21年度決算に基づく財務書類４表（総務省改訂モデル）を作成し、ホームページで公表した。

   ※財務書類４表：貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書 
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事 業 名 会計管理事業 

担 当 課 会計課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 8,334,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 8,334,000円

目 04 会計管理費 決 算 額 5,975,667円

事
業
の
目
的 

法令との整合性、正確性を重視し、多様

化する出納事務事業を円滑に遂行する。

公金の確実な管理と効率的な運用。 

事
業
の
概
要 

・現金等の出納および保管・支出負担行為の確認、

支出命令に係る債務の確認・備品台帳の記録管理。

・歳計現金及び各種基金の管理運用。 

事業の実績・成果  

出納事務を円滑に遂行するため、法令に則した伝票等の審査を行い、適正な出納処理に努めた。 

 

【主な支出】 

 ・旧一市三町及び新加須市に係る平成22年度一般会計・特別会計決算書を印刷製本した。 

   印刷製本費 … 各220冊 1,649,970円 

 

 ・合併による総合支所内銀行派出所廃止に伴い、公金輸送委託を開始した。 

   委託内容 … 支所で納付された現金について、毎日、各支所から銀行まで輸送を行う。 

   委 託 費 … 2,091,600円 

 

 ・北川辺総合支所、大利根総合支所にレジスターを配置した。 

   備品購入費 … 2台 94,500円 

 

事 業 名 土地開発基金積立事業 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-09 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 2,948,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 2,948,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 2,666,461円

事
業
の
目
的 

公用若しくは公共用に供する土地又は公

共の利益のため、あらかじめ土地を取得

することにより、事業の円滑な執行を図

る。 

事
業
の
概
要 

・必要に応じ土地取得の財源とする。 

・基金の運用収益から生じる歳入歳出の経理。 

事業の実績・成果  

「土地開発基金」の運用から生じた収益（利子）について、同基金へ積み立てた。 
 

 【年度末基金残高の推移】   （単位：円） 

 平成21年度 平成22年度

積み立て額  0

利   子  2,666,461

年度末残高 936,900,142 939,566,603

う ち 現 金 538,401,142 541,067,603 

う ち 債 権 300,000,000 300,000,000

 う ち 土 地 98,499,000 98,499,000 
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事 業 名 車両管理事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-10 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 13,548,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 13,548,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 10,950,140円

事
業
の
目
的 

定期的な点検整備により安全性を確保

するとともに、総括的配車管理により、

保有する車を効率的に利用する。 
事
業
の
概
要 

・バスや共用車及び各課所管の公用車の安全運転管

理の指導、啓発並びに保守点検 

・環境基準に合った車の整備・公用車の効率的な利

用・廃車に伴う買替え 

・公用自動車の毎月の点検、保守、管理 

 ※公用自動車の総数 計301台 

事業の実績・成果  

共用車、バス等の車両管理を行うとともに、専用車（議長車）、バスの運転業務を行った。 

 

１ 維持管理費用    

 (1)燃料費（共用車両のみ）     5,482,371円 

 【本庁舎】22年度管理台数21台（総務課）            ＊平成21年度は通年決算額

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

購 入 量 ( ℓ ) 16,697 15,887 14,810 13,891 15,892

支払額 ( 円 ) 2,313,958 2,338,215 2,178,112 1,724,321 2,250,725

ガソリン 

平均単価(円) 139 147 147 124 142

購 入 量 ( ℓ ) 3,498 2,947 2,533 3,020 3,716

支払額 ( 円 ) 404,742 374,053 336,580 312,856 403,429

軽油 

平均単価(円) 116 127 133 104 109

                                

 【騎西支所】22年度管理台数1台（市民税務課）                       

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

購 入 量 ( ℓ ) 5,288 4,935 3,383 4,009 478

支払額 ( 円 ) 744,864 746,958 528,978 519,814 61,027

ガソリン 

平均単価(円) 137 146 151 123 128

購 入 量 ( ℓ ) 1,727 1,710 0 0 0

支払額 ( 円 ) 193,092 215,474 0 0 0

軽油 

平均単価(円) 111 126 0 0 0

 ※旧騎西町は、各課で公用車を管理していた為、18年度～21年度までについては、合併前の総合政策

  課で所有していた車両について計上（カローラ３台・プリウス１台・コーチ（ワゴン車）１台・ク

  ラウン１台・中型バス１台） 

 

 【北川辺総合支所】22年度管理台数 １５台（市民税務課） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

購 入 量 ( ℓ ) 9,500 9,300 9,087 8,810 7,435

支払額 ( 円 ) 1,261,481 1,331,906 1,272,825 1,074,156 1,094,242

ガソリン 

平均単価(円) 133 144 140 122 147

購 入 量 ( ℓ ) 820 853 861 859 411

支払額 ( 円 ) 90,198 108,332 111,929 87,620 63,685

軽油 

平均単価(円) 110 127 130 102 155
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【大利根総合支所】22年度管理台数１７台（市民税務課） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

購 入 量 ( ℓ ) 11,244 8,273 9,166 11,082 9,061

支払額 ( 円 ) 1,544,723 1,227,204 1,344,938 1,380,236 1,272,721

ガソリン 

平均単価(円) 137 148 146 124 140

購 入 量 ( ℓ ) 2,684 549 578 697 606

支払額 ( 円 ) 310,714 71,123 80,011 71,196 73,498

軽油 

平均単価(円) 110 125 133 99 121

                         

 

 

 (2)修繕料  2,350,167円（車検費用、車両修繕費用） 

    

 (3)保険料  1,514,780円（任意保険料、自賠責保険料） 

 

３ 運転業務 

  ・市所有中型バス  延べ運行日数105日（年間走行距離10,533㎞） 

    ・レンタカーバス  延べ運行日数 18日 

 

 

 
事 業 名 公共施設等再整備基金積立事業 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-06 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 10,757,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 733,996,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 732,259,595円

事
業
の
目
的 

特定施設に限らず、今後発生する一般的

な公共施設の建替え又は改修等を目的

とした経費に充てる財源のため、基金に

積み立てる 

事
業
の
概
要 

公共施設の建替え又は改修等を目的とした経費に充

てる財源のための基金への積み立て・公共施設の整

備・改修見込み、必要額を把握していく。 

事業の実績・成果  

 公共施設の建替え又は改修等を目的とした経費に充てる財源のため、基金への積み立てを行った。 

 また、運用から生じた収益（利子）について、同基金へ積み立てた。 
 
 【年度末基金残高の推移】      （単位：円） 

 平成21年度 平成22年度 

取り崩し額  445,285,384

積み立て額  723,239,000

利   子  9,020,595

年度末残高 1,662,766,474 1,949,740,685
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事 業 名 公用自転車利用推進事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 414-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 38,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 38,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

地球温暖化防止等に身近なところから

貢献すべく、また、職員の健康増進を図

るべく、積極的に公用自転車の利用を推

進する。 
事
業
の
概
要 

・公用自転車の点検、保守、管理、適正な配車及び

環境への配慮、職員の健康増進のための利用促進 

・公用自転車は市庁舎10台、公民館3台（不動岡・

志多見・水深）、川口コミセン、市民体育館、消防本

部、学校給食課、男女共同参画課、下水道課へ各 1

台、パストラルかぞ 2 台、騎西総合支所1 台、北川

辺総合支所3台、合計25台が配車済 

・今年度は出先機関等、合計20台配車 

事業の実績・成果  

１ 公用自転車配車箇所 

 

 平成21年度以前配車済 平成22年度配車 合 計 

 

加須地域 

 

・本庁舎（10台） 

・公民館、市民体育館、消防

 本部、給食センター、下水

 道課等（11台） 

・保健センター、水道課、  

 医療診断センター（3台） 
24台 

 

騎西地域 

 

・支所1台 
・支所、幼稚園、 

 図書館等（7台） 
8台 

 

北川辺地域 

 

・支所3台 
・保育所、診断所、図書館、 

 幼稚園（4台） 
7台 

 

大利根地域 

 

・なし 
・支所、保育園、図書館、 

 保健センター（6台） 
6台 

合 計 25台 20台 45台 

   

 

２ 公用自転車利用実績 

 

 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

2km未満利用回数 759 1,090 1,250 1,166 

利用率（％） 61.8 76.1 81.3 84.5 

                          ＊平成19年5月事業開始、本庁舎実績 

 

 

＊既存消耗品等利用のため、予算執行なし。 
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事 業 名 庁舎管理事業 

担 当 課 総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-15 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 165,824,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 182,560,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 158,747,263円

事
業
の
目
的 

庁舎の故障や不具合の有る箇所の修繕

や保全のための点検・改修を実施して施

設内の安全性の確保及び施設寿命の延

命を図る。また、環境への配慮から地球

温暖化対策に向けての取組を図る。 

事
業
の
概
要 

・庁舎の円滑な日常的管理 

・電気、上下水道、冷暖房用燃料、電話などの経費

の効率化を図る。 

・組織変更や異動等のサイン変更 

・電話工事、什器購入 

・老朽化し設備の危険箇所の修繕を行う。 

・危機管理対策として、職員による不測事態対策チ

ームの編成、自衛消防隊の編成等 

・本庁と総合支所との役割を明確にする。 

事業の実績・成果  

庁舎を適正に維持管理するとともに、必要な修繕工事を行った。 

 

１ 庁舎管理委託費 

  (1)本庁舎  ：庁舎総合管理、電話交換設備保守委託、駐車場除草等      64,968,741円

  (2)騎西総合支所 ：庁舎総合管理、電話保守管理               8,007,499円

  (3)北川辺総合支所：庁舎総合管理、整枝・剪定                3,798,396円

    (4)大利根総合支所：庁舎総合管理、整枝・剪定                3,425,562円

   

２ 修繕費 

 ■本庁舎修繕工事一覧表（1件50万円以上） 

№ 修繕工事名 施工業者 費 用 

１ 電気室蓄電池更新工事 (有)日本都市防災工業 4,210,500円

２ 空調機ダクトダンパー修繕 東テク㈱埼玉営業所 945,000円

３ 空調機加湿器修繕 ㈱加藤工業 724,600円

４ 配水管修繕（西系統） 服部工業㈱ 693,000円

５ 配水管修繕（1階南系統） 服部工業㈱ 661,500円

６ 水道蛇口持出部修繕 服部工業㈱ 630,000円

７ 冷却塔配管修繕 服部工業㈱ 615,300円

- その他修繕（50万円未満） 46件 4,352,580円

    合   計  12,832,480円

■騎西支所修繕工事一覧表（1件50万円以上＝該当なし） 

№ 修繕工事名 修繕件数 費 用 

- 50万円未満修繕 8件 670,795円 

 

 ■北川辺総合支所修繕工事一覧表（1件50万円以上） 

№ 修繕工事名 施工業者 費 用 

１ 第２庁舎１階空調機室外機修繕 （有）北辰電設 532,350円

- その他修繕（50万円未満） 10件 780,465円

    合   計  1,312,815円
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 ■大利根総合支所修繕工事一覧表（1件50万円以上＝該当なし） 

№ 修繕工事名 修繕件数 費 用 

- 50万円未満修繕 15件 991,536円

３ 水道光熱費等維持管理費の推移 

【本庁舎】                            

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

消費量（kwh） 787,783 792,301 779,918 817,133 880,493
電気料 

支払額（円） 15,135,904 14,665,674 15,820,254 14,253,317 15,578,600

電話料（円） 4,004,111 3,837,207 3,811,240 4,100,871 6,062,897

使用料（㎥） 7,193 6,845 6,716 7,187 7,349
水道料 

支払額（円） 2,231,008 2,181,268 2,120,844 2,294,812 2,348,596

下水道使用料（円） 758,483 728,829 708,762 766,531 784,391

購入量（ ℓ） 36,000 52,000 38,000 46,000 53,801

支払額（円） 3,388,658 3,980,550 3,283,980 2,533,993 3,515,817
Ａ重油 

（冷暖房用） 
平均単価（円） 94.1 76.5 86.4 55.1 65.3

合計支払額（円） 25,518,164 25,393,528 25,745,080 23,949,524 28,290,301

【騎西総合支所】 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

消費量（kwh） 373,256 413,977 394,083 413,600 330,767
電気料 

支払額（円） 7,327,128 7,974,626 8,756,136 8,075,491 6,960,928

電話料（円） 1,767,667 2,144,770 1,825,265 2,030,802 1,852,461

使用料（㎥） 1,818 1,791 1,673 1,677 1,325
水道料 

支払額（円） 315,165 313,372 309,042 302,474 243,439

下水道使用料（円） 246,456 244,945 232,271 226,214 172,358

合計支払額（円） 9,656,416 10,677,713 11,122,714 10,634,981 9,561,278

【北川辺総合支所】 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

消費量（kwh） 215,071 230,260 228,852 227,119 203,844
電気料 

支払額（円） 4,217,267 4,293,885 4,724,148 4,044,974 4,019,570

電話料 1,733,739 1,650,983 1,545,001 1,206,635 1,222,095

水道料 使用料（㎥） 680 811 564 553 475

 支払額（円） 232,123 252,041 177,786 180,138 201,495

合計支払額（円） 6,100,373 6,090,927 6,108,569 5,510,116 5,443,160

【大利根総合支所】 

項  目 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

消費量（kwh） 191,248 206,438 205,117 220,314 209,526
電気料 

支払額（円） 4,616,392 4,427,479 5,057,043 4,703,211 4,709,084

電話料 3,760,118 2,988,998 2,938,461 3,221,304 2,074,363

使用料（㎥） 1,886 834 848 919 1,009.0水道料 

 支払額（円） 383,622 280,980 280,980 280,980 163,591

合計支払額 （円） 8,760,132 7,697,457 8,276,484 8,205495 6,947,038

   

＊ 騎西総合支所南側庁舎耐震診断業務関係費（3,172,000 円）及び大利根総合支所隣接の大利根中学

校西側水路整備関係費（6,976,000円）については、工期確保困難なため平成23年度に繰越した。
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事 業 名 公共施設地上デジタル化対策事業 

担 当 課 ＩＴ推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-30 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 0円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 5,101,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 3,577,483円

事
業
の
目
的 

平成23年7月24日までに予定されてい

る地上デジタル放送移行について、市の

施設の対応を完了する。 

事
業
の
概
要 

・地上デジタル放送対応のテレビ・チューナー等の

購入 

・アンテナ等の工事 

事業の実績・成果  

 地上デジタル放送対応のテレビ・チューナー等の購入、アンテナ等の工事を行い、市の施設の地上デ

ジタル放送対応を完了した。 

 

対象場所 ﾃﾚﾋﾞ（台） ﾁｭｰﾅｰ（台） 工事（箇所） 

騎西総合支所 1 - - 

田ケ谷総合センター 1 - - 

加須クリーンセンター 1 - - 

健康ふれあいセンター 2 5 - 

大利根クリーンセンター 1 - - 

騎西消防団詰所（5箇所） - - 5 

北川辺消防団詰所（3箇所） - - 3 

大利根消防コミュニティーセンター（4箇所） - - 4 

北川辺スポーツ遊学館 - 1 - 

北川辺ライスパーク 1 - - 

騎西保育所 3 - 1 

騎西老人福祉センター 2 - 1 

騎西コミュニティセンター 1 - 1 

加須南分署 1 - - 

騎西分署 1 - - 

大利根分署 1 - 1 

騎西生涯学習センター - 1 - 

阿良川集会所 1 - 1 

志多見集会所 1 - 1 

川口集会所 1 - 1 

串作集会所 - 1 1 

礼羽西集会所 1 - 1 

下戸塚集会所 1 - 1 

騎西総合体育館 2 - - 

合計 23 8 22 
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事 業 名 普通財産管理事業 

担 当 課 管理契約課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-09 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 6,659,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 6,659,000円

目 05 財産管理費 決 算 額 3,762,263円

事
業
の
目
的 

加須市が有する普通財産（土地及び建

物）の適正な維持管理を行う。 

事
業
の
概
要 

普通財産の適正な管理を行うために次に掲げる事務

を行うものである。 

・除草、剪定、消防設備点検、修繕、借地料、火災

保険、光熱水費支払いなどの維持管理 

・行政運営のための財源確保を目的とした利活用を

検討 

・新公会計法にもとづく評価を行い公表 

・政教分離に関する物件について適正な管理 

事業の実績・成果  

加須市が所有する普通財産について、適正な維持管理業務に努めた。また、用途廃止により移管された普
通財産の売払いを行い、財源確保に寄与した。 
 
１ 主な普通財産の維持管理経費 
 
 ①修繕関係   ・上家屋敷跡地北側外囲い修理他   165,648円 
 ②役務関係   ・久下会館外建物火災保険       75,111円 
 ③委託関係   ・普通財産草刈り等        1,885,845円（36箇所） 
         ・普通財産樹木剪定           47,250円（1回） 
         ・普通財産売払いのための不動産鑑定 336,000円（8箇所） 
         ・行政財産購入のための不動産鑑定  194,250円（2箇所） 
 ④土地借上料  ・旧農業振興センター        662,135円 
 ⑤工事費    ・普通財産植栽植替え工事       76,650円 
 
２ 主な普通財産に係る歳入 
 
 ①一畝歩用水路使用料及び電柱占用料         601,934円（12件） 
 ②土地建物貸付収入                4,807,004円（45件） 
 ③駐車場貸付収入                 2,344,000円（73件） 
 ④土地売払い収入                  7,054,956円（11件） 
 ⑤諸収入（建物保険金、送電線下補償等）       760,132円 
 
 

３ 普通財産の貸付及び売払い状況 

（注）普通財産の貸付収入は土地建物貸付収入(15.1.1.1.1)を計上

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 114 116 104 114 118

旧 加 須 市 15 14 14 15 

旧 騎 西 町 35 33 37 38 

旧北川辺町 4 4 4 3 

件
数
（
件
） 

 

 

 

 旧大利根町 60 65 49 58 

 加 須 市 8,876,132 8,662,930 9,040.303 7,737,990 7,151,004

旧 加 須 市 3,112,223 2,998,306 2,998,306 2,535,624 

旧 騎 西 町 1,415,382 1,488,621 1,620,065 1,460,740 

旧北川辺町 675,546 509,306 509,306 237,620 

貸
付
収
入 

金
額
（
円
） 

 

 

 

 旧大利根町 3,672,981 3,666,697 3,912,626 3,504,006 
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 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 17 11 10 18 11

旧 加 須 市 10 4 4 7 

旧 騎 西 町 2 3 6 2 

旧北川辺町 1 1 ― 3 

件
数
（
件
） 

 

 

 

 旧大利根町 4 3 不明 6 

 加 須 市 33,845,000 168,988,900 16,641,787 22,196,106 7,054,956

旧 加 須 市 5,687,142 6,895,926 7,239,911 15,860,100 

旧 騎 西 町 8,050,938 981,283 1,946,438 2,478,994 

旧北川辺町 301,923 90,013,800 ― 1,651,560 

売
払
収
入 

金
額
（
円
） 

 

 

 

 旧大利根町 19,805,000 71,097,891 7,455,438 2,205,452 

 
事 業 名 財政調整基金・市債管理基金積立事業 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-07 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 13,357,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,553,357,000円

目 06 財政調整基金費 決 算 額 1,549,012,593円

事
業
の
目
的 

災害復旧、市債の繰上償還、その他財源

の不足を生じた時のために基金を積み

立てる。 

事
業
の
概
要 

預金利子を一般会計に収入した後、基金へ積み立て

る。また、必要に応じて基金を取り崩し、一般会計

に繰り入れを行う。 

事業の実績・成果  

「財政調整基金」及び「市債管理基金」の管理を行い、将来の財源不足に備えるため積み立てを行った。

 また、運用から生じた収益（利子）について、同基金へ積み立てた。 

 

【年度末基金残高の推移】 

 １ 財政調整基金（現金分）    （単位：円） 

 平成21年度 平成22年度 

取り崩し額  0

積み立て額  770,100,000

利子及び配当金  8,541,612

年度末残高 1,803,390,811 2,582,032,423
 
 ２ 市債管理基金         （単位：円） 

 平成21年度 平成22年度 

取り崩し額  0

積み立て額  770,000,000

利   子  370,981

年度末残高 425,896,797 1,196,267,778
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事 業 名 企画政策管理事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 743,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 743,000円

目 07 企画費 決 算 額 694,309円

事
業
の
目
的 

市の総合的施策や行政施策の執行方針

の調査・研究・企画・総合調整を行う。 事
業
の
概
要 

・総合的施策の企画、調査・研究 

・特命事項の対応 

・行政施策の総合調整 

事業の実績・成果  

・ 総合的施策に係る調査・情報収集の経費 694,309円 

 

  国・県への要望(市長会)  

 国への要望 県への要望 

Ｈ１8 ○地方に対する抜本的な財政対策の充実・強化

について 

○県立（公的）医療センター（地域高齢者中核病院）

整備計画の具体化と加須市への設置について 

Ｈ19 ○「乳幼児医療費助成制度」に係る国補助金の

導入について 

○地域の中核となる地域医療支援病院の整備につい

て 

Ｈ20 ○国民健康保険に係る財政基盤の充実強化に

ついて 

○子育て支援施策の拡充について 

H21 ○｢地域主権｣確立に向けた制度改革による地

方に対する財政対策の充実・強化について 

○地域医療体制の整備充実について 

H22 ○コミュニティバスの導入に向けた公共交通

計画の策定及び運行経費に対する財政支援の

継続について 

○地域医療再生計画に基づく地域医療連携体制の整

備充実について 

 ※平成21年度までは、旧加須市の要望事項 

 

  県予算編成及び施策に関する要望（町村会） 

 旧騎西町 旧北川辺町 旧大利根町 

○県立（公的）医療センターの

整備について 

○国道354号バイパスの群馬県側

への延伸について 

○国・県道の整備について Ｈ１8 

【共通要望】 

○介護保険制度について                   （旧騎西町） 

○地域包括支援センターの財政支援について          （旧北川辺町） 

○地域の活性化に係る支援について              （旧大利根町） 

 

○地域の中核となる地域医療

支援病院の整備について 

○国道354号バイパスの群馬県側

への延伸について 

○国・県道の整備について Ｈ19 

【共通要望】 

○保険者における特定健診及び保健指導について        （旧騎西町） 

○国民健康保険事業（保健指導）に対する補助金について    （旧大利根町） 

○地域の活性化について                   （旧大利根町） 
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 旧騎西町 旧北川辺町 旧大利根町 

 

 

○国道354号バイパスの群馬県側

への延伸について 

○国・県道の整備について H20 

 

 

 

 

【共通要望】 

○特定健康診査県内統一単価の実現及び特定健診等の経費助成について    （旧騎西町） 

○乳幼児医療費支給事業補助金の拡大について               （旧大利根町） 

○乳幼児医療費支給事業における窓口払いの廃止の推進と予算措置について  （旧大利根町） 

○米の生産振興及び消費拡大について                   （旧大利根町） 

 

○主要地方道等（県道加須鴻巣

線・県道騎西鴻巣線）の整備促

進について 

○国道354号バイパスの群馬県側

への延伸について 

○利根川堤防の積極的利用につい

て 

 

Ｈ21 

【共通要望】 

○乳幼児医療費支給事業補助金の拡大について     （旧大利根町） 

○子育て支援の充実について             （旧大利根町） 

○父子家庭への支援について             （旧大利根町） 

 

【郡町村会要望】 

○埼玉大橋への歩行者・自転車専用道路の整備について  (旧北川辺町) 

  

 
事 業 名 栗橋駅橋上駅舎起債償還事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 365-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 20,002,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 20,002,000円

目 07 企画費 決 算 額 20,000,881円

事
業
の
目
的 

平成 12 年の栗橋駅西口開設に伴い自由

通路、西口駅前広場を整備し、利用者の

利便性向上を図ったことに対する負担

金の償還。 

事
業
の
概
要 

平成33年度まで旧栗橋町が償還している事業の公債

費に対し、旧大利根町負担分を久喜市に支払う。 

事業の実績・成果  

 

 栗橋駅西口開設に伴う西口駅前広場整備等における負担金を支出 

 

【負担金】 

平成22年度負担金支出額  20,000,881円 

 

  ○直近5年間の負担金支出状況 

年度 負担金支出額 

18   19,990,381円 

19   19,992,881円 

20   19,995,881円 

21   19,997,381円 

22   20,000,881円 

  ※平成21年度までは旧大利根町支出 
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事 業 名 市内循環バス運行事業 

担 当 課 産業政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 366-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 42,956,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 44,706,000円

目 07 企画費 決 算 額 44,305,168円

事
業
の
目
的 

高齢者や自ら交通手段を持たない市民

等（交通弱者）の公共施設等への足の確

保を図るため、コミュニティバスを運行

し、市民福祉の増進を図る。 

事
業
の
概
要 

①市役所を起点・終点に2台のバスで加須地域内を4

コース（東循環南、東循環北、西循環、北循環）に

分けて、各コース毎に1日4便運行する。（日曜日及

び年末年始を除く） 

②騎西商工会が騎西地域で運行するデマンドバス運

行事業に対して助成を行う。 

事業の実績・成果  

 

1 加須地域循環バス 

 (1) 運行実績 

年度 運行日数（日） 乗降客数（人） 1日当り乗車数（人） 委託料（円） 

18 308 50,157 162.8 26,195,400 

19 306 50,883 166.3 25,872,000 

20 306 52,867 172.8 25,419,600 

21 308 52,148 169.3 25,523,400 

22 307 54,894 178.8 23,785,608 

 

 (2) 乗降客調査 

  停留所や運行コース等の見直し資料とするため、利用実態を把握・分析 

  （緊急雇用創出基金事業 2,312,626円） 

 

 

2  騎西地域デマンドバス 

  (1) 運行実績 

利用者数（人） １日平均（人） 利用者数（人） １日平均（人） 利用者数（人） １日平均（人）

18 463 2.25 4,977 24.27 5,440 26.53 205
19 249 1.01 10,400 42.44 10,649 43.46 245
20 239 0.98 9,573 39.39 9,812 40.37 243
21 269 1.11 9,369 38.71 9,638 39.82 242
22 398 1.69 8,986 38.23 9,384 39.93 235

※循環式は、1コース（内回りと外回り）を、午前6時と午前7時の2回、計4便運行。

※デマンド式は、午前8時から午後7時までの間に原則30分間隔で計21便運行。

デマンド式 合　　　計
年度

※平成22年度（3月）は計画停電の影響で、予約システムが故障し、22日から31日までの8日間運休。

運行日数
（日）

循環式
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事 業 名 公共交通輸送力増強促進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 365-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 48,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 48,000円

目 07 企画費 決 算 額 40,660円

事
業
の
目
的 

市民の移動が便利かつ安全で、快適な市

民生活を実現するため、公共輸送の充実

に努める。 
事
業
の
概
要 

・東武鉄道輸送力増強について、市単独又は協議会

での要望活動 

・地下鉄 7 号線の延伸について、協議会での要望活

動 

・東北新幹線久喜駅設置について、協議会での要望

活動 

・輸送力の増強に関する要望活動 

・交通施策の調査・研究 

事業の実績・成果  

 

１ 交通政策の協議会への負担金 20,000円 

 

２ 交通政策関連協議会への参画及び要望活動 

（１）埼玉県を通じての鉄道整備要望（平成22年11月、県交通政策課取りまとめ） 

（２）「東武伊勢崎線輸送力増強推進協議会」での要望活動 

   ・平成22年11月5日 東武伊勢崎線輸送力改善について東武鉄道㈱本社に対し、陳情を実施

（３）「地下鉄７号線建設誘致期成同盟会」での要望活動 

   ・平成22年11月18日 地下鉄７号線の建設促進及び延伸誘致に関する要望について国土交

    通省及び民主党に対し、陳情を実施 

   ・平成22年11月26日 地下鉄７号線の建設促進及び延伸誘致に関する要望について埼玉県

    に対し、陳情を実施 

 （４）「東北新幹線久喜駅設置促進期成同盟会」での要望活動 

    ・平成23年2月4日 東北新幹線久喜駅設置について東日本旅客鉄道㈱大宮支社及び埼玉県

     に対し、陳情を実施 
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事 業 名 公共交通バリアフリー化事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 234-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,142,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,142,000円

目 07 企画費 決 算 額 684,000円

事
業
の
目
的 

年齢や障害の有無にかかわらず、誰もが

公共交通を利用できるよう、公共交通の

移動円滑化を促進する。 

事
業
の
概
要 

・路線バス事業者とともに、加須・鴻巣線へのノン

ステップバス導入に取り組む。 

事業の実績・成果  

 

  路線バスのバリアフリー化 

  ・対象路線：路線バス加須・鴻巣線（加須車庫～加須駅～鴻巣駅～免許センター間） 

  ・導入計画台数：13台（うち予備車両1台）   

  ・事業者に対する補助：国、県及び沿線市による協調補助 

  

 平成22年度 

  ・超低床ノンステップバス2台を導入 

  ・路線バス事業者に対する補助金交付額 684,000円  

  ・導入率38％ (5台／全13台) 

 

 ○超低床ノンステップバス導入経過                    （単位：千円） 

  ※事業費は、ノンステップバス導入に係る経費である 

補助金交付額 

 

 

年度 

 

導入台数

 

事業費 加須市 

(旧加須市) (旧騎西町)

 

導入率 

 

備考 

20年度 3台 48,750 280 581 23.0％  

21年度 0台    0  0 0 23.0％ 未導入 

22年度 2台 32,740 684 38.4％  
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事 業 名 総合振興計画策定・推進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 10,952,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 10,952,000円

目 07 企画費 決 算 額 9,923,649円

事
業
の
目
的 

新市基本計画及び市長公約等を反映し、

計画的な自治体経営を推進する。 事
業
の
概
要 

・市民意向の把握（市民意向調査、市政についての

話し合いや協働推進市民会議などの開催等） 

・新市の総合振興計画基本構想・基本計画の策定 

事業の実績・成果  

 

 市民と行政との協働による計画づくりを進めるために、市民意向調査、市政についての話し合いや協

働推進市民会議を通じて市民の意向を把握するとともに、20 名で構成される総合振興計画審議会を設

置し、基本構想（案）について諮問し意見を伺い、基本構想骨子（案）を作成した。 

 

１）平成22年度 総合振興計画審議会開催状況 

【委員構成】（市議会議員、市の執行機関の委員、市内の公共的団体等の役員又は職員、知識経験者）

 第1回会議 H22.12.16  

 ・委員委嘱 

 ・基本構想（案）諮問 

 第2回会議 H23.2.28 

 ・市民意向調査速報 

 ・策定状況 

 ・基本構想骨子（案） 

 

２）加須市総合振興計画策定支援業務 

 ①委託期間：平成22年11月17日から平成24年3月25日まで（債務負担行為） 

 ②委 託 料：15,750,000円（うち消費税及び地方消費税額の額 750,000円） 

  （平成22年度分 9,660,000円 平成23年度分 6,090,000円） 

 ③業務内容：基礎調査支援、市民意向調査支援、庁内検討組織支援及び基本構想骨子（案）の作成 

  ※委託料の予算額：16,300,000円 

 

３）市政についての話し合いの開催 

 【テーマ】「水と緑と文化の調和した元気都市」を目指して～協働による新たなまちづくり  

      第1次総合振興計画策定に向けて～ 

 ①開催期間：平成22年10月23日から12月19日まで 

 ②開催地区数：20地区 

 （加須地域：9地区、騎西地域：5地区、北川辺地域：2地区、大利根地域：4地区） 

 ③参加者数：893人（男性：625人、女性268人） 
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４）市民意向調査の実施 

 ①調査対象：市内居住の18歳以上の男女 

 ②対象者数：10,000人 

 ③抽出方法：住民基本台帳（平成22年12月17日現在）から無作為抽出 

 ④調査期間：平成23年1月13日から1月25日まで 

 ⑤調査項目 

  ・加須市の住みごごちについて 

  ・市政への期待と不安について 

  ・まちづくり施策への評価について 

  ・市民と市の協働について 

  ・回答者の属性について 

  ・自由意見 

 ⑥回収率等：41.2％（有効回収数 4,121票） 

 

 

５）協働推進市民会議の開催 

 【テーマ】 

  ・第１回「私たちが経験した協働」 

  ・第２回「夢」「安心」のまちづくり 

  ・第３回「安全」「快適」なまちづくり 

  ・第４回「活力」あるまちづくりと「地域事業」 

 （加須地域、騎西地域、北川辺地域及び大利根地域の4つの地域で開催） 

 ①開催期日 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 

第１回 12/1 12/2 12/3 12/6 

第２回  1/20  1/14  1/20  1/18 

第３回  2/10  2/10 2/8 2/7 

第４回  3/10 3/3 3/8 3/7 

 ②延べ参加者数 247人 

 

 
事 業 名 新市街地開発調整事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 351-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 140,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 140,000円

目 07 企画費 決 算 額 3,120円

事
業
の
目
的 

地域の特性を十分に活かし、新市の発展

を目指すため、新たな開発地域やその周

辺地域における土地利用を検討する。 

事
業
の
概
要 

・県をはじめとした関係機関との協議 

・計画の事業化に向けた手法の検討 

・先進事例・参考事例の調査・研究 

事業の実績・成果  

 

 花崎駅南地区の市街地開発事業について、関係課と内部調整を行った。 

  ・県の第6回区域区分定期見直しに向けた、当該地区の条件整理 ※継続 

   （第6回区域区分定期見直しは、平成23年度中に開催予定） 
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事 業 名 行政評価推進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,185,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,185,000円

目 07 企画費 決 算 額 1,131,007円

事
業
の
目
的 

目的志向の視点に立ち、行政活動の効率

性や有効性を高めて、市民本位の自治体

経営を実現する。 

事
業
の
概
要 

・行政評価システムのカスタマイズ 

・事業管理シートによる事業のPDCAマネジメント 

・行政評価結果の公表 

・実践的な職員研修の実施 

事業の実績・成果  

 

 平成 19 年度から運用を開始した加須市独自の行政評価、“加須やぐるまマネジメントサイク

ル”による事務事業評価を新加須市においても継続 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■計画・予算・組織の連携 

  事業分類（必要性）、有効性、効率性、達成度の4つの角度から評価、改善策を検討し、予算・定員管理

  などに反映させる。 

 

 

１ 事業管理シート（事業評価調書）を更新し、ＰＤＣＡマネジメントサイクルによる事業点検を行った。

  事業管理シートの事業数：646件(再掲除く) 

 

２ 計画進行管理システム（事業管理シート）の再構築を実施した。 

  データ管理の改善、財務会計システム（予算、決算データ）との連携、市長公約データとの連携 入力

  エラーの解消等を図った。 

 

３ 施策内事業優先度評価の実施 

  H23予算編成に併せ、施策内事業の優先度評価を実施し、予算査定の際の参考資料とした。 

 

４ “加須やぐるまマネジメントサイクル”について、職階に応じた職員研修を実施した。 

 (1)部課長級    施策に関する研修 出席者数：75人 

 (2)主幹・主査級  事業に関する研修 出席者数：63人 

 

 

PLAN 
目的・目標設定 

指標設定 
年次計画 

DO 
 

事業実施 
 

 

CHECK
必要性 
有効性 
効率性 
達成度

ACTION
 

事業の改善 
予算への反映 

加須やぐるま 

マネジメントサイクル 

[加須やぐるまマネジメントサイクルの特徴] 
■新市基本計画と予算において事業の一元化を図り、

ＰＤＣＡマネジメントサイクルによる進行管理を

行う。 
 
■目的・目標を明確化 
①仕事の意義を認識し、何を優先して考えるのか、

改善の方向性が明らかになる。 

②いつまでにどうするのか、具体的な到達点を示す

ことで、より効率的に仕事を進めることができ

る。 
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事 業 名 広域行政推進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 663-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 73,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 73,000円

目 07 企画費 決 算 額 44,571円

事
業
の
目
的 

広域的、長期的な展望のもとに連携・協

働して、時代のニーズに応じ、事務事業

について、広域行政の可能性や効果につ

いて検討し、住民サービスの向上を図

る。 

事
業
の
概
要 

・北埼玉地域「彩の国づくり」連絡協議会への参画

（公共施設の相互利用、会議、事業） 

・三国サミット会議への参画 

・広域行政への参画 

事業の実績・成果  

１ 北埼玉地域「彩の国づくり」連絡協議会 

・公共施設の相互利用：構成市（加須市、行田市、羽生市）の体育施設、図書館等の相互利用を 

 実施 

  ・広報紙の共同掲載：2か月に1回、広報紙に共同掲載コーナーを設け、各市のイベント情報等 

   を掲載 

２ 三国
みくに

サミット会議 

  ・公共施設の相互利用：構成市町（加須市、茨城県古河市、栃木県野木町）の体育施設、図書館等

   の相互利用を実施 

  ・広報紙の共同掲載：広報紙に共同掲載コーナーを設け、各市町のイベント情報等を掲載 

 
事 業 名 分権推進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 13,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 13,000円

目 07 企画費 決 算 額 1,760円

事
業
の
目
的 

本市が自主的かつ自立的に地域の実情

にあった行政を展開できるよう制度を

変えることにより、市民サービスの向上

を図るために地方分権を推進する。 

事
業
の
概
要 

第二次埼玉県権限移譲方針（平成 20 年度～平成 22

年度）に基づく移譲対象事務に関する県及び庁内担

当課との調整 

・受入事務の現況把握 

・県から市町村への関与に関する問題事例の調査 

事業の実績・成果  

 第二次埼玉県権限移譲方針（平成20年度～22年度）に基づく移譲対象事務に関する県及び庁内担当

課との調整を行った。 

【権限移譲受入事務数】 

 平成22年4月 

  移譲対象事務数 76事務 

  受入事務数   66事務 

  受入率     86.8％ 

【平成22年度 受入事務】 

  ①アイドリング・ストップの勧告等 

  ②埼玉県自家用水道条例の施行に関する事務 

  ③品質表示の適正化に関する事務 

  ④電気用品販売店の立入検査 

  ⑤商店街振興組合等の高度化事業計画の認定等 

  ⑥公有地の拡大の推進に関する法律に係る申出・届出 
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事 業 名 地域市民活動促進事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,490,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,490,000円

目 07 企画費 決 算 額 2,072,440円

事
業
の
目
的 

市民と行政との協働によるまちづくり

を推進する。 事
業
の
概
要 

・地域市民活動団体及びまちづくり連携組織等への

活動支援 

・「市民との協働」進展のための協働推進事業の実施

・協働推進市民会議の開催 

・市民活動ステーション設置の検討 

事業の実績・成果  

 各地域で自主的に活動している活動団体に対し、人材育成や実施事業の助成、情報の提供等の支援を

行うことにより、市民活動の活性化及び市民活動への参加機会の拡大を図った。 

 

○地域市民活動支援補助金 

団  体  名 補助金額 概 要 

たけのこ学校  50,000円 はじめよう部門（子育て支援事業） 

騎西ホタル保存会 150,000円 うごかそう部門（自然環境啓発活動） 

どんぐりころころ  23,000円 うごかそう部門（子育て支援事業） 

合  計 223,000円  

 

○まちづくり連携組織補助金      

団  体  名 補助金額 概 要 

まちづくりネットワーク・かぞ 675,000円 

・まちづくりシンポジウムの開催 

・地域リーダー育成事業 

・各種まちづくり事業の実施 

合  計 675,000円  

 

○公募型補助金Ⅰ型 

団  体  名 補助金額 概 要 

騎西建設組合  70,000円 親子木工工作広場 

騎西町稲作経営研究会  10,000円 水稲栽培技術向上事業 

騎西町いちじく組合  15,000円 騎西町いちじくＰＲ活動事業 

騎西町花卉園芸組合   5,000円 花卉・苗物啓発事業 

騎西町露地野菜研究会  10,000円 騎西産露地野菜ＰＲ事業 

騎西町苺一元出荷組合  20,000円 騎西産苺ＰＲ事業 

騎西町果実生産協同組合  50,000円 騎西産梨ＰＲ事業 

騎西町園芸組合  80,000円 騎西産きゅうり・なすＰＲ事業 

騎西町子ども会育成連絡協議会 100,000円 騎西町子ども会育成事業 

(社)行田法人会騎西支部 100,000円 (社)行田法人会騎西支部事業 

騎西町農業青色申告会  25,000円 農業青色決算申告指導事業 

ＮＰＯ法人 オアシス 100,000円 オアシス音楽祭2010（合併記念コンサート）

玉敷神社神楽保存会  40,000円 玉敷神社神楽後継者育成事業 

ＮＰＯ法人 騎西町つどいの会 100,000円 地域安全、子供健全育成等町づくり事業 

合  計 725,000円  
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○公募型補助金Ⅲ型 

団  体  名 補助金額 概 要 

騎西町文化連合会  50,000円 文化活動育成・振興事業 

合  計  50,000円  

 

○講師謝金 加須市地域市民活動アドバイザー派遣事業 

  騎西ホタル保存会（講演会開催）            35,000円 

 

○全国地域リーダー養成塾派遣（2人）         251,120円 

 

○協働推進市民会議市民会議活動支援    会場使用料     6,000円 

  平成22度 開催数：16回、延べ参加者：247人 

 

○その他経費（地域市民活動団体パネル展示用品・事務用品等） 107,320円 

 
事 業 名 不動岡図書館跡地活用検討事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-32 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 36,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 2,493,000円

目 07 企画費 決 算 額 2,421,826円

事
業
の
目
的 

不動岡図書館の廃止に伴う施設解体後

の跡地利用について、地元市民が主体と

なって、今後のあり方や具体的な利用法

を検討し、地元を中心とした市民の参

加・参画を促して、地域コミュニティの

醸成を図る。 

事
業
の
概
要 

・加須市不動岡図書館跡地利用検討会議の運営。 

・加須市不動岡図書館跡地利用検討会議との意見交

 換を経て、不動岡跡地利用基本構想を策定する。

事業の実績・成果  

 有識者、地域住民、公募委員など 26 名からなる「不動岡図書館跡地利用検討会議」から、平成 22

年8月に市長へ「不動岡図書館跡地の利用に向けての提言書」が提出された。 

 これを受けて、引き続き、「不動岡図書館跡地利用検討会議」を開催し、委員との意見交換を経て「不

動岡図書館跡地利用基本構想」を策定した。 

 

１）平成22年度 不動岡図書館跡地利用検討会議の開催状況 

 ○提言書作成に向けた会議 

   H22.5.19  第5回会議 

   H22.7.30  第6回会議 

   H22.8.18  市長へ提言書提出 

 ○基本構想策定に向けた会議 

   H23.1.20  第7回会議 

   H23.2.21  第8回会議 

    H23.3.8   第9回会議 

 

２）加須市不動岡図書館跡地利用基本構想策定業務 

  ①委託期間：平成22年11月19日から平成23年3月15日まで 

  ②委 託 料：2,415,000円（うち消費税及び地方消費税の額115,000円） 

   ③業務内容：検討会議の提言等を踏まえ、跡地利用に係る基本コンセプト及び基本構想等を策 

             定する。 
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事 業 名 県立北川辺高等学校跡地利用促進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 133-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 367,772,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 367,772,000円

目 07 企画費 決 算 額 366,950,251円

事
業
の
目
的 

H21 年度をもって、廃校となった県立北

川辺高等学校の跡地利用として、学校法

人開智学園を誘致する。 

事
業
の
概
要 

埼玉県から財産を買い受け、学校法人開智学園に 10

年間の無償貸与を行う。 

事業の実績・成果  

 

 旧県立北川辺高等学校の土地及び建物を埼玉県から購入し、学校法人開智学園との使用貸借契約を締

結し、無償貸与を行い、開校に向けた支援を行った。 

  

１）埼玉県と土地建物売買契約を締結 

 ①契 約 日：平成22年4月1日 

 ②財産の種類：土地及び建物 

 ③土地の面積：35,749㎡ 

 ④建物の構造等：鉄筋コンクリート造普通教室棟外21棟 

 ⑤延 床 面 積：10,074.82㎡ 

 ⑥取 得 金 額：366,700,884円 

 ⑦市議会議決日：平成22年4月14日 

 

２）学校法人開智学園と使用貸借契約を締結 

 ①契約日：平成22年4月16日から平成27年3月31日 

  ※無償貸与とする。 

  ※期間満了後、さらに5年間更新する。 

  ※貸付期間満了後は、学校法人開智学園と土地建物売買契約を締結する。 

 

３）開智未来中学・開智未来高等学校開校 

 ①開校日：平成23年4月1日 

 ②生徒数：239人 

  ・開 智 未 来 中 学：113人（3クラス） 

  ・開智未来高等学校：126人（4クラス） 
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事 業 名 コミュニティバス検討事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 366-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 800,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 800,000円

目 07 企画費 決 算 額 247,140円

事
業
の
目
的 

新市における新たなコミュニティバス

の運行について検討する。 事
業
の
概
要 

・市民の意向把握を目的とした、地域別懇談会の開催 

・平成 21 年度以降に実施した各種アンケート調査の分

析 

・地域公共交通会議、地域公共交通庁内検討委員会の設

置 

事業の実績・成果  

 

１）市民の意向把握 

①コミュニティバスを運行していない北川辺地域及び大利根地域を対象に「コミュニティバス導入地

 域別懇談会」を開催した。 

   ＊第1回会議  平成22年10月7日（木）  

    【ワークショップのテーマ】 北川辺地域（大利根地域）の公共交通について考えよう 

    【北川辺地域】 午前10時～  北川辺体育館 2階会議室 

    【大利根地域】 午後 2時～   大利根総合支所 2階いなほ会議室 

    【参加人数】 北川辺地域：35人、大利根地域38人 

               

   ＊第2回会議  平成22年11月9日（火） 

    【ワークショップのテーマ】 公共交通についての考えを整理し、まとめよう 

    【北川辺地域】 午前9時30分～  北川辺総合支所第2庁舎 2階会議室 

    【大利根地域】 午後2時30分～  大利根生涯学習センターアスタホール 多目的ホール 

    【参加人数】 北川辺地域：28人、大利根地域28人 

 

   ＊第3回会議  平成22年12月14日（火） 

    【ワークショップのテーマ】 コミュニティバス導入の課題・方向性を整理し、まとめよう 

    【大利根地域】 午前10時00分～  大利根総合支所 2階いなほ会議室 

    【北川辺地域】 午後 2時00分～   北川辺総合支所第2庁舎 2階会議室 

    【参加人数】 北川辺地域：17人、大利根地域21人 

 

②コミュニティバス導入地域別懇談会委員の配布・回収により市民アンケートを実施した。 

  ＊調査期間 ･･･ 平成22年10月7日～平成22年11月9日 

  ＊調査対象 ･･･ 北川辺地域及び大利根地域の住民 

  ＊回収数   ･･･ 521件 

    

 

２）地域公共交通会議の設置・開催 

  コミュニティバス導入に向けた協議・検討を目的に、道路運送法に基づく「加須市地域公共交通会

 議」を設置し、第1回会議を平成22年12月15日に開催した。 

  ①設置日 ･･･ 平成22年11月4日 

  ②委員数 ･･･ 17人 
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３）地域公共交通庁内検討委員会の設置・開催 

  地域公共交通会議における協議事項の庁内調整等を実施することを目的に、各課長級からなる「加

 須市地域公共交通庁内検討委員会」を設置し、第1回会議を平成23年2月3日に開催した。 

  ①設置日 ･･･ 平成23年1月25日 

  ②委員数 ･･･ 17人 

 

 

４）加須市コミュニティバス導入に伴う各種調査分析等業務 

  コミュニティバスの導入に向けて、実施済みの下記調査結果の分析業務を実施した。 

 

    

 

 

 

 

  ①委託期間：平成22年11月15日から平成23年3月15日まで 

  ②委 託 料：190,000円（うち消費税及び地方消費税の額9,048円） 

   ③業務内容：コミュニティバスに伴う各種調査結果や市民意向等の整理分析を行い、コミュニ 

         ティバス導入検討に係る基礎資料を作成する。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 加須地域循環バス利用者アンケート調査 

 ・「ふれあいタクシー」デマンド方式アンケート調査 

 ・ 北川辺地域及び大利根地域へのバス導入アンケート調査 

 ・ コミュニティバス導入地域別懇談会 ワークショップ検討最終結果の総括 
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事 業 名 家族・地域の絆推進運動事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-33 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 429,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 429,000円

目 07 企画費 決 算 額 384,974円

事
業
の
目
的 

市民一人ひとりが家族や地域のつなが

りを深め、市民相互の信頼関係やコミュ

ニティ意識を高めることにより、地域力

の向上を図るとともに、“協働”のまち

づくりをさらに深化させていくための

基盤づくりとする。 

事
業
の
概
要 

絆運動の 5 つの柱（夢・安心・安全・快適・活力）

の部会において、それぞれの視点から運動の推進を

図る。 

・基本運動 

あいさつ運動、えがお運動、おもいやり運動を励行

する。 

・基本行動 

加須市に関わりのあるすべての団体が、「絆」マーク、

文言、冠を活用し、運動の展開に努める。 

事業の実績・成果  

【家族・地域の絆推進運動推進本部】 

家族・地域の絆推進運動推進本部会において、騎西、北川辺、大利根地域の市民団体代表者 16 人に本部員

を委嘱するとともに、3人の顧問を迎え、参与3人、顧問6人、本部員63人、合計のべ72人の体制となり、

新加須市の家族・地域の絆推進運動を開始した。 

・ 会議用お茶代 13,420円 

 

【広報・啓発】 

広報紙市報かぞに絆通信コーナーを設け、毎月本運動の啓発に努めた。 

また、絆マーク入りのぼり旗18枚及び啓発ポケットティッシュ10,000個を作成し、家族・地域の絆推進運

動推進本部および推進部会の活動に使用したほか、各種会議やイベント等で活用するため、貸し出し及び提

供を行った。 

・ 啓発ポケットティッシュ 48,300円 

・ 絆のぼり旗       49,518円 

 

【ポスター・標語コンクール】 

家族・地域の絆推進運動の啓発及びＰＲに活用して運動の一層の推進を図るため、家族や地域の絆の大切さ

を呼びかけるポスター及び標語を募集したところ、ポスター総数247作品（一般:1作品、小学生:242作品、

中学生:4 作品）、標語応募者数 1,994 人（一般:23 人、小学生:1,541 人、中学生:430 人）、作品点数 3,402

点（一般:46点、小学生:2,669点、中学生:687点）の応募があった。ポスター・標語応募作品の中から、そ

れぞれ家族・地域の絆推進運動推進本部長賞1点、市長賞1点、議長賞1点、家族・地域の絆推進運動推進

部会長賞7点を決定し、受賞者の表彰を行った。入賞作品は市内施設5カ所で合計2か月間展示した。 

・ 展示用透明ポケット   913円 

・ 賞品(図書カード)  28,000円 

・ 賞状用丸筒      5,544円 

・ 参加賞       108,979円 

 

【絆事業表彰】 

本運動を一層推進するとともに、意識啓発を図るため、民間団体主催事業、市と民間団体の共催事業、市主

催事業を対象に、家族・地域の絆づくりの推進を視点に審査し、家族・地域の絆推進運動推進本部長賞1事

業、市長賞1事業、議長賞1事業、家族・地域の絆推進運動推進部会長賞7事業、計10事業を決定し、表

彰式で表彰を行った。 
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【講演会】 

平成23年2月26日、本運動の一層の推進及び意識啓発を図るため、パストラルかぞ 小ホールにおいて、

講師に加須市観光大使、株式会社カレー総合研究所/所長井上岳久氏をお招きし、「絆を深めるカレーコミュ

ニケーション術」と題し、講演会を開催した。講演会に先立ち「家族・地域の絆推進運動ポスター・標語コ

ンクール」、「家族・地域の絆推進運動絆事業表彰」の表彰式を行い、表彰者及び市民の方153人の参加があ

った。 

・ 講師謝金   100,000円 

・ 会場借上料等  30,300円 

 

◆来場者アンケート結果（回答者：44人） 

・講演内容はいかがでしたか（％） 

良かった 86.36  

普通 11.36  

あまりよくなかった 2.27  

 

 

【アンケート調査】 

本運動がどの程度浸透しているか、市内小学校22校（小学3年生から6年生）、中学校8校（中学1年生か

ら3年生）の児童・生徒および市民団体、市職員を対象にアンケート調査を行ったところ、児童4,001人、

生徒3,111人、市民団体901人、市職員471人から回答を得た。調査結果は下表のとおり。 

 

◆絆マークを見たり、活用したりした市民の割合 

○児童・生徒 

・設問「あなたは、今までに絆マークを見たことがありますか」について、「見たことがある」と回答した

割合(％) 

 平成22年度 

加須地域 87.80 

騎西地域 66.90 

北川辺地域 79.31 

大利根地域 70.87 

 【参考】 

 平成21年度加須地域：50.60％ 

※平成21年度の調査対象は、小学3年生から5年生、中学1年生から2年生 

 

○一般（市民団体・市職員） 

・設問「あなた（あなたの団体）は、絆マークを活用したことがありますか」について、「活用したことが

ある」と回答した割合（％） 

 平成22年度 

加須地域 32.26 

騎西地域 35.60 

北川辺地域 23.76 

大利根地域 26.15 

 【参考】 

 平成21年度加須地域：29.11％ 
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事 業 名 行財政改革推進事業 

担 当 課 行政経営課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-06 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 384,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 384,000円

目 07 企画費 決 算 額 199,750円

事
業
の
目
的 

激変する社会経済情勢や複雑高度化す

る市民ニーズに迅速、かつ、的確に対応

し、将来にわたり安定的な行政経営基盤

を確立することで、新市基本計画に位置

づけた施策を着実に推進し、もって市民

満足度の高い行政サービスを提供する。

事
業
の
概
要 

自立した自治体経営を実現するため、行政経営プラ

ンを策定する。なお、市民や有識者等で構成する行

政経営懇話会を設置し、市民等の意見を取り入れな

がらプランを推進していく。 

事業の実績・成果  

 １ 行政経営プランの作成事務 

  真に自立した自治体経営を実現するための市政改革等の取組を掲げた「加須市行政経営プラン」 

 の作成に着手し、庁内組織である行政経営本部や市民、経営者等で構成される行政経営懇話会での 

 協議等を経て、平成23年3月にプランの骨子を作成した。 

 

２ 組織・定員の見直し 

（１）組 織 

 部課設置数（H22.4.1） 16部局支所 74課所室 → (H23.4.1) 17部局支所 70課所室 

  

（２）定 員 

 人件費を抑制するため、職員数の削減を図るとともに、市民サービスの低下をきたすことのないよう、

適正な人員配置に努めた。 

 職員数 (H22.4.1）938名 →（H23.4.1）935人  [前年度比 ▲3人]  

 

 ① 部課数 

  H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1  H22.4.1 H23.4.1 

 加須市     16 部局支所 74 課所室 17 部局支所 70 課所室

旧加須市 8部40課 8部40課 7部39課 7部40課 

旧騎西町 12課 2室 3課(教委) 5 課､1 課(教委) 5 課､1 課(教委) 5 課､1 課(教委)

旧北川辺町 9課 9課 7課 7課 

 

旧大利根町 11課 11課 11課 11課 

  

 

② 定員の推移 

 H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1  H22.4.1 H23.4.1 

 加須市     938人 935人 

旧加須市 465人 440人 436人 428人 

旧騎西町 168人 165人 167人 165人 

旧北川辺町 113人 109人 108人 107人 

 

旧大利根町 121人 111人 103人 105人 
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事 業 名 公平委員会運営事業 

担 当 課 公平委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-14 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 366,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 366,000円

目 08 公平委員会費 決 算 額 221,494円

事
業
の
目
的 

地方公務員法に基づき職員の勤務条件

に関する措置の要求及び不利益処分に

関する不服申立ての審査を行う。 
事
業
の
概
要 

地方公務員法に基づき、3名の委員で構成される委員

会で、職員の給与、勤務時間等の勤務条件に関する

措置の要求を審査、判定し必要な措置をとり、又は、

不利益な処分についての不服申立てに対する裁決又

は決定をする。 

その他、措置要求又は不服申立てに至らない軽微な

苦情処理を行う。 

全国、関東及び県公平委員会連合会との連絡調整及

び各種研究会への出席 

事業の実績・成果  

 公平委員会業務を円滑に実施した。 

  ・公平委員会の開催（1回） 

  ・公平委員会研修会の開催（1回） 

  ・職員からの措置要求や不服申立ては、無し 

 

【主な支出】 

  ・公平委員報酬、費用弁償、旅費              132,192円 

  ・負担金（団体、研修出席）                74,000円 
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事 業 名 自治会活動促進事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 138,951,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 138,951,000円

目 09 自治振興費 決 算 額 136,940,065円

事
業
の
目
的 

市民の自治意識の向上を図り、市民と行

政との協働による地域運営を行う。 

事
業
の
概
要 

・行政連絡機能としての自治会に対して運営費の一

部補助 

・自治会間の連絡調整機能として自治会連合会運営

費の一部及び視察研修事業費の一部補助 

・自治会の運営する集会所に対し、運営費、建設費

及び修繕費等の一部補助 

・自治協力団体の再編調整、新たな補助基準の検討

・自治会連合会、区長会の統合に向けての調整 

事業の実績・成果  

○自治協力団体（自治会・区等）間の連絡調整機関の設立支援 

 自治協力団体（自治会・区等）間の連絡調整機関として、「加須市自治協力団体連合会」を設立した。

 

○自治協力団体の再編 

 合併に伴い、自治協力団体の配置（規模等）に偏りがあったため、「加須市自治協力団体連合会」の

役員会を中心に再編検討を進め、各自治協力団体へ再編意向調査を行った。 

 この調査結果を受け、平成24年度以降、引き続き再編調整を行う。 

 

○自治協力団体への助成 

 

 

 

 

 

 

 

○自治協力団体連合会各支部（地域連合会・区長会等）への助成 

 

 

 

地 域 団体数 助成金額 

加 須  72団体 48,292,210円

騎 西  52団体 30,567,140円

北川辺   9団体 12,069,700円

大利根  40団体 13,936,050円

合 計 173団体 104,865,100円

地 域 名 称 助成金額 概要 

加 須 加須地域自治会連合会   257,000円 

総会、役員会5回、市・コミ協との共催

による快適かぞ市民活動の実施、自治会

要望事項の提出 

騎 西 騎西地域区長会   300,000円 

総会、役員会、傷害保険の加入、視察研

修及びコミ協との共催によるゴミなし

運動の実施 

北川辺 北川辺地域区長会   360,000円 
区長会議の開催、町内一斉清掃、視察研

修等の実施 

大利根 大利根地域区長会   354,000円 
総会・議会傍聴4回、町内一斉清掃、視

察研修等の実施 

合 計 1,271,000円 
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○自治会長研修事業への助成（加須地域自治会連合会・１１月１５日実施） 234,600円 

 研修地：池袋防災館、日本科学未来館 

 参加者：５６人 

 

○自治会集会施設整備事業に対する助成 

 ・新築 

  連絡班が建築主体：補助率７／１０(208万円限度) 

  自治会が建築主体：補助率７／１０(800万円限度) 

   

 

 

 

 

 

 ・修繕、附帯施設 

  修繕：補助率１／２(100万円限度) 

  附帯施設：補助率１／２(50万円限度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自治会集会施設運営費に対する助成 

 

○集会所敷地等借上料 

 

 

 

 

 

 

○自治会回覧板の作成（４００部）            159,600円 

 

○その他（自治会長連絡協議会開催・感謝状贈呈等）    421,392円 

 自治協力団体を支援し、連絡調整を密にすることにより、市政運営への協力等を得られている。 

 

地 域 種別（単位） 施設名 助成金額 

自治会単位 岡古井会館 8,000,000円 

連絡班単位 宮ノ下集会所 2,080,000円 加 須 

連絡班単位 大川耕地集会所 2,080,000円 

合 計  3箇所 12,160,000円 

地 域 種別 箇所数 助成金額 

修  繕 9箇所 1,370,000円
加 須 

附帯施設 18箇所 3,742,000円

修  繕 8箇所 1,739,000円
騎 西 

附帯施設 0箇所 0円

修  繕 2箇所 1,160,000円
北川辺 

附帯施設 4箇所 554,000円

修  繕 7箇所 2,528,000円
大利根 

附帯施設 7箇所 1,120,000円

合 計  55箇所 12,213,000円

地 域 種別（単位） 箇所数 限度額 助成金額 

自治会単位 44箇所   7万円 2,262,000円
加 須 

連絡班単位 55箇所 3.5万円 773,000円

北川辺 ― 40箇所 5万円(定額) 1,999,300円

合 計 139箇所  5,034,300円

地 域 箇所数 助成金額 

加 須 5箇所 357,073円 

騎 西 11箇所 224,000円 

合 計 16箇所 581,073円 
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事 業 名 コミュニティ推進事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 623-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 15,903,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 15,903,000円

目 09 自治振興費 決 算 額 15,776,040円

事
業
の
目
的 

住民自らが住みよい地域社会づくりを

展開できるよう、地域コミュニティ活動

を推進する。 

事
業
の
概
要 

・各地域コミュニティ協議会等への活動費補助 

・（財）自治総合センター実施の「コミュニティ助成

事業」の財政措置 

・各地域コミュニティ協議会等の統合検討 

事業の実績・成果  

○コミュニティ助成事業                     

 コミュニティの健全な発展と宝くじの普及広報を目的とした（財）自治総合センターコミュニティ助成金

による間接補助金 

地 域 団体名 助成金額 概 要 

加 須 大桑第三区自治会    2,500,000円 祭用品一式 

加 須 礼羽第一区自治会    2,500,000円 祭用品一式 

騎 西 若草の街自治会    1,200,000円 祭用品一式 

騎 西 内田ケ谷西部自治会    1,400,000円 コミュニティ用品一式 

大利根 原道区長会    2,500,000円 集会所備品 

大利根 北下新井地区自治会    2,500,000円 祭用品一式 

合 計   12,600,000円  

 

○加須市コミュニティづくり推進協議会等への助成 

地 域 名 称 助成金額 概 要 

加 須 加須地域ｺﾐｭﾆﾃｨづくり推進協議会   428,000円 

騎 西 騎西地域コミュニティ協議会   810,000円 

北川辺 北川辺コミュニティ協議会   730,000円 

大利根 大利根地域コミュニティ協議会   800,000円 

各コミュニティ協議会等に

おいて、地域コミュニティ活

動を推進する事業を実施し

た。 

合 計 2,768,000円  

 

○北川辺花のボランティア団体連絡協議会交付金（景観美化活動）    398,040円 

 

○彩の国コミュニティ協議会負担金     10,000円 
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事 業 名 市民まつり開催事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 541-06 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 9,550,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 9,550,000円

目 09 自治振興費 決 算 額 8,399,046円

事
業
の
目
的 

多くの市民が集う機会を通して市民相

互の連帯感や絆を深め、協働によるまち

づくりを進める。 
事
業
の
概
要 

・加須地域市民まつりを主催する実行委員会に対し、

その費用を助成する。 

・騎西地域の「銀杏祭」を主催する実行委員会に対

し、その費用を助成する。 

・北川辺地域の「あやめ祭り」を主催する実行委員

会に対し、その費用を助成する。 

事業の実績・成果  

（１）加須市地域市民まつり 

 平成19年度から市民協働の視点を強くするため、実行委員会委員長を民間団体の代表者に変更し、

経費も市からの補助と広告収入（37社、445,000円）等で運営した。また、市民相互の親睦を深めると

ともに、交通事故のない明るく住みよい地域社会を築くことを目的に、第30回加須地域市民まつりを

開催した。 

１） 開催内容 

  ア 開催日 平成22年10月17日（日） 

  イ 参加者 ①110団体 5641人 

  ウ まつり内容  

  ①交通安全パレード「加須小学校、イトーヨーカドー会場から出発」 

  ②式典（市民まつり会場 －市民運動公園－ ） 

  ③催物   各種団体活動発表、加須地域全小学校鼓笛演奏、各種団体模擬店 

     ④来場者数 約60,000人 

 

 

 

 

 ２）経費 （実行委員会） 

   ア 収入 

   ①市からの補助金     5,500,000円  ③競艇組合補助金   500,000円 

   ②協賛金（広告料）     445,000円  ④雑入（利子等）     438円 

                                                          合計 6,445,438円 

  イ 支出 

科目 金額（円） 摘要 

報償費 謝金 170,000 司会者、武州加須囃子、交通安全協力団体 

需要費 消耗品、食料費ほか 1,310,828 小中学生、来賓弁当飲み物等 

役務費 手数料ほか 270,300 鼓笛隊クリーニング、ごみ処理費、切手等 

委託料 会場運営ほか 2,218,650 会場運営、警備、花火等 

使用料 自動車借上ほか 1,269,850 送迎バス、楽器運搬トラック、会場借上等 

助成金 市民企画事業助成金 265,115 市民企画事業参加者(10事業)助成金 

支出合計 5,504,743  

   収入合計6,445,438円 － 支出合計5,504,743円 ＝ 940,695円 

※ 残金は、市へ返還。 

 

 

加
須
地
域
市
民
ま
つ
り
の
様
子 
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（２）騎西銀杏祭 

 多くの地域住民が出会い、ふれあい参加して、ふるさと意識の高揚を図り、市のコミュニティの振興

を目的に開催した。また、平成22年度から市民協働の視点を強くするため、実行委員会委員長を民間

団体の代表者に変更し、運営した。 

  

１）開催内容 

  ア 開催日 平成22年10月17日（日） 

  イ 参加者 41団体   約750人 

  ウ まつり内容  

  ①交通安全パレード 

  ②催物  各種団体活動発表、田ケ谷小学校鼓笛隊演奏、各種団体模擬店、よさこいソーラン演舞 

     ③来場者数 約18,000人 

 ２）経 費 (実行委員会） 

   ア 収入 

   ①市からの補助金     3,150,000円  ③売上金    137,900円 

   ②雑収入          237,525円   

                                                        合計 3,525,425円 

  イ 支出 

科目 金額（円） 摘要 

イベント費 事業運営費 1,136,089 熱気球、交通安全パレード事業費等 

需要費 消耗品、食料費ほか 258,489 ポスター印刷、消耗品、出演者お茶代等 

会場設営費 会場運営ほか 1,650,943 イベント業務委託、電気・水道工事等 

役務費 保険、警備料 269,645 行事保険代、交通警備料 

支出合計 3,315,166  

   収入合計3,525,425円 － 支出合計3,315,166円 ＝ 210,259円 

   ※残金は、市へ返還。 

（３）北川辺あやめまつり 

 平成5年3月の旧川ふるさと公園の完成を記念し、同年5月に第1回あやめまつりを開催。北川辺地

域住民の絆を一層深め、郷土に対する愛着心の醸成と地域の活性化、文化向上の一翼を担うため、第

18回あやめまつりを開催した。 

 １）開催内容 

   ア 開催日 平成22年5月9日（日） 

   イ 参加者 27団体   約300人 

   ウ まつり内容 

    ①催物 各種団体ステージアトラクション発表、各種団体模擬店 

    ②来場者数 約3,000人 

 ２）経費（実行委員会） 

   ア 収入 

   ①市からの補助金 900,000円   ②各種団体からの助成金 156,552円 

   ③雑収入 10,000円 

                                                        合計 1,066,552円 

  イ 支出 

科目 金額（円） 摘要 

報償費 謝金 129,600 司会者、出演団体 

需用費 消耗品、食料費ほか 331,230 ゴミ袋、紙コップ、弁当飲み物等 

役務費 手数料ほか 52,782 検便検査、クリーニング等 

委託料 仮設電気工事ほか 487,940 仮設電気工事、花火等 

使用料 自動車借上ほか 65,000 巡回・シャトルバス、集会所借上等 

 1,066,552  

騎
西
銀
杏
祭 

北川辺あやめまつり 
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     収入合計1,066,552円 － 支出合計1,066,552円 ＝ 0円 

 

（４）総経費の推移 

 (4)-1 加須地域市民まつり 総経費の推移               単位：円 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

5,081,205 5,515,278 5,890,455 6,195,295 5,504,743 

 

 (4)-2 騎西銀杏祭 総経費の推移                    単位：円 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

2,930,218 3,160,071 3,173,117 3,058,784 3,315,166 

 

 (4)-3 北川辺あやめまつり 総経費の推移                単位：円 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

1,022,854 1,003,418 526,102

※ 雨天中止

1,236,244 1,066,552 

                   

 

 
事 業 名 災害対策自治会活動促進事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-91 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 0円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 2,183,000円

目 09 自治振興費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

地震災害により被害を受けた自治集会

施設の現状復旧を行い、市民の自治意識

の維持・向上を図るとともに、市民と行

政との協働による地域運営を行う。 

事
業
の
概
要 

・災害によって損傷を受けた自治集会所の補修費用

の一部補助（11箇所） 

事業の実績・成果  

 災害対策のため、3月補正で計上した自治集会施設を現状復旧するための経費であり、年度内完了が

困難なため、平成23年度へ2,183,000円繰越した。 
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事 業 名 情報管理事業 

担 当 課 ＩＴ推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 372-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 226,149,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 226,149,000円

目 10 電算管理費 決 算 額 204,249,042円

事
業
の
目
的 

行政事務の効率性、正確性及び信頼性等

の向上を図る。 事
業
の
概
要 

住民情報システム及び情報ネットワークの運用管

理、情報セキュリティ対策、情報化研修等を行う。

 

事業の実績・成果  

１ 住民情報システム運用管理 

 市民に関する情報（住民記録、各種税、福祉等）を総合的かつ一元的に管理し、市民への直接サービス

の向上及び的確な行政事務を行うための基盤である「住民情報システム」の円滑な運用を行った。   

(1) 構成機器 

サーバ：9台、ディスク装置：2台、パソコン：50台、プリンタ：39台  

(2) 住民情報システム取扱業務：23業務 

1 住民記録 2 外国人登録 3 印鑑登録 

4 国民年金 5 自動交付機 6 選挙 

7 就学 8 住登外・宛名 9 個人住民税 

10 法人住民税 11 固定資産税 12 軽自動車税 

13 収納・滞納管理 14 国民健康保険 15 保育料 

16 子ども手当 17 児童扶養手当 18 遺児手当 

19 乳幼児医療 20 ひとり親医療 21 障害者医療 

22 障害者福祉 23 後期高齢者医療  

(3) 接続拠点：20拠点 

1 総合支所（3箇所） 2 市民ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（9箇所） 3 市民ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 

4 保健ｾﾝﾀｰ（4箇所） 5 環境浄化ｾﾝﾀｰ 6 上水道管理ｾﾝﾀｰ 

7 北川辺生涯学習ｾﾝﾀｰ  

  (4) 運用管理費 93,359,637円 

  〔委託料 44,841,237円、借上料等 48,518,400円〕 

 

２ 情報ネットワーク運用管理 

 各施策を実施・展開していく上で必要な行政体内部の情報（財務会計、文書、庶務等）を、総合的かつ

一元的に管理し提供するための基盤である「情報ネットワーク」の円滑な運用を行った。 

(1) 構成機器 

サーバ：28台、パソコン：829台、プリンタ：163台 

(2) 主な機能 

1 ファイル共有 2 財務会計 3 例規検索 

4 グループウェア 5 ＬＧＷＡＮサービス 6 インターネット閲覧 
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(3) 接続拠点：69拠点 

1 総合支所（3箇所） 2 市民総合会館 3 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（2箇所） 

4 市民ｻｰﾋﾞｽｺｰﾅｰ 5 農業公社 6 保育所（3箇所） 

7 北川辺介護ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 8 北川辺老人福祉ｾﾝﾀｰ 9 医療診断ｾﾝﾀｰ 

10 保健センター（4箇所） 11 環境浄化ｾﾝﾀｰ 12 上水道管理ｾﾝﾀｰ 

13 消防本部 14 幼稚園（3箇所） 15 小学校（22箇所） 

16 中学校（8箇所） 17 公民館（9箇所） 18 生涯学習ｾﾝﾀｰ（2箇所） 

19 市民体育館 20 給食ｾﾝﾀｰ（2箇所） 21 童謡のふるさとおおとね図書館 

  (4) 運用管理費 72,217,652円 

  〔委託料 25,156,530円、借上料 47,061,122円〕 

 

３ 情報セキュリティ対策 

 コンピュータウイルスに代表される外部からの脅威に対するセキュリティ対策の実施により、本市の保

有する情報資産の適切な管理を行った。 

(1) コンピュータウイルス対策実施状況：546件（年間） 

(2) 不正メール対策実施状況：730,652件（年間） 

  ＊不正メール…同意なしに送られてくる主に宣伝目的等の電子メールのこと。 

(3) ウイルス対策ソフトライセンス更新費 2,323,881円 

 
事 業 名 電子自治体推進事業 

担 当 課 ＩＴ推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 373-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,116,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,116,000円

目 10 電算管理費 決 算 額 1,096,465円

事
業
の
目
的 

市民サービスの向上及び効率的な行政

経営に寄与する電子市役所の構築を図

るとともに、市域における情報化を推進

する。 

事
業
の
概
要 

・県内市町共同による電子申請サービスの提供 

・超高速情報通信基盤の整備促進 

・地デジ放送移行への広報活動 

・情報化推進計画の推進 

事業の実績・成果  

１ 電子申請・届出サービスの提供 

 埼玉県市町村電子申請共同運営協議会に参加し、市の窓口で行っている申請や届出等の一部の手続が、

インターネットを利用していつでも自宅等のパソコンから行える「電子申請・届出サービス」を提供して

いる。 

 また、このサービスの提供に要している共同システムの保守期限の満了に伴うシステム更改を平成 22

年7月に実施し、経費削減を図った。 

(1) 電子申請対象総手続数：43手続 

(2) サービス提供業務等委託料 1,096,465円 

 

２ 超高速情報通信基盤の整備促進 

 平成22年12月15日にＮＴＴの樋遣川交換局に収容される地域、平成23年1月7日に志多見交換局に

収容される地域の光通信サービスの提供が開始され、市内全域で同サービス利用が可能となった。 

 

３ 地上デジタルテレビ放送移行への広報活動 

  広報紙、ホームページ等を利用しての周知や本庁舎・総合支所等を会場とする個別相談会を実施し、地

 上デジタルテレビ放送への円滑な移行を促進した。 
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事 業 名 人権推進事業 

担 当 課 人権推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 11,332,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 11,332,000円

目 11 人権推進費 決 算 額 10,558,898円

事
業
の
目
的 

「差別のない明るく住みよい」まちの実

現をめざす。 

事
業
の
概
要 

本事業は、国の「人権教育及び人権啓発の推進に関

する法律」基本計画及び「新市基本計画」中、人権

尊重社会の推進を受け、各種人権啓発事業を展開し

ている。主なものとして人権啓発研修会及び人権問

題講演会等の開催、同和対策生活相談員の設置、人

権擁護委員等と連携し、女性や子ども、高齢者、障

がい者、同和問題に対する人権に係わる相談会の実

施、人権擁護委員による人権相談の実施等、人権擁

護委員の活動支援、人権に関する研修会等への職員

参加の促進等を行う。 

事業の実績・成果  

○ 人権啓発研修会及び人権問題講演会等の開催（共催：生涯学習課、産業政策課） 189,980円 

  同和問題をはじめとする様々な人権問題の解決に向けて、人権問題に対する理解と認識を深め、 

 すべての人の人権が尊重される豊かな地域社会を形成するため、人権指導者研修会や人権問題講演会

 等を開催した。 

   

  ・人権啓発研修会及び講演会等の参加人数・・・・・・・・・・・1,915人 

 

○ 人権擁護委員による人権相談事業（共催：市民相談室、雇用促進課）       37,496円   

  年間を通し、月１回、人権擁護委員による女性や子ども、高齢者、障がい者、就労問題、同和問題

 に対する、差別等の人権問題の解消に向けた相談会を開催した。 

   

・人権擁護委員による相談件数                      （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 21 12 12 10 11 

旧加須市 16 5 5 6 

旧騎西町 0 3 1 0 

旧北川辺町 2 2 6 3 

相

談

件

数 

 

旧大利根町 3 2 0 1 

 

 

 

 
 

       

○ 同和対策生活相談員による相談事業                     2,025,600円 

  年間を通し、同和対策生活相談員による地域社会の生活上の相談に応じ、必要に応じて関係行政機

 関と連携を保ちながら助言や指導を実施した。 

   

  ・同和対策生活相談員による生活相談件数                 （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 96 88 80 52 77 

旧加須市 70 63 51 50 

相

談

件

数 

 

旧大利根町 26 25 29 2 
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○ 「同和問題に取り組む民間運動団体」への補助金交付 

                                       7,014,000円 

  同和問題の早期解決を図るため、部落差別解消を目指す民間運動団体５団体に対し、補助金の交付

 を行った。 

   

・「同和問題に取り組む民間運動団体」への補助金交付状況           （単位：千円） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

部落解放同盟埼玉県連合会 

加須支部 
3,029 2,702 2,430 2,300 2,648 

部落解放同盟埼玉県連合会 

騎西支部 
1,634 1,390 1,410 1,180 939 

部落解放同盟埼玉県連合会 

上崎支部 
808 808 790 790 936 

部落解放同盟埼玉県連合会 

大利根支部 
1,310 1,144 1,144 1,144 927 

北埼・埼葛「同和対策」運動連合会 

加須市協議会 
2,232 2,120 1,900 1,650 1,564 

合   計 9,013 8,164 7,674 7,064 7,014 
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事 業 名 田ケ谷総合センター管理事業 

担 当 課 人権推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-08 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 5,401,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 5,401,000円

目 11 人権推進費 決 算 額 5,021,527円

事
業
の
目
的 

田ケ谷総合センターは、地域住民の生活

状況を社会的・経済的・文化的に向上す

るよう、同和問題をはじめとする人権問

題等を早期解決に資するための施設で

あり、だれもが気軽に安心して当該施設

を利用できるように努める。 

事
業
の
概
要 

当該施設を利用する市民が安全かつ快適に利用でき

るように適正に維持管理を行うために、光熱水費や

通信運搬費等の支払い及び施設の修繕・清掃・警備・

各種電気機械設備等の保守点業務委託を行う。 

事業の実績・成果  

○ 田ケ谷総合センター管理事業 

田ケ谷総合センターを市民に安全かつ快適に利用いただけるようハード面の管理を行った。 

  

 １ 管理・運営職員の配置                          1,895,400円 

 ・開館日（水曜日及び年末年始以外）の8:30～17:15の間に職員を配置し、館の管理・運営を行った。

 

 ２ 管理業務の委託                             1,040,501円 

 ・消防設備、電気設備、建築物等の保守点検の他、樹木剪定や清掃業務、鍵管理業務の委託を行った。

  

 ３ その他、維持管理                            1,689,548円 

・光熱水費や電話料の他、トイレットペーパー、電灯、コピーキット等の消耗品費を支出した。また、

 必要に応じて破損箇所の修繕を実施し、館の維持に努めた。 

 

 

・田ケ谷総合センターの来館者数                       （単位：人） 

 月 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

4月 885 846 615 998 898 

5月 799 419 536 261 661 

6月 951 714 875 1,029 677 

7月 710 996 967 997 941 

8月 1,450 1,025 1,488 1,351 1,323 

9月 1,627 1,312 1,048 896 1,154 

10月 1,521 1,529 927 877 672 

11月 1,147 1,191 558 877 1,340 

12月 2,048 3,033 3,885 3,176 3,501 

1月 953 749 487 428 647 

2月 1,024 758 1,015 924 793 

3月 2,204 1,372 1,324 1,494 1,048 

 

 

来 

 

館 

 

者 

 

数 

合計 15,320 13,944 13,725 13,308 13,655 
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事 業 名 田ケ谷総合センター地域交流事業 

担 当 課 人権推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-09 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 859,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 859,000円

目 11 人権推進費 決 算 額 755,589円

事
業
の
目
的 

田ケ谷総合センターは、地域に密着した

コミュニティセンターとして地域間交

流各種講座等を実施し、地域間相互の交

流を図ることで同和問題をはじめとす

る様々な人権問題への理解を深めると

ともに、教養文化等に関する知識や能力

の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

当該施設を拠点に人権を尊重する意識を醸成し同和

問題をはじめとする各種人権問題に対する地域での

相互理解を図るため、民謡・茶道・郷土料理等の各

種教養文化講座等を開催し、地域間の交流を促進す

る。 

事業の実績・成果  

○ 教養文化講座・子ども映画会の開催 

                                        523,640円 

  教養文化講座・子ども映画会を実施し、地域の文化力を高めるとともに地域交流を促進し、差別意

 識の解消を図った。 

 

 ・教養文化講座・子ども映画会受講回数・・・・・・・・・・・ 68回 

 ・教養文化講座・子ども映画会受講人数・・・・・・・・・・・903人 

  

○ ふれあい事業（共催：騎西総合支所健康医療課） 

                                            

  保健師にによる毎月１回の健康相談や血圧測定を実施し、地域住民の交流と健康増進を図った。 

 

 ・健康相談参加者                            （単位：人） 

 月 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

4月 24 31 29 10 12 

5月 25 17 3 22 9 

6月 26 32 23 28 22 

7月 12 7 19 27 22 

8月 20 24 20 28 17 

9月 29 11 21 27 16 

10月 27 20 26 13 18 

11月 29 29 29 12 0 

12月 24 20 20 6 22 

1月 32 28 28 27 7 

2月 31 26 26 16 26 

3月 26 27 27 26 28 

来
館
者
数 

合計 305 263 271 242 199  
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事 業 名 自転車生活促進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 414-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 190,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 190,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 132,150円

事
業
の
目
的 

地球温暖化の防止や市民の健康増進、ゆ

とりある生活スタイルの普及を図るた

め、日常生活圏内の移動手段としての、

自転車使用の促進を図る。 

事
業
の
概
要 

・庁内検討会議の開催 

・サイクリングコースの調査・研究 

事業の実績・成果  

○自転車生活促進事業 

 ①埼玉県「ぐるっと埼玉サイクルネットワーク構想」と連携し、自転車みどころスポットを巡るルー

ト100に、市内４ルートを選定した。 

 ・ぐるっと回る加須全域ルート（市内全域・約70km） 

 ・童謡のふるさとルート   （加須地域、大利根地域・約30km） 

 ・加須の歴史を訪ねてルート （加須地域、騎西地域・約30km） 

 ・北川辺水郷ルート     （北川辺地域・約15km） 

 

 ②庁内検討会議を開催し、自転車生活促進計画素案を作成した。 

 

 

○環境フォーラムの開催      132,150円 

 新市の一体的な環境への取り組みを市民と協働して行うため、身近な生活環境や地球規模の環境問題など

様々な環境全般にわたる市民の関心を喚起し、環境に与える負荷の小さい自転車生活への普及促進など、環

境に配慮した生活スタイルへの転換を図る契機として、また市民相互の交流及び絆づくりの場として「加須

市環境フォーラム2010」を開催した。 

 

（１）主 催   加須市、加須市教育委員会 

（２）日 時   平成22年11月6日（土）午後１時から午後４時 

（３）場 所   パストラルかぞ小ホール 

（４）内 容      ① 基調講演 演題「地球温暖化問題について - 私たちがやるべきこと-」 

              講師 須藤 隆一 氏（埼玉県環境科学国際センター総長） 

         ② 研究発表            こどもエコクラブ  4クラブ 

         ③「環境への提言」発表  応募市民      5人 

         ④ 自転車普及促進等のパネルの掲示 

（５）来場者数  220人 

 

報償費：講師謝金    50,000円 

需用費：参加賞・記念品 47,600円 

使用料：会場使用    30,700円 

役務費：郵送料      3,850円 
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事 業 名 公害対策事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 412-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,050,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,050,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 2,351,205円

事
業
の
目
的 

市民が良好な生活環境のもとで、健康・

快適に暮らすことができるまちづくり

を進める。 

事
業
の
概
要 

・住民からの大気汚染（野外焼却）、水質汚濁、騒音、

振動、悪臭等の苦情への対応及び防止対策の助言、

指導 

・大気中のダイオキシン類、二酸化硫黄、二酸化窒

素、騒音等の測定調査の実施 

事業の実績・成果  

 ○苦情件数の推移                          （単位：件数） 

 大気汚染 水質汚濁 騒音 振動 悪臭 合計 

平成18年度 31 4 13 4 14 66 

平成19年度 34 10 12 0 14 70 

平成20年度 30 7 22 1 15 75 

平成21年度 35 17 11 0 16 79 

平成22年度 25 16 23 7 21 92 

加須地域 14 6 16 3 10 49 

騎西地域 4 6 6 4 5 25 

北川辺地域 5 4 0 0 2 11 

 

大利根地域 2 0 1 0 4 7 

  ※ 平成18年度から平成21年度は旧加須市の数値（旧3町の統計数値なし） 

 

 ○ダイオキシン類環境測定業務委託  

  委託費：1,722,000円 

   大気中のダイオキシン類濃度測定結果               （単位：pg-TEQ/ｍ3） 

ダイオキシン類濃度 

測 定 地 点 夏季(H22.8/18

～8.25) 

冬季(H23.1/7

～1/14) 
平 均 

消防団第4分団第1部（下樋遣川） 0.038 0.048 0.043 

騎西総合支所（騎西） 0.041 0.062 0.052 

大利根総合支所（北下新井） 0.040 0.083 0.062 
 
    注）大気環境基準は、年平均0.6pg-TEQ/ｍ3である。 

 ○大気測定業務委託 

  委託費：152,250円 

   大気中の二酸化硫黄、二酸化窒素濃度測定結果（測定期間H23.1/6～3/10）   （単位：ppm） 

二酸化硫黄濃度 二酸化窒素濃度 
測 定 地 点 

1回目 2回目 3回目 平 均 1回目 2回目 3回目 平 均

昭和中学校（北小浜） 0.0012 0.0024 0.0014 0.0017 0.015 0.026 0.015 0.019

騎西小学校（騎西） 0.0012 0.0012 0.0014 0.0013 0.014 0.017 0.014 0.015
 
   注）数値は、1時間平均値。 

  注）二酸化硫黄環境基準は、1時間平均値が0.04ppm以下であり、かつ、1時間値が0.1ppm以下である。

   注）二酸化窒素環境基準は、1時間平均値が0.04ppmから0.06ppmまでの間又はそれ以下である。 
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事 業 名 浄化槽対策事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 453-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 59,840,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 76,085,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 58,945,520円

事
業
の
目
的 

生活排水による公共用水域の水質汚濁

を防止し、生活環境の保全と公衆衛生の

向上を図る。 

事
業
の
概
要 

・合併処理浄化槽の設置及び転換に対する補助 

・浄化槽設置後の管理指導 

・浄化槽設置実態調査の実施 

・法定検査の受検指導 

事業の実績・成果  

○合併処理浄化槽設置整備補助金 

 河川等の水質浄化を図り、より良い環境づくりを目指して、合併処理浄化槽を設置する市民に対して

 補助金を交付した。 

 

 ・合併処理浄化槽への転換補助 25,788,000円 

 ・くみ取方式の便槽または単独処理浄化槽の処分費 3,480,000円 

 ・合併処理浄化槽新規設置補助   10,560,000円 

 ・浄化槽維持管理補助金    160,000円 

 

 合併処理浄化槽設置補助基数                      （単位：基） 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 89(30) 108(26) 116(25) 153(39) 154(66) 

 加須地域 58(17) 56(6) 83(7) 84(7) 60(13) 

 騎西地域 0(0) 19(10) 14(11) 24(17) 13(6) 

 北川辺町地域 9(9) 21(8) 9(7) 20(7) 37(29) 

補
助
基
数 

 大利根町地域 22(4) 12(2) 10(0) 25(8) 44(18) 

                                    

 ( )は補助基数のうち転換扱いの基数 

 

 ※16,293千円を平成23年度へ繰越明許 

 （国庫補助金の不用額について、平成22年度に受けいれ平成23年度に活用するよう国から通知が 

  あったため） 

 

○浄化槽実態調査委託  189,00,000円 

  埼玉県緊急雇用創出基金市町村補助事業により浄化槽実態調査を行った。（単位：基） 

 

 

 

 

 

 

 

 ※平成21年度、実態調査を実施した加須地域において、実態調査結果を元に単独処理・汲み取り便

槽を使用している方を対象に、合併処理浄化槽への転換をお願いする通知を行った。（3,695件） 

生活排水処理方法 合併処理浄化槽 単独処理浄化槽 汲み取り便槽 

騎西地域 742 1,501 490 

北川辺地域 1,305 2,313 521 

大利根地域 1,150 1,897 572 

(参考：加須地域) 3,651 7,617 1,599 
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事 業 名 生活排水対策事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 453-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 3,616,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 3,616,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 3,026,200円

事
業
の
目
的 

住民との協働による河川清掃や浄化実

験等の活動によって、河川の水質浄化を

図る。 

事
業
の
概
要 

・生活排水処理施設整備計画の策定 

・河川浄化対策協議会と市民を含めた協働で河川浄

化活動、清掃活動の実施及び調査研究 

・市内主要河川の水質検査の実施 

・生活排水の適正処理に向けた普及啓発 

事業の実績・成果  

 

○加須市河川浄化対策協議会加須支部補助金 330,000円 

  河川の浄化を推進するために、河川の清掃及び河川の簡易水質試験、会の川清掃等を行い、河川の

  浄化に寄与した。 

   

○六郷堀雨水幹線水路水質浄化業務委託〔10月～翌3月〕 572,250円 

  花崎北三、四丁目地内において水質浄化装置及び好熱菌を設置し、水質浄化実験を行った。また、

  実験期間中に水質検査を４回実施した。 

 

○河川等水質検査業務委託  

  ・委託費：1,244,250円 

  ・市内河川等の水質検査状況 

   1 検査期間 H22.7.28～H23.3.3 

    2 検査地点 51箇所（4地域） 

   3 検査結果 主な地点における検査結果は下記のとおりである。 

 

                              単位：㎎/ℓ（ｐＨを除く） 

項 目 手子堀 会の川 青毛堀 大英寺落 八ヶ村落 中堀 旧川 中川 

1回目 7.22 7.35 7.37 7.80 7.01 7.15 7.52 7.21

2回目 7.04 7.46 7.24 ― ― 7.08 7.07 7.17
ｐＨ 

（水素イオン濃度） 
平均 7.13 7.41 7.31 7.80 7.01 7.12 7.30 7.19

1回目 21.30 11.10 19.70 7.30 23.60 15.00 19.20 31.90

2回目 8.50 12.10 9.50 ― ― 10.90 22.80 13.3
ＳＳ 

（浮遊物質量） 
平均 14.90 11.60 14.60 7.30 23.60 13.00 21.00 22.60

1回目 1.50 1.50 2.90 1.40 3.50 1.50 6.90 2.00

2回目 4.00 3.90 5.90 ― ― 6.30 2.60 8.70

ＢＯＤ 

（生物化学的酸素

要求量） 平均 2.75 2.70 4.40 1.40 3.50 3.90 4.75 5.35

 注 ・コイ、フナが生息できる「きれいな川」はBODで5㎎/ℓ以下である。 

   ・加須市の河川は、水質環境基準のＣ類型に該当し、基準値はpH6.5～pH8.5、SS50㎎/ℓ以下、 

   BOD5㎎/ℓ以下である。（※北川辺地域はＢ類型に該当し、Ｃ類型との相違値は、SS25㎎/ℓ以下。）

・冬期試験通水により汚染の改善が見られる河川もあり、今後も冬期試験通水を河川管理者等関

 係機関に働きかけを行っていく。 

 

○生活排水処理基本計画策定業務委託料 840,000円 

 生活排水処理施設整備計画（H37年度目標）の策定を行った。 

 



 86

 
事 業 名 自然環境保全推進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 67,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 67,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 34,000円

事
業
の
目
的 

自然環境の保全に関する施策の総合的

かつ計画的な推進を図り、良好な生活環

境を将来にわたり確保する。 

事
業
の
概
要 

・土地の埋立て等の規制、指導 

・巡回パトロールの実施 

・空き地の管理指導 

事業の実績・成果  

○巡回パトロールの実施 

 自然環境の保全のため、不法投棄の定期監視パトロールの実施や、県と連携した合同パトロールを行

った。 

           パトロール回数 15回（県との合同パトロール2回を含む）      

           切手代 4,000円  

 

○埼玉県緑化推進委員会会費   30,000円 

    

 

○空き地の雑草等の管理指導件数   

  過去5年間の推移                          単位：件 

     加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 合計 

平成18年度 62 31 23 26 142 

平成19年度 60 30 18 42 150 

平成20年度 75 38 16 53 182 

平成21年度 72 31 11 80 194 

平成22年度 76 23 9 32 140 
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事 業 名 屋敷林保全事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-07 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 681,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 681,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 665,900円

事
業
の
目
的 

市内に点在する貴重な屋敷林・樹林や樹

木の保全を推進する。 事
業
の
概
要 

・保存を図る屋敷林・樹林、樹木の指定 

・管理者への奨励金の交付 

事業の実績・成果  

○指定及び奨励金交付 

 市内の屋敷林等の身近な緑を末永く保全するため、市内に点在する貴重な屋敷林・樹林や樹木の中で

要件を満たすものを保存樹林等として指定し、管理者に奨励金を交付した。 

 

 屋敷林等保全奨励金  661,400円 

  指定件数：54件（屋敷林・樹林23ヶ所 70,755㎡、樹木31本） 

 

 ◆指定屋敷林等の管理状況                      （単位：件） 

地 域 種 別 個 人 神社仏閣 公 共 計 

屋敷林・樹林 6 0 0 6 
加須地域 

樹  木 0 0 0 0 

屋敷林・樹林 13 1 1 15 
騎西地域 

樹  木 9 13 9 31 

屋敷林・樹林 0 0 0 0 
北川辺地域 

樹  木 0 0 0 0 

屋敷林・樹林 2 0 0 2 
大利根地域 

樹  木 0 0 0 0 

屋敷林・樹林 21 1 1 23 
合 計 

樹  木 9 13 9 31 

 

  

※ 平成21年度以前は、旧騎西町のみで実施 

◆指定屋敷林等の管理状況                       （単位：件） 

年 度 種 別 個 人 神社仏閣 公 共 計 

屋敷林・樹林 12 1 1 14 
平成18年度 

樹  木 9 14 9 32 

屋敷林・樹林 12 1 1 14 
平成19年度 

樹  木 9 14 9 32 

屋敷林・樹林 12 1 1 14 
平成20年度 

樹  木 9 14 9 32 

屋敷林・樹林 12 1 1 14 
平成21年度 

樹  木 9 14 9 32 
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事 業 名 市街地の緑創造事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 422-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 404,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 404,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 216,160円

事
業
の
目
的 

市街地の緑を増やすことによる二酸化

炭素の削減やヒートアイランドの緩和

並びに市街地の景観形成や市民憩いの

場の創出を図る。 

事
業
の
概
要 

・公共施設へのグリーンカーテンの設置 

・企業及び一般住宅へのグリーンカーテン設置に係

る普及啓発 

・オープンガーデンの実施 

事業の実績・成果  

○公共施設グリーンカーテン実施状況    142,890円 

 地球温暖化対策の一環として公共施設（学校は別途）にグリーンカーテンを設置し、市民へのグリー

ンカーテン設置啓発をおこなった。   需用費（消耗品） 142,890円  苗木、プランター他 

 ◆平成22年度：16施設（平成21年度：8施設） 

本庁舎 市民体育館 水深公民館 

不動岡公民館 礼羽公民館 大桑公民館 加須地域 

利根川児童館 第一保育所 第三保育所 

騎西地域 騎西総合支所庁舎 騎西保育所  

北川辺地域 北川辺総合支所庁舎 北川辺保育所 北川辺生涯学習センター 

大利根地域 大利根総合支所庁舎 童謡のふる里おおとね図書館 

 

 

 

○オープンガーデンの実施   42,000円 

 市街地の景観形成や地域の美化に寄与する活動として、一定期間個人の庭を開放するオープンガーデ

ンを実施した。     需用費（消耗品）42,000円 のぼり旗 

 ・登録者 ：8人（和風庭園・4人、洋風庭園・4人） 

 

 ・「オープンガーデン加須・2010秋」の実施 

   期 日：平成23年10月29日（土）・30日（日） 

   公 開：5人 

   来訪者：330人（2日間） 
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事 業 名 地球温暖化防止対策事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 413-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 3,161,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 3,161,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 2,765,200円

事
業
の
目
的 

市民・事業者・行政の各主体が主な温室

効果ガスであるＣＯ2 の排出抑制に取り

組むことにより、地球温暖化防止を推進

する。 

事
業
の
概
要 

・加須市役所地球温暖化防止実行計画の策定 

・住宅用太陽光発電設備の設置補助による普及促進

・新エネルギーの普及啓発 

・簡易版環境家計簿「エコライフ DAY チェックシー

ト」による省エネ実践の啓発 

事業の実績・成果  

○住宅用太陽光発電システム設置費補助    2,764,000円 

 地球温暖化防止策の一つとして、太陽光を利用したクリーンエネルギーの導入を支援することを目的に、

自宅に住宅用太陽光発電システムを設置する市民に補助金を交付した。 

 ・補助額      25,000円/kw（上限10万円） 

 ・予算額      3,000,000円 

 ・交付決定件数   33件（申請総件数96件中、抽選により決定） 

 ・最終補助件数   30件（3件取り下げ） 

 ・最終補助額    2,764,000円 

 

○加須市役所地球温暖化対策計画の策定 

 地球温暖化対策の推進に関する法律及び埼玉県地球温暖化対策推進条例に基づく地球温暖化対策計

画に基づき、全公共施設を対象とした加須市役所地球温暖化防止実行計画を策定した。 

 計画は、平成26年度において平成21年度比3％削減を目標とした。 

 ◆二酸化炭素換算排出量(単位：kg-CO2) （平成21年度は、旧１市３町の合計） 

活 動 種 別 平成22年度 平成21年度 増減率 % 

電気の使用 12,209,045 12,216,064 ▲0.06 

灯油の使用 728,950 738,008 ▲1.23 

Ａ重油の使用 1,492,046 1,524,293 ▲2.12 

液化石油ガス（LPG）の使用 203,673 211,230 ▲3.58 

公用車の走行 439,863 388,405 13.25 

計 15,073,577 15,078,000 ▲0.03 

 

○エコライフＤＡＹ２０１０の実施 

 家庭からの二酸化炭素排出削減を目的とした、エコライフＤＡＹチェックシートを夏・冬2回実施し

た。（2008・2009年は、旧１市３町の合計） 

実施時期 参加人数 二酸化炭素削減量（kg) 

夏( 7月） 8,868 7,011,939 
2008年（平成20年） 

冬(12月) 18,465 17,128,123 

夏( 7月） 7,506 6,419,478 
2009年（平成21年） 

冬(12月) 15,505 9,162,097 

夏( 7月） 14,450 10,309,999 
2010年（平成22年） 

冬(12月) 14,629 9,387,335  
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事 業 名 環境基本計画推進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-10 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,053,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 4,053,000円

目 12 公害対策費 決 算 額 3,672,900円

事
業
の
目
的 

加須市環境基本条例第9条に基づき、加

須市の環境の保全及び創造に関する施

策を総合的かつ計画的に推進するため、

加須市環境基本計画を策定する。 

事
業
の
概
要 

環境基本計画の策定（H22-H23） 

・関係情報の収集 

・庁内検討会議の開催 

・市民意向調査の実施 

事業の実績・成果  

 

○加須市環境基本計画策定    3,654,000円 

 加須市環境基本計画は、同時期に進められている総合振興計画と整合を図りつつ、平成22年度・平成23

年度の2か年で策定する。 

 平成22年度は、策定支援業者を選定するとともに庁内策定委員会を組織し、環境の現状及び課題の整理、

体系等の検討を行った。 

 ・加須市環境基本計画策定業務委託 

・選考審査方法  プロポーザルコンペ 

・選考業者数   8業者（内1社辞退） 

・選考審査会   平成22年11月10日 

・契約金額    7,980,000円 

          内訳 平成22年度 3,654,000円 

             平成23年度 4,326,000円 

・平成22年度業務内容  基礎調査 

             市民意向アンケートの実施、集計 

             中間報告書の作成 等 
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事 業 名 交通安全施設整備事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 321-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 35,398,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 44,431,000円

目 13 交通安全対策費 決 算 額 28,229,060円

事
業
の
目
的 

市民が悲惨な交通事故に遭わないよう

にするため、交通安全施設の整備を図

る。 

また、緊急に通行の安全を確保する必要

性の高い危険箇所について緊急対策と

しての局部的かつ応急的な工事を実施

し交通事故の防止を図る。 

事
業
の
概
要 

・交通安全対策が必要な箇所に、道路反射鏡や路面

標示等の交通安全施設工事を実施する。また、施設

の修繕、維持管理を実施する。 

・事故多発箇所や死亡事故発生箇所については、加

須市道路交通環境安全推進連絡会議にかけ、関係機

関と連携して交通安全対策を実施する。 

・H22 年度は道路反射鏡管理台帳が未整備の騎西地

域・北川辺地域について、緊急雇用創出基金を活用

して整備する。 

事業の実績・成果  

交通安全上危険な箇所や交通事故多発地点について交通安全施設等(路面標示、道路反射鏡、道路

照明灯)を整備することにより、交通安全の注意を喚起し、交通事故防止を図った。 

1道路反射鏡新設        16基       1,860,893円 

2道路反射鏡修繕        89基       6,552,100円 

3路面標示等設置        45箇所      9,955,100円 

4道路照明灯新設・改修     17基        109,257円 

5道路照明灯修繕        102基       1,763,027円 

6道路反射鏡管理台帳作成業務委託         3,675,000円 

道 路 反射 鏡　 新設

道 路 反射 鏡　 修繕

路 面 標示 等設 置

道 路 照明 灯　 新設 ・改修

道 路 照明 灯　 修繕

旧 加 須 市
箇
所

(

基

)

加 須 市

旧 大 利 根 町
旧 北 川 辺 町
旧 騎 西 町

15 24 26
41 3637

5 5
5 50

6
6 8

9

平成 18年 度 平成 22年 度平成 21年 度平成 20年 度平 成19年度
28
16

0

7 5

4 5
0

旧 大 利 根 町 11 12 13

旧 北 川 辺 町 0 0 0

162 79 102
145 74

箇
所

(

基

)

加 須 市 115 107
旧 加 須 市 87 86
旧 騎 西 町 17 9

6

平成 18年 度 平 成19年度 平成 20年 度 平成 21年 度 平成 22年 度

旧 大 利 根 町 0 6 0

0 4
旧 北 川 辺 町 0 0 0 0

0 10 17
0 0

箇
所

(

基

)

加 須 市 10 6
旧 加 須 市 10 0

旧 騎 西 町 0 0

2

平成 18年 度 平 成19年度 平成 20年 度 平成 21年 度 平成 22年 度

旧 大 利 根 町 5 5 5

9 2
旧 北 川 辺 町 0 0 3 0

49 28 45
32 24

設
置

(

箇
所

)

加 須 市 71 46
旧 加 須 市 32 28
旧 騎 西 町 34 13

2

平成 18年 度 平 成19年度 平成 20年 度 平成 21年 度 平成 22年 度

9

旧 大 利 根 町 11 12 13

15
旧 北 川 辺 町 0 2 0 7
旧 騎 西 町

箇
所

(

基

)

加 須 市 80 84

2621
4544 50

平成 22年 度
72 69 89

平成 20年 度

旧 加 須 市 48

平成 18年 度 平 成19年度 平成 21年 度

0

16

 

 平成23年 3月補正で予算措置された「きめ細かな交付金」を財源とする道路反射鏡新設工事費の

年度内執行が間に合わなかったため、平成23年度に12,364,250円を繰越した。 
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事 業 名 放置自転車対策事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 321-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 2,602,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 2,602,000円

目 13 交通安全対策費 決 算 額 1,757,818円

事
業
の
目
的 

通行の安全と良好な生活環境を保持す

るため、加須駅、花崎駅、柳生駅、新古

河駅周辺の「放置整理区域内」の放置自

転車を排除するほか有料・無料の自転車

駐車場の運営促進を図る。 

事
業
の
概
要 

・自転車放置整理区域内の放置自転車の監視、指導、

整理及び引渡し業務の委託を行う。 

・放置自転車の撤去、運搬、処分業務の委託を行う。

・花崎駅北口西有料自転車駐車場運営業務（月：1,200

円、2段ラック式：384台）を行う。  

・自転車駐車場の監視、指導、整理業務を行う。 

事業の実績・成果  

 歩行者の安全な通行の確保と良好な生活環境の保持が図られた。 

1放置自転車監視・指導・整理・引渡し業務委託        1,034,880円 

   （毎週月、水、金曜日 3日、午前7時～9時、2名立哨） 

2放置自転車撤去・運搬・処分業務委託              80,373円 

   (撤去回数 6回、撤去台数 277台、処分台数 0台) 

3花崎駅北口西自転車駐車場(有料)監視・指導・整理業務委託   103,950円 

   （毎週月、水、金曜日 3日、午前7時～9時、2名立哨） 

4放置自転車監視・指導・撤去業務委託             132,000円 

   （新古河駅前 11月8日～3月31日 毎週月、水曜日 7時～9時） 

5放置自転車売却   172台／2回                1,806円 

  6有料自転車駐車場利用状況 

     使用料   2,518,800円  利用者  231人 

放置自転車撤去・処分台数の推移
撤去台数

処分台数

売却台数

花崎駅北口西自転車駐車場(有料)の利用状況

使 用 料 ( 円 )
利 用 者 数 ( 人 ) 325 268

3,363,600 2,953,200
250 265 231

平成21年度 平成22年度

2,815,200 2,826,000 2,518,800

平成18年度 平成19年度 平成20年度

平成20年度

-

旧 大 利 根 町 - -

平成21年度

旧 加 須 市 269

平成18年度 平成19年度

0233 146 0

平成22年度

台
数

(

台

)

加 須 市 308 274 171 24 0

- - -
旧 北 川 辺 町 39 41 25 24 0
旧 騎 西 町 -

- - -

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

台
数

(

台

)

加 須 市 0 0
旧 加 須 市 - -
旧 騎 西 町 - -

240 131 172
240 131 172

旧 北 川 辺 町 - - -
旧 大 利 根 町 - - -

-- -

- -

- - -

- -

平成18年度

219
-

58

平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度
607
559

--
48
- -

43 25 24
- -

277
633 312 209

337 233676
旧 加 須 市

台
数

(

台

)

加 須 市

旧 大 利 根 町
旧 北 川 辺 町
旧 騎 西 町
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事 業 名 交通安全啓発事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 322-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,629,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,629,000円

目 13 交通安全対策費 決 算 額 1,072,614円

事
業
の
目
的 

市民を交通事故から守るため、交通マナ

ーや交通安全意識の高揚を図る。 

事
業
の
概
要 

・交通事故撲滅に向けて、交通安全パレード（市民

まつり）を実施する。 

・各交通関係団体、学校等に協力依頼し、各種交通

安全運動期間に合わせ、交通安全の啓発を行う。 

・交通弱者といわれている子どもや高齢者の交通事

故を防止するために、市内全小学校 4 年生全員を対

象に関係団体と協働し、子ども自転車運転免許制度

の実施や、参加・実践型高齢者交通安全教室を開催

する。 

事業の実績・成果  

１ 子ども自転車運転免許制度の実施                        231,000円

加須警察署や教育委員会、市内交通関係団体等と連携、協力し、市内の全小学校4年生全員（969

名）を対象に安全講習、学科試験、実技試験などを実施し、交通ルールをはじめ「自転車の安全

な乗り方」などを指導し、子どもの自転車の交通事故防止を図った。 

         ・児童用教材（児童のための自転車の安全な乗り方）   231,000円 

 

２ 参加・実践型高齢者交通安全教室の開催                     208,800円

4月8日、9月27日、11月17日、12月12日の4日間、埼北自動車学校の協力、指導のもと、参

加・実践型の高齢者交通安全教室を開催した。平成22年度は、加須市内の老人クラブ会員60名、

シルバー人材センター会員78名、一般公募高齢者5名が参加し、加齢に伴う反射能力、身体能力

の認識の衰えを実技体験を通して学習し、高齢者の交通事故防止を図った。 

         ・指導教官謝礼（プリペイドカード）  60人×3,000円  180,000円 

     ・参加者・自動車学校賄い （ペットボトルお茶）      28,800円 

 

３ 交通安全の啓発                                472,515円

春、秋の全国交通安全運動及び夏、冬の交通事故防止運動等に積極的に参加し、交通安全を呼び

かけるリーフレットやポケットティッシュなどを配布し、交通事故防止を促すとともに、交通弱

者である子どもの交通事故防止を図るため、新入学児童全員に交通安全教育教本等を配布し、交

通安全を呼びかけた。また、新成人に対して交通安全啓発冊子を配布し、交通安全を呼びかけた。

・新入学児童交通安全教本（いちねんせいのおやくそく）等 111,265円 

・新成人交通安全啓発冊子                129,360円 

・夏、秋、冬の交通安全運動啓発品            231,890円 

 

【加須市内の交通事故年別推移】（平成18年から21年は旧1市3町の総数） 

人 身 事 故 物 損 事 故

件  数(件) 死 者 数（人） 傷 者 数（人） 件 数（件） 

平成18年 841 9 1,072 1,890

平成19年 773 8 965 1,940

平成20年 668 9 877 1,965

平成21年 649 4 839 1,823

平成22年 643 4 818 2,046

加須警察署調べ 
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事 業 名 交通安全推進事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 322-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 30,083,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 30,083,000円

目 13 交通安全対策費 決 算 額 24,760,442円

事
業
の
目
的 

交通指導員・交通安全母の会・交通安全

協会等の交通安全関係団体等と連携を

図り、市民を交通事故から守る。 事
業
の
概
要 

・交通指導員協議会：朝の学童指導、街頭指導、薄

暮時街頭指導、各交通指導、定例会、研修会等を行

う。 

・交通安全母の会：交通安全車両広報、高齢者世帯

訪問、母と子の自転車教室等を行う。 

・交通安全協会：交通安全講習会、優良運転者表彰、

街頭指導、交通安全キャンペーン等を行う。 

事業の実績・成果  

１ 加須市交通指導員協議会の活動内容                       21,251,722円 

市民が安全で安心して生活できるようにするために、朝の学童指導をはじめ、薄暮時街頭指導のほか、

市のイベントや交通安全キャンペーン、地域の祭り等における交通指導など、交通道徳の普及・高揚・

啓発に努めた結果、人身事故件数及び負傷者数の減少に繋がった。 

【活動状況】 ○朝の学童指導及び薄暮時街頭指導 

       ○市民平和祭、市民まつり、こいのぼりマラソン大会、Ｂ級グルメ大会などにおける立

哨指導 

       ○各地域主催の催し物における立哨指導 ほか 

 

２ 加須市交通安全母の会の活動内容                          995,000円 

  交通安全母の会は、「交通安全は家庭から」をモットーに交通事故を防止し、明るく住み良い地域社会 

 づくりに寄与するため、下記の事業を実施した結果、人身事故件数及び負傷者数の減少に繋がった。 

 （１）春・秋の全国交通安全運動及び夏・冬の交通事故防止運動に参加し、リーフレットやティッシュ等

    の啓発用品を配布 

 （２）新入学児童全員に無事帰ることを祈願し、カエルマスコットを配布（加須地域、4月。645個） 

 （３）夏及び冬の交通事故防止運動期間に合わせた車両広報による交通安全の呼びかけ（加須地域、7 月

中に4日、12月中に2日実施） 

 （４）高齢者による交通事故を防止するために、高齢者世帯訪問による交通安全の呼びかけ 

（加須地域、9月下旬実施。睦町町内会の約270世帯を訪問)

 （５）埼北自動車学校で母と子の交通安全教室を開催し、小学生を対象に自転車の点検の方法や安全な 

    乗り方を指導（加須地域、7月28日開催。75人参加） 

 （６）交通事故なし作戦の実施（騎西地域、8月18日実施。地元産の梨500個で呼びかけ） 

 （７）母の会会員による立哨指導（騎西地域、計28回実施） 

 （８）交通安全教室の開催（北川辺地域、高齢者対象1回、幼稚園児対象1回） 

 

【加須市内の交通事故年別推移】（平成18年から21年は旧1市3町の総数） 

人 身 事 故 物 損 事 故

件  数(件) 死 者 数（人） 傷 者 数（人） 件 数（件） 

平成18年 841 9 1,072 1,890 

平成19年 773 8 965 1,940 

平成20年 668 9 877 1,965 

平成21年 649 4 839 1,823 

平成22年 643 4 818 2,046 

加須警察署調べ 
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事 業 名 交通遺児支援事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 322-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 198,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 198,000円

目 13 交通安全対策費 決 算 額 121,011円

事
業
の
目
的 

交通遺児を扶養する方の経済的な支援

をする。 
事
業
の
概
要 

・市内各小中学校に調査依頼（年 1 回）し、該当者

に、毎年（12月）、小学生に1万円、中学生に2万円

の図書カードを支給する。            

※「交通遺児」とは、現在、義務教育課程にある児

童・生徒で、交通事故により保護者を亡くした者、

又は保護者が交通事故により心身に著しい障害を受

けた者。 

事業の実績・成果  

  交通遺児を支援するため、交通遺児に対して加須市交通遺児支援基金から、支援金（図書カード）を 

支給し、交通遺児の健全な育成を図った。 

 【該当者数及び交付額】 

 H18 H19 H20 H21 H22 

小学生（人） 2 2 3 4 5 

中学生（人） 2 2 0 1 3 

支援金（円） 

（図書カード） 
60,000 60,000 30,000 60,000 110,000 

                                       ※ 支援金（図書カード）小学生 10,000円分/1人 

                                       中学生  20,000円分/1人 

 

 ※H18～H21まで旧3町は、実施していなかった。 新市において対象を全市域に拡大した。 

 
事 業 名 交通安全施設整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 市民安全課 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 3,900,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 3,900,000円

目 13 交通安全対策費 決 算 額 3,845,100円

事
業
の
目
的 

市民が悲惨な交通事故に遭わないよう

にするため、交通安全施設の整備を図

る。 

 

事
業
の
概
要 

・交通安全対策が必要な箇所に、道路反射鏡や路面

標示等の交通安全施設工事を実施する。 

 

事業の実績・成果  

※本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業として3月補正で計上したが、年度

内の事業完了は困難なため、繰越明許として平成22年度に実施した。 

 

交通安全上危険な箇所や交通事故多発地点について交通安全施設（道路反射鏡）を整備することに

より、交通安全の注意を喚起し、交通事故防止を図った。 

 

道路反射鏡新設（単価契約）工事   

              加須地域   31基   3,845,100円 
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事 業 名 市民相談事業 

担 当 課 市民相談室 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 3,454,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 3,454,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 3,297,369円

事
業
の
目
的 

市民の問題解決を図り、安心して生活が

送れるよう支援する。 
事
業
の
概
要 

市民相談は本庁舎で毎日、弁護士法律相談は本庁舎

で月2回、3総合支所で各々月1回、合同相談は本庁

舎及び3総合支所で各々月1回開催する。 

相談の問合せがあった場合は、本庁舎及び 3 総合支

所で各種の相談を開催していることを伝え、問題の

早期解決に寄与する。 

事業の実績・成果  

 

１ 市民相談 

 本庁舎では、月曜日から金曜日に、家庭や日常生活上における心配事やトラブル等に関する相談や行政へ

の相談等を受け、助言や情報提供等を行った。 

 

                                       （単位：件） 

相 談 事 項 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

行政への要望・照会等  37  91   92 82 74 

土地・建物（借地・売買）  19  20   42  33 51 

金銭貸借・保証  21   8   22  20 32 

交通事故   4   5   12   9 7 

離婚・婚約不履行  26  11   37  34 18 

相続・贈与・遺言  52  40   57  62 62 

家庭問題  58  32   43  55 69 

近隣紛争   3   8   22  25 21 

労  働  12  17   27  25 17 

その他 132  93  171 115 132 

計 364 325  525 460 483 

 ＊平成18年度から平成21年度は、旧加須市でのみ実施 

 

２ 法律相談 

 本庁舎は月2回、騎西総合支所及び北川辺総合支所においては月1回、なお、大利根総合支所においては

7月から開始し、身近なところで法律相談が受けられるよう、弁護士による予約制の無料法律相談所を設け、

適切な助言等を行った。 

 ・弁護士謝金  3,086,250円   (内訳)   1,691,250円 本庁舎 

                          540,000円 騎西総合支所 

                                                450,000円 北川辺総合支所 

                                                405,000円 大利根総合支所 
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  法律相談の相談項目別受理件数                         （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 225 290 292 273 375

旧加須市 225 233 223 214 合計  

旧騎西町 － 57 69 59 

加須市 20 36 28 31 29

旧加須市 20 28 23 26 不動産  

旧騎西町 － 8 5 5 

加須市 5 12 13 14 12

旧加須市 5 11 10 13 
借地・ 

借家 
 

旧騎西町 － 1 3 1 

加須市 33 29 30 33 36

旧加須市 33 22 26 27 
金銭 

貸借 
 

旧騎西町 － 7 4 6 

加須市 4 9 27 9 22

旧加須市 4 7 26 8 
損害 

賠償 
 

旧騎西町 － 2 1 1 

加須市 7 11 5 8 22

旧加須市 7 10 4 8 
交通 

事故 
 

旧騎西町 － 1 1 0 

加須市 0 0 1 0 1

旧加須市 0 0 1 0 供託  

旧騎西町 － 0 0 0 

加須市 3 2 3 6 8

旧加須市 3 2 3 6 商事  

旧騎西町 － 0 0 0 

加須市 53 42 43 40 78

旧加須市 53 36 28 36 離婚  

旧騎西町 － 6 15 4 

加須市 29 59 60 53 76

旧加須市 29 44 46 35 相続  

旧騎西町 － 15 14 18 

加須市 0 4 4 3 1

旧加須市 0 4 4 3 贈与  

旧騎西町 － 0 0 0 

加須市 6 7 9 9 7

旧加須市 6 6 9 6 遺言  

旧騎西町 － 1 0 3 

加須市 30 33 20 27 20

旧加須市 30 31 15 23 
家庭 

問題 
 

旧騎西町 － 2 5 4 

加須市 8 13 8 7 9

旧加須市 8 11 7 6 

行政･労

働･公害 

･刑事 

 

旧騎西町 － 2 1 1 

加須市 27 33 41 33 54

旧加須市 27 21 21 17 

 

 

 

 

 

その他  

旧騎西町 － 12 20 16 

 

   ※旧北川辺町及び平成18年度の旧騎西町はデータなし。旧大利根町は実施なし。 
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３ 合同相談 

 月1回、行政相談委員、司法書士、税理士や宅地建物取引業協会、ハローワーク行田等の協力により、無

料合同相談所を開設し、問題の解決に向けた適切な助言等を行った。なお、本庁舎と騎西総合支所は6月、

12 月、北川辺総合支所と大利根総合支所は 6 月、10 月に特設相談日として、時間を延長し相談を受け付け

た。 

 ・合同相談会場借上料   28,400円 

 
事 業 名 自主防犯活動組織支援事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 312-05 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 776,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 776,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 35,800円

事
業
の
目
的 

犯罪の起きにくいまちづくりを確立す

るために、警察、市、市民が連携・相互

協力をして防犯の組織体制づくりを図

る。 

事
業
の
概
要 

・自主防犯組織間の連携を図るため、連絡会議等を

開催し、活動の促進を図る。 

・自主防犯組織への支援として、補助金（新規:30,000

円/1団体 2年目以降：15,000円/1団体）を交付す

る。 

事業の実績・成果  

１ 自主防犯組織設立の促進 

    自主防犯活動組織が設置されていない地区に対して文書で設立を依頼し、当該地域における

自主防犯活動の気運の向上を図った。 

    また、新たに自主防犯活動を検討している自治会等に対して、随時アドバイス等を行い活動

組織の増加を図った。 

 

２ 自主防災防犯組織活動費補助金の交付                      35,800円

 自主防犯活動を行っている組織に対して、組織活動の活性化のため補助金を交付し、地域にお

ける自主防犯意識の向上や組織活動の活発化を促進した。 

   ・交付団体 下樋遣川第一区、立山、南町三区、久下一丁目、久下四丁目 各自治会支援事業 

   ・補助総額 35,800円 

 

 【加須市内の犯罪発生件数の推移】（平成18年から21年は旧1市3町の総数） 

        H18 H19 H20 H21 H22 

刑法犯総数（件） 1,704 1,631 1,599 1,494  1,252  

侵入盗計（件） 247 246 221 241  184  

街頭犯罪計（件） 656 601 594 521  379  

加須市内の犯罪件数の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

H18 H19 H20 H21 H22

（件）

刑法犯総数

侵入盗計

街頭犯罪計
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事 業 名 消費者保護事業 

担 当 課 市民相談室 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 341-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 5,596,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 6,145,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 5,374,009円

事
業
の
目
的 

消費者の権利の尊重及びその自立の支

援を推進するため、消費生活相談等の事

務を行う。 
事
業
の
概
要 

消費生活相談窓口で専門の消費生活相談員が、市民

からの消費生活トラブルや多重債務問題等の相談を

受け、市民へ助言・指導や業者との交渉によりトラ

ブルを解決する。 

また、市広報や消費生活講座等により市民へ消費者

啓発を行い、消費者被害防止に努める。 

なお、消費者団体くらしの会の旧加須、騎西、大利

根の交流を図り、自主的な消費者活動を支援し、会

員相互及び会の育成を進める。 

事業の実績・成果  

 

１ 消費生活講座等開催（消費者団体等と共催） 

 消費生活団体等との共催による消費者生活講座等を開催し、賢い消費者の育成や消費者被害の未然

  防止・拡大防止を図るため、消費者啓発を行った。 

 ・消費者団体「加須市くらしの会」へ補助金  160,000円     会員数  187人 

     ○ セミナー等    12回開催   延べ 533人 

 ・消費者団体「騎西くらしの会」へ補助金    40,000円     会員数  34人 

○ セミナー等    3回開催   延べ 93人 

 ・消費者団体「大利根くらしの会」へ補助金   95,000円     会員数  50人 

   ○ セミナー等      2回開催   延べ 82人    
 
 

 

２ 若年者対象消費生活講座開催 

・ 消費生活相談員を講師に、市内の８中学校の主に中学３年生を対象とし、携帯電話のトラブ 

 ル事例やインターネットに潜む危険性などの講話を行い、消費者トラブルを未然に防ぐととも 

 に消費者問題に対する関心を高めた。 

※ 県との共催で県からの講師派遣による実施。   

   対  象：市内８中学校３年生、教職員、保護者、全校生徒等   1,345人 

   講師謝金：56,000円  

   消費者被害防止啓発リーフレット     29,253円 

 ・市内で行う成人式参加者に配布         1,102人  

     消費者被害防止啓発リーフレット    128,271円 

 

 

 

３ 消費者契約トラブル等を未然に防ぐ啓発活動 

 ・ 市広報紙等により啓発 

 ・ 消費者被害防止啓発紙を全戸配布   

      消費者被害者防止啓発リーフレット    368,760円 
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４ 消費生活相談 

 本庁舎では月曜日から金曜日の間、騎西総合支所では第1･3金曜日の月2回、北川辺総合支所では 

第3木曜日、大利根総合支所では第4火曜日の月1回を消費生活相談員により住民の様々な消費生活 

問題に係る相談を受け、適切な助言及びあっせん解決を行った。 

 ・消費生活相談員謝金        2,890,000円 （内訳）  2,410,000円  本庁舎 

                                240,000円  騎西総合支所 

                                120,000円  北川辺総合支所 

                                                          120,000円  大利根総合支所 

 

 消費生活相談の取引形態別相談件数                       （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 85 101 116 124 147

旧加須市 85 96 115 122 
店舗 

販売 
 

旧騎西町 0 5 1 2 

加須市 50 35 43 21 44

旧加須市 50 35 43 20 
訪問 

販売 
 

旧騎西町 0 0 0 1 

加須市 3 10 0 1 1

旧加須市 3 10 0 1 
マルチ 

販売 
 

旧騎西町 0 0 0 0 

加須市 21 22 9 16 20

旧加須市 20 21 9 15 
電話勧

誘販売 
 

旧騎西町 1 1 0 1 

加須市 99 79 65 57 76

旧加須市 99 79 65 56 
通信 

販売 
 

旧騎西町 0 0 0 1 

加須市 6 3 0 1 1

旧加須市 6 3 0 1 
ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 
 

旧騎西町 0 0 0 0 

加須市 14 18 8 5 4

旧加須市 14 18 8 5 

その他 

無店舗 

販 売 

 

旧騎西町 0 0 0 0 

加須市 66 42 47 33 19

旧加須市 48 40 41 29 

苦

情

相

談

件

数 

 

 

 

 

不明 

無関係 
 

旧騎西町 18 2 6 4 

加須市 344 310 288 258 312

旧加須市 325 302 281 249 小  計  

旧騎西町 19 8 7 9 

加須市 92 55 30 31 9

旧加須市 77 42 14 19 

旧騎西町 15 13 15 12 
 

問い合わせ件数 

 

旧大利根町 0 0 1 0 

加須市 436 365 318 289 321

旧加須市 402 344 295 268 

旧騎西町 34 21 22 21 
 合 計 

 

旧大利根町 0 0 1 0 

 ※旧北川辺町はデータなし。旧大利根町は問い合わせ件数のみ。 
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事 業 名 防犯施設整備事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 311-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 57,853,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 64,437,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 53,217,277円

事
業
の
目
的 

暗くて危険な箇所を解消し、犯罪が発生

しにくい環境づくりを進める。 

事
業
の
概
要 

・防犯上必要な箇所に順次、LEDタイプの防犯灯を設

置する。 

・防犯灯の修繕、維持管理を実施する。  

・加須地域のみ20Ｗ-1蛍光灯ランプ交換の維持管理

を自治会に委託する。 

・騎西地域は H21 年度に LED 灯具へ変更完了、北川

辺地域は、H21年度に一部LED灯具へ切替を行った。

・H22年度に防犯灯管理台帳が未整備の騎西地域・北

川辺地域について、緊急雇用創出基金を活用して整

備する。 

事業の実績・成果  

暗くて危険な箇所を解消し市民が安心して暮らせるようにするため、防犯灯の設置や適切な修繕

を実施した。また、自主防犯活動の推進を図り、自主防犯パトロールを実施している自治会には活

動支援を行うなど、市民と協働で犯罪の起きにくいまちづくりを推進した。 

 

1防犯灯新設          50基        1,417,617円 

2防犯灯修繕         1121基        9,076,286円 

3防犯灯維持管理委託                1,750,000円 

   （20Ｗランプ自治会管理委託 1自治会 25,000円 70自治会） 

4防犯灯管理台帳作成業務委託            4,483,500円 

5防犯灯管理システム                 166,950円 

   （防犯灯情報(設置場所、灯具の種別、修繕履歴等)システムの保守 

                    ：市民からの修繕依頼に迅速に対応） 

 

防犯灯の整備状況
防犯灯　新設

防犯灯　修繕

旧 加 須 市
箇
所

(

基

)

加 須 市

旧 大 利 根 町
旧 北 川 辺 町
旧 騎 西 町

50

148 155 123

180 163195

15 2333
23 16

31

193

137
00 0 0

平成18年度 平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度

17

68

466 1925
387

10

旧 大 利 根 町 95 85 90
旧 北 川 辺 町 332 336 546

531

1563 2683 1121
461 303

平成22年度
設
置

(

箇
所

)

加 須 市 1256 1169
旧 加 須 市 301 217
旧 騎 西 町 528

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 

 平成23年3月補正で予算措置された「きめ細かな交付金」を財源とする防犯灯新設工事費の年度

内執行が間に合わなかったため、平成23年度に6,584,000円を繰越した。 
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事 業 名 市民交通傷害保険事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 322-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,839,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,839,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 1,298,135円

事
業
の
目
的 

交通事故等で傷害を受けた者の救済を

する。 事
業
の
概
要 

・交通事故により、傷害を受けた者を救済するため

に、加入を促進する。 

・生活困窮者に対して、保険料を補助する。 

・交通災害共済加入者の事故受付、救済措置等を行

う。 

事業の実績・成果  

 交通安全意識の高揚の推進及び、事故により傷害を受けた者を救済するために加入を促進した。生活困窮

者に対しては、万が一事故の保障のため加入者が負担する保険料を補助し、市民生活の安定を図った。 

1 加入者数

2 見舞金支払い状況

3 補助金交付状況

(人)

(円)

※ 新市において（要綱改正）対象を旧加須市から全市域に拡大した。

4 加入取りまとめ自治会への報償金

旧加須市については、民間の保険会社との契約。旧3町については、埼玉県市町村総合事務組合
との契約であり、新市で埼玉県市町村総合事務組合に統一した。
H22年度に支出した報償金の額は、合併前と同額（加須地域20円/人・騎西地域40円/人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北川辺地域35円/人・大利根地域30円/人）

旧 北 川 辺 町 111,020 107,135
旧 騎 西 町 246,720 223,440

690,685 629,065 555,580
224,500
184,680

135,300
96,285
123,600

272,640 254,140 237,000

107,345
211,040

5,586 5,276

金
額
（
円
）

加 須 市 763,640 712,275

旧 大 利 根 町 133,260 127,560

旧 加 須 市

平成22年度平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

平成18年度 平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度
30,295
14,959

4,617

21,302
14,432 13,051 12,412

25,961 24,02128,656

23.5

加
入
者
数
（
人
）

加 須 市

旧 大 利 根 町
旧 北 川 辺 町
旧 騎 西 町

4,5675,466

旧 加 須 市

3,067

22.5
17.9

24.7 22.7

25.5
18.8

3,172

18.2
旧 加 須 市 21.8

2,811
4,181

6,168
3,449
5,719

旧 北 川 辺 町 2,171,000

28,656,546

2,598,000

加
入
率
（

％
）

加 須 市 29.2 27.3

24.0

20.9
27.3

21.8
旧 騎 西 町 30.4

旧 大 利 根 町 38.5 36.9 31.0 28.6
旧 北 川 辺 町 25.9

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件
数
（
人
）

加 須 市 231 191

旧 騎 西 町 45 44

旧 大 利 根 町 30
19 22 21

115
96

35

175 168

20
26

89

26

旧 加 須 市 138 93

金
額
（
円
）

加 須 市 16,245,559

旧 大 利 根 町

旧 北 川 辺 町
29 32

75,000 28,50053,700
補助者

69,000 60,600
230 202 179 250

旧 騎 西 町 2,609,000 1,683,000

95
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

2,698,000

旧 加 須 市 8,767,559 8,717,773 6,385,000

2,659,000 2,719,000 2,238,000

8,129,000
5,955,000

11,833,000 12,906,000

1,672,000 2,558,000
2,155,0001,057,000
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事 業 名 防犯啓発事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 313-04 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 5,658,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 5,658,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 5,274,880円

事
業
の
目
的 

犯罪の起きにくいまちづくりを推進す

るため、警察、市、市民が連携・相互協

力をしながら防犯啓発を行う。 

事
業
の
概
要 

・犯罪発生状況や防犯情報等をホームページや広報

紙に掲載するとともに、「かぞホッとメール」にて配

信し、防犯意識の高揚を図る。 

・加須市地域安全・暴力排除推進大会へ参加する。

事業の実績・成果  

１ 犯罪情報の提供 

    市広報紙（おしらせ版）・市ホームページ 犯罪発生件数（毎月）と犯罪の防止方法等を掲載 

     安全・安心情報メール          犯罪情報と犯罪の防止方法等の配信 

 

２ 全職員による青色回転灯パトロール事業(ゼロ予算事業再掲) 

子どもたちをはじめ、市民の安全確保や様々な犯罪防止を図るため、青色回転灯装備車両（５台）

を使用し、防犯に関する広報テープを流しながらパトロール（市内全域）を実施した。 

  

  【加須市内の犯罪発生件数の推移】（平成18年から21年は旧1市3町の総数） 

        H18 H19 H20 H21 H22 

刑法犯総数（件） 1,704 1,631 1,599 1,494  1,252  

侵入盗計（件） 247 246 221 241  184  

街頭犯罪計（件） 656 601 594 521  379  

加須市内の犯罪件数の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

H18 H19 H20 H21 H22

（件）

刑法犯総数

侵入盗計

街頭犯罪計

 

３ 加須市地域安全・暴力排除推進大会の開催（後援）               5,270,000円

  11月5日（金）、パストラルかぞにおいて、加須市防犯協会、加須警察署の主催、各防犯関係 

  機関・団体等の後援により開催し、「安全で安心して暮らせる地域社会の実現」に取り組んでいく

  ことを大会宣言とし、空き巣や自転車盗などの窃盗犯罪のほか、振り込め詐欺等の犯罪の防止の推

  進を図った。 

      ・加須市防犯協会負担金        5,270,000円 

 

 【加須市防犯協会】 

 ◇目的 犯罪のない明るい社会を実現するため、加須市総ぐるみで社会公共の安全に寄与する。 

 ◇活動内容 

     地域安全活動として、防犯キャンペーン、防犯ボランティア研修会開催、地域安全・暴力 

     排除推進大会の開催、防犯に関する啓発資料の配布、啓発広報紙の発行などを行う。 
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事 業 名 安全安心メール配信事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 313-06 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 3,370,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 3,370,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 3,369,450円

事
業
の
目
的 

市民が犯罪に巻き込まれることなく安

全で安心して生活を送ることができる

ようにする。 
事
業
の
概
要 

・防犯や防災に関する情報をはじめ、一般行政情報

などを、あらかじめ登録していただいた市民等の携

帯電話やパソコンに、Ｅメールにて配信し、情報の

共有化を図る。 

・安全・安心情報や幼稚園、保育園、小・中学校の

保護者等へのメール配信をH22年度には、2学期開始

までに、旧 3 町の幼稚園、保育園、小中学校の保護

者等にもメール配信を拡大する。 

事業の実績・成果  

 

 子どもたちをはじめ、市民のみなさんが犯罪に巻き込まれない安全で安心して暮らせるまちづくりを推

進するため、登録者の携帯電話やパソコンに電子メールにて安全安心情報(犯罪情報など)を配信し、子ども

たちを犯罪から守る、防犯対策などとして実施した。また、子育て情報・イベント情報・就業支援情報の

配信を各担当課から実施した。 
 
１ メール配信サービス内容の拡大 
   平成22年8月から、新たに就業支援情報のメール配信を開始 

 
２ メール配信サービス対象の拡大 

   平成22年9月から、新たに騎西・北川辺・大利根地域の各小学校・中学校・幼稚園・保育園の 

   情報メール配信システム開始 

    各総合支所(小学校・中学校・幼稚園・保育園)システム構築委託 

      委託料    1,995,000円 

 
３ メール配信サービス事業の登録者数・情報配信数 

            登録者数    情報配信数 

  安全安心情報    5,059人       90件 

  子育て情報     1,728人     167件 

  イベント情報    1,502人      97件 

  就業支援情報     227人      46件 

  小学校全体     7,041人      526件 

   (幼稚園含む) 

  中学校全体     2,740人     169件 

  保育園全体      400人      12件 
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事 業 名 防犯のまちづくり推進事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 312-07 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 90,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 90,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

市民が犯罪に巻き込まれることなく安

全で安心して生活を送ることができる

ようにする。 

事
業
の
概
要 

・防犯のまちづくりを推進するために必要な施策を

総合的かつ計画的に実施するために、庁内検討組織

を設置し検討するとともに「防犯のまちづくり推進

協議会」を開催し、推進体制の整備を図るとともに、

推進計画を策定する 

事業の実績・成果  

○ 加須市防犯のまちづくり推進計画策定に向けての準備・検討を行った。 

 ・加須市防犯のまちづくり推進計画骨子（案）の検討 

 ・防犯のまちづくり推進協議会体制の検討 

 ・加須市防犯のまちづくりに関する情報収集 

 

 
事 業 名 防犯施設整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 市民安全課 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 3,800,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 3,800,000円

目 14 市民生活費 決 算 額 3,798,900円

事
業
の
目
的 

暗くて危険な箇所を解消し、犯罪が発生

しにくい環境づくりを進める。 事
業
の
概
要 

・防犯上必要な箇所に順次、LEDタイプの防犯灯を設

置する。 

 

事業の実績・成果  

※本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業として3月補正で計上したが、年度

内の事業完了は困難なため、繰越明許として平成22年度に実施した。 

 

暗くて危険な箇所を解消し市民が安心して暮らせるようにするため、防犯灯の設置を実施した。 

 

   防犯灯新設（単価契約）工事   

               加須地域   124基   3,798,900円 
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事 業 名 コミュニティセンター管理運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 623-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 44,818,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 44,818,000円

目 15 コミュニティセンター費 決 算 額 41,211,773円

事
業
の
目
的 

地域コミュニティ活動の拠点として、多

くの市民が活用しやすい施設にしてい

く。 

事
業
の
概
要 

・川口、花崎、南篠崎、騎西コミュニティセンター

の管理・運営 

事業の実績・成果  

地域のコミュニティ活動の推進を図るため、各コミュニティセンターの管理・運営を行った。 

  

１ 管理・運営に係る経費 

   臨時雇用賃金                 12,761,680円 

   光熱水費                   10,077,903円 

   修繕費                     1,568,085円 

   委託料（清掃、警備、設備保守等）       13,185,562円 

   備品購入費                     62,730円 

   その他（消耗品費、燃料費、役務費等）      3,555,813円 

 

２ 純利用者数の推移 

                                     （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

川口コミセン 22,889 24,757 22,376 22,343 17,973 

花崎コミセン 41,088 45,147 38,543 33,924 41,470 

南篠崎コミセン 40,725 39,264 38,692 37,183 30,041 

騎西コミセン 24,036 19,383 19,855 22,683 19,920 

   ＊南篠崎コミセンH18～H21は、延利用者数 

 

３ 実稼働率等の推移 

                                     （単位：％） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

川口コミセン 40.1 38.8 40.7 36.8 42.8 

花崎コミセン 45.7 48.7 52.2 54.2 54.0 

南篠崎コミセン データ無 データ無 データ無 データ無 19.0 

騎西コミセン 15 13 16 15 17.1 
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事 業 名 災害対策コミュニティセンター管理運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 623-92 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 0円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 1,494,000円

目 15 コミュニティセンター費 決 算 額 42,000円

事
業
の
目
的 

地震災害により被害を受けたコミュニ

ティセンターの施設を修繕し、地域コミ

ュニティ活動の拠点として、多くの市民

が利用しやすい施設にしていく。 

事
業
の
概
要 

・川口、南篠崎、騎西コミュニティセンターにおけ

る地震災害の被害箇所の修繕 

事業の実績・成果  

 災害対策のため、3月補正で計上した修繕であり、簡易な修繕以外は、年度内完了が困難なため、 

平成23年度へ1,452,000円繰越した。 

 川口コミュニティセンター自動ドア修繕   42,000円 

 
事 業 名 文化・学習センター管理運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 153,143,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 153,143,000円

目 16 文化・学習センター費 決 算 額 152,999,880円

事
業
の
目
的 

市民活動及び学習活動の拠点として、多

くの市民が活用しやすい施設にしてい

く。 

事
業
の
概
要 

・指定管理者（財団法人加須市市民活動総合支援財

団）による文化・学習センターの管理運営費や、事

業展開を円滑・効果的に実施するための経費を措置

事業の実績・成果  

財団法人加須市市民活動総合支援財団を指定管理者とし、文化・学習センターの管理運営を行った。 
 役務費（建物火災・ガラス保険、通信料）       205,724円 
 委託料（総合管理業務）             152,023,000円 
 賃借料（土地借上）                 771,156円 

管理運営委託費等の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

管理委託費 149,860,000円 150,159,000円 150,381,000円 151,524,000円 152,023,000円

利 用 者 数 128,440人 142,379人 140,545人 141,054人 134,771人

稼 働 日 率 44.9％ 52.1％ 49.9％ 52.2% 52.4％

実 稼 働 率 33.7％ 34.3％ 31.7％ 33.4% 31.8％

※平成18年度から指定管理者制度導入 

 
事 業 名 災害対策文化・学習センター管理運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-91 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 0円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 399,000円

目 16 文化・学習センター費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

地震災害により被害を受けた文化・学習

センターの施設を修繕し、文化・生涯学

習活動の拠点として、多くの市民が利用

しやすい施設にしていく。 

事
業
の
概
要 

・文化・学習センターにおける地震災害の被害箇所

(建物外部タイル破損や車寄せ部段差解消等)の修繕

事業の実績・成果  

 災害対策のため、3月補正で計上した文化学習センター（パストラルかぞ）を現状復帰するための修
繕経費であり、年度内完了が困難なため、平成23年度へ399,000円繰越した。 
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事 業 名 市民総合会館管理運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 623-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 86,155,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 86,155,000円

目 17 市民総合会館費 決 算 額 84,504,641円

事
業
の
目
的 

市民相互の交流、市民活動及び学習活動

の拠点として、多くの市民が活用しやす

い施設にしていく。 

事
業
の
概
要 

・指定管理者（財団法人加須市市民活動総合支援財

団）による市民総合会館全館の管理運営費や、貸館

業務を円滑・効果的に実施するための経費を措置 

事業の実績・成果  

財団法人加須市市民活動総合支援財団を指定管理者とし、市民総合会館の管理運営を行った。 

 

 役務費（火災保険、電波状況調査）               74,705円 

 委託料（総合管理業務）              83,808,000円 

  〃 （施設管理情報システム保守）         609,840円  

 使用料及び賃借料（施設管理情報システム借上等）    12,096円  

 

管理運営委託費等の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

管理委託費 71,643,000円 83,559,000円 83,603,000円 83,831,000円 83,808,000円

利用者数 196,838人 190,300人 182,647人 188,484人 216,493人

 
 うち市民交流 

プラザ利用者数 118,697人 117,540人 113,425人 117,349人 127,043人

稼動日率   61.1％ 62.5％ 69.0％ 71.6％ 73.4％

実稼働率   38.0％ 39.8％ 39.9％ 41.8％ 43.6％

（平成16年11月開館） 

 
事 業 名 災害対策市民総合会館管理運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 623-91 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 0円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 170,000円

目 17 市民総合会館費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

地震災害により被害を受けた市民総合

会館を修繕し、市民活動の拠点として、

多くの市民が利用しやすい施設にして

いく。 

事
業
の
概
要 

・市民総合会館で地震災害の被害にあった駐輪場の

修繕 

事業の実績・成果  

 災害対策のため、3月補正で計上した市民総合会館の駐輪場修繕経費であり、年度内完了が困難なた

め、平成23年度へ170,000円繰越した。 
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事 業 名 県収入証紙売捌事業 

担 当 課 会計課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-21 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 12,272,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 12,272,000円

目 18 諸費 決 算 額 9,180,235円

事
業
の
目
的 

市民サービスを充実させるため、県指定

売捌き窓口として県収入証紙の売捌き

を行う。 

事
業
の
概
要 

・会計課および総合支所市民税務課窓口での県収入証

紙の売捌き。 

 券種 ： 1万円、5千円、2千円、1千円、900円、800

円、700円、600円、500円、400円、300円、200円、

100円、50円、20円、10円 以上16種 

事業の実績・成果  

業務にあたっては、券種不足等により支障をきたすことがないよう適正な管理運営に努めた。 

 

○年度別実績 

【売捌金額（歳入）】                                      （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度  平成22年度

旧１市３町 17,692,060  15,039,250 13,750,310 11,181,060 加須市 6,434,090

 旧加須市 5,626,260  5,294,650 5,475,000 4,219,310 本庁 4,317,540 

 旧騎西町 7,814,920  4,936,880 3,122,510 2,988,690 騎西総合支所 589,170 

 旧北川辺町 1,721,310  1,454,200 1,614,650 1,427,450 北川辺総合支所 862,930 

 旧大利根町 2,529,570  3,353,520 3,538,150 2,545,610 大利根総合支所 664,450 
 
【買受金額（歳出）】                                                                 （単位：円）  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度  平成22年度

旧１市３町 13,708,250  18,368,727 11,641,639 9,611,498 加須市 9,178,475

 旧加須市 5,369,850  5,358,227 5,471,639 5,574,688 本庁 

 旧騎西町 5,150,000  7,898,000 1,020,000 871,650 騎西総合支所 

 旧北川辺町 1,503,200  1,380,000 1,150,000 1,272,000 北川辺総合支所 

 旧大利根町 1,685,200  3,732,500 4,000,000 1,893,160 大利根総合支所 

※本庁一括

購入 

 ※その他支出  旅費 1,760円 

 

○H22年度末在庫数（本庁・総合支所合計）                              

 1万円 5千円 2千円 1千円 900円 800円 700円 600円 500円

枚数 359 318 1,645 574 323 356 304 362 446

金額（円） 3,590,000 1,590,000 3,290,000 574,000 290,700 284,800 212,800 217,200 223,000

 400円 300円 200円 100円 50円 20円 10円 5円 1円 

枚数 714 366 1,615 529 523 425 491 17 25

金額（円） 285,600 109,800 323,000 52,900 26,150 8,500 4,910 85 25

合 計 11,083,470円
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事 業 名 郵便切手類販売事業 

担 当 課 会計課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-21 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 321,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 321,000円

目 18 諸費 決 算 額 296,381円

事
業
の
目
的 

市民サービスを充実させるため、郵便切

手類の販売所として切手類の販売業務

を行う。 

事
業
の
概
要 

・会計課および総合支所市民税務課窓口での郵便切手

類の販売。 

切手：10円、50円、80円、100円 

葉書：50円、100円往復 

印紙：200円 

事業の実績・成果  

平成22年度より、総合支所市民税務課窓口での販売を開始した。（H21まで、旧町での販売実績なし。） 

業務にあたっては、郵便切手類の不足等により支障をきたすことがないよう適正な管理運営に努めた。 
 
【販売手数料（歳入）】 購入金額の約10％ 27,849円 

【売捌金額（歳入）】                                        

切手 収入印紙 はがき  

10円 50円 80円 100円 200円 50円 100円 

合計金額 

 （円） 

平成18年度 707  739  3,216 98 113 533  14 361,750

平成19年度 631  469  2,106 101 161 820  7 282,240

平成20年度 546  403 2,220 76 106 273  6  246,260

平成21年度 581  392 2,264 79 223 145  3 268,330

H22加須市 382 711 4,347 97 164 209 17 441,780

 本庁 366 688 4,307 89 160 208 16 435,520

 騎西総合支所 4 21 17 8 3 0 1 3,950

 北川辺総合支所 12 2 23 0 1 1 0 2,310

 大利根総合支所 0 0 0 0 0 0 0 0
 
【買受金額（歳出）】                                        

切手 収入印紙 はがき  

 10円 50円  80円 100円 200円 50円 100円 

合計金額 

 （円） 

平成18年度 1,050  850  3,350 150 150 600  40 400,000

平成19年度 300  700  2,950 100 150 940  0 361,000

平成20年度 1,100 500 3,100 300 300 500 10 400,000

平成21年度 600 750 2,000 150 400 0 15 300,000

平成22年度 140 400 2,970 40 40 90 8 276,300

 ※買受については本庁一括購入 

 ※その他支出  備品購入費(各総合支所用手提げ金庫) 20,081円 

 

【平成22年度末在庫数】（本庁・総合支所合計）                           

切手 収入印紙 はがき  

10円 50円 80円 100円 200円 50円 100円 

枚数 309 485 205 285 273 150 26

 金額（円） 3,090 24,250 16,400 28,500 54,600 7,500 2,600

合 計 136,940円
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事 業 名 市民平和祭開催事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 541-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 13,293,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 13,293,000円

目 18 諸費 決 算 額 12,768,847円

事
業
の
目
的 

平和の尊さを再認識し、市民の平和意識

の高揚及び観光資源を活用し地域経済

の活性化を図る。 
事
業
の
概
要 

新市誕生を記念し、第 1 回加須市民平和祭を開催す

る。（新市の一体化を促進する。） 

・平和式典、ジャンボ鯉のぼりの遊泳 

・各種催物、即売、フリーマーケット 

・メッセージこいのぼりの掲揚 

・ステージアトラクション 

事業の実績・成果  

 新市誕生を記念するとともに、市民一人ひとりが心を一つにして、安全で安心できる平和な暮らし、

幸せに満ちた明るい社会をつくろうとする誓いを新たにするとともに、平和のありがたさに感謝し、平

和の尊さを加須市から発信した。 

 ジャンボこいのぼりの遊泳を行い、「こいのぼりのまち新加須市」を大きくアピールした。また、ク

ラシックカーの展示、商工会その他各種団体の即売会やフリーマーケットが出店するなど、地域の活性

化に貢献することができた。 

 １ 開催日 平成22年5月3日（祝）      場所  利根川河川敷緑地公園 

 ２ 実行主体 加須市民平和祭実行委員会 

 ３ 内容  （１）平和式典 

       （２）新市第一回記念メッセージこいのぼりの掲揚（17名） 

       （３）ジャンボこいのぼり遊泳(2回) 午前11時30分,午後1時30分 

       （４）アトラクション（民踊、ダンス等の発表） 

       （５）各団体等による催物（クラシックカー展示等） 

 ５ 経費 

科目 金額(円) 摘要 

報償費 謝金 10,000 司会者謝礼 

需要費 消耗品、食料費 927,696 来賓弁当飲み物、胸章、メッセージこいのぼり

役務費 通信費、手数料 40,010 ハガキ、クリーニング代 

委託料 会場運営ほか 11,519,481 イベント運営、仮設トイレ、花火、こいのぼり遊泳委託 

使用料 自動車借上ほか 40,000 送迎バス、虫干し用トラック 

助成金 青年会議所助成金 180,000 催物事業助成 

修繕費 修繕料 51,660 パソコン修繕 

支出合計 12,768,847  

 ６ 観客数の推移 

区分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

観客数 82,000 83,000 70,000 85,000 100,000 

観客数の推移

65000
73000
81000
89000
97000

105000

H18 H19 H20 H21 H22
年度

人数

 

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り 

クククラララシシシッッックククカカカーーーののの展展展示示示  
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事 業 名 （財）加須市市民活動総合支援財団運営事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-03 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 36,808,000円

項 01 総務管理費 最 終 予 算 額 36,808,000円

目 18 諸費 決 算 額 15,876,000円

事
業
の
目
的 

財団法人加須市市民活動総合支援財団

による公の施設の、効率的な管理運営と

市民サービスの一層の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

・財団運営にかかる人件費や自主事業費に対して補
助金を交付 
（コミュニティ活動育成並びに文化・学習活動の振
興及びスポーツ・レクリエーション活動の振興を目
的とする財団に対する支援） 

事業の実績・成果  

財団法人加須市市民活動総合支援財団に対し、財団事務局管理費、財団事務局自主事業費に補助金を交
付した。この補助金に残金が生じた場合は、実績報告に基づき翌年度に返還させる。 
【目的】 
財団法人加須市市民活動総合支援財団は、コミュニティ活動の育成並びに文化・学習活動及びスポー
ツ・レクリエーション活動の振興事業を展開することにより、豊かな地域社会の形成を図り、もって市
民サービスの一層の向上と市民福祉の増進に寄与することを目的として次の事業を行う。 
 １ コミュニティ活動の育成に関する事業 
 ２ 文化・学習活動の振興に関する事業 
 ３ スポーツ･レクリエーション活動の振興に関する事業 
 ４ 加須市及び公共団体が設置する公の施設の管理運営の受託に関する事業 
 ５ その他目的を達成するための必要な事業 
【管理運営施設】 
 ・加須市文化・学習センター 
 ・加須市総合交流ターミナル施設及び加須市子ども宇宙科学館 
 ・加須市地域資源総合管理施設 
 ・加須市市民総合会館 
【平成22年度市民活動支援事業】 
 ・「音楽市場７」 
   日 時：平成23年1月15日（土） 11時開演 
   場 所：パストラルかぞ 大ホール 
   主催者：青少年育成加須市民会議  
財団法人加須市市民活動総合支援財団補助金 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

補助金 56,277,000円 39,648,000円 37,562,000円 38,050,000円 15,876,000円

 ※平成21年度までは、市派遣職員の人件費が補助金に含まれている。 

 
事 業 名 固定資産評価審査委員会運営事業 

担 当 課 固定資産評価審査委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-15 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 103,000円

項 02 徴税費 最 終 予 算 額 103,000円

目 01 税務総務費 決 算 額 27,200円

事
業
の
目
的 

地方税法に基づき、固定資産課税台帳に

登録された価格（評価額）に対する不服

申出の審査を行う。 

事
業
の
概
要 

地方税法に基づき、3 名の委員で構成される委員会
で、主に固定資産課税台帳に登録された価格に関す
る不服審査の申出を受け、調査その他事実審査を行
い、決定する。また、行田市、羽生市固定資産評価
審査委員会との研究会の開催 

事業の実績・成果  

 固定資産評価審査委員会業務を円滑に実施した。 
  ・固定資産評価審査委員会の開催（1回） 
  ・行田市、羽生市固定資産評価審査委員会と合同で研究会を開催（1回） 
  ・審査の申出は、無し 
【支出の内訳】 

  ・固定資産評価審査委員会委員報酬、費用弁償、旅費       27,200円  
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事 業 名 税務管理事業 

担 当 課 税務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-14 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 57,338,000円

項 02 徴税費 最 終 予 算 額 57,338,000円

目 02 賦課徴収費 決 算 額 49,439,072円

事
業
の
目
的 

地方税法及び関係法令に基づき、適正、

公正かつ迅速な事務の執行により円滑

な市民生活に資する。 

事
業
の
概
要 

・各種税証明の発行 

・過年度市税還付金の還付 

・税務協力団体との連携及び支援 

事業の実績・成果  

1 各種税証明の発行について、本庁及び全支所にて日曜日にも行っているほか、市民サービスセンターや

栗橋駅構内市民サービスコーナーでも行い、住民サービスの向上が図られた。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

478 468 680 496 635

旧 加 須 市 478 468 669 488

旧 騎 西 町 － － 11 8

旧北川辺町 － － － －

旧大利根町 － － － －

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

82 225 277 315 363

旧 加 須 市 82 164 220 250

旧 騎 西 町 － － － －

旧北川辺町 － － － －

旧大利根町 － 61 57 65

発
行
枚
数

(

枚

)

加 須 市

(2)市民サービスセンター及び栗橋駅構内市民サービスコーナーの各種税証明発行状況

(1)本庁及び全総合支所における日曜日の各種税証明発行状況

発
行
枚
数

(

枚

)

加 須 市

 

2 地方税法に基づく過年度の税の減額更正等に対し、速やかに還付処理をすることにより適正な税

の執行が図られた。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

60,086,517 44,029,385 159,876,849 189,688,330 44,474,229

旧 加 須 市 39,860,371 25,680,443 73,117,529 44,972,606

旧 騎 西 町 7,596,426 5,164,750 22,315,957 19,289,466

旧北川辺町 661,800 2,316,500 3,882,100 12,651,650

旧大利根町 11,967,920 10,867,692 60,561,263 112,774,608

1,597,860 2,345,995 3,135,600 4,849,200 961,500

旧 加 須 市 1,121,400 967,300 1,202,600 1,392,600

旧 騎 西 町 414,500 242,100 577,600 354,500

旧北川辺町 7,960 54,495 33,200 356,800

旧大利根町 54,000 1,082,100 1,322,200 2,745,300

 
還
付
加
算
金

(

円

)

加 須 市

返
還
金

(

円

)

加 須 市
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3 各地区の税務協力団体への補助金交付 

団 体 名 目    的 

たばこ販売協議会(小売組合) 市内のたばこ販売の促進により、市たばこ税の増収を図る 

青色申告会 
青色申告制度の趣旨徹底と資質向上を図るとともに、円滑な税務行

政を推進する 

（社）行田法人会 法人の税務知識の向上を図り、円滑な税務行政を推進する 

農業青色申告会 
青色申告制度の趣旨徹底と資質向上を図るとともに、円滑な税務行

政を推進する 

 

 【補助金額の推移：加須】 

 たばこ販売協議会 青色申告会 （社）行田法人会 農業青色申告会 

平成18年度   350,000 円   114,000 円    95,000 円    76,000 円

平成19年度   350,000 円   109,000 円    91,000 円    73,000 円

平成20年度   340,000 円   104,000 円    80,000 円    70,000 円

平成21年度   340,000 円   104,000 円    80,000 円    70,000 円

平成22年度   340,000 円   104,000 円    80,000 円    70,000 円

 

 【補助金額の推移：北川辺】 

 たばこ販売協議会 （社）行田法人会 農業青色申告会 

平成18年度 144,000円 240,000円 38,000円 

平成19年度 144,000円 240,000円 38,000円 

平成20年度 144,000円 240,000円 38,000円 

平成21年度 144,000円 240,000円 38,000円 

平成22年度 144,000円 240,000円 38,000円 

 

 【補助金額の推移：大利根】 

 たばこ小売組合 青色申告会 （社）行田法人会 農業青色申告会 

平成18年度 175,000 円 50,000 円 425,000 円 30,000 円

平成19年度 87,500 円 25,000 円 212,500 円 15,000 円

平成20年度 87,500 円 25,000 円 212,500 円 15,000 円

平成21年度 87,500 円 25,000 円 212,500 円 15,000 円

平成22年度 88,000 円 25,000 円 212,000 円 15,000 円

 

4 歳出内訳 

 ・還付加算金及び返還金        45,435,729円 

 ・補助金（税務協力団体4種）       1,356,000円 

  ・消耗品費（追録等）          2,003,480円 

 ・印刷製本費               440,770円 

 ・その他（普通旅費、修繕費、負担金等）   203,093円 
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事 業 名 軽自動車税賦課等事業 

担 当 課 税務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-16 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 6,592,000円

項 02 徴税費 最 終 予 算 額 6,592,000円

目 02 賦課徴収費 決 算 額 4,933,252円

事
業
の
目
的 

地方税法、市条例に基づき、軽自動車税, 

市たばこ税の賦課業務を実施する。 事
業
の
概
要 

原付、農耕用機械、小型特殊等加須市ナンバーの登

録・廃車申告書受付 

軽自動車税の賦課調定 

原付標識について新たに標識ナンバーを作成する。

市たばこ税の賦課調定。 

事業の実績・成果  

１軽自動車税 登録台数と調定額の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

台数 8,180 7,944 7,659 7,497 7,258

金額 8,497,900 8,308,200 8,080,200 7,983,000 7,768,200

台数 6,025 5,835 5,678 5,568 5,435

金額 10,480,100 10,135,800 9,869,100 9,717,900 9,520,600

台数 25,844 26,884 27,926 29,086 29,719

金額 151,770,700 159,281,700 166,855,500 175,207,300 180,355,700

台数 1,399 1,462 1,477 1,476 1,525

金額 5,596,000 5,848,000 5,908,000 5,904,000 6,100,000

台数 41,448 42,125 42,740 43,627 43,937

金額 176,344,700 183,573,700 190,712,800 198,812,200 203,744,500

台数 4,262 4,198 4,094 4,019

金額 4,438,600 4,402,800 4,330,600 4,281,300

台数 2,542 2,457 2,384 2,326

金額 4,553,900 4,377,600 4,260,800 4,186,600

台数 13,890 14,503 15,057 15,713

金額 83,149,800 87,481,600 91,556,600 96,352,200

台数 808 833 848 825

金額 3,232,000 3,332,000 3,392,000 3,300,000

台数 1,666 1,579 1,514 1,514

金額 1,728,900 1,645,900 1,597,500 1,612,000

台数 1,978 1,932 1,883 1,838

金額 3,291,900 3,227,600 3,149,200 3,077,200

台数 5,410 5,605 5,818 6,072

金額 31,034,300 32,436,500 33,953,700 35,786,700

台数 280 297 285 295

金額 1,120,000 1,188,000 1,140,000 1,180,000

台数 1,018 985 927 887

金額 1,050,000 1,025,900 972,400 943,800

台数 516 511 500 513

金額 949,600 947,800 920,900 944,800

台数 3,067 3,185 3,284 3,397

金額 17,901,000 18,762,800 19,525,000 20,281,000

台数 169 182 189 202

金額 676,000 728,000 756,000 808,000

台数 1,234 1,182 1,124 1,077

金額 1,280,400 1,233,600 1,179,700 1,145,900

台数 989 935 911 891

金額 1,684,700 1,582,800 1,538,200 1,509,300

台数 3,477 3,591 3,767 3,904

金額 19,685,600 20,600,800 21,820,200 22,787,400

台数 142 150 155 154

金額 568,000 600,000 620,000 616,000

登
録
台
数
と
調
定
額

原動機付自転車

小型特殊

軽自動車

二輪の小型自動車

合計

加　須　市

原動機付自転車

小型特殊

軽自動車

二輪の小型自動車

旧北川辺町

原動機付自転車

小型特殊

軽自動車

二輪の小型自動車

原動機付自転車

小型特殊

軽自動車

二輪の小型自動車

旧 騎 西 町

年度

旧大利根町

旧 加 須 市

原動機付自転車

小型特殊

軽自動車

二輪の小型自動車
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軽自動車税　登録台数と調定額の推移
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二輪の小型自動車 台数

軽自動車 台数

小型特殊 台数

原動機付自転車 台数

調定額

 
2 歳出内訳 

 ・課税用新標識 7,500枚（税抜単価 ＠255円）              2,008,125円 

 ・新標識製作委託（金型製作分）                      1,365,000円 

 ・埼玉県市町村軽自動車税事務協議会事務分担金(単価＠17円)              525,725 円 

 ・納税通知書封入等                                                      604,800円 

 ・その他（報償金・賞賜金・旅費等）                   429,602円 

 

3 市たばこ税 課税標準本数と調定額の推移    

【課税標準本数】                           （単位：本） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
220,528,423 212,786,925 209,254,838 198,394,436 181,505,878 

旧加須市 137,268,013 131,270,015 127,020,575 119,230,658 
旧騎西町 36,107,730  34,255,062  32,136,087  31,124,648  
旧北川辺町 19,312,930  18,653,120  20,902,446  20,297,720  
旧大利根町 27,839,750  28,608,728  29,195,730  27,741,410  

加須市

【調定額】                              （単位：円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 　平成21年度 平成22年度
698,468,115 697,393,715 686,017,885 650,115,243 671,992,496 

旧加須市 434,744,694 430,282,211 416,296,692 390,679,514 
旧騎西町 114,478,271 112,310,000 105,365,942 101,951,078 
旧北川辺町 61,136,395  61,357,276  68,661,910  66,587,551  
旧大利根町 88,108,755  93,444,228  95,693,341  90,897,100  

加須市

 

市たばこ税 課税標準本数と調定額の推移
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事 業 名 市県民税賦課事業 

担 当 課 税務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-11 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 33,306,000円

項 02 徴税費 最 終 予 算 額 34,206,000円

目 02 賦課徴収費 決 算 額 27,046,614円

事
業
の
目
的 

地方税法の根幹税目である住民税を関

係法令に則り、公平かつ公正に賦課する

ことにより、市及び県の歳入確保に資す

る。 

事
業
の
概
要 

市県民税の調査・賦課調定、申告の調査・指導、扶養確

認、未申告者呼出し等 

事業の実績・成果  

1 個人市民税・県民税 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

普通徴収 1,645,366,218 2,145,208,086 2,139,029,901 2,063,769,395 1,699,461,178

特別徴収 3,238,221,748 3,995,434,607 4,110,931,254 4,064,216,867 3,837,900,871

市

民

税 計 4,883,587,966 6,140,642,693 6,249,961,155 6,127,986,262 5,537,362,049

普通徴収   693,703,346 1,359,175,267 1,368,408,479 1,349,844,991 1,108,568,822

特別徴収 1,326,175,273 2,513,456,080 2,707,104,583 2,672,720,333 2,525,607,679

県

民

税 計 2,019,878,619 3,872,631,347 4,075,513,062 4,022,565,324 3,634,176,501

 

加

 

須

 

市 

納税義務者数        55,869        56,617        57,290        60,012        61,432

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

普通徴収 1,038,615,507 1,325,816,022 1,318,579,351 1,269,183,885 

特別徴収 1,973,288,911 2,414,104,897 2,486,046,846 2,485,618,194 

市

民

税 計 3,011,904,418 3,739,920,919 3,804,626,197 3,754,802,079 

普通徴収  447,237,293   859,989,778   858,576,849   828,765,248 

特別徴収  794,383,187 1,511,203,723 1,640,039,214 1,637,403,262 

県

民

税 計 1,241,620,480 2,371,193,501 2,498,616,063 2,466,168,510 

 

旧

加

須

市 

納税義務者数     32,927        33,529        33,985        35,950 

 

個人市民税調定額
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2 法人市民税 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

法人税割   1,348,217,000 1,234,997,600 1,095,613,006   588,481,850   794,950,700 

均等割    280,470,900   298,244,300   307,838,066   297,567,100   284,358,300 

計  1,628,687,900 1,533,241,900 1,403,451,072   886,048,950 1,079,309,000 

加

須

市 

法人数         2,829         2,982         2,941         2,812         2,384 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

普通徴収   240,331,125   334,490,078   325,971,944   340,594,681 

特別徴収   471,414,174   600,052,243   624,540,147   611,991,884 

市

民

税 計   711,745,299   934,542,321   950,512,091   952,586,565 

普通徴収   104,138,575   212,832,421   213,885,256   223,268,835 

特別徴収   204,269,839   381,806,757   409,789,652   401,176,893 

県

民

税 計   308,408,414   594,639,178   623,674,908   624,445,728 

 

旧

騎

西

町 

納税義務者数         9,541         9,644         9,742        10,232 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

普通徴収   192,812,844   247,484,084   251,618,980   216,878,474 

特別徴収   361,949,822   445,847,462   453,032,658   436,163,248 

市

民

税 計   554,762,666   693,331,546   704,651,638   653,041,722 

普通徴収    69,392,000   135,047,100   136,880,200   142,294,532 

特別徴収   146,304,368   279,217,095   298,802,120   286,234,828 

県

民

税 計   215,696,368   414,264,195   435,682,320   428,529,360 

 

旧

北

川

辺

町 

納税義務者数         6,448         6,419         6,475         6,677 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

普通徴収   173,606,742   237,417,902   242,859,626   237,112,355 

特別徴収   431,568,841   535,430,005   547,311,603   530,443,541 

市

民

税 計   605,175,583   772,847,907   790,171,229   767,555,896 

普通徴収    72,935,478   151,305,968   159,066,174   155,516,376 

特別徴収   181,217,879   341,228,505   358,473,597   347,905,349 

県

民

税 計   254,153,357   492,534,473   517,539,771   503,421,725 

 

旧

大

利

根

町 

納税義務者数         6,953         7,025         7,088         7,153 

 

法人市民税調定額
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  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

法人税割 535,589,500 515,119,400 437,447,200 322,293,800 

均等割 162,134,100 175,960,100 186,971,700 179,408,400 

計 697,723,600 691,079,500 624,418,900 501,702,200 

旧

加

須

市 法人数 1,436 1,490 1,495 1,479 

 

 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

法人税割   161,486,300   193,142,700   168,103,506   129,164,700

均等割    42,129,000    46,814,600    45,938,100    42,201,700

計   203,615,300   239,957,300   214,041,606   171,366,400

旧

騎

西

町 法人数           873           947           890           779

 

 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

法人税割    71,468,000    61,016,500    60,263,000    34,234,150

均等割    24,391,400    24,190,400    25,192,866    26,271,800

計    95,859,400    85,206,900    85,455,866    60,505,950

旧

北

川

辺

町 法人数           204           215           216           223

 

 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

法人税割   579,673,200   465,719,000   429,799,300   102,789,200

均等割    51,816,400    51,279,200    49,735,400    49,685,200

計   631,489,600   516,998,200   479,534,700   152,474,400

旧

大

利

根

町 法人数           316           330           340           331

 

 

3 歳出内訳 

 ・臨時雇用賃金                      5,198千円 

 ・印刷製本費                       2,350千円 

 ・申告システム借上料                   4,530千円 

 ・委託料（エルタックス運用・パンチ委託ほか）       12,009千円 
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事 業 名 固定資産税賦課事業 

担 当 課 税務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-13 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 108,399,000円

項 02 徴税費 最 終 予 算 額 107,499,000円

目 02 賦課徴収費 決 算 額 75,456,435円

事
業
の
目
的 

地方税法の根幹税目である固定資産税

を関係法令に則り、公平かつ公正に賦課

することにより、市の歳入確保に資す

る。 事
業
の
概
要 

固定資産税・都市計画税の賦課 

①土地現況調査、②家屋調査、③土地価格調査業務

（用途地区・状況類似地域の見直し、路線価の見直

し等）、④固定資産評価資料整備業務（航空写真の撮

影、公図の修正、地番図（騎西地域、北川辺地域、

大利根地域）の作成等）、⑤標準宅地時点修正評価業

務、⑥標準宅地の鑑定評価（3年に1度）、⑦償却資

産調査、⑧市街化調整区域内の宅地等認定業務（騎

西地域、北川辺地域、大利根地域）等 

事業の実績・成果  

1 単位：円

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

7,212,339,800 7,438,134,909 7,688,870,211 7,454,871,245 7,412,862,900

旧 加 須 市 4,054,993,020 4,227,523,330 4,257,366,500 4,215,292,500

旧 騎 西 町 1,139,221,550 1,176,135,238 1,305,965,442 1,195,582,850

旧北川辺町 613,314,100 629,428,900 661,173,841 638,071,186

旧大利根町 1,404,811,130 1,405,047,441 1,464,364,428 1,405,924,709

662,121,680 671,085,313 678,000,344 659,802,800 651,882,600

旧 加 須 市 621,165,600 630,039,830 633,487,400 618,867,600

旧 騎 西 町 40,956,080 41,045,483 44,512,944 40,935,200

旧北川辺町 0 0 0 0

旧大利根町 0 0 0 0

7,874,461,480 8,109,220,222 8,366,870,555 8,114,674,045 8,064,745,500

旧 加 須 市 4,676,158,620 4,857,563,160 4,890,853,900 4,834,160,100

旧 騎 西 町 1,180,177,630 1,217,180,721 1,350,478,386 1,236,518,050

旧北川辺町 613,314,100 629,428,900 661,173,841 638,071,186

旧大利根町 1,404,811,130 1,405,047,441 1,464,364,428 1,405,924,709

43,338 43,842 44,363 44,911 45,510

旧 加 須 市 24,304 24,694 25,058 25,419

旧 騎 西 町 7,897 7,976 8,104 8,263

旧北川辺町 5,048 5,049 5,051 5,042

旧大利根町 6,089 6,123 6,150 6,187

納
税
義
務
者
数

（
人

）

加 須 市

合
計

加 須 市

都
市
計
画
税

加 須 市

　固定資産税・都市計画税の調定額の推移

固
定
資
産
税

加 須 市
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2

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

413,250 409,232 409,638 407,313 384,613

旧 加 須 市 243,341 242,717 243,830 244,091

旧 騎 西 町 68,792 69,260 69,854 68,030

旧北川辺町 42,343 40,655 40,115 39,730

旧大利根町 58,774 56,600 55,839 55,462

71,245 71,377 73,679 75,060 75,734

旧 加 須 市 38,640 39,314 40,050 40,948

旧 騎 西 町 12,965 12,250 13,603 13,798

旧北川辺町 9,111 9,103 9,092 9,120

旧大利根町 10,529 10,710 10,934 11,194

22,475 22,763 22,978 23,181 23,333

旧 加 須 市 11,582 11,683 11,785 11,901

旧 騎 西 町 4,471 4,612 4,662 4,673

旧北川辺町 2,503 2,512 2,526 2,534

旧大利根町 3,919 3,956 4,005 4,073

18,387 17,978 17,827 17,571 16,484

旧 加 須 市 21,010 20,774 20,689 20,509

旧 騎 西 町 15,387 15,018 14,985 14,558

旧北川辺町 16,911 16,183 15,876 15,675

旧大利根町 14,989 14,306 13,944 13,616

　土地（宅地）の状況

決
定
価
格

（
百
万
円

）

加 須 市

総
筆
数

（
筆

）

加 須 市

総
地
積

（
千
㎡

）

加 須 市

平
均
価
格

（
円
/
㎡

）

加 須 市

3

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

233,789 245,091 255,920 248,332 256,160

旧 加 須 市 129,263 137,508 141,791 138,572

旧 騎 西 町 37,928 39,870 44,726 43,374

旧北川辺町 19,808 20,288 21,119 19,513

旧大利根町 46,790 47,425 48,284 46,873

58,798 59,144 59,513 60,053 62,049

旧 加 須 市 32,357 32,597 32,803 33,170

旧 騎 西 町 10,816 10,900 11,036 11,201

旧北川辺町 7,245 7,242 7,267 7,266

旧大利根町 8,380 8,405 8,407 8,416

49,316 49,547 49,832 50,247 51,631

旧 加 須 市 27,371 27,557 27,723 28,012

旧 騎 西 町 8,697 8,745 8,855 8,994

旧北川辺町 6,437 6,433 6,452 6,443

旧大利根町 6,811 6,812 6,802 6,798

9,482 9,597 9,681 9,806 10,418

旧 加 須 市 4,986 5,040 5,080 5,158

旧 騎 西 町 2,119 2,155 2,181 2,207

旧北川辺町 808 809 815 823

旧大利根町 1,569 1,593 1,605 1,618

　家屋の状況

決
定
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（
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）
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 ４ 歳出内訳 

   ・標準宅地鑑定評価業務委託費：             24,990千円 

   ・固定資産税課税資料等業務委託費：          19,950千円 

   ・土地価格調査業務委託費：                15,361千円 

   ・宅地等認定業務委託費：               6,510千円 

   ・固定資産（土地）標準宅地時点修正評価業務委託費：    1,890千円 

   ・償却資産データパンチ業務委託費：            52千円 

   ・固定資産税システム維持管理費等：             1,915千円 

   ・臨時雇用賃金：                                    3,675千円 

   ・その他（消耗品、印刷製本費等）：               1,113千円 
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事 業 名 収納事業 

担 当 課 収納課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-18 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 25,579,000円

項 02 徴税費 最 終 予 算 額 25,579,000円

目 02 賦課徴収費 決 算 額 18,398,317円

事
業
の
目
的 

・市税等負担の公平性を確保し、自主財

源である市税等の確実な収納を図るた

め、滞納整理を徹底して行うとともに、

納期内納付の促進に向けた収納環境の

整備充実を図る。 

事
業
の
概
要 

・市税等の滞納解消のため、納付についての積極的

なＰＲや口座振替の推奨を行う。 

・税収確保のための人材育成に努める。 

・税の公平性を確保するため、滞納者に対しては督

促状や催告書の送付をするとともに、納税相談員（本

庁及び各総合支所）による臨宅徴収の実施や悪質な

滞納者に対しては差押等の滞納処分を行う。 

・各種料金についても、積極的な収納対策を実施す

る。 

事業の実績・成果  

 市税及び国民健康保険税の滞納解消に向けて、納税に対する積極的なＰＲ等を行い、自主納付の推進

を図るとともに、昼夜間電話催告、臨宅徴収、休日納税相談等を実施し収納率の維持向上に努めた。 

 また、悪質な滞納者に対しては預貯金や生命保険の差押を実施するとともに、差押財産のインター

ネット公売（売却点数6点、売却価格149,150円）を実施するなど、税の公平性確保に努めた。 

 さらに、財源確保対策本部収納対策部会を開催し、市税に限らず各種料金（債権）の収納状況を把握

するとともに、収納対策について検討を行った。 

 

１ 市税の収納率の推移                            （単位：％） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

現年 98.2 98.2 98.0 97.6 98.0 

滞繰 19.1 16.8 19.1 18.6 22.5 加 須 市 

合計 92.2 92.8 93.3 92.8 93.4 

現年 98.0 97.8 97.8 97.6 

滞繰 14.9 16.9 19.3 17.1  旧加須市 

計 90.7 91.4 92.1 92.0 

 

現年 98.8 98.5 98.6 97.6 

滞繰 25.7 11.0 22.0 20.1  旧騎西町 

計 94.8 94.8 95.6 94.4 

 

現年 98.4 98.4 97.9 97.9 

滞繰 15.4 15.9 17.1 22.7  旧北川辺町 

計 92.0 93.0 93.7 93.9 

 

現年 98.6 99.1 98.1 97.8 

滞繰 39.4 22.6 17.0 22.5  旧大利根町 

計 95.3 96.1 95.1 93.8 
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市税の収納率の推移
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２ 国民健康保険税の収納率の推移                       （単位：％） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

現年 91.6 92.1 91.4 89.0 89.3 

滞繰 13.1 13.3 14.4 13.7 15.2 加 須 市 

合計 70.2 70.3 67.9 69.0 69.8 

現年 88.7 89.6 89.0 86.4 

滞繰 12.4 12.4 13.9 13.1  旧加須市 

計 62.8 63.1 60.3 63.6 

 

現年 95.8 95.9 94.2 91.6 

滞繰 14.9 11.2 16.3 17.1  旧騎西町 

計 82.9 82.6 81.4 78.1 

 

現年 94.9 94.3 93.8 93.5 

滞繰 15.9 20.5 16.7 13.0  旧北川辺町 

計 79.5 80.2 77.4 76.6 

 

現年 95.6 94.9 95.0 94.6 

滞繰 15.3 19.9 15.9 14.9  旧大利根町 

計 83.9 83.5 80.4 79.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 歳出内訳 

  ・賃金        8,822千円（納税相談員賃金ほか） 

  ・印刷製本費     1,828千円（督促状・催告書・窓あき封筒ほか） 

  ・役務費       2,078千円（口座振替取扱手数料・郵便振替月まとめ料金ほか） 

  ・使用料及び賃借料  1,463千円（ＯＣＲシステム借上料） 

  ・その他       4,207千円（消耗品費・燃料費・備品購入費ほか） 

現
・
滞
収
納
率 

合
計
収
納
率 

国民健康保険税の収納率の推移
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事 業 名 戸籍住民基本台帳事務事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 371-02 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 23,158,000円

項 03 戸籍住民基本台帳費 最 終 予 算 額 31,394,280円

目 01 戸籍住民基本台帳費 決 算 額 29,697,703円

事
業
の
目
的 

市民の社会全般活動の基礎となる居住

関係や身分関係等を公証するための自

治事務・法定受託事務（住民基本台帳・

印鑑登録・戸籍・外国人登録）を中心と

した諸業務を適切かつ総合的・円滑に行

う。 

事
業
の
概
要 

・戸籍・住民基本台帳・外国人登録・犯歴・印鑑登

録・埋火葬許可・自動車臨時運行・公的個人認証等

に係る各種届出・申請等の受付、証明書・許可証等

の作成交付、案内・相談、統計等の窓口事務全般。

・関係する各種電算処理システムと諸台帳類の適正

な管理 

・休日窓口の開設・サービス内容の充実 

・3総合支所設置の証明書の自動交付機の管理運営 

事業の実績・成果  

 

１ 戸籍・住民基本台帳・外国人登録業務やその他関連する各種業務の正確かつ適正な事務処理を行い、

市民への行政窓口サービスを行った。 

・ 住民票の写し、印鑑登録証証明書、戸籍謄抄本等各種諸証明書類の交付申請受付・交付業務。 

 

平成22年度　戸籍住民基本台帳手数料(自動交付機分含む） （円）

項目 本　　庁 騎西総合支所 北川辺総合支所 大利根総合支所 合  計

臨時運行許可 509,250 292,500 24,000 238,500 1,064,250

戸籍謄抄本等 10,516,850 2,155,050 1,379,750 1,736,200 15,787,850

住民票の写し等 5,625,450 1,311,300 813,600 1,025,550 8,775,900

諸証明等 4,374,650 1,204,250 722,500 933,750 7,235,150

住基カード交付 144,000 6,500 12,500 8,500 171,500

施設別合計 21,170,200 4,969,600 2,952,350 3,942,500 33,034,650  

戸籍謄抄本等交付枚数（年度別）

※日曜窓口及び市民サービスセンター等を含むすべての有料交付分

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

152,651 151,041 146,175 138,644 134,140

旧 加 須 市 90,021 88,562 86,508 82,206

旧 騎 西 町 27,439 27,186 26,382 23,959

旧北川辺町 13,745 14,400 13,810 13,746

旧大利根町 21,446 20,893 19,475 18,733

　　　　　　　　　年度

交
付
枚
数
（
枚
）

加 須 市

 
 

２ 仕事の都合により平日に来庁ができない市民に対して、日曜日に証明書等の発行窓口を開設し、利

 便性の向上を図った。（本庁は平成17年度から、各総合支所は、平成22年3月28日から本格運用）

   （１）開 設 日：毎週日曜日（年末年始除く）午前8時30分～午後5時 

   （２）業務内容：戸籍謄抄本、住民票、印鑑証明書等の交付の他、外国人記載事項証明書、印鑑

          登録業務、住民異動届や戸籍届出書の預かり業務。 
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  ※H18～20年度は、旧加須市のみ実施

日曜窓口利用者数（年度別）

3,577人3,311人
3,226人

3,698人

4,717人

2,500人
3,000人
3,500人
4,000人
4,500人
5,000人

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

 

 

　　　※その他･･･戸籍の附票、住民票記載事項証明、外国人登録原票記載事項証明等

　　　※H18～20年度は、旧加須市のみ実施

日曜窓口利用状況（年度別）
※戸籍謄抄本等の発行枚数 7,293枚

5,796枚
6,470枚

5,664枚5,812枚

0枚
1,000枚
2,000枚
3,000枚
4,000枚
5,000枚
6,000枚
7,000枚
8,000枚

住民票の写し 1,960件 1,994件 2,308件 2,140件 2,621件

戸籍謄抄本等 728件 730件 962件 845件 1,139件

印鑑証明書 2,525枚 2,675枚 2,874枚 2,392枚 2,883枚

その他 ※ 599枚 265枚 326枚 419枚 650枚

合計 5,812枚 5,664枚 6,470枚 5,796枚 7,293枚

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

 

 

３ 住記カード等の不正取得による被害防止対策として、県内初の『運転免許証識別装置』を、市民課

 及び各総合支所市民税務課窓口に導入し、印鑑登録申請、住民基本台帳カード交付申請等、窓口での

 本人確認時に使用した。 

 

   ・主な運転免許証識別装置の利用状況（H22.10.22～H23.3.31） 

  

 

 

 

 

  ・運転免許証識別装置4台          537,600円 

  ・運転免許証識別装置保守委託        31,290円 

   

 

 

 

 

年度 開庁日数

平成18年度 51日

平成19年度 52日

平成20年度 52日

平成21年度 49日  (50日)

平成22年度 51日

※（　）は合併後を含むH21年

度通年の数（H21.4.1～

H22.3.31)

申請件数 運転免許証提示数 不正発見の有無

印鑑登録申請 1,987 1,774 無し

住基カード申請 343 306 無し

合　　計 2,330 2,081
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４ 戸籍届出書等の審査から、戸籍の記載及び管理、謄抄本（証明書）の作成・発行、戸籍統計等の一

 連の事務処理を行う電算システムの円滑な運用を行い、証明書の発行待ち時間の短縮や戸籍事務全体

 の迅速性・正確性・効率性の向上を図った。 

   ・戸籍情報システム保守料         3,528,000円 

   ・   〃   ソフトウェア使用料    4,662,000円 

５ 住民基本台帳、公的個人認証サービス、外国人登録等の事務処理を行うとともに、それらを処理す

 る電算システムを管理運用した。 

   ・住民基本台帳カード発行機賃借料             900,144円 

   ・公的個人認証用機器保守契約               531,720円 

   ・公的個人認証システム機器借上料             161,280円 

   ・住民基本台帳ネットワークシステム機器借上料      3,868,848円 

 

 
事 業 名 住居表示整備事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 355-06 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 193,000円

項 03 戸籍住民基本台帳費 最 終 予 算 額 193,000円

目 01 戸籍住民基本台帳費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

住居表示実施区域の実態を把握し、問題

点を整理し適正な住居表示の維持管理

を図る。 
事
業
の
概
要 

住居表示実施済区域の制度矛盾が特に顕著となって

いる街区を対象に、講ずべき対策等を明らかにし、

住居表示審議会に諮り実情に即した住居表示の見直

しを行う。 

 

 

 

 

 

事業の実績・成果  

 

 平成20年度に実施した住居表示検証結果に基づき、平成21年度には「不動岡3丁目」を重点区域と

して実態調査を行った。平成22年度は、「不動岡3丁目」について住居表示地区としての今後の取り扱

いを検証した。 

 

○不動岡3丁目地区の住居表示 

 ・住居表示を存続または廃止した場合の影響について検討 

  ・土地区画整理事業の対象地区住民への説明会と意見徴取を行った。（平成23年3月5日） 

  ・不動岡土地区画整理事業と一体的に事務を遂行する。 
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事 業 名 市民サービスセンター運営事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 371-01 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 4,361,000円

項 03 戸籍住民基本台帳費 最 終 予 算 額 4,361,000円

目 01 戸籍住民基本台帳費 決 算 額 4,325,098円

事
業
の
目
的 

高齢化の現状や今後さらに進展する高

齢化を踏まえ、市民が自転車や徒歩でも

容易に行ける地域の身近な公民館や通

勤途中で利用できる駅構内の行政窓口

サービスを提供し、利便性の向上を図

る。 

事
業
の
概
要 

・加須地域内の 9 公民館内とに開設した市民サービ

スセンター及び栗橋駅構内住民サービスコーナーと

本庁窓口（市民課・税務課）及び総合支所との連携

を図りながら、住民票の写しや市税証明書の交付業

務等を行う。 

・利用促進及び業務拡大等について窓口サービス向

上検討委員会・検討部会で検討を進める。 

事業の実績・成果  

加須地域内すべての公民館及び栗橋駅構内住民サービスコーナーで証明書等の申請・交付ができ、市民

サービスの向上及び利便性が図られた。 

 

 １ 市民サービスセンターの運営（旧加須市においては、平成19年1月15日から実施） 

    ・開設日：火曜日、土曜日及び祝日以外の毎日 午前8時30分～午後5時  

    ・業務内容：戸籍謄抄本、住民票、印鑑証明書、市税の証明（税務課）等の交付 

    ・設置場所：加須公民館、不動岡公民館、三俣公民館、礼羽公民館、大桑公民館、水深公民館、

          樋遣川公民館、志多見公民館、大越公民館、栗橋駅サービスコーナー 

 ２ 栗橋駅構内市民サービスコーナー 

・ 月曜日から金曜日（祝日及び年末年始を除く）午前8時30分～12時、午後4時～8時 

      ただし、戸籍謄抄本の交付は午後5時15分まで 

      また、午後5時以降の申請については、翌日以降の交付 

    ・業務内容：戸籍謄抄本、住民票、印鑑証明書、市税の証明（税務課）等の交付 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：枚数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

住民票の写し 194 184 192 171 142 130 155 144 138 158 153 173 1,934

戸籍謄抄本 44 37 23 26 38 39 26 39 29 13 36 37 387

印鑑証明 148 175 167 147 171 122 123 137 123 147 152 192 1,804

※その他 0 3 2 7 2 0 3 0 0 0 2 0 19

税務課分 36 20 53 64 46 30 34 21 13 12 15 7 351

合  計 422 419 437 415 399 321 341 341 303 330 358 409 4,495

平成21年度比較 267 287 324 407 352 346 307 325 298 341 315 292 3,861

　市民サービスセンター等の利用状況(H22.4.1～H23.3.31)

（戸籍謄抄本等の証明書交付枚数）

0枚

100枚

200枚

300枚

400枚

500枚

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

住民票の写

戸籍謄抄本

印鑑証明

※その他

税務課分

平成21年度比
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３ 市庁舎と各地区公民館を結ぶネットワーク整備に係る機器等をリースし、市民が住民票等を交付

 請求する際の利便性を図った。 

 

  ・専用回線使用料 21,420円/月×10地区×12ヶ月＝2,570,400円 

   

  ・基幹系ネットワーク機器等リース料   

            13,545円/月×12ヶ月＝162,540円 

 

   ・臨時職員賃金  1,394,640円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位；枚数

加須 不動岡 三俣 礼羽 大桑 水深 樋遣川 志多見 大越 栗橋駅 合計

平成20年度 247 157 30 181 1,424 525 121 332 243 731 3,991

平成21年度 398 181 45 211 1,510 611 108 372 190 642 4,268

平成22年度 268 137 22 214 1,635 621 168 387 245 447 4,144

年度別　市民サービスセンター等の利用状況
（市民課取扱い分の証明書類交付枚数）

22枚

214枚

621枚

168枚

387枚

245枚
137枚

268枚

447枚

1,635枚

0枚

200枚

400枚

600枚

800枚

1,000枚

1,200枚

1,400枚

1,600枚

1,800枚

加須 不動岡 三俣 礼羽 大桑 水深 樋遣川 志多見 大越 栗橋駅
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事 業 名 選挙管理委員会運営事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-12 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 7,063,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 7,063,000円

目 01 選挙管理委員会費 決 算 額 6,927,658円

事
業
の
目
的 

公職選挙法等に基づく選挙に関する事

務及びこれに関係のある事務を管理す

る。 事
業
の
概
要 

地方自治法に基づき 4 名の委員により構成される委

員会で公職選挙法に基づく各選挙の管理及び執行、

選挙人名簿の調製、選挙についての啓発宣伝等に関

する業務を実施する。 

また、全国市区選挙管理委員会連合会、同関東支部

及び北埼玉支会との連絡調整並びに各種研究会への

出席 

事業の実績・成果  

 選挙管理委員会を随時開催し、市政選挙及び国政選挙の管理執行、選挙人名簿及び裁判員候補者予定者

名簿等の調製等の各種業務を行った。 

選挙人名簿登録者の推移（各年9月2日） （単位：人）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

46,231 46,532 46,879 47,161 47,320

 旧加須市 26,866 27,116 27,393 27,600

 旧騎西町 8,034 8,073 8,194 8,272

 旧北川辺町 5,341 5,332 5,307 5,309

 旧大利根町 5,990 6,011 5,985 5,980

46,905 47,105 47,407 47,683 47,750

 旧加須市 27,257 27,393 27,666 27,916

 旧騎西町 8,102 8,140 8,227 8,291

 旧北川辺町 5,383 5,377 5,328 5,287

 旧大利根町 6,163 6,195 6,186 6,189

93,136 93,637 94,286 94,844 95,070

 旧加須市 54,123 54,509 55,059 55,516

 旧騎西町 16,136 16,213 16,421 16,563

 旧北川辺町 10,724 10,709 10,635 10,596

 旧大利根町 12,153 12,206 12,171 12,169

 加 須 市

合
計

 加 須 市

 加 須 市

男

女

 

 

【主な支出】 

  ・選挙管理委員会委員報酬、費用弁償、旅費      1,632,798円 

・委託料（投票人名簿調製システム改修等）      4,468,500円 

   ・負担金（団体、研修出席）              189,100円 
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事 業 名 選挙啓発事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-29 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 413,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 413,000円

目 02 選挙啓発費 決 算 額 200,917円

事
業
の
目
的 

選挙のルールを守り金のかからないき

れいな選挙の実現を図る。 
事
業
の
概
要 

・小中学生からポスターコンクール、書道コンクー

ル及び標語コンクールへの作品を募集し、その作品

展示等を行う。 

・中学校の生徒会役員選挙に対して選挙機材の貸出

しを実施 

・選挙啓発リーフレットを小・中・高校生に配布 

・有権者ノート等を成人式において配布 

事業の実績・成果  

 選挙啓発事業として、小中学生から選挙に係るポスターコンクール、書道コンクール及び標語コンク

ールへの作品募集を行い、入選作品等を決定するとともに、作品展示等を行った。 

 ・ポスターコンクール 

   応募数 126作品 

 ・書道コンクール 

   応募数 165作品 

 ・標語コンクール 

   応募数  58作品 

 

 【支出の内訳】 

  ・謝金、費用弁償（法令研修会出席）、旅費                   21,600円 

・消耗品費（ポスターコンクール等に係る入賞賞品、参加賞）              179,317円 
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事 業 名 市長選挙執行事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-27 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 42,091,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 42,091,000円

目 03 市長選挙費 決 算 額 35,653,302円

事
業
の
目
的 

市長選挙の円滑な執行 事
業
の
概
要 

新市の設置に伴う市長選挙の適正かつ公正な管理執

行 

事業の実績・成果  

平成22年4月25日執行の加須市長選挙の管理執行業務を行った。 

・投 票 

  当日有権者数  93,783人  投票者数  42,870人   投票率  45.71％ 

・開 票 

  開票時間  1時間20分 

  

【主な支出】 
  ・投票管理者等報酬、費用弁償                3,961,600円 
 ・時間外勤務手当                      14,709,562円  
 ・消耗品費（ポスター掲示板、啓発用品等）          3,765,838円 
 ・通信運搬費（投票所入場券郵送料等）            2,225,677円 
 ・委託料（選挙機器保守）                    810,600円 
 ・借上料（投票管理システム用パソコン等）          1,274,110円 
 ・工事請負費（ポスター掲示場の設置・撤去等）        2,118,375円 

 
事 業 名 参議院議員通常選挙執行事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-25 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 51,136,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 51,136,000円

目 04 参議院議員通常選挙費 決 算 額 45,412,560円

事
業
の
目
的 

参議院議員通常選挙の円滑な執行 事
業
の
概
要 

参議院議員通常選挙の適正かつ公正な管理執行 

・任期満了：平成22年7月25日 

事業の実績・成果  

平成22年7月11日執行の参議院議員通常選挙の管理執行業務を行った。 

・投 票（県選出） 

  当日有権者数  94,842人  投票者数  48,463人   投票率  51.10％ 

・開 票（県選出） 

  開票時間  2時間5分 

  

【主な支出】 
  ・投票管理者等報酬、費用弁償                5,393,700円 

・時間外勤務手当                      18,887,397円 
  ・消耗品費（ポスター掲示板、啓発用品等）          3,634,690円 
  ・通信運搬費（投票所入場券郵送料等）            2,303,876円 
  ・委託料（選挙機器保守等）                 1,384,950円 
  ・借上料（投票管理システム用パソコン等）          1,380,627円 

・工事請負費（ポスター掲示場の設置・撤去等）        3,139,500円 
  ・備品購入費（選挙用備品）                 1,050,000円 
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事 業 名 県議会議員選挙執行事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-26 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 10,013,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 10,013,000円

目 05 県議会議員選挙費 決 算 額 7,755,297円

事
業
の
目
的 

県議会議員選挙の円滑な執行 
事
業
の
概
要 

県議会議員選挙の適正かつ公正な管理執行 

・任期満了：平成23年4月29日 

・選挙区：東第3区及び東第4区 

事業の実績・成果  

平成23年4月10日執行の埼玉県議会議員一般選挙の事前準備業務を行った。 

 

・届出書類等の事前審査 

・事務機材の準備 

・ポスター掲示場の選定（395箇所）及び設置等 

 

【主な支出】 

  ・時間外勤務手当                         337,069円 

 ・消耗品費（ポスター掲示板、啓発用品等）          2,680,661円 

  ・通信運搬費（投票所入場券郵送料等）            1,347,017円 

  ・委託料（選挙機器保守）                              396,900円 

  ・工事請負費（ポスター掲示場の設置等）              1,732,500円 

   

 
事 業 名 羽生領島中領用排水路土地改良区総代総選挙執行事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-28 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 665,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 665,000円

目 06 羽生領島中領用排水路土地改良区総選挙費 決 算 額 642,921円

事
業
の
目
的 

羽生領島中領用排水路土地改良区総代

総選挙の円滑な執行 事
業
の
概
要 

土地改良法の規定に基づき、任期満了に伴う総代選

挙の適正かつ公正な管理執行 

・任期満了：平成22年8月24日 

事業の実績・成果  

 平成22年8月8日執行の羽生領島中領用排水路土地改良区総代総選挙の管理執行業務を行った。 

  

 平成22年8月1日・2日に立候補届出の受付を行ったところ、全選挙区で定数を超えなかったので、無投

票が決定し、選挙を実施しなかった。 

   

【主な支出】 

 ・選挙長等報酬、費用弁償                    190,600円 

・時間外勤務手当                       166,331円 

  ・消耗品費                           138,990円 
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事 業 名 市議会議員選挙執行事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-27 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,125,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 1,125,000円

目 07 市議会議員選挙費 決 算 額 377,065円

事
業
の
目
的 

市議会議員一般選挙の円滑な執行 
事
業
の
概
要 

市議会議員一般選挙の適正かつ公正な管理執行 

・任期満了：平成23年4月30日 

事業の実績・成果  

平成23年4月24日執行の加須市議会議員一般選挙の事前準備業務を行った。 

 

・立候補予定者説明会 

・届出書類等の事前審査 

・ポスター掲示場の選定（395箇所）等 

 

【支出の内訳】 

  ・消耗品費（選挙諸用紙等）                  347,665円 

  ・印刷製本費（選挙公報原稿用紙）                29,400円 

 
事 業 名 農業委員会委員選挙執行事業 

担 当 課 選挙管理委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-27 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 12,013,000円

項 04 選挙費 最 終 予 算 額 12,013,000円

目 08 農業委員会委員選挙費 決 算 額 958,419円

事
業
の
目
的 

農業委員会委員選挙の円滑な執行 
事
業
の
概
要 

農業委員会委員選挙の適正かつ公正な管理執行 

・任期満了：平成23年3月22日 

事業の実績・成果  

 平成23年2月27日執行の加須市農業委員会委員選挙の管理執行業務を行った。 

  

 平成23年2月20日に立候補届出の受付を行ったところ、全選挙区で定数を超えなかったので、無投票が

決定し、選挙を実施しなかった。 

   

 【主な支出】 

  ・選挙長等報酬、費用弁償、旅費                161,800円 

  ・時間外勤務手当等                      639,536円 

    ・消耗品費                          132,983円 

 



 135

 
事 業 名 統計管理事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 165,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 165,000円

目 01 統計調査総務費 決 算 額 84,745円

事
業
の
目
的 

統計調査を円滑に行い公表するととも

に行政経営に活かす。 
事
業
の
概
要 

･埼玉県統計協会、埼玉県市部統計研究会への参画 

･統計調査員確保対策事業の実施 

･統計書の作成 

事業の実績・成果  

 埼玉県市部統計研究会及び県北部地域各市で構成する市部統計研究会第 4 ブロック研究会の会議研

究会に出席し、各種統計調査の実施方法等の意見交換を行い、調査の効率化等を図った。 

 また、統計調査員の確保対策として調査員だより｢あゆみ｣の配布や経済センサス－活動調査の実施に

向けてその実施内容等を提供した。 

 各種データを集めた加須市統計書(DATABOOKかぞ)の平成22年版は、平成23年度発行予定 

 

【歳出】 

 普通旅費       7,860円 主管課長会議、市部統計研究会、第4ブロック研究会出席のため 

 消耗品費    45,885円 調査用住宅地図購入 

 通信運搬費   22,000円 調査員への書類郵送  

 負担金     9,000円 埼玉県統計協会負担金 

 
事 業 名 学校基本調査事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 46,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 46,000円

目 02 統計調査費 決 算 額 21,867円

事
業
の
目
的 

学校に関する基本的事項について調査

し、学校教育行政上の基礎資料を得る。
事
業
の
概
要 

学校教育課で、市内の小学校･中学校･幼稚園にオン

ライン調査にて行う。 

･指定統計第13号 文部科学省 

事業の実績・成果  

文部科学省所管 国委託統計調査 

【調査目的】 

 学校教育行政に必要な学校に関する基本的事項を明らかにする。 

【基 準 日】 

 毎年5月1日現在  

【主な利用例】 

・学校教育全般にわたる諸施策策定上の基礎資料 

 ・県及び市町村に交付する地方交付税算定の基礎資料 

【主な内容】 

○対  象  市内の幼稚園、小学校及び中学校 

○調査内容  学校数、学級数、幼児・児童・生徒数、教職員数、理由別長期欠席者数、学校建物・

       土地面積、学校児童生徒の就学免除者・就学猶予者数、生徒の卒業後の状況等 
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事 業 名 経済センサス－基礎調査事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 29,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 239,000円

目 02 統計調査費 決 算 額 210,258円

事
業
の
目
的 

事業所及び企業の経済活動の状態を調

査し、すべての産業分野における事業所

及び企業の従業者規模等の基本的構造

を全国及び地域別に明らかにすること、

各種統計調査実施のための基礎資料を

得る。 

事
業
の
概
要 

国及び地方公共団体の調査事業所以外の調査事業所

を甲調査、国及び地方公共団体の調査事業所を乙調

査として、対象となる事業所及び企業の規模に応じ

て、調査員による調査と国、都道府県、市区町村に

よる調査に分けて行う。 

・指定統計第122号 総務省 

事業の実績・成果  

 総務省所管 国委託統計調査 
【調査目的】 
 事業所・企業の活動状態を調査し、我が国における事業所及び企業の産業、従業者規模の基本的構造
を全国及び地域的に明らかにするとともに、各種統計調査実施のための母集団名簿を得る。 
【基 準 日】 
 平成21年7月１日（終了） 
【平成22年度事務】 
 平成21年7月1日を基準として実施された、経済センサス－基礎調査において設定した調査区を管
理し、事業所又は企業を対象とする各種統計調査実施時の基礎資料として活用できるよう調査区の修正
作業を実施。修正作業に係る消耗品代及び時間外勤務手当を支出。 

 
事 業 名 工業統計調査事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,227,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 1,227,000円

目 02 統計調査費 決 算 額 1,053,530円

事
業
の
目
的 

製造業における工業の実態を明らかに

し、工業に関する施策の基礎資料を得

る。 

事
業
の
概
要 

製造業を営む事業所について、甲調査(従業員 30 人

以上)と乙調査(従業員4人～29人)に分け、調査員が

調査票を配布、回収し、市が内容審査を行う。 

･指定統計第10号 経済産業省 

事業の実績・成果  

経済産業省所管 国委託統計調査 
【調査目的】 
 製造業を営む事業所の分布状況や活動実態を調査し、工業に関する施策の基礎資料を得る。 
【基 準 日】 
 毎年12月31日現在  
【主な利用例】 
・都市計画、総合開発計画、地域開発計画の作成 

 ・景気対策、中小企業対策の立案 
・企業の各種製品の生産、販売、サービス計画の作成 

 ・企業の新製品、新分野の解発調査 
【主な内容】 
○対  象  従業員数4人以上の製造業を営む事業所 
○調査内容  事業所名称、他事業所の有無、経営組織、資本金額又は出資金額、従業者数、現金 
      給与総額、製造品在庫額、製造品出庫額等 

【その他】 
 平成23年度実施の「経済センサス－活動調査」において、全ての事業所を対象とする調査が実施さ
れることから、平成22年度は、従業者数3人以下の事業所に対し、「準備調査」のみ行い、「本調査」
の対象から除外した。 調査員23名 
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事 業 名 加須市工業統計調査事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 431,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 431,000円

目 02 統計調査費 決 算 額 389,934円

事
業
の
目
的 

本市における従業員3人以下の製造業を

営む事業所を調査し、製造業における工

業の実態を明らかにし、工業に関する施

策の基礎資料を作成する。 

事
業
の
概
要 

市内で従業員 3 人以下の製造業を営む事業所につい

て、調査員が調査票を配布、回収し、市で内容審査

を行う。工業統計調査と同時に実施する。 

・加須市工業統計調査実施要綱 

事業の実績・成果  

【調査目的】 
 工業統計調査は毎年調査をしており、西暦末尾に「0、3、5、8」が付く年には全数調査を行い、それ以外
の年は裾切り調査（従業者4人以上の事業所についての調査）となる。 
 このため、全数調査を実施しない年のみ、「加須市工業統計調査」を実施。 
 平成22年度調査は、合併により加須市全域を対象とする。、 
【基 準 日】 
 毎年12月31日現在  
【主な内容】 
○対  象  従業員数3人以下の製造業を営む事業所 
○調査内容  事業所名称、他事業所の有無、経営組織、資本金額又は出資金額、従業者数、現金 
      給与総額、製造品在庫額、製造品出庫額等 

【その他】 
 本来ならば、全数調査が実施されるはずであったが、平成23年度実施の「経済センサス－活動調査」
において、全ての事業所を対象とする調査が実施されることから、平成22年度は、従業者数3人以下
の事業所に対し、「準備調査」のみ行い、「本調査」の対象から除外した。 調査員23名 

 
事 業 名 農林業センサス事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 48,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 48,000円

目 02 統計調査費 決 算 額 44,896円

事
業
の
目
的 

生産構造、農業･林業生産の基礎となる

諸条件等を総合的に把握することによ

って、農林業の基本構造の現状と動向を

明らかにする。 

事
業
の
概
要 

農林業の実態とその動向を把握するため実施。平成

22 年度は、回収した調査票の内容審査を行い、国か

らの疑義照会があった際には速やかに回答する。 

･指定統計第26号 農林水産省 

事業の実績・成果  

 農林水産省所管 国委託統計調査 
【調査目的】 
 我が国農林業、農山村の基本構造の実態とその動向を総合的に把握し、各種農林業施策の検討及び各
種農林統計調査の母集団整備のためのデータを得ることを目的とする。 
【基 準 日】 
 平成22年2月１日（終了） 
【平成22年度事務】 
 平成 22 年 2 月 1 日を基準日として実施された、世界農林業センサスにおいて、回収した調査票の内容を
審査のうえ、調査票提出。審査事務に係る消耗品代及び受領会出席に係る経費を支出。 
 受領会（H22.4.19）実施。 
【その他】 
 FAO（国際連合食糧農業機関）の提唱による「1950年世界農業センサス」が世界的規模で実施される
ことになり、世界的に10年ごとに実施。その後，昭和35年（1960）の世界センサスから林業が加えら
れ，世界農林業センサスとなった。このため，世界センサス年には林業を加え，中間の年には農業のみ
の調査が行われている５年ごとの農業の動向把握を目的として実施。 
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事 業 名 国勢調査事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-22 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 43,870,000円

項 05 統計調査費 最 終 予 算 額 43,870,000円

目 02 統計調査費 決 算 額 36,652,576円

事
業
の
目
的 

全数調査で、市内の人口の実態を把握

し、各種行政施策その他の基礎資料を得

る。 事
業
の
概
要 

平成22 年 10 月 1 日現在でわが国に常住するすべて

の者(外国人含む)を対象に男女の別、出生の年月、

就業状態、従業地・通学地、住居の種類 などを調査

する。調査員が調査票を配布し、世帯より封入提出

により郵送提出もしくは調査員回収により取りまと

め、それぞれ市で内容審査を行う。 

･指定統計第1号 総務省 

事業の実績・成果  

 

総務省統計局所管 国委託統計調査 

【調査目的】 

 国内の人口、世帯の実態を把握し、国及び地方公共団体における各種行政施策その他の基礎資料を得

ることを目的とする。 

 大正9年以来5年ごとに実施され、今回で19回目となる。 

【基 準 日】 

 平成22年10月1日現在  

【主な利用例】 

・選挙区の画定や議員定数の基準 

 ・福祉施策や防災対策など 

【主な内容】 

○対  象  全世帯 

○調査内容  ・世帯員に関する事項15項目 氏名、男女の別、出生の年月、続柄など 

       ・世帯に関する事項5項目 世帯の種類、世帯員の数、住居の種類など 

【その他】 

 新加須市誕生後、初の国勢調査であり、713調査区 491名の調査員と 70名の指導員で実施。 

 郵送による提出が可能となったため、調査票の回収率は99.4％であった。 

 

○平成22年国勢調査速報 （H23.2.17発表） 

前回調査結果 
 人口（人） 世帯数 

人口（人） 世帯数 

人 口 

増減数（人） 

人 口 

増減率(％)

埼玉県 7,194,957  2,842,662 7,054,243 2,650,115 140,714 2.0 

加須市 115,010  39,488 115,497 37,115 -487 -0.4 

※ 注意 この速報値は、県内市町村から提出された要計表(調査区域ごとの人口を取りまとめた集計表)を

    基に埼玉県が集計したものである。したがって、今後、総務省統計局が公表する速報値と一致しな

    い場合もある。 
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事 業 名 監査委員運営事業 

担 当 課 監査委員 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-13 

款 02 総務費 当 初 予 算 額 1,975,000円

項 06 監査委員費 最 終 予 算 額 1,975,000円

目 01 監査委員費 決 算 額 1,439,958円

事
業
の
目
的 

市の財務に係る事務の執行等について、

適法性、効率性、妥当性を検証する。 
事
業
の
概
要 

法令に定められた権限に基づき、市の財務に関する

事務の執行及び経営に係る事業の管理又は市の事務

の執行について、監査等を実施し、その結果を議会

及び市長等に報告し、及び公表することにより、民

主的かつ効率的な行政の執行を確保する。 

また、全国都市監査委員会、同関東支部及び埼玉県

都市監査委員会との連絡調整及び研究会への参加 

事業の実績・成果  

 監査計画に基づいて、各種の監査等を実施した。 

  ・例月出納検査（毎月１回  延べ12日間） 

  ・決算審査（一般・特別会計 8日間  企業会計（水道・下水道） 1日） 

  ・財政健全化等審査（一般・特別会計、企業会計（水道・下水道） 1日） 

  ・定期監査（秘書広報課・市民相談室・総合政策部・総務部・環境安全部・経済部・健康医療部・

騎西総合支所・議会事務局・会計課・農業委員会）  7日間 

  ・随時監査（行政経営課・管理契約課・収納課・水道課） 

   

＊ 監査等終了後、監査報告書、意見書等を作成のうえ、関係機関に通知した。 

 

【主な支出】 

 ・監査委員報酬、費用弁償、旅費        1,198,881円 

  ・負担金（団体）                114,000円 

 
 



  140

 

事 業 名 社会福祉管理事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 231-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 4,150,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 4,259,328円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 2,768,007円

事
業
の
目
的 

社会福祉関係事業を円滑に実施する 
事
業
の
概
要 

社会福祉課の経常的な管理費。 

このほか、福祉のまち事業、身体障害者相談事業に

係る費用。 

事業の実績・成果  

 社会福祉関係事業に係る諸費用について支出した。 

 

普通旅費 132,290円  消耗品費  226,438円  燃料費 338,726円 

食料費   3,694円   印刷製本費  35,780円  修繕料 128,539円 

通信運搬費    87,708円  保険料  101,266円  借 上 料    1,000円 

その他備品購入費    5,670円  自動車重量税 19,000円  保 険 料   6,568円 

負担金     1,272,000円（うち県更生保護観察協会加須支部負担金1,266,000円） 

出産費 3人  409,328円（生活保護法外援護該当者分） 

＊法外援護＝生保受給者の出産扶助費（生保基準額）と出産育児一時金（国民健康保険条例）の範囲内を 

      上限に実支払いした額との差額を医療機関へ支給する。 

 

 
事 業 名 行旅病人及び行旅死亡人取扱事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 245-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 218,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 218,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

歩行が困難な旅行中の病人や旅行中の

死亡者を救助・埋火葬する。 事
業
の
概
要 

旅行中に病気等で倒れ、入院治療を要する状態に陥

ったが療養の方法がなく、かつ、救護者のない者の

救護や、旅行中に死亡し引取者のない者の葬祭等に

係る諸業務。 

事業の実績・成果  

 

事業実績なし。 
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事 業 名 中国残留邦人等支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 245-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 12,567,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 13,238,672円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 8,991,786円

事
業
の
目
的 

中国残留邦人等に対し老後の生活の安

定のための特別措置 事
業
の
概
要 

永住帰国した中国残留邦人等で一定の要件を満たす

者について、生活支援給付、住宅支援給付、医療支

援給付等を行う。支援給付の実施については、中国

残留邦人等の置かれている事情に鑑み、支援・相談

員を配置し、懇切丁寧に支援する。 

事業の実績・成果  

 

○管理費      1,509,090円 

【管理経費】 

 物件費的委託料    951,342円 （システム改修委託料等） 

 借上料         4,300円 

 ※このうち、676,300円は国庫補助金 

 

【支援・相談員経費】 

 支援・相談員謝金   510,000円 

 普通旅費        4,200円 

 消耗品費        28,998円 

 印刷製本費       10,250円 

 ※このうち、508,585円は民生費委託金対象経費 

 

○扶助費       6,701,696円 

 生活支援給付金   3,083,678円（3/4 国庫負担金） 

 住宅支援給付金    885,700円（3/4 国庫負担金） 

 医療支援給付金   2,128,058円（3/4 国庫負担金） 

 介護支援給付金    180,000円（3/4 国庫負担金） 

 活動支援費      424,260円（10/10 国庫補助金） 

  

○国庫支出金返還金   781,000円 

 ※国庫補助金精算に伴う返還金 

 

事業費の推移 

 
管理費 扶助費 

精算に伴う 

返還金 
計 歳入対象 

対象 

世帯数

H20 613,778円  6,589,598円 ― 7,203,376円 5,447,683円 3世帯

H21 1,090,347円  6,956,434円 ― 8,046,781円 5,744,973円 2世帯

H22 1,509,090円 6,701,696円 781,000円 8,991,786円 6,317,222円 3世帯

※平成21年度までは旧加須市のみ実施
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事 業 名 国民健康保険事業 

担 当 課 医療保険課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 241-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,027,826,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,027,826,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 1,027,826,000円

事
業
の
目
的 

市民の健康づくり活動の促進と、各種健

診事業の実施や生活習慣病予防対策等

の保健事業を推進し、医療に頼らない健

康な身体づくりにより医療費の抑制を

図るとともに、保険税収納率の向上に努

め、安定的な運営を目指す。 

事
業
の
概
要 

国民健康保険において、保険給付と負担とのバラン

スを確保し安定的な事業運営を行う必要があるた

め、一層の医療費の抑制と保険税徴収率の向上を図

ることが急務であるが、収支の不足分について一般

会計からの繰出金をもって収支の均衡を図る。 

事業の実績・成果  

 国民健康保険加入者の医療費は、高齢化や医療技術の高度化等により毎年度増加している。 

 このため、複数年を見込んだ医療費の見通しなどが困難なため、医療費等の給付と税負担との関係を毎年

度検証しながら、国民健康保険税を改正することとしている。 

 一般会計からの繰出金については平成 19 年度までは抑制が図られていたが、平成 21 年度に、対前年度

28.9%の増となり、平成22年度は、対前年度52,850千円、5.4％の増となった。 

  

 

一般会計からの繰出金の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 787,972 755,672 756,565 974,976 1,027,826

旧加須市 561,188 531,587 555,294 636,000 

旧騎西町 119,334 68,864 57,084 141,463 

旧北川辺町 52,000 62,920 88,670 88,000 

繰
出
金(

千
円) 

 

旧大利根町 55,450 92,301 55,517 109,513 

対前年度比率(％) 93.8 95.9 100.1 128.9 105.4

 

一般会計からの繰出金の推移
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事 業 名 戦没者追悼事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 231-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,468,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,468,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 1,299,054円

事
業
の
目
的 

戦没者や遺族の苦しみ悲しみを忘れる

ことなく、恒久平和を市民とともに願

う。 

事
業
の
概
要 

戦没者追悼式を3年ごとに開催。 

（式典参加見込数 700人） 

旧３町では実施実績なし。 

新市として４地域の遺族に呼びかけ実施した。 

事業の実績・成果  

○加須市戦没者追悼式の開催 

  

１ 実施概要 

  実施日  平成22年11月18日（木）9:30～11:30 

  場 所  パストラルかぞ 大ホール 

  内 容  開会、拝礼、国歌斉唱、黙とう、式辞、追悼のことば 

       献花、お礼のことば、拝礼、閉会 

 

２ 参列者数 約600名（戦没者遺族、埼玉県知事、埼玉県遺族連合会長、県議会議員、 

            市議会議員、社会福祉関係者） 

 

３ 献  花 参列者全員 

 

 

３ 主な経費 ①消耗品費    645,559円（献花用菊、記念品、会場準備消耗品） 

        ②食料費      69,120円（お茶） 

        ③通信運搬費     5,000円（来賓返信用ハガキ） 

        ④物件的委託料  403,200円（祭壇委託料） 

        ⑤借 上 料       176,175円（会場借上料） 
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事 業 名 社会福祉協議会助成事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 233-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 84,779,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 84,779,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 84,779,000円

事
業
の
目
的 

市民参加による地域福祉活動の推進役

としての社会福祉協議会に対し、効率的

かつ、効果的に事業を展開できるよう、

その人件費と事業に係る経費の一部を

助成する。 

事
業
の
概
要 

・老人福祉対策、児童母子対策、障害者福祉対策、

共同募金運動、福祉教育の推進と介護保険事業、居

宅介護事業・地域福祉基金事業 

・福祉ボランティアの育成や活動を支援 

事業の実績・成果  

 

 金額の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 88,225,389 87,905,000 79,598,000 79,255,000 84,779,000

 旧加須市 32,311,389 32,190,000 31,790,000 33,179,000 

 旧騎西町 21,434,000 22,135,000 17,308,000 16,696,000 

 旧北川辺町 15,580,000 15,580,000 13,000,000 13,000,000 

金額

（円） 

 旧大利根町 18,900,000 18,000,000 17,500,000 16,380,000 

 加須市における地域社会福祉の増進のため、加須市社会福祉協議会へ補助金を交付し

た。補助金は、人件費や事業に係る経費の一部に充てられた。 

  H21 年度は旧３町が定額補助であったが、H22 年度からは人件費相当額の補助額となっ

た。 

 

1 補助金内訳 

 人件費及び運営費     83,954,000 円 給料等、消耗光熱水費他 

 地域福祉事業     600,000 円 業務委託費等（高齢者学級バス

委託） 

 戦没者追悼事業       225,000 円 消耗品費（御線香） 

 合     計     84,779,000 円  

 

2 補助金の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金の推移

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22

千円
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3 社協の全事業概要 

(1) 高齢者福祉対策 

・敬老会の開催（対象75歳以上、大利根地域70歳以上） 

  対象者数 12,816人（加須地域6,866人、騎西地域2,154人、北川辺地域1,299人、 

            大利根地域2,497人） 

・金婚祝いの記念品の贈呈 （151組） 

・ひとり暮らし高齢者配食サービス事業 

  利用者数 5,058人（加須地域3,543人、騎西地域785人、北川辺地域530人、 

           大利根地域200人） 

 

(2) 低所得者福祉対策 

・福祉及び善意資金、高額療養費つなぎ資金、生活福祉資金（離職者支援資金・総合支援資金）、

 臨時特例つなぎ資金の貸付 

・歳末たすけあい運動 生活保護世帯、要援護世帯への慰問等実施 

・要援護世帯等援助事業 加須地域 見舞金263件3,132,000円、ランドセル贈呈他６事業 

 1,665,948円・騎西地域 見舞金217件1,413,000円、見舞品164件460,894円・北川辺地域

 見舞金384件1,152,000円・大利根地域 見舞金230件990,000円 

 

(3) 社会福祉対策 

  ・重度心身障害児（者）慰問実施（対象者数59人） 

・日赤社員増強、共同募金運動の実施 

 日赤社員増強運動（社員募集）12,125,325円、共同募金運動等 15,855,968円 

  ・社協だよりの発行 年3回（全戸配付） 

 

(4) 社会奉仕活動の振興 

  ・ボランティア活動の振興とボランティアグループの育成強化 

  ・ボランティア体験学習事業の実施 45メニュー 360人参加 

・ボランティア活動の需給調整 

 ボランティアコーディネーターによる各種相談・要請などへの対応 

 

(5) 介護保険事業 

  ・介護保険制度における認可事業所としての高齢者支援事業の実施 

 

(6) 障害者自立支援事業 

  障害者自立支援法に基づく認可事業所としての障害福祉サービス（居宅介護）事業の実施 

 

(7) 各種受託事業の推進 

  ・加須市授産施設「あけぼの園」の管理運営 

  ・手話奉仕員養成講座の開催（入門課程 25日間11人参加・基礎課程 30日間17人参加） 

  ・介護予防支援事業業務の実施 

  ・各種ホームヘルプサービス事業の実施 

  ・車いす貸与事業及びリフト付自動車の貸出事業 

   

(8) 地域福祉基金事業の推進 

  ・社会福祉推進大会の開催（H23.2.19 パストラルかぞ大ホール 600人参加） 

  ・友愛訪問事業の実施（訪問回数 延10,149回） 

   民生委員によるひとり暮らし高齢者宅への訪問（月１回） 

    ・ボランティア活動促進援助（ボランティア活動保健への加入及び活動） 
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事 業 名 地域福祉基金事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 231-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,189,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,189,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 1,609,000円

事
業
の
目
的 

地域における保健福祉活動の推進を図

る。 事
業
の
概
要 

地域福祉基金の運用収益を活用し、加須市社会福祉

協議会など、地域福祉団体の地域福祉活動へ支援（補

助）を行う。 

事業の実績・成果  

 

１．助成額の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 82,000円 637,000円 974,000円 1,379,000 1,609,000円

＊助成額は、地域福祉基金の積立預金の利率により変動。 

＊旧3町での事業はなし。 

 

 地域福祉基金の果実（利子）を加須市社会福祉協議会へ助成し（1,609,000円）、次の事業（決算額1,990,189

円）を実施した。 

 

1 事業 

(1)要援護老人等慰問事業（友愛訪問事業） 

   65 歳以上の独居高齢者及び寝たきり高齢者（要介護 4 以上）を対象に地区担当民生委

員 が訪問した。 

地域 延回数 対 象 者 

加須 10,149 回 65 歳以上の独居高齢者世帯 

北川辺 196 回 65 歳以上の独居高齢者世帯及び寝たきり高齢者 

 

(2)ボランティア保険加入促進事業 

 登録ボランティア及び民生委員等の活動中の事故等を補償するため、活動保険への

加入を促進を行った。 

【通年】 

・年間保険料 1 口 420 円 

・加入者総数 2,201 人（うち、事業対象加入者 366 人） 

 

(3)親子コンサート開催事業 

 子どものすこやかな成長と良好な親子関係の構築を図るため、親子の絆をテーマにし

たコンサートを市内在住の子どもと保護者を対象に開催した。 

・実施回数 2回  11月13日（土） ・ 1月22日（土） 

  ・参加者総数 383人 

 

(4)障害児親子のつどい事業 

  障害児とその家族を対象に、親子でふれあい絆を深めることを目的とし日帰り旅行を実施した。 

 ・実施日 10月23日（土） 

・ 参加者数 63人 
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事 業 名 社会福祉団体支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 233-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,138,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,138,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 1,002,600円

事
業
の
目
的 

社会福祉活動の推進、福祉の増進を図

る。 事
業
の
概
要 

団体活動の実施及び各種研修会・大会等への参加 

事業の実績・成果  

 

補助金額の推移                                                                （千円） 

団 体 名 助成金額 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市遺族連合会 加須市 311 297 160 160 160

  旧加須市 171 162 160 160 

  旧騎西町 - - - - 

  旧大利根町 140 135 0 0 

 

加須市身体障害者福祉会 加須市 540.6 515.6 511.6 511.6 511.6

  旧 加 須 市 299 284 280 280  280

  旧 騎 西 町 - - - - -

  旧北川辺町 45.6 45.6 45.6 45.6 45.6

  旧大利根町 196 186 186 186 186

加須市傷痍軍人会 加須市 65 62 60 60 60

  旧加須市 65 62 60 60   

加須市肢体不自由児者父母の会 加須市 128 122 120 120 120

  旧加須市 128 122 120 120   

埼玉県視力障害者福祉協会 加須市 43 41 40 40 40

  旧加須市 43 41 40 40   

加須手をつなぐ親の会 加須市 76 73 71 71 71

  旧加須市 60 57 55 55  55

  旧騎西町 - - - - -

  旧北川辺町 16 16 16 16 16

加須地区保護司会 加須市 233 237 227 224 

  旧加須市 137 130 130 130  

  旧騎西町 48 56 56 56 

  旧北川辺町 28 31 21 18 

  旧大利根町 20 20 20 20 

加須市聴覚障害者協会 加須市 43 41 40 40 40

  旧加須市 43 41 40 40   
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団 体 名 助成金額 摘  要 

加須市遺族連合会 160,000円
会員640人、全国・埼玉県・加須市戦没者追悼式参列 

英霊顕彰事業参加、地区慰霊祭開催 

加須市身体障害者福祉会 280,000円
会員206人、福祉のつどい開催、安全運転実技研修会・研

修旅行実施、身体障害者相談実施、防災訓練参加、 

北川辺身体障害者福祉会 45,600円
会員62人、身体障害者リフレッシュ事業・スポーツ大会・

健康福祉まつり参加、歳末慰問実施 

大利根身体障害者福祉会 186,000円
会員65 人、重度会委員慰問、各種研修会・スポーツ大会

参加 

加須市傷痍軍人会 60,000円
会員15人、埼玉県傷痍軍人会連携、視察研修事業 

会員の交流と健康維持のため、スポーツ大会参加 

加須市肢体不自由児者父母の会 120,000円
会員44 人、定例会・勉強会の開催、施設見学会の実施、

生活ホームの運営 

埼玉県視力障害者福祉協会加須支部 40,000円
会員8人、マッサージ奉仕、パソコン講習・歩行訓練等実

施 

加須手をつなぐ親の会 55,000円
会員34人、定例会・役員会の開催、施設見学・研修旅行の実施、

埼玉県手をつなぐ育成会関東甲信越大会・県大会等参加 

北川辺手をつなぐ育成会 16,000円
会員12 人、あやめまつり・人権フェスティバル・健康福

祉まつり参加、各種研修会参加 

加須市聴覚障害者協会 40,000円
会員23 人、手話講座講師派遣、ろう者体育大会・手話対

策各種研修会等参加  

 
事 業 名 地域福祉基金積立事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 231-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,954,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,747,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 2,675,614円

事
業
の
目
的 

地域における保健福祉活動について推

進を図る。 事
業
の
概
要 

基金の運用収益より生じる歳入歳出の経理 

寄附金の基金への積立て 

事業の実績・成果  

１ 寄附金額の推移（積立額） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 
871,080円 

22件 

943,410円 

21件 

3,987,414円

23件 

3,593,803円 

23件 

2,221,758円

25件 

 

 社会福祉のために寄附された寄附金について、地域福祉基金へ積立てた。 

＊ 旧3町では、社協にて寄附金の受入を行なっていたため直接の寄附金受入はなし。 

 

2 基金残高 

  ①定期預金  273,827,835円（H23.3.末日 現在） 

  ②国債額面  200,000,000円（利付国債５年H21.1.14買付） 
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事 業 名 民生委員・児童委員活動推進事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 233-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 23,915,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 23,915,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 23,816,210円

事
業
の
目
的 

民生委員・児童委員活動により、地域福

祉の充実を図る。 
事
業
の
概
要 

・福祉に関する研究協議及び調査活動 

・在宅要援護者及び家族に対する福祉活動の推進 

・各種研修、会議及び大会等への参加 

・市及び社会福祉協議会その他関係機関との連携強

化 

・民生委員推薦会の開催 

事業の実績・成果  

 

  
○民生委員･児童委員の一斉改選により、12月1日付けで233名（定数236名）に委嘱状を 

 交付した。 

  

 ○ 子どもから高齢者まで、日常の生活や様々な福祉に関する相談や行政機関の業務などへの協力。 

  １ 民生委員・児童委員数    233人（主任児童委員を含む）（3名欠員北小浜県営住宅・大桑川口）

    単位民児協数         12地区 

    専門部会           7部会（生活福祉、高齢者福祉、児童福祉、障害者福祉、広報、

                       男女共同参画推進、総務） 

  ２ 分野別相談・支援件数 

   （1）高齢者に関すること。   2,338件 

   （2）障害者に関すること。    478件 

   （3）子どもに関すること。    308件 

   （4）その他           610件 

                合計 3,734件（活動日数 30,990日） 

  ３ 一人暮らし高齢者への友愛訪問 延21,712回訪問／年 

  ４ 各種研修への参加、ふれあい広場、配食、敬老会、歳末慰問、共同募金、施設へのボランティア

活動、学校や地域行事への参加協力など 
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事 業 名 水洗便所改造等資金助成事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 245-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 100,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 100,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

水洗便所の普及促進、環境衛生の向上。
事
業
の
概
要 

公共下水道に接続するための便器等の改修及び設備

工事費用の助成。 

対象者・・・①生活保護法に規定する生活扶助を受

けている世帯 ②収入が生活扶助基準の 1.5 倍まで

の範囲の状態にある世帯で市長が必要と認めた世帯

事業の実績・成果  

事業実績なし。 

 

事 業 名 地域福祉計画フォローアップ事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 231-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 72,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 72,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 33,675円

事
業
の
目
的 

共に生き支え合う地域社会づくりを進

めるため。 事
業
の
概
要 

平成 21 年度から平成 25 年度までの地域福祉計画の

進捗状況を管理し、地域福祉の推進に努める。 

事業の実績・成果  

 H22年度の地域福祉計画に関する事業の進捗状況を整理し、加須市地域福祉計画等懇話会において報

告した。 

 

○主な支出の内訳 

  報償金    30,000円 

  参考図書    3,675円 

 
事 業 名 災害対策社会福祉管理事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 231-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 378,000円

目 01 社会福祉総務費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

 障害福祉施設わたらせの利用者の安

全性を確保するとともに、施設の安定運

営の支援を行う。 

事
業
の
概
要 

 東北地方太平洋沖地震により被害を受けた障害福

祉施設わたらせの内壁及び浄化槽の修繕を行う。 

事業の実績・成果  

 災害対策のため、年度内の事業完了が困難のため、平成23年度へ全額を繰越した。 

 地震災害により被害を受けた障害福祉施設わたらせの内壁ひび割れ及び浄化槽破損の修繕を行い、利

用者の安全と施設の安定運営を確保する。 
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事 業 名 在宅重度心身障害者手当支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-13 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 82,899,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 82,899,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 78,122,490円

事
業
の
目
的 

在宅の重度心身障害者の経済的、精神的

負担の軽減を図る。 

事
業
の
概
要 

・対象者 

 身体障害者手帳1、2級所持者、療育手帳マルＡ、

Ａ所持者、精神障害者保健福祉手帳 1 級所持者又は

超重症心身障害児で市町村民税非課税の者 

 （施設入所者、特別障害者手当等受給者、65 歳以

上の新規手帳取得者は除く） 

・支給額 

 障害者1人につき 20歳未満の者：月額8,000円、

20歳以上の者：月額5,000円 

事業の実績・成果  

 

加須市在宅重度心身障害者手当支給条例に基づき、在宅重度心身障害者に在宅重度心身障害者手当を支給

することにより、障害者の経済的、精神的負担の軽減を図った。 

 金額の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 75,970,000 75,055,000 75,682,000 77,193,000 78,049,000

 旧加須市 42,144,000 41,929,000 41,771,000 42,921,000 

 旧騎西町 13,996,000 14,106,000 14,876,000 15,117,000 

 旧北川辺町 8,690,000 8,465,000 8,580,000 8,645,000 

金額 

（円） 

 旧大利根町 11,140,000 10,555,000 10,455,000 10,510,000 

 

延人数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 14,963 14,830 14,835 15,022 15,173 

 旧加須市   8,097   8,104   7,952 8,074 

 旧騎西町    2,900    2,922   3,076   3,117 

 旧北川辺町 1,738 1,693 1,716 1,729 

人数

（人） 

 旧大利根町 2,228 2,111 2,091 2,102 

 

  

 年2回（9月、3月）に支給した。 

 在宅重度心身障害者手当 （平成23年3月支給 20歳未満73人、20歳以上1,194人） 

支払月 9月期 3月期 合 計 

金 額    39,233,000円    38,816,000円    78,049,000円 

延人数       7,654人       7,519人       15,173人
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事 業 名 特別障害者手当等支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-14 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 36,773,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 36,773,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 30,574,140円

事
業
の
目
的 

重度障害（児）者の介護者等の経済的・

精神的負担の軽減を図る。 
事
業
の
概
要 

・特別障害者手当 月額26,440円・・・20歳以上で

身体又は精神の障害で常時介護を要する者 

・障害児福祉手当 月額14,380円・・・20歳未満で

身体1級･2級の一部、知的マルＡ、精神 

・経過的福祉手当・・・制度改正以前（Ｓ61.4）20

歳以上で福祉手当受給者で特障手当も障害年金も受

けられない者 

事業の実績・成果  

 

 心身に著しく重度の障害があるため、日常生活において常時特別な介護を必要とする者であって施設に入

所されていない等の条件を満たす者に対して、手当を支給することにより、介護等の精神的・経済的負担の

軽減を図った（合併により旧３町の受給資格者が埼玉県から移管された。）。 

 なお、支給は3ヶ月毎に支給した。 

（平成23年3月31日現在受給資格者数 特別障害者手当73人、障害児福祉手当56人、福祉手当4人） 

支払月 5月期 8月期 11月期 2月期 合計 

金 額 5,881,320円 8,234,960円 8,302,220円 8,155,640円 30,574,140円

延人数 279人 389人 392人 386人 1,446人

 金額、延人数の推移 

 H18 H19 H20 H21 H22 

金 額 14,941,950円 15,263,420円 17,581,820円 18,737,300円 30,574,140円

延人数 719人 731人 857人 908人 1,446人

金額、延人数の推移
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事 業 名 重度心身障害者医療費支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-15 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 249,345,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 249,345,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 228,293,022円

事
業
の
目
的 

重度心身障害者（児）やその家庭の経済

的負担を軽減し、重度心身障害者（児）

の福祉の増進を図る。 

事
業
の
概
要 

・対象者 

 身体障害者手帳1、2、3級所持者 

 療育手帳マルＡ、Ａ、Ｂ所持者 

 65 歳以上で後期高齢者医療制度の障害認定に該当

する者 

事業の実績・成果  

 

 重度心身障害（児）者に医療費一部負担金等を助成することにより、重度心身障害者及び老人の保健の向

上に寄与し、福祉の増進を図った。 

 1 重度心身障害者医療費（延人数 16,344人）  225,413,821円 

 2 データパンチ委託料              1,010,391円 

 3 振込通知郵送料                 497,570円 

 4 臨時職員賃金                 1,371,240円 

 

 医療費の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 187,779,061 200,344,429 206,862,782 214,685,594 225,413,821

 旧加須市 98,043,400 107,371,803 113,449,063 121,743,955 

 旧騎西町 36,779,634 40,815,296 41,103,832 38,364,772 

 旧北川辺町 26,652,355 26,514,848 25,248,153 26,974,955 

医
療
費
（
円
） 

 旧大利根町 26,303,672 25,642,482 27,061,734 27,601,912 

 

医療費の推移
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事 業 名 在宅障害者おむつ支給等事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-17 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 4,905,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 4,905,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 1,289,284円

事
業
の
目
的 

重度心身障害者及び介護者の負担軽減

を図るとともに障害者への福祉の充実

を図る。 
事
業
の
概
要 

・布おむつ貸与事業…委託業者が対象者宅へ布おむ

つを配布・回収。1日あたり24枚を限度 

・紙おむつ支給事業…委託業者が対象者宅へ紙おむ

つを配布。1ヵ月あたり6,300円を限度 

・紙おむつ支給事業（経過措置・旧北川辺町）…合

併前の対象者で、新市制度の対象外となる方に対し

て、委託業者が対象者宅へ紙おむつを配布。1ヵ月あ

たり5,000円を限度。なお、経過措置は23年度まで。

事業の実績・成果  

 

○布おむつ貸与事業 

 在宅の重度心身障害者に対し、おむつを貸与することにより、本人及び介護者を援助し、精神的、経済的、

労力的負担の軽減を図った。 

 対象者       2人（旧加須市の利用者のみ） 

  延利用枚数   12,360枚（税別単価22円） 

 

 事業費の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

事業費（円） 250,033  234,513 230,631  209,561  285,517

 

 

○紙おむつ支給事業 

 在宅の重度心身障害者（児）に対し、紙おむつを給付することにより、本人及び介護者の経済的負担

の軽減と福祉の増進を図った。（合併前は旧北川辺町のみ実施。合併後市内全域に拡大した。） 

 対象者       21人 

 給付額  1,003,767円 
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事 業 名 重度視覚障害者介助手当支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-18 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,332,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,332,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 1,092,000円

事
業
の
目
的 

介助者に対し経済的負担や精神的負担

の軽減を図る。 事
業
の
概
要 

・対象者…身体障害者手帳1級～2級の在宅の視覚障

害者と同居し生活を共にしている介助者 

・対象者からの申請に基づき、年額12,000円を介助

者に支給する。 

事業の実績・成果  

 

 在宅の重度視覚障害者の日常生活における介助者に対し、介助手当を支給することにより、経済的負担の

軽減を図った。 

 支給額 年額12,000円 （平成21年度までは年額20,000円） 

 

 支給者数、支給額の推移 （平成21年度までは旧加須市のみ実施） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

支給額（円）   1,040,000   1,060,000   1,020,000   1,020,000   1,092,000

支給者数 52 53 51 51 91

 

 

支給額の推移
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事 業 名 重度身体障害者居宅改善整備事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-19 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,320,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,320,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 523,000円

事
業
の
目
的 

身体障害者の家庭内での自立を促進す

る。 
事
業
の
概
要 

重度の身体障害者が日常生活において直接利用する

浴室、洗面所、庭など屋内外の改造整備費に対して

補助金を交付する。 

・一般世帯限度額…24万円 

・生活保護世帯限度額…36万円 

・県補助基準に合わせ、生活保護世帯の限度額を変

更。併せて所得制限を導入 

事業の実績・成果  

 

 障害者の家庭内での自立を促進するため、申請により居宅改善整備費を助成する。 

  

 

重度身体障害者居宅改善整備事業利用状況の推移

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

1 1 2 4 3

旧 加 須 市 0 1 1 0

旧 騎 西 町 0 0 0 0

旧北川辺町 1 0 1 3

旧大利根町 0 0 0 1

240,000 173,000 440,000 802,000 523,000

旧 加 須 市 0 173,000 240,000 0

旧 騎 西 町 0 0 0 0

旧北川辺町 240,000 0 200,000 562,000

旧大利根町 0 0 0 240,000

利
用
件
数

(

件

)

加 須 市

補
助
金
額

(

円

)

加 須 市
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事 業 名 心身障害者生活ホーム事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-14 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 9,161,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 9,161,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 7,302,320円

事
業
の
目
的 

心身障害者に生活ホームを利用させる

ことで社会的自立の助長を図る。 事
業
の
概
要 

生活ホームの設置者に、運営経費を補助する。 

補助基準額 入居者1人 日額2,520円（ただし月額

75,800円を保障） 

事業の実績・成果  

 

  心身障害者が自立した生活をするための生活ホームの運営費等を補助し、心身障害者の社会的自立の助長

を図った。 

 事業運営費補助額1人 1日×2,520円（但し月額 75,800円を保障） 

 利用者実人数 月当たり延利用者数 事業運営費補助 

つくしんぼ（市内） 6人      72人     5,457,600円

生活ホーム小原（熊谷市） 1人       12人      925,840円

ひまわり荘(東松山市) 1人      12人        918,880円

合  計 8人      96人      7,302,320円

 

  

 事業運営費補助額の推移(円) 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 23,725,400 24,125,200 13,572,200 9,043,640 7,302,320

 旧加須市 7,352,600 8,792,800 7,807,400 7,146,080 

 旧騎西町 5,457,600 5,457,600 1,720,800 1,756,440 

 旧北川辺町 833,800 1,509,600 1,466,400 141,120 

補
助
額
（
円
） 

 旧大利根町 10,081,400 8,365,200 2,577,600 0 

 ※ 障害者自立支援法に基づくケアホーム等への移行を推進しているため、体系移行していく施設が

多く補助額は年々減少している。 

 

事業運営費補助額（千円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H18 H19 H20 H21 H22
 

 



  158

 

事 業 名 障害（児）者生活サポート事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-20 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 28,230,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 28,230,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 23,744,025円

事
業
の
目
的 

障害（児）者の日常生活への支援及び介

護者の負担軽減を図る。 

事
業
の
概
要 

障害者及びその家族の介護依頼に対してサービスを

提供する民間サービス団体の運営に要する経費を補

助する。 

障害者利用者負担額 1時間当り500円（障害児の負

担額は生計中心者の所得税額により減額あり） 

民間サービス団体へ運営経費補助  

・障害者の場合 1時間当り2,350円 

・障害児の場合 生計中心者の所得税額により 1 時

間当り 2,350円～2,850円 

事業の実績・成果  

 

 障害児・者やその家族の多様化するニーズに応えるため、身近な場所で迅速・柔軟なサービスを提供する

民間団体に運営費を補助し、障害者福祉の向上及び介護者の負担軽減を図った。 

 サービス内容は、一時預かり、送迎サービス、外出援助、宿泊、介護人の派遣等 

１ 福祉有償運送運営協議会負担金   30,000円 

２ 利用登録者数、利用者数、利用件数、運営補助額の推移（旧大利根町は事業未実施）                 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 154 190 229 265 367

 旧加須市 117 149 181 204 

旧騎西町 27 34 39 47  

旧北川辺町 10 7 9 14 

利
用
登
録
者
数
（
人
）  旧大利根町 - - - - 

 

加須市 84 113 134 149 166

 旧加須市 64 93 111 118 

 旧騎西町 13 13 15 22 

 旧北川辺町 7 7 8 9 

利
用
者
数
（
人
）  旧大利根町 - - - - 

加須市 2,471 3,098 3,910 4,357 5,796

旧加須市 2,038 2,498 3,160 3,586 

旧騎西町 312 476 641 471 

旧北川辺町 121 124 109 300 

利
用
件
数
（
件
） 

 

旧大利根町 - - - - 

 

加須市 6,096 7,392 8,133.5 8,268 9,572

 旧加須市 4,958 5,812 6,486.5 6,509.5 

 旧騎西町 750 1,191 1,282 1,178.5 

 旧北川辺町 388 389 365 580 

利
用
時
間
数
（
時
間
）  旧大利根町 - - - - 

加須市 14,786 18,073 20,731 20,433 23,715

 旧加須市 12,084 14,330 16,854 16,248 

 旧騎西町 1,763 2,799 3,013 2,770 

 旧北川辺町 939 944 864 1,415 

運
営
補
助
額
（
千
円
）  旧大利根町 - - - - 
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利用登録者、利用者、利用件数の推移
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利用時間数、運営補助額の推移
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事 業 名 授産施設あけぼの園管理運営事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-12 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 14,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 89,600円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 75,600円

事
業
の
目
的 

身体障害者及び知的障害者の自立及び

社会的経済活動への参加の促進を図る。 事
業
の
概
要 

授産施設あけぼの園の管理運営を指定管理者（加須

市社会福祉協議会）により行う。 

事業の実績・成果  

 

・平成23年3月現在の入所者数 38名(知的障害者27名、身体障害者11名) 

 

・東北地方太平洋沖地震の影響による排水管損傷修繕費用 75,600円（予備費充用） 
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事 業 名 心身障害者地域デイケア事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 6,988,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 6,988,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 3,927,990円

事
業
の
目
的 

心身障害者の社会的な自立の助長を図

る。 
事
業
の
概
要 

社会生活機能の自立訓練のため、在宅の心身障害者

に対し、一定時間に作業指導、日常生活指導、レク

リェーション活動等を行う民間施設の運営費を助成

する。・デイケアクローバー（重度1）・黒浜訓練セン

ター（重度1）・彩花（その他1）・おにっこハウス（そ

の他1）、ななさと福祉作業所(その他1） 

事業の実績・成果  

 在宅の心身障害者の社会参加の促進のため、通所により必要な自立訓練や授産活動等を行う民間の施設の

運営費等を補助することにより、心身障害者の社会参加の助長を図った。 

1 施設利用者   5人（5施設） 

2 運営費補助金  3,927,990円 

   施設別利用者人数内訳 

施  設  名 利用者人数 

クローバー（白岡町）  1人 

黒浜訓練センター（蓮田市）  1人 

おにっこハウス（熊谷市）  1人 

ななさと福祉作業所（嵐山町）  1人 

彩花（神川町）  1人 

合   計 ５人 

 

  利用者人数、補助金額の推移 

※ 心身障害者地域デイケア施設は平成24年3月末までに、障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス

事業所等に移行しなければならないため、該当施設が毎年減少している。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 47 46 45 6 5

 旧加須市  28  26  26  4 

旧騎西町 7 9 8 1  

旧北川辺町 12 11 11 1 

利
用
者
数
（
人
）  旧大利根町 0 0 0 0 

 

加須市 41,294 38,298 37,580 5,045 3,928

 旧加須市  26,595  23,712  22,629  3,737 

 旧騎西町 6,135 6,460 6,666 638 

 旧北川辺町 8,564 8,126 8,285 670 

補
助
金
額
（
千
円
）  旧大利根町 0 0 0 0 
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事 業 名 障害者在宅生活支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-11 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 57,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 99,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 42,000円

事
業
の
目
的 

低所得な障害者の介護保険利用者負担

額を助成することで、生活保護への防止

を図る。 
事
業
の
概
要 

障害者自立支援法における生活保護境界層（利用者

負担額を支払うことで生活保護となってしまうた

め、利用者負担額を 0 円に軽減していた者）が、介

護保険制度に移行することにより発生する利用者負

担の全てを助成することで生活保護への移行を防止

する。 

事業の実績・成果  

 低所得世帯の介護保険のホームヘルプサービスを利用している障害者の経済的負担の軽減を図り、福祉

サービスの利用促進を図ったが、本年度には対象者がいなかった。 

 対象者  0人 

 件数   0件 

 決算額内訳 

 1 手数料         0円 

 2 扶助費         0円 

 3 補助金返還額   42,000円 

 扶助費、対象者数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 1,313,978 896,926 218,189 0 0

 旧加須市 1,313,978 896,926 218,189 0 

 旧騎西町 0 0 0 0 

 旧北川辺町 0 0 0 0 

扶
助
費
（
円
） 

 旧大利根町 0 0 0 0 

加須市 34 32 32 0 0

 旧加須市 34 32 32 0 

 旧騎西町 0 0 0 0 

 旧北川辺町 0 0 0 0 

対
象
者
数
（
人
） 旧大利根町 0 0 0 0  
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事 業 名 重度障害者寝具乾燥車派遣事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-32 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 158,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 158,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 78,750円

事
業
の
目
的 

重度障害者の福祉の増進を図る。 
事
業
の
概
要 

・利用者の費用無料 

・派遣の回数 年度6回 

・寝具の乾燥が困難な重度身体障害者及び重度知的

 障害者に対して寝具乾燥車を派遣する。 

事業の実績・成果  

 

 事業は、旧騎西町の継続利用者のみ 

  

 利用件数、事業費の推移                      

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

利用者数 8人 7人 6人 5人 5人 

事業費 126,000円 108,360円 98,280円 75,600円 78,750円 

 

 

金額、延人数の推移
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事 業 名 災害対策授産施設あけぼの園管理運営事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 935,000円

目 02 障害者福祉費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

 あけぼの園の利用者の安全性を確保

するとともに、施設の安定運営の支援を

行う。 

事
業
の
概
要 

 東北地方太平洋沖地震により被害を受けたあけぼ

の園のエントランスの改修を行う。 

事業の実績・成果  

 災害対策のため、全額平成23年度へ繰越。 

 

 地震災害により被害を受けたあけぼの園エントランスの陥没、破損を改修し、利用者の安全と施設の

安定運営を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 
事 業 名 災害対策障害者自立支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 120,000円

目 03 自立支援給付費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

 市内の障害福祉サービス事業所の利

用者の安全性を確保するとともに、施設

の安定運営の支援を行う。 

事
業
の
概
要 

 東北地方太平洋沖地震により被害を受けた市内の

障害福祉サービス事業所に対し、施設の復旧工事に

かかる費用の一部を助成する。 

事業の実績・成果  

 災害対策のため、全額平成23年度へ繰越。 

 

 地震災害により被害を受けた市内障害福祉サービス事業所施設「マイマイ」の施設修繕費用の一部を

助成し、利用者の安全と施設の安定運営を確保する。 
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事 業 名 障害者自立支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 920,205,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 918,506,163円

目 03 自立支援給付費 決 算 額 893,537,625円

事
業
の
目
的 

障害者施策の3障害（身体・知的・精神）

を一元化し、障害者の自立と共生を実現

する。 
事
業
の
概
要 

障害者自立支援法施行により、平成 18 年 10 月から

福祉サービス体系が再編され、施設は平成24年3月

までに新体系に移行する。①在宅生活支援「訪問系

サービス」②施設入所や通所の昼間のサービス「日

中活動系サービス」③入所施設の夜間やグループホ

ームなどの「居住系サービス」に大別される。 

事業の実績・成果  

 

 障害者施策を３障害（身体・知的・精神）一元化し、障害者が自立した生活を営めるよう支援した。 

 

1 旅費、消耗品費、手数料等      2,427,861円 

  旅費、消耗品費、医師意見書手数料、障害福祉サービス費等支払手数料、不正請求事業所破産申立

に伴う費用の負担金 

 

2 補助金 

・ 共同生活援助等事業費補助金    1,512,050円 

 共同生活介護（ケアホーム）、共同生活援助（グループホーム）への運営費等に対し、補助金を交付

することにより、障害者福祉の向上を図った。 

・ 通所サービス利用促進事業補助金  4,929,000円 

 通所サービス利用者に送迎を実施する事業所に対し、補助金を交付することによりサービス利用の

促進と障害者福祉の向上を図った。 

・ 事務処理安定化支援事業補助金    260,000円 

 障害者自立支援法施行に伴う事務処理に伴う事務が定着するまでの間、事務職員を効果的に配置し

た事業所に対し、補助金を交付することにより事業所の事務処理の円滑化と障害者福祉の向上を図っ

た。 

・ 新事業移行促進事業補助金       84,550円 

 障害者自立支援法に基づく特定旧法施設から新体系事業所等へ補助金を交付することにより、新事

業への移行を図った。 
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3 介護給付 791,638,449円 

 利用者数 金額（円） 

居宅介護 65 35,017,336 

行動援護 30 23,172,774 

児童デイサービス 30 24,498,599 
居宅介護等給付事業 

 計  82,688,709 

重度訪問介護給付事業 1 1,143,370 

療養介護給付費 2 4,461,525 

短期入所給付事業 33 17,459,025 

生活介護給付事業 100 220,158,134 

共同生活介護給付事業（ケアホーム） 40 66,883,534 

施設入所支援給付事業 56 68,503,758 

身体入所療護 6 10,075,414 

身体入所授産 8 21,074,659 

身体通所授産 12 18,891,360 

知的入所更生 49 133,489,577 

知的入所授産 8 21,815,093 

知的通所更生 1 496,700 

知的通所授産 73 124,497,591 

旧法施設支援給付事業 

 計  330,340,394 

 

4 訓練等給付費 91,313,990円 

 利用者数 金額（円） 

共同生活援助給付事業（グループホーム） 11 5,204,550 

就労移行支援給付事業 20 17,431,698 

就労継続支援（Ａ型）給付事業 1 1,190,941 

就労継続支援（Ｂ型）給付事業 52 64,023,631 

自立訓練（生活訓練）給付事業 2 2,761,030 

宿泊型自立訓練給付事業 2 702,140 

 

5 療養介護医療費   1,371,725円  利用者2人 

 

6 事業費の推移                                （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 537,890,456 579,521,697 649,741,377 789,372,119 893,537,625

 旧加須市 296,611,020 308,461,517 339,189,767 423,387,599 

 旧騎西町 101,776,593 110,193,171 119,476,709 145,759,898 

 旧北川辺町 43,827,732 48,629,583 52,956,484 69,165,961 

 旧大利根町 95,675,456 112,237,426 138,118,417 151,058,661 

 

 

 



  166

 

事 業 名 自立支援医療費支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 65,339,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 68,531,326円

目 03 自立支援給付費 決 算 額 68,376,939円

事
業
の
目
的 

身体障害者の自立した日常生活等を支

援し、福祉の増進を図る。 事
業
の
概
要 

・自立支援医療（更生医療）…18 歳以上の身障手帳

所持者で医療保険対象となる診療（心臓手術、腎臓

人工透析療法、腎移植後の抗免疫療法等） 

事業の実績・成果  

 

 身体障害者等に対し、必要な医療費を助成し、職業その他日常生活の能率向上及び自立した社会復帰

の促進を図った。 

 扶助費           67,430,499円 

 委託料（審査手数料）      28,384円 

 平成21年度国県負担金返還金  918,056円 

※通年の扶助費実績額 

 入院          11人（レセプト数  26件）  8,522,999円 

 入院以外（調剤含）    40人（レセプト数 296件） 58,907,500円 

 （1年間分。概算払いで4月に精算） 

 

    

自立支援医療費（扶助費）の推移 （単位：円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

3,306,465 4,036,441 8,522,999

旧 加 須 市 2,617,855 3,798,137

旧 騎 西 町 154,184 143,170

旧北川辺町 534,426 0

旧大利根町 0 95,134

43,590,203 48,201,415 58,907,500

旧 加 須 市 33,194,873 32,216,799

旧 騎 西 町 620,580 1,568,463

旧北川辺町 3,740 4,500,410

旧大利根町 9,771,010 9,915,743

入
院
以
外

加 須 市

入
院

加 須 市
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事 業 名 補装具費支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 16,166,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 16,166,000円

目 03 自立支援給付費 決 算 額 14,060,586円

事
業
の
目
的 

身体障害（児）者の社会生活や日常生活

の能率向上を図る。 
事
業
の
概
要 

身障手帳所持者に対する車いす・義肢・補聴器等の

交付、修理。 

・本人申請（身障手帳所持者）を受けて埼玉県総合

リハビリテーションセンターへ補装具判定依頼をし

て、後日、本人と担当ケースワーカーが立会い判定

を受けた後、決定する。 

なお、障害児の場合は判定手続は不要。 

事業の実績・成果  

 

 身体障害者・児に対し、障害を補うための補装具の購入・修理費を助成し、家庭内及び社会復帰の

促進を図った。（個人負担額は原則1割で、対象者、基準額、耐用年数等の基準がある。） 

 

 用具別内訳                            

購入 修理  

決定件数（件） 金額（円） 決定件数（件） 金額（円） 

義 肢 4 1,272,834 7  834,661

装 具 37 2,911,381 12 189,784

座 位 保 持 装 置 4 1,583,740 11  606,791

盲 人 安 全 つ え 6 21,833 0 0

眼 鏡 4 123,089 0 0

補 聴 器 12 768,305 24   406,041

車 い す 17 3,259,823 19 744,805

電 動 車 い す 1 432,232 6 424,422

そ の 他 11 478,845 0 0

合 計 96 10,854,082 79 3,206,504

 

 

  平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 13,174,817 12,977,907 13,678,446 14,060,586 

 旧加須市 7,654,609 7,105,369 9,022,599

 旧騎西町 1,301,562  2,456,128  877,578

 旧北川辺町 2,563,493 1,170,032 1,664,725

金額 

（円) 

 旧大利根町 1,655,153 2,246,375 2,113,544
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事 業 名 北埼玉地区障害程度区分審査会共同設置事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-21 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,871,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,871,000円

目 03 自立支援給付費 決 算 額 1,558,880円

事
業
の
目
的 

障害者の支援の度合いに応じたサービ

スが利用できるように審査会を経るこ

とで基準の透明化・明確化を図る。 

事
業
の
概
要 

・審査会は共同設置（行田市・加須市・羽生市）と

する。 

・審査会委員は合計15人以内とする。 

・介護給付を新規申請する者及び施設等が新体系に

移行した施設へ通所・入所している者の審査を行う。

事業の実績・成果  

 

 障害者自立支援法第15条の規定により審査会が義務付けられたが、共同設置（3市）で審査することによ

り、単独で設置するより経費の削減が図れたうえ、公平性も保たれた。 

 事務局     加須市 

  審査会開催回数  24回 

 審査件数    271件（うち加須市分143件） 

 歳出額内訳 

  1 審査会委員報酬        1,411,000円 

  2 審査会委員費用弁償       133,480円 

  3 食糧費（審査会委員飲物代）    14,400円 

 

  

 各市町負担金割合 

  負担金は、人口割、身障・療育・精神手帳所持者割、判定者数割の合計で算出した。 

市 町 名  負担金額（円） 

行 田 市  497,283 

加 須 市  729,556 

羽 生 市  332,041 

合  計 1,558,880 

 

 審査会開催回数・件数、事業額の推移                  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

審 査 会 開 催 回 数         32 24 23 24 24

審 査 件 数        365 119 121 406 271

事 業 額 （ 千 円 ）    2,267 1,631 1,594 1,509 1,559

  ※平成21年度までは、3市3町（行田市、羽生市、旧加須市、旧騎西町、旧北川辺町及び旧大利根町）

で共同設置し開催した。 
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事 業 名 障害者計画及び障害福祉計画フォローアップ事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-30 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 60,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 60,000円

目 03 自立支援給付費 決 算 額 27,000円

事
業
の
目
的 

障害者と健常者がともにいきいきと安

心して暮らせるまちづくりをめざす。 事
業
の
概
要 

平成 18 年度から 27 年度までの障害者計画及び、平

成21年度から23 年度までの「第2期加須市障害福

祉計画」の進捗状況を検証する。 

事業の実績・成果  

 

 平成23年度中に新加須市の障害者計画及び障害福祉計画策定に向け、策定懇話会委員を委嘱し懇話

会を開催した。懇話会では、計画の策定に向けて、概要、方針及ぶ策定スケジュールについて、説明す

るとともに、障害福祉に関する22年度の新規事業実績報告と23年度の新規事業予定等の報告を行った。

  

 懇話会委員謝金 27,000円 （謝金対象委員出席者数9名） 

 

 

 

 
事 業 名 訪問入浴サービス事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-09 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,300,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 3,300,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 1,132,500円

事
業
の
目
的 

重度心身障害者の健康を増進するとと

もに経済的負担及び労力的負担の軽減

を図る。 

 
事
業
の
概
要 

身体障害者の居宅を訪問し、浴槽を自宅に持ち込ん

で行われる入浴の介護。 

・対象者 

新市対象者は月2回実施。利用者負担なし。 

・経過措置対象者（旧北川辺町 5年間） 

週2回実施。利用者負担1割 

※介護保険法による要介護、要支援者は対象者から

除く。 

事業の実績・成果  

  

 障害者自立支援法に基づき、入浴が困難な在宅の身体障害者（児）に対し、訪問により居宅において

入浴サービスを提供する事業を実施することにより、身体の清潔の保持及び心身機能の維持等を図り、

地域における身体障害者の生活を支援した。 

 

 利用者数・・・2名 

 委託料 ・・・1,132,500円 
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事 業 名 障害者相談支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 10,957,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 10,957,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 10,957,000円

事
業
の
目
的 

障害者等の日常生活への支援や自立の

促進 事
業
の
概
要 

福祉サービスの利用援助（情報提供、相談等）、社会

資源を活用するための支援（各種支援施策に関する

助言・指導等）、ピアカウンセリング、専門機関の紹

介等。 身体障害者等・・・・・幸生会（羽生市）

知的・精神障害者等・・共愛会（羽生市） 

事業の実績・成果  

 

 障害者自立支援法に基づき平成18年10月から身体・知的・精神障害者(児)の相談支援事業が市町村地

域生活支援事業の一つとして必須事業となり、北埼玉地区（行田市、加須市（旧１市３町）、羽生市）の共

同設置により羽生市の施設へ委託し運営している。相談ケースに応じた支援を個々に行い、障害者の自立や

社会参加の促進を図った。 

 委託先  

  身体障害者相談      社会福祉法人 幸生会（羽生市） 

  知的・精神障害者相談   社会福祉法人 共愛会（羽生市） 

 相談件数 

  身体障害者相談件数  395件 

  知的障害者相談件数  420件 

  精神障害者相談件数  453件 

 負担金額内訳 

 
人口割 

手帳所持者割 

(精神の場合は自立支援医療者含)
相談件数割 合 計 

身体障害者相談分 2,884,800円 1,416,700円 738,800円 5,040,300円

知的障害者相談分 1,506,500円 791,800円 850,600円 3,148,900円

精神障害者相談分 1,506,400円 754,800円 506,600円 2,767,800円

合 計 5,897,700円 2,963,300円 2,096,000円 10,957,000円

 

 負担金の推移                         （単位：円） 

 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 10,779,900 10,698,000 11,092,000 10,957,000 

 旧加須市 6,437,700 6,325,200 6,702,100 

 旧騎西町 1,786,800 1,794,600 1,810,900 

 旧北川辺町 1,165,600 1,221,600 1,227,900 

 旧大利根町 1,389,800 1,356,600 1,351,100 
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事 業 名 障害者就労支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-16 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,542,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,542,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 1,841,700円

事
業
の
目
的 

障害者の自立と社会参加の促進を図る

ことを目的とする。 

事
業
の
概
要 

・障害者就労支援センターを拠点として、身体障害

者、知的障害者、精神障害者に対して、就労に関す

る相談及び助言、障害者の就労を受け入れる事業所

の開拓、就職後のケア等の支援を行う。 

・施設に入所、若しくは通所している者が訓練を終

了し、又は就労移行支援事業、若しくは就労継続支

援事業を利用し、就職等により自立する者に対し就

職支度金を支給し、社会復帰の促進を図る。 

事業の実績・成果  

 

○障害者就労支援センター 

  平成22年8月から、北埼玉地区（行田市・加須市・羽生市）の共同設置により、羽生市の施設へ委

託し運営している。 

 登録により、就労準備支援、職場開拓・就職支援、職場定着支援、離職時支援、生活支援を実施した。

 委託先 

  北埼玉障がい者就労支援センター （社会福祉法人 共愛会） 

 登録者数 30人 

 就労者数  2人 

  支援件数 

  ・就労準備支援 34件 

  ・職場開拓、就職支援 7件 

  ・職場定着支援 8件 

  ・離職時支援 1件 

  ・生活支援 4件 

 

○就職支度金支給 

 就労移行支援及び就労継続支援を利用し、就職により自立した者に就職支度金を支給した。 

 支給者数 3人 

 支給額 1人あたり36,000円 合計108,000円 
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事 業 名 障害者コミュニケーション支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 5,674,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 5,674,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 4,460,140円

事
業
の
目
的 

聴覚、音声機能、視覚等の障害のため、

意思疎通を図ることに支障のある障害

者に対し、意思疎通の円滑化を図り、社

会参加を推進する。 

事
業
の
概
要 

聴覚障害者等が講演会・会議等に出席又は保健セン

ター等での検診を受ける場合、必要に応じて手話通

訳者等を派遣する。（県聴覚障害者情報センターへ委

託） 

並行して、当該事業実施に向け準備委員会を開催。

また、手話通訳者等を養成するため、社協に委託し

て養成講座等を開催する。 

事業の実績・成果  

  

 聴覚障害者等の依頼を受け、埼玉聴覚者情報センターから手話通訳者を派遣することにより、障害者の意

志疎通の円滑化と社会参加の促進を図った。また、市単独で手話通訳者派遣事業を実施するため、準備委員

会を設置し、聴覚障害者団体等の代表者と協議・検討を実施するとともに、社会福祉協議会に手話講習会を

委託した。  

決算額内訳 

 委託料  

 ・手話通訳者、要約筆記奉仕員派遣事業委託料 3,315,000円 

 ・手話講習会委託料              1,094,500円 

 謝金等  50,640円（手話通訳者派遣準備委員会委員謝金、飲物代、会場借上料） 

       

 

手話講習会受講者数内訳 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

手話奉仕員養成講座 

（入門課程） 全25回 
－ － 23人 19人 12人

手話奉仕員養成講座 

（基礎課程） 全20回 
－ － 16人 13人 18人

  （H20、H21は旧加須市のみ） 
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手話通訳利用内容内訳                       （単位：件） 

利 用 内 容 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

打 合 せ － 6 4 16 10

旧加須市 － 6 4 7 

旧騎西町  － 0 0 9 

旧北川辺町 － 0 0 0 

 

 

 

 旧大利根町 － 0 0 0 

式典・イベント・講演 － 17 22 14 22

旧加須市 － 7 7 9 

旧騎西町 － 2 3 5 

旧北川辺町 － 0 0 0 

 

 

 

 旧大利根町 － 8 12 0 

病 院 診 察 － 41 82 64 93

旧加須市 － 28 41 23 

旧騎西町 － 1 9 36 

旧北川辺町 － 4 3 3 

 

 

 

 旧大利根町 － 8 29 2 

 

参観（学校等） － 11 25 14 26

旧加須市 － 7 6 4 

旧騎西町 － 2 15 6 

旧北川辺町 － 0 0 0 

 

 

 

 旧大利根町 － 2 4 4 

面 接 、 相 談 － 28 20 15 13

旧加須市 － 13 7 8 

旧騎西町 － 13 11 7 

旧北川辺町 － 0 0 0 

 

 

 

 旧大利根町 － 2 2 0 

そ の 他 － 7 19 6 14

旧加須市 － 0 8 4 

旧騎西町 － 5 8 1 

旧北川辺町 － 1 1 1 

 

 

 

 旧大利根町 － 1 2 0 

合     計 110 172 129 178
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事 業 名 障害（児）者日常生活用具給付等事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-22 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 18,044,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 19,512,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 16,996,974円

事
業
の
目
的 

障害（児）者等に対して職業その他日常

生活の能率向上を図る。 事
業
の
概
要 

在宅障害者・児、小児慢性特定疾患児に対して、盲

人用時計・移動用リフト・ストマ用装具等の給付等

を行う。 

事業の実績・成果  

  重度障害者・児に対し、日常生活用具を給付又は貸与することにより日常生活の便宜を図った。 

 個人負担額は原則1割で、対象者、基準額、耐用年数等の基準がある。 

  

 用具別内訳（平成22年度）                        

 延べ件数（件） 公費負担額（円）  

介護・訓練支援用具 6 395,030 特殊寝台等 

自 立 生 活 支 援 用 具 15 497,232 入浴補助用具等 

在宅療養等支援用具 5 187,310 電気式たん吸引器等 

情報・意思疎通支援用具 10 800,860 人工喉頭等 

排 泄 管 理 支 援 用 具 299 13,858,317 蓄便・蓄尿袋等 

合  計 333 15,738,749  

 

 小児慢性特定疾患児・・・2件   115,305円（吸引器、入浴補助用具） 

  

 住宅改修     ・・・4件   612,920円 

 

 

 償還金利子及び割引料（補助金返還金）・・・530,000円 

 

 

 日常生活用具給付費の推移             （単位：円） 

 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市   10,875,027  12,068,115  13,502,254  15,738,749 

 旧加須市 5,638,835 7,321,368   7,703,377

 旧騎西町  2,291,414   1,847,019   2,373,776

 旧北川辺町  1,230,956    966,404   1,553,260

 旧大利根町  1,713,822   1,933,324   1,871,841
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事 業 名 移動支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-26 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 14,640,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 14,640,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 10,890,738円

事
業
の
目
的 

障害者等の地域での自立生活及び社会

参加を促すとともに、障害福祉の増進を

図る。 

事
業
の
概
要 

障害者等からの申請に基づき、心身等の状態が支給

対象であるか、その要否を決定する。 

障害者等（利用者）は、この決定に基づき、市と委

託契約を締結している事業所を選択し、希望事業所

がサービスの提供を行う。 

事業の実績・成果  

 

 屋外での移動が困難な障害者等に対して、外出時に付添支援を行い、地域での自立生活及び社会生活

の促進を図った。 

 登録事業所数 15事業所（市内2、市外13） 

 利用者数 52人 

 

 事業費の推移 ―は未実施                              

 平成18年度

（10月～） 
平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 1,987,416 6,742,850 9,161,695 11,395,735 10,890,738

 旧加須市 1,075,311 3,130,470 4,388,283 7,022,547 

 旧騎西町 
449,541 2,395,310 2,487,612

2,066,00

6 

 旧北川辺町 － － － 67,590 

事業費 

（円） 

 旧大利根町 462,564 1,217,070 2,285,800 2,239,592 

加須市 483 1,430 1,788 2,321 1,740

 旧加須市 372 579 685 1,344 

 旧騎西町 106 569 591  544 

 旧北川辺町 － － － 8 

延べ利用

回数 

（回） 

 旧大利根町 5 282 512 425 

加須市 785 2,678 3,681 4,476 4,463

 旧加須市 412.5 1,226.0 1,826.5 2,873.5 

 旧騎西町 180 978.5 993.5  732.5 

 旧北川辺町 － － － 29.5 

延べ利用

時間 

（時間） 

 旧大利根町 192 473.5 861 840.5 
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事 業 名 地域活動支援センター事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-08 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 15,848,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 15,848,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 14,708,622円

事
業
の
目
的 

障害者等地域生活支援の促進を図る。 
事
業
の
概
要 

地域で通所により必要な作業訓練や、社会適応訓練

の場を提供する地域活動支援センターの運営費の補

助。 

事業の実績・成果  

 

 障害者の社会復帰の促進を図るため、地域で通所により必要な作業訓練や、社会適応訓練の場を提供する

地域活動支援センター等に運営費等を補助した。 

 

○補助金 ①NPO法人地域活動支援センターこすもす 8,000,000円 

     ②社会福祉法人相思会アン・フルール  6,000,000円 

○負担金 久喜市地域活動支援センターあんご工房（久喜市へ）323,622円  

○委託料 地域活動支援センターふれあい（古河市） 385,000円 

  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

こすもす利用者総数 22人 28人 31人 25人 24人

こすもす市内利用者数 17人 21人 23人 18人 17人

こすもすへの補助金 5,000,000円 5,000,000円 5,000,000円 8,000,000円 8,000,000円

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ｱﾝ･ﾌﾙｰﾙ利用者総数 ― ― ― 5人 5人

ｱﾝ･ﾌﾙｰﾙ市内利用者数 ― ― ― 5人 5人

ｱﾝ･ﾌﾙｰﾙへの補助金 ― ― ― 6,000,000円 6,000,000円

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

あんご工房市内利用者数 1人 1人 2人 1人 2人

あんご工房への負担金 318,671円 275,847円 400,855円 265,708円 323,622円

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ふれあい市内利用者数 ― ― ― 2人 2人

ふれあいへの委託料 ― ― ― 447,750円 385,000円

 

 



  177

事 業 名 更生訓練費支給事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-13 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,478,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,478,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 1,841,090円

事
業
の
目
的 

自立訓練事業、就労移行支援事業を利用

している障害者及び身体障害者更生援

護施設等に入所及び通所している障害

者の社会復帰の促進を図る。 

事
業
の
概
要 

施設内での訓練のための経費と通所のための経費を

合算した額を支給する。 

事業の実績・成果  

自立訓練事業、就労移行支援事業を利用している障害者及び身体障害者更生援護施設等に入所及び通所

している障害者に対し、施設内での訓練のための必要経費として更生訓練費を支給することにより、施

設からの自立や社会復帰の促進を図った。 

 

 対象者 29人 

 該当施設 10施設 

   訓練のための経費  926,050円 

   1人 月額3,150円（従事日数15日以上） 828,450円 

   1人 月額1,600円（従事日数15日未満）  97,600円 

  通所のための経費  915,040円 

   1人 日額280円 

【支給金額の推移（H21年度までは、旧加須市のみ対象者有）】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

金 額 522,720円 388,040円 390,160円 428,470円 1,841,090円 

 

事 業 名 知的障害者職親委託事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 222-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 720,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 720,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 360,000円

事
業
の
目
的 

知的障害者の自立更生を図る。 事
業
の
概
要 

職親委託事業者に対する委託料･･････1 人あたり月

額30,000円を事業者に支払う。（年払い） 

事業の実績・成果  

 知的障害者の自立更生を図るため、知的障害者を一定期間職親に預け、生活指導及び技能習得訓練等を行

うことによって、就職に必要な素地を与えるとともに雇用の促進と職場における定着性を高め、知的障害者

の福祉の向上を図った。 

  職親委託料 1人月額  30,000円  

  職親利用者 1名 

  【事業費の推移】                                      

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 360,000 360,000 360,000 360,000 360,000

 旧加須市 360,000 360,000 360,000 360,000 

 旧騎西町 － － － － 

 旧北川辺町 － － － － 

金額（円） 

 旧大利根町 0 0 0 0  
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事 業 名 日中一時支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 221-12 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,518,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,518,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 467,685円

事
業
の
目
的 

障害者等を日常的に介護している家族

の一時的な休息を図ることにより、障害

者等の家族を含めた障害福祉の増進を

図る。 

事
業
の
概
要 

障害者等からの申請に基づき、心身等の状態が支給

対象であるか、その要否を決定する。 

 障害者等（利用者）は、この決定に基づき、市と

委託契約を締結している事業所を選択し、希望事業

所がサービスの提供を行う。 

事業の実績・成果  

 

障害者等を日常的に介護している家族の一時的な休息を図り、障害者等の家族を含めた障害福祉の増進

を図った。 

 

 登録事業所数 9事業所（市内1、市外8） 

 利用者数 18人 

 

 

  事業費の推移 ―は未実施                              

 H18（10月～） H19 H20 H21 H22 

加須市 324,603 590,174 720,180 688,824 467,685 

 旧加須市 311,733 583,074 704,601 662,904 

 旧騎西町 0 0 8,748 0 

 旧北川辺町 － 7,100 6,831 0 

事業費 

（円） 

 旧大利根町 12,870 25,920 

加須市 73.5 137 181 106 137 

 旧加須市 48 135 178 97 

 旧騎西町 0 0 1 0 

 旧北川辺町 － 2 2 0 

延べ利用 

回数 

（回） 

 旧大利根町 25.5 9 

加須市 191.75 1124 1313.5 780.8 1,009 

 旧加須市 141.0 1,084.5 1,305.0 730.0 

 旧騎西町 0 0 0.5 0 

 旧北川辺町 － 14 8 0 

延べ利用 

時間 

（時間） 

 旧大利根町 50.75 25.5 0 50.8 
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事 業 名 社会参加促進事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 223-13 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 17,381,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 17,381,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 12,579,040円

事
業
の
目
的 

障害者の経済的負担の軽減と社会参加

等の促進を図る。 事
業
の
概
要 

・障害者自動車運転免許取得費補助…12万円を限度

・身体障害者自動車改造費補助…10万円を限度 

・自動車燃料費助成…月額1,000円（上限） 

・福祉タクシー利用料助成…・年間24枚 

・ファクシミリ利用料助成…月額1,000円（上限）

事業の実績・成果  

 

 障害者が在宅においてできる限り自立した生活を行い、積極的に社会参加ができるよう日常生活の利便性

と経済的負担の軽減を図るため、各種援護を行った。 

 

・自動車燃料購入費助成           5,898,550円（延人数 2,748人） 

 ※経過措置  旧北川辺町：月額助成上限額1,500円、旧北川辺町・旧大利根町：身体障害者手帳所持者

       の利用対象者を障害の部位の制限を設けず、１，２級所持者とし、保護者所有・運転も可と

       する（23年度まで）。 

・福祉タクシー利用料助成           5,987,924円（7,267件（手数料・利用券印刷代含）） 

 ※経過措置  旧北川辺町：22年度48枚、23年度36枚、24年度から24枚              

・ファクシミリ利用料助成（月1,000円上限）    393,566円（対象者  36人） 

 

 障害者の社会参加を促進するため、申請により運転免許の取得、自動車改造費を助成する。 

・障害者自動車運転免許取得費補助（限度額 120,000円）  0件 

・身体障害者自動車改造費補助（限度額 100,000円）    3件 299,000円             

  

事業費の推移  

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 10,618,358 10,366,147 11,527,149 12,038,189 12,579,040

 旧加須市 6,448,490 5,916,020 5,952,099 6,249,267 

 旧騎西町  833,500  890,540  1,005,410  1,033,690 

 旧北川辺町 1,638,536 1,778,307 2,676,868 2,838,846 

金額（円） 

 旧大利根町 1,697,832 1,781,280 1,892,772 1,916,386 

 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

加須市 0 240,000 120,000 25,400 0

 旧加須市 0 120,000 0 0 

 旧騎西町 0 0 0 25,400 

 旧北川辺町 0 0 0 0 

障害者自動車

運転免許取得

費補助事業費 

（円） 
 旧大利根町 0 120,000 120,000 0 

加須市 300,000 466,000 765,500 280,000 299,000

 旧加須市 200,000 266,000 467,000 70,000 

 旧騎西町 0 0 0 10,000 

 旧北川辺町 0 100,000 0 0 

身体障害者自

動車改造費補

助 

（円） 

 旧大利根町 100,000 100,000 298,500 200,000  
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事 業 名 障害者スポーツ交流事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 223-10 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 217,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 217,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 205,997円

事
業
の
目
的 

障害（児）者及び介護者をはじめとして、

スポーツを通して交流を図る。 事
業
の
概
要 

加須市民体育館内において各障害者団体及び介護者

を中心としてミニ運動会を開催する。 

・パン食い競争ほか軽度な競技を中心に個人種目及

び団体対抗種目を実施する。 

・競技の進行等を団体の役員にも協力依頼する。 

事業の実績・成果  

 

 市民体育館内において各障害者団体会員及び介護者を中心としてミニ運動会を開催し、スポーツを通

して、障害の種類や年齢を超えて交流を深めた。 

 

 平成22年6月5日（土）実施 

 決算額内訳 

  1 消耗品費   96,467円（競技用具、賞品等） 

  2 食糧費    34,500円（飲物代等） 

  3 印刷製本費   3,030円（写真現像代） 

  4 負担金    72,000円（埼玉県障害者スポーツ協会年会費） 

 参加団体 18団体 参加人数 285人 

  

 参加人数の推移（H21までは旧加須市のみ実施） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

参加人数 124人 144人 149人 184人 285人 

 

事 業 名 成年後見制度利用支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 213-15 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,864,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,864,000円

目 04 地域生活支援費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

本人の財産の管理や、悪徳商法の被害等

を防止し、高齢者の権利を擁護する。 事
業
の
概
要 

身寄りがなく、申立てをする人がいない認知症の高

齢者、知的障害者、精神障害者の方の保護を図るた

め、市長が法定後見（後見・保佐・補助）の開始で

審判の申立てを行う。 

事業の実績・成果  

 

・平成20年度から事業実施 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

申立て件数 ― ― 1 0 0 

                           ※平成21年度までは旧加須市のみ実施  
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事 業 名 国民年金事務事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 244-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 573,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 573,000円

目 05 国民年金費 決 算 額 441,796円

事
業
の
目
的 

国民年金の目的でもある、すべての人に

共通の基礎年金を給付する 

事
業
の
概
要 

法定受託事務である国民年金の加入・喪失・保険料

免除関係、老齢福祉年金、障害者年金等給付関係業

務の受付業務（年金事務所への送達含む）や年金相

談、年金普及啓発業務を行う。 

・第1号被保険者数（１市３町）  

平成19年度末18,338人 

平成20年度末18,596人 

平成21年度末18,430人 

平成22年度末17,757人 

・休日年金相談の実施（毎月最終日曜日） 

事業の実績・成果  

 

 

 進達件数(件) 

 平成21年度 平成22年度 

 加 須 市                  8,912                       8,156 

旧加須市                  6,127 

旧騎西町                    824 

旧北川辺町                    965 

資

格

関

係 

 

旧大利根町                    996 

 

 加 須 市                    621                         542 

旧加須市                     423 

旧騎西町                     53 

旧北川辺町                     92 

給

付

関

係 

 

旧大利根町                     53 

 

 

 

 保険料免除等件数(件) 

 平成21年度 平成22年度 

 加 須 市                    821                         856 

旧加須市                    452 

旧騎西町                    145 

旧北川辺町                    107 

法
定
免
除 

 

旧大利根町                    117 

 

 加 須 市                  1,338                       1,442 

旧加須市                     859 

旧騎西町                    189 

旧北川辺町                    145 

申
請
免
除 

 

旧大利根町                    145 
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 平成21年度 平成22年度 

 加 須 市                  1,636                       1,673 

旧加須市                  1,046 

旧騎西町                    241 

旧北川辺町                    182 

学
生
納
付
特
例 

 

旧大利根町                    167 

 

 加 須 市                    314                         324 

旧加須市                     197 

旧騎西町                     42 

旧北川辺町                     37 

若
年
者
納
付
猶
予 

 

旧大利根町                     38 

 

  

 休日年金相談 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

相談件数 127件 126件 96件 67件 106件 

相談者数 

(１回あたり) 
10.6人 10.5人 8人 5.6人 7.3人 

 ＊平成18年度から平成21年度は旧加須市のみで実施 

 

 啓発用パンフレット作成 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 48,300円  48,300円     0     0  23,940円 

 ＊平成18年度から平成21年度は加須市のみで実施 

 
事 業 名 外国人高齢者等福祉手当支給事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 240,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 240,000円

目 05 国民年金費 決 算 額 240,000円

事
業
の
目
的 

昭和 57 年以前の年金制度の国籍要件に

より、国民年金に加入できなかった外国

人高齢者の福祉の増進を図る。 

事
業
の
概
要 

・日本の国籍を有しない者で大正 15 年(1926 年）4

月 1 日以前に生まれた者に対し、福祉手当支給事務

を行う。 

・1人当たり月額10,000円を支給する。 

事業の実績・成果  

 対象者  外国人高齢者 2人 

 支給額  10,000円×12月×2人＝240,000円 

 支給日  上半期9月、下半期3月 

  

 

 

 

 

 

 

  ＊平成18年度から平成21年度は旧加須市のみ実施 

年  度 支給人数(人) 金  額(円)

平成18年度 2 240,000

平成19年度 2 240,000

平成20年度 2 240,000

平成21年度 2 240,000

平成22年度 2 240,000
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事 業 名 老人福祉管理事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,921,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,921,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 1,730,980円

事
業
の
目
的 

老人福祉のため効率的・効果的な運営。 事
業
の
概
要 

課の経常的な管理費の経費削減に努める。 

事業の実績・成果  

老人福祉運営に係る諸経費について支出した。 

  【老人福祉管理費年度別実績】                     （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市 1,501,889 518,098 457,601 471,234 1,730,980

旧加須市 469,805 195,581 165,651 73,553 

旧騎西町 804,250 26,973 19,752 104,000 

旧北川辺町 227,834 295,544 272,198 293,681 

 

旧大利根町 － － － － 

 

 ※旧大利根町については事業費なし 

 ※平成22年度より、特別養護老人ホーム多賀谷寿光園、老人保健施設虹の園の借地料を支出してい

  るため、平成21年度に比べて支出額が多くなっている。(借地料1,399,171円) 

 

事 業 名 後期高齢者医療広域連合負担事業 

担 当 課 医療保険課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 242-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 682,279,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 682,279,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 680,281,777円

事
業
の
目
的 

国民皆保険を堅持し、将来にわたり安定

的で持続可能なものとしていくため、75

歳以上の高齢者に係る医療については、

後期高齢者医療制度が創設されている

ため、負担金を支払うことにより、その

運営主体である埼玉県後期高齢者医療

広域連合の円滑な運営を図る。 

事
業
の
概
要 

埼玉県後期高齢者医療広域連合運営に係る経費を各

市町村が広域連合規約の規定に基づき、①医療給付

費に要する経費対象額の1/12相当額や、②人件費、

光熱水費等の共通経費分を負担する。 

事業の実績・成果  

○埼玉県後期高齢者医療広域連合規約に基づき、医療給付に要する経費について負担を行った。 
  療養給付費負担金 657,773,229円 
  
○埼玉県後期高齢者医療広域連合規約に基づき、広域連合の共通経費について構成市町村で負担を行っ
た。 
  埼玉県後期高齢者医療広域連合市町村負担金   22,508,548円 
  ①均等割  共通経費総額の10％を構成市町村で除して算出。 
  ②人口割  共通経費総額の45％に全構成市町村の平成22年 3月31日現在の総人口に占める各

市町村の割合を乗じて算出。 
  ③高齢者人口割  共通経費総額の45％に全構成市町村の平成22年3月31日現在の満75歳以上

人口に占める各市町村の割合を乗じて算出。 
  共通経費合計 ①2,185,700円＋②10,202,651円＋③12,551,915円＝24,940,266円 
  22年度負担金24,940,266円－21年度剰余額2,305,731円－合併に係る精算額125,987円＝ 
  22,508,548円 
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事 業 名 老人ホーム入所事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-14 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 53,214,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 53,023,720円

目 06 老人福祉費 決 算 額 48,340,216円

事
業
の
目
的 

住居の確保を通じ、高齢者の更なる福祉

の充実を図る。 事
業
の
概
要 

65 歳以上の者で、身体上若しくは精神上又は環境上

の理由及び経済的理由により居宅において養護を受

けることが困難な者を養護老人ホームに入所・措置

する。 

事業の実績・成果  

 １ 平成22年度老人ホーム入所判定委員会開催及び新規入所数 

    

Ｈ22老人ホーム入所判定委員会 

開催回数 期  日 

Ｈ22老人ホーム（養護） 

新規入所者数 

３回 

平成22年 7月15日 

平成22年11月19日 

平成23年 3月14日 

７人 

（加須4、騎西1、大利根2） 

 

 【平成22年度養護老人ホーム入所状況】 

                                      （単位：人） 

 あいせん 

ハイム 
偕楽荘 清和園 熊谷ホーム

利根老人 

ホーム 
合計 

 加須市 16 4 3 4 1 28 

旧加須市 14 2 2 2  20 

旧騎西町 1  1 2  4 

旧北川辺町     1 1 

 

旧大利根町 1 2    3 

 

 【老人ホーム入所事業措置費年度別推移】 

                                     （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市 63,468,202 55,686,372 47,302,936 43,610,021 48,340,216

旧加須市 49,079,805 42,160,646 34,484,672 34,146,347 

旧騎西町 6,608,264 7,877,580 7,341,005 5,981,322 

旧北川辺町 3,910,702 3,931,184 3,785,909 1,805,430 

 

旧大利根町 3,869,431 1,716,962 1,691,350 1,676,922 

 

 

 ２ 養護老人ホームへの面談  個人面談により、入所者の生活状況を把握した。 

 【老人ホーム入所者への訪問回数】                （単位：回） 

あいせんハイム 偕楽荘 清和園 熊谷ホーム 利根老人ホーム 合 計 

25 13 10 6 1 55  
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事 業 名 日常生活用具給付等事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-20 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 191,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 191,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 77,873円

事
業
の
目
的 

高齢者の安全の確保と自立の促進を図

る。 

事
業
の
概
要 

日常生活用具の給付・貸与（自動消火器・火災警報

器・電磁調理器・福祉電話等）する。 

事業の実績・成果  

制度やサービス利用の周知を図り、高齢者の自立支援、生活の安全確保に努める。 

◎用具の給付 

 【老人用電話利用年度別実績】 

  老人用電話…平成22年度1件新規（騎西）、4件休止（加須） 

  使用料＝屋内配線使用料＋電話機使用料                   

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用人数（人） 16 15 12 11 8 

使用料（円） 27,547 30,217 19,747 18,960 23,273 

 

 【自動消火器取付年度別実績】 

  自動消火器…平成22年度2件取付（加須1・騎西1）     

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用人数（人） 0 0 0 0 2 

金額（円） 0 0 0 0 54,600  
 

事 業 名 公衆浴場老人入浴料金助成事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 211-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,895,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,895,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 1,184,850円

事
業
の
目
的 

ひとり暮らしまたは自宅に入浴施設の

ないの 65 歳以上の高齢者の健康及び衛

生の保持、福祉の増進を図る。 

事
業
の
概
要 

本人の申請に基づき、入浴券（410円相当）を交付す

る。 

※ 5枚／月×12か月＝60枚 

市民税非課税世帯（H22から） 

事業の実績・成果  

  対象者に入浴券を交付し、高齢者の健康及び衛生の保持、福祉の増進を図った。 

 

  対 象 者  65歳以上のひとり暮らし高齢者の方で、市民税が非課税であり自宅に入浴設備のない方 

  利 用 券  無料入浴券（料金410円は埼玉県告示の統制額によるもの） 

  利用枚数  1ヶ月当たり5枚、年間60枚以内 

  公衆浴場  ときわ湯（市内公衆浴場1箇所） 

  

  利用状況の推移                             （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用者延数 4,706 4,618 4,550 4,549 2,885

 ※平成21年度まで旧加須市のみの事業 

 ※平成22年度から低所得者対策として、市民税が非課税の方を対象に実施。 
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事 業 名 敬老健康増進サービス事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 211-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,790,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 3,790,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 2,932,800円

事
業
の
目
的 

高齢者への祝意を表わし、郷土への愛着

と高齢者福祉への関心を高める。 事
業
の
概
要 

70 歳以上の高齢者に対し、年一度、敬老会の時期に

マッサージ・指圧又はいなほの湯・とねの湯の入浴

のいずれかを利用できる利用券を交付する。 

事業の実績・成果  

  対象者に利用券を交付し、敬老健康増進のサービスを受けることにより高齢者の健康の増進と福祉の 

 向上を図った。 

 

  対 象 者  70歳以上の方 

  交付時期  9月～10月 

  交付方法  70歳から74歳までの方は自宅へ郵送 

        75歳以上の方は民生委員による臨宅配布 

  利 用 券  1人1枚（いなほの湯又はとねの湯の入館、マッサージの施術のいずれかを選択し利用）

 

 

  平成22年度地域別利用者数及び利用率 

利用者数（人） 
 

配布人数 

（人） いなほの湯 とねの湯 ﾏｯｻｰｼﾞ 合計 

利用率 

（％） 

加須市 17,645 1,796 164 1,001 2,961 16.8

旧加須市 10,058 1,508 37 958 2,503 24.9

旧騎西町 3,176 250 2 17 269 8.5

旧北川辺町 1,941 10 21 8 39 2.0

 

旧大利根町 2,470 28 104 18 150 6.1

 ※騎西地域、北川辺地域、大利根地域の方は、平成22年9月からの利用 

 

 

  利用者数及び利用率の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

いなほの湯 1,454 1,428 1,562 1,565 1,796

とねの湯  164

マッサージ 964 1,077 967 986 1,001

利
用
者
数
（
人
） 合計 2,418 2,505 2,529 2,551 2,961

対象者数(人) 9,045 9,367 9,574 9,772 17,645

利用率（％） 26.7 26.7 26.4 26.1 16.8

 ※平成22年度から対象者を市内全域に拡大し事業を実施 

 ※とねの湯は平成22年度から追加 
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事 業 名 敬老祝金支給事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-25 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 44,792,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 40,769,630円

目 06 老人福祉費 決 算 額 40,769,630円

事
業
の
目
的 

77 歳・88 歳・99 歳・100 歳の長寿高齢

者への祝意を表すことにより、高齢者福

祉への関心を高める。 
事
業
の
概
要 

8月1日現在で1年以上居住する高齢者のうち、年度

内に77歳・88歳・99歳・100歳を迎える高齢者に対

し、敬老会の時期にそれぞれ2万円・5万円・8万円・

10万円を支給。88歳・99歳の方には、敬老会の席上

で祝状と筒を、100歳の方には、誕生日に祝状と額を

進呈（市民慶祝事業）する。 

事業の実績・成果  

  市内に居住する高齢者に対し敬老祝金を贈呈し、敬老の意を表するとともに、長寿を祝福した。 

 

  対 象 者  基準日の8月1日現在において次のいずれにも該当する方 

       ・本市に引き続き1年以上居住し、住民基本台帳に記録され、又は外国人登録原票に 

        登録されている方 

・基準日に属する年の4月1日からその翌年の3月31日までにおいて、年齢が満77 

        歳、満88歳、満99歳又は満100歳となる方 

  祝 金 額  満77歳  20,000円 

        満88歳  50,000円 

        満99歳  80,000円 

        満100歳 100,000円 

  贈呈方法  民生委員や市職員が対象者本人へ直接手渡し 

 

  敬老祝金対象者数及び贈呈額 

地域 
77歳 

（人） 

88歳 

（人） 

99歳 

（人） 

100歳 

（人） 

合計 

（人） 

贈呈額 

（円） 

加須 586 203 13 8 810 23,710,000

騎西 164 67 1 1 233 6,810,000

北川辺 106 35 2 1 144 4,130,000

大利根 126 60 4 1 191 5,940,000

合計 982 365 20 11 1,378 40,590,000
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事 業 名 老人クラブ支援事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 211-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 6,446,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 6,446,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 6,354,000円

事
業
の
目
的 

高齢者の知識と経験を生かし、生きがい

と健康づくりのための多様な社会活動

を通じて老後の生活を豊かなものとす

るとともに、明るい長寿社会づくりに資

する。 

事
業
の
概
要 

単位老人クラブの活動（健康増進・友愛・社会奉仕）

老人クラブ連合会の各事業 （1：生きがいと健康づ

くり、2：研修会開催、3：趣味の作品展開催、4：交

通安全対策運動）の支援 

事業の実績・成果  

  高齢者を主体とする地域における自主的な組織であり、生きがいと健康づくりの支援を行った。 

 

 【老人クラブ数】                            （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市 104 104 103 104 102

旧加須市 50 50 49 50 

旧騎西町 29 29 29 29 

旧北川辺町 9 9 9 9 

 

旧大利根町 16 16 16 16 

 

 【老人クラブ会員】                           （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市 6,135 5,926 5,721 5,584 5,208

旧加須市 3,104 2,986 2,863 2,801 

旧騎西町 1,772 1,732 1,694 1,644 

旧北川辺町 453 422 413 401 

 

旧大利根町 806 786 751 738 

  

 【老人クラブ事業年度別補助金交付額】 

                                     （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 6,841,982 6,816,266 6,755,073 6,780,797 6,354,000

旧加須市 2,853,000 2,853,000 2,807,000 2,853,000 

旧騎西町 1,873,300 1,857,300 1,842,100 1,822,100 

旧北川辺町 719,682 719,966 719,973 719,697 

 

旧大利根町 1,396,000 1,386,000 1,386,000 1,386,000 

 

   

 【平成22年度老人クラブ連合会事業内容】※各地域ごとに活動 

  加須…総会、シルバーＧＧ大会（年2回）、文化創作展、高齢者交通安全教室、県外研修 

     老人クラブだより発行、埼玉県老人クラブ連合会主催イベント参加 

  騎西…総会、ＧＧ大会、県外研修、心のふれあい教室、埼玉県老人クラブ連合会主催イベント参加

  北川辺…総会、花のボランティア、輪投げ交流大会、県外研修、埼玉県老人クラブ連合会主催イベ

      ント参加、雑巾寄付事業 

  大利根…総会、県外研修、ＧＧ大会、友愛訪問 
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事 業 名 ひとり暮らし高齢者給食サービス事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,180,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,180,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 1,180,000円

事
業
の
目
的 

ひとり暮らし高齢者を対象とした会
食・配食事業により、民生委員等との関
わりを通じた安否確認や地域での見守
りの充実を図りつつ、高齢者の仲間づく
り･生きがいづくりに役立てる。 

事
業
の
概
要 

社会福祉協議会（各支部）が主催する各地区ふれあ

い広場の開催と、施設・業者を利用した配食事業に

対し、補助金を支給する。 

受益者負担は無し。【加須地域】 

事業の実績・成果  

  ひとり暮らし高齢者を対象に民生委員等の協力により配食を行う社会福祉協議会の事業である。 
  民生委員等との関わりを通じた安否確認や地域での見守りを目的とした給食サービス事業に対し、
 補助金を交付することにより地域福祉の充実を図った。 

 

  内 容  ひとり暮らし高齢者に月1回お弁当を配布する。 

  実施月  4月、5月、6月、10月、11月、12月、2月、3月の年8回 

  延人数  3,543人 

  利用状況の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

延べ人数(人) 4,120 4,026 4,151 4,276 3,543

補助金交付額（円） 1,217,000 1,180,000 1,180,000 1,180,000 1,180,000

 ※社会福祉協議会本所に対し、事業費の一部を補助 

 ※各社会福祉協議会（騎西支所、北川辺支所、大利根支所）は、単独事業として配食事業を実施 

 

事 業 名 ひとり暮らし高齢者福祉タクシー料金助成事業 

担 当 課 福祉課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-09 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,372,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,372,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 1,682,165円

事
業
の
目
的 

高齢者の生活支援、社会参画の促進、閉

じこもりの防止 
事
業
の
概
要 

当該年度の4月1日現在、満75歳以上の独居老人に
対し、タクシー利用料金の一部（初乗料金相当分）
を補助する。（年間 48 回利用できるチケットを配布
する） 
【北川辺地域】 
22年度 48枚  23年度 36枚 
24年度 24枚  25年度 廃止 

事業の実績・成果  

・当該年度の4月1日現在、北川辺地域に住所を有している満75歳以上のひとり暮らし高齢者の方に
 福祉タクシー券を交付し、初乗り料金相当額(710円)を補助し高齢者の社会参加を促進した。 
 (実施期間が平成24年度までの経過措置事業) 
・タクシー券交付枚数(一人当り) 48枚 
・登録人数           77人 

 

   福祉タクシー利用状況の推移                                          単位:人・円 

    平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

登録人数 39 45 64 68 77

実績額 606,540 763,950 1,352,590 1,667,354 1,682,165
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事 業 名 ひとり暮らし高齢者台帳整備事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-24 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 420,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 420,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 385,525円

事
業
の
目
的 

ひとり暮らし高齢者台帳の作成・整備を

し、安否確認や緊急時の連絡体制を確

保・強化する。 

事
業
の
概
要 

民生委員による訪問調査（見守り活動）をもとに、

緊急連絡先等を入力・更新し、ひとり暮らし高齢者

台帳を整備・運営する。 

事業の実績・成果  

  ひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯について、民生委員による訪問調査により把握し、そ 

 のデータを台帳に入力・管理することで、緊急時の連絡体制の確保など高齢者支援の基本情報とし 

 て活用した。 

  台帳の入力作業は、埼玉県緊急雇用創出基金市町村補助事業を活用して、臨時職員1名を雇用し 

 実施した。 

 

  調査方法  民生委員による訪問調査 

  調査結果  65歳以上のひとり暮らし高齢者世帯 1,761世帯 

        65歳以上のみの高齢者世帯     2,161世帯 

  台帳活用  市が実施する福祉事業、社会福祉協議会や地域包括支援センターが実施する事業の 

        基本情報として活用 

  台帳更新  随時、調査結果を入力し台帳を更新 

  予算内訳  臨時職員の賃金等（平成22年度のみ）  

 

 

ひとり暮らし高齢者及び高齢者世帯の世帯数                  

地域 
ひとり暮らし 

高齢者 
高齢者世帯 合計 

旧加須市 1,145 1,303 2,448

旧騎西町 232 341 573

旧北川辺町 197 226 423

旧大利根町 187 291 478

合計 1,761 2,161 3,922

 ※世帯数は、民生委員の訪問調査により把握できた数 
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事 業 名 敬老会助成事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 10,587,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 10,587,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 10,225,420円

事
業
の
目
的 

補助金を交付することにより加須市敬

老会事業の推進を図る。 
事
業
の
概
要 

社会福祉協議会がそれぞれ主催する敬老祝賀の会

（敬老会）の費用の一部を補助する。 

事業の実績・成果  

  社会福祉協議会が主催する敬老会の事業費の一部を補助し、加須市敬老会事業の推進を図った。 

 

  補助金交付額  10,225,420円 

  敬老会事業  記念品贈呈、アトラクションの披露等 

          敬老会対象者（75歳以上）に地域通貨券（300円）を配布 

 

地域 対象者数(人) 会場 補助額内訳（円） 

加須 6,866人（75歳以上） 9会場 5,040,600円 

騎西 2,154人（75歳以上） 5会場 2,646,200円 

北川辺 1,299人（75歳以上） 1会場 1,392,820円 

大利根 2,497人（70歳以上） 1会場 1,145,800円 

合計 12,816人 16会場 10,225,420円  

 

事 業 名 老人居室整備資金貸付事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,000,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,000,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

高齢者の生活環境を整える 

事
業
の
概
要 

高齢者と同居する世帯に対し、高齢者の専用居室を

増築、改築又は改造するために必要な資金の貸付を

行う。 

・市内在住 

・65歳以上の者と同居 

・居室を必要とし、自力での増改築が困難な者 

貸付限度額 200万円／件 

 ⇒ 20万円／年の償還能力が必要 

事業の実績・成果  

平成22年度貸付申請数…なし 

【老人居室整備貸付事業年度別申請者数】 

                                      （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

申請者数 0 0 1 0 0 

  ※平成21年度までは旧3町では実施がなかった、平成22年度より市全域に拡大した。 

 過年度貸付件数   平成9年度  2人 

           平成12年度 3人 

           平成15年度 1人 
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事 業 名 ねたきり老人等ふとん乾燥洗濯サービス事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-15 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 145,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 145,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 48,300円

事
業
の
目
的 

ねたきり老人等の保健衛生の向上と家

庭負担の軽減を図り、老人福祉の増進に

寄与する。 

事
業
の
概
要 

実施時期 6月、9月、12月、3月（乾燥）、1月（丸

洗い） 

対象者 

市内に住所を有し、独力又は家族でふとんの乾燥等

を行うことが困難な方で、下記のいずれかに該当す

る方 

・要介護認定において、要介護に認定された方で、

常時ねたきり又はこれに準ずる方で、市民税非課税

世帯の方 

・満65歳以上のひとり暮らし高齢者で、市民税非課

税世帯の方 

事業の実績・成果  

 65歳以上で、ねたきりやひとり暮らしの方で、自力でふとんの乾燥等ができない市民税非課税世帯

の方に対し、3ヶ月に一度無料でふとん乾燥及び洗濯を行った。 

 

 乾燥サービス 延べ8回（2人×4回） 31,920円 

 丸洗い    延べ2回（2人×1回） 16,380円 

 

  

 【ねたきり老人等ふとん乾燥洗濯サービス事業年度別実績】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用人数(人) 5 5 3 2 2 

決算額（円） 84,000 69,825 38,850 34,230 48,300 

※平成21年度までは、旧加須市と旧北川辺町で実施（旧北川辺町については利用者なし） 

 平成22年度より市内全域に拡大した。 
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事 業 名 高齢者ふれあいサポート試行事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-07 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 256,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 256,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 41,684円

事
業
の
目
的 

地域住民が地域で一人暮らし等の高齢

者を支えるためのサポートシステムづ

くりを行い、地域における高齢者の自立

した生活を継続させる。 

事
業
の
概
要 

各地域でのふれあいサロンなどの高齢者支援活動の

内容や課題を地域ブロンズ会議に反映させ、高齢者

のニーズに沿ったメニュー及び手法を検討する。ま

た、ブロンズ会議全体会議を行い、高齢者支援活動

の情報交換や意見交換を行い、高齢者が安心して暮

らせる地域づくりを行う。 

事業の実績・成果  

○各地域で行われている高齢者の集まりの場などであるサロンの実態把握及び個票の作成 

  加須地域  11ヶ所 

  北川辺地域 11ヶ所 

  大利根地域 16ヶ所 

   合計   38ヶ所 

 

 ○地域ブロンズ会議の開催 

   各地域で高齢者支援活動等について意見交換を行い、課題やニーズの把握を行った。 

 

   ・加須地域の一部 平成22年10月25日実施  出席者12人 各サロンの代表者 

            平成23年  1月31日実施  出席者 7人 各サロンの代表者 

 

   ・北川辺地域   平成23年  1月14日実施  出席者15人 各サロンの代表者 

 

   ・大利根地域   平成22年12月21日実施  出席者14人 各サロンの代表者 

 

  支出･･･ 会場使用料 25,468円 

       消耗品   10,216円 

       報償費    6,000円 

        計   41,684円 
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事 業 名 ねたきり老人等居宅介護者慰労金支給事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 213-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額
一般会計5,400,000円

特別会計11,020,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額
一般会計5,400,000円

特別会計10,868,100円

目 06 老人福祉費 決 算 額
一般会計3,365,000円

特別会計5,860,000円

事
業
の
目
的 

ねたきり老人等の介護者の労をねぎら

う。 
事
業
の
概
要 

要介護4、5のいずれかに認定されている要介護高齢

者を、在宅で介護している者に、月額 5 千円の慰労

金を支給する。 

また、旧加須市の要介護 3 で旧ねたきり老人等手当

又はねたきり老人等介護者慰労金のいずれかを受給

していた者に、2年間の経過措置を行う。 

事業の実績・成果 在宅の要介護高齢者の介護者に対し、慰労金を支給し福祉の増進を図った。 

 １ 支給時期 

    毎年4月（前年12～3月分）、8月（4～7月分）、12月（8～11月分） 

 ２ 支給額 

    月5千円 

 ３ 支給者等の推移 

 

地 域 H18 H19 H20 H21 H22 

人 数

(人) 
67人 54人 84人 75人（106人） 164人

加 須 
支給額

(円) 
2,010,000 1,620,000 2,520,000

2,250,000 

（3,180,000） 
5,420,000

人 数

(人) 
48人 60人 63人 55人（55人） 53人

騎 西 
支給額

(円) 
2,045,000 2,435,000 2,595,000

2,225,000 

（2,225,000） 
2,320,000

人 数

(人) 
― ― ― ― 31人

北川辺 
支給額

(円) 
― ― ― ― 1,045,000

人 数

(人) 
― ― ― ― 11人

大利根 
支給額

(円) 
― ― ― ― 440,000

 

 ※ 加須地域はH18～H21まで、要介護３，４，５を介護している人に、年３万円を支給 

 ※ 加須・騎西地域の慰労金を受けていて、新市の条件に該当しない人（要介護４または５以外の人を介

護している人）については、平成23年度まで旧要綱に基づき支給する。 

 ※ 平成23年度まで、介護保険事業計画に基づき、加須・大利根地域の予算は介護保険特別会計、騎西・

北川辺地域の予算は、一般会計 
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事 業 名 緊急通報システム整備事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-13 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,429,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 3,429,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 3,106,015円

事
業
の
目
的 

高齢者が急病等により緊急に救助を必

要とする場合に備える。 事
業
の
概
要 

65 歳以上のひとり暮らし高齢者及びねたきり高齢者

を抱える高齢者のみの世帯並びに身体障害者のみの

世帯の者で身体上慢性的疾患のある方が緊急時おい

て、簡易に救急車を呼ぶことができる緊急通報装置

（本体端末装置及びペンダント）を貸与する。 

事業の実績・成果  

  65歳以上のひとり暮らし高齢者で身体上慢性的な疾患により常時注意を要する方に、緊急通報を

 発信する機器を貸与することで、日常生活の緊急事態における不安を解消した。 

 

  

  貸与機器  緊急通報用電話機、携帯用無線発信機（ペンダント） 

  業務内容  機器の設置立会い、機器取り外し作業、点検訪問（年1回の電池交換） 

 

  【緊急通報システム利用件数及び設置台数の推移】             （単位：件） 

 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 

加須市 67 81 81 67 52

旧加須市 24 42 43 28 

旧騎西町 43 39 38 36 

旧北川辺町 0 0 0 2 

緊
急
通
報
件
数

 

旧大利根町 0 0 0 1 

加須市 31 38 44 33 44

旧加須市 20 28 35 26 

旧騎西町 11 10 9 4 

旧北川辺町 0 0 0 2 

搬
送
件
数 

 

旧大利根町 0 0 0 1 

加須市 310 324 328 308 263

旧加須市 203 211 214 202 

旧騎西町 47 49 49 41 

旧北川辺町 37 37 38 39 

設
置
台
数 

 

旧大利根町 23 27 27 26 

加須市 21 33 32 22 14

旧加須市 9 21 19 10 

旧騎西町 4 8 9 7 

旧北川辺町 3 2 4 4 

新
規
設
置
台
数

 

旧大利根町 5 2 0 1  
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事 業 名 後期高齢者医療事業 

担 当 課 医療保険課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 242-09 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 180,102,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 192,083,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 184,761,698円

事
業
の
目
的 

後期高齢者医療事業の円滑な運営を図

る。 
事
業
の
概
要 

低所得者への負担軽減（7割・5割・2割）及び事務

費、健康診査支援について、一般会計から繰り出し

を行う。 

後期高齢者医療特別会計に繰り入れた後、徴収した

保険料とともに、埼玉県後期高齢者医療広域連合へ

納付し、制度の円滑な運営を図る。 

事業の実績・成果  

○埼玉県後期高齢者医療広域連合の条例の定めにより、所得の少ない者について、保険料の均等割額

（40,300円）の軽減賦課に基づき減額した額を基礎として負担を行った。 

 ・埼玉県後期高齢者医療基盤安定事業負担金  170,689,754円 

  県負担分（3/4） 128,017,315円 

  市負担分（1/4）  42,672,439円 

 

  低所得者軽減分（法99①関係） 

 対象被保険者数 １人当たり軽減額 軽減額総計 

２割軽減 690 8,060 5,357,192 

５割軽減 354 20,150 6,955,099 

７割軽減 4,933 28,210 134,086,669 

合計 5,977 - 146,398,960 

  被扶養者軽減分（法99②関係） 

 対象被保険者数 １人当たり軽減額 軽減額総計 

５割軽減 1,243 20,150 24,290,794 

 

○後期高齢者医療特別会計に対し、事務費分について繰り出しを行った。 

 ・後期高齢者医療特別会計事務費負担金     10,026,000円 

 

○後期高齢者医療特別会計に対し、健康診査支援分について繰り出しを行った。 

 ・後期高齢者医療特別会計健康診査支援操出金  4,045,944円  
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事 業 名 家族介護用品支給事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 213-17 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 16,920,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 16,575,222円

目 06 老人福祉費 決 算 額 5,378,847円

事
業
の
目
的 

要介護高齢者及びにその家族の精神

的・経済的負担を軽減する。 事
業
の
概
要 

市民税非課税世帯で要介護に認定され、ねたきり又

は認知症などで常時おむつを使用している者（在宅

介護を受けている）に、月額6，300円を限度に介護

用品（紙おむつ、尿取りパッド等）を支給する。 

事業の実績・成果  

 在宅で介護状態になっている高齢者に（ねたきり又は認知症などで常時おむつを使用している者）介

護用品を支給することにより、本人及び介護している家族の精神的・経済的負担の軽減を図った。 

 

 【家族介護用品支給事業利用件数】※各年度3月31日現在の件数       （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市 63 58 77 92 100 

旧加須市 7 14 11 12 

旧騎西町 32 34 46 58 

旧北川辺町 24 20 20 22 

 

旧大利根町 － － － － 

 

※旧大利根町については、H18～H21事業なし 

   

 

 【家族介護用品支給事業年度別実績】                    （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 3,463,066 3,781,257 5,029,307 4,511,452 5,378,847

旧加須市 618,458 781,551 941,840 747,687 

旧騎西町 1,928,800 1,880,034 2,794,523 2,519,182 

旧北川辺町 915,808 1,119,672 1,292,944 1,244,583 

 

旧大利根町 － － － － 

 

  ※旧大利根町については、H18～H21事業なし 
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事 業 名 軽度生活支援事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-12 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,463,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,463,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 967,850円

事
業
の
目
的 

要介護状態への進行防止を図る。 

事
業
の
概
要 

要介護認定により要介護者・要支援者に該当しない

と認められた者のうち、軽度な日常生活援助を必要

とする者にホームヘルパーを派遣し、週1 回 2 時間

以内の家事援助を提供する。【加須地域・経過措置】

ヘルパー派遣費用 1，150円／時間＋交通費50円／

回 

自己負担は所得段階に応じ、0円～650円／時間 

事業の実績・成果  

要介護認定において「非該当（自立）」判定を受けた者のうち、軽度な日常生活上の援助を 

 必要とする方に生活援助員を派遣する。加須地域のみ 

   希望する援助  調理・衣類の洗濯・掃除・買物等 

   派遣回数    1週間に１回 

   派遣時間    1回2時間まで 

・平成23年度で廃止（平成22年以降新規は受け付けない） 

 

  【平成22年度軽度生活支援事業利用状況】                  

 

 

 

 

 

 

 

                              

※ 3月31日までの人数・時間数 
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 【軽度生活支援事業年度別実績】                      

                                （単位：円） 

 

 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

利用人数

(人) 
11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 10 131

利用時間

(時間) 
76.5 64.5 72.5 74.5 63.5 70 75 65 68 63.5 67 61 821

  H18 H19 H20 H21 H22 

予算額 1,620,000 1,752,000 1,620,000 1,686,000 1,463,000

決算額 1,489,825 1,406,150 1,265,700 1,175,900 967,850
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事 業 名 いきいきデイサービス事業 

担 当 課 福祉課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 214-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,978,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,978,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 1,693,912円

事
業
の
目
的 

高齢者の社会参加及び閉じこもりや寝

たきり等の防止 事
業
の
概
要 

北川辺地域に在住の高齢者（おおむね60歳以上）に

対し、地域の集会所等においてさまざまなサービス

の提供を行う。（事業の実施については、社会福祉協

議会に委託） 

事業の実績・成果  

・ 介護保険法による要介護認定を受けていない方で、北川辺地域に住所を有している高齢者(おおむ

ね60歳以上)の方に、通所による各種サービスを提供し、要介護状態にならないよう心身の機能維

持向上に努めた。 

 

  ・事業委託先  社会福祉法人 加須市社会福祉協議会 

  ・利用延べ人数  1,971人 

  ・実施回数     110回 

  ・開催場所    各地域の集会所(11会場) 

  ・サービス内容  ①健康チェック ②レクリエーション ③給食サービス ④教養講座 

           ⑤日常動作訓練 

 

事業の推移 

                                                                         単位:人・円 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

参加延べ人数 2,144 2,040 2,058 2,065 1,971

実績額 2,820,670 2,161,371 2,039,834 2,494,220 1,693,912
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事 業 名 介護保険低所得者対策事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 213-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 68,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 614,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 546,000円

事
業
の
目
的 

介護保険サービスの利用促進を図ると

ともに、介護保険サービスの更なる充実

を図る。 

事
業
の
概
要 

社会福祉法人等が、対象者に対して利用者負担の1/4

（老齢福祉年金受給者は1/2）の軽減を行い、利用者

負担を軽減した総額のうち、本来受領すべき利用者

負担収入に対する 1％を超えた部分の 1/2 を社会福

祉法人に助成する。 

事業の実績・成果  

生計困難者に対して、介護保険サービスの利用者負担を軽減している社会福祉法人等に助成をする。 

 平成22年度対象者1人 

 施設への助成額0円（対象者の軽減額が、施設の本来の収入額の1%未満のため） 

 

 １ 実績 

  （単位：円）

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用人数 4 5 1 1 1

予算額 2,087,000 1,307,000 850,000 677,500 614,000
加須市 

決算額 127,587 116,264 0 0 0

利用人数 2 2 0 0 

予算額 265,000 266,000 152,000 181,000 
旧
加
須
市 決算額 73,587 81,264 0 0 

利用人数 2 3 1 1 

予算額 1,080,000 300,000 200,000 67,500 

旧
騎
西
町 決算額 54,000 35,000 0 0 

利用人数 0 0 0 0 

予算額 450,000 449,000 206,000 137,000 

旧
北
川
辺
町 決算額 0 0 0 0 

利用人数 0 0 0 0 

予算額 292,000 292,000 292,000 292,000 

 

旧
大
利
根
町 決算額 0 0 0 0 

 内 容 
利用者負担 

1/8を軽減 

利用者負担

1/8を軽減

利用者負担

1/4を軽減

利用者負担 

1/4を軽減 
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事 業 名 介護保険事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 243-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 769,491,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 769,491,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 769,491,000円

事
業
の
目
的 

高齢者の自立支援の理念に基づき、介護

保険事業の健全かつ円滑な運営を行う。

事
業
の
概
要 

①要介護者が利用した介護サービスに対する保険給

付とそのための要介護認定事務、保険料の賦課徴収

事務等を行う。 

②要介護状態になることの予防及び状態の悪化防

止、軽減のため、介護予防事業を行う。また、高齢

者の総合相談、介護予防ケアマネジメント等の包括

的支援事業及び任意事業を行う。 

事業費は、介護保険事業に係る法定負担分及び保険

給付に関する事務費、地域支援事業の法定外経費、

予防支援事業費の合計額で、介護特別会計への繰出

金 

事業の実績・成果  

（単位：円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

570,367,323 625,208,648 673,359,915 729,967,000 769,491,000

559,575,738 596,019,695 630,333,485 680,532,180 710,619,135

487,571,089 526,720,140 550,703,366 576,160,000 607,182,000
旧 加 須 市 249,407,000 276,166,000 288,284,308 307,377,000
旧 騎 西 町 110,640,000 114,773,000 116,198,000 117,179,000
旧 北 川 辺 町 52,075,000 57,690,750 62,906,000 63,106,000
旧 大 利 根 町 75,449,089 78,090,390 83,315,058 88,498,000

13,036,836 18,679,612 22,895,807 21,927,000 23,489,000
旧 加 須 市 5,868,000 8,677,000 12,234,000 11,947,000
旧 騎 西 町 4,650,000 6,224,000 5,335,000 4,599,000
旧 北 川 辺 町 1,352,000 1,652,555 2,417,000 1,802,000
旧 大 利 根 町 1,166,836 2,126,057 2,909,807 3,579,000

0 11,894,691 29,800,000 39,645,000 44,058,000
旧 加 須 市 - - 22,601,000 29,153,000
旧 騎 西 町 - - - -
旧 北 川 辺 町 - 9,683,000 7,199,000 10,492,000
旧 大 利 根 町 - 2,211,691 - -

69,759,398 67,914,205 67,743,742 87,681,000 91,820,000
旧 加 須 市 35,281,000 34,958,000 36,439,000 34,447,000
旧 騎 西 町 11,486,000 15,079,000 15,606,000 37,153,000
旧 北 川 辺 町 11,278,000 10,106,000 7,344,000 4,600,000
旧 大 利 根 町 11,714,398 7,771,205 8,354,742 11,481,000

0 0 2,217,000 4,554,000 2,942,000
旧 加 須 市 - - 2,217,000 4,554,000
旧 騎 西 町 - - - -
旧 北 川 辺 町 - - - -
旧 大 利 根 町 - - - -

10,791,585 29,188,953 43,026,430 49,434,820 58,871,865
旧 加 須 市 4,455,106 12,502,508 19,268,869 49,434,820
旧 騎 西 町 3,559,266 10,901,798 10,463,484 -
旧 北 川 辺 町 1,723,182 3,993,147 11,089,774 -
旧 大 利 根 町 1,054,031 1,791,500 2,204,303 -

一
般
会
計
へ
の
返
還
金

加 須 市

地
域
支
援
（

法
定
外
）

加 須 市

一般会計から介護保険事業特別会計への繰出金の推移

地
域
支
援
（

法
定
）

加 須 市

実質繰出額

介
護
給
付
費

加 須 市

繰出金合計

事
務
費

加 須 市

介
護
予
防
支
援
事
業

加 須 市
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事 業 名 介護サービス利用者負担助成事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 213-19 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 12,252,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 15,938,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 15,264,365円

事
業
の
目
的 

在宅介護サービスを利用する低所得者

の経済的負担を軽減するため、利用者負

担額の一部を助成する。 
事
業
の
概
要 

市民税非課税世帯の在宅介護サービス利用者が申請

により利用金額の一部を助成する。 

助成率    

介護保険料第1段階：50％   

介護保険料第2段階：25％ 

介護保険料第3段階：25％ 

事業の実績・成果  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

3,583 3,457 3,727 4,114 5,932

旧 加 須 市 3,408 3,263 3,504 3,861

旧 騎 西 町 148 158 175 208

旧北川辺町 27 36 48 45

旧大利根町 0 0 0 0

4,520 4,666 4,666 5,346 6,501

旧 加 須 市 3,098 2,887 2,869 3,261

旧 騎 西 町 952 1,390 1,398 1,618

旧北川辺町 174 212 254 319

旧大利根町 296 177 145 148

9,139,501 10,259,668 10,076,462 12,124,350 15,264,365

旧 加 須 市 4,504,096 4,604,735 4,554,295 5,449,547

旧 騎 西 町 3,487,449 4,906,877 4,720,280 5,667,512

旧北川辺町 334,201 376,591 453,904 734,728

旧大利根町 813,755 371,465 347,983 272,563

助
成
額

(

円

)

加 須 市

介護サービス利用者負担助成利用状況の推移

申
請
件
数

(

件

)

加 須 市

勧
奨
通
知
数

(

人

)

加 須 市

 

9,139,501

15,264,365

12,124,350

10,076,46210,259,668

4,520 4,666 4,666

5,346

6,501

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

H18 H19 H20 H21 H22
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件

助成額
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事 業 名 ふれあいほーむ管理運営事業 

担 当 課 福祉課（大利根） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-08 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 726,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 953,030円

目 06 老人福祉費 決 算 額 931,079円

事
業
の
目
的 

「ふれあいほーむ」を利用して高齢者の

生きがいと健康づくり・地域福祉の推進

を図る地域活動等を支援する。 

事
業
の
概
要 

ふれあいほーむの管理運営費 

・需用費、役務費、施設管理委託料等 

事業の実績・成果  

 年末年始を除く毎日午前9時から午後10時まで貸し出しを実施。陶芸サークル、脳トレーニング教

室などの利用があり、高齢者の生きがいづくり、認知予防等の成果があった。その他老人クラブをはじ

め地域のサークル活動等の利用もあり、地域福祉の向上が図れた。 

 

○ 平成22年度 利用者    延べ524団体、8,352人 

         使用料収入  年間428,000円 

 

○ 平成22年度 施設維持管理経費  931,079円 

 ・光熱水費      543,555円 

 ・修繕費       267,030円 

           （トイレ改修、浄化槽ブロア交換） 

 ・その他維持管理費  120,494円 

 ・他に床、トイレ清掃、敷地除草を職員が実施。 

 

○ 過去５年間の利用者数、使用料収入の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用者数(人) (データ無し) (データ無し) (データ無し) 7,099 8,352

使用料収入（円） 260,900 305,500 369,900 426,400 428,000
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事 業 名 地域ふれあい訪問事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-10 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 167,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 167,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 33,500円

事
業
の
目
的 

高齢者等の自立支援としてボランティ

アが訪問し、ねたきり等にならないよう

地域の住民で支え合うことで、高齢者の

自立支援を進める。 

事
業
の
概
要 

地域のボランティアが日中単身の高齢者等の家庭を

訪問し、話し相手や散歩の介助等のサービスを行う。

利用は申請により適当と認められた者に対し、ボラ

ンティアを派遣する。派遣は複数で行い、有償ボラ

ンティアとして謝金対応する。 

事業の実績・成果  

 日中話し相手がいない単独世帯で虚弱な高齢者宅へボランティアが訪問し、話し相手や散歩の介助を

行った。 

 

 ・ボランティア謝金 ＠500×67回＝33,500円 

  

 

 【利用件数及びボランティア活動件数】 

                                      （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用件数 141 96 72 39 33 

ボランティア活動件数 277 192 149 73 67 

                           ※平成21年度までは旧加須市のみ実施 

 

 【地域ふれあい訪問事業利用件数とボランティア活動件数の推移】 
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事 業 名 介護施設整備促進事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 213-39 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 16,956,000円

目 06 老人福祉費 決 算 額 16,842,000円

事
業
の
目
的 

介護を必要とする高齢者が、必要な介護

サービスを利用できるよう、安全で安心

した介護サービスの提供基盤を整備す

る。 

事
業
の
概
要 

介護サービス事業の創設、増設に関する相談に対応

するとともに、要綱に基づき、老人福祉施設等の整

備に対し補助金を交付する。また、介護保険事業計

画に定めた地域密着型サービス事業所の整備の促進

を図り、事業者指定を行う。 

事業の実績・成果  

 改正消防法施行令の施行により平成21年4月から新たにスプリンクラーの設置が義務付けられた既

存の小規模福祉施設（延べ床面積275㎡以上1,000㎡未満）及び義務付けがない275㎡未満の既存の小

規模福祉施設にスプリンクラー設備を整備する事業に対し補助金を交付した。（平成22年度地域介護・

福祉空間整備等施設整備交付金を活用し、加須市公的介護施設等整備事業補助金として対象事業者に交

付。） 

 

スプリンクラー設備を設置した小規模福祉施設 

 

施設名 延床面積（㎡） 補助金請求額（円） 

グループホーム藤の里（鴻茎）     452   4,068,000 

グループホームそよ風（平永）     561   4,935,000 

加須ひばりの里（久下）      616   5,544,000 

麦倉ひばりの里（麦倉）      255   2,295,000 

計（4施設）     16,842,000 

 

補助金額 （対象施設の延床面積）×（補助基準単価9,000円／㎡）を補助金限度額とする。 
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事 業 名 老人福祉センター管理運営事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 211-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 31,002,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 34,750,398円

目 07 老人福祉センター費 決 算 額 33,060,929円

事
業
の
目
的 

利用者の健康の増進、教養の向上、生き

がいづくりの支援。 
事
業
の
概
要 

市内の高齢者(年齢制限有）は無料で利用できる、老

人福祉センターである。 

入浴施設（加須・大利根）、広間、舞台、カラオケ、

囲碁将棋、マッサージ等の設備を提供すると同時に、

衛生的な公衆浴場としての機能と、生きがいづくり、

健康づくりの拠点としての安全な環境を確保する。

事業の実績・成果  

・お年寄りの皆さんが地域の仲間と一緒に健康で明るい生活を楽しんでいただくために、各センター

ごとに様々なイベントを開催した。 

【年間行事】替わり湯、カラオケ大会、バラ園見学、健康相談、（加須）高齢者教養教室（騎西） 

      健康体操（加須・騎西） 

 

【老人福祉センター年度別利用者】                    （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市 73,884 

(12,456) 

68,514 

(11,969) 

64,959 

(12,913) 

59,508  

(10,974) 

67,192 

(10,951) 

老人福祉センター不老荘 27,323(259) 25,220(325) 22,665(224) 23,450(202) 25,704（33）
騎西老人福祉センター 9,514（0） 8,349（3） 7,286（16） 5,908（1） 6,888(0) 
北川辺老人福祉センター 7,571(40) 7,044(93) 5,879(59) 5,050(65) 4,860 (29)

 

大利根総合福祉会館 29,476

（12,157） 

27,901

（11,548）

29,129

（12,614）

25,100

（10,706） 

29,740 

（10,889）

 ※（ ）の数字はうち市外利用者の数 

 

・高齢者が健康で豊かな生活を送るための便宜を総合的に供与する場としての環境整備を行った。 

（加須：直営） 

    更衣室内洗面給湯配管修繕 36,750円、給湯器修繕 40,000円 

    浴室シャワー混合栓修繕 87,780円、和室ガラス修繕 40,068円 

    デジタル放送アンテナ取付工事 89,250円 

（騎西：指定管理） 

    老人福祉センター運営管理料 4,254,738円 

    自動火災報知設備工事 155,400円 

（北川辺：直営） 

    浄化槽ブロワーベルト交換 2,625円、通信カラオケ配線修理 2,100円 

    老人福祉センター障子はりかえ 25,850円 

（大利根：指定管理） 

    大利根総合福祉会館指定管理業務委託料 8,450,000円 

    100の湯加熱用熱交換器修繕 997,500円、100の湯揚湯ポンプ交換修繕 2,488,500円 
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事 業 名 男女共同参画推進事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 651-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,616,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,615,817円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 1,963,024円

事
業
の
目
的 

積極的な推進活動や相談事業を充実さ

せることにより、男女共同参画社会の実

現を図る。 

事
業
の
概
要 

男女共同参画市民企画委員会の運営、男女共同参画

情報紙の発行、男女共同参画セミナーの実施、男性

の家庭・地域参画推進事業の実施、面接相談業務の

実施、みんなでフォーラムinかぞの開催 

事業の実績・成果  

○男女共同参画審議会（加須市男女共同参画推進会議）の運営               65,200円 

市民と協働して男女共同参画社会の形成を図る。 

 

○男女共同参画市民企画委員会の運営                          155,120円 

 行政と市民との協働により男女共同参画を推進するため、男女共同参画に関するフォーラムやセミナーな

ど、事業の企画立案から運営までを手がける「男女共同参画市民企画委員会」を設置、運営した。 

 平成22年度は委員19名により組織し、事業部、広報部、研修部の3部会に分れて活動した。毎月第3水

曜日に定例会を開催、また、その他必要に応じて各部会を開催した。 

○加須市男女共同参画情報紙「ぱれっと」の発行                     396,000円

 男女共同参画市民企画委員広報部が中心となり、企画から取材、編集までを手がけ、男女共同参画社会の

形成や啓発、女性問題の解決につながる情報等を提供する情報紙を年2回、市内全戸に配布した。 

 

○男女共同参画セミナーの開催                             113,780円

 男女共同参画市民企画委員会研修部が中心となり、企画から実施までを手がけ、女
ひと

と男
ひと

が共に考えを学ぶ

セミナーを開催した。 

 

 開催日 テーマ 講 師 参加者数

1 H22.9.22（水） 
相談からみた家族  

 ～地域と家族のふれあい～  

 

新井栄子 氏 32人 

2 H22.10.9（金） 
今！話題 食べるラー油～お父さんも作れる

よ～ 
川畑久子 氏 33人 

3 H22.10.23（土） 働く女性に癒しの時間を･･ 原嶋早苗 氏 27人 

4 H22.11.13（土） 世界のパパに聞いてみよう！話してみよう！
ファシリテーター 

赤坂和浩 氏 
19人 

5 H22. 12.4（土） 人生いろいろ 絵本もいろいろ  垂石眞子 氏 86人 

 

○「みんなでフォーラムinかぞ」の開催                        259,900円 

 男女共同参画委員会事業部が中心となり、企画から実施までを手がけ、男女共同参画社会の実現に向けて

広く市民に啓発するフォーラムを開催した。 

１ 期 日 平成23年1月23日（日） 

２ 場 所 パストラルかぞ 小ホール 

３ 内 容 ①男女共同参画推進事業所表彰：2事業所 

       ②講演会 テーマ：「逆境を乗り越え、夢に向かって生きる」 講師：サヘル・ローズ 氏 

                                       参加者368人 
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男女共同参画セミナー及び「みんなでフォーラムinかぞ・きさい」参加者数 

                                      （単位：人） 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

セミナー 204 180 198 156 197 
加須 

フォーラム 340 220 340 200 368 

セミナー 24 34 37 51 33 
騎西 

フォーラム 259 265 316 235 350 

 

市主催　男女共同参画セミナー及びフォーラムの参加者数の推移
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女性人材育成事業の補助金を活用した、女性団体主催のフォーラムの開催。 

○平成22年度 男女共生講演会の開催 
１ 期 日 平成23年2月20日（日） 

  ２ 場 所 北川辺生涯学習センター「みのり」多目的ホール 

 ３ 内 容 講演会 テーマ：「女（ひと）と男（ひと）の人生を楽しくする方程式」  

         講師：ピーター・フランクル氏            

                              参加者 294人 

 

○加須市大利根男女共同参画連絡協議会講演会の開催 
１ 期 日 平成23年1月16日（日） 

  ２ 場 所 大利根生涯学習センターアスタホール 

 ３ 内 容 講演会 テーマ：「爆笑して考える 家庭のこと 仕事のこと 未来のこと」  

         講師：瀬地山 角氏 

                              参加者 250人 

 

○健康セミナーの開催                              

 男女共同参画社会の推進のため、健康づくりを目的とした実践を取り入れたセミナーを開催した。 

１ 期 日 平成23年1月19日（水） 

２ 場 所 騎西生涯学習センター（キャッスル騎西）多目的室 

 ３ 内 容 フォークダンスの実践 

 

○「みんなでフォーラムｉｎきさい」の開催                       208,500円 

 加須市騎西女性団体連絡協議会と協働の上、男女共同参画社会の実現を目指すことを目的とし開催した。

１ 期 日 平成23年2月6日（日） 

２ 場 所 騎西コミュニティセンター ２階ホール 

 ３ 内 容 講演会 演 題：「すべての子どもは天才である！」  

            講 師：横峯 吉文 氏          参加者350人 
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                                 （単位：人） 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

セミナー 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 
北川辺 

フォーラム 382 298 306 237 294 

セミナー 未実施 未実施 未実施 未実施 未実施 
大利根 

フォーラム 未実施 未実施 未実施 410 250 

 

女性団体主催　男女共同参画セミナー及びフォーラムの参加者数の推移

0 0 0 0 0
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※ 平成23年度から、加須市の男女共同参画推進事業のフォーラムは一元化 

 

○相談事業                                     516,000円 

 毎日のくらしの中で起こるさまざまな出来事で悩んでいる女性のために、電話相談及び面接相談を実施し

た。 

  

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 72 101 108 140 118 

 旧加須市 70 101 106 137 

 旧騎西町 － － － － 

 旧北川辺町 2 0 1 1 

電
話
相
談 

 旧大利根町 0 0 1 2 

  

加須市 56 53 65 59 39 

 旧加須市 36 37 41 39 

 旧騎西町 20 16 24 19 

 旧北川辺町 0 0 0 0 

面
接
相
談 

 旧大利根町 0 0 0 1 

  

加須市 0 0 0 5 1 

 旧加須市 0 0 0 5 1 

 旧騎西町 

 旧北川辺町 

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー

入
所
件
数 

 旧大利根町 

男女共同参画・女性政策担当の保護入所者は無し   

 

 

※女性のための相談室 面接相談は、女性センターオープンに合わせ開設。（平成16年11月） 

   電話相談 毎週月曜日 9:00～16:00 

   面接相談 毎週木曜日13:00～16:00 

         

※ 女性のためのチャレンジ支援相談は、平成22年9月開設。 

平成22年度 電話相談    3件 

       面接相談        6件 
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○平成22年度 市民意識調査の実施                          218,390円 

 これまで、男女共同参画社会の実現を目指し、各種の施策・事業を積極的に推進してきたが、新市におけ

る男女共同参画意識の更なる醸成と効果的事業推進を図るため、市民の意識と実態を把握することにより、

「男女共同参画推進条例」の制定及び「男女共同参画プラン」（10 年）の策定の基礎資料とするため実施し

た。 

 調査方法等 

（１） 調査地域  加須市全域 

（２） 調査対象  加須市在住の満18歳以上の男女 

（３） 標 本 数   2,000人（男性1,000人 女性1,000人） 

（４） 抽出方法  等間隔無作為抽出 

（５） 母 集 団   加須市住民基本台帳 

（６） 調査方法  郵送配布・郵送回収   回収数 738通 

         （なおハガキによる督促の実施） 

（７） 調査期間  平成23年2月10日～2月25日 

 

○男女の平等感の意識について 

「家庭」「教育」「職場」「政治」「地域活動」の場、「社会通念や風潮」及び「法律や制度の上」では 

の各設問において「平等と感じている」と回答した結果の平均は以下のとおり。 

・平成18年度 24.2％ 「男女共同参画セミナー参加者対象に実施」 

・平成19年度 25.3％ 「男女共同参画セミナー参加者対象に実施」 

・平成20年度 20.7％ 「男女共同参画セミナー参加者対象に実施」 

・平成21年度 25.9％ 「男女共同参画セミナー参加者対象に実施」 

・平成22年度 32.7％ 「市民意識調査結果（5年おきに実施）」 

 

○各種審議会等における女性委員の割合 

 女性委員の登用を促進するとともに、女性委員が不在の審議会等の解消に努めている。 

 平成22年度については、審議会等各委員の決定時期が異ったため、平成23年4月1日調査においては、

34の審議会等における女性委員の割合が23.5％となった。 

  

○事務用品費                                     30,134円 
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事 業 名 ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス）対策事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 651-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 500,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 500,000円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 480,585円

事
業
の
目
的 

配偶者等男女間の暴力などへの相談支

援体制を充実する。 事
業
の
概
要 

電話相談事業の充実を図り、相談者への的確な支援

を行うことにより、ＤＶ被害の防止、抑制に努める。

事業の実績・成果  

 配偶者からの暴力（以下ＤＶという）加害者から逃れるための糸口となる電話相談事業の充実を図り、

相談者への的確な支援を行うことにより、ＤＶ被害の防止、抑制に努める。 

 

○ 電話相談  H22 118件中 DVを含む相談  17件 

○ 面接相談  H22  39件中 DVを含む相談   15件 

○ 婦人相談センター入所             1件 

                                        （単位：件） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 72 101 108 140 118

 旧加須市 70 101 106 137 

 旧騎西町 － － － － 

 旧北川辺町 2 0 1 1 

電
話
相
談 

 旧大利根町 0 0 1 2 

  

加須市 56 53 65 59 39

 旧加須市 36 37 41 39 

 旧騎西町 20 16 24 19 

 旧北川辺町 0 0 0 0 

面
接
相
談 

 旧大利根町 0 0 0 1 

  

加須市 0 0 0 5 1

 旧加須市 0 0 0 5 1

 旧騎西町 

 旧北川辺町 

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー

入
所
件
数 

 旧大利根町 

男女共同参画・女性政策担当の保護入所者は無し   
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事 業 名 ひととき託児事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,732,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 1,732,000円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 892,317円

事
業
の
目
的 

子育て中の市民（主に女性）の社会参画

促進とボランティア意識の高揚を図る。 事
業
の
概
要 

市が主催する講演会等に、子育て中の市民が参加す

る際、保護者に代わり一時的に市民ボランティアが

託児を行う。対象児童は 2 歳から就学前で、託児時

間は概ね 2 時間程度としている。ボランティアは公

募して登録する。 

事業の実績・成果  

市が主催又はこれに準ずる講演会、セミナー、スポーツ教室等に市民が参加する際、ボランティアが一時的

に託児を行うことで、子育て中の女性の積極的な社会参加の支援とボランティアの活動への意識の高揚を図

った。 

・ ひととき託児ボランティア謝金 ＠1,500円×515人＝772,500円 

・ 託児用具収納バックほか                   40,000円 

・ ボランティア傷害保険、預かる児童傷害保険   79,817円 （平成22年保険精算還付 29,368円）

      

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 2,104 1,864 1,747 1,153 1,322 

 旧加須市 1,939 1,603 1,566 1,097 

 旧騎西町 165 261 181 56 

 旧北川辺町 

託
児
児
童
数 

 旧大利根町 
実施なし 

  

加須市 592 539 611 415 521 

 旧加須市 527 440 537 383 

 旧騎西町 65 99 74 32 

 旧北川辺町 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
数  旧大利根町 

実施なし 

  

加須市 232 210 231 175 178 

 旧加須市 210 179 205 159 

 旧騎西町 22 31 26 16 

 旧北川辺町 

活
動
件
数 

 旧大利根町 
実施なし 

  

  ※該当年度末時現在  ※ H22 合併により事業は、市全域に拡大 

 

　加須市（H18～2１は託児活動のある旧市・町の合計数）　件数の推移
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事 業 名 女性人材育成事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 651-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,500,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 2,500,000円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 2,371,860円

事
業
の
目
的 

女性のリーダー的人材の発掘と資質向

上を図るとともに、よりよいまちづくり

を目的とした女性団体の活動に対する

支援を行う。 

事
業
の
概
要 

女性リーダー養成のための研修会の実施、女性人材

リストの充実・活用、市の行事への協力及び積極的

な地域活動を行っている女性団体に対する助成の実

施、日本女性会議への参加補助の実施。 

事業の実績・成果  

○各女性団体に対し積極的な地域活動の支援と男女共同参画行政への協力を図るため、補助金の交付を行っ

た。女性団体の地域活動意識の向上、取組の充実につながっている。 

１かぞ地域女性会連合会                        830,000円 

２地区女性会                             357,100円 

 ※各地区均等割額35,000円と会員数×300円 

３加須市騎西女性団体連絡協議会                    172,000円 

４北川辺女性団体連絡協議会                      320,000円 

５加須市大利根連合婦人会                       305,000円 

６加須市大利根男女共同参画連絡協議会                 300,000円 

                                    （単位：円） 

加須      

○補助金      

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

かぞ地域女性会連合会 855,000 855,000 830,000 830,000 830,000 

加須女性会 91,400 88,400 89,300 86,900 83,900 

不動岡女性会 65,600 64,400 62,300 62,600 57,200 

三俣女性会 80,000 78,200 74,900 72,500 71,900 

礼羽女性会 84,800 84,500 83,300 81,500 79,400 

水深女性会 58,100 58,100 53,600 52,700 休会 

樋遣川女性会 68,600 67,100 67,100 65,300 64,700 

志多見（休会） 43,700         

合計 492,200 440,700 430,500 421,500 357,100 

       （単位：人） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

加須女性会 188 178 181 173 163 

不動岡女性会 102 98 91 92 74 

三俣女性会 150 144 133 125 123 

礼羽女性会 166 165 161 155 148 

水深女性会 77 77 62 59 休会 

樋遣川女性会 112 107 107 101 99 

志多見（休会） 29         

会員数 824 769 735 705 607 

（単位：円） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

加須市騎西女性団体連絡協議会 90,000 90,000 172,000 172,000 172,000 
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○会員数（団体数）       （単位：団体） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

加須市騎西女性団体連絡協議会 11 11 11 11 11 

      

北川辺      

○補助金     

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

北川辺女性団体連絡協議会 320,000 320,000 320,000 320,000 320,000 

      

○会員数    （単位：人） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

北川辺女性団体連絡協議会 － 202 202 202 202 

      

大利根      

○補助金    （単位：円） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

加須市大利根連合婦人会 315,000 305,000 305,000 305,000 305,000 

加須市大利根男女共同参画連絡協

議会 － － － 
0 300,000 

      

○会員数    （単位：人） 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

加須市大利根連合婦人会 300 300 300 300 300 

加須市大利根男女共同参画連絡協

議会 － － － 
500 500 

 

○日本女性会議参加補助                                87,760円 

 全国規模で開催される日本女性会議に、市民（公募）の方が参加することで、男女共同参画や女性問題に

関する知識の習得及び意識の高揚を図った。 

 １日 程 平成22年10月1日（金）～2日（土） 

 ２場 所 京都府京都市 

 ３参加者 市民４人（旅費半額補助） 

 

○女性リーダー研修会                                   0円 

        平成22年度 下記の日程の女性リーダー研修会が、東日本大震災により中止 

 女性のリーダー的人材の発掘及び資質の向上を図る目的で実施。  

 １期 日 平成23年3月17日（木） 

 ２講 話 成田 仁 氏（前埼玉県熊谷児童相談所課長） 

 ３テーマ ・「児童虐待の現状と対策」について 

       

      ・「男女共同参画社会の実現を目指して」 総務部参事兼男女共同参画課長 

 

 

 

○女性人材リスト登録者の推移 

 審議会等委員の選任の際、積極的に女性の登用を行えるよう女性人材リストの充実、活用を図ることを 

目的とし、登録者の増加のための情報収集、また、活用の推進に努めた。 
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                      （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 38 53 68 67 67

 旧加須市 33 33 40 41 

 旧騎西町 5 20 28 26 
  

女
性
人
材
リ
ス
ト 

登
録
者
人
数 

 ※ 旧北川辺町・旧大利根町に合併により拡大したが、現在登録者無し。  

 

       

加須市女性人材リスト登録者の推移（人）

（H22合併前はリストのある旧市・町の合計数）
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事 業 名 優良事業所表彰事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 653-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 15,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 15,000円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 15,000円

事
業
の
目
的 

市内事業所を対象に表彰するとともに、

市民に周知することにより女性の就労

環境整備の促進を図る。 

事
業
の
概
要 

女性能力活用や職域拡大、家庭と仕事の両立支援の

制度など、男女共同参画や女性の就労環境の整備を

積極的に取り入れている市内事業所を表彰し、公表

する。市広報及び商工会会報で公募し、候補の事業

所を男女共同参画審議会に諮り決定する。 

事業の実績・成果  

○「みんなでフォーラムinかぞ」の中で、市内事業所を対象に表彰                  

 １ 日 時 平成23年1月23日（日） 

２ 場 所 市民プラザかぞ 多目的ホール 

３ 内 容 ・男女共同参画推進事業所表彰：2事業所  

      ・株式会社 今泉精機 

      ・古河薬品工業 株式会社 

       

        

 

・消耗品代（演台・チラシ用紙）・紙袋、記念品等                  15,000円 
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事 業 名 ファミリーサポートセンター事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 7,336,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 7,324,785円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 6,087,246円

事
業
の
目
的 

仕事と育児を両立できる環境を整備し、

女性の負担になりがちな育児支援を行

うことにより、仕事やコミュニティー活

動等への積極的参加を図る。 

事
業
の
概
要 

育児を支援できる市民（協力会員）と、それを必要

とする市民（利用会員）で会員組織化し、相互援助

活動を行う。援助対象は生後6か月から12歳まで。

活動は保育園等の送迎、終業後の自宅預かり、対象

児童の軽度の病気のときの預かりなど。 

事業の実績・成果  

○ 女性の仕事と家庭の両立を支援し安心して働くことができる環境づくりを目的に、育児の支援を受けた

い方（利用会員）と育児の援助に協力できる方（協力会員）とで組織し、有償の相互援助活動を行った。

１ ファミリーサポートセンター会員の推移（人）         （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 277 386 383 383 360 

 旧加須市 277 250 212 211 

 旧騎西町   136 171 172 

 旧北川辺町 

利
用
会
員
人
数 旧大利根町 

実施なし 

  

加須市 119 152 143 129 150 

 旧加須市 119 114 102 91 

 旧騎西町   38 41 38 

 旧北川辺町 

協
力
会
員
人
数 旧大利根町 

実施なし 

  

加須市 39 44 40 39 48 

 旧加須市 39 40 33 27 

 旧騎西町   4 7 12 

 旧北川辺町 

両
方
会
員
人
数 旧大利根町 

実施なし 

  

合計 435 582 566 551 558 

  ※該当年度末時現在  ※ H22 合併により事業は、市全域に拡大 

 

                      

 
 
（単位：人） 
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 ・コーディネーター賃金                     5,059,860円 

 ・謝金                              141,000円 

  ・旅費                              15,120円     

 ・消耗費                             61,000円 

 ・ミニ交流会  食糧費                       1,260円 

 ・医薬材料費                            9,761円 

 ・電話料                             63,308円 

  ・保険料                             117,100円 

 ・会場借上料                            9,900円 

 ３ ファミリーサポートセンター会員養成講習会                   

 協力会員を希望する方を対象に当センターの知識、サポート中の注意点等の講習会を開催した。 

（1回目） 

 日 時 （1日目）平成22年9月1日（水） 午前9時から12時まで     参加者数 19人 

     （2日目）平成22年9月2日（木） 午前9時30分から12時まで   参加者数 19人 

 場 所 大利根生涯学習センター（アスタホール） 

（2回目） 

 日 時 （1日目）平成23年2月17日（木） 午前9時30分から12時まで   参加者数 19人 

      （2日目）平成23年2月18日（金） 午前9時15分から12時15分まで 参加者数 21人 

 場 所 市民プラザ5階 女性センター活動室 

 

４ お楽しみ交流会                             

 利用会員及び協力会員の交流と一般市民への参加によりPRを図ることを目的として開催した。 

 開催日 平成22年12月12日（土） 

  

５ 広報紙 年2回（9月・3月）発行・報告書・現像         289,537円 

６ ファミリーサポートセンター利用会員補助金            319,400円 

 利用会員の負担を軽減するために、自家用車を利用した分を補助した。 

                                （平成23年度 廃止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリーサポートセンター利用件数の推移
（H22合併前は事業実施あるの旧市・町の合計数）の推移の推移 
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事 業 名 女性センター等管理運営事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 653-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 509,000円

項 01 社会福祉費 最 終 予 算 額 520,398円

目 08 男女共同参画費 決 算 額 518,202円

事
業
の
目
的 

加須市男女共同参画推進条例に規定し
ている拠点施設として設置した女性セ
ンターを運営することにより、男女共同
参画社会の実現を目指す。 

事
業
の
概
要 

女性センター（談話室・託児室・交流スペース・印

刷室・青年センター談話室等）の管理運営 

事業の実績・成果  

 女性・女性団体の自主的な活動の支援及び男女共同参画社会の形成を図るため、女性センターの管理 
運営を行った。 
 １ 使用料 （歳入） 
   印刷機使用料                   139,770円 
   コピー機使用料                  173,370円 
 ２ 消耗品（リソグラフマスターペーパー・インク代）   130,609円 
   コピー機カウンター                           160,602円 
   印刷費 封筒作成                  65,000円 
      修繕費                       10,500円 
   通信運搬費                   133,227円 
   印刷機借上料                    14,616円 
      ＦＡＸ借上料                           3,648円                
   ○女性センター談話室・託児室の利用人数の推移   （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

談話室 1,552 1,679 1,707 2,080 2,022 

託児室 2,585 2,124 2,155 1,415 1,751  

 
事 業 名 児童福祉管理事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-07 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 5,291,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 6,487,099円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 5,314,419円

事
業
の
目
的 

児童福祉事業実施にあたり、効率的・効

果的な管理・運営を行う。 

事
業
の
概
要 

児童福祉業務を実施する際の管理・運営に係る経費

事業の実績・成果  

課の経常経費の整理・見直し、効率的・効果的な管理運営を図った。 
・児童福祉管理費決算額 5,314,419円 

・決算額の推移 

 ・主な支出の内訳 
   臨時雇用賃金（放課後児童健全育成事業等に係る事務） 2,355,600円 
   報償費（児童福祉行政協力）              625,650円 
   印刷製本費（保育料納付書、窓付封筒等）        446,860円 
   手数料（保育料の口座振替手数料、郵便局収納分手数料） 193,571円 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 2,751,213円 2,397,257円 2,340,283円 3,936,686円 5,314,419円

旧加須市 2,209,558円 1,848,639円 1,810,070円 3,360,252円 

旧騎西町 541,655円 548,618円 530,213円 576,434円 

旧北川辺町 0円 0円 0円 0円 

 

旧大利根町 0円 0円 0円 0円 
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事 業 名 遺児手当事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,331,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 3,331,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 2,652,000円

事
業
の
目
的 

父母の一方又は父母がともに死亡した

児童の保護者に手当を支給することに

より、遺児となった児童の健全な育成を

図る。 

事
業
の
概
要 

父母の一方又は父母がともに死亡した義務教育修了

前の児童を監護・養育している方に対し、所得にか

かわらず児童1 人につき月額 3,000 円の手当を支給

する。 

事業の実績・成果  

遺児手当を支給することで、ひとり親家庭等の生活支援を図った。 

合併に伴い、旧加須市で実施していた事業を新市全域へ拡大した。（旧3町では実施なし。） 

 

 １ 事業内容 

  (1) 支給対象者  父母の一方又は父母がともに死亡した児童の保護者 

  (2) 支給内容  児童１人につき月額3,000円 

  (3) 支給期間  義務教育修了前まで 

  (4) 所得制限  なし 

  (5) 支払方法  ２期に分けて支給（９月、３月） 

 

 ２ 対象世帯数・対象児童数・手当支給額の推移 

   ・遺児手当支給額 2,652,000円 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

対象世帯数（世帯） 30 32 30 29 52

対象児童数（人） 40 44 42 41 79

延児童数（人） 498 501 503 511 884

手当支給額（円） 1,494,000 1,503,000 1,509,000 1,533,000 2,652,000

  ※平成21年度までは旧加須市のデータ。 
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事 業 名 ひとり親家庭等医療費事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 21,282,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 21,282,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 19,582,923円

事
業
の
目
的 

ひとり親家庭の医療費の一部を助成し、

子育て中のひとり親家庭を経済的に支

援する。 
事
業
の
概
要 

支給対象者は市内に住所を有し、ひとり親家庭等の

18歳年度末までの児童とその母（父）又は養育者で、

医療保険の適用される医療費のうち、その保険適用

後の負担額から支給対象者の自己負担分、他制度か

ら本人に支給されるものを控除した残りを支給す

る。 

事業の実績・成果  

ひとり親家庭等に対し、医療費の一部を支給することにより、ひとり親家庭等の生活の安定と自立を

支援した。 

１ 事業内容 

 (1) 支給対象者  ひとり親家庭等の18歳年度末までの児童（一定の障害がある児童は20歳まで）

とその母（父）又は養育者 

 (2) 支給内容  医療保険の適用される医療費のうち、その保険適用後の負担額（医療費の3割等）

から支給対象者の自己負担分、他制度から本人に支給されるもの（附加給付等）

を控除した残りを支給 

          ただし、支給対象者のうち児童を除く者が、市町村民税課税者の場合、支給対象

者全員に自己負担金が発生 

                       ①医療機関等ごと、1人につき通院1,000円／月 

            ②医療機関等ごと、1人につき入院1,200円／日 

 (3) 支給期間  受給者証交付申請日（申請日前に遡及する場合あり）から受給資格消滅日まで（支

給対象者又は扶養義務者等の所得が制限額を超える場合は、支給停止となる。）

 (4) 所得制限  児童扶養手当制度の一部支給限度額 

 (5) 支払方法  償還払い 

 (6) 費用負担  県：１／２（県補助対象分の支出に対して） 

２ 支給対象者数・支給件数・支給額の推移 

   ・ひとり親医療費支給額 19,516,833円 

 

 

【対象者数】                               （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（父母）  768    708    724   756 811
加須市(合計) 

（児童） 1,085     1,040  1,007 1,051 1,261

（父母）  498   460    476  492 
旧加須市 

（児童）  776   717    738 760 

（父母）    102      95   97 106 
旧騎西町 

（児童）     80      82    30   39 

（父母）     73      64   64 68 
旧北川辺町 

（児童）     81      99   94 103 

（父母）    95 89 87    90 

 

旧大利根町 
（児童）   148 142 145   149 
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【支給件数】                               （単位：件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市（合計） 7,507 6,613 6,820 7,074 6,947

（父母） 2,722 2,955 3,462 3,564 
旧加須市 

（児童） 1,519 942 1,041 1,345 

（父母） 606 
旧騎西町 

（児童）
776 703 790

128 

（父母） 583 546 465 454 
旧北川辺町 

（児童） 364 351 123 60 

（父母） 716 710 714 697 

 

旧大利根町 
（児童） 827 406 225 220 

 

 

 

【支給額】                                （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加須市（合計） 19,616,003 18,718,922 20,282,299 19,545,037 19,516,833

旧加須市 12,080,855 11,360,457 13,487,179 13,554,717 

旧騎西町 2,572,119 2,146,338 2,378,126 2,230,918 

旧北川辺町 2,154,918 2,221,240 1,497,397 1,367,297 

 

旧大利根町 2,808,111 2,990,887 2,919,597 2,392,105 

 

 

 
事 業 名 児童虐待防止等ネットワーク事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-08 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 56,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 56,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 2,200円

事
業
の
目
的 

要保護児童の早期発見や適切な保護並

びに要保護児童及びその保護者への適

切な支援を図る。 

事
業
の
概
要 

個別ケース検討会議、実務者会議、代表者会議を開

催し、虐待等の予防から早期発見・早期対応、保護・

支援・アフターケアまでの総合的な支援を図る。 

事業の実績・成果  

 虐待防止ネットワークによる個別ケース検討会議、各機関による実務者会議、そして代表者会議を開

催し、要保護児童等に対する情報交換、支援等についての協議を行い、虐待等の予防から早期発見・早

期対応、保護・支援・アフターケアまでの総合的な支援を図った。 

 

 ○会議開催件数 個別ケース検討会議   27回 

         実務者会議       12回 

         代表者会議        1回 

  

 ○実務者会議で取り扱った件数  46件 

 

 また、児童虐待防止に関する認識を深めるため、ＮＰＯ法人・埼玉子どもを虐待から守る会理事を講

師として招き、虐待防止ネットワーク会議構成員、教育委員会、保育園、主任児童委員等を対象に研修

会を実施する予定であったが、東日本大震災により中止とした。 
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事 業 名 家庭児童相談事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 2,875,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 3,815,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 3,775,468円

事
業
の
目
的 

子育てに関する悩みや相談に応えるた

め家庭児童相談員を配置し、子育て相

談・子育て支援体制の充実を図る。 

事
業
の
概
要 

・家庭における児童の福祉に関する相談指導業務。

・家庭児童相談室において、２名の家庭児童相談員

が家庭における児童の養育に関し、相談指導業務を

行い家庭における児童の福祉の向上を図る。 

事業の実績・成果  

 家庭における児童養育に関し相談指導業務を行い、家庭における児童の福祉の向上を図った。また、

相談室内の机、椅子、相談用テーブル、棚などを整備し、相談しやすい環境を整え相談室利用の促進を

図った。 

・家庭児童相談員 2人（週4日間は1人） 

・開設日・時間  月～金曜日、午前9時～午後4時 

・報酬      2,760,000円（１人 115,000円/月） 

 

相談内容・延べ件数の推移 

学校生活等 家族関係 
 

 

 

 

 
年度 

性
格
・
生
活
習
慣
等 

知

能

言

語 

人
間
関
係 

不

登

校 

他 

非

行 

虐

待 

そ

の

他 

環

境

福

祉 

障

害 

そ

の

他 

計 

H18 8 2 4 89 5 1 343 225 96 21 10 804 

H19 20 5 4 97 2 4 487 106 45 21 2 793 

H20 

()内実人数 

3 

(2) 

0 

(0) 

9 

(5) 

78 

(11)

5 

(5)

22 

(3)

821

(64)

74 

(22)

７ 

(3)

12 

(3) 

8 

(8) 

1,039

(126)

H21 

()内実人数 

39 

(10) 

2 

(2) 

2 

(2) 

135

(42)

10 

(6)

33 

(16)
985
(195)

211

(57)

148

(23)

15 

(9) 

2 

(2) 

1,582

(364)

H22 

()内実人数 

3 

(2) 

20 

(2) 

0 

(0) 

280

(93)

0 

(0)

117

(26)
1037
(292)

444

(89)

147

(26)

6 

(4) 

5 

(5) 

2,059

(539)

                          ※平成21年度までは旧加須市のデータ 
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相談対応件数

 

 虐待ケース実務者会議（月1回程度）等を通し、各関係機関（熊谷児童相談所・愛泉こども家庭支援

 センター・加須保健所・教育委員会・民生委員・主任児童員・保育所・学童等）との情報交換・連携

 の更なる充実を図った。要保護児童及び保護者に対しても家庭訪問・面接等を積極的に行った。 
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事 業 名 主任児童委員・児童委員助成事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 282,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 282,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 278,400円

事
業
の
目
的 

児童福祉に関する事項を専門的に担当

する主任児童委員・児童委員活動に対す

る助成を行い、地域における子育てに対

する支援活動を図る。 

事
業
の
概
要 

・各地区2名の配置 

・児童福祉関係機関と区域担当児童委員との連携調

整活動 

・児童福祉関係機関・施設との連絡     

・区域担当児童委員への援助活動 

・要保護児童家庭への援助        

・単位民児協事業の企画・実施への援助 

事業の実績・成果  

 地域において児童等の福祉に関する相談・援助活動を行う主任児童委員・児童委員に対して助成を行

うことにより、その活動を支援し、地域における児童福祉の向上を図った。 

 また、主任児童委員の児童福祉に関する専門的な知識の向上を図るため、年６回の研修会を実施し 

た。 

 さらに、地域において各関係機関と連携し、要保護・要支援児童等の家庭訪問、見守り等を行った。

 

・報償金   278,400円（主任児童委員・児童委員232人） 

 

・研修会  年6回 開 催 

 

期  日 内        容 

６月２１日（月） 各地域の福祉関係施設見学 

８ 月 ５ 日（木） 
家庭児童相談員による研修「事例から見る児童虐待について」 

各地区活動の情報交換 

１０月２９日（金） 熊谷児童相談所主催セミナー 

１２月２０日（月） 保健所、保健センターによる研修「加須市の子育て支援事業について」

２月１６日（水） 埼玉中央学園施設見学及び理事長講話 

３月２９日（火） 情報交換及び次年度計画 
 



  224

 

事 業 名 児童遊園地維持管理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 10,562,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 15,593,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 9,381,847円

事
業
の
目
的 

子どもたちの安心・安全、快適な遊園地

を整備する。 
事
業
の
概
要 

遊具の点検実施結果等に基づき、遊具の修繕及び撤

去を中心に実施するとともに、状況により外柵等の

修繕や土砂を補充し、安全な遊び場の確保に努める。

また、職員による定期点検等のほか、自治会への委

託協定により、年 4 回の定期点検を実施し、事故防

止に努める 

事業の実績・成果  

 地元自治会、職員、専門業者による遊具点検を実施し、遊具の劣化等の早期発見を図った。 

 点検結果を基に遊具の修繕や工事を行い事故防止に努めた。 

 

 １ 日常点検                              568,500円 

  （１）遊園地数    95か所 

  （２）点検委託料   遊園地１か所 4,000円（66か所×4,000円＝264,000円） 

  （３）業者点検委託  児童遊園地  １４か所          304,500円 

    （４）点検実施時期  自治会（44自治会）     年2回（9月、3月） 

             職員           年2回（6月、12月） 

                           必要に応じ随時実施 

 

 ２ 光熱水費（児童遊園地）                       166,301円 

 

 ３ 修繕等の実施状況                         1,213,506円 

  （１）遊具の修繕等     304,206円 

  （２）遊具の工事等     909,300円 

 

 ４ 土地借上料（12か所）                       7,433,540円 

 

※ 繰越明許 土地所有者及び関係者との調整のため、平成23年度に繰越した。 

                                                 5,031,000円 

              土地購入費           4,955,000円 

        土地購入に伴う投資的委託料    76,000円 

 

 ５ 児童遊園地の状況          ※ 騎西地域、大利根地域には児童遊園地は無い。 

加須地域 加須 不動岡 三俣 礼羽 大桑 水深 樋遣川 志多見 大越 

箇所数 11 4 3 10 7 8 5 10 8 

北川辺地域 1区 2区 3区 4区 5区 6区 7区 8区 9区 

箇所数 4 3 1 5 5 2 4 5 0 

 

 ６ 児童遊園地数の推移                   （年度末） 

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 71 69 67 66 66 

北川辺地域 29 29 29 29 29  



  225

 

事 業 名 子育て短期支援事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 429,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 831,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 774,200円

事
業
の
目
的 

一時的に養育困難になった児童を児童

養護施設で預かり、養育困難時の子育て

を支援する。 

事
業
の
概
要 

保護者の病気、育児疲れ、冠婚葬祭、事故、出張、

転勤、看護及び学校等の公的行事への参加事由によ

って、養育が一時的に困難となった子どもを対象と

する。ショートステイ入所は 7 日間。トワイライト

ステイは夜間利用 

事業の実績・成果  

ショートステイ委託先：  （福）愛の泉 愛泉乳児園（2歳未満）、愛泉寮（2歳以上） 

             （福）光の子どもの家 

 

トワイライトステイ委託先：（福）光の子どもの家 

      

・利用日数                                     （日） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 154 51 0 12 9

旧加須市 154 51 0 8 

旧騎西町 0 0 0 4 

旧北川辺町 0 0 0 0 

 

旧大利根町 0 0 0 0 

 

・委託額の推移                                   （円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 755,950 264,500 0 47,000 42,200

旧加須市 755,950 264,500 0 36,000 

旧騎西町 0 0 0 11,000 

旧北川辺町 0 0 0 0 

 

旧大利根町 0 0 0 0 
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事 業 名 一時保育促進事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 4,050,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 4,950,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 4,950,000円

事
業
の
目
的 

家庭保育者の一時的な保育ニーズに対

応した保育サービスの充実を図る。 
事
業
の
概
要 

・保護者の勤務形態等の多様化により、家庭におけ

る育児が断続的に困難となった場合 

・保護者の疾病･入院等により緊急･一時的に保育が

必要な場合 

・保護者の育児疲れ解消等の私的な理由やその他の

事由により一時的に保育が必要な場合 等で保育園

において一時的に保育を行う 

事業の実績・成果  

 保護者の就労形態の多様化により家庭における育児が断続的に困難となったり、保護者の疾病・入院、

私的な理由等により一時的に保育が必要となる児童を対象に一時保育を行った。 

 

一時保育事業補助金＝ 4,950,000円 

 

１ 実施場所  愛泉幼児園・加須保育園・花崎保育園・三俣第一保育園・吉川保育園 

        北川辺保育所・わらべ保育園 

 

２ 事業概要   次の対象児童を、保育園において、一時的に預かる。 

         ①保護者の勤務形態等の多様化により、家庭における育児が断続的に困難となり、

一時的な保育が必要となる児童 

         ②保護者の疾病・入院等により、緊急・一時的に保育が必要となる児童 

         ③保護者の育児疲れ解消等の理由により、一時的に保育が必要となる児童 

 

３ 一時保育利用者数の推移                      

  

   

   

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

      平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度  

加須市 2,700 2,726 2,378 1,716 1,903  

 旧加須市 2,398 2,318 2,178 1,435  

 旧騎西町 103 248 155 191  

 旧北川辺町 66 104 29 51  

利

用

者

人

数 
 旧大利根町 133 56 16 39    
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事 業 名 長時間保育対策事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 70,452,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 72,648,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 72,648,000円

事
業
の
目
的 

労働環境等の多様化に伴う保育ニーズ

に対応した保育サービスの充実を図る。 事
業
の
概
要 

・11 時間の開所時間の前後の時間において、更に延

長保育を行う 

・事業に際しては、保育士 2 人以上及び対象児童数

に応じて必要となる職員を配置する 

・児童に対しては、適宜間食又は給食等を提供する

事業の実績・成果  

 保護者の就労形態の多様化と通勤時間の増加等に伴い、11 時間の開所時間の前後の時間において、

さらに延長保育を行った。 

 

長時間保育対策事業補助金＝ 72,648,000円 

 

１ 実施場所  愛泉幼児園・戸川保育園・加須保育園・不動岡保育園・志多見保育園・花崎保育園・

三俣第一保育園・にしき保育園・みなみ保育園・三俣第二夜間保育園・吉川保育園・

        ふじ保育園 

 

 

２ 延長保育事業利用登録児童数の推移 

     H18 H19 H20 H21 H22 

登

録 
加須市 256 222 231 271 292 

 旧加須市 241 211 221 260 
児

童

数  旧騎西町 15 11 10 11   

 

  

               

           ※ 旧北川辺町、旧大利根町、  

             H18～H21まで対象無し。 
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事 業 名 障害児保育対策事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 7,540,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 8,702,920円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 8,702,920円

事
業
の
目
的 

障害を持つ児童の家庭を支援する保育

サービスの充実を図る。 
事
業
の
概
要 

・保育に欠けており、障害を持つ児童を集団保育で

保育する 

・対象児童は、療育手帳又は身障手帳を受けている

こと等であること 

・障害児 3 人に対し 1 人の保育士を配置するととも

に、障害児の特性等に十分に配慮して、健常児との

混合に努めること 

事業の実績・成果  

障害児の受け入れを円滑に推進するために、保育士の加配・環境整備を行うことにより、円滑な障害

児保育を行った。 

 

障害児保育対策事業補助金＝ 8,702,920円 

 

１ 実施場所  愛泉幼児園・加須保育園・志多見保育園・三俣第一保育園・みなみ保育園・ 

        にしき保育園・ふじ保育園 

        

２ 障害児保育事業受入児童数の推移 

 
           ※ 旧北川辺町、旧大利根町、  

        H18～H21まで対象無し。 

                 

                 

   

      

       

                  

       

       

       

       

       

       

       

       

     H18 H19 H20 H21 H22 

加須市 12 12 13 8 14 

 旧加須市 11 11 11 7 

 旧騎西町 1 1 2 1 

 旧北川辺町 0 0 0 0 

受

入

児

童

数

(人) 
 旧大利根町 0 0 0 0   
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事 業 名 低年齢児保育促進事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 47,200,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 43,606,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 43,606,000円

事
業
の
目
的 

乳幼児を含めた多様な年齢の児童を育

てる家庭の保育ニーズに対応した保育

サービスの充実を図る。 
事
業
の
概
要 

・一歳児担当保育士雇用費（一歳児 4 人に対し保育

士 1 人を配置することにより、一歳児の心身の発達

の特性に応じた保育の実施を図る） 

・乳児途中入所促進事業（年度当初に予め保育士を

確保し、年度途中入所の需要等に対応した保育を行

う） 

事業の実績・成果  

安定的に低年齢児の受入れができるよう、あらかじめ保育士を確保し、年度途中入所の需要等に対応

できる体制を整えた保育所に対して助成を行った。 

 

低年齢児保育促進事業補助金＝ 43,606,000円 

 

１ 実施場所  愛泉幼児園・戸川保育園・加須保育園・不動岡保育園・志多見保育園・ 

        花崎保育園・三俣第一保育園・みなみ保育園・にしき保育園・三俣第二夜間保育 

        園・吉川保育園・ふじ保育園 外 市外８園 

 

 

２ 1歳児保育所入所児童数の推移 

       H18 H19 H20 H21 H22 

加須市 1,571 1,646 1,865 1,983 1,936 

 旧加須市 1,389 1,552 1,596 1,616 

 旧騎西町 159 91 249 331 

利 

用 

者 

人 

数

(人)  旧大利根町 23 3 20 36   

 

    

 

  

                        ※ 旧北川辺町、該当無し。 
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事 業 名 民間放課後児童健全育成事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 122-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 63,238,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 63,970,250円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 62,054,545円

事
業
の
目
的 

親が共働き等の児童に対して、放課後の

居場所を提供して、子育ての支援及び児

童の健全な育成を図る。 

事
業
の
概
要 

民間放課後児童クラブ 9 箇所に事業委託し、放課後

児童健全育成事業を実施する。また、特別支援学校

放課後児童クラブに運営費を助成する。 

事業の実績・成果  

１ 放課後児童健全育成事業       58,090,000円 

 

 保護者が就労等により、昼間家庭にいない小学校に通学している概ね１０歳未満の児童に対し、授業

の終了後に児童厚生施設等を利用して適切な遊びや生活の場を与えて、その健全な育成を図るため、民

間児童クラブに放課後児童健全育成事業を委託した。 

 

（１）実施場所  愛泉学童クラブはと組   騎西学童保育室風の子学童クラブ 

         愛泉学童クラブつばさ組  種足つばさ学童クラブ 

         かぞ児童クラブ      東小学童クラブの会きらきらキッズ 

         みつまた児童クラブ    北川辺学童保育の会げんきクラブ 

         にしき父母の会学童部 

 

（２）保育実績 

   年間延べ登録児童数（人）                  

地域 クラブ名称 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

愛泉学童クラブ 927 951 1052 982 966(※) 

かぞ児童クラブ 362 331 390 346 326 
みつまた児童クラブ 593 586 603 484 541 

加
須 

にしき父母の会学童部 242 274 278 284 374 
騎西学童保育室 

風の子クラブ 
588 479 517 455 695 

騎
西 種足つばさ 

学童クラブ 
486 519 474 437 535 

東小学校学童クラブの会 

きらきらキッズ 
413 308 416 353 414 北

川
辺 

北川辺学童保育の会 

げんきクラブ 
310 362 338 314 354 

   ※愛泉学童クラブは平成２２年度からはと組、つばさ組に分割したため、人数は２クラブの合計 

 

２ 特別支援学校放課後児童対策事業      2,256,000円 

 

 特別支援学校に通学している障害児を放課後等の時間に預かる特別支援学校児童クラブに対して運

営費の一部を助成し、障害児の放課後の健全育成を図った。 

 加須市内から４人が通所していた。 

 

（１）実施場所  ふれんず学童クラブ 
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事 業 名 公立放課後児童健全育成事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 122-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 88,446,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 88,432,651円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 81,308,451円

事
業
の
目
的 

親が共働き等の児童に対して、放課後の

居場所を提供して、子育ての支援及び児

童の健全な育成を図る。 

事
業
の
概
要 

小学校や幼稚園の余裕教室等及び児童館等において

放課後児童健全育成事業を実施し、授業の終了後に

適切な遊び及び生活の場を与えて、放課後児童の健

全な育成を図る。 

事業の実績・成果  

 児童福祉法第６条の２第２項の規定に基づき、保護者が就労等により昼間留守家庭となる市内の就

学児童に対し、授業終了後に児童厚生施設や小学校及び幼稚園の余裕教室等を利用して、適切な遊び

及び生活の場を与えてその健全な育成を図り、保護者の仕事と家庭の両立支援を行った。 

 

１ 実施施設一覧 

開設時間 地

域 
小学校区 実施施設 定員

通 常 土曜日 長期休業日 
対象学年

加 須 加須児童館 50人

花 崎 花崎児童館 50人

加須南 加須南小学校健全育成室 30人

不動岡 不動岡小学校健全育成室 30人

三 俣 三俣小学校健全育成室 30人

礼 羽 礼羽小学校健全育成室 30人

大 桑 大桑小学校健全育成室 40人

水 深 子どもふれあいの家 30人

志多見 志多見小学校健全育成室 30人

樋遣川 樋遣川小学校健全育成室 30人

加 

須 

地 

域 

大 越 大越小学校健全育成室 25人

放課後 

～  

18:30 

8:00 
～  

18:30 

8:00 

～  

18:30 

１年生 

～  

３年生 

大利根東 大利根東学童保育たなばた室 30人

原 道 原道学童保育のぎく室 30人

元 和 元和学童保育かえで室 30人

大
利
根
地
域 豊 野 豊野学童保育もみじ室 30人

放課後 

～  

18:00 

（19:00）

8:30 

～  

18:00 

（19:00） 

8:30 

～  

18:00 

（19:00） 

１年生 
～  

５年生の

夏休みまで

※（）内は延長時の時間 

  

・ 平成22年10月、樋遣川小学校校

舎大規模改修工事を機に、樋遣川

小学校健全育成室を特別教室棟

２階から木造校舎棟（ひやりっこ

ルーム用施設）へ移転し、保育環

境の改善を図った 
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２　 利用児童数と保護者負担金（学童保育料）収納状況の推移

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

45,836 76,351 85,978 85,237 95,200

44,129 48,291 58,845 60,898 68,864

1,707 28,060 27,133 24,339 26,336

5,366,880 16,039,650 23,594,610 24,448,630 26,003,990

（計） - 8,011,100 14,912,150 16,573,100 17,825,850

（現年度） - 8,011,100 14,802,050 16,045,700 17,388,250

（過年度） - - 110,100 527,400 437,600

（計） 5,366,880 8,028,550 8,682,460 7,875,530 8,178,140

（現年度） 5,232,480 7,791,910 8,394,060 7,646,530 8,013,740

（過年度） 134,400 236,640 288,400 229,000 164,400

5,130,240 15,608,150 22,801,460 23,845,130 25,656,890

（計） - 7,901,000 14,404,400 16,134,000 17,646,750

（現年度） - 7,901,000 14,362,900 15,888,700 17,358,250

（過年度） - - 41,500 245,300 288,500

（計） 5,130,240 7,707,150 8,397,060 7,711,130 8,010,140

（現年度） 5,109,240 7,634,910 8,309,060 7,615,130 8,003,740

（過年度） 21,000 72,240 88,000 96,000 6,400

※ 児童数は年間延べ利用児童数ただし、大利根地域（旧大利根町）の平成18年度は登録延べ児童数

加須市

加須市

児
童
数

加須地域(旧加須市)

大利根地域(旧大利根町）

加須市

調
定
額

収
入
済
額

加須地域
（旧加須市）

大利根地域
（旧大利根町）

加須地域
（旧加須市）

大利根地域
（旧大利根町）

 

 

３ 保護者負担金（月額） 

地 

域

階 層 学童保育料 おやつ代 多子軽減 減 免 

Ａ 
生活保護法による被保護世帯及び

前年度分の市民税非課税世帯 
0円

Ｂ 

Ａ階層を除き、前年分の所得税非

課税世帯・前年度分の市民税課税

世帯 

2,000円

Ｃ 

Ｂ階層を除き、前年分の所得税課

税世帯で前年分の所得税の合計額

が7万5千円未満の世帯 

4,000円

加 

須 

Ｄ 

Ｃ階層を除き、前年分の所得税課

税世帯で前年分の所得税の合計額

が7万5千円以上の世帯 

6,000円

2,000円

同一世帯に

おいて、複数

児童が同時

利用する場

合、学童保育

を利用する

第２子以降

の学童保育

料を左記料

金の１／２

相当額とす

る 

な し 

大
利
根 

一   律 5,000円 2,000円 な し 
生活保護法

による被保

護世帯 

 

 



  233

 

事 業 名 児童福祉団体助成事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 682,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 682,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 682,000円

事
業
の
目
的 

保育環境や保育サービスの充実を図る

ほか、子育て相談や支援体制の充実を図

る。私立保育園同士の連携及び公立保育

所との情報交換を深める。また、人権を

尊重した保育を推進するとともに、母子

及び寡婦福祉会の会員に対する事業を

行い、福祉の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

・民間保育所連絡協議会運営費補助金の交付 

・人権保育推進委員会運営費補助金の交付 

・母子及び寡婦福祉団体への運営費補助金の交付 

事業の実績・成果  

 （１）加須市民間保育所連絡協議会補助金（80,000円） 

・私立保育園間の連携及び公立保育園との情報交換を深めるため、加須市民間保育所連絡協議会に

対して運営費補助金を交付した。 

 保育に対する理解を深め、保育の質の向上を図るため、公私立保育所職員合同研修会を開催した。

 

 （２）人権保育推進委員会補助金（454,000円） 

・加須市人権保育推進委員会補助金（276,000円） 

人権保育を推進し、人権問題の解決を図るため、加須市人権保育推進委員会に対して運営費

補助金を交付した。 

   人権保育への理解を深めるため、先進地視察研修を実施した。また、人権保育を推進するた

め、保育所のさまざまな活動に対して助成・協力を行った。 

 

・加須市騎西地域人権保育推進委員会補助金（178,000円） 

人権保育を推進し、人権問題の解決を図るため、加須市人権保育推進委員会に対して運営費

補助金を交付した。 

   人権保育への理解を深めるため、先進地視察研修を実施した。また、人権保育を推進するた

め、保育所のさまざまな活動に対して助成・協力を行った。 

 

 （３）母子及び寡婦福祉団体補助金（148,000円） 

   ・加須市母子及び寡婦福祉会補助金（120,000円） 

      母子及び寡婦福祉会の会員に対する事業を行い、福祉の向上を図るため、加須市母子及び

寡婦福祉会に対して運営費補助金を交付した。 

      会員相互の連携を密にし、母子及び寡婦家庭の福祉の増進を図るため、体操教室、料理教

室、健康講座、お花講座、日帰り研修会を実施した。（平成23年3月31日解散） 

 

   ・加須市大利根母子福祉会補助金（28,000円） 

      母子家庭等の福祉の向上を図るため、加須市大利根母子福祉会に対して運営費補助金を交

付した。 

      会員相互の連携を密にし、母子家庭等の福祉の増進を図るため、三世代交流、バザーへの

協力、研修会等を実施するほか、新市誕生を機に会の運営や組織のあり方等について議論を

重ね、必要な会則改正等を行った。 
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事 業 名 民間保育所助成事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 123-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 10,502,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 10,240,875円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 10,240,875円

事
業
の
目
的 

保育環境の整備・充実を図り保育サービ

スの充実に資する。 

事
業
の
概
要 

・民間保育所振興費、民間保育所歯科検診費、民間

保育所施設整備費等に対して助成を行う。 

事業の実績・成果  

 民間保育所（12 園）すべてに対して助成し、民間保育園の運営の充実と民間保育所に勤務する職員
の処遇等の改善を図った。 
 
 １ 民間保育所振興費  9,320,875円 
  （１）振興費補助 
     ・民間保育所の入所児童の処遇改善及び施設の改善に要する経費を助成した。 
  （２）職員厚生費補助 
     ・職員の処遇改善に要する経費を助成した。 
  （３）独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済加入費補助 
     ・園児の災害時の保障のため独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済加入に要する

経費を助成した。 
 ２ 民間保育所歯科検診費 420,000円 
  （１）民間保育所入所乳幼児の歯科検診を推進し、乳幼児の歯科保険の充実を図るため、歯科検診

費に対して補助金を交付した。 
  ３  保育所親支援推進事業補助金 300,000円 
    民間保育所において実施した親支援推進事業に対し、助成を行った。 
    （戸川保育園、加須保育園、花崎保育園） 
 ４ 民間保育所施設整備費補助金 200,000円 
        民間保育所において実施した施設の修繕に対し、助成を行った。 
    （花崎保育園） 

 

事 業 名 母子生活支援事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,389,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 3,389,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 3,362,027円

事
業
の
目
的 

保護を必要とする母子家庭に支援を行

うことにより、子育て支援体制の充実を

図ること及び安全でかつ自立へ向けた

指導が受けられるよう、生活の場を提供

する。 

事
業
の
概
要 

母子での生活を余儀なくされている家庭で、精神的

に不安定になったり、前夫から暴力を受けているな

ど、生活の安定が得られない母子家庭が、自立の道

を歩むことができるよう母子生活支援施設で、様々

な指導、支援を受けながら自立促進を図る。 

事業の実績・成果  

 精神的に不安定になったり、前夫から暴力を受けているなど、生活の安定が得られない母子を母子生
活支援施設に措置入所させることで、母子家庭の自立の促進を図った。 
 今後の自立に向け、基本的生活習慣の習得、経済的な基盤の構築に向けた指導を継続実施した。 
 ・措置入所世帯   1世帯（母・児2人） （平成16年9月21日入所） 
 ・措置費      3,319,987円 

 施設入所世帯・措置費の推移            ※平成21年度までは旧加須市のデータ 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

措置入所世帯 １ １ １ １ １ 

措置費（円） 2,985,245 3,312,731 3,083,487 3,311,349 3,319,987  
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事業名 子育て支援拠点事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 40,089,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 40,660,219円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 39,609,486円

事
業
の
目
的 

地域における子育て支援のために、子育

て支援センター等の拠点を整備し、事業

の展開を図る。 

事
業
の
概
要 

・親子の交流 

・育児相談  

・子育てサークル等の育成、支援  

・地域の子育て情報の提供 等 

事業の実績・成果  

・子育て支援センター助成    27,880,000円 

（１）子育て家庭への支援活動を企画する職員を配置し、育児に対する相談・子育てサークル等への支

援・特別保育事業の積極的な取り組みなどを行うことにより、育児支援を行った。 

（２）対象施設＝愛泉幼児園・三俣第一保育園・大利根子育て支援センター・加須保育園・花崎保育園

      ・吉川保育園・北川辺保育所 

（３）事業内容 

      年間開所日数 年間延利用者数 主な事業内容 

愛泉幼児園 257日 10,972人

・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援（育児講座412

回実施） 

加須保育園 222日 6,294人

・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援（育児講座 50

回実施） 

花崎保育園 248日 1,984人

・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援（育児講座 36

回実施） 

三俣第一保育園 298日 26,604人

・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援（育児講座105

回実施） 

吉川保育園 244日 855人

・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援（育児講座 2

回実施） 

北川辺保育所 232日 3,278人
・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援 

大利根子育て支

援センター 
291日 15,520人

・育児相談（面接相談、電話相談） 子

育てサークル育成・支援（育児講座 90

回実施） 

・ 「子育てガイドブック」の作成（5,000部） 

  新市の子育てに関する制度や情報を集約したガイドブックを作成し、子育て中の家庭を中心に配布

 

・ 「子育てマップ」の作成（10,000部） 

  新市の子育てに関する施設を中心としたマップを作成し、子育て中の家庭を中心に配布 

 

・ 子育てサロンの開設、運営（加須2か所、北川辺1か所、大利根3か所） 

  身近な地域に親子で交流できる場所を設け、子育て支援団体等を中心に運営するサロンを開設 
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事 業 名 子育て支援ホームヘルパー派遣事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 407,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 407,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 102,875円

事
業
の
目
的 

子育てホームヘルパーを派遣し、出産後

間もない産婦のいる家庭の子育てを支

援する。 

事
業
の
概
要 

派遣回数：1日1回 月15回を限度とする。時間数：

1日2時間以内 午前9時から午後4時までの間。支

援内容：食事の世話、衣類の洗濯、住まい等の清掃、

買い物、沐浴の介助等 

事業の実績・成果  

 出産後、家族等から家事援助が受けられず、日常生活を営むのに支障がある家庭に対して、ホームヘ

ルパーを派遣することで子育て支援を図った。 

合併に伴い、旧加須市で実施していた事業を新市全域へ拡大した。（旧3町では実施なし。） 

 

  ・委託先  （社）加須市社会福祉協議会 

  ・委託金額  102,875円 

 

  派遣世帯数・事業委託費の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

派遣世帯数 3世帯 4世帯 7世帯 1世帯 7世帯 

  派遣日数 23日 45日 66日 1日 45日 

  派遣時間 41.5時間 86時間 127時間 2時間 87.5時間 

事業委託費 46,800円 96,850円 143,000円 2,250円 102,875円 

   ※平成21年度までは旧加須市のデータ。 

 

派遣世帯数と派遣時間の推移
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事 業 名 � 地域行動計画フォローアップ事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,865,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,865,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 1,532,000円

事
業
の
目
的 

母子保健、小児医療、児童福祉、教育や

その他子育て支援における環境整備等、

次世代育成に関わる施策を推進し、地域

での子育てを支援する。 

事
業
の
概
要 

各年度の実施状況を把握、点検し、次世代育成支援

対策地域協議会において協議のうえ、市民に公表す

る。また、新市としての後期計画の策定を実施する。

事業の実績・成果  

○次世代育成支援地域行動計画の実施状況の公表 

・平成21年度の取り組み状況（旧1市3町）を、広報かぞ、市ホームーページ等で報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 新市における各種会議等を組織、開催するほかヒアリングを行い後期計画の策定を行った。 

 委託費  1,415,000円 

 委員謝金 117,000円 

 １加須市次世代育成支援地域協議会（委員21人） 3回 

 ２加須市次世代育成支援庁内推進委員会（委員23人） 2回 

 ３加須市次世代育成支援地域行動計画ワーキンググループ会議（委員23人） 5回 

 ４ヒアリング 幼稚園、保育園の施設担当者及び保護者対象 

 

 

旧加須市 旧騎西町 旧北川辺町 旧大利根町 
主な事業の名称 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 

通常保育 1,120人 1,215人 ※ 269人 173人 118人 330人 355人 

延長保育 9か所 10か所 ※ 2か所 1か所 1か所 2か所 2か所 

障がい児保育 9か所 9か所 ※ － － － － － 

ショートステイ事業 1か所 1か所 ※ － － － 1か所 1か所 

乳幼児健診実施事業 95％ 95％ ※ 529人 － － － － 

地域子育て支援センター事業 6か所 5か所 ※ 1か所 1か所 1か所 1か所 1か所 

放課後児童健全育成事業（公営） 13か所 11か所 ※ － － － 4か所 4か所 

放課後児童健全育成事業（民営） 4か所 4か所 ※ 2か所 2か所 2か所 － － 

ファミリーサポートセンター事業 430人 551人 ※ 222人 － － 1か所 0か所 

※旧騎西町は数値目標ではなく、施策ごとに目標を設定し実施した。 
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事 業 名 子育て支援ネットワーク事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 75,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 75,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 21,296円

事
業
の
目
的 

子育て支援関係団体の連携を強化して、

子育て環境の充実を図り、地域での子育

て支援を促進する。 

事
業
の
概
要 

・関係団体の情報交換会、実務担当者の連絡網整備、

情報一元化によるＨＰ、メール配信サービスの充実、

各地域で、関係団体との協働による子育て支援事業

の開催 

事業の実績・成果  

・ 子育て支援情報交換会の開催 3回  参加人数 延べ44人参加 

  

・ 関係団体との共催による親子交流会の開催 12回 1,976人参加 

 

・ 就職セミナー「働くママになる。」の開催 15人（託児11人）受講 

  埼玉県女性キャリアセンター、加須市雇用促進課との共催により、子育て中の方の就業支援セミナ

ーを開催。 

 

・ 子育て相談応援窓口 

 子育てに関する事業の実施、情報提供、相談などを行う「子育て総合支援窓口」を平成19年11月に

設置し運営している。 

 

・ 地域子育て応援タウン 

 埼玉県が、平成19年10月から「ゆとりとチャンスの埼玉プラン」の戦略指標として「地域子育て応

援タウン」の認定を開始し、子育て中の県民が県内のどこに住んでいても、「適切な子育て支援サービ

ス」を受け、「子育て支援サービスの充実を実感」でき、「日本一の子育て県」を実現するため、全市町

村において、住民に適切な子育て支援サービスを提供できるよう、「地域子育て応援タウン」を平成23

年度までに全市町村を認定し、「子育て力」のレベルアップを目指す。 

 旧加須市は平成20年3月21日に認定され、「子育て力」の向上に努めている。 

 

・ 「親支援プログラム（ノーバディズパーフェクト）」の開催 

 「完璧な親なんかいない」という理念のもと、子育て中の親を支援するカナダ生まれのプログラムを

子育て支援センター後援のもと開催した。 

 日時 11/11 18 25 12/2 9 16の全6回 

 場所 市民プラザかぞ 

 対象 子育て中の方10人（託児9人） 

 ＊ファシリテイター養成 1人 

 （ファシリテイター：「親支援プログラム」を進行する案内役。養成講座による公任資格取得が必要）
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事 業 名 子育て支援医療費支給事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 376,117,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 375,153,781円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 360,327,280円

事
業
の
目
的 

支給の対象となる児童が必要とする医

療を容易に受けられるようにするため

に、医療費の一部を支給することによ

り、保護者の経済的負担を軽減し、児童

の保健の向上と福祉の増進を図る。 

事
業
の
概
要 

平成22年4月診療分から、市内の指定医療機関にお

いては、国保・社保ともに窓口払いを廃止（現物給

付）し、その他については、従来どおりの償還払い

とする。 

支給対象年齢：15歳（中学校修了まで） 

支給方法：市内は現物給付・その他は償還払い(現物

給付の利用上限を21,000円とする） 

事業の実績・成果  

「安心して子どもを生み育てることができ、子育てに夢を持てるまちづくり」を推進し、子育て世帯の経済

的負担の軽減を図るために実施した。また、平成 22 年 4 月診療分から、市内の指定医療機関においては、

窓口払いを廃止（現物給付）とした。 

 

 １ 事業内容 

  (1) 支給対象者 市内に住所を有し、医療保険に加入している乳幼児・児童の保護者を対象 

  (2) 支給内容  医療保険制度の適用となる全疾病（治療用補装具を含む）を対象に一部負担金を補助

する。 

  (3) 支払方法  市内は現物給付・その他は償還払い(現物給付の利用上限を21,000円とする）  

  (4) 費用負担  県補助対象分（入院・通院共に小学校就学前まで）の1／2 

 

 ２ 支給件数・支給金額の推移 

 

※ 支給件数の下段は対象者年齢の推移 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 98,264 124,517 134,027 137,820 166,182

旧加須市 
62,443 

7月～小6 

78,894

0歳～小6

79,972

0歳～小6

80,617 

11月～中3 

旧騎西町 17,535 
7月～小6 

22,577
0歳～小6

27,478
7月～中3

27,352 
0歳～中3 

旧北川辺町 
7,401 

7歳到達月まで 

所得制限あり 

9,524
7月～小6

所得制限あり

11,313
7月～中3

所得制限なし

12,716 
0歳～中3 

所得制限なし 

支 
給 

件 

数 

 

旧大利根町 10,885 
0歳～小6 

13,522
0歳～小6

15,264
0歳～中3

17,135 
0歳～中3 

0歳～中学校修了

加 須 市 241,253,645 296,078,365 286,145,882 295,682,317 347,388,019

旧加須市 154,949,740 189,432,680 173,974,056 174,422,483 

旧騎西町 39,811,430 51,988,232 55,749,447 56,637,427 

旧北川辺町 20,061,099 22,161,303 23,664,332 25,912,185 

金 

額
（
円
）

 

旧大利根町 26,431,376 32,496,150 32,758,047 38,710,222 
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事 業 名 児童福祉施設併設型民間児童館事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-11 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 6,189,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 6,189,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 6,189,000円

事
業
の
目
的 

児童の健全育成に関する民間の拠点施

設として総合的な事業の実施に対して

助成し、地域子育て支援拠点とする。 

事
業
の
概
要 

・児童館において、児童の健全育成・養育に関する

相談事業、地域グループの活動支援事業、併設施設

利用者との異年齢交流・世代間交流事業などを実施

する。 

事業の実績・成果  

１ 児童館の概要 

   

「みつまた児童館」 

  ・三俣第一保育園に併設 

  ・保育士１名、児童厚生員（児童の遊びを指導するもの）１名を配置 

 

２ 実施事業 

 

  （１）放課後児童健全育成事業  

 

 （２）地域児童育成活動支援事業 

     ①児童の健全育成、養育に関する相談   59回、59人 

②子育て支援サービスに関する情報提供   15回 

③ボランティアグループ等の日常の活動支援   54回、10団体 

④市支援窓口、児童相談所、学校、児童委員等との連携・協力   21回 

⑤異年齢児、他世代との交流の促進   13回、848人 

⑥その他（親子交流会 外）   23回、2,466人 

 

 （３）児童健全育成特別事業 

     ①育児に関する情報提供   15回、67,666人 

②児童サークル開講による子育て支援   53回、467人 

③併設保育園の乳幼児・児童等と児童館利用児童との交流   467回、30,558人 

④不登校等児童に対する支援   3回 

⑤思春期児童の養育の支援   3回 

 

  （４）地域組織活動 

     ①講座(親子で楽しもう)         44回、1854人 

     ②交流活動(運動会、バザーなど)     6回、297人 

     ③自然学習活動(蛍鑑賞会)        1回、65人 

     ④野外学習活動（バスハイク）      1回、18人 

     ⑤交流、文化活動(手作りコンサートなど) 2回、105人 
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事 業 名 アレルギー等対応特別給食提供事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-07 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,000,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 2,400,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 2,400,000円

事
業
の
目
的 

食物アレルギー等により給食等処遇に

特別の配慮を必要とする児童に対し、ア

レルギー等に対応した給食の提供の充

実を図る。 

事
業
の
概
要 

・食物アレルギー等により、健康面において給食等

に特別な配慮が必要な児童を 2 人以上受け入れてい

る保育所に対して助成し、当該児童に配慮した給食

を提供する。 

事業の実績・成果  

・アレルギー等対応特別給食提供事業  2,400,000円 

  （１）食物アレルギー、障害等のため、給食等処遇に特別な配慮を要する児童への対処等給食の充

実を図った。 

  （２）実施場所＝愛泉幼児園・加須保育園・花崎保育園・三俣第一保育園 

 

事 業 名 病後児保育事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 7,250,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 9,300,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 9,300,000円

事
業
の
目
的 

病後児に対する保育サービスの充実を

図り、保護者の就労支援を目的とする。 事
業
の
概
要 

・児童福祉施設（愛泉乳児園、三俣第一保育園）に

おいて、病気回復中の児童を預かる。・対象児童は、

病気回復中の乳幼児・施設には、看護師または保育

士を配置する。 

事業の実績・成果  

病気の回復期にある児童を児童福祉施設等で預かることで、保護者の子育てと就労の両立支援するこ

とにより、児童の健全な育成及び資質の向上を図る。 

 

 事業費 ＝ 9,300,000円（委託料） 

 

１ 実施場所  愛泉乳児園・三俣第一保育園 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

延児童数（人） 177 149 148 291 420 

      

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450

H18 H19 H２０ H２１ H２２

 

   病後児保育事業利用児童数の推移  人 

年度 
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事 業 名 母子家庭自立支援事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-07 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 18,319,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 18,319,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 13,873,780円

事
業
の
目
的 

母子家庭の母の就業を支援し、生活基盤

の安定を図る。 

事
業
の
概
要 

・母子家庭高等技能訓練促進費等事業。2年以上のカ

リキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる

人に対し、141,000 円/月（課税世帯の場合 70,500

円/月）を全期間支給する。 

・母子家庭自立支援教育訓練給付金事業。雇用保険

制度の給付対象の教育訓練講座を受講した場合、修

了した講座の受講料の20％（上限10万円）を給付す

る。 

事業の実績・成果  

○母子家庭自立支援教育訓練給付金事業 

 指定された講座を受講した場合に、受講に要した経費の一部（20％(4,001円以上100,000円以下)）

を支給し、自立を支援する。 

 ・広報かぞ、おしらせ版、ホームページ、窓口チラシ等で事業周知のほか、関係機関にも周知を依頼

した。 

 

    支給申請件数  0件  

 

○母子家庭高等技能訓練促進費等事業 

 ２年以上のカリキュラムを修業し、対象資格の取得が見込める場合、修業期間の全期間で促進費、ま

た訓練修了後に一時金を支給し母子家庭の自立を支援する。 

 ・広報かぞ、おしらせ版、ホームページ、窓口チラシ等で事業周知のほか、関係機関にも周知を依頼

した。 

 

    促進費支給申請件数  12件  13,747,500円 

    一時金支給申請件数   3件    125,000円 
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事 業 名 赤ちゃんの駅事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-18 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 8,200,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 8,200,000円

事
業
の
目
的 

乳児をもつ子育て家庭の方が安心して

子育てできるまちづくり 
事
業
の
概
要 

乳幼児を持つ子育て家庭が安心して外出できる環境

づくりを進め、地域ぐるみで子育てを支援するため、

１おむつ交換ができる 

２授乳ができる 

１，２どちらかまたは両方の要件を備えた施設を公

共的施設を中心に整備し、乳幼児を連れての外出を

容易にする。 

事業の実績・成果  

埼玉県赤ちゃんの駅整備事業補助金（10/10）を活用し、公共施設を中心に75施設115箇所の「赤ちゃ

んの駅」を整備、開設した。 

   

  施設数 箇所数 主な施設 

（１）加須地区 51 68 

（２）騎西地区 9 23 

（３）北川辺地区 7 14 

（４）大利根地区 8 10 

合計 75 115 

・市庁舎 

・公民館 

・体育館 

・図書館 

・公立、私立保育所 

・幼稚園ほか 
 

 

事 業 名 災害対策子育て支援拠点事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,355,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

震災での大利根子育て支援センターの

ガラスの破損や壁の剥離による怪我、園

庭の地割れによる園児の落下の恐れ、ト

イレから水が漏れるなど利用に危険が

生じるため改修を行う。 

事
業
の
概
要 

ガラスの破損、壁剥離、園庭地割れ、トイレの漏水

等の修繕を行う。 

事業の実績・成果  

 

 ガラスの入替、浄化槽廻り汚水管修繕工事、壁、園庭等の修繕を行う。 

 

※ 本事業は3月災害対策補正で計上した修繕工事であるが、年度内完了が困難なので、1,351,000円

を平成23年度へ繰越し。 

 

  （平成23年度繰越明許 災害対策子育て支援センター事業・修繕費） 

   【修繕箇所】大利根子育て支援センター（ぴっぴ）の修繕 
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事 業 名 児童遊園地維持管理事業【繰越明許費分】 

担 当 課 まちづくり課 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,323,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,323,000円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 1,197,000円

事
業
の
目
的 

子どもたちの安心・安全、快適な遊園地

を整備する。 
事
業
の
概
要 

 遊具の点検実施結果等に基づき、遊具の修繕及び

撤去を中心に実施するとともに、状況により外柵等

の修繕や土砂を補充し、安全な遊び場の確保に努め

る。また、職員による定期点検等のほか、自治会へ

の委託協定により、年 4 回の定期点検を実施し、事

故防止に努める 

事業の実績・成果  

 自治会、職員、専門業者による遊具点検をもとに、危険遊具の撤去を行い、新たな遊具を設置して事

故防止を図った。 

○ 児童遊園地維持管理事業 

  上鳩山児童遊園地外遊具設置工事                  1,197,000円 

    ステッピング遊具の設置 

   ・上鳩山児童遊園地 

   ・稲荷台児童遊園地 

   ・串作児童遊園地 

   ・阿良川児童遊園地 

 ※ 繰越の理由 

    国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため。 

    なお繰越後、早期執行に努め、工事は平成22年7月30日に完成した。 

 

事 業 名 地域子育て支援事業（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 福祉課（大利根） 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,051,050円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,051,050円

目 01 児童福祉総務費 決 算 額 1,051,050円

事
業
の
目
的 

子育て支援センターで定期的に開催し

ているサロンのうち、体を使った親子体

操や、クリスマス会等来場者数が多いイ

ベントを行う際、より快適な環境を提供

するために必要なホールの工事を行う 

事
業
の
概
要 

・ ホールへの空調設備の設置工事 

・ ホール内壁、天井の内装工事 

事業の実績・成果  

・子育て支援センターホール空調設備工事 

 【工 期】平成22年3月19日から平成22年6月4日まで（平成22年5月13日完成） 

 【金 額】703,500円 

 【内 容】エアコン設置3台、電源及び配管等工事一式 

 

・子育て支援センターホール内装工事 

 【工 期】平成22年3月18日から平成22年4月22日まで（平成22年4月9日完成） 

 【金 額】347,550円 

 【内 容】内壁及び天井の下地パテ、シーラー処理、クロス貼り 

 ※財源については、国交付金である「地域活性化交付金（きめ細かな交付金）」で対応 
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事 業 名 児童扶養手当支給事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 364,806,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 301,806,000円

目 02 児童措置費 決 算 額 298,088,836円

事
業
の
目
的 

子育て中のひとり親家庭等に対する経

済的な支援を行い、生活の安定と自立に

向けた支援を行う。 
事
業
の
概
要 

児童が 18 歳（障害の状態にある場合は 20 歳未満）

に達した日の属する年度末まで手当を受けることが

できる。申請者や扶養義務者の所得により、手当の

一部又は全部が支給停止になる場合がある。支払は

4・8・12月の年3回。転出者・喪失者等への随時払

をする。 

事業の実績・成果  

 児童扶養手当を支給することで、父または母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生活

の安定と自立の促進を図った。また、平成22年8月から父子家庭も支給対象とした。 

 合併に伴い、旧3町に対する支給事務が県から移管された。 

 

 ・児童扶養手当支給額 

区     分 手 当 月 額 延月人数 支 出 額 

全 部 支 給 者 41,720 3,913 163,250,360 

一 部 停 止 者 41,710～9,850 3,865 114,429,990 

２ 子 加 算 5,000 3,445 17,212,500 
加算額 

３子以降加算 3,000 936 2,808,000 

合    計 12,159 297,700,850 

 

 支給延児童数・支給額の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

延児童数（人） 8,127 8,134 8,208 8,536 12,159 

支給額（円） 201,185,960 199,485,560 198,567,640 209,147,200 297,700,850 

  ※平成21年度までは旧加須市のデータ。 

  

 
人 

年度

千円 
 

人 

年度

 人  
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事 業 名 児童手当支給事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 143,612,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 143,612,000円

目 02 児童措置費 決 算 額 142,101,771円

事
業
の
目
的 

家庭における生活の安定に寄与すると

ともに、次代の社会を担う児童の健全な

育成及び資質の向上に資することを目

的とする。 

事
業
の
概
要 

0 歳から小学校修了前までの児童を養育している方

に対し、3歳未満は一律で月額1万円、3歳以上の第

1･2子は月額5千円、第3子以降は月額1万円を支給

する。ただし、平成22年4月から子ども手当の実施

により、児童手当の支給は平成22年2･3月分となる。

事業の実績・成果  

 児童手当を支給することにより、子育て家庭に対する経済的支援を図るとともに、適正な事業執行に

努め、市民に対し制度の周知を図った。 

 平成22年4月から子ども手当制度が実施され、平成22年度における児童手当の支給は、平成22年

2･3月分のみとなった。 

 

１ 事業内容 

 （１）支給対象  0歳から小学校修了前までの間にある児童の養育者に支給 

 （２）支給月額  3歳未満の児童 出生順を問わず一律10,000円 

          3歳以上の児童 第1子、第2子は5,000円、第3子以降は10,000円 

 （３）支払時期  原則として、毎年2月、6月、10月に、それぞれの前月分までを支給 

          平成22年度は、4月から子ども手当制度が実施されたため、平成22年2･3月 

          分を6月に支給 

 

２ 児童手当支給額 141,775,000円 

  支給対象延児童数・支給額の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 115,625 121,998 123,235 124,482 21,754 

旧 加 須 市 69,988 74,317 74,920 76,148 

旧 騎 西 町 20,317 21,457 22,226 22,577 

旧北川辺町 12,570 12,717 12,423 12,079 

延

児

童

数
人 

 

旧大利根町 12,750 13,507 13,666 13,678 

 

加 須 市 648,715 778,280 807,479 818,315 141,775 

旧 加 須 市 388,095 473,530 490,720 500,320 

旧 騎 西 町 115,365 137,380 146,184 148,440 

旧北川辺町 72,955 81,075 80,845 79,260 

支

給

額
千

円 

 

旧大利根町 72,300 86,295 89,730 90,295 

 

  ※18年度から支給対象を小学校修了前まで拡大、所得制限限度額を引き上げ 

  ※19年度から3歳未満の第1･2子の手当月額を5,000円から10,000円に増額 

  ※22年度は、4月から子ども手当制度に移行のため、22年2・3月分のみ 
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事 業 名 民間保育所等運営委託事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,141,093,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,059,239,205円

目 02 児童措置費 決 算 額 1,045,646,193円

事
業
の
目
的 

保育を希望する乳幼児の保育を委託し、

子育てと仕事の両立を支援するととも

に、保育サービスの充実を図る。 

事
業
の
概
要 

保育所で保育の実施を行った場合、国が定める保育

単価に基づいて、運営費を各保育所に支払う。（市内

公立保育所を除く）  

※なお、保育単価は入所児童の年齢、保育所の規模、

場所、運営状況により決められている。 

事業の実績・成果  

○ 保育の実施について 

  保育所の定員・入所児童・運営費等は次のとおりである。         （単位：人・円） 

  定員 

３ 歳

未 満

児 延

児 童

数    

３歳

児延

児童

数 

４歳

以上

児延

児童

数  合計  運営費 

国基準  

徴収金  

A 

市の調定額 

Ｂ 

市の負担額  

Ａ-Ｂ 

愛泉幼児園 130 734 370 646 1,750 112,307,540 48,400,890 30,160,130 18,240,760

戸川保育園 60 310 186 392 888 71,908,850 25,678,680 12,817,020 12,861,660

加須保育園 150 813 420 796 2,029 129,850,350 55,676,220 33,507,430 22,168,790

不動岡保育園 80 424 192 468 1,084 84,540,020 36,973,170 19,775,750 17,197,420

志多見保育園 60 287 192 384 863 69,954,180 27,327,190 13,473,300 13,853,890

花崎保育園 150 975 300 696 1,971 143,696,750 59,673,580 35,908,700 23,764,880

三俣第一保育園 120 727 393 658 1,778 124,817,790 50,525,450 29,136,200 21,389,250

みなみ保育園 60 299 155 471 925 69,755,160 28,451,190 13,699,450 14,751,740

にしき保育園 45 239 108 232 579 57,246,490 18,032,730 8,478,480 9,554,250

吉川保育園 60 257 240 300 797 64,998,890 24,733,740 12,179,500 12,554,240

ふじ保育園 60 231 204 372 807 58,841,460 24,896,150 14,189,070 10,707,080

私立市外委託 - 278 244 232 754 46,102,810 23,211,560 11,885,150 11,326,410

私立計 975 5,574 3,004 5,647 14,225 1,034,020,290 423,580,550 235,210,180 188,370,370

第一保育所 90 203 283 451 937 43,604,550 21,771,970 11,570,600 10,201,370

第二保育所 120 233 202 592 1,027 41,982,420 23,626,960 14,377,150 9,249,810

第三保育所 60 99 58 142 299 17,551,490 5,775,900 2,767,200 3,008,700

第四保育所 60 182 164 348 694 21,134,590 21,744,110 11,326,600 10,417,510

騎西保育所 60 248 209 383 840 47,953,970 26,365,780 13,974,900 12,390,880

北川辺保育所 140 536 383 587 1,506 80,319,740 39,621,480 28,711,750 10,909,730

わらべ保育園 270 575 575 1,353 2,503 108,638,010 60,904,910 45,964,390 14,940,520

公立市外 - 53 39 77 169 10,482,860 5,331,920 3,181,420 2,150,500

公立計 800 2,129 1,913 3,933 7,975 371,667,630 205,143,030 131,874,010 73,269,020

合計 1,775 7,703 4,917 9,580 22,200 1,405,687,920 628,723,580 367,084,190 261,639,390

 

※ (注)市内公立保育所の運営費は実支出なし 

○ 保育料の軽減措置について 

  平成22年度に市独自の基準で徴収したために軽減した額（市の負担額）は261,639,390円である。
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○ 市独自の基準で徴収したために軽減した額の推移              （単位 : 円） 

     平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 222,241,270 247,186,480 255,743,690 249,005,590 261,639,390

 旧加須市 170,591,090 187,164,080 188,633,980 179,785,360 

 旧騎西町 30,058,530 40,529,110 45,283,180 45,925,880 

 旧北川辺町 12,928,020 12,108,370 11,810,750 12,301,380 

市

独

自

の

軽

減

額  旧大利根町 8,663,630 7,384,920 10,015,780 10,992,970   

  

 

     

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

       

○ 年間入所延児童数の推移                    （単位 : 人） 

     平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 20,685 21,173 21,827 22,355 22,617 

 旧加須市 13,449 14,035 14,185 14,631 

 旧騎西町 2,264 2,493 2,828 2,904 

 旧北川辺町 1,680 1,424 1,413 1,518 

入

所

児

童

数  旧大利根町 3,292 3,221 3,401 3,302   

 

      人       

 

       

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

※ 花崎保育園が平成17年４月に定員の枠を拡大、三俣第二夜間保育園が平成17年10月に開設、 

  平成20年４月花崎保育園、にしき保育園が定員の枠を拡大、平成21年４月から不動岡保育園が 

 定員の枠を拡大したため、平成18年度以降の年間延べ入所児童数は増えている。 

        年間延べ入所児童数の推移  

年度  

19,500

20,000

20,500

21,000

21,500

22,000

22,500

23,000

H18 H19 H20 H21 Ｈ22

        

 

200,000

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

H18 H19 H20 H21 Ｈ22

市独自の保育料軽減額の推移                 

年度

（単位 : 千円）  



  249

 

事 業 名 子ども手当支給事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-16 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,755,698,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,836,285,000円

目 02 児童措置費 決 算 額 1,831,966,046円

事
業
の
目
的 

次代の社会を担う子どもの健やかな育

ちを社会全体で支援することを目的と

して、子育て世帯に対し子ども手当を支

給する。 
事
業
の
概
要 

・中学校修了までの子どもを対象に、一人につき月

額1万3千円を6･10・2月に支給する。 

・所得制限は設けない。 

・子ども手当の一部として、児童手当法に基づく児

童手当を支給する仕組みとし、児童手当分について

は、児童手当法の規定に基づき、国、地方、事業主

が費用を負担し、それ以外の費用については、全額

を国庫が負担する。 

事業の実績・成果  

 平成22年4月から、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で支援することを目的とし

て、子ども手当制度が創設された。 

 子ども手当を支給することにより、子育て家庭に対する経済的支援を図るとともに、適正な事業執行

に努め、市民に対し制度の周知を図った。 

 平成22年度における子ども手当の支給は、平成22年4月～平成23年1月分の10か月分である。 

 

１ 事業内容 

 （１）支給対象  0歳から中学校修了前までの間にある子どもの養育者に支給 

 （２）支給月額  一人につき13,000円 

 （３）支払時期  原則として、6月、10月、2月にそれぞれの前月分までを支給 

 

２ 子ども手当支給額 1,829,867,000円 

   

  支給対象延児童数・支給額 

 平成22年度 

延児童数（人） 140,759

支給額（千円） 1,829,867

  ※平成22年度における子ども手当の支給は、平成22年4月～平成23年1月分の10か月分 
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事 業 名 夜間保育所運営委託事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-08 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 56,159,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 56,159,000円

目 02 児童措置費 決 算 額 54,829,610円

事
業
の
目
的 

夜間保育（11:00～22:00）を希望する乳

幼児の保育を委託し、子育てと仕事の両

立を支援するため、保育サービスの充実

を図る。 

事
業
の
概
要 

三俣第二夜間保育園で保育の実施を行った場合、国

が定める保育単価に基づいて、運営費を保育所に支

払う。 

※なお、保育単価は入所児童の年齢、保育所の規模、

場所、運営状況により決められている。 

事業の実績・成果  

○ 保育の実施について 

  保育所の定員・入所児童（延人数）・運営費等は次のとおりである。   （単位：人・円） 

  定員 

３歳

未満

児 

延児

童数 

３歳

児 

延児

童数 

４歳

以上

児 

延児

童数 合計 運営費 

国基準 

徴収金 

   A 

 

 

 

市の 

調定額 

   B 

市の負担額 

  A－B 

三俣第二夜間 

保育園 30 201 108 108  417 54,829,610 16,315,250

 

8,447,710 7,867,540 

 

 

事 業 名 子ども手当支給事業【繰越明許費分】 

担 当 課 子育て支援課 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 9,030,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 9,030,000円

目 02 児童措置費 決 算 額 8,610,000円

事
業
の
目
的 

次代の社会を担う子どもの健やかな育

ちを社会全体で支援することを目的と

して子育て世帯に対し、子ども手当を支

給する。 

事
業
の
概
要 

中学校修了までの子どもを対象に、一人につき月額

13,000円を6･10･2月に支給する。 

事業の実績・成果  

 平成22年4月から始まった子ども手当制度の資格管理及び支給のためのシステム導入に係る業務委

託費として予算を計上したが、平成21年度中の執行が困難となったため、繰越明許として対応した。

 

 平成22年4月システム導入が完了し、適正な資格管理及び子ども手当の支給を行うことができた。

 

  子ども手当システム導入業務委託費 8,610,000円 

  ＊平成21年度子ども手当準備事業費補助金（国庫補助金）対象（10/10） 
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事 業 名 公立保育所運営事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-09 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 246,460,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 247,173,564円

目 03 児童福祉施設費 決 算 額 234,225,058円

事
業
の
目
的 

公立保育所において、保育に欠ける児童

の保育を実施し、子育てと仕事の両立へ

の支援を行う。 
事
業
の
概
要 

公立保育所（7ヶ所）、あすなろ園の運営管理 

・保育所は、家庭において十分な保育をすることが

できない児童を保護者に代わって保育する。 

・あすなろ園は、母子通園により障害児の機能回復

訓練を実施する。 

・公私立保育所の意見交換及び研修実施。 

事業の実績・成果  

○ 主な支出の内訳                               （円） 

  平成21年度 平成22年度 

臨 時 雇 用 賃 金    114,152,066 133,921,238

賄 材 料 費     49,012,498 48,357,670

光 熱 水 費    12,373,810 13,221,859

消 耗 品 費   7,130,291 9,066,903

  

 １ 保育所入所児童数（4月1日現在）                     （人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

公立（市内） 614 575 594 620 630

公立（市外） 22 26 26 20 10

私立（市内） 966 1,028 1,078 1,118 1,126
参 

考 

私立（市外） 102 95 116 151 58

合 計 1,704 1,724 1,814 1909 1,824

 ２ あすなろ園の利用状況（3月31日現在）                   （人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

生 活 指 導   14    15    15    17 18

理 学 療 法    6     6     4     6 11

作業療法    20 17    12    17 0

言 語 療 法   20    23    22    22 22

 ３ 修繕費                                   （円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

第一保育所  477,225  166,450  657,843 125,244 389,025

第二保育所  464,500  1,308,300  476,380 135,861 581,121

第三保育所  389,400  445,922  626,215 227,248 313,530

第四保育所   425,743  66,150 174,589 253,827 117,390

あすなろ園  183,400   0  36,277 14,994 37,840

騎西保育所 188,431 103,305 1,422,262 1,629,505 1,344,735

北川辺保育所 493,668 446,754 530,282 1,697,682 624,486

わらべ保育園 1,811,512 793,684 836,246 1,147.072 1,043,964

 総 合 計 4,433,879 3,330,565 4,760,094 5,231,433 4,452,091 

 



  252

事 業 名 公立保育所障害児保育事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-11 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 16,495,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 17,960,436円

目 03 児童福祉施設費 決 算 額 16,256,436円
事
業
の
目
的 

障害を持つ児童の家庭を支援する保育サ

ービスの充実を図る。 

事
業
の
概
要 

・保育に欠けており、障害を持つ児童を集団保育で保育

する。 

・障害児3人（まで）に対し1人の保育士を配置する。

事業の実績・成果  

○ 22年度公立保育所入所障害児児童数（4月1日現在） 20人 
  内訳 第一保育所   4人  第二保育所   8人 
     第三保育所   2人  第四保育所   2人 
     騎西保育所   0人  北川辺保育所  2人 
     わらべ保育園  2人 
 
○ 22年度公立保育所障害児加配保育士数（4月1日現在） 12人 
  内訳 第一保育所   2人  第二保育所   3人 
     第三保育所   1人  第四保育所   2人 
     騎西保育所   0人 
     北川辺保育所  2人（ただし臨時雇用賃金については公立保育所運営事業から支出） 
     わらべ保育園  2人（ただし臨時雇用賃金については公立保育所運営事業から支出） 
 

 

事 業 名 民間保育所施設整備事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 123-05 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 532,716,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 532,716,000円

目 03 児童福祉施設費 決 算 額 528,678,500円

事
業
の
目
的 

保育所に入所を希望する全ての児童が入

所できるよう民間保育所整備及び認定子

ども園の設置を促進する。 

事
業
の
概
要 

民間保育所等3施設において、改築・創設を行う。その

事業に対し、助成を行う。（安心子ども基金を活用） 

事業の実績・成果  

１ 認定こども園騎西桜が丘（創設） 
   保育所、幼稚園、学童保育室等の新設 

（１） 定  員 保育所122人（122人増） 幼稚園210人（210人増） 
（２） 建物概要 鉄骨造平屋建て（一部２階） 床面積 2062.14㎡ 
（３） 補助金額 330,145,500円 

２ 三俣第三保育園（創設） 
   保育所、学童保育所の新設 
  （１）定  員 90人（90人増） 
  （２）建物概要 鉄筋コンクリート造2階建て 床面積 988.29㎡ 
  （３）補助金額 139,791,000円 
 ３ にしき保育園（増改築） 
   老朽化した乳児園舎を取り壊し、園舎の改築を実施 
  （１）定  員 50人（5人増） 
  （２）建物概要 木造平屋建て 床面積 420.83㎡ 
  （３）補助金額  52,629,000円 
  ※ 事故繰越により翌年度へ繰越 1,074,000円 

（平成23年3月11日に発生した東日本大震災により、建築資材の調達、搬入及び人材不足
等が生じ、工事に遅れが生じたため） 
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事 業 名 公立保育所施設整備事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 123-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 2,947,000円

目 03 児童福祉施設費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

公立保育所における保育環境の整備・充

実を図り、子育て支援、仕事との両立の

支援を図る。 

事
業
の
概
要 

公立保育所における緊急性及び必要性の高い修繕を

行う。 

事業の実績・成果  

・ 公立保育所における緊急性及び必要性の高い修繕を行う。 

施設名 内   容 金 額（円） 

保育室床改修（３保育室） 840,000円 
第 一 保 育 所 

一階テラス屋根交換 572,250円 

第 二 保 育 所 テラス屋根改修 988,646円 

第 四 保 育 所 テラス屋根改修 546,000円 

合  計  2,946,896円 

※本事業は3月補正で計上した修繕工事であるため、年度内完了が困難なので、全額平成23年度に繰

越し。 

 

 
事 業 名 災害対策公立保育所運営事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 121-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 502,000円

目 03 児童福祉施設費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

公立保育所において、保育に欠ける児童

の保育を実施し、子育てと仕事の両立へ

の支援を行う。 

事
業
の
概
要 

東北地方太平洋沖地震により被害を受けた、市内公

立保育所の原状回復を行う。 

事業の実績・成果  

・東北地方太平洋沖地震により被害を受けた市内公立保育所の原状回復のための修繕を行う。 

施設名 内   容 金  額（円） 

南側樋及び樋持ち金物修繕 66,100円 
第 二 保 育 所 

ボイラー室爆裂部補修 111,680円 

ボイラー室爆裂修繕 126,000円 
第 三 保 育 所 

トイレ室内ひび割れ修繕 70,000円 

騎 西 保 育 所 遊戯室シーリングファン落下防止対策 55,650円 

わらべ保育園 大ホールエアコン落下防止修繕 20,000円 

あ す な ろ 園 トイレタイル補修工事 52,500円 

合  計  501,930円 

※本事業は 3 月災害対策補正で計上した修繕工事であるため、年度内完了が困難なので、全額平成 23

年度へ繰越し。 
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事 業 名 公立保育所運営事業【繰越明許費分】 

担 当 課 子育て支援課 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,400,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,400,000円

目 03 児童福祉施設費 決 算 額 1,315,678円

事
業
の
目
的 

公立保育所において、保育に欠ける児童

の保育を実施し、子育てと仕事の両立へ

の支援を行う。 

事
業
の
概
要 

公立保育所における緊急性及び必要性の高い修繕を

行う。 

事業の実績・成果  

○ 22年度実施修繕 

  本事業は、平成２１年度３月補正（国の補正に伴う）で計上した修繕工事であるため、年度内 

  完了が困難なので、２２年度へ繰り越して実施 

保育所名 修 繕 名 金  額 

保育室床、廊下床改修   420,000円 
第 一 保 育 所 

汚物流し、便器、部品取り替え   280,000円 

第 二 保 育 所 木製建具修繕工事    69,678円 

玄関・廊下壁塗装修繕   231,000円 
第 三 保 育 所 

各所修繕    63,000円 

門扉、塀塗装   105,000円 
第 四 保 育 所 

給水管洗浄   147,000円 

合 計  ※1,315,678円 

このうち1,315,000円については国費（地域活性化・きめ細かな臨時交付金）により支出 
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事 業 名 公立児童館管理運営事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 123-03 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 9,368,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 9,368,000円

目 04 児童館費 決 算 額 8,841,277円

事
業
の
目
的 

児童健全育成の拠点施設として、公立児

童館施設の整備充実を行い、市民の子育

てを応援する。 

事
業
の
概
要 

・公立児童館 3 箇所(加須・利根川・花崎)における

運営経費・児童への遊びの指導など健全育成事業の

実施。 

事業の実績・成果  

 児童福祉法第40条に基づく児童厚生施設として、子どもたちに健全な遊びを提供し、その健康増進

や豊かな情操の育成に努めた。 

 

１ 児童館の自主事業 

施設名称 事 業 名 実 施 日 参加人数等 

七夕まつり  8月10日 33人 
児童センター 加須児童館 

餅つき 12月11日 30人 

5月17日～7月12日 25組 前

期 5月19日～7月14日 21組 

10月18日～12月13日 29組 
ちびっ子広場 

後

期 10月20日～12月15日 25組 

じゃがいもの植付  3月15日 ― 

じゃがいもの収穫 6月14日、16日 99人 

大根の植付  9月 9日 ― 

利根川児童館 

大根の収穫 11月22日 115人 

七夕祭り  7月 7日 37人 

クリスマス会 12月21日 33人 

節分会（豆まき）  2月 2日 30人 
児童センター 花崎児童館 

ひな祭り  3月 3日 34人 

※ じゃがいも・大根の植付は、児童館職員が作業を行ったため、一般参加者はない 

 

２ 児童館利用状況 

小学生 学童保育 中学生

加須児童館 291日 574人 615人 8,794人 35人 451人 10,469人 36人

利根川児童館 294日 5,242人 4,123人 -      1,232人 7,605人 18,202人 62人

花崎児童館 291日 2,093人 5,464人 7,952人 283人 2,006人 17,798人 61人

合　計 876日 7,909人 10,202人 16,746人 1,550人 10,062人 46,469人 53人

幼児開館日数
一日平均
利用者数

合　計大人等
児　童
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加須児童館（外観） 利根川児童館（ちびっ子広場） 花崎児童館（クリスマス会） 

 

 

 

事 業 名 利根川児童館整備事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 123-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 14,382,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 14,382,000円

目 04 児童館費 決 算 額 11,800,950円

事
業
の
目
的 

大越地区のまちづくりの一事業として、

利根川堤防強化対策事業に伴い、利根川

児童館を移転新築する。 

事
業
の
概
要 

・移転新築に伴う地質調査、敷地測量、建物等設計

 

事業の実績・成果  

大越地区のまちづくり（計画）の一事業として、利根川堤防強化対策事業の実施に伴い、平成24年

中に利根川児童館を移転新築するため、建物等の設計、地質調査、敷地測量を実施。 

 

 １ 利根川児童館移転新築工事設計業務 6,804,000円 

 

 ２ 移転新築先地質調査        3,570,000円 

 

 ３ 加須未来館・児童館分筆等測量   1,426,950円 

 

 

 

 

３．利用者数の推移
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事 業 名 子どもふれあいの家管理運営事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 122-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,531,000円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 1,531,000円

目 04 児童館費 決 算 額 1,489,781円

事
業
の
目
的 

子どもに交流の機会を与え、心身の健全

な育成を図ることを目的とする。 事
業
の
概
要 

子ども同士の交流、親と子の交流、子育てサークル

の交流、子どもと地域の方々との交流等を実施する。

事業の実績・成果  

・ 地域の子育て拠点施設として、利用者の安全に配慮した適切な施設管理に努めた。 

・ 子育て家庭の活動支援や地域住民との交流事業を通じて、子どもたちの健全な育成に寄与した。 

 

 １．事業概要 

 （１）利用者    小学生、中学生、付添い人を伴う幼児等 

 （２）一般利用時間 午前10時00分～午後5時00分 

 （３）学童保育時間 平日：放課後～午後6時30分 学校休業日：午前8時00分～午後6時30分

 （４）休館日    毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始 

 （５）交流事業   クリスマス会 小学生47人参加 

 

 ２．開館日数及び利用者数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

開館日数 289日 290日 288日 288日 289日 

利用者数（人） 4,262人 3,742人 5,275人 7,500人 8,485人 

（学童保育利用児童数） （－） （1,860人） （4,325人） （6,528人） （7,509人）

 

 ３．利用者数の推移

4,3254,262

976972950

1,882

6,528

7,509

1,860

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

一般来館者 学童保育利用児童
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事 業 名 災害対策公立児童館管理運営事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 123-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 02 児童福祉費 最 終 予 算 額 77,000円

目 04 児童館費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

地域の児童に健全な遊びを与え、その健

康を増進し、豊かな情操の育成に資する

ため、児童の安全に配慮した適切な施設

管理を行う。 

事
業
の
概
要 

東日本大震災の発生に伴い、破損した施設の修繕を

行う。 

 

事業の実績・成果  

  

 本事業は東日本大震災発生に伴い3月災害対策補正で計上した修繕事業であり、年度内完了が困難な

ため、全額平成23年度に繰り越した。 

 

【修繕箇所】 

 加須児童館 玄関モルタル部分 

 

 

 

 

 

 
事 業 名 生活保護管理事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 246-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 4,133,000円

項 03 生活保護費 最 終 予 算 額 5,526,250円

目 01 生活保護総務費 決 算 額 4,016,191円

事
業
の
目
的 

生活保護の適正実施 
事
業
の
概
要 

嘱託医報酬 

レセプト審査支払事務委託 

介護報酬審査支払事務委託 

生活保護就労支援相談員による就労支援 

事業の実績・成果  

 

 

・ 嘱託医による指導 （嘱託医報酬 1,413,600円 費用弁償 68,400円 ） 

・ 生活保護手帳他関係図書購入 （生活保護手帳、問答集、保護の手引き等 87,580円） 

・ 定期的な家庭訪問、病状調査、格付調査の実施 

・ 生活保護医療審査事務費、介護事務審査手数料 （委託料 752,226円） 

・ 生活保護就労支援相談員の配置による就労支援の強化（平成22年11月から）（賃金892,500円）

・ 社会福祉主事資格認定普通課程研修参加（2名）（旅費、負担金 251,260円） 
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事 業 名 生活保護適正実施推進事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 246-04 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 8,590,000円

項 03 生活保護費 最 終 予 算 額 8,664,750円

目 01 生活保護総務費 決 算 額 8,223,083円

事
業
の
目
的 

生活保護費の不正受給防止を図る。 
事
業
の
概
要 

・生活保護システムリース料及び基準改定料 

・診療報酬（レセプト）内容点検等業務委託し、生活保護

の適正な運営を確保する。 

事業の実績・成果  

・ 生活保護システムの導入は、事務処理の効率化や統計業務の正確性に寄与した。 

・ 診療報酬明細書の点検のうち、資格点検を職員が行うほか、内容点検、縦覧点検については、専門業者に委託

し、医療扶助費の適正な支払いに努めた。 

 

【参考】再審査請求の状況（H18～H22） 

点検内容  
返戻金額 

診療機関によ

る取下げ等 
成果額 

資格点検 内容点検 

合計 

金額 
1,944,197.5円 57,741.5円 1,936,456円 1,403,506円 532,950円

H18 

 合計 

件数 
45件 13件 32件 10件 22件

合計 

金額 12,424,402.5円 4,149,393円 8,275,009.5円 7,862,679.5円 412,330円

H19 
合計 

件数 
57件 19件 38件 37件 １件

合計 

金額 1,588,229円 59,569円 1,528,660円 1,309,830円 218,839円

H20 
合計 

件数 
80件 8件 72件 20件 52件

合計 

金額 3,121,096円 1,164,580円 1,956,516円 1,728,306円 228,210円

H21 
合計 

件数 
109件 4件 105件 33件 72件

合計 

金額 2,555,128円 490,240円 2,064,888円 2,000,448円 64,440円

H22 
合計 

件数 
52件 3件 49件 23件 26件

                             ※平成21年度までは旧加須市のみ実施 

・ 現業員の資質の向上及び知識の習得を図ることを目的とし、各種研修会に参加した。 

 

歳出額内訳 

  診療報酬明細書等点検充実事業（委託料）         412,028円 

  その他適正化推進事業（生活保護システム賃借料ほか）  7,748,055円 

  平成21年度補助金精算確定による返還額          59,000円 
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事 業 名 住宅手当緊急特別措置事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 552-06 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 22,529,000円

項 03 生活保護費 最 終 予 算 額 48,389,000円

目 01 生活保護総務費 決 算 額 38,904,693円

事
業
の
目
的 

離職者の常用就職に結びつける。 

事
業
の
概
要 

・支給対象者①から⑦の全てに該当する方 

①平成19年10月1日以降に離職した方 

②離職前に、主たる生計維持者であった方 

③就労能力及び常用就職意欲があり、ハローワーク

に求職申込みを行う方 

④住宅を喪失している方又は喪失するおそれのある

方 

⑤原則として収入のない方 

⑥生計を一とする同居の親族の預貯金が単身世帯で

50万円以下、複数世帯で100万円以下 

⑦暴力団員でないこと 

・手当支給額 53,900 円（住宅扶助特別基準額）を

上限  

・支給期間 最長 6 月間（一定の条件下でさらに 3

月間延長） 

事業の実績・成果  

 

・ 住宅確保・就労支援員（社会福祉士資格所有者）平成21年10月から1名採用   

・ 相談件数     68件（平成22年度4月から3月） 

・ 申請件数     42件（平成22年度4月から3月） 

・ 支給決定件数   261件（平成22年度4月から3月） 

・  支給金額    10,624,800円    （申請月の翌月分から大家の口座に振込） 

（単身世帯は41,500円を上限） 

                    （複数世帯は53,900円を上限）            

  

・平成21年度セーフティーネット支援対策等事業費補助金返還金 25,860,000円 
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事 業 名 生活保護事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 246-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 1,274,870,000円

項 03 生活保護費 最 終 予 算 額 1,194,938,000円

目 02 扶助費 決 算 額 1,181,186,982円

事
業
の
目
的 

最低限度の生活の保障と要保護者の自

立 

 

事
業
の
概
要 

要保護者の年齢、性別、健康状態等その個人又は世

帯の実際の必要の相違を考慮して、生活、住宅、教

育、医療、介護、生業、出産、葬祭扶助等を単給又

は併給により行う。 

事業の実績・成果  

生活保護の状況について（各年度３月末時点の保護世帯と保護人員） 

・H23.3月末現在 581世帯 874人（H22.3月末  501世帯 744人) 

 1 生活保護の開始及び廃止 

申 請 件 数 
151（うち

旧３町29）
世帯 141（うち旧3町27） 

却 下 件 数 
5（うち旧

3町1） 

開 始     

人員 216（うち旧3町45） 

取 下 件 数 7 世帯 63（うち旧3町22） 

  
廃 止     

人員 83（うち旧3町34） 

340 376 425
501 581523 553 621

744
874

0

200

400

600

800

1000

H18 H19 H20 H21 H22

世帯数

人員数

 
 2 生活保護費 

   保護費の推移（平成18年度から平成20年度までは、旧3町は埼玉県が対応しているため、旧加須市の 

決算額を使用） 

572,933,614
578,818,976

1,178,195,330
674,466,561

556,231,855

400,000,000

600,000,000

800,000,000

1,000,000,000

1,200,000,000

1,400,000,000

H18 H19 H20 H２１ Ｈ２２

円

 
 3 就労自立の状況・推移 

 

 

 

 

 

 

 4 歳出内訳 

  扶助費                          1,178,195,330円 

  平成21年度国庫負担金精算確定による返還額          2,991,652円 
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事 業 名 被災者支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 334-01 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 3,016,000円

項 04 災害救助費 最 終 予 算 額 3,016,000円

目 01 災害救助費 決 算 額 350,000円

事
業
の
目
的 

災害を受けた者などの保護と福祉の増

進を図る。 事
業
の
概
要 

市内に発生した火災、その他異常な自然現象による

災害で、災害救助法の適用を受けないものに対し、

見舞金及び仮設住宅（賃貸住宅）補助金を支給する。

事業の実績・成果  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※H21年度までは旧騎西町、旧大利根町は制度なし 

 

 

 （り災者応急住宅費補助金） 

区 分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

件 数 0 0 2 0 2 

金 額 0 0 480千円 0 H23に交付 

 

    ※H20年度は旧加須市、H22年度から新加須市全域 

 

　（件数）

平成18年度平成19年度平成20年度平成21年度平成22年度

3 1 3 4 1

旧 加 須 市
（100千円）

2 1 3 3

旧北川辺町
（ 300 千 円 以 下 ）

1 0 0 1

1 1 1 3 1

旧 加 須 市
（50千円）

0 1 1 3

旧北川辺町
（ 100 千 円 以 下 ）

1 0 0 0

0 0 0 0 0

旧 加 須 市 0 0 0 0

3 5

旧 加 須 市 3

0 1 0 0 0

旧 加 須 市 0 1 0 0

0 0 0 0 0

旧 加 須 市 0 0 0 0

加 須 市

加 須 市見
舞
金

弔
慰
金

半焼・
半壊

負傷者
(30千円)

部分焼・
一部損壊
(10千円)

死亡者
(100千
円)

加 須 市

（災害見舞弔慰金）　

床上浸水
(30千円)

加 須 市

全焼・
全壊

加 須 市
(300千円)

家
　
　
　
　
　
屋

加 須 市
(50 千 円 )
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事 業 名 災害時要援護者支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 334-02 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 72,000円

項 04 災害救助費 最 終 予 算 額 72,000円

目 01 災害救助費 決 算 額 4,588円

事
業
の
目
的 

障がい者、ひとり暮らし高齢者などが、

災害時等における支援を地域で受けら

れるようにするための制度を整備する

ことにより、安心して暮らすことができ

る地域づくりの推進を図る。 

事
業
の
概
要 

災害時に備え、要援護者の把握及び登録台帳を整備

し、地域支援者と情報を共有する。 

・対象者 

 ①ひとり暮らし高齢者又は高齢者のみの世帯 ②

要介護 3～5 認定者 ③身体障害者手帳 1 級～3 級

④療育手帳マル A～B ⑤精神保健福祉手帳 1 級～2

級 ⑥外国人等で日本語が不自由な者 ⑦その他、

避難支援が必要と認められる者 

事業の実績・成果  

 

１．活動内容 

  ①名簿の配布       加須地域   民生委員・児童委員に7月、自治会長に10月配布 

               北川辺地域  自治会長と民生委員・児童委員に4月に配布 

              ※年度更新時に旧名簿は回収する。 

              H23年度から旧騎西町、旧大利根町に拡大し、全域で制度を実施する。

  ②受領書兼誓約書の取得  自治会、自主防災組織、消防団の代表者から徴する。 

  ③申請受付        随時 関係各課との協力  

                  外国人…市民課 

                  高齢者…高齢者福祉課 

                  障害者…社会福祉課 

       

２．登録者数 １，４８２人 

  内訳（複数項目該当者は重複加算） 

①ひとり暮らし高齢者   657人 ⑤知的障害者（○Ａ、Ａ、Ｂ） 7人

②高齢者のみの世帯 741人 ⑥精神障害者（１，２級） 2人

③要介護（３，４，５） 40人 ⑦外国人（日本語不自由） 0人

④身体障害者（１，２，３級） 149人 ⑧その他 21人

 延 合 計 1,617人

 

３．今後の活動 

  ①登録台帳の随時更新  

    定期的な更新により、災害時に備えるとともに、新規申請者の拡大により、地域一帯となった

   支援体制の確立を目指す。 

  ②各団体との協力体制の継続  

    今後も、自治会、自主防災組織、消防団の代表者及び民生委員等の地域の協力により、災害発

   生時又は日常の支援活動を推進するため、啓発活動等を実施する。 

  ③関係各課との協力体制の強化 

    市民安全課が策定する、災害害時要援護者の避難支援対策としての全体計画及び個別計画（平

   成22年度末までに策定）に基づき、災害時に援護が必要な市民の支援体制を樹立する。 
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事 業 名 災害対策被災者支援事業 

担 当 課 社会福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 334-91 

款 03 民生費 当 初 予 算 額 0円

項 04 災害救助費 最 終 予 算 額 37,354,000円

目 01 災害救助費 決 算 額 20,670,906円

事
業
の
目
的 

東北地方太平洋沖地震により被害を受

けた市民に対し、見舞金等を支給するこ

とにより、災害を受けた者の福祉の増進

を図る。 

事
業
の
概
要 

市内に発生した地震による災害で、家屋に被害を受

けた、災害救助法の適用を受けないものに対し、災

害見舞金及びり災者応急住宅費助成金を支給する。

事業の実績・成果  

・ 災害見舞金 20,620,000円   

  

  《支給内訳》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 災害見舞金支給システム作成委託 47,880円 

・ 加須げんきプラザシーツ利用料（避難世帯対応） 3,026円 

  

 災害見舞金およびり災者応急住宅支援について年度内ですべて執行することは困難であるため、

16,683,094円は23年度へ繰越した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

判定区分 

全壊 半壊 一部損壊  

200,000円 100,000円 10,000円

第 1 回 2件   346件

第 2 回 4件 9件 731件

第 3 回 3件 10件 615件

合計件数 9件 19件 1692件

区分別振込額 1,800,000円 1,900,000円 16,920,000円

総合計 20,620,000円 
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事 業 名 保健衛生管理事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 252-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 11,253,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 11,176,780円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 8,615,377円

事
業
の
目
的 

市民の健康づくりを効率よく、効果的に推

進する。 事
業
の
概
要 

各種研修会に係わる旅費や専門誌の購読料、健診用品等

の修繕料及び健康管理システム管理費等の諸経費支出 

健康管理システムには、乳幼児健診、予防接種、成人検

診等の健診（検診）データが蓄積されており、市民の健

康状態の把握や事業の評価、健診の未受診者、予防接種

の未接種者のフォローアップなどに活用している。 

事業の実績・成果  

１ 月刊購読誌     104,815円 
２ 保健事業のお知らせ  

・ 平成23年度の年間事業（保健事業のお知らせ）を作成し、各世帯に配布した。 
   （乳幼児健康診査、予防接種、健康診査、がん検診、健康相談等） 

      ・印刷部数 41,700部  381,400円 
３ 健康管理システムの借上げ 

・旧加須市において導入したシステムとして平成19年3月1日から平成24年2月29日
までの長期継続契約を行っているリース対象価格 14,507,640 円のうち、平成 22 年度分
2,901,528円 

４ 健康管理システムの管理運用 
  大腸がん検診等の結果の時系列的管理や統計処理分析を実施し、事務効率の向上に努めた。 

・健康管理システム保守  2,339,820円 
・健康管理機器保守     110,880円 

 

事 業 名 健康づくり推進計画フォローアップ事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-04 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,741,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,741,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,358,988円

事
業
の
目
的 

市民一人ひとりが健康づくりの主体とな

り自分に適した健康づくりを進める。 
事
業
の
概
要 

市民への健康づくり計画の周知 

7つの柱：①食生活・栄養②身体活動・運動③休養・心

の健康④歯の健康⑤たばこ・アルコール⑥高齢者の健康

⑦各種健康診査 

計画の7つの柱の取組状況と目標指標の達成度の把握 

事業の実績・成果  

   「加須市健康づくり推進計画」策定のための基礎資料として、アンケート調査を実施した。 
１ 調査対象・抽出方法 
   15歳以上の市民の中から3,500名を無作為に抽出 
２ 調査項目 

①対象者属性      ②健康状態について      ③食生活について   
④運動について     ⑤ストレスについて       ⑥睡眠について  
⑦飲酒について     ⑧喫煙について        ⑨歯の健康について 
⑩予防接種や健康教室について 

３ 調査の実施時期 
調査方法 郵送による配布・回収 
調査期間 平成23年2月28日から3月18日まで 

４ 回収状況 
  有効回収数1,706件（女性920件、男性755件、不明31件）／発送総数3,500件＝回収率48.7％
事業費 
 ○通信運搬費    617,688円 
 ○委託料      678,825円 
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事 業 名 健康づくり地域交流事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-03 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,778,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,778,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,777,880円

事
業
の
目
的 

地域特性に合わせた交流の場や健康づ

くりに関する情報を、住民に提供するこ

とで、住民の心と体の健康増進に資す

る。 

事
業
の
概
要 

・遊びの広場（子どもを遊ばせながら、母親同士が

集い合える場の提供） 

・三世代交流会 

・愛育班だよりの発行 他 

事業の実績・成果  

  

 家庭訪問で把握した地区の状況に合わせ、愛育だよりの発行や遊びのひろば、三世代交流等を実施するこ

とにより、地域での交流を図った。 

 

 

１ 開催内容 

（１）愛育班だより：訪問により把握した健康問題をテーマに、各愛育班で発行する 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 28 25 21 21 21

旧 加 須 市 26 24 20 20 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 

旧北川辺町 愛育だより発行なし 

回
数 

 

旧大利根町 2 1 1 1 

加 須 市 51,500 43,340 39,160 41,200 41,420

旧 加 須 市 43,500 39,340 35,160 37,200 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 

旧北川辺町 愛育だより発行なし 

部
数 

 

旧大利根町 8,000 4,000 4,000 4,000 

 
 

 

（２）三世代交流会：高齢者と母親とこどもが一緒に遊び親睦を図ることで、相互理解を深める。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 19 17 12 12 13

旧 加 須 市 15 13 8 8 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 

旧北川辺町 三世代交流なし 

回
数 

 

旧大利根町 4 4 4 4 

加 須 市 1,784 1,693 1,200 1,071 1,531

旧 加 須 市 1,247 1,197 679 471 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 

旧北川辺町 三世代交流なし 

一
般
参
加
者 

 

旧大利根町 537 496 521 600 
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（３）あそびの広場：親子で遊べる場の提供とママ友づくりの場の提供を行っている。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 15 29 28 27 36

旧 加 須 市 12 12 9 10 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 

旧北川辺町 あそびの広場なし 

回
数 

 

旧大利根町 3 17 19 17 

加 須 市 664 1,007 940 977 870

旧 加 須 市 452 458 301 569 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 

旧北川辺町 あそびの広場なし 

一
般
参
加
者 

 

旧大利根町 212 549 639 408 

    

 

２ 開催場所  

  公民館や学校等の公共施設 

３ 参加対象者 

  各地区の高齢者、乳幼児、その保護者 

４ 開催時期 

  各地区愛育班の計画による。 

５ 事業費内訳 

  ○補助金    1,258,000円  

  ○事業委託料   519,880円    
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事 業 名 健康福祉まつり事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-10 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 716,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 716,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 676,644円

事
業
の
目
的 

市民が楽しみながら健康に対する関心

を高める。 
事
業
の
概
要 

行政と市民が協働して、北川辺地区のふるさと秋ま

つり（文化祭、産業祭と同日開催）の一つとして開

催 

・健康測定（骨密度・血液さらさら・健康度チェッ

ク等市民が気軽にできる簡易検査）の実施（委託）

・協力団体による啓発活動・模擬店など 

・健康優良家庭や健康ポスター・標語の表彰 

事業の実績・成果  

【北川辺地域】 

平成22年度実績 

 ○第23回 健康福祉まつり（H22.10.31実施） 

  ①健康測定（骨密度 150人・血液さらさら度 90人・健康度チェック等簡易検査 113人） 

  ②健康相談（血圧測定）  

  ③模擬店の出店（焼きそば、豚汁、ポップコーン等・フリーマーケット） 

  ④協力団体による啓発活動・食生活改善推進員協議会～ヘルシーメニューと米粉メニューの試食 

              ・母子愛育会～ハイハイヨチヨチコンテスト・赤ちゃん写真館 

              ・サプナ21北川辺健康体操愛好会～健康体操 

              ・人権擁護委員会、行政相談員による相談会のＰＲ 

  ⑤赤い羽根共同募金  28,294円   

  ⑥健康ポスター・標語の表彰 

  ⑦インフルエンザ予防接種 62人  

  ⑧介護関連コーナー（介護相談・介護体験） 

 

 ○来場者数  約800人 
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事 業 名 母子保健推進員訪問活動事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-07 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 360,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 360,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 286,500円

事
業
の
目
的 

地域住民が、健康的に安心して暮らせる

よう、加須市愛育会の班員が母子保健推

進員を兼務し、母子の健康増進と地域の

健康づくりに資する。 

事
業
の
概
要 

愛育班員が母子保健推進を兼ね、受け持ち地域に住

む赤ちゃんからお年寄りまで全ての住民を対象とし

声かけ訪問を実施 

事業の実績・成果  

 

 各地区の愛育班員が、それぞれの担当地域の会員宅へ声かけ訪問や、街中で会員に声かけを行い、声

かけ訪問の際に愛育班だよりを手渡し、健康に関する情報を提供した。 

 

 

○ 家庭訪問件数と愛育班員数の推移   ※H22は、3月31日までの件数・班員数 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 2,885 2,749 2,684 2,629 2,865

旧 加 須 市 2,885 2,749 2,684 2,629 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 
旧北川辺町 母子推進員なし（愛育班兼務なし） 

件
数 

 

旧大利根町 母子推進員なし（愛育班兼務なし） 
 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 454 306 301 298 296

旧 加 須 市 454 306 301 298 

旧 騎 西 町 愛育班組織なし 
旧北川辺町 母子推進員なし（愛育班兼務なし） 

愛
育
班
員
数 

 

旧大利根町 母子推進員なし（愛育班兼務なし） 
 

 

 

 

○事業費内訳  

 ・家庭訪問謝金  286,500円 
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事 業 名 献血推進事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-12 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 298,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 298,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 189,000円

事
業
の
目
的 

相互扶助の精神に基づき、献血思想の普

及を図り、健康にして良質の血液を確保

する。 

事
業
の
概
要 

良質な血液を確保のため、赤十字血液センターと協

力して、献血思想の普及、協力事業所の確保をし、

献血者へ記念品配布等を行う。 

事業の実績・成果  

 献血思想の普及および健康にして良質な血液を確保するため、各事業所・団体等５４会場で献血を

実施した。 

献血できた人数 
会場数 県目標値 受付者数 

200ml 400ml 計 

54会場 2,912本 2,528人 735人 1,275人 2,010人 

 

 献血者数の推移 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 2,211人 2,338人 2,098人 2,073人 2,010人 

旧加須市 1,560人 1,789人 1,530人 1,508人 

旧騎西町 197人 128人 116人 120人 

旧北川辺町 124人 89人 115人 140人 

 
 
 

旧大利根町 330人 332人 337人 305人 

 

  

 

 

献血者数の推移

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

H18 H19 H20 H21 H22

（人）
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事 業 名 乳幼児健診事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 114-04 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 15,661,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 15,796,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 13,718,134円

事
業
の
目
的 

乳幼児の心身障害の進行を未然に防止

し、健全な児童の育成を図る。 
事
業
の
概
要 

・3～4か月児健診：年36回 

・9～10か月児健診：年30回 

・1歳6か月児健診：年28回 

・2歳児健診：年27回 

・3歳児健診：年28回 

内容：身長、体重の計測、医師の診察、育児相談等

場所：加須・騎西・北川辺・大利根保健センター 

事業の実績・成果  

健診を行うことにより、乳幼児の発育・発達、疾病の早期発見を行った。未受診児については、文書・訪問・

電話等で把握に努めた。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 703(93.6) 813(95.9) 802(95.5) 805(96.3) 

旧 加 須 市 441(92.6) 522(95.3) 522(93.9) 506(94.6) 

旧 騎 西 町 114(98.3) 112(98.2) 130(99.2) 120(100 ) 

旧北川辺町 64(85.3) 68(93.0) 78(100 ) 70(97.2) 

（
受
診
率
） 

受
診
人
数 

 

旧大利根町 84(100 ) 111(98.2) 72(96.0) 109(100 ) 

821(95.5)

加 須 市 238(33.9) 279(34.3) 270(33.7) 269(33.4) 

旧 加 須 市 188(42.6) 224(42.9) 208(39.8) 194(38.3) 

旧 騎 西 町 18(15.8) 5(4.5) 20(15.4) 18(15.0) 

旧北川辺町 10(15.6) 15(22.0) 14(17.9) 12(17.1) 

３
～
４
か
月
児
健
診 

（
そ
の
者
の
割
合
） 

健
康
管
理
上
注
意
す
る
者 

 

旧大利根町 22(26.2) 35(31.5) 28(38.9) 45(41.3) 

353(43.0)

加 須 市 666(92.2) 712(92.5) 713(91.5) 731(93.2) 

旧 加 須 市 465(91.4) 499(91.6) 489(88.6) 516(92.0) 

旧 騎 西 町 117(96.7) 129(94.2) 127(97.7) 127(97.7) 

旧北川辺町  

（
受
診
率
） 

受
診
人
数 

 

旧大利根町 84(91.3) 84(95.4) 97(100 ) 88(94.6) 

793(91.6)

加 須 市 161(24.2) 222(31.2) 240(33.7) 258(35.3) 

旧 加 須 市 134(28.8) 196(39.3) 184(37.1) 192(37.2) 

旧 騎 西 町 8(6.8) 8(6.2) 31(24.4) 37(29.1) 

旧北川辺町  

９
～
１０
か
月
児
健
診 

（
そ
の
者
の
割
合
） 

健
康
管
理
上
注
意
す
る
者 

 

旧大利根町 19(22.6) 18(21.4) 25(25.8) 29(33.0) 

318(40.1)

加 須 市 778(90.5) 747(91.8) 862(92.4) 779(91.3) 

旧 加 須 市 509(90.4) 470(91.3) 548(91.2) 501(90.0) 

旧 騎 西 町 123(96.1) 118(89.4) 151(91.5) 135(95.1) 

旧北川辺町 72(83.2) 63(94.0) 65(98.5) 74(93.7) 

（
受
診
率
） 

受
診
人
数 

 

旧大利根町 74( 89.2 ) 96(96.0) 98(97.0 ) 69(92.0) 

824(92.4)

加 須 市 229(29.4) 193(25.8) 258(29.9) 250(32.1) 

旧 加 須 市 174(34.2) 152(32.3) 201(33.4) 194(38.7) 

旧 騎 西 町 21 (17.1) 16(13.6) 18(11.9) 22(16.3) 

１
歳
６
か
月
児
健
診 

（
そ
の
者
の
割

合
） 

健
康
管
理
上
注
意
す
る

 

旧北川辺町 14(19.4) 3(4.7) 12(18.4 ) 13(17.6 ) 

322(39.1)
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 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 579(88.4) 561(89.2) 601(93.9) 606(89.6) 

旧 加 須 市 493(89.0) 480(89.0) 516(93.5) 505(89.5) 

旧 騎 西 町  

旧北川辺町  

（
受
診
率
） 

受
診
人
数 

 

旧大利根町 86(85.1) 81(89.0) 85(96.6) 101(90.2) 

799(92.6)

加 須 市 210(36.3) 198(35.3) 219(36.4) 249(41.1) 

旧 加 須 市 193(39.1) 179(37.3) 201(39.0) 222(43.9) 

旧 騎 西 町  

旧北川辺町  

２
歳
児
健
診 

（
そ
の
者
の
割
合
） 

健
康
管
理
上
注
意
す
る
者 

 

旧大利根町 17(19.8) 19(23.5) 18(21.2) 27(26.7) 

351(43.9)

加 須 市 778(84.5) 818(89.1) 820(91.2) 810(90.5) 

旧 加 須 市 473(83.9) 505(87.8) 504(88.9) 507(88.6) 

旧 騎 西 町 152(92.1) 152(93.3) 159(95.8) 147(92.5) 

旧北川辺町 71(74.7) 72(91.1) 78(98.7) 57(96.6) 

（
受
診
率
） 

受
診
人
数 

 

旧大利根町 82(84.5) 89(88.1) 79(90.8) 99(94.3) 

856(87.4)

加 須 市 237(30.5) 263(32.2) 267(32.6) 252(31.1) 

旧 加 須 市 196(41.4) 224(44.4) 217(43.1) 212(41.8) 

旧 騎 西 町 20(13.2) 14(9.2) 29(18.2) 12(8.2) 

旧北川辺町 16(22.5) 9(12.5) 13(16.7) 7(12.3) 

３
歳
児
健
診 

（
そ
の
者
の
割
合
） 

健
康
管
理
上
注
意
す
る
者 

 

旧大利根町 5(6.1) 16(18.0) 8(10.1) 21(21.2) 

397(46.4)

 

 

＜平成22年度 未受診者対応状況、理由内訳＞ （※未受診はH23.6 最終確認） 

 3～4か月 9～10か月 1歳6か月 2歳 3歳 

病院等で受診 5 15 9 9 16 

訪問・電話連絡等で確認 24 22 40 35 43 

保育所 10 11 23 31 28 

転出 3 4 2 0 6 

不明 1 1 12 8 21 

合   計 43 53 86 83 114 

 

 

事業費内訳 

 ○報償費(医師、歯科医師、臨床心理士、保健師、管理栄養士、歯科衛生士、看護師等謝金) 

                                       9,286,344円 

 ○消耗品費  654,537円         
 ○医薬材料費  74,716円 
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事 業 名 母子歯科保健推進事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 114-03 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,110,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,110,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,007,285円

事
業
の
目
的 

親と子の虫歯、歯並び、歯周疾患につい

て正しい知識を習得し、生活習慣の改善

を目指す。 

事
業
の
概
要 

・2歳児から就園または、就学前の幼児のフッ素塗布

によるむし歯予防・母と子の歯科検診 

事業の実績・成果  

歯の健康について知識の普及を図り、フッ素塗布によるむし歯の予防に努めた。 

・幼児のむし歯のない割合                               （％）

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 96.5 93.8 96.1 95.3 96.5 

旧加須市 96.5 93.8 96.1 95.3 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

歯
Ｌ
Ｏ
Ｗ
教
室 

 

旧大利根町 － － － － 

 

加 須 市 91.7 91.6 91.6 91.5 91.3 

旧加須市 93.8 90.6 93.8 94.9 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

２
歳
児
健
診 

 

旧大利根町 89.5 92.6 89.4 88.1 

 

加 須 市 72.3 70.0 72.4 74.8 77.8 

旧加須市 75.7 76.0 75.9 76.4 

旧騎西町 73.0 67.1 69.1 75.5 

旧北川辺町 － － － － 

３
歳
児
健
診 

 

旧大利根町 68.3 67.0 72.2 72.7 

 

※ 旧市町における、歯ＬＯＷ教室実施は旧加須市のみ、2歳児健診は旧騎西町と旧北川辺町で未実施、 

 3歳児健診での歯科検診を旧北川辺町は未実施。 

・ 3歳児健診 歯みがき指導参加率 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 561 587 592 586 856 

旧加須市 473 505 503 507 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

健
診
受
診
者(

人) 

 

旧大利根町 88 82 89 79 

 

加 須 市 377 423 431 428 624 

旧加須市 289 341 343 349 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

参
加
者(

人) 

 

旧大利根町 88 82 88 79 

 

加 須 市 67.2 72.1 72.8 73.0 72.8 

旧加須市 61.1 67.5 68.2 68.8 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

参
加
率
（
％
） 

 

旧大利根町 100 100 98.9 100 
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・ フッ素塗布 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 18 18 18 18 14 

旧加須市   6   6   6   6 

旧騎西町 4 4 4 4 

旧北川辺町 － － － － 

実
施
回
数 

 

旧大利根町   8     8    8     8 

 

加 須 市 649 615 530 536  409 

旧加須市 310 289 259 268  

旧騎西町 229 237 217 196  

旧北川辺町 － － － － 

参
加
者
数 

 

旧大利根町 110 89 54 72 

 

 

事業費内訳 

 報償金（歯科医師、歯科衛生士謝金）   888,400円 

 医薬材料費                68,250円 

 
事 業 名 不妊治療事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-11 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 2,501,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 2,501,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,201,237円

事
業
の
目
的 

不妊に悩む夫婦が不妊治療を受けるこ

とによる経済的負担を軽減し、治療を受

ける機会を増大することにより、少子化

対策及び子育て支援の推進を図る。 

事
業
の
概
要 

以下の条件をすべて満たす方に年度 5 万円を限度に

助成を行う。 

1．夫婦の一方が市内に居住し、住基登録または外国

人登録があること。 

2．市税及び国保税を完納していること。 

3．埼玉県不妊治療費助成事業を受けていること 

新市全域に拡大する。 

事業の実績・成果  

  

 ・平成22年度不妊治療費助成事業申請者数 25人（うち、5月末現在の妊娠届出者9名） 

 ・平成22年度埼玉県不妊治療費助成事業の申請者数（加須市） 51人 

 （平成21年度において旧大利根町のみ実施 ～申請者数 6人） 

 

事業費 

 ○不妊治療費補助金  1,201,237円 
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事 業 名 特別休日歯科診療事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-05 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 175,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 175,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 175,000円

事
業
の
目
的 

多くの歯科診療所が休診日に当たるゴ

ールデンウィーク、年末年始に歯科診療

を実施することにより急患歯科診療の

充実を図る。 

事
業
の
概
要 

急患の歯科診療を市内の歯科医師会加入の歯科医師

が当番制で各診療所において実施する。 

事業の実績・成果  

 休日歯科事業の実施により、急患に対する歯科診療の機会を提供できた。 

 旧加須市において、平成17 年 9 月 30 日に休日急患歯科診療所の閉鎖に伴い、市内歯科医師会の協力

を得て、ゴールデンウィークと年始に在宅歯科診療を実施した。平成 21 年度から年末（12/31）も実

施し、7日間・7医療機関に委託した。また、合併に伴い全地域で実施することとした。 

実 施 日 受診者数（人） 合計受診者数（人） 

平成18年5月3日 3 

     5月4日 0 

     5月5日 2 

5 

平成19年1月1日 5 

     1月2日 3 

H18 

     1月3日 1 

9 

平成19年5月3日 1 

     5月4日 5 

     5月5日 4 

10 

平成20年1月1日 6 

     1月2日 5 

H19 

     1月3日 4 

15 

平成20年5月3日 1 

     5月4日 6 

     5月5日 5 

12 

平成21年1月1日 7 

     1月2日 4 

H20 

     1月3日 7 

18 

平成21年5月3日 0 

     5月4日 8 

     5月5日 5 

13 

12月31日 12 

平成22年1月1日 6  

1月2日 5  

H21 

1月3日 2 

25 

平成22年5月3日 7 

     5月4日 14 

     5月5日 5 

26 

12月31日 22 

平成23年1月1日 5 

1月2日 10 

H22 

1月3日 5 

42 

※ 診療時間 9:00～12:00 

※ H18～H21まで旧加須市のみ実施 
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事 業 名 妊婦保健事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 114-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 94,403,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 80,933,588円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 68,866,173円

事
業
の
目
的 

①母体や胎児の健康の保持増進を図る 

②妊娠・出産にかかる経済的不安を軽減

し、少子化解消の一助に資する 
事
業
の
概
要 

・母子健康手帳の交付：随時 

・妊婦健康診査の公費負担回数：14回 

・超音波検査４回について公費負担を１回から４回

に拡大 

・Ｂ群溶血性連鎖球菌検査についても公費負担を拡

大 

事業の実績・成果  

母子手帳交付時やパパ・ママ学級をとおして、妊婦に個別や集団での援助を行い、継続した支援を行った。

 

パパ・ママ学級 参加者数 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 213 172 195 174 154

旧 加 須 市 110 101 98 74 

旧 騎 西 町 27 27 32 36 

旧北川辺町 17 6 2 2 

マ
マ
参
加
者
数 

 

旧大利根町 59 38 63 62 

加 須 市 124 87 109 95 79

旧 加 須 市    76    54 66 47 

旧 騎 西 町 15 13 21 21 

旧北川辺町    9 4 2 2 

パ
パ
参
加
者
数 

 

旧大利根町 24 16 20 25 

 

妊婦届出・妊婦一般健康診査等 

（※H22の妊婦一般健診受診者数と妊婦健診助成者数については、新市全体数を加須地域欄に掲載） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

妊娠届出数 533 531 533 561 570

母子手帳交付数 549 553 548 587 596

1回目 536 513 519 562 777

2回目 484 497 497 503 792

3回目 512 508 788

4回目 533 500 778

妊婦一般健診受

診（公費負担）

者数 

5回目 492 480 774

加
須
地
域 

妊婦健診助成

（公費助成）者

延べ人数 

6回目 

から 

14回目 

3,732 5,897
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 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

妊娠届出数 123 122 121 143 108

母子手帳交付数 123 122 121 143 119

1回目 125 119 121 138 

2回目 119 104 108 142 

3回目 120 142 

4回目 129 123 

妊婦一般健診受

診（公費負担）

者数 

5回目 127 114 

騎
西
地
域 

妊婦健診助成

（公費助成）者

延べ人数 

6回目 

から 

14回目 

959 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

妊娠届出数 73 84 73 74 67

母子手帳交付数 73 85 74 77 68

1回目 66 80 75 57 

2回目 62 72 67 56 

3回目 64 59 

4回目 71 49 

妊婦一般健診受

診（公費負担）

者数 

5回目 76 50 

北
川
辺
地
域 

妊婦健診助成

（公費助成）者

延べ人数 

6回目 

から 

14回目 

28 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

妊娠届出数 103 77 115 89 66

母子手帳交付数 103 77 115 91 68

1回目 91 79 86 109 

2回目 81 81 95 97 

3回目 92 100 

4回目 92 93 

妊婦一般健診受

診（公費負担）

者数 

5回目 84 90 

大
利
根
地
域 

妊婦健診助成

（公費助成）者

延べ人数 

6回目 

から 

14回目 

156 

 

 ○平成22年度妊婦健康診査支出額    67,592,740円  
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事 業 名 育児相談事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-09 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 4,237,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 4,237,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 3,522,525円

事
業
の
目
的 

母親の育児不安の軽減を図り、乳幼児の

健全な発達を促す。 事
業
の
概
要 

・乳幼児健康相談：年 12 回、親子教室：年 12 回、

育児教室：年12 回、ぴよぴよクラブ（生後 2～3 か

月児と母親の交流）：年12コース（1コース 1回）、

新生児・乳幼児家庭訪問：随時 

事業の実績・成果  

１ 実績 
乳幼児健康相談 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 60 54 54 54 53 

旧加須市 12 12 12 12 

旧騎西町 24 24 24 24 

旧北川辺町 12 12 12 12 

実施回数（回） 
 

旧大利根町 12 6 6 6 

 

加須市 307 454 394  516 

旧加須市 198 243 220 220 

旧騎西町 － 98 93 149 

旧北川辺町 － － － － 

 

 

旧大利根町 109 113 81 95 

 

加須市 1,598 1,280 1,046  1,184 

旧加須市 393 475 386 400 

旧騎西町 634 385 252 307 

旧北川辺町 230 190 252 226 

参加者数（人） 

 

上段：実人数 

下段：延人数 
（－についてはデ

ータなし） 

 

旧大利根町 341 230 156 180 

 

 

乳幼児訪問（平成20年度より乳児家庭訪問事業開始） 

 新生児訪問（生後28日以内の訪問）                       

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市    80    101    212    162 134 

旧加須市    47    62    140    93 

旧騎西町    11    21     26    28 

旧北川辺町     3     1     30    24 

 

旧大利根町    19    17    16    17 

 

加須市    81   101    213   161 135 

旧加須市    48    62    140   93 

旧騎西町    11    21    26   28 

旧北川辺町    3     1    30   24 

参加者数（人） 

 

上段：実人数 

下段：延人数 

 

 

旧大利根町    19    17    17   17 
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 未熟児訪問（未熟児養育医療申請者への訪問） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市    11      15     15     24    37 

旧加須市    8     15     13     19 

旧騎西町    0     0      0      5 

旧北川辺町 0   0    0    0 

 

旧大利根町   3     0      2      0 

 

加須市   19    20     42     30   63 

旧加須市  16    20     40    22 

旧騎西町   0     0      0     8 

旧北川辺町 0   0    0   0 

参加者数（人） 

 

上段：実人数 

下段：延人数 

 

 

旧大利根町   3     0      2     0 

 

 

 乳児訪問（生後28日～1歳未満の訪問） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市    111    171     533     481     551 

旧加須市     55    97     292     307 

旧騎西町     27    18      74      82 

旧北川辺町    4  16    88    52 

 

旧大利根町    25    40      79      40 

 

加須市   151   215     485     493     625 

旧加須市    96   123     298     321 

旧騎西町    24    30     18     74 

旧北川辺町   4  16   88   52 

参加者数（人） 

 

上段：実人数 

下段：延人数 

 

 

旧大利根町    27   46     81    46 

 

 

 幼児訪問（1歳～就学前までの訪問） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市    103     91     61    60    59 

旧加須市     77     56    40    40 

旧騎西町     5     8     5     2 

旧北川辺町   3   13   4   4 

 

旧大利根町    18    14    12   14 

 

加須市   147   114    82   98    94 

旧加須市   109    68    47   53 

旧騎西町    10    13   10    2 

旧北川辺町   6  15  5 25 

参加者数（人） 

 

上段：実人数 

下段：延人数 

 

 

旧大利根町    22    18  20   18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 280

ぴよぴよくらぶ（2～3ヶ月児とその保護者の集団教育） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 47 36 36 35 36 

旧加須市 12 12 12 12 

旧騎西町 12 6 6 6 

旧北川辺町 12 12 12 11 

実
施
回
数
（
回
） 

   

旧大利根町 11 6 6 6 

 

加須市 680 711 547 592 598 

旧加須市 437 482 337 361 

旧騎西町 72 77 68 92 

旧北川辺町 54 66 70 59 

参
加
人
数
（
人
） 

 

旧大利根町 117 86 72 80 

 

※旧加須市では平成18.19年度は「かんがるーくらぶ」（生後1～3ヶ月児対象）として実施し、平成

20年度は「はぐはぐ」（生後2～3ヶ月児対象）として実施。 

 

親子・育児教室 

親子教室（児の発達や親子関係が気になる概ね3歳4ヶ月までの親子の教室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 71 59 59 59 54 

旧加須市 12 12 12 12 

旧騎西町 24 24 24 24 

旧北川辺町 11 11 11 11 

実
施
回
数
（
回
） 

 

旧大利根町 24 12 12 12 

 

加須市 479 400 606 604 540 

旧加須市 81 60 101 181 

旧騎西町 234 213 360 279 

旧北川辺町 49 47 49 48 

参
加
人
数
（
延
人
数
） 

 

旧大利根町 115 80 96 96 
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育児教室（児の発達や親子関係が気になる概ね3歳4ヶ月から就学までの親子の教室） 

 

２．事業費内訳 

  乳幼児健康相談や育児教室での栄養士、言語聴覚士への謝金    3,295,000円 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 36 36 36 36 45 

旧加須市 12 12 12 12 

旧騎西町（ことば） 12 12 12 12 

旧北川辺町（ことば） 12 12 12 12 

実
施
回
数
（
回
） 

 

旧大利根町（ことば）     

 

加須市 228 207 171 278 288 

旧加須市 113 79 74 186 

旧騎西町（ことば） 54 47 52 48 

旧北川辺町（ことば） 61 81 45 44 

参
加
人
数
（
延
人
数
）

 

旧大利根町（ことば）     
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事 業 名 小児科医による救急講座・子育て相談事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-12 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 145,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 145,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 127,125円

事
業
の
目
的 

安心して子育てできるよう、小児科医に

よる医学的な見地での救急講座・相談を

実施することにより、安心して子育てが

できる環境整備を図るとともに、小児救

急医療の緩和を図る。 

事
業
の
概
要 

小学生までの子どもを子育て中の保護者や学校等の

養護教諭等を対象に、小児科医による講話、及び相

談（質疑応答）を実施する。（年4回） 

事業の実績・成果  

○子どもの急な病気やけがに、保護者が慌てず対処できるよう、市内の小児科専門医の協力により、イ

ンフルエンザの流行が心配される時期の前（9月～11月上旬）に、加須・騎西・北川辺・大利根の各地

域で1回ずつ、計4回講座を開催した。 

 

 （1）事業概要 

   講師  福島小児科医院副院長 福島 崇義 氏 

       （主な経歴：北里大学小児救命救急センター勤務 等） 

   テーマ 「子どもの急な病気と事故～こんなときどうするの？」 

       （乳幼児の健康管理、注意すべき症状、急な病気のときの対処方法等） 

   開催日時・場所 

回数 日にち 時間 場所 

1 9月15日(水) 13時30分～15時40分 大利根保健センター 2階会議室 

2 10月 6日(水) 13時30分～15時20分 加須市役所 5階502,504会議室 

3 10月20日(水) 13時30分～15時20分 騎西生涯学習センター 多目的室 

4 11月10日(水) 13時30分～15時20分 北川辺保健センター 2階会議室 

 （2）参加者数 

回数 活動指標(人) 参加者数(人) 達成率(％) 

1 50 21 42.0 

2 150 107 71.3 

3 150 73 48.7 

4 50 31 62.0 

計 400 232 58.0 

 

 

 ■講師謝金 120,000円、消耗品購入 計 7,125円 

 



 283

 

事 業 名 こんにちは赤ちゃん事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 112-10 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 2,824,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 2,824,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,851,010円

事
業
の
目
的 

乳児家庭の孤立化を防ぎ、親子の健全な

育成環境の確保を図る。また、産後うつ

病を防ぐ。 

事
業
の
概
要 

出生後間もなくの乳児（新生児）と産婦に対する保

健師、助産師による家庭訪問。すべての新生児（生

後4か月まで）を対象としている。 

事業の実績・成果  

１ 成果 

  産婦から出生連絡票を提出してもらい、4か月までの乳児のいる家庭に助産師又は保健師が家庭を

訪問する。出生連絡票の提出がない場合、地区担当保健師が訪問又は連絡のうえ実施した結果、乳

児の発育発達、健康状態の把握をするとともに、母親（父親）の育児に対する相談を受け、育児支

援が図れた。 

 

２ 訪問件数 

平成20年度から乳児家庭訪問事業を実施 

 

 

 

 

 

 

 

＊訪問は4か月までの乳児のため、4月に連絡票提出があっても訪問は4月中に限らない。 

 また、連絡票提出・訪問件数ともに、前年度生まれの乳児も含まれる。 

    

出生連絡票の回収数（年度提出数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業費 

 助産師等謝金   1,740,000円 

 医薬材料費      6,300円 

  平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 593件 680件 716件 

旧加須市 405件 401件 

旧騎西町 100件 114件 

旧北川辺町 88件 76件 

訪

問

件

数 

 

旧大利根町  89件 

 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 428件 491件 524件 

旧加須市 381件 380件

旧騎西町 47件 45件

旧北川辺町 未把握 

出

生

連

絡

票

数 

 

旧大利根町 66件
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事 業 名 食生活改善推進事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,285,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,285,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,142,622円

事
業
の
目
的 

食生活を改善することにより生活習慣

病の予防など、市民の健康づくりに資す

る。 
事
業
の
概
要 

・食生活改善推進員養成講座1コース/年（9日間） 

・食生活改善推進員リーダー養成 年8回 

・食生活改善推進員委託事業(ニューヘルシークキング)

・対象者：おおむね65歳までの女性で食生活改善の

ボランティアができる方 

・PR：広報、チラシ 

事業の実績・成果  

＜成果＞ 

 より地域に根ざした食生活改善活動を行うため推進員を増員し、さらに推進員が市民を対象として講

話や調理実習を行うことにより、参加者の正しい食習慣のきっかけ作りを図り、食生活改善の普及啓発

を推進した。 

 

＜実績＞ 

・食生活改善推進員養成講座の実施回数、参加者数の推移（表） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 19 32 30 28 9

旧 加 須 市 11 11 10 8 

旧 騎 西 町 8 11 10 10 

旧 北 川 辺 町 ― 10 10 10 

回
数
（
回
） 

 

旧 大 利 根 町 ― ― ― ― 

  

加 須 市 279 239 241 198 202

旧 加 須 市 157 92 118 106 

旧 騎 西 町 122 108 115 84 

旧 北 川 辺 町 ―  39  8  8 

 

延
人
数
（
名
）

 

旧 大 利 根 町 ― ― ― ― 

加 須 市 287 287 290 290 279

旧 加 須 市 157 160 163 161 

旧 騎 西 町 49 47 45 50 

旧 北 川 辺 町 32 30 32 31 

 

会
員
数(

名
） 

 

旧 大 利 根 町 49 50 50 48 

 

 

 

＜H22年度 食生活改善推進事業 内訳＞ 

・報償費（栄養士謝金、講師謝金）    95,500円 

・消耗品費               112,122円 

・委託料                       467,000円 

・補助金（食生活改善推進員協議会）   468,000円 
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・食生活改善推進員定例リーダー研修会…年8回、加須保健センターにて各テーマに添った学習会と調

理実習を行う。またその内容をそれぞれの支部及び地区に持ち帰り伝達する。 

 

【食改定例リーダー研修会】 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 9 9 9 9 7

旧 加 須 市 9 9 9 9 
旧 騎 西 町 

旧 北 川 辺 町 

回
数
（
回
） 

 

旧 大 利 根 町 

未実施 

加 須 市 116 111 132 107 120

旧 加 須 市 116 111 132 107 

旧 騎 西 町 

旧 北 川 辺 町 

参
加
者
数
（
名
）

 

旧 大 利 根 町 

未実施 
 

【食改伝達活動】      

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 97 98 100 84 70

旧 加 須 市 69 70 68 54 

旧 騎 西 町 9 9 11 11 

旧 北 川 辺 町 10 10 10 10 

回
数
（
回
） 

 

旧 大 利 根 町 9 9 11 9 

加 須 市 1,749 1,751 1,788 1,597 1,291

旧 加 須 市 1,002 1,065 987 834 

旧 騎 西 町 204 185 216 291 

旧 北 川 辺 町 217 186 195 189 

参
加
者
数
（
名
）

 

旧 大 利 根 町 326 315 390 283 

 
 
・市委託事業【ニューヘルシークッキング事業】…推進員が市民を対象に、地域の特性やテーマに合わせて

健康づくりのための情報提供と調理実習を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 24 30 31 30 21

旧 加 須 市 21 26 26 25 

旧 騎 西 町 3 4 5 5 

旧 北 川 辺 町 未実施 

回
数
（
回
） 

  

旧 大 利 根 町 未実施 

加 須 市 564 609 663 642 613

旧 加 須 市 507 549 583 562 

旧 騎 西 町 57 60 80 80 

旧 北 川 辺 町 未実施 

参
加
者
数
（
名
）

  

旧 大 利 根 町 未実施 
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事 業 名 母と子の食育事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 144-03 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 142,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 142,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 78,545円

事
業
の
目
的 

食に対する意識を高め、正しい食習慣の

形成確立を目指し、将来の生活習慣病予

防や健康づくりを推進する。 

事
業
の
概
要 

・らくらく離乳食教室年18回(生後5～8か月児) 

・ちびっこクッキング教室年4回(3歳～未就学児) 

・学童のための栄養学習(食育モデル校への出前授業) 

事業の実績・成果  

 出産を迎える母（父）親や乳幼児、学童期の子どもを持つ保護者や関係者を対象として、離乳食のす

すめ方等乳児の食に関する情報提供や、幼児期、学童期の食生活、栄養に関する知識を提供することが

できた。 

 

 

・オッパイでるでる講座…H22年度より見直し、パパ・ママ学級内の栄養講座とともに実施し、妊娠期

と授乳期の栄養について講話や試食を実施した。 

 

・らくらく離乳食教室 …生後5～8か月の子どもと保護者を対象に離乳食のすすめ方の講話と実 

            演、試食を通して口の動きの確認を行い、離乳食の課題解決や情報交換等 

            の機会を提供した。 

 

・ちびっこクッキング教室…３歳～未就学児と保護者を対象に幼児期の食生活全般の講話と調理実習、

             試食を行い、発育に応じた調理法や栄養バランス、各期の１食量の確認 

             等を学習した。 

 

・学童のための栄養学習…礼羽小学校の食育研究授業に協働で取り組む。 

            食育授業6年1組 ＜よりよいおやつの食べ方を考えよう＞ 

              〃 6年2組 ＜正しいおやつの食べ方について＞ 

            学校保健委員会  ＜食育について～からだの健康と食事＞ 

            食育研究発表会、食育フェスティバルへの参加 

 

らくらく離乳食教室 

（実施回数、参加者数の推移） 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 24 24 26 26 17

旧 加 須 市 6 6 8 8 

旧 騎 西 町 6 6 6 6 

旧 北 川 辺 町 12 12 12 12 

実
施
回
数 

 

旧 大 利 根 町 未実施 

 

加 須 市 170 199 269 278 175

旧 加 須 市 62 67 109 108 

旧 騎 西 町 36 66 69 80 

旧 北 川 辺 町 72 66 91 90 

参
加
者
数 

 

旧 大 利 根 町 未実施 
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・H22年度らくらく離乳食教室終了後アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちびっこクッキング教室 

（実施回数、参加者数の推移） 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 9 9 9 8 4

旧 加 須 市 4 4 4 3 

旧 騎 西 町 3 3 3 3 

旧 北 川 辺 町 2 2 2 2 

実
施
回
数 

 

旧 大 利 根 町 未実施 

加 須 市 68 59 89 68 25

旧 加 須 市 22 23 23 15 

旧 騎 西 町 30 23 41 17 

旧 北 川 辺 町 16 13 25 36 

参
加
者
数 

 

旧 大 利 根 町 未実施 

 

・H22年度ちびっこクッキング教室終了後アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｈ２２年度 母と子の食育事業 内訳＞ 

・報償金（栄養士謝金）     56,000円 

・消耗品費            22,545円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 割合 

1よく理解できた 70.5% 

2まあまあ理解できた 23.4% 

3あまり理解できない 3.7% 

4全く理解できない 0.3% 

5その他（未記入を含む） 2.1% 

項目 割合 

1 よく理解できた 98.2% 

2 まあまあ理解できた 1.8% 

3 あまり理解できない 0% 

4 全く理解できない 0% 

5 その他（未記入を含む） 0% 
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事 業 名 地域医療整備事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 3,189,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 3,189,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 1,750,570円

事
業
の
目
的 

地域医療の充実、市民の健康保持・増進

を図る。 事
業
の
概
要 

・加須市医療機関ガイドブックの作成 

・医療情報の提供 

・医師会との調整 

・県との調整 

 

事業の実績・成果  

○市民にとって、医療についての情報がさらにわかりやすく、入手しやすい医療情報の提供を行った。 

 1 印刷媒体による医療情報提供 

（1）加須市医療機関ガイドブック    市内全医療機関のスタッフ写真、診療科目、診療時間、休診日、

                    時間外診療、往診、主な連携医療機関、マップ等（全戸配布）

（2）夜間・休日救急診療カレンダー  市報かぞおしらせ版（毎月） 

（3）市内医療機関診療情報      市内全医療機関の診療時間、休診日、時間外診療の有無、 

                   診療科目、夏季･年末年始の休診日の一覧（年2回全戸配布） 

（4）地域の医療機関情報       地域の保険医療機関及び保険調剤薬局の情報、 

                   各種医療相談窓口の情報（市報かぞおしらせ版 5月号） 

 

 2 ホームページによる医療情報提供  平成22年4月～平成23年3月の利用件数    （件） 

市内医療機関診療情報 

情報内容 
病院 小児科

耳鼻科

眼科 

内科 

整外等 

救急医療

機関 

小児救急 

休日小児

科診療 

夜間休日

救急診療 

利用件数 2,376 1,725 1,294 1,685 1,568 1,509 3,708 

 

 3 救急医療情報の県民案内 

   埼玉県の委託により、埼玉県医師会が実施している医療情報の提供（24時間、年中無休） 

加須市民の問い合わせ件数（合計1,649件）

174

153

135

128

151

163

129

141 146

116

87

126

0

50

100

150

200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

件
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事 業 名 地域医療ネットワーク構築事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-08 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 177,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 177,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 53,401円

事
業
の
目
的 

市民が安心できる市独自の最適な医療

体制づくりを図る。 事
業
の
概
要 

・地域医療連携懇話会の開催 

・医師会との調整 

・県との調整  

・庁内プロジェクトチームでの検討 

事業の実績・成果  

○市民の皆さんが安心できる市独自の最適な地域医療ネットワークを構築するため、加須市地域医療連携懇

話会を開催し、地域医療連携の進め方や救急医療対策などの意見交換を行った。また、本市において直面す

る医療に関する諸課題を解決する上での具体的実施方策を検討し、市民が住み慣れた地域で安心できる医療

環境を構築するため、加須市地域医療再生プロジェクトチームを設置し、本市における地域医療に係る諸問

題並びにこれらを解決するための具体的実施方策について検討を進めている。 

 

 １ 加須市地域医療連携懇話会の開催 

  開催日  平成23年2月8日（火） 

  開催場所 加須市医療診断センター 健康教育室 

  講師   埼玉県済生会栗橋病院 病院長 遠藤 康弘 氏 

  演題   「地域救急センター開設に向けて」 

  ■講師への謝金 13,800円、打合せに係る旅費･食糧費等 5,400円、消耗品費等 15,585円 

 

 ２ 庁内プロジェクトチーム及び部会の設置、会議開催 

   （1）加須市地域医療再生プロジェクトチーム会議の開催（全3回開催） 

      開催日  平成22年5月6日（木）、7月12日（月）、11月1日（月） 

      検討事項 利根保健医療圏における埼玉県地域医療再生計画及び本市の地域医療に係る諸

課題並びにこれらを解決するための具体的実施方策 

   （2）部会会議の開催 

     ○ネットワーク構築部会（全6回開催） 

      検討事項 かかりつけ医と地域の中核病院等との医療連携ネットワークシステムの構築 

     （救急医療・かかりつけ医カードの発行、普及や医療診断センターの医療機器の更新を含む。） 

     ○アクセス道路整備部会（全5回開催） 

      検討事項 医療機関へのアクセス道路の整備 

     ○地域公共交通整備部会（全5回開催） 

     （平成23年2月3日（木）より、「加須市地域公共交通庁内検討委員会」と合同開催） 

      検討事項 医療機関への循環バス等の整備 

     ○医療教育部会（全5回開催） 

      検討事項 市民への医療教育及び周知 

  ■消耗品費 15,386円 

 

 ３ 久喜総合病院（平成23年4月1日開院）の視察 

  第1回 平成22年4月6日（火） 第2回 平成23年3月25日（金） 

■消耗品費 3,230円 
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事 業 名 地域医療再生計画（ネットワーク）事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-09 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 100,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 3,000,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 3,000,000円

事
業
の
目
的 

地域の限られた医療資源を効率的・効果的

に活用し、診療所や病院と、周辺の中核病

院とが連携して、住民に切れ目のない一体

的な医療を提供し、都会の大病院に頼らな

くても、住み慣れた地域で最善の医療を受

けるＩＴを活用した地域医療ネットワー

ク体制の構築や、かかりつけ医カードを発

行し、かかりつけ医の定着・促進を図る。

事
業
の
概
要 

利根保健医療圏における地域医療再生計画に基づ

き、圏内での地域医療ネットワーク化等を検討する

協議機関を設置する。 

事業の実績・成果  

○地域における医療課題の解決を図るため、国が平成22年1月29日に採用を決定した「利根保健医療圏に

おける埼玉県地域医療再生計画」の実現に向け、平成22年7月20日、利根保健医療圏内の医師会の会長や

自治体(6市3町)の市･町長、中核病院の院長等が構成する「埼玉利根保健医療圏医療連携推進協議会」を発

足し、検討･協議を進めている。 

 

 １ 協議会会議の開催(全3回 19時から 加須保健所 大会議室) 

  開催日 平成22年7月20日(火) 、11月30日(火)、平成23年2月15日(火) 

  会長  加須市長 

  副会長 北埼玉医師会長、北葛北部医師会長、南埼玉郡市医師会長、行田市医師会長、加須医師会長、

久喜市長 

 

 ２ 協議会作業部会会議の開催(19時から、加須保健所 大会議室) 

  （1）作業部会全体会（全9回開催） 

   ※第2回会議(8月20日開催)及び第3回会議(9月10日開催)では、外部講師(東京医科歯科大学 

     田中博教授、自治医科大学 梶井英治教授)による先進事例紹介を含めた講演会を開催 

  （2）ヒューマンネットワーク担当部会（全3回開催） 

  （3）ITネットワーク担当部会（全3回開催） 

 

 ３ 協議会ITネットワーク担当部会システムワーキンググループ会議の開催(全10回開催) 

  ※先進事例視察として、平成23年1月16日(日)、千葉県立東金病院へ「わかしお医療ネットワーク」、

2月10日(木)、香川大学医学部等へ「かがわ遠隔医療ネットワーク(K-MIX)」の視察を実施 

  ■会議出席者への謝金 計1,350,000円、システム設計謝金 計140,000円、外部講師への謝金 計

111,110円、先進地視察旅費 計276,300円、会議関連消耗品 計677,090円、食糧費(会議出席者

へのお茶等) 計283,440円、案内通知等郵送料 計124,500円 

 

 ４ 地域医療連携シンポジウムの開催 

  開催予定日 平成23年3月20日(日) ※東日本大震災の影響により翌年度に延期 

  ■医療連携シンポジウム準備(テーブルクロス クリーニング代) 計5,460円 

 

 ５ 地域医療福祉情報連携協議会への参加 

  発足記念シンポジウム(平成23年1月28日(金))に出席、その後情報交換のため同協議会へ参加 

  ■発足記念シンポジウム出席旅費 6,100円、食糧費 21,000円、参加費 5,000円 
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事 業 名 地域医療再生計画（医療機器更新）事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-10 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 208,000,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 209,454,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 209,101,725円

事
業
の
目
的 

地域医療連携の核となる加須市医療診

断センターの画像診断機能を強化する。 事
業
の
概
要 

利根保健医療圏における地域医療再生計画に基づ

き、施設整備を図る。 

・ＭＲＩ、ＣＴの高度医療機器の更新 

事業の実績・成果  

○県が平成21年度に策定した「利根保健医療圏における埼玉県地域医療再生計画」に加須市が加須医

師会と共同提案した「かかりつけ医カードと医療情報のネットワーク化による医療連携システムの構築

を図る」ことが採用され、この中に、「医療連携の中核をなす医療機関の施設整備及び機能強化」が盛

り込まれた。 

 その中で、本市を含むこの地域において医療連携を構築するためには、ネットワークの中心的施設の

役割を担うものとして加須市医療診断センターが位置づけられ、画像診断における精度向上や高度医療

機能を図るべく、同センターの高度医療機器ＭＲＩ・ＣＴなどの更新の必要性が認められた。 

 このようなことから、これらの医療機器の更新に要する経費は、県から経費全額相当が交付されるこ

ととなった。 

 

１ 入札結果及び契約について 

機種名 契約金額 契約業者 執行方法 

ＭＲＩ 142,275,000 埼玉田中電気㈱ 指名競争入札（H22.10.20執行） 

ＣＴ 54,159,000 東芝ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑｽﾞ㈱埼玉支店 指名競争入札（H22.10.20執行） 

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 12,667,725 埼玉田中電気㈱ 指名競争入札（H23.1.27執行） 

 

２ 医療機器更新の財源について 

 ・埼玉県補助金（共同利用医療機器設備整備事業費補助金） 208,000,000円 

 ・加須市一般財源 1,101,725円 

 

３ 医療機器更新の効果 

○ＭＲＩ（1.5Ｔ） 

 1.5Ｔ（「Ｔ」は「テスラ」と読み、磁場強度を表す単位で、この数値が大きいほど画質が上がり、鮮

明な画像が得られる。）で従来の装置と磁場強度は同じだが、機器そのものの画像を撮影する能力は格

段に向上し、今まで以上に鮮明な画像の撮影が可能となった。また、検査方法も多彩となり、各臓器や

血管、小さな靭帯などもより精密に見えるようになり、より広い範囲を一度に撮影することが可能とな

った。撮影時間も短縮され、たとえば、従来の撮影方法では20分で撮影していたものが、約半分の10

分で撮影できるようになり、患者の負担もこれまでより少なくなった。 

○ＣＴ（64列） 

 64列（「列」は、Ｘ線を検出する検出器の数のことで、この数値が大きいほど一度に多くの画像を撮

影可能。）となり、従来の4列に比べ、動きのある患者や臓器に対してもより詳細な画像が撮影できる

ほか、心臓冠動脈も撮影することが可能となった。また、撮影スピードが速くなり、これまでは胸の撮

影は 15 秒程度息を止めなくては撮影ができなかったものが、3 秒程度で撮影ができ、撮影領域が広が

った。 

○マンモグラフィ 

 機器の安定稼動が図られ、精度の高い検査が維持できるようになった。 
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事 業 名 救急医療支援事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 68,550,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 68,550,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 61,304,000円

事
業
の
目
的 

夜間・休日の救急医療体制を充実し、市

民の医療に対する安心感を高める。 事
業
の
概
要 

夜間、休日の初期（軽症）救急患者及び二次（重症）

救急患者が、受診できる医療体制を充実させる。 

・在宅当番医制 

・救急医療支援事業 

・東部北地区病院群輪番制（会長市） 

事業の実績・成果  

○夜間・休日の初期（軽症）救急患者及び第二次（重症）救急患者が、受診できる医療体制の充実を図った。

 １ 初期救急医療体制…救急医療支援事業、在宅当番医制 

 （１）救急医療支援事業 

内容 夜間・休日に脳血管疾患、心疾患の患者に対応できるよう医師雇い入れ

賃金の補助 

参加病院 市内3救急告示病院（中田、福島、十善各病院） 

補助金額 2,560,000円 

対象日数 中田：22日、福島：22日、十善：22日（すべて夜間） 

対象日患者数 中田：126人、福島：39人、十善：20人 

 （２）在宅当番医制 

内容 休日の患者に対応できるよう在宅当番医制で実施 

委託先 北埼玉医師会（加須医師会、羽生市医師会） 

当番医 加須医師会 ：市内4救急告示病院(中田、福島、十善、騎西クリニック各病院)

羽生市医師会：医師会会員の24医療機関 

構成市及び負担金 加須市：2,718,000円、羽生市：1,326,000円   合計4,044,000円 

実施日 加須医師会 ：中:22日、福:22日、十:21日、騎:4日 合計 69日 

羽生市医師会：24医療機関 合計 70日 

実施日患者数合計 加須医師会 ：3,156人（中：1,742人、福：648人、十：635人、騎：131人）

羽生市医師会：1,636人 

 ２ 第二次救急医療体制…病院群輪番制 

内容 夜間・休日の入院、手術等が必要な重症患者（成人、小児）に対応でき

るよう輪番制を東部北地区（5市3町）で実施 

負担金･県補助金 加須市 成人：5,535,000円、小児：1,992,000円  計7,527,000円 

5市3町合計 成人：30,973,000円、小児：11,142,000円 

県補助金(小児救急医療施設運営費):13,142,000円 合計55,257,000円

運営費補助金交付 成人:30,973,000円、小児:23,727,000円 合計54,700,000円 

※差額分557,000円は県補助金の剰余としてH23年度返還 

実施日（回数） 

及び患者数 

成人：436/436 （実施率100.0％）  4,092人（うち加須市民：837人）

小児：334/436 （実施率  76.6％）  4,230人（うち加須市民：623人）

病院群輪番制患者数推移
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事 業 名 休日小児科診療事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 272-03 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 675,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 675,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 675,000円

事
業
の
目
的 

医療機関が休診となる休日に、身近な市

内の小児科医での受診体制を整えるこ

とにより、小児患者及び保護者の負担の

軽減、更には、小児第二次救急医療体制

の本来の目的である重症患者の診療へ

の支障を防ぐ。 

事
業
の
概
要 

市内の小児科専門医が、インフルエンザやウイルス

性胃腸炎の流行が心配される冬季期間(11月～翌年3

月）の日曜、祝日の午前 9 時～正午を当番制で診療

に当たる。 

事業の実績・成果  

○市内の医療機関は日曜日、祝日には休診となるが、インフルエンザやウイルス性胃腸炎等が流行する冬季

期間に本事業を実施することにより、多くの小児患者及び保護者の負担軽減を図った。 

 １ 事業内容 

 （1）実施日     平成22年11月～平成23年3月の日曜日、祝日（1月1日除く）全30日 

 （2）診療時間    午前9時～正午 

 （3）医療機関    中田病院（小児科）、加藤こどもクリニック、つのだ小児科医院、 

            ともながこどもクリニック、福島小児科医院による当番制 

           （旧３町には小児科専門医なし） 

 （4）委託料      当番1回当たり22,000円、会議出席謝金1回当たり3,000円（合計675,000円）

 ２ 患者の内訳（平成22年度） 
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 ３ 患者数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

実 施 日 (日) 23 25 32 31 30 

患 者 数 (人) 890 1,008 1,413 1,758 1,569 

1日当たり平均患者数(人) 38.7 40.3 44.2 56.7 52.3 

1日当たり平均患者数
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事 業 名 救急医療情報収納セット配付事業【繰越明許費分】 

担 当 課 医療体制推進課 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 2,004,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 2,416,000円

目 01 保健衛生総務費 決 算 額 2,279,000円

事
業
の
目
的 

救急搬送に掛かる時間を短縮し、救急医

療体制の充実を図る 事
業
の
概
要 

市内在住の65歳以上の方のみで構成される世帯を対

象に、民生委員を通じて、かかりつけ医や服薬情報

等を収納した「救急医療情報収納セット」を配付す

る。 

事業の実績・成果  

 高齢者のみでお住まいの方の安全・安心を確保するため、かかりつけ医・服用薬・緊急連絡先など、救急

処置に必要な情報を納める救急医療情報収納セット（専用容器、記入用紙、ドア及び冷蔵庫に貼るステッカ

ー2枚）を配付した。 

 これを自宅の冷蔵庫に保管してもらうことで、消防署、医療機関、地域住民等との連携のもと、急病や災

害時等に救急処置を受ける際、救急隊員等が保管されている医療情報を活用し、迅速かつ適切な救命活動を

行えるシステムを構築した。 

 また、配付者の住所・氏名をデータ化し、データを救急隊と共有することで、緊急通報の段階でセットの

有無を確認できるようになり、更なる救急搬送時間の短縮を図った。 

 

１ 事業概要 

 （1）対象世帯 加須市在住の65歳以上の方のみで構成される世帯 

 

 （2）作成個数 救急医療情報容器 5,000個（高齢者世帯が年々増加傾向にあることを考慮） 

         救急医療情報記入用紙 8,000枚（高齢者のみ複数世帯用に3,000枚） 

 

 （3）単価   救急医療情報容器 94.5円 

         容器の加工（ラベル･ステッカーの印刷、組み立て） 277.5円 

         救急医療情報記入用紙 8.2円 

 

 （4）配付時期、配付方法 

    平成22年5月13日(木)～7月20日(火)に民生委員が各戸を訪問して対象世帯に配付 

    新規の世帯には、本人または民生委員からの連絡により随時配付 

 

 （5）台帳整備 

    台帳作成期間 平成23年1月4日～3月31日  雇用者数 1人 

 ■救急医療情報容器 472,500円、容器の加工 計1,387,500円、救急医療情報記入用紙印刷 65,600円 

 ■臨時職員賃金 計352,613円、消耗品費 787円 

 

 ２ 配付状況(平成23年3月末現在) 

地域 配付個数(個) うち、一人暮らし世帯 二人以上世帯 

加須地域 2,518 1,145 1,373 

騎西地域 582 230 352 

北川辺地域 433 195 238 

大利根地域 444 175 269 

計 3,977 1,745 2,232 

 

 



 295

 

 ３ 活用実績（平成23年3月末現在）                           （件）

            月 

項目 
H22.6 7 8 9 10 11 12 H23.1 2 3 計 

セット配付世帯への出動件数 6 12 9 6 8 6 10 11 13 8 89

セット活用件数 2 7 6 3 3 4 4 5 3 5 42

セット未活用件数 4 5 3 3 5 2 6 6 10 3 47

本人や家族等から聴取 2 1 2 2 2 2 5 4 8 2 30 

セット未記入 2 4 1 1 3 0 1 2 2 1 17

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 予防管理事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 7,563,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 7,564,220円

目 02 予防費 決 算 額 6,791,456円

事
業
の
目
的 

保健衛生に関わる予防管理部門に対し

て、効率的、効果的な事業推進を行う。 事
業
の
概
要 

需用費、医師等障害保険、障害年金の支給等、予防

管理に係る諸経費支出 

事業の実績・成果  

１ 年間購読誌  週刊保健衛生ニュース 

２ 公用車10台の管理  

  ・燃料費（ガソリン） 273,717円  ・車検、保険等 704,556円   

３ 事業保険の加入  保健主管諸事業賠償責任保険 311,600円 

           医師等傷害保険（医師・歯科医師・看護師等） 717,500円 

４ 障害年金の支払い 予防接種健康被害者への給付（1名）：4,157,560円/年 
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事 業 名 成人歯科保健推進事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-04 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 620,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 620,000円

目 02 予防費 決 算 額 436,129円

事
業
の
目
的 

市民が生涯を通して、心身ともに健康で

暮らせるよう、お口の健康を保つととも

に、8020運動の普及啓発を推進する。 
事
業
の
概
要 

・歯科保健推進協議会の開催 

・8020お達者歯科健診を公民館（5会場）で実施し、

20 本以上自分自身の歯がある方を地区の敬老会で表

彰する。 

・骨粗しょう症検診実施時に歯周病検診を同時開催

する。 

事業の実績・成果  

 歯科健診により歯の健康と口腔内の健康の維持・増進を図った。 

 

・ ８０２０お達者歯科健康診査 

対象：６５歳以上の健康な市民 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 8 8 8 8 8 

旧加須市 5 5 5 5 

旧騎西町 1 1 1 1 

旧北川辺町 1 1 1 1 

実
施
回
数
（
回
） 

 

旧大利根町 1 1 1 1 

 

加須市 19 37 29 23 32 

旧加須市 14 30 21 19 

旧騎西町 1 2 2 2 

旧北川辺町 4 1 3 2 

参
加
人
数
（
人
） 

 

旧大利根町 0 4 3 0 

 

加須市 17 36 28 21 28 

旧加須市 13 29 20 17 

旧騎西町 1 2 2 2 

旧北川辺町 3 1 3 2 

表
彰
人
数
（
人
） 

 

旧大利根町 0 4 3 0 
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・歯科健康診査（歯周病検診） 

対象：２０歳以上の市民  

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 8 8 8 8 5 

旧加須市 6 6 5 5 

旧騎西町 1 1 1 1 

旧北川辺町 1 1 1 1 

実
施
回
数
（
回
） 

 

旧大利根町 1 1 1 1 

 

加須市 118 133 121 110 83 

旧加須市 77 81 78 72 

旧騎西町 41 52 43 38 

旧北川辺町 － － － － 

検
診
人
数
（
人
） 

 

旧大利根町 － － － － 

 

加須市 13.9 14.9 14.1 15.3 14.1 

旧加須市 13.9 14.9 14.1 15.3 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

む
し
歯
経
験
歯
数
（
本
）

 

旧大利根町 － － － － 

 

加須市 26.4 25.0 27.4 24.8 27.4 

旧加須市 26.4 25.0 27.4 24.8 

旧騎西町 － － － － 

旧北川辺町 － － － － 

平
均
現
存
歯
数
（
本
）

 

旧大利根町 － － － － 

 

 

事業費内訳 
 報償費    354,400円（歯科医師謝金、歯科衛生士謝金他） 

 消耗品費   61,884円 
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事 業 名 骨粗しょう症予防事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-05 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 937,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 903,295円

目 02 予防費 決 算 額 744,100円

事
業
の
目
的 

市民が生涯を通じて心身共に健康で暮

らしていくため、骨折から「寝たきり」

となる可能性のある骨粗しょう症に対

し、骨量減少者を早期発見し、その進行

速度を減少させる。 

事
業
の
概
要 

・ＤＸＡ法による骨密度検査（集団にて検査）の 

 実施 

・個別結果説明を実施する。 

事業の実績・成果  

加須保健センターで4回、大桑公民館で1回実施した。 

受診者には、結果表の見方、日常生活上の注意点等を説明し、希望者には個別相談を実施した。 

骨密度の検査により、自己の骨密度を知り、また、予防の観点から受診対象を20歳以上として実施し、

生活改善のきっかけとなった。 

 

実施回数                                  (回) 

 H18 H19 H20 H21 H22 

加 須 市 10 10 10 10 

旧 加 須 市 6 6 5 5 

旧 騎 西 町 4 4 5 5 

旧 北 川 辺 町 健康福祉まつりでの実施 
 

旧 大 利 根 町 未実施 

5 

受診者数                                  (名) 

 H18 H19 H20 H21 H22 

加 須 市 743 771 719 844 

旧 加 須 市 433 455 475 528 

旧 騎 西 町 310 316 244 316 

旧 北 川 辺 町 健康福祉まつりでの実施 
 

旧 大 利 根 町 未実施 

428 

 

 
事業費内訳   
  栄養士謝金 70,000円  検査委託料 674,100円 
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事 業 名 健康相談事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-05 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 891,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 924,705円

目 02 予防費 決 算 額 792,801円

事
業
の
目
的 

市民ひとりひとりが心身ともに健康で

暮らせるよう、健康の保持増進及び生活

習慣病予防を図る。 
事
業
の
概
要 

・保健センターの健康相談 

・いなほの湯健康相談 

・おはよう健康相談 

・医療診断センター健康相談 

・まちかど健康相談 

・田ケ谷総合センター健康相談 

・がん検診時等の健康相談 

・歯の健康相談 

・健康相談室や健康情報コーナーを設置 

事業の実績・成果  

１ 年次別実施回数・人数内訳 

 健康相談を実施することにより、相談者が検診の結果や血圧測定の結果から、自分の身体の状態を理

解し関心を高め、検診受診の必要性や生活習慣の改善点を確認することができた。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 394 353 278 181 229 

旧加須市 180 168 118 114 

旧騎西町 165 137 140 56 

旧北川辺町 12 2 4 3 

実
施
回
数(

回) 

 

旧大利根町 37 46 16 8 

 

加須市 4,847 3,726 3,436 2,904 3,431 

旧加須市 2,724 1,975 1,681 1,805 

旧騎西町 1,804 1,622 1,565 1,079 

旧北川辺町 245 25 120 18 

参
加
人
数
（
人
） 

 

旧大利根町 74 104 70 22 

 

 

２ 事業費内訳 

  報償費 （医師、看護師、管理栄養士、歯科衛生士等謝金）   603,000円 
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事 業 名 健康手帳交付事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-10 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 583,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 583,000円

目 02 予防費 決 算 額 424,500円

事
業
の
目
的 

各健（検）診の記録、その他健康保持の

ために必要な事項を掲載し、自らの健康

管理と適切な医療の確保に資する。 
事
業
の
概
要 

特定健診や生活機能評価、がん検診等の40歳以上の

受診者や、介護予防事業の参加者に交付する。 

活用方法：特定健診の結果、生活機能評価の記録、

各種がん検診の結果、骨密度検診の結果などの記録

が 5 年間つけられるため、健康意識が継続して持て

る。 

事業の実績・成果  

健康手帳に記載された健康診査やがん検診等の結果を確認することにより、健康管理へのきっかけづく

りができた。 

 

１ 実施内容 

  40歳以上で健康手帳を希望する市民に交付する。 

２ 交付場所 

  保健センター窓口、保健センターで実施する検診・健康相談、高齢者福祉課、医療体制推進課、 

  医療診断センター、市内医療機関の一部 

 

３ 交付実績 

 

 

健康手帳交付数

1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
5,500

H18 H19 H20 H21 H22

 

 

４ 事業費 

  印刷製本費               424,500円 

 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 3,292 3,387 4,875 3,582 4,378 

旧加須市 2,519 2,830 3,010 2,955 

旧騎西町 206 232 1,200 380 

旧北川辺町 66 155 93 90 

交付数 

（冊） 

 

旧大利根町 501 170 572 157 
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事 業 名 健康教育事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 650,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 703,000円

目 02 予防費 決 算 額 482,787円

事
業
の
目
的 

健康増進法に基づき、市民の健康の保

持・増進を図り、健康寿命を延ばす。 

事
業
の
概
要 

・特定健診・特定保健指導の受診率向上のため、広

報、ちらし、ホームページなどにより受診の勧奨を

行う。 

・テーマ別健康教育：メタボリックシンドローム、

糖尿病、高血圧教室等 

・栄養改善に関する健康教育：高血圧を予防する食

生活、高脂血症を予防するための食事等 

・歯の健康教育 

・運動に関する健康教育 

・対象：40～64歳（一部の講座は30歳～） 

事業の実績・成果  

メタボリックシンドロームや脂質異常症・糖尿病など、医療に大きく関わる健康課題についての講座を開催

し、健康に関する知識の普及に努めた。 

 

実施実績 

 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

回数 242 188 158 155 87
加 須 市 

延べ人数 7,258 5,759 5,014 4,454 4,772

回数      129      92      62 73 
旧加須市 

延べ人数    4,314   3,333   2,855 2915 

回数 51 53 59 53 
旧騎西町 

延べ人数 982 1,140 852 878 

回数 13 19 6 3 
旧北川辺町 

延べ人数 255 400 164 34 

 

回数      49      24      31 26 

実
施
実
績 

 
旧大利根町 

延べ人数    1,707     886   1,143 627 

 

 

 回数（回） 参加延人数（名） 

歯科疾患病予防 0 0 

病態別（高脂血症、糖尿病、高血圧等） 18 451 

一般（生活習慣病、運動、栄養等） 69 4,321 

計 87 4,772 

 

 

 

事業費内訳 

    報償費（講師、管理栄養士等謝金）  268,000円 
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事 業 名 健康診査事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-09 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 98,771,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 111,147,000円

目 02 予防費 決 算 額 104,104,031円

事
業
の
目
的 

胃がん、肺がん、子宮がん、大腸がんの

早期発見、早期治療を図る。 
事
業
の
概
要 

・胃がん・肺がん検診は、集団検診として各保健センター、公

民館等で実施、 

・大腸がん検診は個別検診として医療機関で実施。 

・子宮頸がん検診は、個別検診として医療機関で実施し、集団

 検診として３保健センター（騎西、北川辺、大利根）で実施。

・健康診査（生活保護者分）は、個別健診として医療機関で実

施 

事業の実績・成果  

１ 実施内容 

検 診 名 検 診 内 容 

胃 が ん 検 診 胃部エックス線検査 

肺 が ん 検 診 胸部エックス線検査 希望者及びハイリスク者は喀痰検査 

大腸がん検診 便潜血反応 

子宮頸がん検診 

（個別検診、集団検診） 

問診 内診 子宮頸部細胞診 

健康診査(生活保護等) 

（40歳以上） 

身体計測、血圧、血液検査（脂質、血糖、貧血、肝機能等）、尿検査 

＊医師の判断により心電図 

２ 実績詳細 

（１）胃がん検診 

旧加須市（H21までは旧加須市分、H22は新加須市分を掲載） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 実施日数（日） 17 17 17 17 35 

 対象者数（人） 21,160 21,385 21,726 22,033 39,179 

 受診者数（人） 2,168 2,145 2,324 2,569 3,899 

 胃がん受診率（％） 10.2 10.0 10.7 11.7 10.0 

 要精検者数（人） 202 204 225 236 264 

 胃がん発見者数（人） 2 3 2 3 5 

旧騎西町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 8 8 10 7 

 対象者数（人） 6,567 6,600 6,710 6,796 

 受診者数（人） 270 267 296 287 

 胃がん受診率（％） 4.1 4.0 4.4 4.2 

 要精検者数（人） 44 33 20 28 

 胃がん発見者数（人） 0 0 0 0 

旧北川辺町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 5 5 8 7 

 対象者数（人） 4,328 4,336 4,376 4,384 

 受診者数（人） 374 475 381 498 

 胃がん受診率（％） 8.6 11 8.71 11.38 

 要精検者数（人） 27 86 33 35 
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 胃がん発見者数（人） 0 0 0 0 

旧大利根町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 8 8 7 7 

 対象者数（人） 4,940 4,465 4,477 4,485 

 受診者数（人） 719 638 559 502 

 胃がん受診率（％） 14.6 14.3 12.5 11.2 

 要精検者数（人） 102 65 46 39 

 胃がん発見者数（人） 0 0 1 0 

 

（２）肺がん検診 

旧加須市（H21までは旧加須市分、H22は新加須市分を掲載） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 実施日数（日） 22 22 22 22 40 

 対象者数（人） 23,378 23,613 24,028 24,395 43,468 

 受診者数（人） 2,623 2,628 2,844 3,220 5,055 

 肺がん受診率（％） 11.2 11.1 11.8 13.2 11.6 

 要精検者数（人） 35 33 34 18 31 

 肺がん発見者数（人） 0 2 0 1 1 

旧騎西町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 8 8 10 7 

 対象者数（人）  7,246  7,287  7,416  7,522 

 受診者数（人） 613 658 506 486 

 肺がん受診率（％） 8.5 9.0 6.8 6.5 

 要精検者数（人） 1 1 3 3 

 肺がん発見者数（人） 0 0 0 0 

旧北川辺町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 5 5 8 7 

 対象者数（人） 4,784 4,793 4,842 4,854 

 受診者数（人） 565 726 514 630 

 肺がん受診率（％） 11.8 15.1 10.62 12.96 

 要精検者数（人） 20 18 1 36 

 肺がん発見者数（人） 0 0 0 0 

旧大利根町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 4 8 7 7 

 対象者数（人） 5,465 5,491 5,554 5,585 

 受診者数（人） 628 681 675 611 

 肺がん受診率（％） 11.5 12.4 12.2 10.9 

 要精検者数（人） 0 3 4 2 

 肺がん発見者数（人） 0 0 0 0 
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（３）大腸がん検診 

旧加須市（H21までは旧加須市分、H22は新加須市分を掲載） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 実施期間（月） 5～12 5～12 5～12 5～12 6～12 

 対象者数（人） 24,192 24,404 24,804 25,162 44,680 

 受診者数（人） 6,476 6,697 4,022 3,711 5,701 

 大腸がん受診率（％） 26.8 27.4 16.2 14.7 12.7 

 要精検者数（人） 210 188 165 220 441 

 大腸がん発見者数（人） 10 8 5 4 10 

  ※平成22年度より、個別検診のみの実施となる。 

旧騎西町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施期間（月） 6～12 6～12 6～12 6～12 
 対象者数（人） 7,487 7,514 7,648 7,734 

 受診者数（人） 597 661 467 563 

 大腸がん受診率（％） 8.0 8.8 6.1 7.3 

 要精検者数（人） 17 46 15 35 

 大腸がん発見者数（人） 0 1 0 1 

旧北川辺町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 5 5 8 7 

 対象者数（人） 4,949 4,950 4,997 5,004 

 受診者数（人） 146 217 174 229 

 大腸がん受診率（％） 8.6 11.5 9.15 11.19 

 要精検者数（人） 20 26 18 33 

 大腸がん発見者数（人） 0 3 2 3 

旧大利根町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施期間（月） 6～9 6～9 6～9 6～9 
 対象者数（人） 5,639 5,658 5,715 5,742 

 受診者数（人） 1060 924 747 699 

 大腸がん受診率（％） 18.8 16.3 13.1 12.2 

 要精検者数（人） 31 37 46 48 

 大腸がん発見者数（人） 2 1 3 1 

 

（４）子宮頸がん検診 

旧加須市（H21までは旧加須市分、H22は新加須市分を掲載） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 実施期間（月） 5～12 5～12 5～12 5～3 6～3 

 対象者数（人） 21,557 21,634 21,899 22,125 37,942 

 受診者数（人） 2,588 2,769 2,703 3,304 5,609 

 子宮頸がん受診率（％） 12.0 12.8 12.3 14.9 14.7 

 要精検者数（人） 45 38 35 86 88 

 子宮頸がん発見者数（人） 2 0 0 3 1 

※ 平成22年度より、個別検診と集団検診（騎西、北川辺、大利根）の実施 

※ 妊婦健診で実施する子宮頸がん検診の人数は含まない 
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旧騎西町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施期間（月） 6～12 6～12 6～12 6～12 
 対象者数（人） 6,430 6,449 6,519 6,608 

 受診者数（人） 344 454 572 723 

 子宮頸がん受診率（％） 5.3 7.0 8.8 10.9 

 要精検者数（人） 7 5 9 18 

 子宮頸がん発見者数（人） 0 0 0 2 

旧北川辺町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施日数（日） 4 3 4 4 

 対象者数（人） 4,197 4,183 4,168 4,138 

 受診者数（人） 228 258 320 386 

 子宮頸がん受診率（％） 7.6 8.65 10.34 13.0 

 要精検者数（人） 0 19 1 1 

 子宮頸がん発見者数（人） 0 0 0 0 

旧大利根町 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

 実施期間（月） 6～9 6～9 6～9 6～9 
 対象者数（人） 4,878 4,152 4,878 4,891 

 受診者数（人） 255 215 360 406 

 子宮頸がん受診率（％） 10.1 11.3 11.8 15.7 

 要精検者数（人） 1 3 2 6 

 子宮頸がん発見者数（人） 0 0 0 0 

 

（５）健康診査（生保健診等） 

旧加須市（H21までは旧加須市分、H22は新加須市分を掲載） 

平成20年度 平成21年度 平成22年度

実施期間（月） 10～12 10～12 10～12 

対象者（人） 203 226 441 

受診者数（人） 22 33 36 

旧騎西町 

 平成20年度 平成21年度

実施期間（月） 10～12 10～12 

対象者（人） 46 68 

受診者数（人） 0 3 

旧北川辺町 

 平成20年度 平成21年度

実施日数（日） 8 7 

対象者（人） 61 61 

受診者数（人） 0 2 

旧大利根町 

 平成20年度 平成21年度

実施期間（月） 7～3 7～2 

対象者（人） 48 52 

受診者数（人） 6 5 



 306

 

３ 事業費内訳 

 ○平成21年度国庫補助金返還金  1,427,000円 

 ○委託料 

    胃がん検診        17,533,803円 

    子宮頸がん検診      42,767,872円 

    肺がん検診         9,399,967円 

    大腸がん検診         21,021,258円 

    健康診査（生活保護受給者等） 280,245円 

 ○通信運搬費   個別通知郵送料 7,964,217円 

 ○印刷製本費           1,167,417円 

 

事 業 名 新型インフルエンザ等予防対策事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-20 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,482,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,482,000円

目 02 予防費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

新型インフルエンザによる感染拡大を

可能な限り抑制し、健康被害を最小限に

とどめる。 

事
業
の
概
要 

新型インフルエンザ発生における市の役割を明確に

するとともに、知りえた情報を効果的に市民に発信

するなど発生状況・段階に応じた情報提供のあり方

を工夫しながら実施する。 

事業の実績・成果  

・インフルエンザ対策のポスター掲示・ちらし配布により正しい知識の普及啓発を図った。 

・新型インフルエンザワクチン接種費用軽減事業により、費用の一部を助成することで接種率向上に寄

与した。 

 

・ 生活保護受給世帯と市民税非課税世帯に属する方のみ接種費用を市が助成 

平成22年度 10月からの新型インフルエンザワクチン接種事業 

～年齢要件別接種状況～ 

低所得者 

1回目及び2回目を 

別の医療機関で接種 
2回目 

3,600円 4,000円 2,550円 
  

非課税世帯 

に属する者 

生活保護 

受給者 

非課税世帯 

に属する者 

生活保護

受給者 

計 非課税世帯

に属する者

生活保護 

受給者 

計 

15歳未満 95 15 0 0 110 81 6 87 

15歳～64歳 149 49 0 0 198 0 0 0 

65歳以上 0 0 314 91 405 0 0 0 

合 計 244 64 314 91 713 81 6 87 

 

（消耗品、医薬材料費支出実績） 

・新型インフルエンザ流行の終息と既存備蓄品の活用が図られたことにより、平成22年度の購入実績

なし。 
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事 業 名 肝炎検査事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-21 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 830,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 830,000円

目 02 予防費 決 算 額 578,029円

事
業
の
目
的 

肝炎対策の一環として、住民が自身の肝

炎ウィルス感染の状況を認識するため、

医療機関で受診することにより、肝炎に

関する健康被害の回避、症状の軽減に努

める。 

事
業
の
概
要 

当該年度中に40歳を迎える方、当該年度未受診者、

40 歳以上になる者のうち過去に肝機能異常等を指摘

されたことのある方を対象に委託医療機関で実施 

事業の実績・成果  

１ 実施内容 

  問診、血液検査 

 

２ 実績詳細 

  肝炎の早期発見のために肝炎ウィルス検査を実施し、Ｂ型及びＣ型肝炎ウイルス検査において要精

検と判定された方について、早期治療のために医療機関への受診勧奨を行った。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

1,753 383 244 277 147 加須市 

0 0 0 0 2 

1,113 94 161 91 
旧加須市 

8 2 1 0 

225 164 0 28 
旧騎西町 

0 2 0 0 

123 125 83 158 
旧北川辺町 

0 0 2 0 

292 未実施 未実施 未実施 

上
段 

受
診
者
数
（
人
） 

下
段 

要
精
検
数
（
人
） 

 

旧大利根町 
1 未実施 未実施 未実施 

 

  

３ 検査委託料   578,049円 



 308

 

事 業 名 精神保健事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-07 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 947,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,945,000円

目 02 予防費 決 算 額 1,278,604円

事
業
の
目
的 

市民が心身ともにより健康的な生活が

送ることができるよう、心の健康づくり

を推進し、精神疾患の予防を図る。 

事
業
の
概
要 

・こころの健康相談を実施（精神科医師による相談：

年3回、臨床心理士による相談：年12回） 

・関係機関と連携した訪問活動の実施 

事業の実績・成果  

１ 事業内容 

（１） 面接・電話・訪問による相談 

（２） 精神科医、臨床心理士による相談（こころの相談）を実施 

２ 事業実績 

  （１）精神保健相談 

相談手段 件数 

電 話 214 

面 接 106 

訪 問 52 

      （3月31日まで） 

  （２）こころの相談 

   ①精神科医による相談 

  H18 H19 H20 H21 H22 

回数 14 14 11 11 11 
加 須 市 

延べ人数 18 13 9 9 13 

回数 6 6 3 3 
旧加須市 

延べ人数 10 4 0 3 

回数 4 4 4 4 
旧騎西町 

延べ人数 3 6 3 3 

回数 4 4 4 4 
旧北川辺町 

延べ人数 5 3 6 3 

 

回数 

実
施
実
績 

 旧大利根町 
延べ人数 

未実施 

 

   ②臨床心理士による相談 

  H18 H19 H20 H21 H22 

回数 20 23 26 26 26 
加 須 市 

延べ人数 28 26 30 28 33 

回数 6 9 12 12 
旧加須市 

延べ人数 16 16 15 18 

回数 8 8 8 8 
旧騎西町 

延べ人数 8 7 9 7 

回数 
旧北川辺町 

延べ人数 
未実施 

 

回数 6 6 6 6 

実
施
実
績 

 旧大利根町 
延べ人数 4 3 6 3 

 

  ※大利根地域は精神保健福祉士の相談  22年度から臨床心理士の相談 

３ 事業費 
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事 業 名 動物適正飼養事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 433-04 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 900,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 900,000円

目 02 予防費 決 算 額 677,140円

事
業
の
目
的 

犬の登録の促進を図るとともに、犬をは

じめとするペットの適正な飼育等の普

及を促進し、地域生活環境の保全を図

る。 

事
業
の
概
要 

・畜犬登録の推進 

・集合狂犬病予防注射の実施の協力 

・適正飼育についての啓発 

・ペット霊園の監視・指導 

事業の実績・成果  

○畜犬登録及び集合狂犬病予防注射の実施 

 ・狂犬病予防注射ハガキ代 75,600円 

・加須保健所管内狂犬病予防対策協議会負担金 303,800円 

 

○適正飼育についてチラシ・広報紙による啓発 

 ・犬猫の糞尿迷惑看板 100枚 73,500円 

 

 【犬の登録頭数の推移】                          （単位：頭） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 784 881 822 786 724

加須地域 487 521 438 414 388

騎西地域 121 160 176 178 142

北川辺地域 84 86 117 96 98

新
規
登
録 

 

 

 

 大利根地域 92 114 91 98 96

加 須 市 9,161 9,221 9,212 9,368 9,270

加須地域 4,902 5,033 5,117 5,237 5,200

騎西地域 1,920 1,922 1,832 1,844 1,808

北川辺地域 1,093 1,053 1,085 1,078 1,044

登
録
総
数 

 

 

 

 大利根地域 1,246 1,213 1,178 1,209 1,218

 

 【年度別狂犬病予防注射済頭数・接種率の推移】 4地域             （頭・％） 

          平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

登録頭数 9,161 9,221 9,212 9,368 9,270

注射済頭数 7,629 7,792 7,689 7,597 7,456

接種率 83.3 84.5 83.5 81.1 80.4
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事 業 名 新型インフルエンザ等予防対策事業【繰越明許費分】 

担 当 課 健康づくり推進課 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 4,729,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 4,729,000円

目 02 予防費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

新型インフルエンザなどの感染症の正

しい知識の普及啓発を図ることにより、

予防法・流行時の対応が的確に行え、感

染症による健康被害を最小限にする。 

事
業
の
概
要 

優先接種対象者のみとした新型インフルエンザワク

チン接種を健康成人などの優先接種対象者以外の低

所得者にも接種費用の助成を拡充と期間延長をし

た。 

事業の実績・成果  

○事業の目的・概要 

 ・新型インフルエンザの正しい知識の普及啓発、ワクチン接種の助成を行うことにより、予防法・流行時

の対応が的確に行え、感染症による健康被害を最小限にする。 

 

○成果（平成22年3月31日まで。4月1日以降接種者なし） 

１、優先接種対象者 

内   訳 対象者数 １回接種数 接種率 

①医療従事者 571 730 127.8

②妊婦 405 119 29.4

③基礎疾患を有する者 2,029 1,726 85.1

④1歳～就学前の児 3,495 1,656 47.4

⑤小学校1年生～3年生 1,820 535 29.4

⑥小学校４年生～６年生 1,973 200 10.1

⑦中学生 2,177 249 11.4

⑧高校生に相当する年齢の者 2,350 96 4.1

⑨1歳未満の保護者 1,026 254 24.8

⑩65歳以上の者 13,303 1,568 11.8

計 29,149 7,133 24.5

２、優先接種対象者以外 

内   訳 対象者数 １回接種数 接種率 

①19歳～64歳 43,698 8 0.02

②1歳未満の児 513 0 0

計 44,211 8 0.02

 

○事業費 

 支出実績なし（急速な新型インフルエンザ流行の減退により、接種者がいなかったため） 
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事 業 名 予防接種事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 114-09 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 134,094,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 191,716,964円

目 02 予防費 決 算 額 189,690,801円

事
業
の
目
的 

予防接種により対象疾病の罹患防止と

免疫水準を維持することにより、流行を

阻止する。 

事
業
の
概
要 

生後3月～90月：ポリオ、三種混合・日本脳炎 

生後12月～24月未満： 麻しん風しん混合（ＭＲ）

1期 

小学校入学始期の1年前：麻しん風しん混合（ＭＲ）

2期 

小学6年：二種混合 

小学4年：日本脳炎               

65歳以上高齢者、60～65未満ハイリスク者：インフ

ルエンザ 

中1相当：麻しん風しん混合（ＭＲ）3期 

高3相当：麻しん風しん混合（ＭＲ）4期 

中１～高１：子宮頸がん予防ワクチン 

0歳～5歳未満：ヒブワクチン・小児用肺炎球菌 

事業の実績・成果  

・集団予防接種 

予防接種名 対象数（人） 接種者数（人） 

1回目 906 876ポリオ 

2回目 1,055 983

麻しん風しん混合第3期（加須地域） 703 663

二種混合2期（加須・騎西地域） 820 774

合 計 3,484 3,296

・個別接種 

予防接種名 対象（人） 接種者（人） 内 訳 委託費（円） 

BCG 889 836  6,931,578

1回目   911 

2回目   935 

三種混合 初回 2,655 2,774

3回目   928 

三種混合 追加 878 927  

24,655,529

二種混合 第2期 225 261  1,328,602

麻しん風しん混合 第1期 875 807  

麻しん風しん混合 第2期 929 847  

麻しん風しん混合 第3期 479 470  

麻しん風しん混合 第4期 1,427 1,035  

33,672,192

麻しん ― ―  ―

風しん ― 2 第4期     2 13,356

1回目    1,700 日本脳炎 初回 1,978 3,249

2回目     1,549 

日本脳炎 追加 216 318  

日本脳炎 第2期 979 2  

27,222,987

12,035 65歳以上 高齢者インフルエンザ 24,080

（65歳未満

144）

46 60～64歳 

38,138,200

（新型含む）

合 計 35,610 23,609  132,540,762
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・子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン（平成22年度埼玉県子宮頸がん等予防ワクチン緊

急促進基金事業補助金対象事業（委託料金×0.9の 1/2）  

 子宮頸がん予防

（人） 

ヒブ 

（人） 

小児用肺炎球菌 

（人） 

2～7か月未満 346 334 

7か月～1歳未満 226 210 

1歳 264 319 

2歳 192 255 

3歳 200 205 

4歳 168 194 

中学1年生 86  

中学2年生 198  

中学3年生 136  

高校1年生 463  

合計 883 1,396 1,517 

委託費（円） 14,398,198 13,749,415 18,604,514  

 

事 業 名 水と緑と花のまちづくり基金積立事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-05 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 238,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 355,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 354,548円

事
業
の
目
的 

水の浄化と利用、緑の保全と緑化運動を

推進し、やすらぎとうるおいのある生活

環境の維持促進を行い、豊かな自然と快

適な環境のまちづくりを推進する。 

事
業
の
概
要 

基金の運用収益から生じる歳入歳出の経理 

寄附金の基金への積立 

事業の実績・成果  

 

○水と緑と花のまちづくり基金 

 基金運用から生じた利益（利子）及び寄附金について、基金へ積み立てた。 

 

 

【年度末基金残高の推移】                                                     (単位：円) 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

積み立て額 16,187 125,506 316,436 360,487 354,548

（内 利子） 16,187 125,506 216,436 216,487 104,548

取り崩し額 0 0 0 9,868,574 0

年度末残高 40,485,883 40,611,389 40,927,825 31,419,738 31,774,286

 

 

・ H21 9,868,574円 浮野の里土地購入費支出 

・ H22 積み立て額  寄附金 3件  250,000円 
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事 業 名 広域利根斎場組合運営事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 433-05 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 25,619,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 25,619,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 25,619,000円

事
業
の
目
的 

3市1町で構成する一部事務組合で設置

した「広域利根斎場」の円滑な管理運営

を行う。 

事
業
の
概
要 

火葬業務等を行う斎場（メモリアルトネ）の管理運

営を行うため、運営費負担金を支出する。 

【構成市町】：加須市、久喜市、幸手市、宮代町 

事業の実績・成果  

 

１． 広域利根斎場組合の施設の維持管理や運営業務が円滑に行われるよう負担金を交付した。 

負担金額の推移

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

30,912,000 29,182,000 28,660,000 28,524,000 25,619,000

旧 加 須 市 15,678,000 14,768,000 14,456,000 14,242,000

旧 騎 西 町 5,790,000 5,463,000 5,540,000 5,524,000

旧 北 川 辺 町 4,443,000 4,122,000 3,935,000 3,918,000

旧 大 利 根 町 5,001,000 4,829,000 4,729,000 4,840,000

※負担金額は、人口割40％、利用件数40％、定率割20％により算出

＜参考＞　負担金総額（久喜市・加須市・幸手市・宮代町の合計）

85,000,000 80,000,000 80,000,000 80,000,000 70,000,000負担金総額（円）

加 須 市負
担
金
額
（

円
）

 
２． 広域利根斎場組合施設使用状況 

・平成21年4月1日から、利用者への利便性の向上等を目的とし、友引の日にも葬祭場を通夜式

に利用できるようにしたほか、火葬受入件数について、人体1日12件を14件に、小動物の単独火

葬1日1件を2件にした。 

 

広域利根斎場組合施設利用の推移

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

928 959 994 1,039 1,051

旧 加 須 市 562 543 596 621

旧 騎 西 町 167 190 151 176

旧 北 川 辺 町 70 86 91 110

旧 大 利 根 町 129 140 156 132

2,080 1,995 1,876 1,997 1,913

旧 加 須 市 1,378 1,262 1,222 1,302

旧 騎 西 町 296 344 276 325

旧 北 川 辺 町 102 111 113 134

旧 大 利 根 町 304 278 265 236

加 須 市

待
合
室
（
件
）

加 須 市

火
葬
室
（
件
）

 

 

 



 314

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

588 580 542 631 635

旧 加 須 市 409 394 392 439

旧 騎 西 町 76 94 66 104

旧 北 川 辺 町 13 22 18 14

旧 大 利 根 町 90 70 66 74

281 272 280 281 285

旧 加 須 市 187 187 201 195

旧 騎 西 町 41 46 36 46

旧 北 川 辺 町 7 9 9 6

旧 大 利 根 町 46 30 34 34

1,166 1,208 1,293 1,345 1,408

旧 加 須 市 631 663 711 779

旧 騎 西 町 210 199 198 188

旧 北 川 辺 町 135 129 155 155

旧 大 利 根 町 190 217 229 223

小
動
物
（

件
）

加 須 市

加 須 市

霊
安
室
（
件
）

加 須 市

葬
祭
場
（

件
）

 

 

 

事 業 名 ごみ適正処理事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,509,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,509,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 1,075,220円

事
業
の
目
的 

不適正排出や不法投棄の防止及び不法

投棄物等の適正処理の確保を目指す。 事
業
の
概
要 

・ごみの不法投棄等の防止を行うと共に、不法投棄

されたごみを回収し、適正に処理する。 

・処理困難物の処理委託 

・不法投棄防止パトロールの実施、市民からの情報

提供の活用 

事業の実績・成果  

 市民からの情報提供や日々の不法投棄防止パトロールにより、ごみ集積所の不適正排出、道路、河川

等の不法投棄による処理困難物を専門業者に運び適正に処理を行った。 

1 不法投棄処理困難物処理委託料                       576,470円 

・タイヤ、消火器、ボンベ、ソファー、苗箱など 

 

2  三俣倉庫解体                               498,750円 

 ・加須クリーンセンター内にストックヤードが完成したことに伴い、老朽化していた処理困難物の 

   保管施設を解体した。 
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事 業 名 資源物再生処理事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 441-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 36,292,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 36,292,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 29,662,748円

事
業
の
目
的 

家庭から排出されるごみのリサイクル

の推進を図る。 事
業
の
概
要 

・缶の処理委託・びん類の中間処理及び再商品化業

務委託 

・法律に基づく、びん類中間処理残渣最終処分場の

現地確認 

・その他プラの中間処理及び再商品化 

事業の実績・成果  

【加須地域】                            9,580,968円 

 容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律に基づき、びん類等の分別収集・中間処

理を行い、再商品化を図った。 

１ びん類処理委託料   9,575,228円 

・ （株）ウィズウェイストジャパン  80,260kg   

・ 山口商店            286,000kg   

・ 三栄ガラス（株）                   

   茶カレット                    111,020kg     

     その他カレット          38,630kg  

２ その他経費 

  旅費（会議等）      5,740円 

【騎西地域】                            20,081,780円 

1 びん類処理委託料     5,138,280円 

 （株）ウィズウェイストジャパン  129,280kg 

    山口商店             13,348kg 

 2 缶類処理委託料      4,605,867円 

   （株）ウィズウェイストジャパン   75,820kg 

 3 紙・布類処理委託料    1,400,710円 

   （株）ブシュー            290,210kg 

   （株）関商店（紙製容器包装等固形燃料化業務委託） 

                     3,170kg 

 4 その他プラ処理委託料   8,936,923円 

   （株）ウィズウェイストジャパン   155,791kg 
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事 業 名 ごみ減量化啓発事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 441-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 17,922,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 17,922,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 14,633,317円

事
業
の
目
的 

ごみの減量、資源の有効利用を推進す

る。 

事
業
の
概
要 

・自治会及び資源回収団体に報償金を交付し、ごみ

の減量化・資源化を促進する 

・リサイクルフェア、ごみ処理施設見学会等のイベ

ントの開催 

・生ごみ処理器購入費、ごみ集積所整備費の補助 

・啓発パンフレットの作成･配布 

・ごみ分別説明会の開催 

・啓発パンフレットの作成・配布 

事業の実績・成果  

ごみの減量化と清潔な環境づくりを推進するために、発生抑制（リデュース)、再使用（リユース）、

再資源化（リサイクル）に関する啓発活動を行った。 

                           

１ 資源ごみ回収報償金                           13,997,835円  

【加須地域】                                

生きびん  種別 

区分 

 紙 類 

    ㎏ 

 布 類 

  ㎏ 本 ㎏

びん類 

  ㎏

金属類 

  ㎏

ペットボトル 

   ㎏ 

報償金 

    円

自治会 1,711,000 127,000 26,742 - 390,000 256,000 125,000 6,971,100

30団体 602,402 12,020 4,339 - - 25,342 - 3,220,515

合 計 2,313,402 139,020 31,081 - 390,000 281,342 125,000 10,191,615

資源ごみ回収総量   3,248,764kg  31,081本 

 ＊報償金は、自治会１世帯当たり300円、団体は、１本または1kg当たり5円 

 

【騎西地域】 

生きびん  種別 

区分 

紙 類 

  ㎏ 

布 類 

  ㎏ 本 ㎏ 

びん類 

  ㎏

金属類 

  ㎏

ペットボトル 

㎏ 

報償金 

    円

自治会 - - - - - - - 0

9団体 448,380 37,100 - - - 11,473 - 2,484,765

合 計 448,380 37,100 - - - 11,473 - 2,484,765

資源ごみ回収総量   496,953kg 

 

【北川辺地域】 

生きびん  種別 

区分 

紙 類 

  ㎏ 

布 類 

  ㎏ 本   ㎏ 

びん類 

  ㎏ 

金属類 

  ㎏ 

ペットボトル 

   ㎏ 

報償金 

    円 

自治会 - - - - - - - 0

3団体 11,170 40 0 0     0 3,266    0 72,380

合 計 11,170 40 0 0 0 3,266 0 72,380

資源ごみ回収総量   14,476kg 
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【大利根地域】 

生きびん  種別 

区分 

紙 類 

  ㎏ 

布 類 

  ㎏ 本   ㎏ 

びん類 

  ㎏

金属類 

  ㎏

ペットボトル 

   ㎏ 

報償金 

    円 

自治会 - - - - - - - 0

22団体 241,760 1,780 1,601 1,601       0 4,674         0 1,249,075

合 計 241,760 1,780 1,601 1,601 0 4,674 0 1,249,075

資源ごみ回収総量   249,815kg 

 

２ ごみ処理施設見学会（4年生対象）                     108,675円  

   ・参加者数（引率者を含む。）                           

地 域 学校数 クラス数 参加者数 

加 須 11 19 586

騎 西 5 6 168

北川辺 2 4 126

大利根 2 2 35

合 計 20 31 915

   ・ごみ処理施設見学会啓発品                      

啓発商品 個 数 金 額 

牛乳パック再生ボックスティッシュ 1,150個 108,675円 

 

３ 補助金                                   494,660円 

【加須地域】                                         

不燃・粗大ごみ集積所整備補助金 0自治会       0円    

生ごみ処理容器購入補助金 20基  39,000円 

コンポスト 14基  21,000円  

電気式処理機  6基  18,000円 

【騎西地域】 

不燃・粗大ごみ集積所整備補助金  0自治会    0円   

生ごみ処理容器購入補助金 20基  79,600円 

コンポスト 18基  39,600円  

電気式処理機  2基  40,000円 

【北川辺地域】 

不燃・粗大ごみ集積所整備補助金  3自治会 166,100円 

生ごみ処理容器購入補助金 10基  85,980円 

コンポスト・EM  7基  25,980円  

電気式処理機  3基  60,000円 

【大利根地域】 

不燃・粗大ごみ集積所整備補助金 1自治会 80,000円 

生ごみ処理容器購入補助金 3基 43,980円 

コンポスト・EM 1基  3,980円  

電気式処理機 2基 40,000円 

 

４ その他経費                                 32,147円  

  ・粗大ごみ保管施設電気料     986円 

  ・リサイクルフェア用消耗品   26,188円 

・騎西地域消耗品        4,973円 
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５ 団体集団回収量比較                  単位（トン） 

地域 年度 紙類 布類 アルミ 生きびん 合計 補助金額 

18 690 15 20 10 735 3,696,000円 

19 665 13 26 8 712 3,578,020円 

20 633 12 27 5 677 3,391,805円 

21 507 11 21 3 542 2,715,825円 

加須 

22 603 12 25 3 643 3,220,515円 

18 484  484 1,358,200円 

19 439  439 146,380円 

20 346  346 428,900円 

21 262 18 280 778,660円 

騎西 

22 449 37 11 497 2,484,765円 

北川辺 22   11 0.04 3 14.04 72,380円 

大利根 22 242 2 5 1 250 1,249,075円 

※北川辺地域、大利根地域は、18年度～21年度まで集団回収補助制度なし。 

 

 

事 業 名 一般廃棄物基本計画推進事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 433-06 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 348,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 348,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 158,160円

事
業
の
目
的 

生活環境の保全及び公衆衛生の向上並

びに資源循環型社会の構築を図り、もっ

て市民の健康で快適な生活を確保する。

事
業
の
概
要 

・一般廃棄物処理基本計画を策定し、施策を計画的

に推進する。 

・廃棄物減量等推進審議会の開催 

 

事業の実績・成果  

第1回加須市廃棄物減量等推進審議会 

平成22年12月8日（水）午後2時より 加須市役所505会議室 

・加須市廃棄物減量等推進審議会委員 20名委嘱 

・会長及び副会長の選出 

 審議事項 

 （1）加須市一般廃棄物処理基本計画について 

 （2）加須市のごみ処理状況について 

 

第2回加須市廃棄物減量等推進審議会 

平成23年3月24日（木）午前10時より 加須クリーンセンター2階会議室 

 審議事項 

 （1）ごみ処理等に関する再編に向けた課題整理について 

 （2）県内自治体のごみ処理状況等について 

 （3）その他 

 

１ 報酬    107,000円 

 ２ 費用弁償   42,000円 

 ３ 旅費     9,160円 
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事 業 名 環境美化推進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 432-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 460,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 460,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 253,978円

事
業
の
目
的 

市と市民等が相互に協力、連携して公共

施設や地域の清掃等の美化活動を行う

ことで市民協働と地域住民の連帯意識

を高めることを目的とする。 

事
業
の
概
要 

・美化活動に必要な物品、用具等の支給 

・ボランティア活動保険への加入 

・活動団体の名称を表示したサインボードの設置 

事業の実績・成果  

○環境美化活動サポート事業 

 市が管理している道路や公園等の美化活動を、ボランティア団体と市の協働の取り組みとして旧加須

市において平成16年11月から実施し、合併後においては全地域で継続して実施し、今年度は新規に5

団体と合意締結を行い14団体301人で活動している。 

  ・支援内容 

   （１）美化活動を行うために必要な物品、用具等の支給又は貸与 

   （２）緑化に必要な花の種・苗の支給 

   （３）収集又は搬出が困難なごみの回収 

   （４）活動団体の名称を表示したサインボードの設置 

   （５）ボランティア活動保険への加入 

 

  ・活動団体 

    ＮＰＯ法人 精神障害者小規模作業所こすもす（35人） 

    久下2・彩の会（17人）       花北希少植物愛護班（7人） 

    阪東クラブ（20人）         おおごえ甍の会（16人） 

    住む街をきれいにする会（17人）   久下１丁目どうしよう会（15人） 

    ラブネイチャー加須（32人）     本町環境美化推進会（10人） 

    エコクラブかぞ（14人）       上高柳中クラブ（62人） 

    ブリヂストンサイクル㈱騎西工場（34人） の・ぎ・く（5人） 

    童謡のふる里日本サクラ草の会（17人） 

 

 

・事業費   253,978円     

  内訳：清掃用具、消耗品    71,208円 

         花の苗代       69,090円 

               サインボード     37,800円 

        ボランティア保険   75,880円 
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事 業 名 「浮野の里」自然環境保全事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 1,726,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,726,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 1,710,400円

事
業
の
目
的 

緑のトラスト保全地であり加須市の貴

重な財産である「浮野の里」の自然環境

の良好な保全と活用を図る。 
事
業
の
概
要 

・緑のトラスト保全第10号地として、貴重な自然の

保護及び境環境学習の場の構築を「浮野の里・葦の

会」と県トラスト協会と共に推進する。 

・「浮野の里」公有地管理委託 

・案内板設置 

・パンフレット作成 

事業の実績・成果  

○「浮野の里」公有地管理業務委託  

 展望台・浮野観察舎等の清掃、クヌギ並木遊歩道の除草、並木への殺虫剤散布を行うほか、あやめ祭りの

主会場となる花菖蒲園内の除草（花菖蒲の育成・管理は当事業には含まれない）や「ちりじ野」のヨシ刈り

払いなど通年の維持管理を行い、「浮野の里」の環境を良好なものとした。 

 委託費：1,324,000円、委託先：浮野の里・葦の会 

 

 

○浮野の里パンフレット作成 

 埼玉県緑のトラスト第１０号地に指定された記述を追加するなど情報を更新したパンフレットを作

成し、浮野の里に関心のある市民等に配布し広く周知した。 

 作成費：144,900円、仕様：Ｂ４カラー両面印刷、部数：1,000部 

 

 

○浮野の里案内板設置工事 

 浮野の里の来訪者の利便性の向上を図るため、案内板を設置した。 

 設置費：241,500円、設置基数：3箇所(多門寺地内・2基、下樋遣川・1基) 

 

 

○さいたま緑のトラスト協会ボランティアスタッフの保全活動への参加 

 トラスト第10号地の新規公開にあわせ、新たに16人がボランティアスタッフに登録し、保全活動に

参加した。（平成22年4月：募集、5月：説明会、7月：保全活動開始） 
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事 業 名 オニバス保護活用事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-11 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 271,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 866,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 198,092円

事
業
の
目
的 

絶滅危惧種であるオニバス及び同所に

自生する水生植物の保護育成を通じ、豊

かな自然環境の保全に寄与するととも

に、観光資源として活用し、地域の活性

化を図る。 

事
業
の
概
要 

・オニバス自生地の管理と情報発信 

・オニバス講演会の開催 

・オニバス生態写真の撮影 

・イベントの開催 

事業の実績・成果  

１ オニバスガイド設置  47,745円（報償費42,000円、消耗品5,745円） 

  オニバス開花期にオニバスボランティアガイドを設置し、来訪者へオニバスや地域文化の説明を 

 行った。 

  ・設置期間  平成22年7月24日（土）～9月5日（日）の土日 計14日間 

  ・設置時間  午前8:00～午前11:00 

  ・ガイド員数 チーフガイド2名、ボランティアガイド10名 

  ・ガイド設置期間中来訪者人数（記帳人数）1,081人 

 

２ オニバスフェスタ開催 （観光協会予算により実施） 

  北川辺観光協会及び市によりオニバスフェスタを開催した。 

  ・実施日   平成22年8月29日（日） 

  ・来場者数  約300人 

 

３ オニバス生態写真の撮影 30,000円（報償費30,000円） 

  地域の有識者にオニバスの生態記録の写真撮影を依頼し、オニバス講演会や北川辺生涯学習センタ

 ーにおいて展示を行った。 

  ・写真展示  平成22年9月25日（土）オニバス講演会において展示 

         平成22年9月26日（土）～10月末まで 北川辺生涯学習センターにおいて展示

 

４ オニバス講演会の開催 25,000円（報償費25,000円） 

  オニバス保護及び自然保護への意識高揚を図るためオニバス講演会を実施した。 

  ・実施日時  平成22年9月25日（土）午後1時30分～午後3時00分 

  ・講師    増渕富士雄氏 

  ・会場    北川辺総合支所 

  ・参加者数  43人 

 

５ オニバス自生地管理 690,347円（内595,000円は平成23年度へ繰越） 

  ・消耗品 24,461円 

  ・仮設トイレ汲取手数料 3,150円 

  ・自生地周辺草刈委託料 56,936円 

  ・パイプライン賦課金 10,800円 

・オニバス説明看板修繕 410,000円（住民生活に光をそそぐ交付金を特定財源とするものである

が、年度内の執行が困難なため平成23年度へ繰越） 

・自生地誘導看板設置工事 185,000 円（（住民生活に光をそそぐ交付金を特定財源とするもので

あるが、年度内の執行が困難なため平成23年度へ繰越） 
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事 業 名 環境促進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 433-02 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 5,554,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 10,545,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 9,977,324円

事
業
の
目
的 

地区住民が、地域の環境衛生への自主的

な活動を行うことにより、市民の健康的

な生活環境を確保する。 

事
業
の
概
要 

・加須地域衛生協力会、大利根地域自治衛生協力会

への活動事業費補助 

・明るい社会づくりの会への活動事業費補助 

・有害鳥獣対策として猟友会への事業補助 

・消毒設備購入への助成 

事業の実績・成果  

○加須地域衛生協力会への活動事業費補助 

    ごみの資源化及び減量化と環境衛生の促進 

    集積所のごみ箱、防鳥用ネット、防疫薬剤購入費の助成  7,740,600円 

      清潔な環境づくりを推進するために活動する衛生協力団体に、集積所のごみ箱と防鳥用ネ

ット、また、道路側溝等から発生する蚊、ハエ等の防除対策に防疫薬剤を配布した。 

 

地区自治会 ごみ箱配布数 
防鳥用ネット 

配布数 
防疫薬剤配布数 

加 須 地 区    27基      93枚     59本 

不 動 岡 地 区    18基    20枚    18本 

三 俣 地 区     8基    42枚    33本 

礼 羽 地 区    27基    40枚    23本 

大 桑 地 区    14基    92枚    64本 

水 深 地 区    13基    17枚     0本 

樋 遣 川 地 区     7基     5枚     0本 

志 多 見 地 区     9基    25枚    52本 

大 越 地 区     9基    11枚     0本 

合   計   132基   345枚    249本 

 

○大利根地域衛生自治会連絡協議会への活動事業費補助 

  大利根地域内の東・原道・元和・豊野地区衛生自治会の連絡・調整を密にし、住みよい地域 

にするため、環境衛生事業（集団ごみ回収、等）の推進と衛生思想の普及、関係機関及び団

体との連絡を行った。  375,000円  

 

○加須猟友会加須支部への事業補助 

    有害鳥獣の駆除  80,000円   駆除実施期間 3日間 

   

○明るい社会づくりの会への活動事業費補助 

    ノーポイ運動創作品展示（8/21～8/29、8/30～9/2）、会報配布（2/9）、清掃・美化活動の実施

    140,000円 

   

○加須市消毒設備費補助金  申請件数0件 

    害虫駆除用の消毒設備購入費に対する補助 
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事 業 名 清掃活動推進事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 433-07 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 2,807,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 2,807,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 2,636,377円

事
業
の
目
的 

生活環境の保全及び公衆衛生の向上並

びに資源循環型社会の構築を図り、もっ

て市民の健康で快適な生活を確保する。

事
業
の
概
要 

・快適かぞ市民活動の開催月や回数の統一 

・騎西クリーン推進委員への支援 

・清掃組合（悪臭対策、し尿処理対策）への事業費

補助 

事業の実績・成果  

１ 補助金                                                                2,100,000円 

  ・加須騎西地区清掃組合                         

    悪臭防止対策、清掃車から発生する悪臭防止対策   240,000円 

  ・加須騎西地区清掃組合 

    し尿処理業務の円滑化               120,000円 

・騎西クリーン推進委員報償（@12,000円×145人）   1,740,000円 

２ 消耗品     県職員録、事務用品、作業用手袋等                451,202円 

３ 印刷製本費                                17,400円 

４ 備品  ・作業衣等  12,096円                      24,676円 

      ・庁用備品（デジタルカメラ、ＩＣレコーダー）           12,580円 

５ 保険料                                  43,095円 

 

 清掃活動 

○ 4/17  渡良瀬クリーン作戦     170名参加 180㎏のごみ回収 

○ 5/30  北川辺地域一斉清掃     2,470㎏のごみ回収 

○ 6/6  快適かぞ市民活動（加須地域）51団体3,506名参加 3,270㎏のごみ回収 

○ 7/25  大利根地域一斉清掃      3,000名参加 2,480㎏のごみ回収                      

○ 8/29  騎西地域一斉清掃       5,000名参加 3,620㎏のごみ回収                      

○ 11/21 北川辺地域一斉清掃      2,070㎏のごみ回収                                  

○ 11/28 快適かぞ市民活動（加須地域）66団体4,000名参加 7,420㎏のごみ回収 

○ 12/19 大利根地域一斉清掃      5,000名参加 4,250㎏のごみ回収                       

○ 2/27  騎西地域一斉清掃       5,910㎏のごみ回収 

○ 3/6   北川辺地域一斉清掃      2,040㎏のごみ回収 

○ 3/27  大利根地域一斉清掃      5,000名参加 4,190㎏のごみ回収 
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事 業 名 生活環境緊急対策事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 433-03 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 597,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 597,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 189,615円

事
業
の
目
的 

浸水被害などの緊急時における環境衛

生面での対応を行うことにより、市民の

生活環境を守る。 

事
業
の
概
要 

・水質事故への対応 

・浸水被害家屋等の消毒実施 

・害虫駆除の業者紹介 

・その他生活環境上の緊急時対応 

事業の実績・成果  

 

○油流出事故への対応実施 

 道路や河川に流出した油の回収を実施した。 

  オイル吸着マット 37,800円 

   H22.5.17   加須地域北小浜地内道路上  トラック置場から流出 

   H22.8. 9   北川辺地域 旧川      自家用車転落事故による流出 

 

 

○ムクドリ対策 

 7～9 月にかけて花崎駅北口から花崎北小学校にかけてムクドリの追払いを建設部

と共同で実施。併せて駅前ロータリーや歩道に落ちた糞の清掃も共同で実施した。 

  追払い用拍子木  18,000円 

  エンジン動噴機、水タンク借上げ 3,150円 

 

○市民からの苦情への対応 

 市民に駆除業者を紹介すると共に、空家等の建物でのハチの駆除を実施した。 

  ハチ用殺虫剤 22,325円 

   駆除した場所：通学路等3箇所 

    

  駆除委託料  52,500円 

   駆除した場所：空家等2箇所  

   

○有害鳥獣捕獲対策 

 有害鳥獣の被害防止のため、捕獲器によりアライグマ３頭を捕獲した。 

  捕獲器 55,840円 8基 
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事 業 名 災害対策「浮野の里」自然環境保全事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 1,207,500円

目 03 環境衛生費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

トラスト保全地であり加須市の貴重な

財産である「浮野の里」の自然環境の良

好な保全と活用を図る。 

事
業
の
概
要 

・倒壊した東屋の改修 

事業の実績・成果  

 

○浮野の里東屋改修工事  1,207,500円 

 東日本大震災において、倒壊した東屋を、来訪者が安全に利用できるよう改修する。 

 

 （繰越理由） 

 災害対策のため、3月補正したが、年度内の完了が困難なため、平成23年度へ全額を繰越明許した。

 

事 業 名 災害対策ごみ適正処理事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-91 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 4,320,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 3,248,040円

事
業
の
目
的 

震災廃棄物を無料で受け入れ、被災した

市民を支援する。 事
業
の
概
要 

東日本大震災により崩落した屋根瓦等について、

条例施行規則に基づき、被災した市民を支援するた

め、被災者自らの減免申請により無料で受入れる。

事業の実績・成果  

東日本大震災により崩落した屋根瓦等について、無料で受入れを実施した。 

震災廃棄物処理委託料                            3,248,040円 

（株）ダイケングリーンランド  1,500kg ＊12円/kg 

（株）クワバラ・パンぷキン  142,900kg ＊12円/kg 

（株）ダイヤ整環       126,270kg ＊12円/kg 

 

年度内に屋根瓦等の修理が困難で被災者からの持込が完了しないため、平成23年度へ繰越しする。 

繰越 1,071,960円 
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事 業 名 災害対策オニバス保護活用事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-91 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 0円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 630,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

 オニバス自生地に設置しているあず

ま屋支柱の修繕 事
業
の
概
要 

 地震によりあずま屋支柱にクラックが入ってしま

った。利用者の安全性を確保するため修繕を実施す

る。 

事業の実績・成果  

 3月災害対策補正で計上した経費であり、年度内完了が困難なため、平成23年度へ繰越した。 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 「浮野の里」自然環境保全事業【事故繰越分】 

担 当 課 環境政策課 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 18,047,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 18,047,000円

目 03 環境衛生費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

緑のトラスト保全地であり加須市の貴

重な財産である「浮野の里」の自然環境

の良好な保全と活用を図る。 

事
業
の
概
要 

・保全地の取得 

事業の実績・成果  

○緑のトラスト保全地取得事業      （18,047,000円） 

 緑のトラスト保全第10号地用地として、当該地（8筆、合計3,845㎡、所有者2名）は、平成20年

11月17日付けにて、平成22年3月10日までに引き渡す旨の土地売買契約を締結したが、代替地の候

補地の確保や所有者の都合により、平成21年度に繰越明許、平成22年度に事故繰越をして、交渉を重

ねてきたが、代替地の確保が難航するとともに、当該用地にて事業継続を希望していることから、土地

売買契約を解消した。 
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事 業 名 保健センター管理運営事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 252-01 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 16,450,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 22,679,586円

目 04 保健センター費 決 算 額 21,918,818円

事
業
の
目
的 

保健衛生に関わる保健センター管理運

営部門に対して、効率的・効果的な事業

遂行を行う。 

事
業
の
概
要 

灯油、ガスの燃料費、設備修繕費、電話料、清掃等

の委託料、上下水道の諸経費支出 

事業の実績・成果  

１ 各保健センター諸経費等の状況                          （円） 

 加須 

保健センター 

騎西 

保健センター 

北川辺 

保健センター 

大利根 

保健センター 

燃料費 575,509 38,620 113,124 243,499

光熱水費 1,425,061 ― 1,553,858 1,188,853

修繕費 889,163 67,800 510,997 436,138

通信運搬費 461,852 231,173 225,041 168,527

※ 騎西保健センターは、騎西コミュニティセンターの一部としての経費支出 

 

２ 施設管理委託料（4保健センター合算） 

・清掃     3,410,090円 

・警備     1,087,320円  

・冷暖房保守   829,500円  

・電気保安業務  417,459円 
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事 業 名 医療診断センター管理運営事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 271-04 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 118,112,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 118,112,000円

目 05 医療診断センター費 決 算 額 114,536,843円

事
業
の
目
的 

身近なかかりつけ医の紹介で高度な検

査が受診できるよう、地域医療の高度化

をめざす。 

事
業
の
概
要 

施設の管理・運営を加須市が担い、診断業務を加須

医師会が行う。  

・医療機関からの依頼による検査（MRI、CT、MMG な

ど） 

・脳ドック、乳がん検診などの健康診断 

事業の実績・成果  

○各医療機関からの依頼による検査や、脳ドック検査などを行い、市民の健康の保持・増進に努めた。 

 

１ 年度別検査の状況                              （単位：件） 

医療機関からの依頼件数 検診件数  区分 

年度 

診療 

日数 ＭＲＩ ＣＴ マンモ 超音波 小計 脳ドック 筋 肉 小 計 
合 計 

H18 245 1,819 488  136 ― 2,443 204 3 207 2,650

H19 245 2,025 527 164 ― 2,716 190 6 196 2,912

H20 243 1,995 507 119 ― 2,621 180 2 182 2,803

H21 242 1,905 599 125 ― 2,629 127 2 129 2,758

H22 243 1,895 607 125 29 2,656 161 2 163 2,819

 
２ 脳ドック検査の状況 
  健康診断としての「脳ドック検査」を毎週木曜日の午後5人枠で実施し、早期発見・早期治療に 

 より健康の保持・増進に努めた。（過去5年分の受診件数については、上表のとおり。） 
 

市内・市外の別 備    考 
区 分 件 数 

市 内 市 外 うち、市国民健康保険利用補助 

人 数 161件 131件 30件 84件 

割 合 100％ 81.4% 18.6% 52.2% 

３ 収支の状況 
  歳出 

項     目 金       額   (円) 摘      要 

1診断業務委託費 80,634,750 医療業務（加須医師会委託費） 

2医療機器保守委託費 21,323,610 MRI、CT、マンモ、ネットワークなど 

3その他委託費 3,767,242 清掃、機械警備、電気保安業務など 

4施設管理費 6,414,684 電気料、電話料、上下水道使用料など

5備品購入費 480,405 備品（書籍、パソコン、カルテ棚など）

6事務費 その他 1,916,152 事務用・OA機器消耗品など 

合     計 114,536,843  
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  歳入 

項     目 金       額   (円) 摘      要 

1診療費 66,383,901 MRI、CT、マンモなど検査手数料 

2その他検査手数料 5,528,283 脳ドック検査など 

3文書料等 249,000 診断書料 

4諸収入(雑入) 9,181,175 公衆電話、委託料精算金など 

合     計 81,342,359  
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事 業 名 乳がん検診事業 

担 当 課 医療体制推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-15 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 22,784,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 22,784,000円

目 05 医療診断センター費 決 算 額 12,999,036円

事
業
の
目
的 

乳がんの早期発見・早期治療により市民

の健康保持・増進を図る。 事
業
の
概
要 

乳がん検診事業において、マンモグラフィ装置によ

る撮影と視触診の検査を行い、読影を 2 重に行うこ

とで、より精度の高い検査とする。また、個別検診、

集団検診のどちらでも受診できるよう併用で実施す

る。 

事業の実績・成果  

○保健事業として、原則40歳以上の偶数年齢の方及び無料クーポン対象者に、視触診と乳房Ⅹ線検査(マン

モグラフィ)の併用による検診を行い、早期発見・早期治療により健康の保持・増進に努めた。 

 

１ 実施状況と検診結果 
 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

   加 須 市 26,737 26,641 27,008 27,288 27,576

旧加須市 15,135 15,271 15,505 15,699 

旧騎西町 4,946 4,709 4,773 4,834 

旧北川辺町 3,075 3,082 3,107 3,108 

対
象
者
数(

人) 

 

旧大利根町 3,581 3,579 3,623 3,647 

 

   加 須 市 1,481 1,821 2,051 2,914 3,064

旧加須市 746 942 1065 1596 

旧騎西町 256 366 366 504 

旧北川辺町 235 285 353 444 

受
診
者
数(

人) 

 

旧大利根町 244 228 267 370 

 

   加 須 市 5.54 6.84 7.59 10.68 11.11

旧加須市 4.93 6.17 6.87 10.17 

旧騎西町 5.18 7.77 7.67 10.43 

旧北川辺町 7.64 9.25 11.36 14.29 

乳
が
ん
受
診
率(

％) 

 

旧大利根町 6.81 6.37 7.37 10.15 

 

   加 須 市 133 132 169 256 250

旧加須市 74 83 104 142 

旧騎西町 17 13 22 39 

旧北川辺町 31 22 30 40 

要
精
検
者
数(

人) 

 

旧大利根町 11 14 13 35 

 

   加 須 市 9 6 9 12 11

旧加須市 8 4 3 6 

旧騎西町 0 0 2 2 

旧北川辺町 1 1 2 1 

乳
が
ん
発
見
者
数(

人) 

 

旧大利根町 0 1 2 3 
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 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

   加 須 市 ― ― ― 1,075 961

旧加須市 ― ― ― 624 

旧騎西町 ― ― ― 177 

旧北川辺町 ― ― ― 138 

ク
ー
ポ
ン
受
診
者
数(

人) 

 

旧大利根町 ― ― ― 136 

 

   加 須 市 ― ― ― 4,225 4,332

旧加須市 ― ― ― 2,480 

旧騎西町 ― ― ― 728 

旧北川辺町 ― ― ― 511 

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
数 (

人) 

 

旧大利根町 ― ― ― 506 

 

   加 須 市 ― ― ― 25.44 22.18

旧加須市 ― ― ― 25.16 

旧騎西町 ― ― ― 24.31 

旧北川辺町 ― ― ― 27.01 

 

ク
ー
ポ
ン
受
診
率(

％) 

 

旧大利根町 ― ― ― 26.88 

 

 

２ 収支の状況 

 

   歳出 

項     目 金 額 (円) 備      考 

1 検診業務委託費 12,215,788 加須医師会、市外医療機関等 

2 事務費 768,248 クーポン印刷、郵送料、切手代等 

3 検査手数料返還金 15,000 H21クーポン発行前検診受診者返還 

合     計 12,999,036  

 

  歳入 

項     目 金 額 (円) 備      考 

1  検査手数料 1,977,000
乳がん検診検査手数料 

（個別1,485,000円・集団492,000円） 

2 国庫補助金 

 （感染症予防事業費等） 
5,064,239 感染症予防事業費補助金（乳がん分） 

  合     計 7,041,239  
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事 業 名 健康ふれあいセンター管理運営事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-08 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 34,367,000円

項 01 保健衛生費 最 終 予 算 額 36,287,954円

目 06 健康ふれあいセンター費 決 算 額 36,196,199円

事
業
の
目
的 

市民の健康の保持及び増進･体力向上並

びに、住民相互のふれあいの促進を図る

ため、ごみ処理施設からの余熱を有効利

用し、明るく過ごせる健康づくりを推進

する。 

事
業
の
概
要 

・センターの入浴施設、和室、健康広場及び付属

設備の利用に関すること。 

・保健及びレクリェーション活動の推進及び指導

に関すること。 

・その他設置の目的を達成するために必要な事業

に関すること。 

・季節ごとの変り湯・季節ごとの行事 

・ふれあい軽スポーツ大会の開催 

・入館増を図るため、ＰＲ活動の実施 

事業の実績・成果  

1. 入館者数   

入館者数(人) 
年 度 

営業日数 

(日) 大 人 子 供 幼 児 合 計 

平成18年度 321 75,018 7,252 6,218 88,488 

平成19年度 320 78,630 7,086 6,819 92,535 

平成20年度 317 75,196 6,972 6,146 88,314 

平成21年度 318 70,050 6,180 4,922 81,152 

平成22年度 316 71,026 5,955 4,793 81,774 

 

  平成21年度 81,152人、平成22年度 81,774人 前年比 662人の増加となった。 

 平成23年3月11日に発生した東日本大震災による計画停電の影響で3月は、2日間の臨時休館、

5日間の営業時間の短縮があったため、平成22年度の入館者は、微増にとどまったが、3月26日

には、平成13年開業以来の入館者数90万人達成をした。 

 

2. 利用料金売上   

年 度 利用料金(円) 

平成18年度 95,548,890 

平成19年度 96,676,460 

平成20年度 86,893,550 

平成21年度 80,041,528 

平成22年度 80,557,120 

 

 平成 21年度 80,041,528 円、平成22年度 80,557,120 円 前年比 515,592 円の増収となっ

た。 

 震災による影響で、3月は、前年比1,524,030円の売上減となったが、年間では、①一市三町の

合 併により旧騎西町を中心に健康サービス利用券の利用拡大があったこと。②入館料割引(4/10

～4/18、10/30～11/14)や和室割引(9/1～9/30)といった新規施策により前年並の売上を確保した。
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事業費の内訳は次のとおりである。 

 ・開設後年数が経ち修繕費に支出がかかった。 

 

   区   分  金額（円）    備      考 

 消耗品費） 597,082 配管洗浄剤（レジオネラ菌対策） 

需用費 
修繕費） 2,863,315

次亜塩素酸注入ポンプ・エアコン室外機・空調機結露対

策・空調機分解修繕・点検口取付・残留濃度計交換 

・温水ボイラー送風機モーター交換他 

役務費 235,822 建物火災保険 

委託費       32,120,000 管理業務委託 

施設備品 75,600 バス停留所用ベンチ 

負担金 304,380 青毛堀用悪水路土地改良区負担金 

       計 36,196,199  
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事 業 名 一般管理事業（加須クリーンセンター） 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-07 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 8,307,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 8,307,000円

目 01 清掃総務費 決 算 額 7,596,920円

事
業
の
目
的 

各施設を適切に運営し、周辺環境との良

好な環境を形成する。 事
業
の
概
要 

施設の管理運営のための事務費 

周辺住民環境対策 

事業の実績・成果  

・ 事業費の支出は次のとおりである。 

   需用費、消耗品費、コピー料金は、両面コピー等で、使用枚数を減らした。 

   補助金は、周辺の快適な環境づくりを目的とし周辺整備対策協議会へ、毎年500,000円交付し 

  周辺の景観作物用にホテイアオイ・コスモス等の作付けを行い、いなほの湯や加須クリーンセンタ

  ーへの来館者の目を潤すとともに周辺環境の向上を図り、地域活性化を図っている。 

 

  区      分   金 額 （ 円 ）   備         考 

臨時雇用賃金 2,869,620 受付業務・事務補助 

旅費 97,580  

（消耗品費） 295,731 コピー料金・追録他 

（燃料費） 353,899 ガソリン・軽油 

（食糧費） 4,950 お茶 

（印刷製本費） 136,500 計量票 

（修繕費） 382,734 車検・湯沸し器・自動ドア 

  

 

 

需用費 

（医薬材料費） 1,837 置き薬 

（通信運搬費） 283,948 電話・切手 

（手数料） 22,825 危険物取扱者試験・移転登記 役務費 

（保険料） 91,603 建物火災・自賠責 

委託料 1,447,181 清掃・施設警備 

使用料・賃借料 152,812 コピー機・電話機借上げ 

負担金補助金及び交付金 1,404,100 汚染負荷量負荷金・安全協会他 

公課費 51,600 重量税 

      計 7,596,920  

  

  

    決  算  額   備    考 

平成１８年    52,521,014 （人件費 含む） 

平成１９年    48,268,154 （人件費 含む） 

平成２０年    47,464,096 （人件費 含む） 

平成２１年    61,598,294  （合併後 415,009含む、人件費含む） 

平成２２年     7,596,920  

   ※ 平成18年から平成21年まで、公平委員会費・監査委員費含む 
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事 業 名 一般管理事業（大利根クリーンセンター） 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-10 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 10,222,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 10,222,000円

目 01 清掃総務費 決 算 額 9,513,863円

事
業
の
目
的 

各施設を適切に運営し、周辺環境との良

好な環境を形成する。 事
業
の
概
要 

・施設の管理運営のための事務費 

・周辺住民環境対策 

事業の実績・成果  

 ・事業費の支出は次のとおりである。 

   需用費については、適正な執行を行い節減に努めた。 

   補助金は、地域住民の環境保全及び一般廃棄物処理の安定確保を図ることを目的とし地元環境 

  対策協議会へ補助金を交付し各種事業の実施により会員の環境問題に対する認識と理解を深める 

  ことができ、地域住民の協力により、安全・安定した施設運営ができた。 

  区      分   金 額 （ 円 ）   備         考 

臨時雇用賃金 1,413,360 計量受付業務・事務補助 

旅費 108,580 普通旅費・特別旅費 

（消耗品費） 
304,757

コピー料金・新聞代・蛍光管・コピー用

紙代・台所トイレ用品他 

（燃料費） 140,968 ガソリン代・軽油代・ＬＰガス代 

（印刷製本費） 
975,450

ごみ受付簿及び手数料払込書・粗大ごみ

領収券・し尿処理領収券 

（光熱水費） 712,786 電気料金・水道料金 

  

 

 

需用費 

（修繕費） 1,373,223 車検整備代・湯沸し器修理代・車修理代

（通信運搬費） 245,119 電話料・インターネット使用料・切手代

（手数料） 

 
89,575

土地所有権登記・車検代行手数料・車検

検査登録手数料他 

 

役務費 

 

（保険料） 328,829 火災保険料・自動車損害保険料 

委託料 
1,267,161

庁舎警備・場内樹木等消毒・電気保安・

消防設備点検・搬入受付他 

使用料及び賃借料 
297,106

ＮＨＫ受信料・高速通行料・コピー機借

上料・ＦＡＸ借上料・パソコン借上料他

備品購入費 27,909 作業衣等 

負担金補助金及び交付金 
2,071,240

地元環境対策協議会補助金・汚染負荷量

賦課金・危険物防火安全協会会費他 

公課費 157,800 自動車重量税 

計 9,513,863  

      

年 度 決  算  額 備  考 

平成１８年    70,015,865  

平成１９年    80,354,753  

平成２０年    82,691,750  

平成２１年    78,622,767 合併後 195,250含む 

平成２２年     9,513,863   



 336

 
事 業 名 ごみ収集事業 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-03 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 341,360,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 341,360,000円

目 02 じん芥処理費 決 算 額 318,639,822円

事
業
の
目
的 

生活環境の保全及び公衆衛生の向上を

図る。 

事
業
の
概
要 

・可燃、不燃、粗大、資源物等収集運搬業務 

・ごみ処理手数料業務 

・指定袋製造運搬業務 

・紙･布類回収業務 

・犬猫等死体処理業務 

・集積所の維持管理について、指導助言を行う 

・ごみカレンダー･ごみの出し方を作成し、全戸に配

布 

・焼却灰リサイクルの推進 

事業の実績・成果  

【加須地域】                             247,201,517円 

１ 一般廃棄物の収集運搬委託費（加須地域で行なった一般廃棄物の収集運搬委託に対する支払いを行っ

た）                                     204,652,359円 

区分 可燃ごみ 不燃・粗大・資源ごみ 紙・布類 犬猫死体処理 合計 

委託費（円） 105,736,524 81,342,840 16,758,000 814,995 204,652,359

＊可燃ごみの委託費は、一般家庭（102,334,524円）と公共施設（3,402,000円）との合計 

２ 臨時直営収集委託料２名 1,816,650円 

３ 消耗品 磁選棒、不法投棄防止プレート、ペットボトル回収ネット等     1,095,024円 

４ 備品                          33,972円 

・作業着等         29,192円 

・庁用備品（ラミネーター）  4,780円             

５ 県清掃行政研究協議会負担金         55,000円 

６ 旅費                  6,480円 

７ 印刷費            828,408円 

   ・分別啓発品印刷費                828,408円  

品名 数量 金 額 （ 円 ）

可燃・不燃ごみ警告シール 20,000枚 392,700 

ごみカレンダー 28,000枚 173,460 

ごみの出し方 28,000枚 262,248 

８ 修繕料                                 17,283円 

９ 保険料   43,770円 

 

【騎西地域】                                                             71,423,305円 

区分 資源物 可燃不燃ごみ ごみ袋製造配送 手数料徴収 合計 

委託費（円） 26,457,810 38,440,000 4,797,447 1,325,855 71,021,112

１ 消耗品      ごみ集積所看板用ラミネートフィルム等          18,946円 

２ 印刷製本費    ごみカレンダー（7,100枚）                342,930円 

３ 保険料      鴻茎ストックヤード建物総合損害共済掛金         2,234円 

４ 修繕材料     ごみ集積所補修用アスコン、看板設置用丸太等 38,083円 

 

 

【北川辺地域】                                                               15,000円  
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１ 消耗品  紙代15,000円 

 

【大利根地域】                                                                   0円 

 

※ごみの量の5年比較については、ごみ処理施設管理運営事業（加須クリーンセンター）、ごみ処理施

設管理運営事業（大利根クリーンセンター）に記載。 
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事 業 名 ごみ処理施設管理運営事業（加須クリーンセンター） 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-08 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 510,268,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 510,268,000円

目 02 じん芥処理費 決 算 額 494,666,376円

事
業
の
目
的 

廃棄物処理法に基づく一般廃棄物（可

燃・不燃・粗大ごみ・ペットボトル）の

処理及び最終処分を行う。 

事
業
の
概
要 

・ごみ焼却・粗大ごみ・浸出水処理・ぺットボトル

減容施設の運転管理及び維持管理 

・最終処分場の維持管理 

事業の実績・成果  

１ 可燃ごみの処理を行った。 

 

可燃ごみ搬入量                       （単位：ｔ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 22,198 21,745 21,574 21,029 20,675 

騎西地域 5,988 5,989 6,090 5,926 5,613 

合計 28,186 27,734 27,664 26,955 26,288 

 

 

２ 不燃ごみ・粗大ごみ・危険ごみの処理を行った。 

 

不燃ごみ・粗大ごみ・危険ごみ搬入量             （単位：ｔ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 1,722 1,540 1,500 1,548 1,578 

騎西地域 386 389 441 388 353 

合計 2,108 1929 1941 1,936 1,931 

 

 

３ ペットボトルの処理を行った。 

 

ペットボトル搬入量                     （単位：ｔ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 115 120 122 122 125 

騎西地域 61 64 62 62 66 

合計 176 184 184 184 191 

 

ペットボトルを圧縮・減容してから、日本容器包装リサイクル協会に引渡しをし、再資源化を行った。

 

ペットボトル再資源化量                        （単位：ｔ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 110 115 116 110 112 

騎西地域 58 61 59 56 59 

合計 168 176 175 166 171 
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４ 一般廃棄物最終処分場の維持管理を行った。 

 

自己最終処分場の埋立量 

区分 H22 

埋立量（ｔ） 1 

残余容量（㎥） 11,151 

 

 

  事業費の支出は次のとおりである。 

  区      分   金 額 （ 円 ）   備         考 

需用費（消耗品費） 33,372,447 薬品・分析試薬・焼却炉部品他 

   （燃料費） 4,685,526 A重油・軽油・灯油 

   （光熱水費） 55,357,093 電気料54,572,005円･水道料785,088円

   （修繕料） 6,403,427 機械設備等修繕 

役務費 1,459,114 ごみ質検査・火災保険他 

委託費 
253,988,688

ごみ処理施設・粗大ごみ処理施設 

最終処分場・浸出水処理施設運転管理他

工事請負費 138,651,100 耐火物補修・自動燃焼装置更新他 

原材料費 44,100 ゴンベ砂他 

備品購入費 664,881 コンプレッサー・電動撹拌機他 

自動車重量税 40,000  

計 494,666,376  
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事 業 名 ごみ処理施設管理運営事業（大利根クリーンセンター） 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-11 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 211,914,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 211,914,000円

目 02 じん芥処理費 決 算 額 191,389,942円

事
業
の
目
的 

廃棄物処理法に基づく一般廃棄物（可

燃・不燃・粗大ごみ・ペットボトル）の

処理を行う 

事
業
の
概
要 

ごみ焼却・粗大ごみ・浸出水処理の各処理施設の運

転管理及び維持補修 

事業の実績・成果  

１ 可燃ごみの処理を行った。 

 

可燃ごみ搬入量                       （単位：ｔ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 
北川辺地域 2,875 2,739 2,770 2,748 2,614 

大利根地域 3,368 3,236 3,168 3,073 3,169 

合計 6,243 5,975 5,938 5,821 5,783 

 

 

２ 不燃ごみ・粗大ごみ・危険ごみの処理を行った。 

 

不燃ごみ・粗大ごみ・危険ごみ搬入量             （単位：ｔ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

北川辺地域 289 244 271 299 293 

大利根地域 511 456 489 534 476 

合計 800 700 760 833 769 

 

 

 

  事業費の支出は次のとおりである。 

  区      分   金 額 （ 円 ）   備         考 

需用費（消耗品費） 12,001,968 薬品・分析試薬・焼却炉部品他 

   （燃料費） 2,586,319 A重油・軽油・LP ｶﾞｽ 

   （光熱水費） 25,165,651 電気料・水道料 

   （修繕料） 8,519,910 機械設備等修繕 

役務費 89,304 火災保険、自動車損害保険 

委託費 142,460,840
ごみ処理施設運転管理・施設環境測定・

施設点検整備他 

使用料及び賃借料 516,600 廃棄物保管及び運搬用コンテナ 

備品購入費 49,350 ばい塵移動用油圧式リフト 

計 191,389,942  
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事 業 名 ごみ処理施設管理運営事業（加須クリーンセンター）【繰越明許費分】 

担 当 課 資源リサイクル課 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 29,981,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 29,981,000円

目 02 じん芥処理費 決 算 額 29,981,000円

事
業
の
目
的 

廃棄物の資源化を促進するため、資源物

や処理困難物の一時保管や、排出された

家具等を修繕し、リサイクル可品として

市民に提供するなどの有効利用を図る

施設として利用する。 

事
業
の
概
要 

資源物や処理困難物の保管庫・リサイクル品の保

管・展示場の建設 

事業の実績・成果  

 建物用途   資源物保管庫・リサイクル品展示場・処理困難物保管庫 

 構  造   鉄骨造り平屋建 

 階  数   1 階 

 床 面 積   498.2㎡ 

 

 事業内訳 

  委託料 

   ・リサイクル施設設計業務        966,000円 

  工事請負費 

   ・リサイクル施設建設工事        26,015,000円 

   ・リサイクル施設外構舗装工事      2,730,000円 

 

          計            29,981,000円 
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事 業 名 し尿処理施設管理運営事業（加須クリーンセンター） 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-09 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 121,770,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 121,770,000円

目 03 し尿処理費 決 算 額 112,921,441円

事
業
の
目
的 

廃棄物処理法に基づく一般廃棄物（し

尿）処理を行う。 事
業
の
概
要 

し尿処理施設の運転管理及び維持管理 

事業の実績・成果  

 し尿（生し尿・浄化槽汚泥等）の処理を行った。 

 

し尿搬入量                         （単位：kℓ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 13,319 13,045 13,230 14,008 12,893 

騎西地域 4,213 4,404 4,591 4,921 4,823 

合計 17,532 17,449 17,821 18,929 17,716 

 

  事業費の支出は次のとおりである。 

  区      分   金 額 （ 円 ）   備         考 

需用費（消耗品費） 9,994,217 薬品・分析試薬他 

   （燃料費） 7,275,780 A重油・LP ｶﾞｽ 

   （光熱水費） 20,092,004 電気料19,711,080円・水道料380,924円

   （修繕料） 6,940,341 機械設備等修繕 

役務費 85,479 放流水検査・火災保険他 

委託料 45,150,120 し尿処理施設運転管理・施設環境調査他

工事請負費 22,711,500 前処理機・焼却設備他整備 

備品購入費 672,000 ポータブル吸光光度計他 

計 112,921,441   
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事 業 名 し尿処理施設管理運営事業（大利根クリーンセンター） 

担 当 課 資源リサイクル課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 442-12 

款 04 衛生費 当 初 予 算 額 78,688,000円

項 02 清掃費 最 終 予 算 額 78,688,000円

目 03 し尿処理費 決 算 額 68,466,134円

事
業
の
目
的 

廃棄物処理法に基づく一般廃棄物（し

尿）処理を行う。 事
業
の
概
要 

し尿処理施設の運転管理及び維持補修 

事業の実績・成果  

 し尿（生し尿・浄化槽汚泥等）の処理を行った。 

 

し尿搬入量                         （単位：kℓ） 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

北川辺地域 5,213 5,106 4,872 5,089 5,401 

大利根地域 4,186 4,607 4,400 4,950 4,949 

小計 9,399 9,713 9,272 10,029 10,351 

 

  事業費の支出は次のとおりである。 

  区      分   金 額 （ 円 ）   備         考 

需用費（消耗品費） 6,580,056 薬品・分析試薬・焼却炉部品他 

   （燃料費） 5,062,306 A重油・灯油 

   （光熱水費） 6,637,803 電気料・水道料 

   （修繕料） 9,461,025 機械設備修繕 

役務費 111,696 肥料登録手数料・火災保険 

委託費 40,477,548
し尿処理施設運転管理・施設環境調査・

施設点検整備他 

負担金補助及び交付金 135,700 排水負担金 

計 68,466,134   
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事 業 名 中小企業退職金共済掛金助成事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 552-02 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 10,191,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 10,191,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 8,693,800円

事
業
の
目
的 

中小企業者の費用負担を軽減し、中小企

業の振興と従業員の雇用の安定を図る。 事
業
の
概
要 

市内の中小企業等の事業主に対し、中小企業退職金

共済法に定める退職金掛金の一部を助成する。 

 ・新規加入月から3年間 

 ・掛金月額（上限 5,000 円）に 0.2 を乗じて得た

年間総額に相当する額 

事業の実績・成果  

 

 市内の中小企業等の事業主に対し、中小企業退職金共済法に定める退職金掛金の一部を助成すること

により、中小企業者の費用負担を軽減し、中小企業の振興と従業員の雇用の安定を図った。 

  

 １ 平成22年度の実績   

区 分 補助対象数 補助交付数 補助交付率（％） 

事業所数 161 147 91.3

従業員数 1,123 1,084 96.5

 

 ２ 補助金交付事業所等の推移 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

補助交付事業所数 77 94 97 87 147

補助交付人数(人) 489 478 481 417 1,084

補助金総額(円) 4,471,800 4,377,800 3,941,000 4,157,600 8,693,800

   ※平成21年までは旧加須市のみで実施。 
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事 業 名 労働管理事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 551-02 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 195,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 195,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 188,238円

事
業
の
目
的 

労働関係事業の円滑な推進を図る。 
事
業
の
概
要 

労働行政全般にかかる事務経費 

事業の実績・成果  

 

○労働行政全般にかかる事務経費 188,238円 

 

事 業 名 勤労者団体支援事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 552-05 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 761,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 761,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 700,000円

事
業
の
目
的 

市内勤労者の文化・福利厚生活動を支援

し、労働意欲の向上を図る。 事
業
の
概
要 

勤労者福祉協議会が実施する市内の勤労者及びその

家族を対象とした文化・福利厚生事業に助成する。

事業の実績・成果  

 

 勤労者福祉協議会が実施する市内の勤労者及びその家族を対象とした文化・福利厚生事業に助成する

ことにより、勤労者の労働意欲の向上を図った。 

 

 １ 勤労者福祉協議会が実施した主な事業 

(1) 福利厚生事業 

  ・勤労者ファミリー大運動会（参加者200名） 

        ・勤労者グラウンドゴルフ大会（2回 参加者：延べ126名） 

    ・ファミリー潮干狩り（参加者28名）  

    ・勤労者ボウリング大会（2回 参加者延べ42名） 

(2) 文化事業 

・原爆絵画展 市役所１階 市民ギャラリー（3日間 見学者：延べ98名） 

 

 ２ 補助金交付額の推移                         （千円） 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

補助金交付額 800 760 760 760 700 

      ※旧加須市のみ。旧騎西町、旧北川辺町、旧大利根町に該当する団体なし。 
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事 業 名 勤労者資金貸付事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 552-03 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 109,101,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 109,101,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 108,400,000円

事
業
の
目
的 

勤労者の住宅の確保及び生活環境の改

善、失業者の生活の安定を図り、労働意

欲の向上を図る。 
事
業
の
概
要 

勤労者の住宅の確保及び生活環境の改善、失業者の

生活の安定のために必要な資金をあっ旋する。 

①勤労者住宅資金貸付（限度額：1,500 万円 25 年

償還、利率1.865％（変動型） 

②勤労者生活資金貸付（限度額： 100 万円  5 年

償還    利率2.4％（変動型） 

③失業者生活資金（無利子 限度額：50 万円 5 年

償還） 

事業の実績・成果  

  

 勤労者の住宅の確保及び生活環境の改善、失業者の生活の安定のために必要な資金をあっ旋することによ

り、勤労者の労働意欲の向上を図った。 

 

   ・勤労者住宅資金：指定金融機関（中央労働金庫羽生支店）と協定し、預託を行った。 

          預託額  107,000千円 

   ・勤労者生活資金：指定金融機関（埼玉りそな銀行加須支店）と協定し、預託を行った。 

          預託額    1,100千円 

   ・失業者生活資金：貸付額   300千円     決算額  108,400,000円  

 

 １ 資金貸付の状況 

(1) 勤労者住宅資金 …平成22年度末融資残高      208,365,318円（88件） 

(2) 勤労者生活資金 …平成22年度末融資残高          957,297円（ 2件） 

(3) 失業者生活資金 …平成22年度末融資残高         400,000円（ 2件） 

 

 ２ あっ旋等件数・金額の推移（新規分）                      （件/千円） 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

加 須 
0件 0件

-

0件

-

0件 

- 

0件 

- 

騎 西 
0件

-

0件

-

0件

-

0件 

- 

 

 

北川辺 
0件

-

0件

-

0件

-

0件 

- 

 

 

勤労者住宅資金 

大利根 
0件

-

0件

-

0件

-

0件 

- 

 

 

勤労者生活資金 加 須 
0件

-

0件

-

0件

-

1件 

660 

1件 

630 

失業者生活資金 加 須 
0件

-

0件

-

0件

-

0件 

- 

1件 

300 

合 計 
0件

-

0件

-

0件

-

1件 

660 

2件 

930  
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事 業 名 シルバー人材センター支援事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 551-03 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 29,380,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 30,035,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 30,034,611円

事
業
の
目
的 

高齢者が健康で生きがいのある充実し

た生活を営めるよう、高齢者の社会参加

を促進する。 

事
業
の
概
要 

高齢者の就業支援事業を実施する社団法人加須市シ

ルバー人材センターに助成し、事業の円滑な運営を

側面から支援する。 

事業の実績・成果  

 

 高齢者の就業支援事業を実施する社団法人加須市シルバー人材センターに助成し、事業の円滑な運営

を側面から支援することにより、高齢者の社会参加を促進した。 

 

 １ 会員数の推移                              （人） 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

加 須 378 308 302 314

騎 西 209 222 223 219

北川辺 129 122 119 126

会

員

数 

大利根 158 145 129 142

合 計 874 797 773 801

736 

 平成22年度末会員数：736人（正会員733人、特別会員3人） 

  

 ２ 主な受託実績 

 受託件数 契約金額 比率 主な仕事 

公共事業 615件 131,066,686円 31.31％ 公園等清掃、除草、植木剪定 

一般企業等 1,035件 217,459,743円 51.94％ 除草、清掃、軽作業 

個人・家庭 2,770件 70,024,788円 16.73％ 除草、植木剪定、障子等張替え

独自事業 9件 104,420円 0.02％ 刃物研ぎ、手芸品販売 

合 計 4,429件 418,655,637円 100.00％  

 

 ３ 課題に対する対応状況 

  (1) 会員の増強 

    ・入会説明会を年12回開催（参加：228人、うち入会：128人） 

    ・ポスターの掲示、市民まつり等への参加によるPR活動 

  (2) 就業機会の拡大 

    ・ローテーション就業の推進 

    ・就業開拓のため就業機会創出員1名を配置（半年間） 

  (3) 技能の習得・向上 

    ・造園・緑地管理アシスタント講習（シニアワークプログラム事業を活用） 

    ・実用書道講習（月2回） 
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事 業 名 景気・雇用対策推進事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 551-06 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 5,250,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 5,250,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 4,579,178円

事
業
の
目
的 

市内中小企業の経営や市民生活の安定

を図るため、景気や雇用情勢の悪化に対

応し、きめ細かな景気・雇用対策に取り

組む。 

事
業
の
概
要 

景気・雇用対策本部を設置し、全庁横断的に景気・

雇用対策事業の実施を図る。 

①各課の景気・雇用対策に係る取組の掘り起こし・

進行管理 

②景気・雇用実態調査の実施 

③国県の緊急対策の活用 

事業の実績・成果  

 

 景気・雇用対策本部を設置し、全庁横断的に景気・雇用対策事業を実施することにより、景気や雇用

情勢の悪化に対応し、市内中小企業の経営や市民生活の安定を図った。 

 

 1 各課の景気・雇用対策に係る取組の掘り起こし・進行管理 

    ○重点分野 

   (1) 景気悪化の影響を強く受けている中小企業等への支援対策 

     (2) 景気悪化等により離職した市民への雇用創出及び就業支援対策 

     (3) 市民への生活支援対策 

  ○各課の景気･雇用対策に係る取組の進捗状況（平成22年度末） 
区  分 全  体 ⑴ 中小企業支援 ⑵雇用創出･就業支援 ⑶ 生活支援 

１ 完了  28件 （ 34％）   6件 （ 25％）  22件 （ 63％）   0件 （  0％）

２ 順調に進んでいる  47件 （ 58％）  16件 （ 67％）   9件 （ 25％）  22件 （100％）

３ 遅れている   3件 （  4％）   1件 （  4％）   2件 （  6％）   0件 （  0％）

４ 未実施   3件 （  4％）   1件 （  4％）   2件 （  6％）   0件 （  0％）

５ 中止   0件 （  0％）   0件 （  0％）   0件 （  0％）   0件 （  0％）

合  計  81件 （100％）  24件 （100％）  35件 （100％）  22件 （100％）

 

 2 景気・雇用実態調査の実施 

   緊急に市内の事業所、店舗の経営実態甕を把握し、必要な支援策を企画立案の上、早急に実施に

移すための基礎資料を得るため、「緊急景気・雇用実態調査」を実施した。 

⑴ 調査時点 平成22年10月1日現在 

⑵ 調査対象 市内事業所・店舗1,500件（階層別無作為抽出） 

⑶ 回収結果 回収率63.8％ 

⑷ 調査内容 事業所の属性、最近の景況や対策、最近の資金繰り、雇用状況、市からの支援策 

⑸ 結果反映 平成22年12月に中間報告を取りまとめ、景気・雇用対策本部会議で内容を審議す

ることにより、必要な支援策の平成23年度予算への反映に努めた。 

 

3 国県の緊急対策の活用 

   ⑴ 国の緊急経済対策（地域活性化交付金） 

   ・きめ細かな交付金               3事業  事業費 95,664千円 

  ⑵ 県ふるさと雇用再生基金事業   1事業  雇用創出人数 4人  事業費 1,350千円 

    ⑶ 県緊急雇用創出基金事業      22事業  雇用創出人数78人  事業費65,897千円 
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事 業 名 就業支援事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 551-04 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 328,000円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 328,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 270,935円

事
業
の
目
的 

市民が安定した生活を営めるよう、新卒

未就職者や、中高年齢者、女性、障害者

など、様々な市民の就業活動を支援す

る。 事
業
の
概
要 

①ふるさとハローワークの誘致 

②就業支援セミナー等の開催・共催 

・国県と連携したセミナー等の開催 

・時代のニーズに対応した新規セミナー等の検討 

③求人情報の収集・拡大 

・ハローワーク求人情報の提供拡大 

・しごと発見コーナーの充実 

・市ＨＰによる求人情報の提供 

・就業支援メールの配信 

事業の実績・成果  

 

 市民が安定した生活を営めるよう、新卒未就職者や、中高年齢者、女性、障害者など、様々な市民の就業

活動を支援した。 

 １ 事業費 

(1) ハローワーク等との調整経費     3,760円（旅費） 

(2) 各種セミナー等開催経費      68,900円（謝金・会場借上料等） 

(3) ホッとメール開設経費       84,000円（委託料） 

(4) おしごと発見コーナーパソコン経費 92,472円（回線使用料等） 

(5) その他事務経費          21,803円（消耗品等） 

 ２ ふるさとハローワークの誘致 

  埼玉労働局へ要望書を提出（8月・1月）し、ふるさとハローワークの設置を要望した。 

 ３ ハローワーク行田職員による出張就業相談（職業相談・職業紹介） 

  全７回開催 相談者数：84人 

 ４ 就業支援セミナー等の開催・共催  合計 525人参加 

新）就業支援セミナー 

 （全23回開催・面接履歴書作成指導等） 
457人

埼玉労働局主催 

加須市会場提供 

新）働くママになる・はじめの一歩応援セミナー

 （子育て等を理由に離職した女性対象） 
14人

加須市（子育て支援課）・県女性キャ

リアセンター主催 

新）保護者のためのわが子の自立支援セミナー 

 （フリーターやニート等の子を持つ保護者対象）
16人 加須市・県就業支援課主催 

新）中高年就職支援セミナー(40歳以上の求職者対象) 13人 加須市・県就業支援課主催 

  働く人のトラブル解消法セミナー 

 （労働契約・賃金未払い・退職金等） 
18人

加須市・県利根地域振興センター主催 

市内各商工会・勤労者福祉協議会後援 

  働きたい女性のための再就職支援セミナー 

 （再就職に向けた情報収集方法等） 
7人

加須市・県利根地域振興センター、

女性キャリアセンター主催 

 ５ かぞホッとメールによる「就業支援情報」の配信 

  登録者数：224人(平成23年3月31日現在) 

  配信メール通数：55通（延べ配信数：6,162通） 
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構成比
（～19歳） 3.6
（20～29歳） 12.1
（30～39歳） 38.4
（40～49歳） 27.2
（50～59歳） 16.1
（60歳～） 2.7

100.0

年代 男 女 計
10代 4 4 8
20代 11 16 27
30代 21 65 86

17 19 36
40代 18 43 61

年代別・男女別登録者数

計 75 149 224
60代以上 4 2 6

50代

 

 ６ ハローワーク求人情報の提供 

  ハローワーク行田が毎週火曜日に発行する「ハローワーク求人情報」を、市役所（本庁舎・各総合支所）

や加須駅等公共的施設22箇所に設置し、情報を入手しやすい環境を整えた。 

 ７ 求人情報検索用パソコンの利用状況 

  利用者数：256人（利用者アンケート記入者数） 

構成比
（～19歳） 3.9
（20～29歳） 17.6
（30～39歳） 38.7
（40～49歳） 18.4
（50～59歳） 12.1
（60歳～） 9.4

100.0

年代 男 女 計
10代 4 6 10
20代 22 23 45
30代 37 62 99

21 10 31
40代 23 24 47

年代別・男女別利用者数

計 128 128 256
60代以上 21 3 24

50代

 

 ８ ホームページ掲載情報の充実 

  市ホームページ「しごと発見お役立ち情報」等へ、各種セミナー開催情報や職業訓練情報、県内等で開

催される合同面接会の日程などを掲載。 

  更新回数：199回 

 ９ 内職相談受付状況 

  内職をお探しの方と面談のうえ、内職提供登録事業所のあっ旋、紹介等を行った。 

  相談件数：163件 

 
事 業 名 就労相談事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 551-08 

款 05 労働費 当 初 予 算 額 0円

項 01 労働諸費 最 終 予 算 額 861,000円

目 01 労働諸費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

厳しい雇用情勢に対応し、市民の就労支

援の充実を図る。 事
業
の
概
要 

就労相談室を設置し、専門の相談員によるキャリア

カウンセリング、ハローワーク職員による職業相

談・職業紹介及び各種就業支援情報の収集・提供等

を実施する。 

事業の実績・成果  

  

 国の緊急経済対策に係る補正予算（地域活性化交付金）を活用し、3月議会において補正予算措置し

たが、年度内の執行が困難なため、平成23年度へ全額（861,000円）繰り越した。 
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事 業 名 農業委員会運営事業 

担 当 課 農業委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-14 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 18,044,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 18,615,000円

目 01 農業委員会費 決 算 額 16,704,326円

事
業
の
目
的 

法令に基づく農業委員会業務や地域農

業の振興を図るための活動を通し、優良

農地の維持保全、農地の効率的な利用を

図る。 
事
業
の
概
要 

農業委員会の円滑な運営（定例総会の実施、支所・

関係機関との連携、合併後の一般選挙に向けた準備）

法令業務（農地法、農業経営基盤強化促進法、農振

法、土地改良法に基づく審議等） 

農業者年金制度の普及・加入促進 

行政庁への諮問の答申、建議、意見の公表 

集落営農組織化に向け座談会の実施 

農地利用集積円滑化事業を活用した、農地流動化の

取組を実施 

法に基づく農用地利用調査実施 

事業の実績・成果  

・ 農業委員の活動及び運営に関する経費 

 【歳出内訳】  1 報酬（農業委員）                                 13,398,816円 

         9 旅費（費用弁償他）                                  857,040円 

         10 交際費（会長交際費）                                11,600円 

        11 消耗品費（全国農業新聞・住宅地図他）                 316,741円 

           食糧費（お茶）                                      9,149円 

                   印刷製本費（封筒）                      117,705円 

        12 通信運搬費（郵便料）                              132,275円 

        13 委託料（農家基本台帳システム業務）              970,200円 

        19 負担金（農業委員会協議会負担金・農業会議拠出金）       890,800円 

  

・ 平成22年度農業委員会総会（毎月25日） 

 ＜農地移動件数＞                                   

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 221件 222件 145件 109件 137件 

旧加須市 50件 109件 51件 53件 

旧騎西町 78件 47件 43件 23件 

旧北川辺町 40件 21件 16件 10件 

農

地

法

第

3

条 

 

旧大利根町 53件 45件 35件 23件 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 92件 89件 75件 82件 74件 

旧加須市 44件 49件 33件 45件 

旧騎西町 27件 15件 5件 10件 

旧北川辺町 8件 6件 11件 9件 

農

地

法

第

4

条 

 

旧大利根町 13件 19件 26件 18件 
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 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 409件 353件 285件 258件 268件 

旧加須市 233件 202件 167件 150件 

旧騎西町 75件 59件 35件 46件 

旧北川辺町 25件 23件 15件 21件 

農

地

法

第

5

条 

 

旧大利根町 76件 69件 68件 41件 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 229件 172件 135件 100件 180件 

旧加須市 93件 64件 72件 57件 

旧騎西町 46件 35件 21件 13件 

旧北川辺町 13件 7件 4件 4件 

農

地

法

第

18

条 

 

旧大利根町 77件 66件 38件 26件 

 

 

農地異動件数

0

200

400

600

800

1000

H18 H19 H20 H21 H22

（件）

第18条

第5条

第4条

第3条

合 計

 

 

 

・ 農地パトロールの実施 

   全農業委員による管内の全農地のパトロールを実施 

   地域のパトロールを各地区の担当農業委員で通年実施 

 

・ 農用地利用集積 

   年2回、10月・2月に利用集積申出受付を実施   実績   152.73 ｈａ 
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事 業 名 農業管理事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-06 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,738,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,742,079円

目 02 農業総務費 決 算 額 1,147,097円

事
業
の
目
的 

課及び各総合支所環境経済課の管理事

務の適正運営を行う。 事
業
の
概
要 

庶務的経費及び関係機関への義務的負担経費 

事業の実績・成果  

 所管の公用車の管理、施設の保険料等の諸経費の支払い、関係機関負担金の支払い等、課及び 

各総合支所環境経済課の事務を適正に行った。 

 

○平成22年度執行額  合計1,147,097円 

 ・旅費 31,940円 

 ・消耗品費（日本農業新聞、コピー代、事務用品） 176,385円 

 ・燃料費（公用車用ガソリン代） 249,037円 

 ・印刷製本費（封筒） 7,950円 

 ・修繕料（公用車車検代） 104,793円 

 ・手数料（農村公園トイレ汲取料） 16,800円 

 ・保険料（公用車保険、農村公園火災保険料、農産物加工センター火災保険料） 106,582円 

 ・備品（作業着、作業用防寒コート） 23,410円 

 ・自動車重量税 15,200円 

 ・負担金（埼玉県農業農村振興対策協議会、北埼玉農業振興連絡協議会） 415,000円 
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事 業 名 農村婦人の家管理運営事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-05 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 369,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 369,000円

目 02 農業総務費 決 算 額 351,168円

事
業
の
目
的 

農村集会施設として、農業団体や地元地

域団体等の共同学習や情報交流により、

地域社会生活の充実と活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

・農村婦人の家の維持管理運営 

事業の実績・成果  

○ 農村婦人の家利用状況 

  農業団体や地元地域団体等の集会・実習・交換会の活動の場として、地域社会生活の充実と活性化を

 図った。 

 

（１） 農村婦人の家利用状況の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
施設 

区分 

規模

(㎡) 
利 用

回 数 

利 用

者 数 

利 用

回 数

利 用

者 数

利 用

回 数

利 用

者 数

利 用

回 数

利 用

者 数 

利 用

回 数 

利 用

者 数

学習室１ 24.8 28 357 34 567 13 191 9 83 0 0 

学習室２ 57.9 6 134 7 278 7 127 12 215 16 176 

健康増進室 19.9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

展示交換室 19.9 

創作活動室 19.9 
287 947 323 1,165 378 1,938 273 633 272 732 

合 計 321 1,438 364 2,010 398 2,256 294 931 288 908 

 

 （２）農村婦人の家維持管理費 

 ・消耗品費   トイレットペーパー                417円 

 ・燃料費    ガス代                   20,201円 

 ・光熱水費   電気料・水道料             228,689円 

  ・修繕料    屋外照明設備修繕             37,800円 

  ・役務費    消防設備点検、浄化槽清掃、火災保険     49,061円 

 ・委託料    浄化槽保守点検              15,000円 

  合 計                         351,168円 
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事 業 名 農村文化センター管理運営事業 

担 当 課 環境経済課（騎西） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-22 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 2,039,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 2,039,000円

目 02 農業総務費 決 算 額 1,677,139円

事
業
の
目
的 

各施設を適切に維持管理及び運営する

ことにより、快適な利用環境を形成する

こと。 

事
業
の
概
要 

農村文化センター（４施設）の維持管理運営。 

事業の実績・成果  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 農村文化センター管理運営事業費 

 ・報償費  管理人謝金   72,000円  ・消耗品費  除草剤・蛍光灯・清掃道具代等 96,717円 

 ・燃料費  ガス・白油代 108,915円   ・光熱水費  電気料・水道料        820,012円 

  ・修繕料  エアコン・ケーブル設備・襖修繕                    112,350円 

  ・役務費  火災保険・消火器詰替・浄化槽汚泥引き抜き               165,545円 

 ・委託料  消防用保守点検・防火対象物定期点検・除草、芝刈り作業・浄化槽保守   210,880円 

 ・使用料賃借料  農業集落排水  90,720円  ・ 

  合 計   1,677,139円 

 
 

 高柳農村文化センター（木造平屋建て 368㎡） 

  稼働日数 使用回数 稼働率 施設の概要 

平成19年度 366 435 118.9% 

平成20年度 365 483 132.3% 

平成21年度 365 473 129.6% 

平成22年度 365 459 125.8% 

和室17.5畳 

和室24畳 

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 100㎡ 

調理室27㎡ 

 種足農村文化センター（木造平屋建て 125㎡） 

  稼働日数 使用回数 稼働率 施設の概要 

平成19年度 366 206 56.3% 

平成20年度 365 160 43.8% 

平成21年度 365 134 36.7% 

平成22年度 365 135 37.0% 

和室30畳 

調理室31㎡ 

 騎西いきいき農村センター（木造平屋建て 54㎡） 

 稼働日数 使用回数 稼働率 施設の概要 

平成19年度 366 94 25.7% 

平成20年度 365 66 18.1% 

平成21年度 365 23  6.3% 

平成22年度 365 0   0% 

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 25㎡ 

 鴻茎農村文化センター（木造・一部鉄骨造平屋建て 235㎡） 

  稼働日数 使用回数 稼働率 施設の概要 

平成19年度 366 439 119.9% 

平成20年度 365 415 113.7% 

平成21年度 365 412 112.9% 

平成22年度 365 458 125.5% 

和室35畳 

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 88㎡ 

料理室 30㎡ 
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事 業 名 農業公社管理運営事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 514-02 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 10,654,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 10,654,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 8,634,616円

事
業
の
目
的 

遊休農地の発生防止・解消・保全に努め、

これらの農地を集積・流動化へと誘導す

ることで地域農業の活性化を促進する

ため、加須市農業公社を運営する。 

事
業
の
概
要 

主な業務 

・農地の流動化に関する業務   

・農作業の受委託に関する業務  

・農業用機械の有効利用に関する業務 

・穀類乾燥調製施設の管理運営 

事業の実績・成果  

農地の流動化、農作業の受委託等を通じて、地域農業の基盤である優良な農地を保全することで、急速に

増加しつつある遊休農地化の防止･解消に努めた。 

農作業の受託面積について、主要5作業の作業面積は前年対比101.8％であった。 

                                       （単位：円） 

 内容 執行額 

賃  金 臨時雇用賃金 1,386,060

需 用 費 消耗品・お茶・燃料費・電気・水道・農機具等修繕 4,425,494

役 務 費 電話・消防用設備点検・浄化槽維持管理・保険 559,456

委 託 料 施設警備・穀類乾燥調整施設管理 812,250

使用料及び賃借料 事務所等賃借・農機具賃借・複写機リース・農集排水使用料 663,947

備品購入費 オフセットモア・軽トラックタイヤ等 634,709

そ の 他 委員謝金・負担金・自動車重量税等 152,700

計  8,634,616

 

【参考：農業公社業務実績（加須地域・大利根地域）】              （単位：円） 

業  務  名 実      績 公社収入 

農地の貸借紹介業務 利用権設定 14筆（16,980㎡）、徴収代行3件 3,941

農作業の受委託業務 
代掻き 361ａ 田植え 478ａ 稲刈り 1,491ａ  

除草 1,353ａ 耕耘 6,747ａ 他 
10,459,494

農業用機械の貸付業務 

（大豆・ソバ用コンバイン） 

農機具貸付 10件（18.5日間） 

農機具回送  8件（15回送） 
323,500

 預金利子 356

計  10,787,291

※ 農作業の受委託業務は、除草作業を除き、加須市機械化集団協議会の協定料金で実施 
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○農作業の受委託（主要5作業）【加須地域】 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 

代掻 11件 62筆 412ａ 11件 48筆 323ａ 15件 87筆 634ａ

田植 14件 62筆 422ａ 13件 44筆 328ａ 16件 90筆 661ａ

稲刈 23件 92筆 729ａ 20件 88筆 608ａ 25件 128筆 1,087ａ

除草 61件 177筆 892ａ 52件 171筆 880ａ 49件 185筆 1,274ａ

耕耘 80件 667筆 4,104ａ 83件 770筆 4,631ａ 92件 885筆 5,132ａ

計 189件 1,060筆 6,559ａ 179件 1,121筆 6,770ａ 197件 1,375筆 8,788ａ

 

 

  平成21年度 平成22年度  

代掻 14件 84筆 530ａ 11件 56筆 361ａ

田植 14件 88筆 578ａ 14件 67筆 478ａ

稲刈 29件 145筆 1,061ａ 40件 180筆 1,491ａ

除草 60件 171筆 1,752ａ 56件 176筆 1,353ａ

耕耘 112件 1,070筆 6,329ａ 117件 1,098筆 6,747ａ

計 229件 1,558筆 10,250ａ 238件 1,577筆 10,430ａ
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 ○農作業仲介斡旋【大利根地域】 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 

代掻 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ

田植 0件 0筆 0ａ 1件 3筆 24ａ 0件 0筆 ａ

稲刈 6件 37筆 327ａ 13件 75筆 725ａ 19件 93筆 873ａ

除草 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ

耕耘 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ

計 6件 37筆 327ａ 14件 78筆 749ａ 19件 93筆 873ａ

 

  平成21年度 平成22年度  

代掻 2件 7筆 66ａ 2件 70筆 340ａ

田植 1件 2筆 19ａ 0件 0筆 0ａ

稲刈 11件 45筆 435ａ 10件 34筆 367ａ

除草 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ

耕耘 0件 0筆 0ａ 0件 0筆 0ａ

計 14件 54筆 520ａ 12件 104筆 707ａ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農作業仲介斡旋事業実績
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事 業 名 ライスパーク管理運営事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 516-06 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 7,986,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 7,981,921円

目 03 農業振興費 決 算 額 6,669,385円

事
業
の
目
的 

農業及び農村文化の振興を図るととも

に、農村地域の発展を目的とする。 事
業
の
概
要 

・施設の管理運営及び貸出 

・農業体験の実施 

事業の実績・成果  

○田んぼオーナーを募集し、米作り体験を実施した。 
  50㎡区画・・・11組 

 ・田植え体験 平成22年5月1日（幼稚園：5月7日） 

 ・稲刈り体験 平成22年9月5日（幼稚園：9月9日） 

 ・脱穀体験  平成22年9月12日（幼稚園：9月22日） 

 

○イチゴ狩り体験の実施（平成23年2月22日～3月31日）  参加者数33人 
 
○年度別施設利用状況                             単位：人 

施設名 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ふれあい農園 3,213 1,694 2,735 220 459

農業体験室 86 241 135 116 220

ふれあい広場 1,416 1,517 1,325 1,540 1,327

研修室 2,822 2,348 3,061 2,744 1,738

料理室・厨房 861 974 995 679 718

情報室 57 166 64 35 34

読書コーナー・ロビー 71 141 362 39 14

その他 2,514 2,824 2,166 2,280 2,101

合  計 11,040 9,905 10,843 7,653 6,611

 
○歳出決算額内訳 

科 目 内     容 金額（円） 

賃金 臨時職員雇用賃金 1,368,900

消耗品費 肥料、除草剤、殺虫剤、トイレットペーパー、蛍光灯 525,651

燃料費 公用車、農業機械燃料代 244,142

光熱水費 電気料、水道料、ガス代 1,694,172

修繕料 管理棟雨樋、農業施設暖房機修繕代 290,268

通信運搬費 電話料 65,846

保険料 建物火災、公用車損害保険料 81,386

委託料 警備保障、浄化槽維持管理、電気保安管理、消防設備保守 2,175,864

使用料 放送受信料 14,910

借上料 体験圃場用地借上料 208,246

合 計  6,669,385 
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事 業 名 童謡のふる里おおとね農業創生センター管理事業 

担 当 課 環境経済課（大利根） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-07 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 746,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 778,858円

目 03 農業振興費 決 算 額 707,812円

事
業
の
目
的 

市内で栽培された農作物を活かし、消費

者ニ－ズに応えた付加価値を付けた地

元農産物の販売促進を図るとともに、産

地化による農業者の活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

指定管理者（㈱米米倶楽部）による農村レストラン

及び農産物直売所の管理運営及び農産物の販売促進

と生産者・消費者の交流を目的とした各種イベント

の実施。 

事業の実績・成果  

○農村レストラン及び農産物直売所の販売促進のため生産者と消費者の交流を目的とした各種イベン

トを実施した。 

 また、安定した事業運営を図るため借地（農村レストラン及び第２駐車場の一部）を取得するための

事業を実施した。 

 

 

 ・5/2～5/6  創 業 祭   野外での童謡コンサート、地元歌手コンサート、感謝福引大会等 

 ・7/7     七夕フェアー  農産物や加工品の特価セール等 

 ・9/11～9/12 新米フェアー  大利根産コシヒカリ新米初売り、店頭試食販売等 

 ・毎月第1土曜日に例月特売を実施  農産物や加工品の特価セール等 

 

 

 来客者数                                   単位：人 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

205,803 212,819 233,867 221,219 208,882 

 
 
 販売実績                                   単位：円 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

生産者部会 31,033,962 30,740,300 28,394,412 32,673,418 33,584,229

加工部会 18,963,130 17,591,234 15,237,650 15,510,934 11,849,653

 

 

【支出の内訳】 

  ・光熱水費（花園管理組合分）                   204,858円 

  ・保険料（建物火災保険料）                    57,404円 

  ・土地価格調査（農村レストラン及び第２駐車場の一部）       208,950円 

  ・土地借上料（農村レストラン及び第２駐車場の一部）        141,600円 

  ・負担金（道の駅連絡会会費）                   50,000円 

  ・負担金（加工部会）                       30,000円 

  ・負担金（生産者部会）                      15,000円 
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事 業 名 利根川クリーン活動事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 423-06 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 101,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 101,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 77,833円

事
業
の
目
的 

野火による周辺住宅への類焼防止及び

雑草に寄生する害虫の駆除並びに利根

川河川敷の環境整備 

事
業
の
概
要 

板倉境から栄地先まで 4 ㎞約 330,000 ㎡の区域を対

象に地域住民等約130人により実施する。 

・河川敷の雑草焼却 

・河川敷への不法投棄物を回収 

事業の実績・成果  

○隣接自治会の協力により利根川クリーン活動を実施した。 

  ・実施日   平成23年1月16日（日）9：00～13：00 

  ・参加人員  146人 

         実施主体  市、自治協力団体（第一区、第三区、第八区） 

         協力団体  国土交通省、消防団、消防本部、市内建設業者 

  ・区域    北川辺側利根川左岸（飯積、麦倉、栄）延長約4km  約33ha 

  ・実績    ①ゴミ拾い 9：00～9：50 

           不燃・可燃ゴミ収集量  400Kg 

         ②雑草焼却 9：55～13：00 

 

【支出の内訳】 

  ・消耗品（ゴミ袋、軍手、プリンタラベル等）              50,093円 

  ・食糧費（参加者飲物代）                      11,900円 

  ・保険料（傷害賠償責任保険）                   15,840円 
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事 業 名 道の駅きたかわべ物産販売施設管理運営事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 516-05 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 250,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,546,750円

目 03 農業振興費 決 算 額 1,522,158円

事
業
の
目
的 

地域の食文化の継承・発信と新たな特産

品の研究開発を行うとともに、観光客等

に対する地域農産物の販売を通じ、農業

と観光が融合した都市農村交流型農業

を推進する。 

事
業
の
概
要 

指定管理者（三国物産㈱）による農村レストラン及

び農産物直売所の管理運営及び農産物の販売促進と

生産者・消費者の交流を目的とした各種イベントの

実施 

事業の実績・成果  

○農村レストラン及び農産物直売所の販売促進のため生産者と消費者の交流を目的とした各種イベン

トを実施した。 

 

・ 5/1、2  お客様感謝デー  地域特産物バザー及び抽選会 

・ 9/11、12、18、29、20  生産者による新米コシヒカリフェア  生産者による店頭販売 

・ 11/20、21  7周年記念フェア（指定管理者・農産物生産者・市内製菓、飲食店等） 

        生産者、納入業者による地域特産物の店頭販売及び抽選会等 

・ 2/17 夕市 生産者による店頭販売 

・ 研修会等 

 

 来客者数                                   単位：人  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

170,575 162,705 167,254 171,980 168,050

   
 
 販売実績                                   単位：円 

 

 

【支出の内訳】 

  ・修繕料（道の駅看板灯修繕）                     143,850円 

  ・保険料（建物火災保険料）                     31,558円 

  ・工事請負費（動力変圧器緊急修繕工事）             1,296,750円 

  ・負担金（道の駅連絡会会費）                   50,000円 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

農産物直売品 47,626,853 45,459,196 43,467,581 42,414,254 42,099,836 

農村レストラン 47,272,517 46,890,690 50,144,388 49,576,233 46,020,695 
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事 業 名 農業振興地域管理事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-03 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

農業振興地域整備計画に基づき、農用地

における総合的かつ計画的な農業振興

を図る。 

事
業
の
概
要 

農業振興地域内農用地からの除外申出に係る農業振

興地域整備計画の変更についての協議、検討等を行

う。 

事業の実績・成果  

 ○平成22年度は、農業振興地域整備計画の変更を1回行った。         単位：ｈａ 

農    用    地 

農      地 

 

総 

面 

積 田 畑 
樹園

地 
小計 

採 

草

放 

牧

地

計 

混

牧

林

地 

農 業

用 施

設 用

地 

山林 

・ 

原野 

そ 

の 

他 

農業振興地域        10,644 5,032 2,214 104 7,350 0 7,350 0 12 82 3,200

うち変更前の 

農用地区域 

 

5,607 4,108 1,386 101 5,595 0 5,595 0 12 0 0

 
うち変更後の 

農用地区域 

 

5,605 4,107 1,385 101 5,593 0 5,593 0 12 0 0
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事 業 名 米の需給調整支援事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-06 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 3,678,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 3,655,142円

目 03 農業振興費 決 算 額 2,646,912円

事
業
の
目
的 

・国の米政策に基づき、米の需給調整シ

ステムの維持・推進を図る。 事
業
の
概
要 

・農業者主体の需給調整システム構築を図る。 

・米の需要量に関する情報提供、米戸別所得補償事

業等と整合した需給調整の推進を行う。 

事業の実績・成果  

○地域水田農業推進協議会事務局と連携して水稲生産実施計画書を作成し、農家組合長に依頼して農家

へ配布回収を行い、回収率の向上を図った。 

○農家組合長会議を開催し、生産調整に係る国の助成制度の周知及び推進を図った。 

農家組合長会議の開催回数 加須地域/6回 騎西地域/1回 北川辺地域/6回 大利根地域/1回 

  

事業主体 事 業 内 容 総事業費 県費補助金 市一般財源 

需要量に関する情報の算定及び

農業者への配分の一般ルールの

設定等に要する経費 

1,903,200円 132,000円 1,771,200円

生産調整方針の適切な運用に関

する助言・指導に要する経費 
729,123円 0円 729,123円

水稲生産実施計画書の作成に要

する経費 
14,589円 0円 14,589円

米の生産調整実施者の確認に要

する経費 
0円 0円 0円

加須市 

地域水田農業ビジョンの策定、

点検、見直しに要する経費 
0円 0円 円

計  2,646,912円 132,000円 2,514,912円
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事 業 名 担い手育成支援事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 514-03 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 6,044,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 6,044,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 3,480,602円

事
業
の
目
的 

認定農業者等の担い手の育成及び確保

を図り、優れた農業経営体の構築に資す

る。 

事
業
の
概
要 

・担い手への制度資金活用に係る利子補給 

・担い手育成総合支援協議会への助成 

・担い手の育成及び確保に係る助成 

事業の実績・成果  

○ 農業近代化資金・農業経営基盤強化資金融通促進費   2,438,662円 

  農業近代化資金と農業経営基盤強化資金の借入者に対し、利子補給を行い、もって農業者等の資本整備

の高度化を図り、農業経営の近代化に努めた。 

  ・農業近代化資金借入に対する利子補給実績 

    1,327,532円（上期57件 703,820円、下期52件 623,712円） 

  ・農業経営基盤強化資金借入に対する利子助成実績 

    1,111,130円（上期19件 573,232円、下期21件 537,898円） 

 

○ 農地集積事業の利用状況 

  意欲ある農家への農地の集積及びほ場の拡大を図るため、支障となる畦畔の除去と整地に係る費用の一

部を補助金として助成した。 

 利用者数（人） 助成額（円） 

畦畔除去 17 430,000

整地 20 411,940

 合 計 37 841,940

 

○ 担い手に関する施策を実施するため、担い手農家の経営改善及び集落営農の組織化・法人化等、担い手

の育成・確保のための推進及び支援の活動を総合的に実施する担い手育成総合支援協議会に対し、助成を

行った。 

  ・交付金額 200,000円 

  ・認定農業者数 292経営体（平成22年度新規認定数 8経営体） 

 

○ 集落営農組織・法人化の状況 

  集落営農組織 8 （内 農事組合法人 2）  平成22年度末現在 

農事組合法人 馬内大型農機集団 （農業法人）平成18年10月設立 

農事組合法人 学頭営農 （農業法人）平成18年 8 月設立 

深沼営農組合 － 

内田ケ谷東部営農生産組合 － 

大曽営農集団 － 

駒場営農集団 － 

柳生新田・三軒営農集団 － 

パイオニアライス営農集団 － 
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事 業 名 農地・水・環境保全向上対策事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-16 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 6,211,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 6,201,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 5,999,946円

事
業
の
目
的 

集落機能の健全化を促進するとともに、

農地、水路等の生産環境の適切な保全を

図る。 
事
業
の
概
要 

集落で資源保全活動計画を策定し共同活動を行い絆

を深める。基礎部分として遊休農地の発生状況の把

握、施設の点検、共同作業計画の策定、施設周辺の

草刈、泥上げ等、誘導部分として施設の機能診断、

活動計画の策定、景観形成のための植栽等の活動を

行う。 

事業の実績・成果  

 地域の農地・農業用水等は、農業生産の基盤であるとともに、地域の資源であることを認識し、この

地域の資源を自ら保全管理していくことを目的として、以下の23地区が共同活動を実施した。 

 

○協定（活動組織⇔市）締結年度：平成19年度→協定終了年度：平成23年度（事業期間5年間） 

年度交付金額内訳（円） 
活動組織名 

対象農用地

面積（ha）

年度交付金額

（円） 国1/2 県1/4 市1/4 

浮野の里・葦の会 

（北篠崎・多門寺地区） 
13.63 599,720 299,860 149,930 149,930

大越美土里の会 

（大越地区） 
18.18 799,920 399,960 199,980 199,980

樋遣川ひまわり会 

（樋遣川地区） 
13.63 599,720 299,860 149,930 149,930

種足野通川資源保全ﾈｯ

ﾄﾜｰｸ（上種足地区） 
57.50 2,531,760 1,265,880 632,940 632,940

牛重環境保全協議会 

（牛重地区） 
22.50 990,000 495,000 247,500 247,500

下崎環境保全協議会 

（下崎地区） 
27.91 1,249,880 624,940 312,470 312,470

芋茎環境保全協議会 

（芋茎地区） 
10.40 457,600 228,800 114,400 114,400

鴻茎資源保全ﾈｯﾄﾜｰｸ 

（鴻茎地区） 
22.27 979,880 489,940 244,970 244,970

日出安環境保全協議会 

（日出安地区） 
11.90 523,600 261,800 130,900 130,900

外田ケ谷環境保全協議

会（外田ケ谷地区） 
12.00 528,000 264,000 132,000 132,000

内田ケ谷東部資源保全

ﾈｯﾄﾜｰｸ（内田ケ谷地区） 
26.09 1,127,800 563,900 281,950 281,950

道地環境保全協議会 

（道地地区） 
12.00 528,000 264,000 132,000 132,000

伊賀袋の水と緑を守る会 

（伊賀袋地区） 
9.20 400,000 200,000 100,000 100,000

第１区水と緑を守る会 

（飯積地区） 
20.60 900,000 450,000 225,000 225,000
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第２区水と緑を守る会 

（麦倉地区） 
21.01 900,000 450,000 225,000 225,000

第３区水と緑を守る会 

（麦倉地区） 
20.60 900,000 450,000 225,000 225,000

第４区水と緑を守る会 

（柳生・小野袋地区） 
21.00 900,000 450,000 225,000 225,000

第５区水と緑を守る会 

（小野袋・柏戸地区） 
20.60 900,000 450,000 225,000 225,000

向古河の水と緑を守る会 

（向古河地区） 
20.60 900,000 450,000 225,000 225,000

第７区水と緑を守る会 

（栄・駒場・本郷地区） 
25.40 1,100,000 550,000 275,000 275,000

第８区水と緑を守る会 

（飯積・柳生・栄地区） 
25.00 1,100,000 550,000 275,000 275,000

 佐波農地環境保全協

議会（佐波地区） 
9.00 399,960 199,980 99,990 99,990

 琴寄新田農地環境保

全協議会（琴寄地区） 
45.50 1,999,800 999,900 499,950 499,950

合   計 486.52 21,315,640 10,657,820 5,328,910 5,328,910

 

○ 活動内容（全団体共通活動） 

   ・共同作業計画の策定 

   ・遊休農地の発生状況の把握、水路等の点検 

   ・農用地・水路・農道の草刈り 

 

○ 環境保全向上活動 

（加須地域：3団体） 

・浮野の里・葦の会：クヌギ並木・遊歩道・観察舎・展望台等の管理・散策木道の護岸整備 

・大越美土里の会 ：観賞用イネの田植え・稲刈り（地元小学校児童との交流）・水路法面部分へ

のヒメイワダレ草（景観作物）栽培 

・樋遣川ひまわり会：ひまわりの栽培・ひまわりの加工（油）体験・蕎麦の栽培・手打ち蕎麦の研

修及びＰＲ 

 （騎西地域：9団体） 

  ・種足野通川資源保全ﾈｯﾄﾜｰｸ  ：ヒメイワダレ草の植栽・子供たちによるメダカの放流 

    ・牛重環境保全協議会     ：ヒメイワダレ草の植栽 

    ・下崎環境保全協議会     ：ヒメイワダレ草の植栽 

    ・芋茎環境保全協議会     ：水路敷等へのアヤメ植栽 

    ・鴻茎資源保全ﾈｯﾄﾜｰｸ     ：ヒメイワダレ草の植栽・子供たちによる生物調査 

    ・日出安環境保全協議会    ：子供たちによる芋堀 

    ・外田ケ谷環境保全協議会   ：ヒメイワダレ草の植栽 

   ・内田ケ谷東部資源保全ﾈｯﾄﾜｰｸ ：ヒメイワダレ草の植栽 

    ・道地環境保全協議会     ：ヒメイワダレ草の植栽 

 （北川辺地域：9団体） 

・伊賀袋の水と緑を守る会  ・第1区～第5区、第7区～第8区水と緑を守る会 

・向古河の水と緑を守る会    ：地域内の美化活動（ゴミ拾い等） 

 （大利根地域：2団体） 

  ・佐波農地環境保全協議会   ：ホテイアオイの根付 

  ・琴寄新田農地環境保全協議会 ：ヒメイワダレ草の植栽 
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事 業 名 農業振興助成事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-05 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 4,891,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 34,891,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 34,736,962円

事
業
の
目
的 

農業関係団体等との連携により活動の

活性化を図り、それぞれの設置目的の達

成によって農業振興を促進する。 

事
業
の
概
要 

・農業共済事業事務費負担金 

・農業関係団体への運営費又は事業費補助（研究会、

研修会等活動費） 

・加須地域農業まつり、騎西農産物収穫祭、北川辺

産業祭、童謡のふる里まつりへの補助 

事業の実績・成果  

○埼玉東部農業共済組合に対し負担金を支払い、農業経営の安定を図った。  2,130,000円 

○市内農業者で組織する各農業団体の運営や各種事業に対し補助し、本市農業の振興を図った。 （単位:円）

事業主体 事業内容 総事業費 市補助金 自己資金

加須市農業経営研究

会 

良質米等の研究、市民まつりや農業ま

つりでの米PR活動、現地検討会 
107,312 30,000 77,312

加須市機械化集団協

議会 

各種農作業の受託、農作業受託料金検

討会、研修会 
416,932 40,000 376,932

加須地域農業まつり

運営委員会 
第32回加須地域農業まつり開催 1,210,723 813,000 397,723

加須市農村女性組織連合会 農業まつり参加、農産物加工技術向上研修会 569,512 70,000 499,512

加須市若手農業女性

生活研究会 

農業まつり参加、料理講習会、 

研修会 
1,122,780 40,000 1,082,780

北川辺農産物出荷組

合 

販売の企画検討会、各種イベントの開

催、研修会 
692,091 100,000 592,091

北川辺米の会 

 

地域内水稲の現地検討会及び適期刈

取指導会の開催、食味求評会 
1,691,252 38,000 1,653,252

北川辺4Ｈクラブ 

 

各種イベント参加、他団体交流会、先

進地視察研修、ちびっこ農園事業 
437,753 68,000 369,753

北川辺農産物加工研

究会 

研修会、栽培研究、加工実習、産業祭

参加、味噌つくり講習会 
1,497,927 38,000 1,459,927

北川辺ちびっ子農園 

 

さつま芋苗植、管理、芋ほり 

※幼稚園・保育園児対象 
52,676 44,000 8,676

ほくさい農業協同組

合 騎西中央支店 

農産物収穫祭：農産物品評会、野菜直

売、食品の展示販売、彩のかがやきの

消費拡大キャンペーン等 

611,625 145,962 465,663

大利根青年会議所 農業まつり参加、黒米づくり 91,950 30,000 61,950

童謡のふる里まつり

推進委員会農業部会 
平成22年度農業まつり開催 245,908 100,000 145,908

童謡のふる里おおと

ね主穀作受託協議会 

特別栽培米栽培・販売、勉強会、受託

農地・作業の利用調整会議 
114,328 50,000 64,328

北川辺産業祭運営委

員会 

地域産業の紹介、産業の振興、市民生

活の向上、コミュニティの推進 

1,016,215 1,000,000 16,215

計  9,878,984 2,606,962 7,272,022

○加須市農業経営支援資金貸付基金積立金  30,000,000円 

 特別栽培農産物の認証を受けた米を共同で生産し、販売をする農家の集団が、販売完了までの間に不足す

る資金について、無利子で融資する支援制度の財源として基金を積み立てたものである。平成２２年度は、
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申請のあった童謡のふる里おおとね主穀作受託協議会に対し、基金積立金額3,000万円のうち1,000万円を

融資し、同協議会27人（作付総面積27ha、収穫量101トン）の米販売に係る概算払額10，121，320円の支

払いに使用され、農業経営の安定を図った。 

 なお、融資した資金は申請時に提出された経営計画書に基づき、平成23年9月末日までに返済されるこ

とになっている。 

 
事 業 名 麦産地づくり支援事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-04 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 6,347,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 6,347,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 4,345,801円

事
業
の
目
的 

米の需給調整の基幹作物である麦の作

付定着化を図り、麦の産地づくりに寄与

する。 

事
業
の
概
要 

カントリーエレベーターの麦乾燥調製料金の一部を

助成 

事業の実績・成果  

米の生産調整に伴う支援措置として、水田農業の根幹でもある麦の産地形成に寄与し、優良農地の維

持保全を図った優良農家に対し、次の支援を行った。 

 

○転作麦作付けの拡大と定着化に係る助成 

 生産調整実施者の転作麦作付けの拡大と定着化を図るため、カントリーエレベーターの利用に係る麦

の乾燥調製料金の一部（1／3 以内）を助成し、土地利用型作物としての転作麦の作付け拡大と定着化

を推進した。 

 

【助成農家等の推移】    

 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 

助成農家（戸） 23 19 20 19 90 

補助金額（円） 4,630,796 1,729,689 2,088,901 1,660,848 4,345,801

小麦荷受重量（ｔ） 342.2 255.8 315 211.5 672.3 

※ H18年度～H21年度の旧３町分は、助成制度なし 
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事 業 名 花・植木振興事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-02 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 49,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 49,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 32,241円

事
業
の
目
的 

地元花き市場の立地を活かし、本市の花

き園芸の振興を図る。 事
業
の
概
要 

花き市場等の見学会を通じて、消費者の花き生産と

流通に対する理解を促進し、花き園芸の振興を図る。

事業の実績・成果  

花植木市場見学 

   先進的な農業関連施設である花植木市場「サイエン加須花き」において、市民及び市内の小学校（5
年生）を対象とした見学会を計画した。 

   小学校は対象校と花植木市場との日程の調整がつかず中止となったが、市民参加は定員の30名(当日

1名欠席)の募集があり、農業及び花・植木産業に関する理解と関心を高めた。 
 

開催日 参加者 対象者 

平成22年 9月14日 29名 一般公募 

平成23年 2月（当初予定日） － 中 止 

    

  （1）一般参加                      （人数） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
－ 36 16 13 29

  ※平成22年度より合併に伴い、募集地域を拡大した。 

  

  （2）小学校                       （人数） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
－ 117 34 100 － 

－ 水深・花崎北 不動岡 礼羽・志多見 － 
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事 業 名 園芸振興助成事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 3,573,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 8,443,564円

目 03 農業振興費 決 算 額 4,711,391円

事
業
の
目
的 

園芸農家関係団体の活動への支援を通

じ、園芸農家の経営の安定・合理化を促

進する。 

事
業
の
概
要 

市内各種園芸団体に運営費及び事業費の一部を助成

することにより活動を支援する。 

事業の実績・成果  

１ 園芸振興事業 

  市内の園芸農業者（野菜・果樹・花き）で組織する各農業団体の運営や事業を支援し、本市園芸農業

の振興を図った。 

                                         （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市園芸組合連合会 750,000 750,000 750,000 750,000 670,000

 事業内容：加須地域内の園芸農業者（野菜、果樹、花き）で組織する各農業部会（胡瓜・茄子、梨、葡萄、

花卉）の運営や事業、園芸農産物の生産改良及び販売改善等を支援し、本市園芸農業の振興を図った。  

 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
埼玉県野菜園芸技術 

 研究会加須支部 
40,000 40,000 40,000 40,000 40,000

 事業内容：加須地域内の胡瓜やトマトなどの野菜培農家で組織する団体により、農産物の生産改良及び販

売改善新技術の研究導入等を支援し、野菜生産技術の向上と経営の安定を図った。 

 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
花卉園芸組合活動費 61,000 61,000 61,000 61,000 61,000

 事業内容：北川辺地域内の花卉園芸農家の相互研究、生産増強、農業経営の安定を支援し、地域農業の振

興を図った。 

 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
青果物出荷協議会 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000

 事業内容：北川辺地域内の系統販売農家の会員相互の事業上の連絡・協調、出荷体制の確立、環境保全型

農業の推進を支援し、地域農業の振興を図った。 

 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市大利根いちご部

会 
42,000 42,000 42,000 42,000 42,000

 事業内容：大利根地域のいちご農家の発展に期するため、計画的いちごの生産・生産物の共同出荷・講習、

講演会等の実施先進地視察を実施し、いちご栽培技術の向上及び安定推進を支援し、地域農業の振興を図っ

た。 

 
 
 ２ 梨赤星病防除対策事業 

 市内の梨栽培農家で組織する団体による、薬剤の共同購入及び啓発看板の設置等により梨園周辺住民

の理解が得られ、病原元となる植物抑制が図られた。 
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                                       （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市園芸組合連合会 

梨部会 
100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

 
 

３ 環境保全型農業推進事業 

 市内の園芸農業者で組織する団体による、環境に配慮した害虫の共同駆除により、害虫発生の抑制が

図られた。 

                                       （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市園芸組合連合会 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000

  

４ 加須市花・植木栽培育成事業 

   加須市内で花き園芸を営む農業者が組織する３人以上の集団新規団体により、花き園芸農業の 

  活性化及び花・植木の生産振興が図られた。 

                                       （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須花きかがやき会 ― ― ― ― 100,000

５ いちじく作付拡大対策事業 

   特産品であるいちじくの生産指導を行うことで品質の向上が図られた。 

                                      （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

果樹栽培農家 58,000 27,000 0 45,000 0

 

６ 農産物海外マーケット開拓支援事業 

 果樹の生産振興を推進し、生産者の経営安定を図るため、台湾への輸出販売を行い、販路の拡大を図った。

                                      （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

騎西梨撰果所利用組合 150,000 150,000 150,000 100,000 100,000

 

７ 農業災害補助金 460,564円 

   平成22年7月26日の降ひょう・突風による農作物（梨・いちじく）の被害が発生したため、特別 

  災害の指定を行い、被害対象農業者へ農業災害補助金を交付した。 

  ・被害面積（減収量30％以上） 6.41ha（旧騎西地区5.48ha、旧加須地区0.93ha） 

・市被害戸数 梨34戸 計34戸（旧騎西地区30戸、旧加須地区4戸） 

 

８ 多目的防災網設置補助金 

   降ひょうの被害防止には、防ひょう網の整備が不可欠なため、防ひょう網の整備(新設及び張替 

  え) を行う農家に対して整備費用の一部を支援した。 

  ・加須地区 2件 395,543円 

  ・騎西地区 6件  860,134円 
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９ 農業用廃プラスチック処理費 

・市内農業者の農業用廃プラの適正処理を啓発普及させるためのものであり、不法投棄や野外での焼却

（野焼き）等の歯止めをかけ、さらに、リサイクルを推進していくものである。 

 

 （１）塩化ビニール                               （単位 ㎏） 

処 理 量 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加 須 市 51,460 54,071 71,689 55,113 41,040

旧加 須 市 10,910 6,380 6,460 5,930 

 旧騎 西 町 14,480 15,900 14,230 15,350 

 旧北川辺町 26,070 13,440 31,110 17,270 
 

 旧大利根町 ― 18,351 19,889 16,563 

 

 
  

 （２）ポリエチレン                               （単位 ㎏） 

処 理 量 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加 須 市 63,860 62,220 49,821 67,492 64,850

旧加 須 市 16,780 12,630 15,920 15,020 

 旧騎 西 町 10,100 9,460 9,760 9,540 

 旧北川辺町 36,980 33,280 16,790 36,651 
 

 旧大利根町 ― 6,850 7,351 6,281 
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事 業 名 地産地消推進事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 515-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 4,920,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 4,920,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 3,330,078円

事
業
の
目
的 

地域農産物を消費に直結させ、地域内利

用率向上により、生産者の所得向上を図

る。 

事
業
の
概
要 

・生産農家に、積極的に特別栽培農産物認証制度に

取り組んでもらい、広く消費者・料飲業関係者に安

全・安心な農産物をＰＲし、利用促進と生産振興を

図る。また、地元産コシヒカリ・あやひかりをはじ

め、加須独自の農産物のブランド化を推進する。 

事業の実績・成果  

１ 学校給食食材への地元農産物の供給   121,968円 

 加須地域においては、平成9年度から供給を実施しており、さらに安全で安心な農産物を供給するため、

平成14年度から埼玉県特別栽培農産物認証制度を活用した付加価値の高い農産物を提供している。 

 特別栽培のじゃがいも・たまねぎ・にんじん・だいこん・ねぎの5品目を供給し、地産地消の推進を図っ

た。なお、3地域においても学校給食の食材に地元農産物を一部使用している。 

 

 供給実績の推移（じゃがいも）         ※実績数値については加須地域のみ 

 H18 H19 H20 H21 H22 

供給数量(㎏) 1,027 1,349 733 1,153 806 

供給金額(円) 164,823 190,560 143,401 246,570 211,871 

栽培者数(人) 6 5 4 5 4 

作付面積(ａ) 13 11 8 11 9 

 

 供給実績の推移（たまねぎ） 

 H18 H19 H20 H21 H22 

供給数量(㎏) 979 1,443 2,271 1,408 576 

供給金額(円) 108,389 154,376 268,552 182,118 114,947 

栽培者数(人) 4 5 6 5 5 

作付面積(ａ) 9 11 13 12 12 

 

 供給実績の推移（にんじん） 

 H18 H19 H20 H21 H22 

供給数量(㎏) 942 834 663 916 226 

供給金額(円) 115,292 130,579 110,789 103,028 39,413 

栽培者数(人) 3 4 3 3 4 

作付面積(ａ) 6 7 7 6 7 

 

 供給実績の推移（だいこん） 

 H18 H19 H20 H21 H22 

供給数量(㎏) 2,002 1,083 1,262 1,364 976 

供給金額(円) 184,369 122,378 143,456 131,157 130,610 

栽培者数(人) 5 4 3 2 4 

作付面積(ａ) 6 5 5 4 8 
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 供給実績の推移（ねぎ） 

 H18 H19 H20 H21 H22 

供給数量(㎏) ‐ ‐ 883 929 419 

供給金額(円) ‐ ‐ 125,940 422,687 177,844 

栽培者数(人) ‐ ‐ 4 4 3 

作付面積(ａ) ‐ ‐ 8 10 7 

 

２ 加須産小麦「あやひかり」「農林61号」の粉を手打ちうどんや和・洋菓子等の地元加工食品へ供給し、

地場産農産物の地域内利用率の向上を図った。   1,767,500円 

 

・あやひかり供給実績（5.0t） 

  ① 手打うどん（3,250㎏）…（手打うどん会8店舗）手打うどん販売、青空市場実演販売 

  ② 和 菓 子（ 425㎏）…（和菓子3店）いがまんじゅう等販売 

  ③ 洋 菓 子（1,000㎏）…（洋菓子1店）ロールケーキ等販売 

  ④ そ の 他（ 325㎏）… 直売所販売、イベント販売等 

 

（参考データ） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

あやひかり作付面積     3.4 ha     3.4 ha    3.6 ha    3.6 ha    3.6 ha 

あやひかり収穫量    16.7 t     9.9 t   17.5 t   16.0 t   16.4 t 

モニター店参画数   11 店舗    11 店舗   13店舗   13 店舗   12 店舗 

供 給 量 2,125 kg 3,750 ㎏ 4,350 kg 5,325 kg 5,000 kg 

 

・農林61号供給実績（2,375kg） 

  ① 手打うどん（2,350㎏）…（手打うどん会4店舗）手打うどん販売、青空市場実演販売 

  ② そ の 他（  25㎏）… 試作、イベント等使用 

 

３ 青空市場の開催   54,392円 

  加須地域では、平成15 年度から秋と春の年2 回実施している。平成22 年度においても地域農産物及

び地域特産物を売・実演することにより、生産振興及び消費拡大・PRを図った。 

 

 販売実績の推移 

 H18（秋） H18（春） H19（秋） H19（春） H20（秋） H20（春） 

参加団体数 7 8 7 11 7 10 

売上金額(円) 235,000 387,060 341,710 501,820 430,500 272,770 

 

 H21（秋） H21（春） H22（秋） H22（春）

参加団体数 8 開催なし 8 中止 

売上金額(円) 504,165 開催なし  483,310 中止 

 

４ 地産地消アンテナショップの出店   45,000円 

  農業に対する関心を高めるとともに、未来館直売所のＰＲを行うため、中心市街地内のイベントにおい

て、加須市グリーンツーリズム振興組合（未来館直売所）や市内農業者が出店し、新鮮・安全な農産物を

提供した。 

・ 加須駅通り商店会ナイトバザール    6月12日（4団体出店）、8月28日（3団体出店） 

                      11月 6日（3団体出店） 
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事 業 名 市民釣場管理運営事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 516-02 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,222,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,222,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 1,205,422円

事
業
の
目
的 

市民の身近なレクリエーションの場を

提供する。 事
業
の
概
要 

自然豊かな市民釣場「大沼」をレクリエーションの

場として開放している。 

利用期間：4月から11月までの8か月間（12月から

翌年3月までは閉鎖とする。） 

事業の実績・成果  

身近なレクリエーションである釣りを通じ、子どもから大人まで幅広い層の市民の余暇活動の充実を図

るため、市民釣場「大沼」を暫定的に開設した。 

                                   （単位：円） 

経 費 名 内     容 金  額 

報 償 金 釣場管理料（65,000円×8ヶ月） 520,000 

消耗品費 南京錠 987 

保 険 料 傷害保険 5,880 

委 託 料 釣場及び釣場駐車場除草、清掃業務委託    259,216 

借 上 料 釣場土地借上料 200,000 

借 上 料 釣場駐車場土地借上料 70,239 

借 上 料 釣場簡易式トイレ借上料 149,100 

合 計  1,205,422 

 

  平成22年度 市民釣場「大沼」利用状況 開設期間(4月から11月)  

                       （単位：日・人） 

年月 開設日数 利用者数 年月 開設日数 利用者数

H22.4 26 26 8 26 47 

5 27 42 9 26 38 

6 25 49 10 20 90 

7 27 57 11 25 82 

合 計 202 431 

 

  利用者数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

開設日数（日） 308 309 307 210 202 

利用者数（人） 1,319 638 372 560 431 

 

 コイヘルペスウィルス病の発生に伴い、現在県内のコイの移動が禁止されている。このため、コイの放流

ができない状況にある。 

 平成21年度から開設期間を4月～11月までに変更した。 

  （12月から3月までの冬季期間は利用者が少ないため） 
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事 業 名 市民農園管理運営事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 516-03 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 12,538,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 12,538,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 10,690,199円

事
業
の
目
的 

 都市住民と農村との交流拠点として、

グリーン・ツーリズム事業の推進を図る

ため、また、都市住民に市民農園を利用

してもらうことで、農業に対する理解を

深める。 

事
業
の
概
要 

・加須地域は、加須市地域資源総合管理施設の管理運

営を指定管理者に委託し、市民農園、バーベキュー

サイト、加工実習室の貸出し等の管理運営を行う。

・北川辺地域は、市民農園の管理運営を行う。 

・グリーンファーム加須において農業体験塾を実施す

る。 

事業の実績・成果  

 

 市民農園やバーベキューサイト等を都市住民の方々が利用することにより、食の安全・農業に対する理解

が深まったとともに、地域農業者と都市住民の交流の場として十分利活用された。 

 また、加須地域の市民農園では加須市地域資源総合管理施設を、指定管理者である財団法人加須市市民

活動総合支援財団に管理運営を委託することにより、北川辺地域の市民農園では、農園の管理を市で行い、

ライスパークを活用した農業体験塾を実施し、グリーン・ツーリズム事業の推進を図った。 

 なお、平成22年度は市民農園賃貸借契約解除（4区画×80 ㎡）に伴い、代替地として隣接地を7区画×

50㎡の整備を実施した。 

 

◎加須地域 

  平成22年度歳出決算額                       （単位：円） 

経 費 名 内     容 金   額 

消 耗 品 堆肥（農園畑地整備） 5,700 

修 繕 料 排水管修繕 6,825 

保 険 料 建物火災保険料 1,864 

委 託 料      
管理運営委託料（加須市市民活動総合支援財団） 

測量委託料（農園畑地整備） 

8,299,000 

248,850 

借 上 料      市民農園用地借上料 792,889 

工事請負費 市民農園施設整備工事（農園畑地整備） 492,000 

土・砂等 培土（農園畑地整備） 472,500 

負 担 金 パイプライン負担金 6,563 

合 計  10,326,191 

 

○ 市民農園利用状況 

 市民農園は、農作業や地域農業者との交流を通じて都市住民の方々（農業体験のない市民）

に農業への理解を深めていただくため整備した施設であり、広く市民に利用されている。 

  ・総区画数  233区画 50㎡区画 …222区画（賃貸借料1区画当たり年間8,000円） 

              80㎡区画 … 11区画（賃貸借料1区画当たり年間12,800円）       

  市民農園利用区画数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

利用区画 221 228 228 228 229 

 ※3月末現在の貸出利用状況（空き４区画はH23年４月から貸出し開始） 
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○ 加工実習室・情報交換室・研修室利用状況 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

利用回数 315 282 300 375 388 

利用人数 5,421 4,982 5,444 8,003 8,390 

  

○ バーベキューサイト利用状況 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

利用炉数 99 103 99 103 85 

利用人数 2,012 1,454 1,697 1,703 1,567 

  

○ 各種交流講座等の開催 

講 座 名 開催回数 参加者数 

手打ちそば打ち 12 118 

手打ちうどん打ち 3 30 

手づくり豆腐 3 30 

栽培講習会 2 62 

漬物加工研修会 2 34 

 

○ 第３回市民農園収穫祭（芋煮、新蕎麦、新米試食・販売ほか） 

 指定管理者である財団の自主事業として、を 11 月 28 日（日）に開催した。来場者は

約900人と盛況であった。 

 

◎北川辺地域 

 平成22年度歳出決算額                        （単位：円） 

経 費 名 内     容 金   額 

修 繕 料 北川辺農園看板修繕 175,875 

借 上 料 北川辺農園用地借上料 188,133 

合 計  364,008 

 

 ○北川辺農園利用状況（総区画数122区画、賃貸借料1区画当たり年間3,000円） 

 ・新古河農園   52区画  35㎡区画…52区画 

 ・風張農園    22区画  35㎡区画…22区画 

 ・柳生新田農園  18区画  35㎡区画…18区画 

 ・土部農園    12区画  35㎡区画…12区画 

 ・久保山農園   18区画  35㎡区画…18区画 

  

 北川辺農園利用区画数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

新古河農園 52 52 52 52 52 

風張農園 22 22 22 22 22 

柳生新田農園 15 16 13 13 13 

土部農園 11 11 11 11 10 

久保山農園 18 18 18 18 18 

 ※3月末現在の貸出利用状況（H23年4月から空き区画なし） 
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事 業 名 新規就農者育成事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 514-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 4,416,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 4,416,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 2,006,300円

事
業
の
目
的 

農業研修生の選定、新規就農者の確保を

目指す。 事
業
の
概
要 

・研修事業：研修奨励金 

 ①研修生 月額30千円（上限3年継続） 

 ②研修受入農家等 月額20千円（上限3年継続）

・助成事業：農業用設備助成金 

 補助率1／2以内（上限1,000千円、初回限定） 

事業の実績・成果  

 １ 研修事業 

  （１）対象者 

    市内で就農することが確実と見込まれ、年齢がおおむね４０歳未満の方 

（２）支援内容 

  次のいずれかの研修を受講した場合、1ヶ月当たり3万円を支給（最長3年間） 

① 埼玉県農業大学校が実施する研修 

② 市内の農業者、農業生産法人等のもとでの研修 

  ※研修生を受け入れた農業者等（埼玉県農業大学校を除く）に対し、1ヶ月当たり2万円を支給

 

○新規就農者育成数・研修奨励金の推移 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

新規対象者数 0 名 0 名 1 名 1名 0 名 

新規対象者支給額 0 円 0 円 360,000円 210,000円 0 円 

事業継続者数 0 名 0 名 0名 1名 0 名 

事業継続者支給額 0円 0円 0円 360,000円 0円 

0 名 0 名 1名 2名 0 名 
合  計 

0円 0円 360,000円 570,000円 0円 

                           ※平成21年度までは旧加須市のみ実施 

 

○ 新規就農者研修受入農家数・謝金の推移 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

研修受入農家数 0 名 0 名 0名 2名 0 名 

受入農家支給額 0円 0円 0円 140,000円 0円 

                         ※平成21年度までは旧加須市のみ実施 

 ２ 助成事業 

  （１）対象者 

    市内に住所を有する方で、次のいずれかの要件に該当する方 

    ①埼玉県就農計画認定要領に基づく就農計画の認定を受けた方 

    ②新たな営農類型に変更しようとする方 

    ③就農に意欲と熱意があると認められる方 

  （２）支援内容 

    市内で就農するときから５年以内に必要となった農業用設備又は農業用機械を取得する場合、費用

の2分の1以内の額（上限100万円、1年度限り）を支援 
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○ 助成対象新規就農者数・助成額の推移  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

新規対象者数 1 名 0 名 0 名 3名 2 名 

新規対象者補助金額 590,000円 0 円 0 円 3,000,000円 2,000,000円 

事業継続者数 1名 0 名 0 名 0名 0名 

事業継続者補助金額 741,000円 0 円 0 円 0円 0円 

2 名 0 名 0 名 3名 2 名 
合  計 

1,331,000円 0 円 0 円 3,000,000円 2,000,000円 

 
事 業 名 農を語る生産者円卓会議事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 514-04 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 20,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 20,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

市内の代表的農業者から農業振興に係

る意見を聴取するとともに農業者間の

相互理解と連携を深める。 

事
業
の
概
要 

生産品目ごとの代表的農業者（生産者団体の代表者

等）による懇談会的な会議を年2回開催する。 

事業の実績・成果  

国の政策により、地域水田農業推進協議会、担い手育成総合支援協議会、耕作放棄地対策協議会等を

再編した農業再生協議会を平成23年6月までに設置することとなったため、当該事業の目的等の関連

性を含め、各地域の代表的農業者の選出や会議の運営方法等について内部検討を行った。 

 

 

 

 
事 業 名 童謡のふる里おおとね農業創生センター管理事業【繰越明許費分】 

担 当 課 環境経済課（大利根） 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 4,778,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 4,778,000円

目 03 農業振興費 決 算 額 3,255,000円

事
業
の
目
的 

市内で栽培された農作物を活かし、消費

者ニ－ズに応えた付加価値を付けた地

元農産物の販売促進を図るとともに、産

地化による農業者の活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

地域農業の拠点である農業創生センターが開設して

１２年経過をし管理運営に必要な修繕を行う。 

・農業創生センター、農村レストラン、加工室及び

会議室の外壁塗装工事を実施。 

事業の実績・成果  

※本事業は平成 21 年度の地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業として平成 22 年 3 月補正で計

上したが、平成21年度内の事業完了が困難なため、繰越明許とし、平成22年度に対応した。 

 

 

○ 道の駅童謡のふる里おおとね農業創生センター、農村レストラン、加工室及び会議室の外壁を塗装

したことにより、施設の長寿命化及び快適な施設環境の整備が図られた。 
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事 業 名 農作物災害緊急対策事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-24 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 0円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 143,250,300円

目 03 農業振興費 決 算 額 89,021,202円

事
業
の
目
的 

天災により損失を受けた農業者に、被害

農作物の回復等に要する補助措置及び

農業経営に必要な資金の貸付を円滑に

する措置を講じ、農業経営の安定を図

る。 

事
業
の
概
要 

・損失を受けた農業者に次期作の種苗、肥料購入費

を助成する。 

・損失を受けた農業者への農業災害資金融資に係る

利子を補給する。 

・販売支援活動の実施（企業、事業所等へ斡旋） 

事業の実績・成果  

 

 平成22年産米が夏の異常高温により、高温障害（白未熟粒）による規格外米が大量に発生し、埼玉

県と加須市では農業災害対策の特別措置条例及び規則に基づき特別災害に指定した。これにより被災農

業者に対し助成を行い農業経営の安定を図った。 

 

  平成22年度歳出内訳 

経 費 名 内     容 金額（円） 

消 耗 品 
彩のかがやき２㎏×６１７袋、手提げ袋（合併記念式

典記念品） 
346,300 

印刷製本費 角２封筒 17,500 

通信運搬費 郵便料 121,615 

補助金 

農業災害補助金 

平成２２年産米自然災害復旧資金利子補給金、保証料

助成金 11件 

88,322,268 

213,519 

合 計  89,021,202 

 

○ 地域別農業災害補助金内訳 

地  域 戸数 被害面積 （㎡） 金   額 （円） 

加 須 885 6,104,775 39,924,813 

騎 西 971 6,946,611 45,430,370 

大利根 39 453,686 2,967,085 

合  計 1,895 13,505,072 88,322,268  
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事 業 名 畜産振興事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 517-03 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,593,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,612,860円

目 04 畜産業費 決 算 額 1,465,956円

事
業
の
目
的 

食の安全・家畜に関する病気等の畜産経

営を取り巻く社会的情勢の急激な変化

に対応する関係団体の活動を支援し、畜

産経営の安定・振興を図る。 

事
業
の
概
要 

畜産農家で組織する団体の運営費、家畜伝染予防法

に基づく予防や自主的予防に対する自衛防疫事業

費、環境保全対策のための畜舎病害虫発生防除対策

事業費の一部を助成する。 

事業の実績・成果  

１ 畜産振興団体育成強化事業（加須地域） 

   畜産農家の経営の合理化と安定を図るため、畜産団体の各種活動を支援した。 

    ・畜産環境保全対策事業の推進 

    ・経営の安定、新技術の導入等に係る研修視察及び研修会の開催等 

    ・女性部活動の推進や消費者との交流会 等 

                                         （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市畜産連合会 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

 

２ 加須市家畜伝染病自衛防疫事業（加須地域） 

 家畜伝染病の発生と蔓延の防止を徹底するため、家畜伝染病予防法に基づく自衛防疫事業を支援

した。 

                                                      （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市家畜伝染病自衛

防疫協議会 
50,000 50,000 50,000 50,000 758,000

 

３ 畜舎害虫発生防除対策事業（加須地域） 

 畜舎及び堆肥舎から発生する蚊や蝿の防除と悪臭の防止を徹底するため、畜産団体が実施する畜

舎害虫防除薬剤を一括購入する事業を支援した。 

                                                                            （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市畜産連合会 300,000 300,000 300,000 300,000 300,000

 

４ 自衛防疫強化育成事業（騎西地域） 
   畜産の生産振興を推進し、生産者の経営安定を図るための畜産団体が実施する自衛防疫事業を支

  援した。 
                                         （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市騎西畜産協議会 174,561 228,426 207,255 122,710 95,694

 
５ ほくさい農協酪農部活動費（北川辺地域） 
   畜産農家相互の発展を図るため各種事業を支援した。 
    ・会員相互の事業上の連絡及び協調に関する事業 
    ・畜産改良、販売改善のための調査研究、研修会等の開催に関する事業 
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    ・その他目的達成に必要な事項に関する事業 
                                         （単位：円） 

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
加須市北川辺酪農部 38,000 38,000 38,000 38,000 38,000

 
６ 家畜ふん尿処理施設設備事業（北川辺地域） 
   畜産の生産振興及び生産者の経営安定を図るため畜産農家が実施する下記事業の支援を実施し  

  た。 
    ・家畜ふん尿処理施設整備事業                             

                                       （単位：円） 
事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

個人 146,041 146,041 169,204 41,808 41,808

 

 

 

 

 

 
事 業 名 農地管理事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-10 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 474,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 8,559,000円

目 05 農地費 決 算 額 7,662,451円

事
業
の
目
的 

水路施設の適正な維持管理に努め、地域

資源としての活用を図る。 事
業
の
概
要 

・俳句の道遊歩道ほかの管理にかかる諸経費（浚渫

作業など） 

・農業用排水路の管理のために必要な維持費（北篠

崎用水路電気料） 

 

事業の実績・成果  

 俳句の道遊歩道ほかの維持管理を地元自治会が行い、これにかかる費用負担。 

 北篠崎用水路の溢水対策として適切に排水を行い、水路機能の維持を図った。 

  

 ・平成22年度執行状況 

  作業員賃金（俳句の道遊歩道ほか浚渫）    108,900円 

  燃料費（公用車）               58,044円 

  光熱水費（北篠崎用水路排水ポンプ電気料）  131,557円 

  委託料（調査）              7,350,000円 

  その他（公用車車両にかかる経費）       13,950円 

  合  計                 7,662,451円 
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事 業 名 幹線用排水路改修事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-20 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 18,430,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 16,330,000円

目 05 農地費 決 算 額 15,595,463円

事
業
の
目
的 

市街化調整区域の浸水被害の解消と農

業用水の安定供給のため、幹線水路の整

備と維持管理に努める。 事
業
の
概
要 

市街化調整区域の幹線用排水路改修工事 

・幹線用排水路の緊急工事（加須、騎西、北川辺）

・幹線用排水路改修工事（樋遣川第二区、水深第一

区） 

・幹線用排水路等の補修における材料の支給及び補

修 

・幹線用排水路の草刈（旧合の川堤防草刈） 

事業の実績・成果  

 幹線用排水路の改修により、水路機能が向上し農業生産性に寄与した。 

 

  １ 平成22年度執行状況                           （単位：円） 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 合 計  

作 業 員 賃 金 673,100 0 0 0 673,100

委 託 料

（ 草 刈 ）
876,750 0 2,982,000 0 3,858,750

委 託 料

（調査測量登記）
1,144,500 0 0 0 1,144,500

工 事 費 8,767,500 908,250 0 0 9,675,750

応 急 工 事 材 料 費 149,688 0 0 0 149,688

そ の 他

（旅費、消耗品費等）
83,675 0 10,000 0 93,675

合 計 11,695,213 908,250 2,992,000 0 15,595,463

本 工 事 件 数 2件 3件 0件 0件 5件

  ※平成21年度、各総合支所（旧3町）は用排水路改修に係る事業を幹線用排水路及び枝線用排 

   水路の各事業に分けて実績を計上。 
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  ２．【各地域】用排水路改修工事費の推移                     （単位：円） 

 地域 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 2,488,500 2,253,300 8,200,500 504,000 1,144,500

騎 西 682,500 798,000 0 0 0

北川辺 0 4,189,500 4,462,000 0 0

委 託 料 

（設計等） 

大利根 56,300 21,000 644,500 0 0

委 託 料 計（設計等） 3,227,300 7,261,800 13,307,000 504,000 1,144,500

加 須 23,473,800 20,121,570 32,992,050 5,422,200 8,767,500

騎 西 6,066,900 7,560,000 1,029,000 0 908,250

北川辺 11,974,200 12,898,200 12,123,900 7,560,000 0

工 事 費 

大利根 840,000 0 672,000 0 0

工 事 費 計 42,354,900 40,579,770 46,816,950 12,982,200 9,675,750

合  計 45,582,200 47,841,570 60,123,950 13,486,200 10,820,250

  ※幹線用排水路改修事業は平成21年度から新規事業 

  （平成17年度から平成20年度までは用排水路改修工事費の推移であり、平成21年度から幹線 

   用排水路改修事業の実績を計上。） 

※平成21年度、旧3町は用排水路改修に係る事業を幹線用排水路及び枝線用排水路の各事業に 

 分けて実績を計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 386

 
事 業 名 枝線用排水路改修事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-21 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 74,771,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 73,449,698円

目 05 農地費 決 算 額 37,933,553円

事
業
の
目
的 

市街化調整区域の集落環境の向上と農

業用水の安定供給のため、枝線水路の整

備と維持管理に努める。 
事
業
の
概
要 

・用排水路改修工事（馬内第一区、今鉾、樋遣川第

五区、水深、北大桑など） 

・用排水路の緊急工事（加須、騎西、大利根） 

・スクリーン清掃（大利根豊野台） 

・植栽管理（大利根沖谷排水） 

・生活排水路浚渫工事（北川辺） 

・雑草借払い等維持管理（加須） 

・用排水路等の補修における材料の支給及び補修（加

須） 

事業の実績・成果  

 枝線用排水路の改修により、通水機能が向上し農業生産性に寄与した。 

 

１．平成22年度執行状況                            （単位：円） 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 合 計  

作 業 員 賃 金 167,640 0 0 0 167,640

緊 急 修 繕 料 0 0 0 264,233 264,233

委 託 料

（ 草 刈 等 ）
1,000,650 0 0 592,200 1,592,850

委 託 料

（調査測量登記）
3,927,000 0 1,323,000 2,940,000 8,190,000

工 事 費 20,246,100 996,450 840,000 5,511,000 27,593,550

応 急 工 事 材 料 費 99,792 0 0 0 99,792

水 路 用 地 購 入 費 0 0 0 0 0

そ の 他

（ 借 地 料 ）
0 0 12,198 13,290 25,488

合 計 25,441,182 996,450 2,175,198 9,320,723 37,933,553

本 工 事 件 数 4件 3件 1件 4件 12件

  ※平成21年度、旧3町は用排水路改修に係る事業を幹線用排水路及び枝線用排水路の各事業に

分けて実績を計上。 
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２．【各地域】用排水路改修工事費の推移                     （単位：円） 

 地域 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 2,488,500 2,253,300 8,200,500 2,315,250 3,927,000

騎 西 682,500 798,000 0 0 0

北川辺 0 4,189,500 4,462,000 4,116,000 1,323,000

委 託 料 

（設計等） 

大利根 56,300 21,000 644,500 5,145,000 2,940,000

委 託 料 計（設計等） 3,227,300 7,261,800 13,307,000 11,576,250 8,190,000

加 須 23,473,800 20,121,570 32,992,050 24,920,910 20,246,100

騎 西 6,066,900 7,560,000 1,029,000 3,406,200 996,450

北川辺 11,974,200 12,898,200 12,123,900 34,060,500 840,000

工 事 費 

大利根 840,000 0 672,000 14,290,500 5,511,000

工 事 費 計 42,354,900 40,579,770 46,816,950 76,678,110 27,593,550

合  計 45,582,200 47,841,570 60,123,950 88,254,360 35,783,550

  ※枝線用排水路改修事業は平成21年度から新規事業 

  （平成17年度から平成20年度までは用排水路改修工事費の推移であり、平成21年度から枝線 

   用排水路改修事業の実績を計上。） 

  ※平成21年度、旧3町は用排水路改修に係る事業を幹線用排水路及び枝線用排水路の各事業に

分けて実績を計上。 
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事 業 名 かんがい排水事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-23 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 136,549,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 162,828,152円

目 05 農地費 決 算 額 151,954,143円

事
業
の
目
的 

湛水被害の防止及び農業生産基盤の安

定化を図る。 
事
業
の
概
要 

県や土地改良区が実施する団体営及び県営かんがい

排水事業などに対する事業費の一部負担等。 

・県営かんがい排水負担金（種足地区、大英寺地区、

北川辺地区、稲荷木落地区） 

・農山村漁村活性化プロジェクト支援交付金（八ヶ

村落）事業負担金（騎西） 

・利根大堰施設緊急改築事業負担金（大利根） 

事業の実績・成果  

 県や備前堀土地改良区が実施する排水事業の事業費の一部を負担し、幹線排水路の整備を図った。 

 

 １ 地域別事業等に対する市支出額（負担金、賦課金、会費）       （単位：円）  

 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 合 計 

基盤整備促進事業 8,416,800 0 0 8,416,800 

県営かんがい排水事業 40,738,753 70,755,586 151,447 111,645,786 

県営湛水防除事業 0 0 30,921,814 30,921,814 

利根大堰施設緊急改築事業 0 0 969,743 969,743 

合      計 49,155,553 70,755,586 32,043,004 151,954,143 

 

 ２ 市支出額内訳 

 【騎西地域】 

 ・基盤整備促進事業（八ヶ村落地区）        8,416,800円 

   備前堀土地改良区 8,416,800円 

 ・県営かんがい排水事業（種足地区、大英寺地区） 40,738,753円 

   埼玉県土地改良事業団体連合会   197,753円 

   埼玉県土地改良県営部会       4,700円 

   埼玉県            40,536,300円 

 

 【北川辺地域】 

 ・県営かんがい排水事業（利根中央地区）     70,755,586円 

   埼玉県土地改良事業団体連合会    76,486円 

   埼玉県土地改良県営部会       4,100円 

   埼玉県            70,675,000円 

 

 【大利根地域】 

 ・県営かんがい排水事業（利根中央地区）       151,447円 

   埼玉県土地改良事業団体連合会   149,147円 

   埼玉県土地改良県営部会       2,300円 

 ・県営湛水防除事業（稲荷木落地区）       30,921,814円 

   埼玉県            30,921,814円 

 ・利根大堰施設緊急改築事業             969,743円 

   埼玉県              969,743円 
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事 業 名 排水機場管理事業 

担 当 課 建設課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 335-19 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 16,542,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 16,542,000円

目 05 農地費 決 算 額 15,574,940円

事
業
の
目
的 

排水ポンプ施設を必要な時に確実に始

動でき、機能を発揮できるよう施設の信

頼性を確保する。 

事
業
の
概
要 

北川辺排水機場の排水ポンプの運転監視及び施設管

理 

・排水機場機器修繕 

・排水機場維持管理委託（北川辺領土地改良区） 

事業の実績・成果  

 ポンプ設備が所要の機能を発揮するよう、保守点検、修繕工事し、冠水被害の防止に努めた。 

                                       

                                      （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

消耗品費 10,535 86,526 121,100 2,540 99,900

燃料費 525,875 297,585 767,680 186,000 215,587

食料費 32,789 51,718 62,360 11,600 0

光熱水費 2,878,568 2,467,159 3,312,811 2,327,556 3,009,803

需用費 

修繕料 1,259,995 4,669,350 2,404,124 3,628,881 3,377,227

通信運搬費 217,152 185,557 208,116 212,535 192,349

手数料 14,700 0 7,350 7,350 55,450役務費 

保険料 82,000 50,380 58,790 53,310 69,989

委託料 物件費的委託料 4,913,270 5,229,760 1,924,386 8,395,732 8,341,855

備品購入費 その他備品購入費 77,616 0 30,000 0 182,780

負担金補助金及び交付金 負担金 2,005,000 2,005,000 2,005,000 5,000 5,000

公課費 自動車重量税 31,500 0 31,500 31,500 25,000

計  12,049,000 15,043,034 10,933,217 14,862,000 15,574,940

 

 

                                      （単位：㎥） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

排水量 8,032,253 4,947,268 10,204,723 1,911,835 8,375,186
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事 業 名 旧川環境整備支援事業 

担 当 課 建設課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 431-03 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 45,960,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 45,960,000円

目 05 農地費 決 算 額 45,945,900円

事
業
の
目
的 

旧川（旧渡良瀬川）の遊水池機能及び水

辺空間の整備を図る。 

事
業
の
概
要 

県が実施する県営地域用水環境整備事業（旧川地区）

に対し、事業費の一部負担を行う。 

・家屋調査（8件） 

・本工事（自然環境創出ゾーンＬ＝318.5m） 

（事業概要） 

概算事業費 340,200千円 

事業期間  H 22～H 25（予定） 

・自然環境創出ゾーン L=318.5ｍ 

・憩いの場創出ゾーン L=297ｍ 

（負担割合） 

国50％ 県25％ 市25％ 

事業の実績・成果  

地元地域住民の意向を取り入れながら、環境整備並びに護岸改修工事を行い、近隣住民の潤いと憩い

の場を創造する。 

 

○自然環境創出ゾーン（上流部）伊賀袋・駒場地内 

 全体延長  L=318.5ｍ 

 平成22年度  L=318.5ｍ 

 整備方法 

  ・カゴマットによる護岸の整備 

  ・転落防止柵の設置 

  ・カラー舗装による遊歩道の整備 

  ・浮葉植物帯の整備 3か所 

  

○憩いの場創出ゾーン（中流部）栄地内 

 全体延長  L=297ｍ 

 平成22年度  L=220ｍ 

 整備方法 

・ジオセル工法による護岸の整備 

・転落防止柵の設置 

・カラー舗装による散策道の整備 

・カラー舗装による遊歩道の整備 

・整備範囲内の樹木は残存する 

 



 391

 
事 業 名 農業地域団体助成事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 102,542,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 102,542,000円

目 05 農地費 決 算 額 101,905,536円

事
業
の
目
的 

土地改良区事業の円滑な運営、適正事業

実施の推進を図る。 事
業
の
概
要 

・各事業団体への補助金の交付 

・自治会等への水路管理委託料の交付 

・水環境施設管理委託料の交付（騎西地域） 

事業の実績・成果  

○ 農業用用排水路管理委託料  1,790,420円 

  水路の浚渫や藻狩り、草刈り等を地元の自治会等が中心となって行い、水路機能の維持が図られた。

なお、北川辺地域については、農地・水・環境保全向上対策事業において、水路の管理を実施している。

 

 

 

 

 

 

 

○ 農業経営改善事業資金返済補助金 99,989,235円 

  平成4年度から平成21年度まで実施した、かんがい排水・農道整備・農道舗装事業等による農林 

 漁業資金の償還に充てるため、補助金を交付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 水環境施設管理 100,000円 

  地域住民（田ケ谷、種足、鴻茎地区）による除草や樹木の管理、また、ゴミの回収等の活動を 

 通じ、当該施設の機能保全を図り農村の良好な自然環境の確保に努めた。 

地域名 補助金額 

加 須 915,000円

騎 西 482,118円

大利根 393,302円

合 計 1,790,420円

地域名 地  区 補助団体数 補助金額 

加 須  三俣、礼羽、水深、樋遣川、大越 5 21,937,538円 

騎 西  騎西、田ケ谷、種足、鴻茎、高柳 26 34,833,132円 

北川辺  全域 1 16,549,357円 

大利根  東、原道、元和、豊野 18 26,669,208円 

合 計  50 99,989,235円 
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事 業 名 土地改良区助成事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-08 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 22,049,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 22,343,898円

目 05 農地費 決 算 額 15,245,898円

事
業
の
目
的 

農業用水の安定供給のため各関係団体

と連携して農業用施設の適正な維持管

理を行う。 

事
業
の
概
要 

（1）土地改良区への負担金 

（2）土地改良区実施工事への一部負担 

（3）土地改良区の維持管理への一部負担 

・羽生領島中領土地改良区維持管理負担金（南方用

水路、岡古井落、島中幹線、高柳分水） 

・羽生領島中領土地改良区改修負担金（沼田落、堤

根落） 

・見沼代用水負担金（会の川維持管理） 

・青毛堀用悪水路県単・適正化事業負担金 

・県営基幹水利施設管理事業負担金 

事業の実績・成果  

 各事業団体へ工事費や維持管理費の一部を負担することによって、治水機能が整備され、事業団体と

円滑な事務や調整を果たすことができた。 

 

  １．維持管理事業等に対する負担額及び交付額                 （単位：円） 

 市負担額 摘   要 

869,000 南方用水路、岡古井落維持管理費（加） 

羽生領島中領用排水路土地改良区 

3,987,000
堤根落排水路、水路等環境整備維持管理

（大） 

299,086
土地改良施設維持管理適正化事業（北中曽根

地区）に伴う工事費の一部負担金（加、騎）
備前堀土地改良区 

1,300,000 古笊田落排水路整備補修工事負担金（騎） 

見沼代用水協力協議会 1,037,000 土地改良施設維持管理費一部負担金（加、騎）

埼玉県治水協会 30,000
治水、利水事業の促進及び関係当局への要

請陳情に関する事務の負担金（加） 

見沼代用水土地改良区 4,325,000 会の川管理費及び工事費負担金（加） 

1,005,000 単独事業の工事費の一部負担金（騎） 

青毛堀用悪水路土地改良区 
900,000

土地改良施設維持管理適正化事業（上高柳

地区）に伴う工事費の一部負担金（騎） 

基幹水利施設管理事業 

（利根中央地区） 
1,493,812 県営土地改良事業の一部負担金（加） 

合    計 15,245,898  
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  ２．負担額及び交付額の推移                        （単位：円）  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 33,775,406 22,978,580 27,485,786 23,865,884 15,245,898

旧加須市 19,090,763 10,749,500 10,288,080 12,467,998 8,053,898

旧騎西町 13,939,200 11,489,930 16,014,930 666,430 3,205,000

旧北川辺町 35,000 35,000 35,000 35,000 0

 

旧大利根町 710,443 704,150 1,147,776 10,696,456 3,987,000

 

負担額及び交付額の推移
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事 業 名 冬水活用事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 431-02 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 66,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 66,000円

目 05 農地費 決 算 額 66,000円

事
業
の
目
的 

水環境改善のため、冬期通水を行う。 
事
業
の
概
要 

・利根大堰左岸に係る冬期通水推進連絡会負担金（環

境調査、水質調査、要望活動） 

事業の実績・成果  

 冬季通水のための試験通水を行い、通水による水環境改善状況を把握するため環境調査、水質調査を

行った結果、水質は改善されている。また、国へ冬季における切れ目のない通水及び増量を要望した。

 

 ・事業主体に対する負担額   

 【北川辺地域】 

  利根大堰左岸に係る冬期通水推進連絡会  66,000円 
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事 業 名 会の川整備支援事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 431-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 12,425,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 12,425,000円

目 05 農地費 決 算 額 11,925,000円

事
業
の
目
的 

市街地を流れる貴重な農業用水、生活排

水路であるため地元地域住民の意向を

取り入れながら、護岸改修工事に併せて

環境整備を行い、近隣住民の潤いと憩い

の場を創造する。 

事
業
の
概
要 

・会の川地区水辺再生事業（昭和中付近）工事負担

金 

（事業概要） 

水辺再生事業：事業期間 H20～H22年度 

総事業費 6,975万円（補助率1／2） 

・平成20年度、全体調査・計画（諏訪堰下流から葛

西用水路合流点） 

・平成 21 年度から 22 年度、会の川護岸補修工事、

環境整備及び遊歩道整備を実施 

事業の実績・成果  

 ・見沼代用水土地改良区が実施する水辺再生事業(会の川)について、事業費の一部費用負担を行 

  った。 

 ・水辺再生事業（会の川）整備実施場所 

   浜町地内・・・護岸補修、張出護岸整備 

   久下三丁目地内・・・張出護岸整備、遊歩道整備 

 ・事業主体に対する負担額 

  見沼代用水土地改良区  11,925,000円 

 

 ・水辺再生事業（会の川地区）に対する負担額の推移          （単位：円）  

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 合計 

埼玉県 2,000,000 20,000,000 16,000,000 38,000,000 

加須市 1,000,000 12,075,000 11,925,000 25,000,000 

見沼代用水土地改良区 1,000,000 7,925,000 4,075,000 13,000,000 

合     計 4,000,000 40,000,000 32,000,000 76,000,000 
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事 業 名 ほ場等整備推進事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-02 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 68,326,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 57,705,900円

目 05 農地費 決 算 額 55,716,938円

事
業
の
目
的 

農地の集積を進め、高生産性のほ場を造

成することにより、低コストの農業経営

に対応するとともに、大規模な農業経営

を図る。 事
業
の
概
要 

・施設維持管理適正化事業 

 【低コスト型】 

・県営ほ場整備事業柳生地区（北川辺地域）  

  20ｈａ  1区画 30ａ 

・県営土地改良総合整備事業鴻茎地区 

 （騎西地域） 68ｈａ  

 【従来型】 

・県営ほ場整備事業種足野通川地区 

 （騎西地域） 248ｈａ 

事業の実績・成果  

○ 土地改良施設維持管理適正化事業賦課金  852,000円 

   加須地域 （第31期生、第33期生 不動岡揚水機場組合ポンプ盤修繕） 

   北川辺地域（第32期生 飯積排水路補修） 

＊ 土地改良施設維持管理適正化事業により工事を実施するための埼玉県土地改良事業団体連合会への拠

出金及び賦課金である。 

○ 県営土地改良事業の実施に係る負担金  48,605,515円 

    騎西  31,743,015円 

     ・鴻茎地区（第1期 6,650,000円、第2期 9,737,500円） 

     ・種足野通川地区（第1期 6,176,000円、第2期 9,179,515円） 

  北川辺 16,862,500円 

          （第1期 5,700,000円、第2期 11,162,500円） 

○ ほ場整備に伴う道路拡幅部農用地決済金   886,400円 

  北川辺（柳生地区ほ場整備） 

○ 土地改良区事業補助金                   536,000円 

   騎西（種足野通川土地改良区） 

   円滑な事業運営に資するため、土地改良区の運営費の一部を助成。 

○ ほ場整備業務委託            4,543,350円 

  北川辺 ・柳生地区登記申請書等作成             3,493,350円 

           ・農業経営高度化支援事業(調査・調整事業)1,050,000円 
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事 業 名 農地利用集積円滑化事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 512-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 8,814,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 15,796,000円

目 05 農地費 決 算 額 15,696,663円

事
業
の
目
的 

耕作できなくなった農地を担い手農家

に集積することにより、農地の荒廃を防

ぐとともに、効率的かつ安定的な農業経

営の実現に資する。 

事
業
の
概
要 

農業委員会等と連携して、規模縮小又は離農した地

権者から農地を預かり、担い手農家へ貸し出し、農

地利用集積の円滑化を図る。 

事業の実績・成果  

農業委員会等と連携して、耕作できなくなった農地を地権者から預かり、担い手農家に集積して利用

権を設定し、農地利用集積と効率的な農業経営の支援に努めた。 

【新規分】 

○ 市が農地所有者から委任（委任契約が必要）を受けて、所有者に代わり、農地の貸付を行った実績

・ 利用権設定面積： 201,017㎡ 

・ 補助金額   ：4,020,340円（1,000㎡当たり20,000円） 

 

○ 市が所有者から農地を借りて、耕作希望者に農地の貸付を行った実績 

・ 利用権設定面積： 137,555㎡ 

・ 補助金額   ：2,751,100円（1,000㎡当たり20,000円） 

 

【既存分】 

○ 市が所有者から農地を借りて、耕作希望者に農地の貸付を行った実績 

・ 利用権継続面積：1,154,018㎡ 

・ 賃借料支払  ：8,882,672円 

 （上記賃借料は、市が担い手農家から賃貸料として収入し、所有者に賃借料として支出した金額）
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事 業 名 水路維持管理助成事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-07 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,700,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,700,000円

目 05 農地費 決 算 額 453,600円

事
業
の
目
的 

農業用用排水路の汚泥を浚渫し通水機

能の保全に努める。 

事
業
の
概
要 

市街化調整区域内の自治会及び志多見土地改良区内

の農業用用排水路浚渫補助金。 

（概要） 

 土砂等の堆積により通水能力が低下している水路

について、浚渫工事を希望する場合には加須市水路

浚渫補助金交付要綱に基づき工事費の一部を補助し

ている。市補助金（浚渫：200円／ｍ、重機運搬費：

最高19，000円）地元負担金（浚渫：200円／ｍ） 

事業の実績・成果  

 ・自治会及び志多見土地改良区から申請があった用排水路の浚渫を行い、水路機能の回復を図った。 

 

  １ 水路浚渫について実績 

   ・市補助金  453,600円 

    （加須市地域の自治会７地区へ補助金交付。） 

   ・水路浚渫延長 1,723ｍ 

   ※適用区域：旧加須市区域。 

 

   ２ 事業主体別補助金額の推移                    （単位：円）  

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

各 自 治 会 367,400 724,400 444,200 362,800 453,600 

志多見土地改良区 950,710 307,340 546,260 146,300 ― 

合  計 1,318,110 1,031,740 990,460 509,100 453,600 

 

  ３ 事業主体別事業量の推移                     （単位：ｍ）  

事 業 主 体 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

各 自 治 会 1,027 2,912 1,776 1,334 1,723 

志多見土地改良区 2,293 1,397 2,483 665 ― 

合  計 3,320 4,309 4,259 1,999 1,723 

事業主体別事業量の推移
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事 業 名 災害対策枝線用排水路改修事業 

担 当 課 建設課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-91 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 0円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 6,016,500円

目 05 農地費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

 平成23年3月11日に発生した東北地

方太平洋沖地震により被災した排水路

の応急的な機能回復を図る。 

事
業
の
概
要 

 液状化により排水路内へ噴出した砂の浚渫及び、

破損した排水路構造物の補強を実施する。 

事業の実績・成果  

 東北地方太平洋沖地震で被災した５路線の排水路の機能を応急的に回復するための浚渫及び排水路

構造物を補強するため、3月に災害対策補正で計上したが年度内完了が困難なため、次年度へ繰越明許

を行い工事を実施する。 

 また、排水路５路線については、災害復旧工事（国庫補助）への査定申請のための概要書作成業務を

委託し実施する。 

 
事 業 名 災害対策枝線用排水路改修事業 

担 当 課 建設課（大利根） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-92 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 0円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 13,769,000円

目 05 農地費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

平成23年3月11日に発生した東北地方

太平洋沖地震により被災した水路の機

能回復を図る。 

事
業
の
概
要 

液状化により水路内へ噴出した砂の浚渫及び、破損

した水路構造物の補強を実施する。 

事業の実績・成果  

 東北地方太平洋沖地震で被災した22路線の水路の機能を回復するために浚渫し、水路構造物を補強

するため、23年度へ繰越明許を行い工事を実施する。 

 また、この水路のうち15路線については、災害復旧事業（国庫補助）への査定申請のための概要書

作成業務を委託し実施する。 

 
事 業 名 農業用排水路整備事業（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（大利根） 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 44,269,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 44,269,000円

目 05 農地費 決 算 額 40,601,400円

事
業
の
目
的 

 集落の排水先となる水路を改修し、排

除能力の向上を図る。 
事
業
の
概
要 

 市街化調整区域の集落に於ける水環境の改善を図

る。 

事業の実績・成果  

 経済危機対策臨時交付金を活用し排水路改修を実施するため、平成21年9月議会において補正予算

を行い財源を確保したことから、平成21年度内に測量設計期間の確保、工事施工等の事業完了が困難

なため、繰越事業として４工事５路線の枝線排水路整備工事を実施した。 

 延長＝1,268.3ｍ 
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事 業 名 農業集落排水事業 

担 当 課 下水道課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 452-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 461,883,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 461,883,000円

目 06 農業集落排水事業費 決 算 額 461,883,000円

事
業
の
目
的 

農村生活環境の改善、農業用用排水路の

水質保全及び農業用用排水施設の機能

を維持し、併せて公共用水域の水質を保

全する。 

事
業
の
概
要 

維持管理費や公債費等、農業集落排水事業特別会計

の財源不足を補うものとして、一般会計から繰り出

しをする。 

事業の実績・成果  

○農業集落排水事業特別会計繰出金の推移                   (単位：円) 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 419,805,000 365,342,000 442,706,000 481,748,000 461,883,000

旧 加 須 市 72,920,000 56,251,000 58,530,000 93,462,000 

旧 騎 西 町 346,885,000 298,000,000 370,375,000 363,000,000  

旧大利根町 0 11,091,000 13,801,000 25,286,000 

 

 

 
 

繰出金の推移 
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事 業 名 総合交流ターミナル施設管理運営事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 516-01 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 42,623,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 42,670,775円

目 07 総合交流ターミナル施設費 決 算 額 42,668,634円

事
業
の
目
的 

都市と農村との交流活動を促進する拠

点施設として、地域農業の振興と農村地

域の活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

加須未来館の内、総合交流ターミナル施設の管理運

営を指定管理者に委託する。総合交流ターミナル施

設を活用したグリーン・ツーリズム推進講座、都市

と農村とのふれあい交流イベント、農業体験、フリ

ー・トライデー等の事業を展開する。 

事業の実績・成果  

加須未来館（総合交流ターミナル施設）を拠点として、グリーン・ツーリズム事業を展開することにより、

都市住民との積極的な交流が図られた。 

 管理運営は、指定管理者である財団法人加須市市民活動総合支援財団に委託した。 

                                       （単位：円） 

経 費 名 内     容 金   額 

消耗品費 未来館境界線 占用杭 47,775

保 険 料 建物火災保険料 12,859

委 託 料      管理運営委託料 42,608,000

合 計  42,668,634

 

○ 加須未来館 年度・月別入館者数の推移             （単位：人） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

H18 5,292 12,802 5,209 8,952 14,672 5,898 

H19 6,718 12,237 5,076 8,090 15,444 6,635 

H20 4,895   8,219 2,876 3,894 12,909 6,429 

H21 8,118 13,514 3,649 5,160 10,051 5,978 

H22 7,361 16,151 6,606 4,870 10,816 5,369 

 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間計 

H18 7,087 9,127 4,387 6,211 5,249 5,677 90,563 

H19 6,732 8,737 4,399 6,084 5,092 5,766 91,010 

H20 11,923 10,992 4,735 7,262 6,368 6,557 87,059 

H21 9,492 10,429 4,879 8,015 5,572 7,218 92,075 

H22 8,684 8,648 4,424 6,015 4,673 4,285 87,902 

                                

○ グリーン・ツーリズム推進事業（ふれあいイベント） 

  5月3日（祝）、4日（祝）、5日（祝） 

   春のふれあい感謝祭  来場者数 9,428人 売上金額  968,833円 

  6月26日(土)、27日(日) 

   ラベンダー祭り    来場者数 1,063人 売上金額  302,530円 

  8月7日（土）、8日（日） 

   夏休み子ども広場  来場者数 1,152人 売上金額  224,685円 

  11月13日（土）、14日（日） 

   秋の収穫感謝祭  来場者数 1,891人 売上金額  804,030円 

  1月10日（日） 

   新春子ども広場  来場者数  1,184人 売上金額    96,885円 
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事 業 名 加須未来館周辺景観形成事業 

担 当 課 農業振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 423-02 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,105,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,037,365円

目 07 総合交流ターミナル施設費 決 算 額 749,981円

事
業
の
目
的 

魅力的な景観を形成することによる集

客力の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

加須未来館周辺の遊休農地等において、花き等を栽

培・植栽する。 

事業の実績・成果  

 加須未来館周辺の休耕田等に景観形成作物（コスモス等）の栽培を実施し、加須未来館への集客の向

上及び大越地区の生産調整の推進を図った。 

                                                                                (単位：円) 

経 費 名 内 容    金 額 

消耗品費 肥料・農薬等      346,135

委 託 料 草花栽培委託      403,846

合  計            749,981

                                   

受託者 加須市グリーン・ツーリズム振興組合 
 
  （コスモス）平成22年10月開花（平成22年8月播種） 
        事業面積 播  種  7,655㎡ 
             適正管理  8,766㎡ 
             計    16,421㎡ 
        栽培品種 ブライトライト、イエローキャンパス、コスモス美色混合等 
 
  (花菱草)  平成23年4月開花（平成22年12月播種） 
        事業面積 播  種  4,494㎡ 
             適正管理 11,927㎡ 
             計    16,421㎡ 
        栽培品種 エスコルジア 

 
事 業 名 総合交流ターミナル施設管理運営事業【繰越明許費分】 

担 当 課 農業振興課 

款 06 農林水産業費 当 初 予 算 額 1,297,000円

項 01 農業費 最 終 予 算 額 1,297,000円

目 07 総合交流ターミナル施設費 決 算 額 1,207,500円

事
業
の
目
的 

都市と農村との交流活動を促進する拠

点施設として、地域農業の振興と農村地

域の活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

加須未来館（総合交流ターミナル施設）施設の外周

通路ブロックの改修工事を実施する。 

事業の実績・成果  

 平成21年度地域活性化・きめ細かな臨時交付金により事業を実施したため、3月補正予算に計上し、同時
に繰越明許として対応した。 
 加須未来館（総合交流ターミナル施設）の外周通路ブロックの改修工事を実施した。 

                                       （単位：円） 

経 費 名 内     容 金   額 

工事請負費 未来館施設外周通路ブロック等整備工事 1,207,500

合 計  1,207,500 
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事 業 名 商工管理事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 531-04 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 245,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 245,000円

目 01 商工総務費 決 算 額 86,682円

事
業
の
目
的 

市内商工業や産業の振興を図る。 
事
業
の
概
要 

・商工行政推進に要する一般経費 

事業の実績・成果  

 商工行政推進に要する諸経費 

  ・旅費      6,260円 

  ・消耗品費    75,187円 

  ・印刷製本費     4,200円 

  ・役務費         1,035円 

 
事 業 名 住宅改修等需要促進事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-13 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 1,250,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 1,250,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

地震による建築物の倒壊等の被害から、

市民の生命、身体、財産を保護する。 事
業
の
概
要 

市民が市内施工業者等により自己所有の居宅（昭和

56年5月31日以前に着工した木造住宅）について、

耐震診断、耐震改修を行った場合、その費用の一部

を補助する。 

事業の実績・成果  

１ 住宅改修等需要促進事業補助について下記のとおり積算したが、申請がなかったため事業実績なし。 

 （1）木造住宅耐震改修費  100,000円×10件＝ 1,000,000円 

 （2）木造住宅耐震診断費   25,000円×10件＝   250,000円  （計1,250,000円） 

 

  ＊事業のＰＲ実績 ・補助制度ポスター、チラシを各公共施設に配置（53か所） 

           ・市広報紙に補助制度の案内を掲載 

           ・防災訓練、市民まつり等で補助制度ＰＲ など 

 

 

２ 簡易耐震診断を行うことにより、建築物の耐震化率の向上を図った。 

   簡易耐震診断申請件数の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

簡易耐震診断件数 26 18 13 8 5 

＊平成21年度以前（合併前）の件数については旧加須市のみ（旧騎西町・旧北川辺町・旧大利

根町においては、該当事業なし） 
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事 業 名 であいサポート支援事業 

担 当 課 雇用促進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 552-07 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 1,400,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 1,400,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 1,400,000円

事
業
の
目
的 

結婚希望者の相談に応じ、結婚問題の解

決を図り、労働意欲の向上に努める。 事
業
の
概
要 

結婚相談やお見合いイベントの開催等により、結婚

希望者の出会いをサポートする「加須市結婚相談所

であいサポートⅰ」に助成し、事業の円滑な運営を

側面から支援する。 

事業の実績・成果  

 

 結婚相談やお見合いイベント開催等により、結婚希望者の出会いをサポートする「加須市結婚相談所

であいサポートⅰ」に助成し、事業の円滑な運営を側面から支援することにより、結婚問題の解決を図

り、もって労働意欲の向上に努めた。 

 

 1 平成22年度の活動実績（相談員12人、事務局2人） 

  ○相談・紹介の実績（お互いの条件に適う人を紹介、希望によりお見合いを設定） 

 

    ○イベントの実績（であいの場となるお見合いパーティを開催） 

(1) であいふれあいのつどい（七夕バージョン） 

 7/25開催 男性24人、女性22人、マッチング14組 

(2) であいふれあいのつどい（クリスマスバージョン） 

11/28開催 男性22人、女性20人、マッチング10組 

 

 2 登録者数、紹介者数等の推移 
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 登録者数 相談件数 紹介者数 お見合件数 婚約成立件数

平成18年度 72人 男46・女26 385件 66人 30組 0組

平成19年度 123人 男80・女43 493件 105人 34組 3組

平成20年度 171人 男114・女57 758件 149人 37組 4組

平成21年度 163人 男107・女56 1,080件 227人 58組 4組

平成22年度 193人 男125・女68 1,248件 238人 53組 3組
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事 業 名 にぎわう商店街推進事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 531-02 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 6,598,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 6,598,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 5,434,958円

事
業
の
目
的 

市街地の商店街や地域の商店の賑わい

づくりを促進し、市内商店の活性化及び

商業の振興を図る。 
事
業
の
概
要 

・市内商店会が独自に取り組む賑わい創出事業を支援。

・中小企業診断士等の専門家による個店診断を実施。

・商店主を対象に商売繁盛に繋がる研修会を開催。

・一店逸品事業を支援する。 

・商店街等が実施する販売促進賑わい創出事業を側

面から支援する。(空店舗活用・まちかど美術館、ま

ちなか賑わいﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、商店街ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催等) 

・騎西地域商店街活性化事業を支援する。(奇彩ハロ

ウィン開催、スタンプ会事業) 

事業の実績・成果  

１ 事業費（にぎわう商店街推進事業全体） 

  (１) 報酬費  282,000円 

  (２) 旅費    15,740円 

  (３) 消耗品費 118,518円 

  (４) 食糧費    9,600円 

  (５) 印刷製本費     0円 

    (６)  委託料   50,490円 

  （７） 借上料  694,610円 

  (８) 補助金 2,449,000円(加須地域)、1,815,000円(騎西地域) 

      

２ 商店街(会)独自の賑わい販促イベントへの支援 

 (１) 主なイベント実施状況（にぎわい創出・販売促進事業） 

開催日 事業名 事業実施商店街（会） 来場者（人） 

H22.4.3   桜ミッドナイト 不動岡奉仕会 2,000

H22.6.12 第57回ナイトバザール 加須駅通り商店会 1,200

H22.8.7 夕涼みにイカナイト 不動岡奉仕会 1,800

H22.8.28 第58回ナイトバザール 加須駅通り商店会 1,200

H22.8.28 まちなかちょこっとグルメ市 加須ぎんざ商店会 600

H22.10.30 おかげさんままつり 本町商店会協同組合 300

H22.11.6 第59回ナイトバザール 加須駅通り商店会 1,200

H22.12.31 千方神社 年越祭 千方商店会 500

H23.2.3 節分会 福の市 不動岡奉仕会 11,000

  計 19,800

 

 

 

 

 

 

                   

                 ←                        ← 

                 ちょこっとグルメ市                  おかげさんままつり



 405

(２) 商店街（会）別補助金交付状況 

 

商店街（会）名 事業費（円） 補助対象経費（円） 補助金額（円） 

加須一番街商店会 276,352 196,352 97,000

千方商店会 32,500 16,500 8,000

加須市本町商店会（協） 127,481 117,921 38,000

加須ぎんざ商店会 695,927 278,267 138,000

加須駅通り商店会 1,998,728 1,631,778 536,000

中一大通り商店会 25,410 25,410 12,000

西大門商店会 125,590 25,590 12,000

不動岡奉仕会 940,813 904,678 438,000

合計 4,222,801 3,196,496 1,279,000

    

事業費と補助金交付額の推移
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 中心市街地商店街や地域の商店街の賑わい創出と商業振興を図るため、中心市街地スタッフ会議や商

店街、加須市商工会、騎西商工会、市内小中学校等と連携協力を図り一体となって、個店魅力アップと

まちなか賑わい創出に取り組んだ。 

 

３ 個店魅力アップ 

(１) 個店魅力アップサポート事業 

  魅力的な個店、商店街づくりに取り組む商業者を支援するため、個店の経営診断を希望する市内商

業経営者に対し、中小企業診断士等の専門家による個店診断を実施した。 

 【個店診断の状況】 

年度 個店 商店街 計 研修会開催回数 事業費 

H18 1件 ― 1件 ― 50,000円

H19 ―  ― 1回 147,000円

H20 1件  1件 ― 25,000円

H21 1件  1件 1回 150,000円

H22 3件  3件 ― 150,000円

  ※H18～H21は旧加須市のみ 

 

(２) 一店逸品事業 

  第3弾「一店逸品開発事業」支援 

   市内の商店・事業所の特色づくりや、いわゆる「売り」を作り出し、個店の魅力を高め、商売繁
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盛につなげるための取り組みである「一店逸品開発事業」を新市全域へ拡大を図った。  

   ※H20、H21は旧加須市のみ。 

  ・参加店舗数 78店舗（加須地域52、騎西地域12、 

              北川辺地域7、大利根地域7） 

  ・総事業費  3,644,245円（加須市商工会、騎西商工会、 

                北川辺商工会、大利根商工会） 

  ・補助金     900,000円 

 

 

４ まちなか賑わい創出 

(１) 加須駅通り商店会第57回ナイトバザールを支援 

  ・開催日  平成22年6月12日（土） 

  ・場  所  加須駅通り商店街の空き店舗（丸加ビル1階 旧レオパレス店舗） 

  ・内  容  新市誕生を記念し「新しい加須名物」販売コーナーとして2店舗出店。 

  ・開催経費  5,000円（空き店舗借上料） 

(２) まちなか賑わいフェスティバルを支援 

  ・開 催 日  平成22年8月28日(土) 

  ・場  所  千方神社（中央二丁目地内） 

  ・主  催  まちなか賑わいフェスティバル実行委員会（加須市商工会観光委員会） 

  ・賑わい創出人数  6,000人 

  ・総事業費  966,776円 

  ・補助金額  100,000円 

(３) 中心市街地得々クーポンセールへの支援 

  ・開 催 日  平成22年10月29日(金)30日(土)31日(日) 

  ・場  所  中心市街地7商店街 

  ・主  催  中心市街地スタッフ会議、加須市商工会 

  ・参加店舗  37店舗 

  ・総事業費  528,555円（新聞折込チラシ33,000部ほか） 

  ・補助金額  170,000円 

  ・来店客数  1,480人 

(４) 新市誕生記念「秋のまちなか商店街フェスティバル」を開催 

  中心市街地得々クーポンセールと同時開催で、まちなか商店街フェスティバルを開催した。 

  ・開 催 日  平成22年10月30日（土） 

  ・場  所  中心市街地7商店街 

  ・内  容  ①こども商店街：12店舗が協力店となり市内22小学校の64人の児童が参加。 

         ②ワンコインラリー：16店舗参加。 

         ③マルシェde加須：15店舗が出店し、135人が来場。 

         ④ライブ＆パフォーマンス：加須市観光大使やシンガーソングライターが出演し

85人が来場。 

         ⑤カブトムシ型巨大ロボット展示パフォーマンス：319人来場。 

         ⑥加須市まちかど美術館：市内21小学校693人の児童の作品を商店街に展示。 

         ⑦空き店舗活用（介護予防コーナー、こどもギャラリー、加須市のＰＲコーナー）：

189人が来場。 

         ⑧第4回リフォームフェア：市内24の建設事業所や住宅関連メーカーが参加し50

人の来場。 

  ・開催経費  出演者謝金等 132,000円 

         消耗品     38,200円 

         食糧費     9,600円 

         委託料     50,490円 

         借上料    689,610円 

まちなか賑わいフェスティバル 



 407

 

（５）騎西商工会スタンプ会事業への支援 
   ・総事業費 1,044,810円 
   ・補助金額  500,000円 
   ・実施内容（主催 彩の町騎西スタンプ会）    
   ①ありゃりゃーい市  
    開 催 日 平成22年12月5日（日） 
    場  所 玉敷神社 
    来 場 者 2,500人 
   ②グランドゴルフ大会 
    開催日 平成22 年10月23日（土） 
    場 所 藤ノ木公園   
    参加者 96人 
   ③成田山初参り  
    開催日 平成23年2月6日（日） 
    場 所 成田山 
    参加者 34人 
(６) 騎西商工会情報関連支援事業      

   ・総事業費 1,252,980円 

  ・補助金額  550,000円 
  ・実施内容（主催 騎西商工会）  
   ①パソコン講習会 
    ・ワード入門コース（毎週水曜日） 
    ・エクセル入門コース（毎週木曜日） 
    ・特別講座（毎週土曜日） 
    場  所  騎西生涯学習センター 
    開催回数  延べ114回 
    参加者数  延べ974人 
（７）奇彩ハロウィン開催支援事業 
  ・総事業費  973,854円                

  ・補助金額  765,000円 
  ・実施内容 （主催 騎西商工会）             奇彩ハロウィン 

 仮装パレード、仮装コンテスト、スタンプラリー          
  ・参加者数  来場者 5,000人 仮装コンテスト65組 

       スタンプラリー 750人 
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事 業 名 地域通貨発行事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 531-07 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 446,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 446,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 401,081円

事
業
の
目
的 

地域通貨を流通させ、地域商業の振興・

活性化を図る。 
事
業
の
概
要 

・敬老会に招待される75歳以上の高齢者へ地域通貨

「ちょこっと券(300円）」を配布する。（全市展開）

・元気な高齢者等が生活支援を必要とする高齢者等

の生活支援を行い、そのお礼として、地域通貨を受

け取り、流通させる「ちょこっとおたすけ絆サポー

ト事業」を支援する。 

事業の実績・成果  

１ 高齢者向けちょこっと券発行事業 

 加須市社会福祉協議会、加須市商工会、騎西商工会、北川辺商工会、大利根商工会、高齢者福祉課と

連携して、地域通貨「ちょこっと券（300円）」を75歳以上の高齢者に配布し、協力店での買い物利用

を促進し、市内商店の振興を図った。 

 ・ちょこっと券配布枚数  12,064枚（発行総額3,619,200円） 

 ・ちょこっと券利用期間  平成22年9月1日～12月31日 

 ・ちょこっと券利用枚数  7,357枚（利用率61％） 

 ・協力店売上金額（推計） 9,283,150円 

 ・協力店数        663店舗 

 ・事業費 

      ちょこっと券デザイン委託    18,900円 

       ちょこっと券印刷          65,500円 

    ちょこっと券配布用封筒     31,474円 

    協力店ポスター印刷用プリンターカラートナー 83,790円 

    その他消耗品           1,417円 

                計   201,081円 

 

２ ちょこっとおたすけ絆サポート事業の支援 

 ・総事業費  2,639,236円（加須市商工会）  

 ・補助金額   200,000円 
 ・平成２２年７月１日から 加須地域（旧加須市全域）にサービス利用地域拡大。 
 ・平成２３年４月１日から 加須市全域にサービス利用地域拡大。 

 利用会員登録数 サポーター登録数 取扱店舗数 券販売枚数 券換金枚数 活動時間数 

H21年度(H22.1～3月) 19 39 383 52 4 17

H22年度(H22.4～3月) 155 78 627 1,585 796 697

前年度比 8.1倍 2倍 1.6倍 30.4倍 199倍 41倍

 

お手伝いサービスの内容 平成21年度(H22.1～3月) 平成22年度(H22.4～3月) 累計 

買物代行、犬の散歩代行など 10 76 86

買物や通院など外出の付き添い、話し相手 0 337 337

掃除や洗濯・部屋の模様替えなど 2 142 144

庭の草むしりや芝刈り・枝の切り落としなど 5 139 144

その他 0 3 3

合  計 17 697 714 



 409

 

事 業 名 市（いち）の復活促進事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 531-08 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 146,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 146,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 45,000円

事
業
の
目
的 

まちなかに賑わいと活気を取り戻すと

ともに、地域コミュニティの担い手とな

る商店街や商店の活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

「市（いち）」の復活促進 

・市内で場所や日時、販売品目等を決めて、集合販

売をする「市（いち）」の開催を促進・支援し、定期

的な賑わい創出を図っていく。(商店街や商業後継

者、NPO法人等の市民団体等) 

事業の実績・成果  

 まちなかに賑わいと活気を取り戻すとともに、地域コミュニティの担い手となる商店街や商店の活性

化を図るため、地産地消・農商連携の「市（いち）」の開催を促進支援した。 

 

１ 事業費 

 ・消耗品費  45,000円（横断幕、連続旗） 

 

２ 「市（いち）」の開催 

(１) まちなかちょこっとぐるめ市 

  ぎんざ商店会と連携して、加須市観光大使の赤荻一也さんのピザ回しアクロバットショーとあわせ

て開催。  

  ・開催日  平成22年8月28日（土） 

  ・場 所  ぎんざ商店街駐車場 

  ・出店数  12店舗 

  ・賑わい創出人数 600人 

(２) マルシェde加須 

  秋の商店街フェスティバルにおいて、市民団体鯉つながりの会と連携して「マルシェde加須（ま

ちなか収穫市）」を開催。 

  ・開催日  平成22年10月30日（土） 

  ・場 所  会の川親水公園および 

        埼玉りそな銀行第2駐車場 

  ・出店数  15店舗 

  ・賑わい創出人数 135人 

(３) 実行委員会の立ち上げ 

  ・反省会開催（平成22年11月24日） 

  ・意見交換会開催（平成22年12月17日） 

  ・「マルシェde加須」実行委員会の委員を募集開始（平成23年1月24日～）。 

  ・第１回「マルシェde加須」実行委員会開催(平成23年2月15日) 

  ・先進地視察（平成23年3月11日、北本あきんど市） 

  ・第2回「マルシェde加須」実行委員会開催（平成23年3月15日） 
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事 業 名 企業内人権教育指導者育成事業 

担 当 課 産業政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-03 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 65,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 65,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 64,700円

事
業
の
目
的 

人権・同和問題に対する理解と認識を深

め、企業の社会的責任と自覚を促すた

め、企業内人権教育指導者を育成する。

事
業
の
概
要 

企業内人権指導者研修会を開催し、企業内指導者の

育成と資質の向上を図る。（人権問題指導者研修会と

の共催） 

事業の実績・成果  

 

人権・同和問題に対する理解と認識を深め、企業の社会的責任と自覚を促すため、企業内人権指導

者研修会を開催し、企業内における指導者の育成と資質の向上を図った。 
 

 １ 対象企業 

   平成21年度に引き続き、参加対象企業を正規雇用社員数5名以上の企業とした。合併に伴い旧

加須市で実施していた事業を騎西地域、大利根地域、北川辺地域の事業所に拡大した。 

   商工会会員、工業団地立地企業、上下水道業者、建設工事業者、8業士（弁護士、司法書士、土

地家屋調査士、税理士、社会保険労務士、弁理士、海事代理士、行政書士）、探偵業者、他関連団

体など 約854社 

 

  ２ 企業内人権指導者研修会実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 企業内人権指導者研修会の実施状況の推移 

 H18 H19 H20 H21 H22 

研修回数  （回） 5 5 5 5 5 

対象企業数（社） 352 379 529 520 854 

参加企業数（社） 54 62 74 61 96 

参加人数  （人） 55 64 76 61 103 

参 加 率  （％） 15 16 14 12 11 

修了証交付者（人） 3 5 11 6 11  

期　　日 テーマ     講          師
参加
企業
(社）

参加
人数
（人）

10/14(木)
　「精神障害と人権」
　（障がい者の人権）

　竹内　政治
（埼玉県精神障害者団体連合会ポプリ事務局
長）

25社 27人

10/28(木)
　「児童虐待について」
　（子どもの人権）

　表現倶楽部　言の葉
（市民活動団体）

18社 18人

11/4(木)
　「人権課題の現状と解決のために」
　（女性・高齢者・外国人の人権）

　會田　敏之
(埼玉県東部教育事務所主任社会教育主事） 13社 15人

11/15(月)
　「携帯インターネット等と人権」
　（インターネット等による人権）

　福井　亨
（ソフトバンクモバイル㈱総務本部CSR推進部担
当部長）

24社 25人

11/22(月)
　「同和問題について」
　（同和問題）

 　山本　道夫
（部落解放同盟埼玉県連合会統制委員長）

16社 18人

  合計 96社 103人
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事 業 名 商工業振興助成事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 532-01 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 34,374,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 34,374,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 34,244,000円

事
業
の
目
的 

市内中小企業の振興と経営の安定化を

図る。 事
業
の
概
要 

市内商工業団体等(10 団体)が経営や技術の改善、販

路拡大等のため取り組む各種事業に対し助成を行

う。 

事業の実績・成果  

 市内中小企業の経営や技術の改善発達、販路拡大を図るため、市内商工団体が実施する各種事業を側

面から支援し、市内の商業工業の振興を図った。 

                                       （単位：円） 

事業主体（事業内容） 総事業費 市補助金 自己資金等

加須市商工会 

（1）経営改善普及事業（小規模事業経営支援事業） 

 ・小規模事業者を対象とした相談、指導、講習会、 

  研修会等の開催 

（2）地域総合振興事業 

 ・商業関連事業（マルシェｄe加須、一店逸品運動）

 ・工業関連事業（異業種交流・意見交換会の開催等）

 ・建設関連事業（第4回リフォームフェアの開催等）

 ・料飲環衛関連事業（技術、経営講習会等） 

 ・青年部関連事業（利根スカイフェティバル、創立40

  周年記念事業の開催等） 

 ・女性部関連事業（第2回エコフェスタ、結婚相談等）

 ・観光委員会（賑わいフェスティバル、手書き鯉のぼ

  り教室等） 

 ・合併関連勉強会・会議等の開催 

106,592,195 19,000,000 87,592,195

加須市鯉幟組合 

・共同広告事業の実施（商工会館内展示ブース陳列、駅

前広場掲揚塔に鯉幟セット掲揚、野立て看板、ミニ鯉幟

の配布） 

1,981,023 70,000 1,911,023

加須手打うどん会 

・うどんマップの配布、統一のぼり旗の掲揚、案内看板

の設置、スタンプラリー、手打ちうどん教室、商工まつ

りや各種物産展への参加、地粉｢あやひかり｣を使ったう

どんの普及推進 

・創立20周年記念として、11月に行われた｢埼玉Ｂ級グ

ルメ王決定戦｣に向けて、一般の方からアイデアを募集

し、オリジナル料理コンテストを開催 

6,016,358 360,000 5,656,358

伝統的手工芸品産業奨励 

・手がき鯉のぼり教室講師、見学者及びマスコミ取材対

応、加須市のＰＲ等を実施 

240,000 40,000 200,000
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事業主体（事業内容） 総事業費 市補助金 自己資金等

加須被服協同組合 

・共同販売事業、教育研修事業、外国人技能実習生共同

受入事業、火災共済事業、埼玉県事業資金（短期）の紹

介・あっ旋 

1,623,797 480,000 1,143,797

加須衣料縫製協同組合 

・労務研修会、市民まつり参加（地場産業縫製品展示Ｐ

Ｒ）、県外研修会、共同受注購入等の実施等 

1,433,053 400,000 1,033,053

武州織物工業協同組合 

・ものづくり教室、埼玉伝統工芸会館実演即売、埼玉Ｂ

級グルメ（埼玉物産観光展）、技術研修会、魚つり大会等

1,491,498 50,000 1,441,498

 

合   計 

 

119,377,924 20,400,000 98,977,924

 

 

商工会への補助金推移                             （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市商工会 20,000,000 19,000,000 19,000,000 19,000,000 19,000,000

騎西商工会 6,804,000 6,804,000 6,804,000 6,804,000 6,804,000

北川辺商工会 4,000,000 4,000,000 4,000,000 4,000,000 4,000,000

大利根商工会 3,040,000 3,040,000 3,040,000 3,040,000 3,040,000
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事 業 名 住宅改修等需要促進事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 523-03 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 9,560,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 9,560,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 8,015,000円

事
業
の
目
的 

市民の消費を促し、もって居住環境の向

上・地域経済の活性化を図る。 事
業
の
概
要 

市民が市内施工業者により自己所有の居宅を改修す

る場合、その工事費用の一部を助成することにより、

市民の消費を促すとともに、市内事業者の工事受注

機会の拡大を図る。 

事業の実績・成果  

 市民が市内施工業者により自己所有の居宅を改修する場合、その工事費用の一部を助成することによ

り、市民の消費を促すとともに、市内事業者の工事受注機会の拡大を図る。 

・対象工事：200千円以上（税抜）・補助率：工事費用の5％ ・助成金交付限度額：50千円 

 

○補助件数の推移（H22年度から新市全域となる）             （単位：件） 

 

○補助金額の推移（H22年度から新市全域となる）            （単位：千円） 

 

○補助対象工事金額の推移（H22年度から新市全域となる）        （単位：千円） 

 

 

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 203 189 119 199 215

旧加須市 124 90 72 122 

旧騎西町 79 99 47 77 

旧北川辺町 0 0 0 0 

 

旧大利根町  0 0 0 0 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 7,315 6,392 4,157 7,268 8,015

旧加須市 4,827 3,475 2,825 4,894 

旧騎西町 2,488 2,917 1,332 2,374 

旧北川辺町 0 0 0 0 

 

旧大利根町  0 0 0 0 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 206,065 215,492 131,613 217,533 292,410

旧加須市 138,395 139,803 96,081 155,031 

旧騎西町 67,670 75,689 35,532 62,502 

旧北川辺町 0 0 0 0 

 

旧大利根町 0 0 0 0 



 414

補助件数の推移
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事 業 名 商店街共同施設助成事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 531-01 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 2,067,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 2,067,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 1,845,400円

事
業
の
目
的 

商店街の近代化及び美化を促進し、商店

街の振興や安心安全なまちづくりに資

する。 

事
業
の
概
要 

商店街等街路灯の電灯料の一部を助成する。（1 灯に

つき年間1,800円） 

商店街等の駐車場借上に対する助成を行う。 

事業の実績・成果  

 商店街の近代化や美化促進し、商店街の振興を図るため、商業団体が共同で設置した街路灯等の維持

管理を側面から支援し、安心・安全なまちづくり及び商店街の環境整備を促進した。 

 ※加須地域においてのみ実施している事業である。 

 

１ 街路灯電灯料補助の推移 

区  分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

団 体 数 18 18 18 18 18

灯  数 956 959 966 945 928

補助金額 1,741,050 1,726,200 1,738,800 1,701,000 1,670,400

 ※補助基準 年間1基につき1,800円 

 

２ 街路灯新設補助の推移 

区  分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

基  数 0 0 0 0 0

補助金額 0 0 0 0 0

※1基当たりの額 工事費査定額を設置基数で除した額の3分の1以内の額。(限度額100,000円/基)

 

３ 街路灯補修補助の推移 

区  分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

団 体 数 0 0 0 1 0

補助金額 0 0 0 122,550 0

※工事費査定額の15パーセント以内の額 

 

４商店街駐車場借上補助の推移 

区  分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

補助金額 211,000 200,000 200,000 200,000 175,000

※駐車施設（乗用車10台以上の能力を有するものに限る） 

※借地の場合 借地料の50パーセント以内の額（1平方メートル当たり月額200円を限度） 
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事 業 名 事業資金融資あっ旋事業 

担 当 課 産業政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 523-06 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 277,000,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 277,000,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 277,000,000円

事
業
の
目
的 

市内中小企業の経営の安定と設備の近

代化・事業の拡大等を促進する。 事
業
の
概
要 

市内中小企業者に対し、必要な事業資金（特別小口

資金、事業資金、不況対策資金）の融資あっ旋を行

う。 

事業の実績・成果  

 

市内中小企業者に対し、必要な事業資金（特別小口資金、事業資金、不況対策資金）の融資あっ旋

を行い、経営の安定と設備の近代化・事業の拡大等を促進した。 

 

 ○緊急支援対策の延長 

   不況対策資金の申込み対象要件の緩和措置を、平成23年1月1日から平成23年12月31日まで

延長した（最近 3 か月間の平均売上高と、前年又は前々年のいずれかの年の同期の平均売上高とを

比較した減少率を10％から3％へ緩和）。 

  

 １ 預託内容等 

平成22年度 預託金額 平成22年度末 融資残額 

(1) 小口資金 43,000,000円 87,304,000円 (46件)

(2) 事業資金 72,000,000円 121,255,000円 (25件)

(3) 不況対策資金 162,000,000円 136,156,000円 (25件)

 

 ２ 融資あっ旋の状況（融資あっ旋件数、金額の推移）             

                                      （単位：千円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 
区 分 

件数 金額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 

旧加須市

小口資金 
16 96,600 6 36,900 4 16,950 0 - 1 4,000

旧加須市

事業資金 
1 20,000 3 17,000 7 34,500 9 83,000 11 68,500

旧加須市

不況対策 
0 - 0 - 7 71,000 13 98,500 5 19,500

旧大利根町

小口資金 
0 - 0 - 1 10,000 0 -  

合  計 17 116,600 9 53,900 19 132,450 22 181,500 17 92,000

     ※融資あっ旋後、取消になった案件を含む。（平成22年度は取消になった案件なし。） 

     ※旧騎西町、旧北川辺町は過去4年間実績なし。 
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事 業 名 中小企業融資支援事業 

担 当 課 産業政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 523-05 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 11,860,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 11,860,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 4,146,946円

事
業
の
目
的 

市内中小企業の経営の安定と設備の近

代化・事業の拡大等を促進する。 事
業
の
概
要 

①中小企業資金利子補給 

②市制度融資保証料補助 

③代位弁済補填 

事業の実績・成果  

 

事業資金等の融資あっ旋を行った中小企業者に対し、保証料助成や利子補給を行い、市内中小企業の

経営の安定と設備の近代化・事業の拡大等を促進した。 

 

 ○緊急支援対策の延長 

   保証料助成額の引き上げ措置を平成23年1月1日から平成23年12月31日まで延長した。 

   （支払った保証料の50％を100％に引き上げ） 

 

 1 中小企業資金利子補給 

      完済後の利子補給制度と毎年利子補給制度の選択制。完済後の支払利子額の20%か、年間支払利

    子額の20%を補助。 

 

      利子補給額等の推移                                                   （単位：件/円） 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

小口資金 
16件 

749,206 

14件 

665,929 

7件 

357,171 

21件 

1,374,260 

7件 

209,754 

事業資金 
0件 

- 

0件 

- 

0件 

- 

5件 

267,909 

7件 

133,426 

不況対策資金 
0件 

- 

0件 

- 

0件 

- 

1件 

19,591 

5件 

127,276 

起業家育成資金 
0件 

- 
0件 

- 

0件 

- 

0件 

- 

0件 

- 

県短期事業資金 
7件 

189,861 

6件 

221,175 

6件 

237,016 

5件 

175,169 

4件 

79,051 

旧騎西町 

小口資金 

0件 

- 

1件 

5,684 

1件 

3,602 

0件 

- 

0件 

- 

合 計 
23件 

939,067 
21件 

892,788 

14件 

597,789 

32件 

1,836,929 

23件 

549,507 

※完済後に支払った利子の20%以内（平成21年度・平成22年度は毎年利子補給分も含む。） 

 毎年利子補給･･･1年間（1月～12月）に支払った利子の20％を補助する。 

        平成22年度 毎年利子補給件数 11件 

               毎年利子補給補助金額 257,086円 

        平成22年度に実行された融資18件のうち毎年利子補給を選択した事業所5件 
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  【旧加須市の制度】 

    完済後の利子補給か、毎年利子補給かの選択性。 

    毎年利子補給･･･1年間（1月～12月）に支払った利子の20％を補助。 

    完済後･･･支払った利子の20％を補助。 

    【旧騎西町の制度】  

        毎年利子補給･･･1年間（1月～12月）に支払った利子の20％を補助。 

  【旧北川辺町の制度】 

        完済後…支払った利子の15％以内を補助。該当実績なし。 

   【旧大利根町の制度】 

         完済後…支払った利子の1／貸付年利率を補助。該当実績なし。 

     

 2  市制度融資保証料補助 

    保証協会に支払った保証料の全額を300千円を上限に補助。 

 

   保証料補助額等の推移                            (単位：件/円） 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

小 口 資 金 
16件 

2,331,511 

8件 

998,905 

4件 

230,934 

0件 

- 

1件 

66,000 

事 業 資 金 
1件 

300,000 

0件 

- 

9件      

707,412 

7件      

1,094,450 

8件      

1,761,790 

不況対策資金 
0件 

- 

0件 

- 

5件      

957,610 

14件

2,757,324 

5件 

536,799 

起業家育成資金 
1件 

92,400 

0件 

- 

0件 

- 

0件 

- 

1件 

300,000 

合 計 
18件 

2,723,911 
 8件 

998,905 

18件 

1,895,956 

21件 

3,851,774 

15件 

2,664,589 

   ※補助額 

    保証協会に支払った保証料の1/2(上限300千円)。 

    H20.12.1～H23.12.31は緊急支援対策の延長により全額(上限300千円)。 

   ※旧騎西町、旧北川辺町、旧大利根町は該当事業なし。 

 

 3 代位弁済補填 

      未返済額の10％＋利息を補填。 

 

   代位弁済補填金等の推移                        （単位：件/円） 

区 分 H18 H19 H20 H21 H22 

補 填 金 額 
1件 

343,575 

2件

1,362,999 

0件 

- 

 3件

560,686 

1件 

932,850 

   ※旧騎西町、旧北川辺町、旧大利根町は過去4年間において該当実績なし。 
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事 業 名 起業家育成資金融資あっ旋事業 

担 当 課 産業政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 524-01 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 50,000,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 50,000,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 50,000,000円

事
業
の
目
的 

起業家を育成し、次代の本市を支える産

業の育成や地域経済の活性化を促す。 事
業
の
概
要 

新規で事業を興す起業家または起業して間もない創

業者を資金調達面で支援する。 

事業の実績・成果  

  

 新規で事業を興す起業家または起業して間もない創業者を資金調達面で支援することにより、次代の

本市を支える産業の育成や地域経済の活性化を促した。 

 

 1 制度の周知 

    融資あっ旋促進ＰＲポスターや案内チラシを市内金融機関や公共施設等に配布するとともに、

広報紙（4月、5月、12月号）に記事を掲載するなど、制度の周知に努めた。 

 

2 平成22年度預託金額 50,000,000円  

 

 3 融資あっ旋に関する相談件数  12件 

 

 4 融資あっ旋実績 

・融資あっ旋件数            1件 

   ・融資あっ旋金額        7,900,000円 

   ・平成22年度末融資残額         1,200,000円（1件） 

 

   融資あっ旋件数等の推移 

区分 H18 H19 H20 H21 H22 

融資あっ旋 

件数 
1件 0件 0件 0件 1件 

融資あっ旋 

金額 
3,000,000円 0円 0円 0円 7,900,000円

      ※旧騎西町、旧北川辺町、旧大利根町は過去4年間において該当実績なし。 
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事 業 名 企業立地促進事業 

担 当 課 産業政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 521-01 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 837,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 837,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 345,021円

事
業
の
目
的 

市内への企業立地を促進するとともに、

工業の振興を図り、産業の活性化と新た

な財源確保に努める。 

また、ICT（情報通信技術）や新エネルギ

ー、環境配慮企業など21世紀型の産業集

積に取り組む。 

事
業
の
概
要 

①民有地物件情報の収集提供 

②企業訪問 

③エコ産業団地づくり（産業活性化）サポート 

④騎西城南産業団地等、工場適地への企業立地促進

事業の実績・成果  

 

 市内への企業立地を促進するとともに、工業の振興を図り、産業の活性化と新たな財源確保に努めた。
 
 1 民有地物件情報の収集提供 

  ・相談件数 10件（その他軽易な相談 約30件） 

  ・空き物件等の情報提供 3件 

   相談件数の推移 

H18 H19 H20 H21 H22 

25件 12件 0件 1件 10件 

                  ※平成21年度までは旧加須市のみ実施 
 
 2 企業訪問  

  市内企業の実態や行政への要望等を把握し、実情に即した商工労働振興施策を展開していく基礎資

料とするため、企業訪問を実施した。 
  ・訪問企業数 47社（工業団地立地企業：33社 その他企業：14社） 

工業団地名 加須 加須大利根 下高柳 むさしの 騎西 

件   数 4 9 4 4 3 

工業団地名 藤の台 豊野台 六軒 その他 

件   数 2 4 3 14 

 

 
 3 エコ産業団地づくり（産業活性化）サポート 

   ・快適かぞ市民活動への参加誘導（4工業団地協議会が参加） 

  ・彩の国ビジネスアリーナ出展助成（H23.1 加須市・騎西商工会工業部会） 
 
 4  騎西城南産業団地等、工場適地への企業立地促進 

  ・県企業立地課との連携・協力により、6区画中4区画を分譲 

 

 

１号区画 
分譲済 

３号区画
分譲済 

４号区画
分譲済 

６号区画
分譲済 
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事 業 名 豊野台テクノタウン管理センター管理事業 

担 当 課 環境経済課（大利根） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 523-07 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 4,529,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 4,529,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 3,861,397円

事
業
の
目
的 

豊野台テクノタウン管理センターの利

用を促進し、商工業の振興を図る。 事
業
の
概
要 

・豊野台テクノタウン管理センターの施設貸出の受

付代行 

・センター管理に必要な維持管理経費 

事業の実績・成果  

○大利根豊野台テクノタウン工業団地内にある管理センターの運営及び管理業務を実施した。 

 なお、管理業務（さわやかほーむ・会議室等の管理）においては、大利根商工会に業務委託を行って

いる。 

 

 

 

 利用状況の推移                              単位：人 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

さわやかほーむ

利用者数 

2,454 3,723 2,868 2,704 2,276

 

 

【支出の内訳】 

  ・消耗品費（トイレットペーパー等）                 6,800円 

  ・光熱水費（電気、水道）                    1,595,747円 

  ・印刷製本費（帳票印刷）                      17,640円 

  ・修繕料（電気盤修理等）                     460,918円 

  ・手数料（浄化槽清掃、検査手数料）                266,575円 

  ・保険料（建物火災保険料）                     5,587円 

  ・委託料（警備、浄化槽清掃・保守、管理センター業務等）     1,469,280円 

  ・使用料（ＮＨＫ放送受信料）                    14,910円 

  ・借上料（清掃用品レンタル）                    23,940円 
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事 業 名 スポーツ遊学館運営事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 543-01 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 4,387,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 7,421,500円

目 02 商工業振興費 決 算 額 6,676,206円

事
業
の
目
的 

市民のスポーツレクリエーションの振

興、渡良瀬遊水地の自然とのふれあいを

通した環境学習の推進及び地域住民の交

流の促進を図る。 

事
業
の
概
要 

・施設の管理運営 

・来訪者に対する情報発信 

・レンタサイクル、カヌーの貸し出し 

事業の実績・成果  

 

○渡良瀬遊水地の観光・スポーツ活動の拠点施設として、来訪者に対し地域観光の情報発信等を行った。

 

 利用状況の推移                            単位：人、回、艇 

 

【支出の内訳】 

  ・消耗品費（コピー機ﾚﾝﾀﾙ、ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ児童用ﾍﾙﾒｯﾄ等）         135,265円 

  ・印刷製本費（利用許可申込書）                   29,925円 

  ・光熱水費（電気、ガス、水道）                  511,572円 

  ・修繕料（浄化槽ポンプ等）                     57,425円 

  ・通信運搬費（電話料）                      73,962円 

  ・手数料（浄化槽清掃、検査手数料）                59,938円 

  ・保険料（ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ総合保険）                    43,710円 

  ・委託料（警備、設備保守点検、管理業務委託ｼﾙﾊﾞｰ等）       2,679,392円 

  ・使用料 NHK送受信料                        25,520円 

  ・借上料（清掃用品ﾚﾝﾀﾙ）                     24,997円 

  ・工事請負費（ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ緊急修繕工事等）             3,034,500円 

 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

来館者数 21,042 19,037 16,315 18,347 15,297

自転車（大人） 841 837 844 1,018 819

自転車（子供） 174 152 152 191 134

双眼鏡 3 6 3 3 1

会議室 7 19 5 14 2

カヌー 3 116 50 65 89

ヨット 0 3 2 11 3

シャワー 48 80 88 99 160
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事 業 名 道の駅きたかわべ簡易パーキング管理事業 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 543-02 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 1,616,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 1,616,000円

目 02 商工業振興費 決 算 額 1,453,035円

事
業
の
目
的 

適正な管理により施設の好感度アップ

に努め、農産物販売施設やスポーツ遊学

館の利用者の増加を図る。 

事
業
の
概
要 

パーキング内及び休憩所内（トイレを含む）の清掃

を行うとともに、ゴミの収集・処分を行う。 

事業の実績・成果  

○清掃管理員2人（シルバー人材センター）により、パーキングトイレ・休憩所の清掃、トイレ消耗品

の交換・補充、ゴミの収集・処分を実施し、常に清潔で衛生的に保つことが出来た。 

 

 実施内容  

     清掃員  2人（シルバー人材センター） 

     時 間  8：00～10：00 2時間 

     日 数  365日 

     その他  休憩所窓清掃、軽除草を適宜行う。 

 

【支出の内訳】 

  ・消耗品費（トイレットペーパー、洗剤等）             208,406円 

  ・光熱水費（電気代）                        19,405円 

  ・委託料（シルバー人材センター）                1,225,224円 
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事 業 名 観光宣伝事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 541-02 

款 07 商工費 当 初 予 算 額 13,546,000円

項 01 商工費 最 終 予 算 額 13,546,000円

目 03 観光費 決 算 額 13,377,131円

事
業
の
目
的 

交流人口の増加を図り、賑わいの創出と

地域経済の活性化を図る。 

事
業
の
概
要 

・新市誕生記念埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦加須

大会を開催する実行委員会に対し、その費用を助成

する。 

・新市観光ガイドブックを作成する。 

・ロケ地発掘・誘致支援(フィルムコミッション)を

行う。 

・加須市観光協会への助成を行う。 

・観光大使100人構想を推進する。 

・日帰り観光ネットワークを検討する。 

事業の実績・成果  

 観光客を誘致し、賑わいの創出と地域経済の活性化を図るため、市内の観光協会への支援を行ったほ

か、加須市での「埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦」開催や新市全域の観光ガイドブックを新たに作成し、

観光事業の振興と普及を図った。 

 また、平成23年度から利用開始となる「かぞ観光レンタサイクル」の整備を実施したほか、市内で

の映画やドラマ等の撮影支援を積極的に行った。 

 

１ 事業費内訳 

(1)観光協会への助成 

・加須市観光協会        3,888,000円 

・騎西観光協会         3,277,000円 

・北川辺観光協会         510,000円 

・童謡のふる里おおとね観光協会  390,000円 

(2)埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦 

  加須大会実行委員会への助成  3,031,372円 

(3)加須市観光ガイドブックの作成  1,842,750円 

(4)古河市花火大会負担金       350,000円 

(5)県物産観光協会負担金        15,000円 

(6)レンタサイクル整備        44,680円 

 （修繕、防犯登録、傷害保険加入等）  

(7)その他諸経費            28,329円 

  

２ 主な事業内容 

(1)観光協会事業 

  ・観光イベントの開催（藤まつり、あじさい祭り、サイクリング大会、ハイキング等） 

  ・観光物産展への参加（埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦、板橋農業祭り等） 

  ・地域の祭行事や伝統芸能への支援（夏祭り、節分、菊花展、獅子舞、武州加須囃子等） 

  ・観光大使によるＰＲ活動（新たに18名と3組を観光大使に任命） 

   ※平成22年度末現在 34名＋3組（15人）＋2キャラクター 

  ・テレビ、新聞、雑誌等のマスコミへの情報提供・協力（Ｂ級グルメ、各種イベント、観光施設等）

主なもの：news every、ぶらり途中下車の旅(日本テレビ)、週刊彩の国ニュース、ごごたま(テ

レ玉）、こんにちは いっと６けん（ＮＨＫ）、CREAムック、関東じゃらん等 

 

 

放置自転車を再利用したレンタサイクル 

新たにに委嘱された観光大使 
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  (2)埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦in加須 

  加須市からは市民のアイデアから誕生した新メニュー「加須市みんなで考えた肉味噌うどん」

が初出場し、「第7回埼玉Ｂ級ご当地グルメ王」に輝いた。 

  また、会場では加須市や県内の特産品が販売されたほか、加須市観光大使の「スイハンジャー」

や「ピンキッシュ」のステージショーも開催され、加須市の魅力を十分にＰＲすることができた。

  ・開催日  平成22年11月21日（日） 

  ・開催地  加須はなさき水上公園 

  ・参加数  40グルメ（県内33＋栃木・群馬7グルメ） 

  ・来場者数 約70,000人 

  ・同時開催 埼玉県物産観光展、ゆる玉応援団の集合等 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 (3)加須市観光ガイドブックの作成 

 新たな加須市の魅力を多くの人にＰＲするため、市内全域の観光情報を集約した加須市観光ガ

イドブック「加須の四季色」を10,000部作成し、市内の公共施設・観光関連施設や埼玉県、埼玉

県物産観光協会に配置したほか、県内全市町村に送付した。 

 観光施設やイベント情報を春夏秋冬にわけて紹介するほか、加須の「うまいもん」やサイクリ

ングコースなどを掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4)フィルムコミッション事業 

 制作会社による映画・ドラマ・ＣＭ等の撮影への情報提供や支援を行うことにより、加須市の

自然や歴史、魅力のある建築物等のＰＲを図るとともに、地域経済の振興を図った。 

  【ロケ誘致等実績】 

    映 画… 4件【主な作品】「ランウェイ☆ビート」、「行け！！男子高校演劇部」ほか 

    ドラマ…10件【主な作品】「タンブリング」、「同窓会」、「Mother」、「夏の恋は虹色に輝く」、 

「ゲゲゲの女房」、「正義の証明」、「霊能力者小田霧響子の嘘」ほか

  ※埼玉県ロケーションサービス「ロケ候補地」登録状況 H22年度末現在  加須市…37件 

３ 観光客数の推移                            （単位：千人） 

                               （県入込観光客数調査報告） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須地域 1,463.0 1,486.8 1,508.9 1,618.3 1,709.5

騎西地域 273.2 284.7 269.7 200.5 194.2

北川辺地域 220.9 236.8 241.6 247.7 266.6

大利根地域 728.7 628.1 571.1 515.8 489.0

合  計 2,646.6 2,607.9 2,537.9 2,518.5 2,659.3

 

過去最多の40グルメが集合 加須市の肉味噌うどんが優勝 

加須の四季色 グルメや特産品の情報を紹介 サイクリングコース4コースを掲載 

加須市のブース 
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事 業 名 特定行政庁等建築行政事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 355-05 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 3,853,000円

項 01 土木管理費 最 終 予 算 額 3,853,000円

目 01 土木総務費 決 算 額 1,545,962円

事
業
の
目
的 

建築基準法等により、市民の生命、健康

及び財産の保護を図り、もって公共の福

祉の増進に資する。 
事
業
の
概
要 

・建築確認申請等に関する事務 

・建築パトロール（違反建築の防止等） 

・建築基準法第42条第2項道路（4ｍ未満）調査 

・道路後退用地整備要綱による 2 項道路の分筆測量

登記委託 

・屋外広告物許可申請等に関する事務 

・建設リサイクル法による解体工事の届出の受理 

・景観法の届出審査等 

・長期優良住宅の申請等に関する事務 

事業の実績・成果  

１ 迅速かつ適正な審査や許可等を行うことにより、安全で快適な生活環境を確保した。 

(1) 建築確認申請等件数の推移（民間確認審査機関分は含まない） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

建 築 物 
件

数 
78 85 106 91 80

工 作 物 
件

数 
2 0 0 0 0

計画変更 

(建築物) 

件

数 
4 2 3 5 9

確

認

申

請 計画通知 

(建築物) 

件

数 
1 1 1 0 3

建 築 物 
件

数 
30 20 51 68 63

工 作 物 
件

数 
0 0 0 0 1

完

了

検

査 完了通知 

(建築物) 

件

数 
1 0 0 1 2

許 可 申 請 

法第８５条 

件

数 
0 0 0 0 0

認  定 
件

数 
－ － － 26 105

長

期

優

良 
変  更 

件

数 
－ － － 2 3

指 定 
件

数 
0 0 1 0 1

道

路

位

置 
変更・廃止 

件

数 
3 2 0 2 0



 427

台帳記載 

事項証明 

件

数 
1 4 2 3 50

道路位置 

指定図書 

件

数 
18 14 31 32 42

図

書

等

写

し 建築計画 

概要書等 

件

数 
9 12 16 28 47

合 計 
件

数 
147 140 211 258 406

＊道路位置指定（変更・廃止）は、平成17年度から手数料徴収 

＊図書等写しは、平成18年度から発行、手数料徴収 

＊計画通知は、平成19年度から手数料徴収 

＊長期優良住宅は、平成21年度から手数料徴収 

＊平成21年度以前（合併前）の件数については旧加須市のみ（旧騎西町・旧北川辺町・旧大利根

町については埼玉県が事業を行っていた） 

(2)屋外広告物許可申請等件数の推移                        （件） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 23 13 20 24 14

旧加須市 16 8 12 14 7

旧騎西町 2 2 7 5 4

旧北川辺町 3 2 1 0 1

新

規  

旧大利根町 2 1 0 5 2

加 須 市 30 7 26 35 11

旧加須市 21 6 19 26 7

旧騎西町 3 1 0 0 1

旧北川辺町 5 0 6 1 0

期

間

更

新 
 

旧大利根町 1 0 1 8 3

加 須 市 0 0 0 0 1

旧加須市 0 0 0 0 0

旧騎西町 0 0 0 0 0

旧北川辺町 0 0 0 0 1

変

更

・

改

造 

 

旧大利根町 0 0 0 0 0

２ 建築主に完了検査についての督促を行うことにより、完了検査率の向上を図った。 

 完了検査率の推移(民間確認検査機関分を含む)  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

完了検査率 62.84% 84.17% 94.52% 95.94% 97.30% 

＊平成21年度以前（合併前）の数値については旧加須市のみ（旧騎西町・旧北川辺町・旧大利根

町については埼玉県が事業を行っていた） 
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３ 建築主からの後退用地無償譲渡による分筆・所有権移転登記を行うことにより、市街化区域内 

  における狭あい道路解消を図った。 

   分筆測量登記委託の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

件  数 0 4 1 4 1 

筆 数 0 5 1 5 1 

面 積 0㎡ 126.63㎡ 4.35㎡ 63.07㎡ 13.54㎡ 

委託料 0円 653,634円 153,972円 646,358円 144,878円 

＊平成21年度以前（合併前）の件数については旧加須市のみ（旧騎西町・旧北川辺町・旧大利根

町においては、該当事業なし） 

 
事 業 名 建築物防災事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-07 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 181,000円

項 01 土木管理費 最 終 予 算 額 181,000円

目 01 土木総務費 決 算 額 105,725円

事
業
の
目
的 

地震による建築物の倒壊等の被害から、

市民の生命、身体、財産等を保護する。
事
業
の
概
要 

・市内建築物の耐震化を促進する。 

・建築物耐震改修促進計画の策定、運用等を行う。

・地震により被災した建築物が、余震等により倒壊

や部材の落下等から生ずる 2 次災害を防止し、市民

の安全確保を図るため、被災建築物応急危険度判定

を実施する仕組み等を整える。 

事業の実績・成果  

１ 応急危険度判定機材の備蓄を計画的に行った。（整備期間：H21年度～H23年度） 

  (1)応急危険度判定士登録証入れ（100枚）     11,340円 

  (2)下げ振り（建築物の垂直を計る道具）（35個）  77,175円 

                                             計88,515円 

 

２ その他諸経費 

(1) 旅費          7,500円 

(2) 協議会負担金  5,000円 
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事 業 名 建築営繕事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 355-04 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 1,452,000円

項 01 土木管理費 最 終 予 算 額 1,452,000円

目 01 土木総務費 決 算 額 1,196,368円

事
業
の
目
的 

施設の行政目的を十分に反映し、市民が

利用しやすく、安全で快適な公共施設を

建設する。 

事
業
の
概
要 

建築工事、電気設備工事、機械設備工事の設計・監

理業務 

事業の実績・成果  

 １ 公共建築物の設計に必要となる設計積算資料及び大型図面複合機の整備を図った。 

 

  (1) 設計積算資料                 285,910円   

    ・積算資料、施工単価資料、コスト情報     285,910円 

 

  (2) 大型図面複合機                854,416円  

    ・大型図面複合機リース料           554,400円 

    ・大型図面複合機カウンター料         207,795円 

    ・大型図面複合機用ロール紙          92,221円 

 

 ２ 次の公共建築物について、設計・監理をした。 

   １）加須市立北川辺東小学校校舎改築工事 

   ２）加須市立騎西小学校屋内運動場耐震補強工事 

   ３）加須市立鴻茎小学校屋内運動場耐震補強工事 

   ４）加須市立樋遣川小学校校舎大規模改造工事 

   ５）加須市立三俣幼稚園園舎大規模改造・耐震補強工事 

   ６）加須市立騎西小学校プール改修工事 

   ７）加須市立学校給食センター新築工事 

   ８）加須南篠崎体育館屋根等改修工事 

   ９）加須市立加須公民館改修工事 

  １０）加須市立加須小学校校舎大規模改造工事設計 

  １１）加須市立水深幼稚園園舎増築・大規模改造工事設計 

  １２）加須市立高柳小学校屋内運動場耐震補強工事設計 

  １３）加須市利根川児童館移転新築工事設計 
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事 業 名 市有建築物耐震診断事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-14 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 43,177,000円

項 01 土木管理費 最 終 予 算 額 43,177,000円

目 01 土木総務費 決 算 額 25,528,950円

事
業
の
目
的 

市有建築物の耐震性能を確認し、今後の

施設整備計画に必要となる資料を整備

する。 
事
業
の
概
要 

市有建築物のうち、昭和56年以前に建設され、耐震

診断を実施していないものについて、 

木造以外 2階建て又は床面積が200㎡を超えるもの

木造   3階建て又は床面積が500㎡を超えるもの

     (保育所は床面積が200㎡を超えるもの）

の耐震診断を実施する。 

未耐震診断 11施設 

耐震診断済 68施設 

事業の実績・成果  

 

 消防分署、老人福祉センター等計11施設について、地震時の安全性を確認するため、耐震診断業務

を委託した。その結果、11施設について補強を要するとの結果であった。 

 

 

NO. 委  託  名 対 象 施 設 名 

1 
加須市騎西老人福祉センター外2棟 

耐震診断業務委託 

騎西老人福祉センター、消防騎西分署 

高柳農村文化センター 

2 
加須市北川辺総合支所第一庁舎外3棟 

耐震診断業務委託 

北川辺総合支所、北川辺公民館 

消防北川辺分署 

3 
加須市立北川辺体育館（体育館棟）外2棟 

耐震診断業務委託 

北川辺総合体育館（体育館棟）（渡り廊

下棟）、北川辺老人福祉センター 

4 
加須市立大利根子育て支援センター外3棟 

耐震診断業務委託 

大利根子育て支援センター 

消防大利根分署 

就労支援施設わたらせ（北棟）（南棟）

    計 4件    計 11施設 
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事 業 名 道路橋りょう管理事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-04 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 63,159,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 63,159,000円

目 01 道路橋りょう総務費 決 算 額 41,888,340円

事
業
の
目
的 

・ 加須市道及び法定外公共物を適正

に管理し、事故の防止及び道路景観

の維持向上を図る。 

・ 道路台帳の統合を図り、道路行政サ

  ービスの向上を図る。 

事
業
の
概
要 

・道路法に基づく許可事務等  

・加須市道及び法定外公共物の適正な管理事務 

・道路・水路境界の確認及び確定事務 

・法定外公共物に関する事務 

・屋外広告物の簡易除却事務 

事業の実績・成果  

１ 道路法に基づく許可事務 

(1) 道路法に基づき道路工事施行承認、道路占用許可を実施した。 

件数の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

134 140 88 78 103

加須地域 件数 85 86 45 48 63

騎西地域 件数 37 21 14 14 21

北川辺地域 件数 1 4 3 0 1

大利根地域 件数 11 29 26 16 18

道
路
工
事
施
工
承
認

合　　計

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

750 684 695 658 694

加須地域 件数 489 430 423 408 419

騎西地域 件数 135 116 118 105 100

北川辺地域 件数 52 48 53 43 40

大利根地域 件数 74 90 101 102 135

合　　計道
路
占
用
許
可  

 道路占用料(歳入)の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件数 750 684 695 658 694

金額 27,480,605 28,373,342 30,777,086 31,524,313 33,373,714

件数 489 430 423 408 419

金額 20,324,550 21,092,223 21,532,181 22,006,817 22,418,236

件数 135 116 118 105 100

金額 2,695,537 2,726,016 3,245,929 3,622,026 3,625,769

件数 52 48 53 43 40

金額 1,718,846 1,722,986 2,281,830 2,041,122 2,287,126

件数 74 90 101 102 135

金額 2,741,672 2,832,117 3,717,146 3,854,348 5,042,583

道
路
占
用
料

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

加須地域

合　　計

 

 

 

２ 加須市道及び法定外公共物の適正な管理事務 

 (1)道路台帳補正、境界査定委託、登記事務委託を実施した。 

 委託料の推移  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

円 41,227,373 31,369,947 34,343,400 37,092,260 32,860,850

加須地域 円 14,149,973 8,851,647 9,112,950 15,441,260 11,566,800

騎西地域 円 7,864,500 5,667,900 6,678,000 5,754,000 4,413,150

北川辺地域 円 2,045,400 1,026,900 702,450 1,197,000 1,690,500

大利根地域 円 17,167,500 15,823,500 17,850,000 14,700,000 15,190,400

合　　計
委
託
金
額
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３ 道路・水路境界の確認及び確定事務 

 (1)境界確認申請に基づき、査定事務を実施した。 

 申請件数の推移  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 497 476 373 383 380

加須地域 件 281 290 237 229 233

騎西地域 件 104 78 54 52 68

北川辺地域 件 40 38 35 35 21

大利根地域 件 72 70 47 67 58

合　　計申
請
件
数
の
推
移  

４ 法定外公共物等に関する事務 

 (1)法定外公共物等用途廃止検討委員会を開催し、適正に処理した。 

 法定外公共物等用途廃止検討委員会開催数と処理件数の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

回 3 3 3 3 7

加須地域 回 3 3 3 3 3

騎西地域 回 1

北川辺地域 回 1

大利根地域 回 2

合　　計委
員
会
開
催
回
数

法定外公共物等用途廃止検討委員会未設置

法定外公共物等用途廃止検討委員会未設置

法定外公共物等用途廃止検討委員会未設置  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

道路 11 11 13 13 17

水路 5 6 7 5 5

道路 10 8 7 8 11

水路 5 6 7 4 2

道路 0 3 6 2 3

水路 0 0 0 0 1

道路 1 0 0 3 1

水路 0 0 0 1 0

道路 0 0 0 0 2

水路 0 0 0 0 2

処
理
件
数

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 

５ 屋外広告物の簡易除却 

 (1)違法な屋外広告物の除却を実施したことにより道路景観が改善された。 

 除却回数及び除却枚数の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

回数 27 22 14 11 3

枚数 1,422 1,125 692 504 771

回数 4 4 4 3

枚数 867 926 564 288

回数 4 4 3 2

枚数 235 108 63 37

回数 9 7 4 3

枚数 78 45 17 7

回数 10 7 3 3

枚数 242 46 48 172
大利根地域

合　　計

北川辺地域

除
去
実
施
回
数
・
除
去
枚
数

加須地域

騎西地域

 

６ 道路賠償責任保険料 

 (1) 道路管理瑕疵による交通事故等の損害賠償請求に対処するための経費 

 道路賠償責任保険料及び損害賠償実績の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

円 965,760 965,760 986,400 995,360 2,224,000

加須地域 円 965,760 965,760 986,400 995,360

騎西地域 円 総合保険で対応 総合保険で対応 総合保険で対応 総合保険で対応

北川辺地域 円 総合保険で対応 総合保険で対応 総合保険で対応 総合保険で対応

大利根地域 円 総合保険で対応 総合保険で対応 総合保険で対応 総合保険で対応

道
路
賠
償
責
任
保
険
料

合　　計
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平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 0 0 3 7 0

円 0 0 66,099 676,459 0

件 0 0 1 1 0

円 0 0 26,565 23,480 0

件 0 0 0 2 0

円 0 0 0 110,131 0

件 0 0 0 3 0

円 0 0 0 541,000 0

件 0 0 2 1 0

円 0 0 39,534 1,848 0

事
故
発
生
件
数
・
保
険
金
支
払
額

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

合　　計

 

７ 道路敷借上料 

 (1) 市道敷地として使用している私有地の土地賃借料 

 道路敷借上料の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 45 32 29 29 29

円 460,129 333,845 267,205 243,388 245,796

件 10 4 4 4 4

円 252,416 252,416 186,519 162,565 164,973

件 7 0 0 0 0

円 118,362 0 0 0 0

件 0 0 0 0 0

円 0 0 0 0 0

件 28 28 25 25 25

円 89,351 81,429 80,686 80,823 80,823

道
路
敷
借
上
料

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

合　　計

 

＊ ）平成21年度までは旧市・旧町の実績。 
 

事 業 名 地籍調査事業 

担 当 課 建設課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-08 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 14,844,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 14,844,000円

目 01 道路橋りょう総務費 決 算 額 13,230,759円

事
業
の
目
的 

国土の開発及び保全並びにその利用の

高度化に資するとともに、あわせて地籍

の明確化を図る。 

事
業
の
概
要 

国有林及び公有水面を除く一筆ごとの土地につい

て、所有者・地番・地目・境界の確認と調査を行い、

あわせて境界の測量及び面積の測定を行うことによ

り、その成果である地籍図及び地籍簿を作成する。

事業の実績・成果  

全体計画（平成12年度～平成33年度）9.1㎢ 

 進捗率50.5％（平成22年度までの実績4.6㎢） 

 

  ○地籍簿及び地籍図を登記所へ送付。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

面積（㎢） 0.41 0.45 0.42 0.43 0.35 

  ○地籍簿（案）及び地籍図（案）を作成し閲覧。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

面積（㎢） 0.45 0.42 0.43 0.35 0.36 

  ○地元説明会、現地境界立会い及び測量。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

面積（㎢） 0.42 0.43 0.35 0.36 0.37  
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事 業 名 街路樹維持管理事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 422-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 35,138,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 35,138,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 30,244,956円

事
業
の
目
的 

街路樹の成長により、沿道住民から日照

障害、落葉、害虫、出入りの視認性の低

下など様々な要望が寄せられている。こ

のため街路樹の剪定等適切な維持管理

に努める。 

事
業
の
概
要 

街路樹維持管理 

・ 美しい街路樹を実現するため整枝剪定 

・ 害虫から街路樹を守るため薬剤散布 

・ 道路利用者の安心・安全を確保するため除草等

事業の実績・成果  

市内幹線道路街路緑地帯の適正な維持管理を行い、快適な道路環境の整備を実施した。 

  委託料の推移と委託内容 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

円 21,339,706 22,844,494 25,684,256 26,348,842 27,759,038

加須地域 円 13,626,724 15,753,617 19,394,550 19,661,450 19,387,200

騎西地域 円 3,381,581 3,517,998 3,332,836 3,381,548 3,358,752

北川辺地域 円 2,617,801 2,951,279 2,313,370 2,662,344 2,745,086

大利根地域 円 1,713,600 621,600 643,500 643,500 2,268,000

委
託
料

合　　計

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

剪定 52 47 48 48 49

除草 54 51 52 52 57

薬剤散布 11 10 12 12 18

剪定 18 18 18 18 18

除草 18 18 18 18 18

薬剤散布 5 4 6 6 6

剪定 17 17 17 17 17

除草 16 16 16 16 16

薬剤散布 2 2 2 2 2

剪定 12 12 13 13 14

除草 12 12 13 13 18

薬剤散布 2 2 2 2 8

剪定 5 0 0 0 0

除草 8 5 5 5 5

薬剤散布 2 2 2 2 2

箇
所
数

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 

  ＊）平成21年度までは旧市・旧町の実績。 

 



 435

 

事 業 名 道路維持管理事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 112,576,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 143,171,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 93,737,374円

事
業
の
目
的 

道路環境の安全性と快適性の維持・向上

を図り、安全な道路にする。 事
業
の
概
要 

交通安全上危険な箇所及び自治会等からの要望が出

された路線について、「生活道路整備事業評価システ

ム」により評価し事業化する。 

事業の実績・成果  

道路の維持補修の実施により、市民の日常生活や交通などの安全を確保し、生活環境の改善を図った。

（１） 事業費等の年次別推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 数 61 48 41 47 47

事業量(㎡） 7,940 8,749 9,441 6,636 7,428

事業費(円) 37,800,000 38,962,350 40,421,270 36,290,137 41,514,900

件 数 37 37 38 32 40

事業量(㎡） 7,544 8,556 8,952 6,302 5,748

事業費(円) 35,773,500 37,992,150 38,422,650 34,385,400 36,606,150

件 数

事業量(㎡）

事業費(円)

件 数

事業量(㎡）

事業費(円)

件 数 24 11 3 15 7

事業量(㎡） 396 193 489 334 1,680

事業費(円) 2,026,500 970,200 1,998,620 1,904,737 4,908,750

単
価
契
約
工
事

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 数 21 19 23 19 0

事業量（㎡） 11,622 11,356 16,073 24,636 0

事業費(円) 37,054,500 35,023,800 50,712,480 92,471,400 0

件 数 21 19 23 19

事業量（㎡） 11,622 11,356 16,073 24,636

事業費(円) 37,054,500 35,023,800 50,712,480 92,471,400

件 数

事業量（㎡）

事業費(円)

件 数

事業量（㎡）

事業費(円)

件 数

事業量（㎡）

事業費(円)

舗
装
新
設
工
事

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

平成21年度
からの繰越
明許で執行

 

  ＊）騎西・大利根地域の舗装工事は道路維持管理工事で実施。北川辺地域は平成21年度までは

道路維持管理工事で実施。平成22年度については道路舗装事業（繰越明許）で実施。 
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平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 数 10 12 11 11 12

事業費（円） 10,447,957 10,287,460 9,873,920 9,677,850 8,539,235

件 数 10 12 11 11 12

事業費（円） 10,447,957 10,287,460 9,873,920 9,677,850 8,539,235

件 数

事業費（円）

件 数

事業費（円）

件 数

事業費（円）

業
務
委
託
工
事

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

件 数 110 50 33 81 38

事業費（円） 70,207,605 64,407,945 74,003,390 114,311,300 17,990,101

件 数

事業費（円）

件 数 8 9 10 20 5

事業費（円） 31,752,000 34,734,000 31,158,350 49,991,050 4,762,800

件 数 32 23 15 50 17

事業費（円） 30,258,900 27,420,750 38,853,570 36,301,650 6,644,778

件 数 70 18 8 11 16

事業費（円） 8,196,705 2,253,195 3,991,470 28,018,600 6,582,523

道
路
維
持
管
理
工
事

大利根地域

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

 

（２） 市道舗装率の推移  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

％ 64.7 65.0 65.4 65.7 65.9

加須地域 ％ 72.5 72.7 72.9 73.3 73.8

騎西地域 ％ 56.9 57.1 57.9 58.1 58.2

北川辺地域 ％ 59.7 59.9 60.2 60.7 60.7

大利根地域 ％ 69.7 70.4 70.5 70.6 70.7

舗
装
率

合　　計

 

（３） 舗装補修工事材料費の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

円 8,563,903 7,721,275 8,057,606 8,104,866 10,704,558

加須地域 円 5,977,972 5,638,607 5,594,005 4,995,439 5,945,540

騎西地域 円 820,920 933,370 1,457,569 1,445,552 2,162,510

北川辺地域 円 508,200 403,116 236,985 368,060 1,114,953

大利根地域 円 1,256,811 746,182 769,047 1,295,815 1,481,555

原
材
料
費

合　　計

 

 

事 業 名 災害対策道路維持管理事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-91 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 0円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 26,810,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

平成23年3月11日に発生した東北地方

太平洋沖地震により被災した道路の機

能回復を図る 

事
業
の
概
要 

液状化により生じた道路の沈下及び亀裂箇所の応急

修繕工事を実施する。 

事業の実績・成果  

東日本大震災による災害箇所の復旧であるが、年度内の事業完了が困難なため、平成23年度へ全額を

繰越した。 

○ 工事費 

   北川辺地域    工事箇所 13路線    事業費   2,360,000円 

   大利根地域    工事箇所 22路線    事業費  24,450,000円 
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事 業 名 道路維持管理事業【繰越明許費分】 

担 当 課 道路課 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 47,915,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 47,915,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 47,843,250円

事
業
の
目
的 

道路環境の安全性と快適性の維持･向上

を図り、安全な道路にする。 
事
業
の
概
要 

交通安全上危険な箇所及び自治会等からの要望が出

された路線について、「生活道路整備事業評価システ

ム」により評価し事業化する 

事業の実績・成果  

【繰越明許となった理由】 

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

  ○ 舗装新設工事 

     件 数 25件 

     事業量 14,502㎡ 

     事業費 47,843,250円 

 

事 業 名 道路維持管理事業（旧騎西町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（騎西） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 51,900,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 51,900,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 51,900,000円

事
業
の
目
的 

道路環境の安全性と快適性の維持・向上

を図り、安全な道路にする。 
事
業
の
概
要 

交通安全上危険な道路について、現地調査を行った

上で整備の必要性について協議し、事業化する。 

事業の実績・成果  

 【繰越明許となった理由】 
   ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 
   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の
   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 
 
   道路の維持補修の実施により、市民の日常生活や交通などの安全を確保し、生活環境の 
  改善を図った。 
 
   ○ 市道騎1-212号線舗装修繕工事  加須市正能地内 

 ・委 託 料    420,000円 
 ・工事請負費  14,580,000円 
 ・工事延長  522.0ｍ  
 ・幅   員  8.0～9.5ｍ  
 ・舗装面積  4,650.0㎡ 
 
○ 市道騎301号線外舗装修繕工事  加須市上種足地内 
 ・委 託 料    882,000円 
 ・工事請負費  36,018,000円 
 ・工事延長  970.0ｍ 
 ・幅   員  6.2～7.1ｍ 
 ・舗装面積  6,345.0㎡ 
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事 業 名 道路側溝事業（旧騎西町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（騎西） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 17,100,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 17,100,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 17,100,000円

事
業
の
目
的 

側溝整備により、道路溢水対策を図ると

共に、道路幅員を有効活用し、歩行者の

安全確保及び通行の利便性を図り、市内

の道路交通網の充実を図る。 

事
業
の
概
要 

幹線道路及び生活道路のうち、交通安全上危険な路

線について、現地確認調査を行った上で整備の必要

性について協議し、事業化する。 

事業の実績・成果  

 
 【繰越明許となった理由】 
   ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 
   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の
   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 
 
   道路に側溝等を設置することにより、道路の溢水対策を図ると共に、市民の安全性と利便性の 
  向上を図った。 
 

○ 市道騎2-108号線側溝整備工事  加須市道地地内 
 ・委 託 料   766,500円 
 ・工事請負費  6,833,500円  
 ・工事延長  169.0ｍ  
 ・幅   員  5.8～8.7ｍ 
 ・側溝敷設  190.0ｍ  
 
○ 市道騎3563号線側溝整備工事  加須市牛重地内 
 ・委 託 料   934,500円 
 ・工事請負費  8,565,500円 
 ・工事延長  133.0ｍ  
 ・幅   員  5.2ｍ 
 ・側溝敷設  248.0ｍ  
 ・舗装復旧面積  571.0㎡ 
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事 業 名 道路舗装事業（旧北川辺町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（北川辺） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 25,000,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 25,000,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 17,583,300円

事
業
の
目
的 

道路環境の安全性と快適性の維持・向上

を図り、安全な道路にする。 
事
業
の
概
要 

市民の日常生活に欠かせない重要な役割を果たして

いるため、これらを適正に維持管理することにより

生活環境及び安全性、利便性の向上を図る。 

事業の実績・成果  

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

 

道路舗装補修の実施により、市民の日常生活や交通などの安全を確保し、生活環境の改善を図った。 

  

 ○市道北104号線道路舗装工事  加須市栄地内   

  ・工事費  8,304,450円 

  ・延長   L=540ｍ 

  ・幅員   W=6.5ｍ 

  ・舗装面積 A=3,444㎡ 

 

 ○市道北206号線道路舗装工事  加須市柳生外地内   

  ・工事費  9,278,850円 

  ・延長   L=760ｍ 

  ・幅員   W=5.1ｍ 

  ・舗装面積 A=3,876㎡ 

 

事 業 名 道路橋りょう維持費（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（大利根） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 18,523,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 18,523,000円

目 02 道路維持費 決 算 額 18,165,000円

事
業
の
目
的 

道路環境の安全性と快適性の維持・向上

を図り、安全で安心できる道路環境の整

備を図る。 

事
業
の
概
要 

道路施設の維持管理を実施する。 

事業の実績・成果  

・地域活性化・公共投資臨時交付金及び、地域活性化きめ細かな臨時交付金を財源として、市道大105

号線豊野橋摺付け工事（延長＝102ｍ）及び、市道大106号線道路改良工事（延長＝132ｍ）等を実施す

るため、平成21年12月及び平成22年3月議会において補正を行い財源を確保したことから、年度内

に測量設計期間の確保、工事施工等の事業完了が困難なため繰越事業として実施した。 

 

・経済危機対策臨時交付金を財源として、平成21年9月議会において補正したが業務期間が年度を越

えてしまうことから 22 年度に繰越し、219 橋の橋りょうの長寿命化を図るための定期点検及び長寿命

化計画策定業務を行った。 
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事 業 名 幹線道路新設改良事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 362-06 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 541,554,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 515,362,288円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 316,305,467円

事
業
の
目
的 

国県道とのネットワークを構築し、市域
内の交通の流れがスムーズになるよう
にする。 
また、整備にあたっては特徴的な街路樹
やランドマークツリーを植樹し、快適な
まちづくりを図る。 

事
業
の
概
要 

幹線1・2級市道のうち、整備計画路線や交通安全上

危険な箇所及び自治会等からの要望が出された路線

について、検証し事業化する。 

事業の実績・成果  

道路の拡幅整備や構造改良等の実施により、市民の安全性と利便性の向上を図った。 
 事業費の年次別推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

箇所数 111 90 57 61 93

事業費（円） 622,107,966 494,042,201 320,318,513 425,848,959 316,263,111

箇所数 57 50 15 27 17

事業費（円） 174,233,435 185,020,090 183,255,255 143,305,037 168,462,406

箇所数 36 26 31 27 64

事業費（円） 323,633,190 228,721,195 107,007,910 246,515,465 119,972,798

箇所数 10 11 6 4 0

事業費（円） 51,957,887 44,456,001 17,900,183 26,087,917 0

箇所数 8 3 5 3 12

事業費（円） 72,283,454 35,844,915 12,155,165 9,940,540 27,827,907

加須地域

騎西地域

北川辺地域

合　　計

大利根地域

事
業
費

 

 （平成19年度までは、生活道路新設改良事業との合算値を参考に計上した。） 
＊ ）平成21年度までは旧市・旧町の実績。 

 

事 業 名 生活道路新設改良事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 363-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 211,722,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 205,757,812円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 136,252,941円

事
業
の
目
的 

幹線道路等への円滑な交通アクセスの

確保、日常生活における生活道路の安全

性及び交通の利便性の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

生活道路のうち、交通安全上危険な箇所及び自治会

等からの要望が出された路線について、「生活道路整

備事業評価システム」により評価し事業化する。 

事業の実績・成果  

道路の拡幅整備や構造改良等の実施により、市民の安全性と利便性の向上を図った。 

 事業費の年次別推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

箇所数 131 95 101 134 57

事業費（円） 357,320,343 298,744,883 244,063,317 401,513,897 136,200,637

箇所数 57 50 58 67 24

事業費（円） 174,233,435 185,020,090 86,755,888 137,787,214 57,604,682

箇所数 56 31 22 23 4

事業費（円） 58,845,567 33,423,877 57,833,136 102,641,638 12,176,085

箇所数 10 11 20 40 21

事業費（円） 51,957,887 44,456,001 98,550,293 141,270,657 48,543,872

箇所数 8 3 1 4 8

事業費（円） 72,283,454 35,844,915 924,000 19,814,388 17,875,998

事
業
費

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 

＊ ）平成20年度からの新規事業。平成21年度までは旧市・旧町の実績。 
   （平成19年度までは、幹線道路新設改良事業との合算値を参考に計上した。） 
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事 業 名 幹線道路側溝事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 362-05 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 20,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 20,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

側溝整備により、道路溢水対策を図ると
共に、道路幅員を有効活用し、歩行者の
安全確保及び通行の利便性を図り、市内
の道路交通網の充実を図る。 

事
業
の
概
要 

幹線 1・2 級市道のうち、交通安全上危険な箇所及

び自治会等からの要望が出された路線について、検

証し、事業化する。 

事業の実績・成果  

道路に側溝等を設置することにより、道路の溢水対策を図ると共に、市民の安全性と利便性の向
上を図る。平成22年度は自治会等からの要望がなかったため、執行なし。 
 事業費の年次別推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

箇所数 29 16 4 2 0

事業費（円） 61,726,740 24,443,055 3,556,799 15,687,000 0

箇所数 12 9 1 1 0

事業費（円） 19,677,000 10,374,000 1,942,500 2,982,000 0

箇所数 5 5 2 1 0

事業費（円） 31,780,852 13,576,605 1,068,299 12,705,000 0

箇所数 12 2 1 0 0

事業費（円） 10,268,888 492,450 546,000 0 0

箇所数 0 0 0 0 0

事業費（円） 0 0 0 0 0

事
業
費

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 

   （平成19年度までは、生活道路側溝事業との合算値を参考に計上した。） 
  ＊）平成21年度までは旧市・旧町の実績。               

 

事 業 名 生活道路側溝事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 363-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 36,665,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 36,665,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 31,830,500円

事
業
の
目
的 

側溝整備により、道路溢水対策を図ると

共に、道路幅員を有効活用し、歩行者の

安全確保及び通行の利便性を図り、市内

の道路交通網の充実を図る。 

事
業
の
概
要 

生活道路のうち、交通安全上危険な箇所及び自治会

等からの要望が出された路線について、「生活道路整

備事業評価システム」により評価し事業化する 

事業の実績・成果  

道路に側溝等を設置することにより、道路の溢水対策を図ると共に、市民の安全性と利便性の向
上を図った。 
 事業費の年次別推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

箇所数 32 14 14 22 11

事業費（円） 48,931,628 48,715,985 29,837,250 60,376,780 31,830,500

箇所数 12 9 9 5 0

事業費（円） 19,677,000 10,374,000 7,606,200 13,719,300 0

箇所数 8 3 3 5 5

事業費（円） 18,985,740 37,849,535 19,033,800 34,675,950 19,283,000

箇所数 12 2 2 12 6

事業費（円） 10,268,888 492,450 3,197,250 11,981,530 12,547,500

箇所数 0 0 0 0 0

事業費（円） 0 0 0 0 0

加須地域

事
業
費

合　　計

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 
＊）平成20年度からの新規事業。平成21年度までは旧市・旧町の実績。  

   （平成19年度までは、幹線道路側溝事業との合算値を参考に計上した。） 
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事 業 名 環状道路ネットワーク整備促進事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 361-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 140,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 140,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 60,000円

事
業
の
目
的 

加須市と他地域を結ぶ広域幹線道路で

ある国県道の整備促進を図る。 事
業
の
概
要 

①事業推進のため地元関係者との調整を図る。 

②整備促進のため、国、県への要望活動を推進する。

事業の実績・成果  

・埼玉県と共に事業を推進している路線 
   
  国道125号バイパス 

    国道354号バイパス 

  都市計画道路幸手久喜加須線、下高柳道地線 

  一般県道北中曽根北大桑線バイパス 

  主要地方道羽生外野栗橋線バイパス 

  都市計画道路幸手鷲宮加須線 

  一般県道三田ヶ谷礼羽線 

  主要地方道加須北川辺線（樋遣川交差点改良及び歩道整備、橋梁架け替え工事） 

  一般県道久喜騎西線（常泉交差点改良及び歩道整備）など 

  都市計画道路栗橋大利根加須線 

 
・国道125号バイパス建設促進期成同盟会 

   

  国道125号バイパス建設促進期成同盟会により事業の推進を図ることや、各ネットワーク道路の整

備を推進している。 

・ 埼玉県知事及び地元選出県議会議員と地元選出国会議員に対し、要望活動を行った。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

円 178,000 90,000 90,000 90,000 10,000

加須地域 円 101,000 51,000 51,000 51,000

騎西地域 円

北川辺地域 円

大利根地域 円 77,000 39,000 39,000 39,000

負
担
金

合　　計

 
･加須市･板倉町幹線道路(国道354号)整備促進連絡協議会 

  ・ 埼玉県群馬県の両知事及び両県議会議長に対し、要望活動を行った。 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

円 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

加須地域 円

騎西地域 円

北川辺地域 円 50,000 50,000 50,000 50,000

大利根地域 円

負
担
金

合　　計

 
  ＊）平成21年度までは旧市・旧町の実績。 
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事 業 名 生活道路新設改良事業【繰越明許費分】 

担 当 課 道路課 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 15,000,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 15,000,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 13,660,500円

事
業
の
目
的 

幹線道路等への円滑な交通アクセスの

確保、日常生活における生活道路の安全

性及び交通の利便性の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

生活道路のうち、交通安全上危険な箇所及び自治会

等からの要望が出された路線について、「生活道路整

備事業評価システム」により評価し事業化する。 

事業の実績・成果  

 

【繰越明許となった理由】 

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

 

○ 工事費 

   路線数 4路線 

   事業量 1,405ｍ 

   事業費 13,660,500円 

 

 

事 業 名 生活道路側溝事業【繰越明許費分】 

担 当 課 道路課 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 6,500,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 6,500,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 6,237,000円

事
業
の
目
的 

側溝整備により、道路溢水対策を図ると

共に、道路幅員を有効活用し、歩行者の

安全確保及び通行の利便性を図り、市内

の道路交通網の充実を図る。 

事
業
の
概
要 

生活道路のうち、交通安全上危険な箇所及び自治会

等からの要望が出された路線について、「生活道路整

備事業評価システム」により評価し事業化する。 

事業の実績・成果  

 

【繰越明許となった理由】 

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

 

○ 工事費 

   路線数 2路線 

   事業量 158.3ｍ 

   事業費 6,237,000円 
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事 業 名 飯積山越本村上地区（町道１２４８号線）道路改良事業【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（北川辺） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 33,863,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 33,863,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 29,963,328円

事
業
の
目
的 

 幹線道路等への円滑な交通アクセス

の確保、日常生活における生活道路の安

全性及び利便性の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

 きめ細かな臨時交付金（国庫補助金）を活用した

道路改良工事を実施する。 

事業の実績・成果  

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

 

市道北1248号線道路改良工事に伴う、設計業務委託及び一部残っていた用地費・物件補償費並びに工

事費に支出した。 

 

 延長 L=535.9ｍ 幅員 W=6.0ｍ 

  (内訳) 

 ・委託料         1,764,000円 

 ・工事費     26,601,750円 

 ・用地費       530,578円 

 ・補償費      1,067,000円 

 

事 業 名 麦倉中輪葉地区（町道１２８６号線）道路改良事業【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（北川辺） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 5,462,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 5,462,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 4,399,500円

事
業
の
目
的 

 幹線道路等への円滑な交通アクセス

の確保、日常生活における生活道路の安

全性及び利便性の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

きめ細かな臨時交付金（国庫補助金）を活用した道

路改良工事を実施する。 

事業の実績・成果  

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

 

市道北1286号線道路改良工事に伴う、設計業務委託及び工事費に支出した。 

 

 延長 L=132.9ｍ 幅員 W=4.6ｍ 

  (内訳) 

 ・委託料        546,000円 

 ・工事費    3,853,500円 
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事 業 名 道路橋りょう新設改良費（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（大利根） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 24,805,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 25,105,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 20,105,400円

事
業
の
目
的 

 幹線道路等への円滑な交通アクセス

の確保、日常生活における生活道路の安

全性及び交通の利便性の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

 道路側溝整備及び舗装新設工事を施工するための

測量設計を行い工事を実施する。 

 

事業の実績・成果  

※平成21年度国の第2次補正予算において、地域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用し、整備を推

進するため平成22年3月議会において補正予算を行ったが、年度内の事業完了が困難なため平成22

年度に繰越して対応した。 

 

・ 大型店舗のアクセス道路として交通量が増加したことにより、現道が狭くすれ違いがままならない

市道大224号線の道路状況を改善するため、延長458.7mの道路側溝を整備し舗装幅員の拡幅及び、

道路雨水排水の向上を図った。 

・ 市道大116号線整備に伴い、計画道路線上において住宅分譲開発が計画されていた。分譲後に用地

買収すると、物件補償費等の多額の出費が想定されたことから、先行して用地買収は平成 21 年度

末に行い、平成22年には拡幅された道路用地384.3㎡の舗装工事を実施した。 

 

 面積＝384.3㎡ 

 

事 業 名 町道１０５整備事業（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（大利根） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 33,029,920円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 33,029,920円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 32,480,450円

事
業
の
目
的 

一般国道125号と市道大105号線との変

則的な交差点を改善し、安全に通行でき

る交差点形状に改善し道路環境整備を

図る。 

事
業
の
概
要 

危険な交差点の改善を図る。 

事業の実績・成果  

 ※平成22年度に地域活力創造交付金(国庫補助金)を充当し整備を予定したところ、交付金が前倒し

により交付を受けることが可能になったことから、平成21年12月議会において予算を補正したが、

年度内の事業の完了が困難なため、繰り越して対応した。 

 

・事故が多く危険な交差点の改善を早急に図るため、延長 95.0m、幅員 9.5m（片側歩道幅員 2.5m）の

道路整備のための用地買収(宅地：87.81㎡)及び、支障物件である建物１棟を移転を実施した。 
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事 業 名 野中地区区域外道路整備事業（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（大利根） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 34,447,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 34,447,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 3,344,250円

事
業
の
目
的 

区画整理除外区域は、区画整理事業に於

ける整備を前提として道路整備などの

公共工事が抑制されていたことから区

域の道路等のインフラ整備が遅れてい

ることから、これを補う意味から道路事

業として道路整備を行い生活環境の改

善を図る。 

事
業
の
概
要 

区画整理除外区域内にある一部の道路の現況測量及

び道路計画検討を実施する。 

事業の実績・成果  

 ※野中地区区画整理事業除外区域の市道整備促進を図るため、平成21年12月議会において補正予算

を行ったが、年度内の事業完了が困難なため繰り越して対応した。 

 

・次の市道において延長710ｍの現況測量、用地測量及び計画検討業務を実施した。 

市道大108号線 

市道大4174号線 

市道大4175号線 

市道大4178号線 

市道大4173号線 

新設道路 

 

事 業 名 町道１０６整備事業（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 建設課（大利根） 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 37,573,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 37,273,000円

目 03 道路新設改良費 決 算 額 31,275,482円

事
業
の
目
的 

幹線道路等の円滑な交通アクセスの確

保と安全性及び交通の利便性の向上を

図る。 

事
業
の
概
要 

きめ細かな臨時交付金(国庫補助金)を活用した交差

点改良を実施する。 

事業の実績・成果  

  ※国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

活用するため、平成22年3月議会で補正した予算であるが、年度末の補正であり平成21年度内

の事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 

 

 

 主要地方道羽生外野栗橋線から主要地方道羽生栗橋線の全長L=1,700m のうち当時、野中土地区画整

理区域と重複していた路線延長L=230mを除く延長1,470ｍを平成16年から整備を開始し、用地交渉を

進め、残す延長L=140ｍの整備を行った（土地取得、物件移転補償、工事）。 
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事 業 名 橋りょう改良事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-05 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 67,005,000円

項 02 道路橋りょう費 最 終 予 算 額 137,005,000円

目 04 橋りょう新設改良費 決 算 額 54,123,250円

事
業
の
目
的 

 橋りょうの新設、長寿命化のための老

朽化した橋りょうの補修や架替え及び耐

震性が確保されていない主要な橋りょう

の耐震対策を図り、通行の安全性と利便

性を確保する。 

事
業
の
概
要 

市道の整備に伴い必要となる箇所や自治会等から

の要望を踏まえ、通行の安全性と利便性の向上を図

る必要性の高い箇所に橋りょうを新設する。 

また、耐震性が確保されていない主要な橋りょうの

補強等を行うとともに、市内の橋りょうの長寿命化

を図るため、平成24年度までに｢橋りょう長寿命化

修繕計画」を策定し、橋梁の延命化を図る。 

事業の実績・成果  

橋りょうの長寿命化、耐震対策を実施し、通行の安全性の向上を図った。     
 事業費の年次別推移  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

路線数 4 11 7 3 5

事業費（円） 29,269,800 26,911,500 10,090,500 16,763,250 54,123,250

路線数 4 11 7 3 5

事業費（円） 29,269,800 26,911,500 10,090,500 16,763,250 54,123,250

路線数 0 0 0 0 0

事業費（円） 0 0 0 0 0

路線数 0 0 0 0 0

事業費（円） 0 0 0 0 0

路線数 0 0 0 0 0

事業費（円） 0 0 0 0 0

事
業
費

合　　計

加須地域

騎西地域

北川辺地域

大利根地域

 
  ＊）平成21年度までは旧市・旧町の実績。 
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事 業 名 県管理河川整備支援事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 336-05 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 337,000円

項 03 河川費 最 終 予 算 額 337,000円

目 01 河川総務費 決 算 額 266,540円

事
業
の
目
的 

市民を洪水から守るため、県管理河川の

整備を促進する。 事
業
の
概
要 

・埼玉県河川協会、利根川治水同盟、中川・綾瀬川

流域改修促進期成同盟会や五県連合利根川上流改修

促進期成同盟会への参加。（各団体で開催される研修

会、講演、視察などへの参加。国への要望活動） 

事業の実績・成果  

 各団体へ会費及び分担金等を負担することによって、河川行政事務の推進を図った。 

  

 ・平成22年度執行状況 

  旅費    16,040円 

  負担金  250,500円 

  合 計  266,540円 

 

 

  ・埼玉県河川協会  123,000円  

  治水及び利水に関する方策を研究し、河川事業の促進等を図るため、埼玉県県土整備部河 

 川砂防課に事務局を置き、各県土整備事務所に支局を置き円滑な河川事務に当たる。 

  会費のほか、県が実施した河川改良工事に対し一部負担金を負担した。 

 

  ・五県連合利根川上流改修促進期成同盟会  77,500円  

    河川改修工事を促進し、治水利水事業の完璧を期するため、治水事業に伴う利根川上流河  

   川事務所管内関係各市町及び関係団体で同盟会を組織する。 

    国会議員や関係省庁に対し、八ッ場ダムに係る要望活動を12月に行った。 

 

  ・利根川治水同盟  25,000円 

    利根川の治水及び利水に関する方策を研究するとともに災害を防止するため、事業に関係  

   を有する公共団体及び公営企業団体で同盟会を組織する。 

    利根川治水同盟治水記念大会を8月に開催した。 

 

  ・中川・綾瀬川流域改修促進期成同盟会  1,000円  

    中川、綾瀬川改修の国直轄工事及び中川・綾瀬川流域の各河川の改修工事の促進を図るた  

   め、県及び関係市町で同盟会を組織する。 

    国会議員や関係省庁に対し、要望活動を6月に実施した。 

 

  ・青毛堀川改修事業整備促進期成同盟会  24,000円  

    青毛堀川改修事業の促進を図るため、加須市、久喜市の首長、議会議長及び関係部長で  

   同盟会を組織する。（平成22年１月設立、会長 加須市長） 

    埼玉県知事や関係当局に対し、要望活動を11月に行った。 
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事 業 名 流出抑制対策事業（市街化区域） 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 336-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 31,000円

項 03 河川費 最 終 予 算 額 31,000円

目 02 河川改良費 決 算 額 20,000円

事
業
の
目
的 

河川に流れ込む洪水量を調節し、洪水を

防止するとともに住民生活の安全を確

保する。 
事
業
の
概
要 

・雨水貯留浸透技術協会負担金及び講習会参加費 

公園、学校等を含め公共施設敷地を利用し、施設の

機能を損なわない範囲において、一時的に雨水を貯

留できる施設とすることにより、雨水対策に努める。

ただし、公共施設の整備改修時などにあわせ実施す

るなど実施方法を検討する。 

事業の実績・成果  

 事業主体へ負担することによって、雨水貯留浸透施設事業の推進を図った。 

 ・事業主体に対する負担額 

  雨水貯留浸透技術協会負担金  20,000円 

  （雨水貯留浸透技術の普及と啓発を推進するための季刊誌発行負担金及び研修費） 

 

 

事 業 名 都市計画道路推進事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 362-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 32,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 32,000円

目 01 都市計画総務費 決 算 額 8,060円

事
業
の
目
的 

環状道路へ通過交通を誘導し、市民の利

便性の向上と市街地の渋滞緩和及び交

通安全の向上を図る。 

事
業
の
概
要 

・都市計画道路の見直し・廃止を随時行う。 

・都市計画決定後20年以上が経過した未整備区間の

ある道路についての整理を行う。 

事業の実績・成果  

○ 埼玉県が平成23年度から第２回目の「長期未整備都市計画道路の見直し」を予定していることか

ら、平成22年度においては、あらためて路線の検証を随時行った。 

 また、幸手久喜加須線、下高柳道地線といった未整備路線の整備について、関係機関に要望を行った。

                                  

                                    旅費 8,060円 

 

 【都市計画道路整備状況】                                       平成23年3月31日 現在 

道路本数 道路延長 整備済延長 整備率 

49本 75.75km 47.57km 63％ 
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事 業 名 都市計画事務事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 351-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 15,891,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 15,891,000円

目 01 都市計画総務費 決 算 額 12,973,060円

事
業
の
目
的 

快適で安心な住み続けたいまちづくり

を推進する。 事
業
の
概
要 

・都市計画の決定・変更に関する事務 

・都市計画図及び全図を統合し、時点修正を行う 

・都市計画区域の再編を行う 

事業の実績・成果  

○都市計画審議会の開催 

 都市計画法に基づき、建築基準法第５１条に基づく一般廃棄物処理施設について、加須市都市計画審

議会に諮った。 

 また、都市計画区域の再編及び都市計画法第３４条第１１号区域指定について報告した。 

                                報酬・費用弁償  55,600円 

○都市計画法第３４条第１１号の区域指定（加須地域限定） 

 市街化調整区域に指定されている都市計画法第34条第11号の区域指定制度について、平成15年の

運用開始から7年が経過したため、地域の実情に応じ変更した。 

 これに係る住民説明会の開催                 7回 

加須地域指定区域面積 1,994.46ha

区域除外面積 222.90ha

変更後の指定区域面積 1,771.56ha

                                     予算執行  0円 

○都市計画区域再編事務 

 加須市合併に伴う都市計画決定図書作成業務委託            委託料 11,025,000円 

 ・都市計画区域の変更 ・整備、開発及び保全の方針の変更 ・区域区分の変更 

 ・地域区域の変更   ・都市施設の変更         ・地区計画の変更 

 

○都市計画図及び全図の作成及び印刷                

 加須市合併に伴い、都市計画図及び全図を作成           印刷製本費   840,000円 

平成22年7月末日までは旧市町の都市計画図及び全図を販売した。 

平成22年8月から、新市の都市計画図及び全図を販売した。 

 都市計画図売払金 （4月から3月まで） 

地 域  金 額 （円）

加 須 384,300

騎 西 46,400

北川辺  5,900

大利根 47,600

総 計 484,200
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事 業 名 開発許可等事務事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 355-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 847,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 847,000円

目 01 都市計画総務費 決 算 額 535,193円

事
業
の
目
的 

良好な住環境の形成の面から公共の福

祉の増進に資する 
事
業
の
概
要 

・都市計画法に基づく開発許可、適合証明、建築許

可等に関する、事前相談、申請書の受理・審査・許

可、及び検査等 

・許可内容と現場との整合確認 

・加須市住みよいまちづくり指導要綱に基づく事前

協議及び庁内調整会議の実施等 

事業の実績・成果  

  適正な開発許可等を行うことにより、総合的かつ計画的な土地利用や市の発展と秩序ある 

  整備を図った。 

  

 (1) 開発許可等申請件数の推移 

 H18 H19 H20 H21 H22 

開発行為許可 155 144 111 97 162

開発行為変更許可 37 60 47 48 120

予定建築物等以外の建築等許可 1 4 4 3 8

建築行為許可 10 12 4 7 9

適合証明 406 438 348 383 495

開発登録簿写し 47 74 91 87 117

合   計 656 732 605 625 911

  

 (2) 開発許可件数の推移 

 H18 H19 H20 H21 H22 

専用住宅 126 117 82 74 136 

共同住宅等 6 20 14 15 9 

併用住宅 5 1 3 0 1 

店  舗 3 1 2 7 5 

その他の建築物 3 10 6 2 6 

合  計 143 149 107 98 157 

 

許可件数のうち法第34条該当号別 H18 H19 H20 H21 H22 

第1号【日常生活に必要な店舗等】 0 3 1 1 0

第 7 号（旧第 6 号）【既存工場の関連施設】 0 1 0 0 0

第9号（旧第8号）【沿道サービス】 2 1 1 3 2

第 11 号（旧第 8 号の 3）【集落区域の指定】 118 114 84 70 108

第 12 号（旧第 8 号の 4）【既存集落区域の指定】 12 8 10 11 30

合  計 132 127 96 85 140

  ＊平成22年度許可 市街化区域内：17件 市街化調整区域内：140件 

  ＊法第34条第11号(旧第8号の3）【集落区域内の開発行為】の建築予定戸数：335戸 

  

 ※合併前の件数については旧加須市のみ（旧騎西町・旧北川辺町・旧大利根町については埼玉県で 

  開発許可業務を行っていたため） 
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事 業 名 景観形成推進事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 424-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 18,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 18,000円

目 01 都市計画総務費 決 算 額 5,840円

事
業
の
目
的 

やすらぎとうるおいのある景観形成の

推進を図る。 事
業
の
概
要 

・景観指針の策定及び景観モデル地区の指定を行い、

各地区の有効資源となる景観を保全、継承、創造す

る。その際、良好な水辺景観の活用に留意するもの

とする。 

事業の実績・成果  

【水深地区景観指針（案）策定に伴う活動】                 予算執行 0円 

○水深地区を景観モデル地区とし、独自で収集した当該地区の状況や魅力資源、また、指針を策定 

するうえで地元から推薦された「水深地区景観指針検討メンバー」からの情報を精査し、指針の 

原案を作った。 

 水深地区景観指針（案）の内容 

   ○水深地区の概要  

   ○景観の概念 

   ○水深地区の魅力資源分布図 

   ○各地区（10地区）の景観資源（文化・歴史景観、自然景観、都市景観等）（資料集） 

   ○水深の各地区の由来と自然環境 

   ○水深地区まちづくり 基本方針（案） 

   【景観形成の柱：１自然景観の保全、２文化・歴史景観の継承、３都市景観の創造】とし、 

    各地区の特色を活かしいずれかに設定した。※今後、地区と協議しながら、決定させる。 

   ○水深地区まちづくりの推進計画 

   ○重点プロジェクトの設定 

   ○環境保護活動 

   ○文化財保護地区分布図 

   ○水深地区の配置分合の歴史 

○水深地区景観指針（案）を各区長及び検討メンバーに報告した。 

 平成23年度は指針を策定するとともに、今後の取組について検討する。 

 

【景観形成事業に伴うその他の活動】                          

○県主催の景観関連会議及び研修会への出席      普通旅費           5,840円 
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事 業 名 大越地区整備推進事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 354-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 53,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 53,000円

目 01 都市計画総務費 決 算 額 37,790円

事
業
の
目
的 

大越地区の特性を活かした魅力的で暮

らしやすいまちづくりを推進する。 事
業
の
概
要 

・「大越地区まちづくり計画」に沿った各事業の実施

及び地元支援等を行うとともに移転公共施設の建設

に向けた調整及び手続きを行う。 

・大越地区堤防強化対策協議会を定期的に開催する。

事業の実績・成果  

【大越地区まちづくり計画の事業推進】 

  事業の推進に当たっては、「大越地区まちづくり計画」に沿って、公共施設の移転計画を契機とした

各種事業を進める。 

 

・ 児童館機能を柱とした多目的な機能を有する施設の整備を基本とし、位置及び規模等について

市の方針を決定し、建築するための課題として、占用や協定についての協議・調整を行った。

 

・ サイクリングセンターは、堤防強化対策事業で移転対象となる県の施設であるが、協議の結果、

未来館敷地内の市用地を使用することとなり、平成２３年度内の建設に向け調整を行った。 

 

【協議会等会議開催の経緯】 

                                         （回） 

名     称 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

大越地区堤防強化対策協議会 4 1 1 

庁内関係部・課調整会議 4 2 0 

庁内関係課会議 19 5 6 

 

 

【市民と行政との協働によるまちづくりの推進】 

  大越地区まちづくり計画の「花の咲く里づくり推進」の一環として、市が管理する野なか公園に特

設花壇とプランター（２基）を設置し、地元で購入した135株の花を植えた。 

  なお、今回は、モデルケースとして市が直営で実施した。 

  

 ・野なか公園に特設花壇を直営で設置 [H22.11.15] 

 ・野なか公園にプランター（２基）を直営で設置 [H22.11.17] 

 ・花の種類：（パンジー、カレンジュラ、ノースポール、葉牡丹） 

 ・維持管理は、住民との協働で行っていく。 
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事 業 名 礼羽地区整備推進事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 354-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 23,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 23,000円

目 01 都市計画総務費 決 算 額 4,060円

事
業
の
目
的 

都市整備の推進・居住環境の向上を図

る。 
事
業
の
概
要 

地元組織の礼羽まちづくり推進協議会の支援を行

い、定期的に会議を開催し、地区内の道路、水路、

公園等の整備を計画的に推進する。 

また、地元主導により、施設整備の優先性を検討し、

地区内の効率的な整備推進を図る。併せて、公共下

水道の計画・整備との整合性を図る。 

事業の実績・成果  

礼羽地区では、平成17年に土地区画整理事業としての整備が中止となり、道路等の基盤整備が未整

備のままとなっていることから、地元自治会が中心となってまちづくり推進協議会を発足し、「礼羽地

区における道路等整備の方針」を策定した。 

また、平成20年11月には協議会から「礼羽地区の道路等整備についての要望書」が提出された。 

平成21年度からは、国庫補助事業である「狭あい道路拡幅整備事業」を導入し、道路整備の推進を

図っている。 

平成22年度は、協議会運営を支援し、各種事業が効率的に実施されるよう事業担当課と調整打合せ

を行った。 

 

・礼羽まちづくり推進協議会の開催                         （回） 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

計画 ３ ２ ２ 

実施 ３ ３ １ 

 

 ・関係事業課調整打合せの開催 

（補助金等内部会議を含む）                            （回） 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

計画 ２ ２ ２ 

実施 ２ ２ ２ 

  

 ・協議会要望路線の整備率 

 （整備道路延長／要望道路延長）                          （％） 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

計画 ５ １５ ２５ 

実施 １１ １８ ２５ 
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事 業 名 駅前広場維持管理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 3,755,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 3,755,000円

目 02 街路事業費 決 算 額 3,262,981円

事
業
の
目
的 

駅前広場を安全にかつ快適に利用でき

るようにする。 

事
業
の
概
要 

加須駅及び花崎駅の駅前広場や加須駅北口・花崎駅

南口駅前公衆トイレの維持管理 

事業の実績・成果  

 ・加須駅、花崎駅駅前広場利用者の安全性及び快適性を確保するため、駅前広場施設の修繕や駅前公衆

トイレの清掃等の維持管理を行った。 

  

１ 駅前広場の概要 

 ・加須駅北口駅前広場 4,217㎡    ・花崎駅北口駅前広場 4,000㎡ 

 ・加須駅南口駅前広場 4,300㎡    ・花崎駅南口駅前広場 2,200㎡ 

２ 駅前公衆トイレの概要 

  ・加須駅北口駅前広場 床面積20.89㎡ (女子用１、男子用大1・小２、障害者用１) 

  ・花崎駅南口駅前広場 床面積20.25㎡ (女子用１、男子用大１・小１、障害者用１) 

３ 維持管理費 

 （１）委託料  １件                             2,072,700円 

委  託  の  概  要 金  額 備    考 

駅前公衆トイレ清掃委託 

（各トイレ １日２回清掃) 
2,072,700 (委託期間）H22/4/1～H23/3/31 

 

 （２）修繕料  ６件                               454,650円  

  修  繕  の  概  要 金  額 備     考 

 照明灯配電盤 鍵交換    12,600  加須駅北口駅前広場 

 照明灯安定器交換（7基）  111,300     〃 

 ロータリー時計機械交換 92,400     〃 

 公衆トイレタイル修繕  15,750  加須駅北口トイレ 

 照明灯安定器（7基）、ランプ(2基)交換 128,100  加須駅北口駅前広場 

 照明灯配電盤 ブレーカ交換(6基) 94,500     〃 

   

 （３）光熱水費 （ 加須駅・花崎駅前トイレ：電気料・水道料、 立体交差：電気料）  403,060円  

 （４）下水道使用料 （ 加須駅・花崎駅駅前トイレ ）                           95,526円  

 （５）火災保険料   （ 加須駅・花崎駅駅前トイレ ）                            3,176円  

 （６）作業員賃金  （ 加須駅・花崎駅前広場 除雪:２回 ）             203,200円 

 

５ 維持管理費の推移                                

                                            （円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

維持管理費 3,359,177 3,364,900 15,427,135 14,894,197 3,232,312 

 ※ 平成20、21年度は、花崎駅北口駅前広場で歩道の平板ブロック改修工事を実施したため、 

   維持管理費が増加した。 
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事 業 名 公園維持管理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 421-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 160,934,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 160,934,000円

目 03 公園費 決 算 額 147,102,182円

事
業
の
目
的 

公園を適切に維持管理し、安全で快適な

公共空間を確保する。 事
業
の
概
要 

公園の維持管理（整枝剪定1回・薬剤散布1回～3回・

トイレ清掃・除草2回～3回等）委託及び久下公園貯

留浸透施設の適切な維持管理を行う。 

また、トイレ、水道、照明灯、遊具等が破損した場

合の修繕を行う。 

事業の実績・成果  

 市民の憩いの場、レクリエーションの場として、市民が快適に利用できるよう公園の維持管理を実施

した。 

  

 １ 光熱水費（都市公園、会の川親水公園等、下水道使用料含む）      14,566,849円 

 

 ２ 修繕料 （トイレ、水飲み、ベンチ等の修繕、照明灯ランプの交換等）  8,705,783円 

 

 ３ 工事費 （遊具撤去、園路舗装等）                  1,470,000円 

     

 ４ 都市公園緑地等公共施設の維持管理業務委託                      116,129,765円 

    清掃・除草・薬剤散布等業務委託         98,225,356円 

    剪定等業務委託                 14,754,184円 

    スズメバチ駆除業務委託               60,650円 

    浄化槽保守点検業務委託               675,325円 

        遊具点検業務委託                                2,210,250円 

    開発公園等維持管理委託                        204,000円 

        

 

      管理施設（公園、その他公園）の内訳                   （か所数） 

  加須  騎西 北川辺 大利根  合計 

都市公園 53 25 4 33 115 

その他公園 56 14 34 7 111 

合   計 109 39 38 40 226 

    ※大利根地域は、カスリーン公園及び栗橋駅西土地区画整理事業区域内の公園予定地を含む 

 

   委託料の推移                                （円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 107,012,555 82,333,597 95,411,621 99,805,292 116,129,765

 旧 加 須 市 53,082,482 49,208,046 44,955,607 43,545,690 

旧 騎 西 町 21,112,170 22,205,870 22,363,341 22,076,970  

旧 北 川 辺 3,407,747 3,597,536 3,313,042 3,035,180 

 旧大利根町 29,410,156 7,322,145 24,779,631 31,147,452 
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事 業 名 公園整備事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 421-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 31,636,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 31,636,000円

目 03 公園費 決 算 額 11,388,413円

事
業
の
目
的 

市民の憩いの場としての公園を整備す

る。 

事
業
の
概
要 

老朽化している公園遊具等について、修繕計画に基

づき撤去・新設を行う。 

運動のできる公園について、計画的に施設整備を進

める。 

プレイパーク、ドッグランについて、整備・運営方

法や候補地などを検討する。 

童謡のふる里おおとねカスリーン公園及び栗橋駅西

（大利根地区）土地区画整理事業区域内の公園整備

工事を行う。 

事業の実績・成果  

 市民の憩いの場、レクリエーションの場として、市民が快適に利用できるよう公園の整備を実施した。

 

１ 土地借上料                               1,778,634円 

   ・市民運動公園用地借地料                  143,644円 

   ・東ヶ丘くさぶえ公園用地借地料              1,634,990円 

 

２ 公園整備事業                              9,609,779円 

 

  委託                            2,687,350円 

   ・栗橋駅西土地区画整理事業地内公園整備設計業務委託    2,047,500円 

     ・カスリーン公園樹木撤去業務委託               483,000円 

   ・藤の里公園買収予定地土地鑑定評価業務委託         152,250円 

   ・地目変更嘱託登記委託                    4,600円 

 

  工事                            6,922,429円 

   ・花崎愛宕公園テニスコート補修工事            3,129,000円 

   ・下高柳１号緑地照明灯設置工事               210,000円 

   ・川口北公園外公園看板作成設置工事             252,000円 

   ・豊野台緑地車止め整備工事                 420,000円 

   ・たなばた公園遊具撤去等工事                171,570円 

   ・駅西２号公園鉄パイプ撤去工事                 78,750円 

   ・旧川ふるさと公園遊具修繕工事               682,500円 

   ・利根コミュニティ広場遊具等修繕工事            870,450円 

   ・公園遊具等移設工事                    664,450円 

   ・旧川ふるさと公園ベンチ改修工事              233,709円 

   ・とりで公園遊具設置工事                  210,000円 

 

※ 繰越明許 平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により、施工機械などの燃料の 

     調達が難しくなり、年度内の事業完了が困難になったため。 

         童謡のふる里おおとねカスリーン公園整備工事  12,250,350円 
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３ 都市公園現況調書 

                       （県営加須はなさき公園24,9ha.含む） 

年度 公園個所数 公園面積 ha 一人当たり公園面積 ㎡/人 

H18 105 107.7 9.2 

H19 110 119.8 10.2 

H20 110 121.6 10.4 

H21 112 121.7 10.4 

H22 116 121.9 10.4 

                        ※各年度４月１日現在 

                                               ※H18～H21は合併前の１市３町の合計 

 

 

事 業 名 循環型都市推進事業 

担 当 課 建設課（騎西） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 441-05 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 1,178,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 1,178,000円

目 03 公園費 決 算 額 867,175円

事
業
の
目
的 

毎年公園の管理作業で大量に発生する、

剪定枝や枯葉などの資源を再利用する

とともに、炭焼き体験を実施し、疎遠に

なりつつある自然への理解と環境への

認識を深める。 

事
業
の
概
要 

樹木や剪定枝などをチップ化し落ち葉と混ぜて堆肥

化させたり、剪定枝で炭焼きをして木炭を作り、水

質浄化や土壌浄化剤として使用する。 

事業の実績・成果  

 公園の管理作業で大量に発生する剪定枝や枯れ葉などの資源を再利用し炭焼き体験やチップを製造し、自

然への理解、環境への認識を深めた。 

 ・剪定枝のチップ化及び散布（騎西地域各公園） 

 ・チップと枯れ葉の堆肥化（藤の台工業団地緩衝緑地帯内） 

 ・炭焼き体験会の実施（種足ふれあいの森） 

   県民の日イベント（第一回） 

   ・実施日   平成22年11月14日（日） 

   ・来場者数  35人 

   種足小学校体験学習（第二回） 

   ・実施日   平成23年2月17日（木） 

   ・来場者数  約40人 
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事 業 名 下總皖一野菊の里づくり基金積立事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 423-07 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 212,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 212,000円

目 03 公園費 決 算 額 79,038円

事
業
の
目
的 

音楽家下總皖一の顕彰及び童謡を育ん

だふる里を市民と協働して実現する事

業の財源とする。 

事
業
の
概
要 

基金への積立及び運用。 

事業の実績・成果  

 下總皖一野菊の里づくり基金の預金利子を積立てた後、童謡のふる里づくり推進事業に充当するた

め、一般会計に繰り入れる。 

  預金利子の基金への積立        79,038円 

   

  一般会計への繰り入れ        79,038円 

  （充当先 ： 童謡のふる里づくり推進事業） 

 

事 業 名 公園整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 まちづくり課 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 2,510,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 2,510,000円

目 03 公園費 決 算 額 2,310,000円

事
業
の
目
的 

 市民の憩いの場としての公園を整備

する。 事
業
の
概
要 

 老朽化している公園遊具等について、修繕計画に

基づき撤去・新設を行う。 

運動の出来る公園については、計画的に施設整備を

進める。 

 

事業の実績・成果  

 市民の憩いの場、レクリエーションの場として、市民が快適に利用できるよう危険遊具の撤去を行い、

新たに遊具を設置し、事故防止を図った。 

 

○ 公園整備事業  

  

   花崎駅南公園外遊具設置工事                    2,310,000円 

    スベリ台の設置 

    ・花崎駅南公園 

    ・新立公園 

    ・花崎愛宕公園 

    ・本村南公園 

 ※ 繰越の理由 

    国の平成21年度第2次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細やかな臨時交付金」を 

   活用するため、平成22年第1回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため。 

    なお繰越後、早期執行に努め、工事は平成22年7月30日に完成した。 
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事 業 名 緑化対策事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 422-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 4,050,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 4,050,000円

目 04 緑化対策費 決 算 額 3,817,940円

事
業
の
目
的 

市民の身近な緑の保全・創出・活用を図

る。 
事
業
の
概
要 

・利根川河川敷公園園路清掃・除草及び播種工事（菜

の花） 

・駅前広場や会の川親水公園などのプランターに草

花を植えて緑化を実施 

・公園の利用者、地元自治会等との協働による草花

の植込み、植栽等を実施 

事業の実績・成果  

 自然で緑豊かな、利根川河川敷を有効利用するため、菜の花、コスモスの播種を実施した。また、加

須市民運動公園内に、シラカシとマテバシイの苗木を植栽し、会の川親水公園、本庁舎玄関前に草花の

植栽を行い訪れる市民の皆様の憩いの場となるよう緑化の推進を図った。 

 

 １ 緑化対策事業 

    委託料 

      利根川河川敷緑地公園除草委託        1,648,500円 

    消耗品費 

      コスモス栽培                 217,570円 

        コスモス種子  80ℓ 

        肥料 20kg 10袋 

      加須市民体育館苗木植栽            207,900円 

        マテバシイ 10本   

      市庁舎、会の川親水公園草花植栽         63,970円 

             ペンタス、日々草、土等  

 

 ２ 緑化工事 

    利根川河川敷緑地公園菜の花播種工事       1,218,000円 

    加須市民運動公園内植栽工事            462,000円 

 

 

事 業 名 不動岡土地区画整理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 353-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 70,495,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 47,968,000円

目 05 土地区画整理費 決 算 額 47,968,000円

事
業
の
目
的 

住みよい快適な居住環境の向上と宅地

の利用増進を図る。 事
業
の
概
要 

本地区は、加須駅より西方2ｋｍの地点にあたる既成

市街地である。急速に宅地化の傾向がみられるため、

既存道路を極力変更せずに健全な市街地を造成する

ことを目的とし、平成23年度末の完了を目標に事業

を行う。 

事業の実績・成果  

 平成23年度末の換地処分を目指し、街区・画地出来形確認測量や換地計画の準備業務等を実施する

ため、一般会計から不動岡土地区画整理事業特別会計へ繰り出した。 

 

○ 不動岡土地区画整理事業特別会計 繰出金          47,968,000円 
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事 業 名 野中土地区画整理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 353-04 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 85,324,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 57,230,000円

目 05 土地区画整理費 決 算 額 57,230,000円

事
業
の
目
的 

住み良い快適な居住環境の創造と、宅地

の利用増進を図る。 

事
業
の
概
要 

本地区は栗橋駅より西南約1．5㎞の地点にあり、大

部分の道路が幅員狭小で曲折している。このため、

63．5haを土地区画整理事業により整備していくもの

である。なお、早期事業完了のため、権利者と相談

しながら区域の見直しを進め、平成22年3月に事業

計画の変更を、平成22年7月には見直し手続きを完

了した。 

事業の実績・成果  

 平成23年度の事業見直し後の仮換地指定及び一部道路等工事の再開に向けて、換地設計業務や路線

測量業務等を実施するため、一般会計から野中土地区画整理事業特別会計へ繰り出した。 

 

 

○ 野中土地区画整理事業特別会計 繰出金             57,230,000円 

 

 

事 業 名 栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 353-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 113,251,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 66,532,000円

目 05 土地区画整理費 決 算 額 66,532,000円

事
業
の
目
的 

住みよい快適な居住環境の向上と宅地

の利用増進を図る。 事
業
の
概
要 

本地区は久喜市との行政界に接し加須市の東部に位

置する面積約 39ｈａの地区である。栗橋駅西口の開

設に伴い道路・公園等の都市基盤施設を一体的に整

備改善し、良好な市街地の形成を図る。 

 

事業の実績・成果  

 歩道改修工事や土木債の償還のため、一般会計から栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業特別会

計へ繰り出した。 

 

 

○ 栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業特別会計 繰出金     66,532,000円 
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事 業 名 公共下水道事業 

担 当 課 下水道課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 451-05 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 1,090,476,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 1,090,476,000円

目 06 公共下水道費 決 算 額 1,090,476,000円

事
業
の
目
的 

下水道事業経営の健全化 
事
業
の
概
要 

水質規制費、水洗便所等普及費及び臨時財政特例債

等の元利償還金など繰出基準に基づく繰り出しと、

下水道事業会計の財源不足を補うものとして、一般

会計から繰り出しをする。 

事業の実績・成果  

１ 下水道事業会計負担金の推移 

  平成18年度以降、負担額の減少に努めている。 

２ 下水道事業会計における財源内訳 
  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 収益的収入 855,536 1,009,678 1,005,520 769,535 890,762 

 資本的収入 395,687 192,238 111,715 331,712 199,714 

 負担金合計 1,251,223 1,201,916 1,117,235 1,101,247 1,090,476 

  うち法定分 295,161 438,699 469,778 423,842 240,943 

  うち赤字補填分 956,062 763,217 647,457 677,405 849,533 

※ 赤字補填分･･･繰出基準等に基づくもの以外のもので、主に財源的な赤字を補填するもの。 

 

 

負担金の推移 
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（単位：千円） 

負担金合計

うち赤字補填分

（単位：千円） 
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事 業 名 都市下水路整備事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 335-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 52,795,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 52,795,000円

目 07 都市下水路費 決 算 額 47,534,645円

事
業
の
目
的 

市街地における近年の局地的集中豪雨

等による道路冠水や浸水被害の解消を

図る。 
事
業
の
概
要 

・排水機場の維持管理（礼羽、土手二丁目） 

・道路側溝汚泥処分（住民清掃分） 

・市街地排水路汚泥清掃（大利根市街地排水路） 

・排水整備工事（7路線：元町、礼羽第一区、礼羽第

二区×2、中央一丁目、土手、東栄一丁目） 

・道路側溝修繕工事（5路線） 

事業の実績・成果  

 側溝整備や水路整備により雨水の水路機能が向上し、快適な住環境が得られた。 

 

 

  １ 都市下水路事業費の執行状況                     （単位：円）  

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 合 計  

作業員賃金 3,996,690 0 0 0 3,996,690

光熱水費 705,033 0 0 0 705,033

修繕料 1,290,450 0 0 0 1,290,450

委託料 

（草刈等） 
13,697,838 0 0 2,929,500 16,627,338

委託料 

（設計等） 
3,322,200 0 0 0 3,322,200

借上料 

（仮設ポンプ） 
441,000 0 0 0 441,000

工事費 18,645,900 0 0 0 18,645,900

材料費 

（側溝蓋） 
534,093 0 0 0 534,093

その他（旅費、消耗

品費、燃料費等） 
583,381 0 0 0 583,381

補償費  1,388,560 0 0 0 1,388,560

合 計 44,605,145 0 0 2,929,500 47,534,645

本工事件数 7件 0件 0件 0件 7件
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  ２ 都市下水路工事費の推移                         （単位：円） 

 地域 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 13,258,791 12,254,387 15,359,178 17,754,821 17,020,038

騎 西 0 0 0 0 0

北川辺 0 0 0 0 0

委 託 料 

（草刈等） 

大利根 148,050 1,945,650 4,983,300 3,291,750 2,929,500

委 託 料 計 13,406,841 14,200,037 20,342,478 21,046,571 19,949,538

加 須 28,822,290 15,676,500 23,293,200 52,091,550 18,645,900

騎 西 0 0 0 0 0

北川辺 0 0 0 0 0

工 事 費 

大利根 0 0 0 1,240,785 0

工 事 費 計 28,822,290 15,676,500 23,293,200 53,332,335 18,645,900

加 須 1,212,963 156,000 788,900 671,480 1,388,560

騎 西 0 0 0 0 0

北川辺 0 0 0 0 0

補 償 費 

大利根 0 0 0 0 0

補 償 費 計 1,212,963 156,000 788,900 671,480 1,388,560

合  計 43,442,094 30,032,537 44,424,578 75,050,386 39,983,998
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事 業 名 溢水対策整備事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 335-18 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 96,480,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 83,480,000円

目 07 都市下水路費 決 算 額 83,092,800円

事
業
の
目
的 

溢水被害を未然に防止するため整備を

促進していく。 事
業
の
概
要 

道路冠水や水路溢水による被害などを受けた箇所に

ついて、重点的に水路整備や改修を行う。 

・水路改修工事（6路線：大越第三区、不動岡第四区、

大桑第三区×4） 

・排水対策調査（北川辺小野袋地区） 

事業の実績・成果  

 水路改修により雨水の水路機能が向上し、溢水被害の改善を図った。 

 

 ・溢水対策整備事業費の推移                        （単位：円）  

平成22年度 
 平成20年度 平成21年度 

加須地域 北川辺地域

委  託  料 6,899,050 10,557,750  1,686,300 2,772,000 

工  事  費 8,137,500 88,766,580  78,634,500 0 

補  償  費 3,439,760 0  0 0 

合 計 18,476,310 99,324,330  83,092,800    

本 工 事 件 数  2件   5件  7件 0件 

 ※平成21年度の実績は、旧加須市と新加須市分の実績を合算したものである。 

 ※工事施工場所 

  南篠崎（立野裏）、大越（堤崎）、岡古井（中谷）の各地区において、水路改修工事 

  を行った。 

※合併前の旧3町については、該当事業なし。 
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事 業 名 溢水時緊急対策事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 335-17 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 228,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 228,000円

目 07 都市下水路費 決 算 額 216,005円

事
業
の
目
的 

溢水箇所の被害を最小限にとどめるよ

う対応を図る。 
事
業
の
概
要 

・溢水時に備えたバリケードなどの購入 

・集中豪雨や台風時に水路溢水等により道路冠水が

多発する箇所に近接する住民の協力を得て、早期に

状況を把握するとともに、バリケードを設置しても

らうなど市民との協働により溢水被害を最小限にと

どめる。 

事業の実績・成果  

 集中豪雨や台風等による溢水が発生した場合に、正確な情報を早期に把握することが大切という 

観点から、道路冠水や家屋の浸水被害が多発している５地区ついて各２名、１０名の周辺住民との 

協働の連絡体制（平成21年度から継続）を構築した。 

 ※5地区（自治会）：大桑第一区、久下一丁目、礼羽第一区、大桑第三区、土手町内会 

 

 ・平成22年度執行状況  

  謝金（水防協力員）            50,000円 

  作業用備品（バリケード、懐中電灯等）  166,005円 

  合  計                216,005円 

 

事 業 名 都市下水路整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 治水課 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 8,220,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 8,220,000円

目 07 都市下水路費 決 算 額 6,594,000円

事
業
の
目
的 

市街地における水路内ゴミの投棄を防

ぐ。 

 

事
業
の
概
要 

水路蓋架けを行い転落防止等安全性を高める。 

事業の実績・成果  

 水路蓋架け工事により、ゴミの投棄を防ぎ維持管理の改善が図られた。 

 

 ・平成22年度執行状況 

  委託費   441,000円 

  工事費  6,153,000円 

  合 計  6,594,000円 

 

  ※工事施工場所 

   富士見町、久下二丁目の2地区において水路蓋架け工事を行った。 

 

 繰越の理由 

  ※国の平成２１年度第２次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」を 

   活用するため、平成２２年第１回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内の

   事業完了が困難であったため、繰り越して対応した。 
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事 業 名 会の川親水公園維持管理事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 421-03 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 3,535,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 3,535,000円

目 08 環境整備費 決 算 額 3,068,867円

事
業
の
目
的 

安全で快適に休息できる、潤いのある空

間を確保する。 事
業
の
概
要 

会の川親水公園の機械設備の保守や公園内の清掃な

ど公園の維持管理を実施 

事業の実績・成果  

 市民が安全で快適に休息できる潤いのある癒しの空間を確保するため、公園内の清掃や機械設備等の

維持管理等を実施した。 

 

１ 会の川親水公園の概要 

 ①上流側 延長124.5m 

 ・主な施設：せせらぎ、公衆トイレ、植栽 

 ②下流側 延長130.0m 

 ・主な施設：噴水池、滝池、せせらぎ、公衆トイレ、植栽 

 

２ 維持管理費 

 （１）委託料  ４件                                                          2,054,540円 

  委 託 の 概 要 金 額 (円) 備   考 

 水の広場魚飼育管理委託 492,000  

 滝池、噴水池の濾過槽清掃委託  21,000  

 親水公園清掃委託 964,040  

 会の川親水公園機械設備保守点検 577,500  

    

 （２）修繕料  ５件                                 966,000円 

修 繕 の 概 要 金 額 (円) 備   考 

 滝ポンプ交換  630,000  滝池設備  

 トイレ照明灯ランプ交換      8,400  上流側 トイレ 

 電気設備修繕     18,900  下流側 引込柱他 

 木道修繕    245,700  上流側 

 水中照明灯ランプ交換     63,000  こい噴水池 

 

３ 維持管理費の推移 

                                           （円） 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

維持管理費 2,271,040 2,592,336 2,651,213 10,504,310 3,020,540 

 

 ※ 平成21年度は親水公園タイル改修工事（7,928千円）を実施したため、維持管理費が 

   増加した。 
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事 業 名 調整池維持管理事業（市街化調整区域） 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 336-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 6,070,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 6,070,000円

目 08 環境整備費 決 算 額 2,296,138円

事
業
の
目
的 

市街化調整区域にある調整池等の維持

管理を適切に行い、排水区域の水害を防

止する。 

事
業
の
概
要 

・貯留施設の維持管理、ポンプ設備等の保守点検委

託（不動岡、水深、北小浜各調整池、騎西城南産業

団地調整池） 

・調整池の雑草刈払い委託（志多見ミニ工業団地、

岡古井、上崎） 

事業の実績・成果  

 調整池の排水機場保守点検、雑草刈払い等を実施し、調整池の貯留、排水機能が保持された。 

 平成21年度から調整池維持管理事業を市街化区域と市街化調整区域に事業を分割。 

 

１ 調整池排水機場電気料金等                  （単位：円）  

名　称 電気料 修繕料 保守点検委託料

不動岡調整池外 39,654 1,257,900 0

水深調整池 59,821 0 168,000

北小浜調整池 128,837 0 0

騎西城南産業団地調整池 0 0 21,871

228,312 1,257,900 189,871

騎西地域

　　合　　計

加須地域

 
   

  ２ 調整池雑草刈払業務委託料                 （単位：円）  

名　称 金　　額

志多見ミニ工業団地調整池外 391,650

上崎調整池 228,405

620,055

騎西地域

加須地域

　　合　　計
 

 

  ３ 調整池雑草刈払業務委託料の推移                  （単位：円） 

  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

6,776,598 5,784,287 7,358,231 442,816 620,055

旧加須市 5,330,098 5,041,287 6,172,332 399,000 391,650

旧騎西町 451,500 483,000 689,649 43,816 228,405

旧北川辺町 0 0 0 0 0

旧大利根町 995,000 260,000 496,250 0 0

加　須　市

 
※調整池雑草刈払業務委託料の推移については、平成20年度までは各総合支所において 

    市街化調整区域との合算値を参考に計上。 
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事 業 名 調整池維持管理事業（市街化区域） 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 336-01 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 25,195,000円

項 04 都市計画費 最 終 予 算 額 25,195,000円

目 08 環境整備費 決 算 額 21,542,598円

事
業
の
目
的 

市街化区域にある調整池の維持管理を

適正に行い、排水区域の水害を防止す

る。 
事
業
の
概
要 

・排水機場維持管理（川口、加須流通業務団地、下

高柳（北・南）、新道上、藤の台、大利根ハイツ） 

・ポンプオーバーホール（加須流通業務団地） 

・草刈（川口、加須流通業務団地、加須大利根×2、

下高柳（北・南）、花崎北、藤の台、騎西、大利根ハ

イツ、豊野台） 

事業の実績・成果  

 調整池の排水機場保守点検、雑草刈払い等を実施し、調整池の貯留、排水機能を保持した。 

 平成21年度から調整池維持管理事業を市街化区域と市街化調整区域に事業を分割。 

 

  １ 調整池排水機場電気料金等                       （単位：円） 

地 域 名 称 電 気 料 修繕料 保守点検委託料

加須流通業務団地調整池 1,284,026

下高柳工業団地調整池 705,045加須地域 

川口調整池 1,035,918

8,030,400 1,711,353

藤の台工業団地調整池 571,395 480,000 
騎西地域 

新道上調整池 65,891 0 
922,089

大利根地域 大利根ハイツ調整池 17,596 55,650 0

合   計 3,679,871 8,566,050 2,633,442

 

２ 調整池保守点検業務委託料の推移                  （単位：円）  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

2,516,556 2,107,056 2,369,556 2,458,806 2,633,442

旧加須市 1,674,603 1,485,603 1,695,603 1,679,853 1,711,353

旧騎西町 841,953 621,453 673,953 778,953 922,089

旧北川辺町 0 0 0 0 0

旧大利根町 0 0 0 0 0

加　　須　　市

 

  ３ 修繕作業（加須地域） 124,460円   
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  ４ 調整池雑草刈払業務委託料              （単位：円）  

地 域 名 称 金  額

加須流通業務団地調整池 

川口調整池 
948,780

下高柳工業団地調整池 1,081,500

花崎北調整池 2,016,000

加須大利根工業団地調整池 367,500

加須地域 

川口調整池緑地外 160,000

藤の台工業団地調整池 892,545
騎西地域 

騎西調整池 56,450

大利根ハイツ調整池 50,000

加須大利根工業団地調整池（新利根） 483,000大利根地域 

星子沼調整池 483,000

合   計 6,538,775

 

 

  ５ 調整池雑草刈払業務委託料の推移                （単位：円） 

  

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

6,776,598 5,784,287 7,358,231 6,111,332 6,538,775

旧加須市 5,330,098 5,041,287 6,172,332 4,610,655 4,573,780

旧騎西町 451,500 483,000 689,649 1,009,677 948,995

旧北川辺町 0 0 0 0 0

旧大利根町 995,000 260,000 496,250 491,000 1,016,000

加　　須　　市

 

   ※調整池雑草刈払業務委託料の推移については、平成20年度までは各総合支所において 

    市街化調整区域との合算値を参考に計上。 
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事 業 名 市営住宅管理事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 355-02 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 15,980,000円

項 05 住宅費 最 終 予 算 額 15,980,000円

目 01 住宅管理費 決 算 額 15,097,976円

事
業
の
目
的 

低所得者世帯の居住の安定を図る。 
事
業
の
概
要 

・市営住宅の維持管理 

事業の実績・成果  

 １ 地域の安定した居住を確保するため、市営住宅の維持管理を行った。 

   ○入居戸数（三俣団地：28戸 秋葉団地：58戸 下崎住宅 8戸 天沼団地 57戸 

北川辺住宅 10戸）合計161戸 

   ○入居公募：2回（7月：3戸  8月：6戸） 

 

   ○維持管理経費                    14,707,994円  

    (1) 退去修繕・維持修繕               2,067,373円 

    (2) 水道・浄化槽検査                 111,500円 

    (3) 消防設備点検                   245,700円 

    (4) 火災保険料                    269,575円 

    (5) 借地料                      484,426円 

    (6) 秋葉団地公共下水道接続工事           1,806,000円 

    (7) 秋葉団地ガス漏れ警報機購入費           342,720円 

    (8) 管理代行委託料（下崎住宅・天沼団地）      9,380,700円 

 

 ２ 市営住宅の家賃・駐車場使用料の推移 加須市              （単位：円） 

 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 

加 須 市 49,326,184 49,137,354 46,913,534 47,035,105 45,146,600

旧加須市 34,847,384 33,447,754 30,321,334 29,709,505 

旧騎西町 14,054,800 15,309,600 16,196,200  16,941,600 

調

定

額 

 

旧北川辺町    424,000    380,000    396,000    384,000 

 

加 須 市 37,252,330 38,553,495 38,943,329 40,533,205 39,258,800

旧加須市 23,369,630 23,488,495 23,062,529 24,069,805 

旧騎西町  13,458,700  14,685,000  15,484,800  16,087,400 

収

納

金

額 

 

旧北川辺町    424,000    380,000    396,000    376,000 

 

加 須 市      75.52%      78.46%      83.01% 86.18%      86.96%

旧加須市      67.06%      70.22%      76.06% 81.02% 

旧騎西町      95.76%      95.92%      95.61% 94.96% 

収

納

率 

 

旧北川辺町     100.00%     100.00%     100.00% 97.92% 
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事 業 名 小集落改良住宅管理事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-04 

款 08 土木費 当 初 予 算 額 3,298,000円

項 05 住宅費 最 終 予 算 額 3,298,000円

目 02 小集落改良住宅管理費 決 算 額 1,119,624円

事
業
の
目
的 

歴史的、社会的理由から整備が遅れた地

域の住環境を整備する。 事
業
の
概
要 

小集落改良住宅の維持管理 

事業の実績・成果  

 １ 生活の安定を図るため、施設の維持管理を行った。 

   ○ 入居戸数28戸（入居率100％） 

 

   ○維持管理経費                    1,118,727円  

    (1) 維持修繕                     931,245円 

    (2) 火災保険料                     49,687円 

    (3) 借地料                      137,795円 

  

 ２ 小集落改良住宅家賃の推移                      （単位：円） 

 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 

現年度 1,008,000 987,000  1,008,000 972,000 966,000

過年度     303,000 276,000     309,000     447,000     567,000

調定額 

 計   1,311,000   1,263,000   1,317,000   1,419,000   1,533,000

現年度     912,000     855,000     825,000     744,000     792,000

過年度     123,000      99,000      45,000 108,000     108,000

収納金額 

 計   1,035,000     954,000     870,000 852,000     900,000

現年度      90.48%      86.63%      81.85% 76.54%      81.98%

過年度      40.59%      35.87%      14.56% 24.16%      19.04%

収納率 

 計      78.95%      75.53%      66.06% 60.04%      58.70%

 

 ※ 旧騎西町、旧北川辺町、旧大利根町においては該当施設なし 
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事 業 名 消防管理事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-09 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 47,086,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 46,691,250円

目 01 常備消防費 決 算 額 40,663,063円

事
業
の
目
的 

消防事務の効率性、正確性及び信頼性等

の向上と経常経費の管理を行う。 

事
業
の
概
要 

消防業務事務及び職員管理 

事業の実績・成果  

１ 消防審議会を2回開催し、消防施設の改善その他消防に関し、必要な調査及び審議を行った。 

  （報酬 述べ27人 83,000円）   

 議題 （仮称）加須市新消防庁舎整備計画（案） 

 

２ 労働安全衛生法に基づく職員の健康診断等を実施 

（１） Ｂ・Ｃ型肝炎の採血・ワクチン接種等（述べ81人実施） 147,076円 

（２） 深夜業務者健康診断の実施（述べ121人実施）      571,725円 

※ 受検率 深夜業務者のみ 97.6％（深夜業務者は6か月以内毎に1回） 

 

３ 消防年報の発刊（300部、229,950円） 

消防の施設や業務の現況を、積極的に情報提供を行い、市民の協力・理解を得ることで円滑な消防

行政運営を図った。 

 

４ 消防職員の退職・採用者の推移                （単位：人） 

年度別 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

採用者数 0 5 10 8 8 

4月1日現在 148 145 148 149 152 

退職者数 8 6 7 5 10 

※平成22年度採用試験を実施した。申込者32人（上級14人、中級3人、初級15人） 

 

５ 消防職員厚生会 

  消防職員の福利厚生及び相互親睦を図ることを目的に、加須市消防職員厚生会に補助金を720,000

円交付し、各種事業を実施した。 

【主な事業内容】 

（１）保健体育事業 （２）教養事業 （３）親睦共済事業 

 

６ 消防業務管理費 

下記の項目のうち、旅費、消耗品費、修繕料、手数料、保険料、負担金の平成21年度と平成22

年度の大きな差額は、平成22年度当初に事業を細分化し、消防の業務について明確化したことに

より、他の事業へ分割したため。また、括弧書きは常備消防費としての支出額。 

 

（１） 旅費  主な支出は、救急出動における管外病院への搬送によるもの。 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

金 額 （ 円 ） 1,329,300 1,445,080 1,458,510 1,371,210 
912,610 

(2,254,800)
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（２） 消耗品費 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

金額（円） 4,512,461 4,247,182 4,974,359 5,978,185 
2,514,913 

(8,816,954)

 

（３） 燃料費 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

ガソリン（㍑） 9,817.0 19,520.0 19,744.0 22,239.0 27,796.0 

軽 油（㍑） 21,035.0 18,292.0 18,392.0 17,973.0 14,998.0 

Ｌ Ｐ Ｇ（㎥） 1,458.3 1,424.3 1,402.6 1,472.5 1,272.6 

灯 油（㍑） 10,320.0 10,964.0 10,592.0 10,502.0 12,496.0 

金 額 （ 円 ） 6,190,839 6,888,979 6,605,933 5,966,095 7,083,896 

 

（４） 光熱水費 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

電気料（KWh） 212,983 185,898 244,647 208,950 243,031 

水道料（㎥） 3,340 3,767 3,918 3,134 3,132 

金 額 （ 円 ） 5,520,739 6,094,984 6,168,870 5,378,652 5,875,590 

 

（５） その他                             （単位：円） 

年 度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

修 繕 料 2,928,916 3,714,239 3,311,748 4,006,609 
453,112 

(3,218,627)

通信運搬費 3,228,356 3,025,852 2,831,121 2,803,950 2,949,185 

手 数 料 2,091,378 1,273,657 1,317,949 1,372,849 
528,538 

(2,053,548)

保 険 料 1,258,449 1,323,540 1,111,332 1,331,704 
321,044 

(1,082,277)

借 上 料 4,577,244 4,531,500 4,352,292 4,461,592 3,450,342

備品購入費 13,385,302 23,221,487 11,851,319 13,130,958 12,152,303

負 担 金 3,670,100 4,921,750 4,783,900 4,633,500 
773,000 

(4,571,125)

 

 消防管理事業費の主な支出の内訳は、下記のとおり。 

① 旅 費  救急出動における管外への病院搬送 

② 消 耗 品  事務・衛生用品 

③ 修 繕 料  連絡車等、一般車両の車検整備、事務機器の修繕 

④ 通信運搬費  電話料、郵便料 

⑤ 手 数 料  消防本部ネットワークセキュリティー装置保守や各種申請手数料 

⑥ 保 険 料  一般車両の自賠責・任意保険、業務賠償責任保険 

⑦ 借 上 料  パソコン等の情報通信機器の借上げ 

⑧ 備品購入費  災害等に対応するための用品、作業衣等の給貸与品の購入 

⑨ 負 担 金  加入している団体等への運営負担 
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事 業 名 消防活動事業 

担 当 課 警防課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-02 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 8,012,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 8,012,000円

目 01 常備消防費 決 算 額 6,337,408円

事
業
の
目
的 

火災を予防し、警戒し及び鎮圧し、市民

の生命、身体及び財産を火災から保護す

るとともに、火災又は地震等の災害によ

る被害を軽減する。 

事
業
の
概
要 

消防用備品等の更新、購入、点検、保守 

活動用車両の点検、保守による適正な維持管理 

事業の実績・成果  

１ 消防活動状況 

  火災が発生したときの消火活動は、災害等の警戒、鎮圧、人命救助のために24時間体制で消防

活動を行った。 

※各出動件数については、国勢調査、消防統計等に合わせて暦年で表示している。 

 

火災出動件数 

種 別  

 年 中 
建  物 車  両 林  野 その他 計 

18年中 30 5 0 16 51 

19年中 25 4 0 16 45 

20年中 19 12 0 14 45 

21年中 40 4 0 21 65 

22年中 31 5 0 17 53 
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その他

 

２ 消防活動用車両車検整備状況 

 

車種 

年度 
普通ポンプ車 水そう付ポンプ車 指令車・広報車 資材運搬車等 

18年度 1 2 4 3 

19年度 3 4 3 3 

20年度 2 1 4 3 

21年度 2 4 3 3 

22年度 2 2 4 2 

 

 

件数 
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事 業 名 救急救助活動事業 

担 当 課 警防課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-03 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 12,665,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 12,665,000円

目 01 常備消防費 決 算 額 10,790,080円

事
業
の
目
的 

火災をはじめ各種災害に迅速かつ的確

に対応するため、活動資機材を整備し市

民の安全で安心な生活を守る。 

事
業
の
概
要 

・救急救助資機材を有効かつ的確に使用するために

複雑多様化する災害発生に備え、隊員の知識・技術

の向上を図る。 

・想定外の災害に迅速に対応できるように救急救助

資機材の充実化を図る。 

事業の実績・成果  

 

１ 救助出動件数 

種別  

年中 
火  災 交通事故 水難事故 機械事故 その他 計 

18年中 22 50 1 1 5 79 

19年中 26 30 3 2 2 63 

20年中 19 36 4 3 11 73 

21年中 14 43 2 1 7 67 

22年中 13 27 1 2 6 49 
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２ 救急出動件数 

種  別  

 年  中 
急 病 交通事故 一般負傷 その他 計 

18年中 2,256  674 404 506 3,840  

19年中 2,259  589 434 518 3,800 

20年中 2,253 584 386 474 3,697 

21年中 2,235  573 403 534 3,745 

22年中 2,607 579 495 483 4,164 

 

 

 
【救急救助出場状況】 

救助件数は減少したものの、救急件数は前年比419件の増加となった。複雑多様化する災害発生に備え救急

救助消耗品の購入、除染シャワー等の救急救助備品整備を行い救急救助資機材の充実化を図った。 
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事 業 名 火災予防啓発事業 

担 当 課 予防課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-04 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 3,150,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 3,150,000円

目 01 常備消防費 決 算 額 2,569,846円

事
業
の
目
的 

火災予防の普及を図り安全安心なまち

づくりを推進し、市民の生命、財産を火

災から守る。 
事
業
の
概
要 

・消防本部は火災予防広報活動、各届出書の審査及

び検査及び立入検査等一連の業務を迅速、確実に実

施する。 

・危険物防火安全協会は危険物の安全管理と防火管

理体制の向上に努め事故防止を図る。 

・女性（婦人）防火クラブは研修会等を開催し地区

防災訓練等に参加、自らの火災予防に努める。 

・音楽隊は上記の活動を支援するほか各種イベント

に参加する。 

事業の実績・成果  

  

１ 火災予防のための立入検査は、消防の積極的な行政の一つであり、この執行に査察指導担当、警防

隊員及び非番員を活用して実施した。 

 （１）防火対象物立入検査状況（150㎡以上） 

22年度 年 度  

 区 分 
18年度 19年度 20年度 21年度

件数 割合(％)

対 象 物 件 数 2,189 2,207 2,238 2,255 2,266   

立 入 検 査 件 数 1,020 830 907 943 967 42.7

適 合 件 数 351 333 376 410 470 48.6 

指  導  件  数 669 497 531 533 497 51.4 

  改善件数 289 152 160 236 240 48.2 

検 

査 
結 
果   未改善件数 380 345 371 297 257 51.8 

◎立入検査件数は、査察規程に基づく件数（注１）を概ね実施し、指導件数に対する改善件数は

平成21年度に対して上回っており、改善率も4.0ポイント上昇した。今後において追跡調査等

を実施し改善に努めていくとともに、立入検査件数の維持と、立入検査を実施する職員の育成に

努めていく。 

 

注１ 査察執行基準 

・ 第1種査察対象物は年1回以上、第2種査察対象物は、2年に1回以上、第3種査察対象物

は、3年に1回以上実施。 

・第4種査察対象物は、危険物製造所等、立入検査実施回数は、年1回以上実施。 

 

◎査察対象物の区分 

・第1種査察対象物は、多数の者が出入する特定防火対象物で、延べ面積1,000㎡以上のもの

及びそれ以外の対象物で、延べ面積3,000㎡以上のもの。 

・第2種査察対象物は、特定防火対象物で、延べ面積300㎡以上1,000㎡未満のもの及びそれ

以外の対象物で、延べ面積500㎡以上3,000㎡未満のもの。 

・第3種査察対象物は、第1種及び第2種査察対象物以外のもので、延べ面積150㎡のもの。
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（２）危険物施設立入検査状況 

22年度 年 度  

 区 分 
18年度 19年度 20年度 21年度 

件数 割合(％)

危 険 物 施 設 件 数 464 454 452 450 440  

立 入 検 査 件 数 418 393 376 374 348 79.0 

適 合 件 数 280 276 260 272 275 79.0 

指  導  件  数 138 117 116 102 73 21.0 

 改善件数 43 50 26 21 30 41.1 

検 

査 

結 

果 

 未改善件数 95 67 90 81 43 58.9 

   ◎危険物施設数については、若干減少傾向である。立入検査件数は、施設数に対し約8割となってお

り、適合件数についても約8割となっている。しかしながら指導件数約2割の内未改善件数が約6割の

ため、改善計画書の報告をはじめ、追跡調査等を実施し改善に努めていく。 

 

（３）少量危険物立入検査状況 

22年度 年 度  

 区 分 
18年度 19年度 20年度 21年度

件数 割合(％) 

貯 蔵 取 扱 所 件 数 1,336 1,328 1,317 1,315 1,356   

立 入 検 査 件 数 261 207 241 224 253 18.7 

適 合 件 数 225 182 221 200 236 93.2

指  導  件  数 36 25 20 24 17 6.7 

 

改 善 件 数 3 5 2 4 9 52.9 

検 

査 

結 

果  未 改 善 件 数 33 20 18 20 8 47.1 

   ◎防火対象物に附帯された少量危険物施設を実施したもので、未改善にあっては対象物と同様、追跡

調査等を実施し改善に努めていく。 

 

 （４）建築同意状況                         （ 件数 ） 

年 度  

 区 分 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

新 築 95 88 102 71 59

増 築 60 41 43 42 50

改 築 1 2 2 3 4

その他 45 37 31 42 21

計 201 168 178 158 134

 

（５）諸届出受理状況                              （ 件数 ） 

年 度

届出別 

平成 

18年度 

平成 

19年度 

平成 

20年度 

平成 

21年度 

平成 

22年度 

工事整備対象設備等着工届出 103 72 94 67 77

消防用設備等(特殊消防用設備等)設置届出 246 206 269 176 215

防火対象物使用開始届出 96 84 79 69 58

防火管理者選任届出 135 141 132 128 139

危険物保安監督者選任届出 40 41 49 48 39

火災予防条例による諸届出 521 557 439 501 582
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（６）危険物施設設置許可等検査状況                    （ 件数 ） 

年 度

許可別 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 設置(変更)許可 40 27 24 20 26

 水圧(張)検査 10 0 0 0 0

 中 間 検 査 26 8 5 13 4

 完 成 検 査 36 21 30 20 25

計 112 56 59 53 55

 

２ 女性防火クラブ、加須消防音楽隊及び幼年消防クラブの活動を支援することにより、広く市民に防

火・防災意識の高揚を図った。 

(1) 各団体補助 

団体名 構成員数 補助額 目   的 事業内容 

女性防火クラブ 3,954人 350,000円 火災予防の知識を習得

するために、防火・救

急・防災等に関する講習

会に参加する。 

・軽可搬ポンプ操法訓練（10回）

・防災研修会（7回） 

・普通救命講習会（1回） 

・市民まつり、消防特別点検、 

出初式等 

消防音楽隊 29人 330,000円 予防啓発イベントに参

加し、市民に更なる防

火・防災意識の高揚を図

る。 

・加須市消防特別点検 

・加須市民まつり 

・不動尊節分会 

・火災予防週間広報 

 

(2) 幼年消防クラブ活動支援 

事  業  名 事  業  内  容 参加人員 

幼年消防クラブ研修会 

（5回） 

火災予防週間中に防災研修会、風船の配布等の火災予

防啓発を実施 

610人 

 

３ 街頭防火広報の実施 

名     称 場   所 内   容 

秋の火災予防週間 ・スーパービバホーム加須店 

・加須駅北口、南口 

・花崎駅北口、南口 

・新古河駅東口、西口 

・柳生駅西口 

・加須カタクラパーク  

春の火災予防広報 
・ビバモール一番街 

・住宅用火災警報器チラシ 

・防火PRティッシュ 

・乾パン           の配布 

・防火PR風船         

・住宅用火災警報器設置アンケートの実施 

・住宅用火災警報器、モデルハウス展示 

・コバトンによる広報 

・のぼり旗の設置 

 

４ 音楽隊用備品整備 

(1) 楽器新規購入 バスクラリネット  256,730円

 

５ 火災予防広報用備品整備 

(1) 風船 57,015円  (2) 絆創膏 37,800円 

(3) 横断幕・懸垂悪・のぼり旗 109,725円  (4) チラシ 86,625円 

  

６ 消防本部の案内   『１１９だより』を全戸に配布（39,500部作成）   600,600円 
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事 業 名 応急手当普及啓発事業 

担 当 課 警防課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-07 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 491,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 491,000円

目 01 常備消防費 決 算 額 395,062円

事
業
の
目
的 

市民及び団体・企業を対象に病院前救護

における救命技術と救命効果の向上を

目指して救急に関する意識の高揚を図

る。 

講習を通じてAEDの使用体制の充実を図

る。 

事
業
の
概
要 

・市民の救命技術の向上と意識の高揚を図るため普

通救命講習会・上級救命講習会を開催する。 

H22開催予定 

上級救命講習会（8時間）：1回 

普通救命講習Ⅰ（3時間）：51回 

普通救命講習Ⅱ（3時間）：1回 

救命講習（3時間未満）：52回 

事業の実績・成果  

過去5年救命講習会実施実績 

                                      

年 度  

 区 分 
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

回 数 40 76 81 50 69 
普通救命講習Ⅰ 

人 員 798 1,184 1,227 765 1,098 

回 数 3 1 2 1 1
普通救命講習Ⅱ 

人 員 43 11 26 13 8

回 数 1 1 1 1 1 
上級救命講習 

人 員 16 12 18 13 24 

回 数  52 救命講習  

(3時間未満) 人 員  1,270 

回 数 44 78 84 52 123 
救命講習合計 

人 員 857 1,207 1,271 791 2,400 

 

※救命講習(3時間未満)数値は平成22年度からの追加統計の為、平成21年度以前については計上せず

 

平成22年度救命講習を計123回・2400人に対して実施、住民に対する応急手当に関する正しい知識と

技術の普及に努めた。備品購入として小児・乳児心肺蘇生用人形を購入。備品の整備により小児・乳児

対象救命講習の指導に対する質の向上につながった。 
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事 業 名 消防職員育成事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-01 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 5,912,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 6,306,750円

目 01 常備消防費 決 算 額 6,004,315円

事
業
の
目
的 

市民の災害等における被害の軽減を目

指すため、職員個々の資質の向上に伴

い、より成熟した消防組織による迅速・

確実・安全な現場活動を行うよう職員の

育成を図る。 

事
業
の
概
要 

現場職員を確保しつつ、消防学校等へ計画的に職員

を派遣し、その能力・資質の向上を図る。 

救急救命士養成所：1人 

救急課程：3人、救助課程：1人 

予防課程：1人、警防活動教育：1人 

初任教育：5人、民間（運転）：1人 

救急救命士の病院における再教育及び医師による指

示・指導助言の委託 

事業の実績・成果  

 

消防学校等の研修機関で職員を育成し、各種災害に対応できるよう備えた。     （単位：人） 

教育課程 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 目標 修了者 達成度

初 任 教 育  5 8 5 5 全員 140 92％ 

警 防 科  1 1   24 13 54％ 

特殊災害科     1 12 2 17％ 

予防査察科 1 1  1 1 36 19 53％ 

火災調査科  1  1  24 4 17％ 

救 急 科 3 3 3 3 3 全員 75 49％ 

専
科
教
育 

救 助 科 1 1 1 1 1 60 33 55％ 

幹  部  教  育   2 1  - - - 

救命士養成教育 1 1 1 1 1 30 23 77％ 

警防活動教育 1  1 1 1 24 5 21％ 

幹部特別教育  1    - - - 

実 科 指 導 員  1  1  10 6 60％ 

特
別
教
育 

救命士追加講習 1 1  1 1 20 12 60％ 

安 全 運 転 研 修 1 1 1 1 1 36 14 39％ 

計 9 17 18 17 15 延582 延346 60％ 

救急救命士病院実習 6 7 8 6 11 - - - 

検証回数 6 9 2 4 9 - - - 
救 急 

事後検証 特定行為 

指示回数 
2 5 7 16 25 - - - 

 

    【主な支出】 旅費（研修）        1,342,190円 

病院等への委託料等     1,235,000円 

消防学校等への研修負担金  3,427,125円 
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事 業 名 災害対策消防活動事業 

担 当 課 警防課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-91 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 0円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 658,000円

目 01 常備消防費 決 算 額 17,920円

事
業
の
目
的 

火災を予防、警戒及び鎮圧し市民の生命

身体及び財産を火災等から保護すると

ともに、火災又は地震等の災害による被

害を軽減する。 

事
業
の
概
要 

災害用として不足していたポリタンクや燃料携行缶

を新たに備蓄するほか、震災による活動において消

費した燃料費や活動によって破損した消防用ホース

を補充する。 

事業の実績・成果  

 ガソリン携行缶等を購入した。 

 消防用ホースは東日本大震災に伴い、メーカーより購入不能であったため、平成23年度に繰越した。

 

 

事 業 名 消防特別点検事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 339-03 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 1,125,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 1,125,000円

目 02 非常備消防費 決 算 額 920,160円

事
業
の
目
的 

消防職員及び消防団員の技能の熟達と

士気を高める。 
事
業
の
概
要 

消防団員の人員、礼式、操法などを実施し日頃の訓

練の成果を点検し、万全な体制を確認する。 

団員及び関係者へ各種表彰を行い、団員の意識高揚

を図る。 

事業の実績・成果  

  

火災期を迎え、職団員の技能の熟達と士気を高め、意識の高揚を図った。 

 

(1) 実 施 日 平成22年11月14日（日） 

(2) 実施場所 加須市民運動公園グラウンド 

(3) 参加人員 消防団員    370名 

消防職員 83名（うち音楽隊員25名） 

女性防火クラブ  33名 

(4) 参加車両 消防団 18台 

消防署 5台 

(5) 点検事項 服装規律 

機械器具 

分列行進(徒歩・車両) 

ポンプ操法 

  

費用弁償（本番及び予行）   844,800円 
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事 業 名 消防団活動事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 339-01 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 101,255,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 101,255,000円

目 02 非常備消防費 決 算 額 77,876,984円

事
業
の
目
的 

市民の生命財産の保護及び安全安心な

まちづくりに貢献するため、消防団活動

を支援する。 

事
業
の
概
要 

消防・水防訓練や警戒等による消防防災活動に対す

る支援、機材・器具等の保守及び更新を行う。 

消防団活動のＰＲを行う。 

円滑な消防団活動が行えるよう組織再編を行う。 

事業の実績・成果  

 

火災防御・防火啓発活動、警戒活動など市民の安全安心のため活動した。 

１ 市内火災の件数                            （単位：件） 

 H18年中 H19年中 H20年中 H21年中 H22年中 

加須市 30 25 19 40 31

旧加須市 20 11 11 26 18

旧騎西町 3 9 1 9 6

旧北川辺町 5 3 3 2 4

建物 

 

旧大利根町 2 2 4 3 3

加須市 5 4 12 4 5

旧加須市 2 3 4 3 5

旧騎西町 1 0 6 0 0

旧北川辺町 1 1 1 0 0

車両 

 

旧大利根町 1 0 1 1 0

加須市 16 16 14 21 17

旧加須市 8 13 11 14 7

旧騎西町 7 2 2 2 2

旧北川辺町 1 0 1 3 3

その他 

 

旧大利根町 0 1 0 2 5

合     計 51 45 45 65 53

  

２ 消防団活動状況 

(1)火災出場の状況                            （単位：台） 

  H18年中 H19年中 H20年中 H21年中 H22年中 

加須市 53 37 36 49 67

旧加須市 31 7 26 20 47

旧騎西町 17 24 4 25 16

旧北川辺町 2 3 2 1 3

放水 

 

旧大利根町 3 3 4 3 1

加須市 63 61 66 124 80

旧加須市 47 35 58 92 45

旧騎西町 13 23 4 28 17

旧北川辺町 1 2 1 0 6

非放水 

 

旧大利根町 2 1 3 4 12

合          計 116 98 102 173 147
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(2)火災訓練等出場人員の状況                      （単位：人） 

 H18年中 H19年中 H20年中 H21年中 H22年中

加須市 924 1,549 940 1,777 1,283

旧加須市 634 627 834 1,286 830

旧騎西町 227 675 50 280 252

旧北川辺町 42 62 45 35 63

火災・風水害 

 

旧大利根町 21 185 11 176 138

加須市 2,857 2,830 3,069 2,919 5,307

旧加須市 1,082 1,059 1,290 1,322 1,272

旧騎西町 750 750 750 750 2,683

旧北川辺町 472 464 472 559 416

演習・訓練等 

 

旧大利根町 553 557 557 288 936

加須市 1,314 1,265 1,123 1,240 1,069

旧加須市 1,133 1,084 942 1,059 888

旧騎西町 100 100 100 100 100

旧北川辺町 21 21 21 21 21

広報・指導 

 

旧大利根町 60 60 60 60 60

加須市 663 616 631 551 574

旧加須市 412 386 374 293 370

旧騎西町 100 100 100 100 87

旧北川辺町 76 57 84 84 57

特別警戒 

 

旧大利根町 75 73 73 74 60

加須市 334 295 301 345 520

旧加須市 118 79 85 129 177

旧騎西町 0 0 0 0 55

旧北川辺町 216 216 216 216 216

その他 

（誤報含） 

 

旧大利根町 0 0 0 0 72

合          計 6,092 6,555 6,064 6,832 8,753

  

３ 支出 

(1) 報酬、報償金、費用弁償 28,042,060円 

(2) 消防団だよりを全戸に配布（39,500部作成） 395,450円 

(3) 消防団詰所・火の見櫓・ホース乾燥棟修繕等 416,763円 

(4) 消防施設借地料（機械置場・火の見櫓等） 215,324円 

(5) 消防団用備品（活動服、ホース等） 48,807,387円 
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事 業 名 消防水利整備事業 

担 当 課 警防課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 338-09 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 41,627,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 42,803,000円

目 03 消防施設費 決 算 額 41,047,500円

事
業
の
目
的 

火災による被害を軽減するため、建物密

集地や水利の少ない地域に消防水利を

計画的に整備する。 

事
業
の
概
要 

・耐震性貯水槽の新設1箇所 

・公設消火栓の新設14箇所 

・無蓋防火水槽の蓋かけ 2箇所 

・防火水槽及び消火栓の保守 

事業の実績・成果  

１ 消防水利の整備について 

 加須市内の消防水利を計画的かつ効果的に整備し、災害発生時の迅速な活動に対応して

いる。消防水利充足率が、平成 21 年度と比較し、0.6 ポイント上昇し 80.0％となった。

 

年度別状況 

種別 

年度 
消火栓 防火水槽 プール 池水 河川 消防用井戸 導水ます 計 

18年度 1,955 970 37 21 87 12 5 3,087

19年度 1,988 985 37 20 88 12 5 3,135

20年度 2,018 993 37 19 88 12 5 3,172

21年度 2,063 1,004 37 18 88 12 5 3,227

22年度 2,084 1,014 37 18 88 12 5 3,258

 

２ 無蓋防火水槽の蓋取付及び清掃について 

加須市志多見地内及び弥兵衛地内の 2 箇所を実施し、転落等の事故防止につなげた。

 

３ 防火水槽及び消火栓の保守について 

毎月の地理水利調査を実施するとともに、消防用水利設置箇所へのペイント表示及び標

識の新規設置や更新を行なった。 

 

年度別の実績 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 計 

ペイント表示 135 139 115 138 115 642

水利標識 80 85 80 70 95 410

計 215 224 195 208 210 1,052

※ペイント表示：道路等に消防用水利の表示及び駐停車禁止等のライン 

※水利標識：消火栓等の標識板の更新 

 

４ 防火水槽修繕について 

市内に設置されている防火水槽の修繕工事 

（仕切弁取付修繕・止水弁修繕・防水修繕・蓋修繕） 
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事 業 名 消防庁舎維持管理事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 338-05 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 4,279,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 4,279,000円

目 03 消防施設費 決 算 額 3,657,957円

事
業
の
目
的 

本部・消防署・分署の庁舎維持管理に努

める。 事
業
の
概
要 

加須南分署：浄化槽装置改修工事 

大利根分署：オーバードア改修工事 

各署：気象観測装置ケーブル改修工事（加須南分署

除く）、庁舎看板改修工事 

事業の実績・成果  

消防庁舎を適正に維持管理するため、必要な修繕工事等を実施した。 

 

１ 庁舎等修繕 （1件5万円以上） 

No. 内容 場所 金額 

1 サイレン吹鳴装置用プログラムタイマー制御装置交換 加須市消防署 141,750円

2 1階トイレ自動水栓センサー交換 加須市消防署 73,500円

3 ガス給湯器交換 騎西分署 75,600円

4 1階トイレ便器改修 騎西分署 69,300円

5 ガス給湯器交換 北川辺分署 70,350円

6 1階トイレ排水改修 北川辺分署 52,500円

7 通信室エアコン改修 大利根分署 50,000円

 その他修繕 （8件） 239,655円

 合計  772,655円

 

２ 庁舎設備等保守点検委託 

No. 内容 場所 金額 

1 変電設備保守 加須市消防署 261,450円

2   〃 加須南消防署 261,450円

3 合併処理浄化槽維持管理 加須南消防署 146,000円

4     〃 北川辺分署 127,600円

5     〃 大利根分署 48,800円

6 庁舎清掃業務 加須南消防署 92,000円

 合計  937,300円

 

３ 庁舎等改修工事 

No. 内容 場所 金額 

1 車庫オーバードア改修工事 大利根分署 544,992円

2 浄化槽装置改修工事 加須南分署 403,410円

3 気象観測装置改修工事 各署（加須南分署除く） 595,350円

4 消防庁舎看板改修工事 各署 340,200円

 合計  1,883,952円 
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事 業 名 消防施設整備基金積立事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 338-11 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 242,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 291,857円

目 03 消防施設費 決 算 額 291,857円

事
業
の
目
的 

消防施設の充実強化を図る。 
事
業
の
概
要 

消防施設の充実強化を図るとともに、寄附金及び定

期預金利子を消防施設整備基金に積立てし、効率的

な基金の運用を行う。 

事業の実績・成果  

 

１ 消防施設の充実強化 

  平成22年度は消防施設整備基金を活用して充実強化する施設はなかった。 

 

２ 基金運用 

平成22年度において、寄附金はなかったが基金運用から生じた収益（利子）について、基金へ積

立てた。 

（単位：円）  

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

寄 附 金 3,931,000 8,347,250 － － － 

利  子 15,945 213,657 466,455 639,856 291,857

積立金計 3,946,945 8,560,907 466,455 639,856 291,857

基金残高 151,125,104 159,686,011 160,152,466 160,792,322 161,084,179
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事 業 名 常備消防車両整備事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 338-07 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 37,285,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 37,235,143円

目 03 消防施設費 決 算 額 30,322,908円

事
業
の
目
的 

消防力の整備指針に基づき、消防車両の

整備を図り充実強化に努める。 

事
業
の
概
要 

作業車2台（騎西・北川辺分署）の更新。 

高規格救急車（北川辺分署）の更新。 

事業の実績・成果  

１ 災害対応特殊救急自動車（取得額 28,759,500円）

(1)排気量 2.69 L  

(2)規格 全 長 

幅 

高 さ 

車両総重量 

562 cm 

189 cm 

256 cm 

3,245 kg 

(3)乗車定員 7名   

(4)仕様・備品 ①4輪駆動ＡＴ車両盗難防止装置付で、シャーシに呼吸循環管理用資器材・搬送用

資器材・救出用資器材・保護用資器材・消毒用資器材・ストレッチャー積載架台

装置（車両の振動及び横揺れ軽減）を装備 

②自動体外式除細動器、輸液用資機材、血中酸素飽和度測定器、自動車電話（衛星）、

ノートパソコン（医療情報及び画像伝送）の高度救命処置用資機材一式 

 

２ 作業車２台（取得額 1,373,400円） 

(1)排気量 0.65 L  

(2)規格 全 長 

幅 

高 さ 

車両総重量 

339 cm

147 cm

179 cm

200 kg

(3)乗車定員 2名   
(4)仕様 ①災害等において、資機材運搬に用いる 

②燃費消費率「平成22年度目標燃費基準達成」、排出ガス「平成19年規制適合」

 

３ 更新経過 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

更新車両 

①普通消防 

ポンプ自動車 

②高規格救急車 

③人員輸送車 

①水槽付消防 

ポンプ自動車

②連絡車 

水槽付消防 

ポンプ自動車 

①普通消防 

ポンプ自動車 

②高規格救急車 

①高規格救急車

②作業車（2台）

配置場所 

①北川辺分署 

②騎西分署 

③消防本部 

①騎西分署 

②消防本部 
大利根分署 

全て 

大利根分署 

①北川辺分署 

②騎西分署 

 北川辺分署  
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事 業 名 消防団車両整備事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 339-06 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 15,300,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 15,300,000円

目 03 消防施設費 決 算 額 12,884,910円

事
業
の
目
的 

適正なポンプ自動車の配備に努め、災害

等の非常時に対応できる安心安全なま

ちづくりを推進する。 

事
業
の
概
要 

・加須消防団第 3 分団第 2 部（水深地区）普通消防

ポンプ自動車更新 

事業の実績・成果  

 

老朽化並びに自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関す

る特別措置法（略称：自動車NOx・PM法）により、平成22年11月の車検満了以降において使用ができない

ため、最新の装備を備えた車両に更新した。 

 

１ 普通消防ポンプ自動車整備（第3分団第2部・水深地区）  

(1) 排気量 4.00 L 

(2) 規格 全長：570cm、幅：189cm、高さ：256cm、車両総重量：4,830kg 

(3) 乗車定員 6名 

(4) 仕様・備品 ①消防自動車専用シャ－シ 2輪駆動 

②ポンプ（国家検定A-2級・自動揚水装置） 

③ホース延長用資機材（車体後部動力昇降装置に積載） 

④モーターサイレン・赤色回転灯・標識灯・赤色点滅灯・作業灯・アルミ

ボックス・クランク型梯子昇降装置・特殊ノズル・カセットデッキ・無

線受令機・対空文字等 

(5) 取得費用 12,810,000円（重量税等 74,910円） 
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事 業 名 新消防庁舎整備事業 

担 当 課 消防総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 338-08 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 16,000,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 16,000,000円

目 03 消防施設費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

管内の消防・救急業務の充実を図るとと

もに、災害時の防災の拠点となる新庁舎

を建設する。 

事
業
の
概
要 

プロジェクトチーム、（仮称）建設準備委員会、（仮

称）建設委員会の設置、運営を行い、新消防庁舎の

機能等を検討する。 

基本設計の業務委託を行う。 

事業の実績・成果  

 

 加須市の消防防災の拠点として相応しい消防庁舎及び防災拠点・コミュニティ施設機能を備えた庁舎

を建設する。 

 

１ （仮称）加須市新消防庁舎概要 

 建築場所：加須市北小浜780－1 

 敷地面積：10,397㎡ 

 整備機能：消防庁舎、防災拠点・コミュニティ施設 

 

２ 検討組織の設立 

H22. 6 加須市消防庁舎建設推進チーム設置要綱 

 加須市消防庁舎建設準備委員会設置要綱 

 加須市消防庁舎建設検討委員会設置要綱  制定 

 

３ 各検討組織会議の開催状況 

加須市消防庁舎建設推進チーム 5回

加須市消防庁舎建設準備委員会 3回

加須市消防庁舎建設検討委員会 2回

三俣公民館運営審議会 1回

  

各検討組織において協議、検討を行い「（仮称）加須市新消防庁舎整備計画（案）」を作成。 

加須市消防審議会へ諮問、答申をいただき、平成22年11月「（仮称）加須市新消防庁舎整備計画」

を策定した。 

 

４ 消防庁舎新築工事設計業務委託 

 消防の広域化の動向を十分に見定めながら進めることにより、基本設計業務委託費16,000千円を 

平成23年度へ繰越明許した。 
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事 業 名 防災訓練事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 332-01 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 1,346,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 1,427,920円

目 04 防災費 決 算 額 1,018,294円

事
業
の
目
的 

防災活動に関する責任の自覚と市民の

防災に関する理解を深め、防災意識の高

揚を図る。 事
業
の
概
要 

【総合防災訓練】自治会、PTA等の地域住民や警察、

消防等の防災関係機関の参加を得て、総合的な訓練

を実施する。 

【地区防災訓練】各地区を輪番で実施し、地域住民

が消火訓練、救護訓練、避難訓練等を実践的、体験

的に実施し、より多くの市民が参加できるように開

催する。 

事業の実績・成果  

 加須市総合防災訓練は、市内小中学校を会場に輪番により会場小中学校通学区内の自治会、ＰＴＡ等

の地域住民や警察、消防等の防災関係機関の参加を得て、総合的な訓練を実施し、災害対応力の強化、

広域防災体制の充実及び防災意識の高揚を図った。 

 また、実践的・体験的な地区防災訓練を開催することにより、防災に関する知識と意識の向上を図った。

  

1 加須市総合防災訓練（平成22年8月28日（土）） 

 （１）開催会場   三俣小学校 

 （２）参加人数    約1300人 21関係機関の参加 

 （３）主な訓練の特徴 ①新市(4地域)全体の機関・団体からの参加 

            ②災害時要援護者を支援した避難訓練の実施 

            ③簡易耐震診断、煙体験訓練などの体験種目の実施 

2 地区防災訓練 

【加須地域】 

 ○樋遣川地区防災訓練（平成22年5月23日（日）） 

 （１）開催会場  樋遣川小学校 

 （２）参加人数  383人  

 （３）訓練種目  避難誘導・避難所開設・炊き出し・応急救護訓練 ※雨天プログラムを実施 

 ○水深地区防災訓練（平成22年10月30日（日）） 

 （１）開催会場  水深小学校 

   ※台風接近により中止 

 

【騎西地域】（平成22年8月22日（日）） 

 （１）開催会場  騎西中学校 

 （２）参加人数  296人 

 （３）訓練種目  避難誘導・避難所開設・炊き出し・応急救護・初期消火・給水活動・起震車体験訓練

 

【北川辺地域】（平成22年10月24日（日）） 

 （１）開催会場  北川辺西小学校 

 （２）参加人数  351人 

 （３）訓練種目  避難誘導・避難所開設・炊き出し・応急救護・初期消火訓練 

 

【大利根地域】（平成23年2月13日（日）） 

 （１）開催会場  大利根東小学校 

 （２）参加人数  333人  

 （３）訓練種目  避難誘導・避難所開設・応急救護・初期消火・起震車体験訓練 
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事 業 名 防災組織育成事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-02 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 6,430,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 6,430,000円

目 04 防災費 決 算 額 970,458円

事
業
の
目
的 

地域の防災力の向上を図るため、自主防

災組織の新規結成と既存組織の活動強

化を進める。 

事
業
の
概
要 

・自主防災組織における次の経費に対して補助を行

う。 

①組織の設立に要する経費 

②防災用資機材の購入に要する経費 

③防災訓練及び防災思想の啓発に要する経費 

事業の実績・成果  

 地域住民が連帯して自分たちの安全の確保や被害の最小化に取り組むことが重要なため、組織設立を

促進し、資機材等の購入を補助した。 

  

１ 自主防災組織資機材修繕費 

  軽可搬ポンプ等資機材等修繕費                      20,475円 

 

２ 防災用資機材等の購入に要する経費補助 

   ６組織 芋茎本村自主防災防犯の会                  706,933円 

       騎西二丁目防災防犯会 

       芋茎白山自主防災防犯の会 

       若草まもり隊 

       ファミリータウン藤の里自主防衛組織 

       騎西一丁目防災防犯会                  

   

３ 防災訓練及び防災思想の啓発に要する経費補助 

  １０組織 南町3区・4区自主防災会   立山自主防災委員会 

       南町１区自主防災会      東栄町自主防災会 

       高畑町内会自主防災会     元町自主防災会 

       久下一丁目防災会       芋茎白山自主防災防犯の会 

       花崎北１・３区自主防災会   大越第１区自主防災会 

                                     123,050円 

 

［自主防災組織数推移］ 

地域 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 組織率 

加須 13 18 22 24 24 42.8% 

騎西  1 22 31 35 81.5% 

北川辺 7 9 9 9 9 100% 

大利根 1 38 39 40 40 100% 

合計 21 66 92 103 108 61.7% 

 

４ 消防支援会の運営・支援活動等に対する補助 

    消防支援会補助金                           120,000円 

  ・11月22日、首都圏外郭放水路 (春日部市) 施設見学（研修会）を実施した。 

  ※消防支援会（消防団OB、消防署退職者により組織） 
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事 業 名 防災行政無線管理運用事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 333-03 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 22,145,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 21,887,380円

目 04 防災費 決 算 額 17,102,171円

事
業
の
目
的 

災害時に即応できる体制を確立するた

め、市民に防災情報をいち早く正確に伝

達・周知する。 

事
業
の
概
要 

・防災行政無線の固定系及び移動系各 4 システムの

保守管理業務を行う。 

・固定系、移動系のバッテリー交換を行う。 

・新市での防災行政無線の統一した運用を図るため、

設備のデジタル化を進める。 

事業の実績・成果  

 災害時に円滑な通信の運営をするため、防災行政無線設備の正常な機能維持を確保するのに必要な保守点

検等を行った。また、設備の統合及びデジタル化を推進するため、基本計画及び実施設計を行った。 

 

１ 防災行政無線デジタルＭＣＡ同報・移動通信システム基本計画・実施設計業務 

  ＭＣＡとは、災害に強い高信頼のデジタル無線で、法人向けの業務用無線で唯一ワイドエリアを実現し、

自治体の防災無線や企業の危機管理用通信システムなどに利用されるものです。 

 

 ＊ 3 月 11 日に発生した「東日本大震災」により、音達調査に必要な試験放送が実施できなかった

ため、平成23年度に繰越をした。 

     【平成23年度へ繰越明許】  3,500,000円 

  現在、地域ごとで別々に運用している防災行政無線をデジタル化統合に向け本業務を実施した。 

業務内容については、新市における電波利用計画となる「防災行政無線周波数移行計画書」に必要な

情報の整理（基本計画）、システム構築に必要な各種調査、システム設計積算の実施。 

 

２ 防災行政無線保守管理業務委託         9,345,000円 

（１）固定系の年点検「精密点検」年1回 （騎西地域は年2回） 

（２）移動系の年点検「精密点検」年1回 （騎西地域は年2回） 

（３）固定系の親局及び子局施設設備安全点検、受信機書き込み用ＲＯＭ点検 年1回 

  

地域 施設概要 施設概要 委託金額（円）

加須地域 固定系 アナログ
親局１局
拡声子局　155局

移動系 アナログ
基地局　1局
移動局　17局

3,591,000

騎西地域 固定系
デジタル
MCA

親局１局
拡声子局　57局

移動系
デジタル
MCA 移動局　２局 3,255,000

北川辺地域 固定系
デジタル
MCA

親局１局
拡声子局　37局

移動系 アナログ
基地局　1局
移動局　24局

0

大利根地域 固定系 アナログ
親局１局
拡声子局　71局

移動系 アナログ
基地局　1局
移動局　21局

2,499,000

計 固定系 －
親局４局
拡声子局　320局

移動系 －
基地局　3局
移動局　64局

9,345,000

種別 種別

 

＊北川辺地域について、平成22年度の1年間は、業者の保証期間であるため、保守管理費用は発生しない。

 

３ 防災行政無線固定系子局用バッテリー購入 26個            1,015,560円 

 

４ 防災行政無線維持管理等（維持修繕費、電気料、電波利用料他）     6,365,213円 

   

５ 放送内容・回数 

（１）定時放送（機器の点検を目的とした試験放送） 

   朝、正午、見守り放送、18時に定時放送を実施している。 
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（２）その他の放送 

放送内容 回数 放送内容 回数

交通安全啓発 26 見守り運動 42 

防犯啓発 40 イベント広報 29 

危機管理・防災 15 未帰宅者発見依頼 10 

火災発生 9 選挙啓発 24 

光化学スモッグ 12 計画停電 78 

熱中症予防 50   

合計 335  

 
事 業 名 防災対策事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-01 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 7,470,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 7,470,000円

目 04 防災費 決 算 額 1,202,445円

事
業
の
目
的 

大災害が発生したときの被害を最小限

に抑えるため、災害の発生に備えた対策

を図る。 事
業
の
概
要 

・地域防災計画を作成する。 

・各実施要領等を作成する。 

・非常用災害井戸及び非常時用資機材等の維持管理

を行う。 

・市民の防災意識の向上を図るため、防災情報の提

供を行う。 

・家具の固定化の周知を行う。 

事業の実績・成果  

１ 地域防災計画策定業務委託   4,986,350円 【平成23年度へ繰越明許】 

  同計画消耗品(ファイル購入等)  382,000円 【平成23年度へ繰越明許】 

 平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」が本業務計画策定の各種想定に与える影響が大き

いため、履行期間延長により、平成23年度へ繰越明許した。 

 

２ 非常用災害井戸や災害時優先電話の維持管理により、災害の発生に備えた対策を図った。 

 

（1）小学校に配置された非常災害用井戸、浄水装置等の維持管理         349,650円 

（2）埼玉県防災情報システム専用回線使用料                233,633円 

（3）災害時優先電話使用料                               100,283円 

 

３ 消耗品費   118,000円  【平成23年度へ繰越明許】 

  平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」の影響により防災物資等が業者の在庫不足や輸

送困難等により、年度内の購入が出来なくなったため、平成23年度へ繰越明許した。 
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事 業 名 災害時物資等対策事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-04 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 2,910,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 3,554,000円

目 04 防災費 決 算 額 2,565,276円

事
業
の
目
的 

災害時に市民の基本的な生活を確保す

るため、大地震に備えて、食糧等の備蓄

を行う。 
事
業
の
概
要 

・災害に備えて、食糧、日用品等の市備蓄及び民間

（スーパー、JA 等）や応援協定締結市町等との協定

等により、総合的な備蓄体制を確立し、食糧等の確

保を図る。 

・市備蓄食糧は、震災により想定される被災者数の1

日分を確保し、賞味期限により適宜入れ替えを行い

品質の維持に努める。 

 

事業の実績・成果  

 災害発生時は、混乱が想定されることから、流通等が回復するまでの間、非常用食糧を迅速かつ的確に配

給するため食糧及び必要な消耗品の備蓄を行った。 

 

１ 災害に備え、食糧品等の備蓄を行った。 

  ・非常備蓄食料品購入    13,200食        2,035,950円 

  ・災害用備蓄毛布           100枚        299,250円 

  ・災害時用パーティション       11台        180,180円 

 

 東日本大震災において避難所へ避難された方に食糧配給を行った。 

  ・各小学校等の避難所への食糧配給数  カンパン    900食 

                     ビスケット   900食 

                     クラッカー   300食 

                     アルファー米  300食 

                     合計     2,400食 

 

【備蓄数】                                     単位：食 

備蓄食糧 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 総計

カンパン 10,496 120 1,024 11,640

ビスケット 8,480 800 800 640 10,720
クラッカー 3,520 1,610 5,130
アルファ米 18,850 1,600 2,350 600 23,400
保存粥 3,600 110 3,710
その他 400 400
備蓄総数 45,346 2,630 4,174 2,850 55,000

備蓄数
H23.3.31現在

 

 

２ 災害時に備えて応急対策物資の供給体制の確保を図った。 

 

（１）市町村相互応援協定（再締結） 

   茨城県古河市、栃木県野木町  

（２）救援物資の供給協力 

   三国コカ・コーラボトリング㈱  

（３）災害時支援 

   埼玉県電気工事工業組合 
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（４）災害時の情報交換に関する協定 

   国土交通省関東地方整備局 

 

３ きめ細かな交付金外 956,904円  【平成23年度へ繰越明許】 

  平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」の影響により防災物資等が業者の在庫不足や輸送

困難等により、年度内の購入が出来なくなったため、平成23年度へ繰越明許した。 

 

 

 

 
事 業 名 救命機器整備事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 337-06 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 1,937,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 2,195,000円

目 04 防災費 決 算 額 2,062,200円

事
業
の
目
的 

心肺停止による突然死から市民の尊い

命を守るため、AED（自動体外式除細動

器）の設置を図る。 

事
業
の
概
要 

・救命活動の充実を図るため、計画的に AED を主要

公共施設に配置する。 

・新たに北川辺総合支所、田ケ谷総合センターへ設

置する。 

事業の実績・成果  

 市民への人命救助の思想を普及するとともに、心肺停止者の救命率の向上を図る。 

 このため、心肺停止による突然死から市民の尊い命を守るため、市民が多く立ち寄る公共施設設などへの

ＡＥＤの設置促進を図った。 

 平成 22 年度は、北川辺総合支所、騎西田ケ谷総合センターに 2 台設置した。また、メーカー補償期間 5

年を経過した、騎西中学校配備の1台の機器更新を行った。 

 ＡＥＤの維持管理として、消耗品の交換（パッド、バッテリーの購入交換）を適正に行った。 

 

 

 ＡＥＤ設置実績  平成23年3月末までの設置実績  78台（社会福祉協議会管理分 1台含む） 

          平成22年度新規設置実績  2台  

                機器更新実績  1台 

No 施設名 設置日 新規・更新 リース・購入 22年度設置費用 

1 北川辺総合支所 H22.11.30 新規 購入 

2 騎西田ケ谷総合センター H22.11.30 新規 購入 

312,690/2台      

（壁掛け収納ケース含む）

3 騎西中学校 H23.2.23 更新 購入 
168,000円 

（壁掛け収納ケース含む）

 

 平成22年度ＡＥＤ貸出実績 

     イベント等での貸出 18回 
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事 業 名 水防対策事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-15 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 7,839,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 7,756,700円

目 04 防災費 決 算 額 6,125,120円

事
業
の
目
的 

・利根川右岸及び左岸並びに渡良瀬川右

岸の水防活動を行う。 

・水防センターの管理・運用を図る。 

事
業
の
概
要 

・加須市・羽生市水防事務組合へ加入し水防活動を

行う。 

・水防警戒に合わせた水防配備、活動を行う。 

・大利根水防センターの管理・運用 

・合の川水防センターの管理・運用 

事業の実績・成果  

【加須地域】 

 加須市・羽生市水防事務組合が計画する水防計画の見直しや、水防活動として水防団員による堤防巡視 

を行い、利根川及び渡良瀬川の水防に万全を期した。 

 また、水防講習会を開催し水防団員の水防工法技術の習得と作業能力の向上を図った。 

 

 ・加須市・羽生市水防事務組合負担金  5,040,000円 

  （事務局 加須市） 

 

【北川辺地域】 

 洪水時において水防活動の拠点基地や災害時の避難場所となる「合の川水防センター」の適切な管理を 
行い、市民の安心、安全な生活の確保に努めた。 
 ・合の川水防センター負担金 45,628円（平成23年2月分、3月分を支出） 

  ※国土交通省利根川上流河川事務所との細目協定書の締結前の平成22年4月～23年1月分の支払い 

   については、利根川上流河川事務所が支出。 

 ・光熱水費（水道料） 2,835円 

 ・専任水防団員報酬 291,200円（年額 5,200円／人 専任水防団員数 56名） 

 ・水防警戒活動に必要となる消耗品（長靴、・雨合羽） 59,955円 

 

【大利根地域】 

 洪水時において水防拠点となり、災害時の避難所となる「大利根水防センター」の適切な管理を行い、 

市民の安心、安全な生活の確保に努めた。 

 ・大利根水防センター負担金 173,739円 

  （国土交通省利根川上流河川事務所との細目協定書の負担割合により支出） 

 ・水防センター清掃業務委託 428,518円（おおとね童謡のふる里室清掃業務委託） 

 ・水防センター浄化槽保守点検、浄化槽清掃委託（法定検査料含む） 39,250円 

 ・水防センター消耗品（蛍光灯等） 43,995円 
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事 業 名 国民保護計画事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-06 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 240,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 240,000円

目 04 防災費 決 算 額 63,756円

事
業
の
目
的 

我が国に対する武力攻撃事態、武力攻撃

予測事態、緊急対処事態から、市民の生

命、身体、財産を保護するため、市は、

国民保護計画に基づき市民を安全に避

難させ救援を行う。 

事
業
の
概
要 

・新市国民保護計画を策定し、有事に備えた対策を

図る。 

事業の実績・成果  

 武力攻撃事態、武力攻撃予測事態、緊急対処事態時には市民の生命、身体、財産を保護する必要があり、

新市の国民保護計画策定に向け、素案の作成を行った。 

 

 ・国民保護計画素案作成  

 ・新国民保護計画配布用バインダー   63,756円  

   

 

 
事 業 名 浸水住宅改善資金貸付事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-05 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 5,084,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 5,084,000円

目 04 防災費 決 算 額 5,000,000円

事
業
の
目
的 

大雨等により床上床下浸水及び恐れの

ある住宅の改善図るため住宅の改善資

金の貸付を行う。 
事
業
の
概
要 

貸付条件等は次のとおりである。 

・貸付資金は、1,000万円を限度として融資する。 

・貸付利率は、2.5％以内とする。  

・貸付期間は、15 年以内とし、借受人が約定どおり

償還している場合に前年度償還した資金に係る利子

の全額を補助する。 

事業の実績・成果  

 大雨等により床下浸水若しくは床上浸水に遭われた住宅又は、それが予想される住宅の浸水を防ぐ目

的で、工事等により住宅の床面を高く改善しようとする住民に対して、その工事費用を貸付し、資金に

係る利子を補助することにより、水害による被害を最小限にするための事業である。 

 

 ※ 平成22年に14個の台風が発生し道路冠水はありましたが、床下浸水若しくは床上浸水の被害は

特に無く、本事業の貸付実績はなかった。 
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事 業 名 栄・火打沼地区スーパー堤防整備事業 

担 当 課 建設課（北川辺） 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 336-06 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 896,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 896,000円

目 04 防災費 決 算 額 646,000円

事
業
の
目
的 

利根川堤防の強化と洪水時の住民の避

難場所の確保を図る。 事
業
の
概
要 

栄及び飯積地内の利根川堤防（左岸）に、国土交通

省と連携し、用地面積約50,000㎡の避難場所を整備

する。 

事業の実績・成果  

 平成21年度に用地買収（旧北川辺町）と実施設計（国土交通省）が完了している。 

平成22年度から築堤工事を開始する計画であったが「事業仕分け」で廃止と判定され「原則中止」が

打出されたため、スーパー堤防整備事業予定地の雑草処理を実施した。 

 

 

 
事 業 名 災害対策災害時物資等対策事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 331-91 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 0円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 4,826,038円

目 04 防災費 決 算 額 1,864,038円

事
業
の
目
的 

 「東日本大震災」により消費した、備

蓄品の補充を速やかに図り、災害に備え

る。 
事
業
の
概
要 

・災害に備えて、食糧、日用品等の市備蓄及び民間（スーパー、

JA 等）や応援協定締結市町等との協定等により、総合的な備

蓄体制を確立し、食糧等の確保を図っている。 

本事業は、3 月 11 日に発生した「東日本大震災」の避難所開

設に伴い、使用した市で備蓄している、災害備蓄用品を速やか

に補充し、次の災害に備えるものである。 

事業の実績・成果  

１ 平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」で発生した緊急的経費 

   ・ブルーシート        1,178,226円 

   ・発電機借上げ料         66,150円 

   ・仮設トイレ借上げ料       29,400円 

   ・反射用ベスト               514,500円 

   ・ラミネートフィルム(ベスト用)    6,410円 

   ・灯油              29,664円 

   ・トイレ汲取り代         5,000円 

  ・その他防災用品         34,688円 

 

２ 平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」に関わる経費【 平成23年度へ繰越明許】 

                                       2,962,000円 

   震災発生により必要になった備品購入等の経費 

   ・災害時に使用した毛布のリパック費 

   ・消費した備蓄食糧の補充 

   ・乾電池等の消耗品の補充 

   ・その他防災用品の購入 
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事 業 名 防災行政無線事業【繰越明許費分】 

担 当 課 環境経済課（騎西） 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 9,000,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 9,000,000円

目 04 防災費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

通信衛星と市町村の同報系防災行政無

線を利用して、緊急情報を住民へ瞬時に

伝達する。 

事
業
の
概
要 

対処に時間的な余裕のない大規模自然災害や弾道ミ

サイル攻撃等の情報を瞬時に伝達することにより、

住民に早期の避難や予防措置などを促し、被害の軽

減を図る。 

事業の実績・成果  

 平成21年度に受信機等の機器の生産が間に合わないため、年度内の事業完了は不可能であり、繰り

越しを行った。 

 合併後の新加須市において、旧騎西町・旧北川辺町２台の受信機等の導入が可能であったが補助金の

交付対象は原則として各自治体１台のみと定められているため、平成２２年度は導入時期の新しい旧北

川辺町への導入を図り、旧騎西町の申請を取り下げした。 

 
事 業 名 Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）整備事業（旧北川辺町）【繰越明許費分】 

担 当 課 環境経済課（北川辺） 

款 09 消防費 当 初 予 算 額 9,420,000円

項 01 消防費 最 終 予 算 額 9,420,000円

目 04 防災費 決 算 額 8,683,500円

事
業
の
目
的 

通信衛星と市町村の同報系防災行政無

線を利用して、緊急情報を住民へ瞬時に

伝達する。 

事
業
の
概
要 

対処に時間的な余裕のない大規模自然災害や弾道ミ

サイル攻撃等の情報を瞬時に伝達することにより、

住民に早期の避難や予防措置などを促し、被害の軽

減を図る。 

事業の実績・成果  

  Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）整備事業の実施については、平成２１年度内に導入を 

 予定していた機器類の開発が大幅に遅れたため、年度内の事業完了が不可能となったことから、県 

 からの指示により補助金の繰越明許を行い、平成２２年度に事業を実施した。詳細は以下のとおり。

 

 ○繰越明許に至った経緯について 

 

  ①埼玉県全国瞬時警報システム整備促進事業交付金交付申請書（北川辺町 → 県） 

   平成２２年１月１５日 北川総発第３４４号 交付申請額9,420千円 

↓      ↓      ↓ 

  ②埼玉県全国瞬時警報システム整備促進事業交付金交付決定通知書（県 → 北川辺町） 

   平成２２年２月１５日 危機第２９０号 交付決定額9,420千円 

↓      ↓      ↓ 

  ③Ｊ－ＡＬＥＲＴの高度化（多様な警報音声の放送を可能にする）に必要なソフトウェアの開発 
    が遅れたため、機器類の出荷スケジュールも大幅に遅れたことから、平成２１年度内に整備を 
   完了することが不可能になった。そのため、県からの指示により交付金の繰越明許を実施。 

↓      ↓      ↓ 
  ④埼玉県全国瞬時警報システム整備促進事業に係る補助事業等実績報告書（加須市 → 県） 

   平成２２年３月３１日 北環経第４号 繰越明許額9,420千円 

   ※平成２１年度の事業は終了し、交付決定額（9,420千円）を平成２２年度会計に繰り越した。 
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事 業 名 教育委員会管理事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-10 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 5,102,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 5,483,000円

目 02 事務局費 決 算 額 4,702,965円

事
業
の
目
的 

教育委員会事務局の適正な管理運営を

行う。 事
業
の
概
要 

教育委員会事務局の管理運営に係る諸経費・刊行物

「加須市の教育」、教育功労者表彰、各種負担金 

事業の実績・成果  

・刊行物「加須市の教育」180部発行  147,525円 

・教育功労者表彰式開催  3月23日 表彰者37人 

・関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会参加 

・埼玉県都市教育長協議会総会・定例会参加 5回 

・埼玉県市町村教育委員会連合会総会参加 

・北埼玉地区教育委員会連合会総会・研修会参加 

・北埼玉地区教育長会総会参加 

・東部教育事務所管内教育長会議参加 10回 

・埼玉県市町村教育委員会教育長研究協議会参加 2回 

事 業 名 教育委員会運営事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 4,190,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 4,190,000円

目 01 教育委員会費 決 算 額 3,934,472円

事
業
の
目
的 

教育委員会の適正な運営を行う。 
事
業
の
概
要 

教育委員に係る諸経費・委員報酬、費用弁償、負担金

等義務的経費。また、教育委員会の活性化につながる

施策を実施する。 

事業の実績・成果  

委員報酬 3,181,200円  費用弁償 234,400円 

・教育委員会定例会開催回数  12回 

・教育委員会臨時会開催回数  9回 

・規則の公布          6件 

・議案の議決         64件 

・報告事項          218件 

・学校訪問          22施設（6日間） 

・関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会参加 

・埼玉県市町村教育委員会連合会総会参加 

・埼玉県市町村教育委員会委員研究協議会参加 

・北埼玉地区教育委員会連合会総会・研修会参加 
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事 業 名 学校教育管理事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,263,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 1,254,000円

目 02 事務局費 決 算 額 677,207円

事
業
の
目
的 

学校教育に係る事業を円滑に進める。 
事
業
の
概
要 

課の運営に係る諸経費（主に人権関係予算と特別支

援学校等負担金）の適正な管理執行に努める。 

事業の実績・成果  

１ 人権関係特別旅費 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 697,325円 158,243円 114,129円 202,124円 19,020円

旧加須市 特別 516,801円 15,720円 36,780円 39,940円 

旧騎西町 特別 

普通 

 

180,524円 142,523円 77,349円

142,150円 

20,034円 

旧北川辺町 0円 0円 0円 0円 

 

 

旧大利根町 0円 0円 0円 0円 

 

※人権以外の特別旅費   21,360円   ・普通旅費  250,627円 

 旧北川辺町、大利根町ともに生涯学習課の予算に計上のため、0。なお、旧北川辺町は、学校職員の

ための特別旅費は、支出していない。 

   

２ 人権関係負担金 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市  240,470円  287,260円  252,270円  276,170円 44,000円

旧加須市   45,000円  49,000円  52,000円 

旧騎西町   180,470円   182,260円   143,270円   164,170円 

旧北川辺町  60,000円  60,000円  60,000円  60,000円 

 

旧大利根町     0円     0円     0円     0円 

 

 旧大利根町は、生涯学習課の予算で支出。 

 

３ 特別支援学校負担金 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市  436,500円   437,000円   455,900円   481,800円 117,500円 

 旧加須市  262,000円  271,500円   256,500円   226,500円  

 旧騎西町    85,000円    85,000円    95,000円   154,500円 

 旧北川辺町  45,600円  39,600円  48,500円  61,900円 

 

 旧大利根町 43,900円 40,900円 55,900円 38,900円 

 

※上記以外の負担金   67,000円 

 

４ 消耗品費    147,000円（内 人権資料代65,000円他） 

５ 会場借上料   10,700円 
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事 業 名 教育振興管理事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 388,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 388,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 316,175円

事
業
の
目
的 

学校運営を円滑に推進する 
事
業
の
概
要 

学校運営上必要な各種様式（区域外就学願・転入学

通知書）等の印刷製本を行う。また、健康診断時に

必要なオージオメーターの購入・検査を行う。 

事業の実績・成果  

 

１ 印刷製本費 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市  471,319円  689,051円  420,363円  524,386円   70,125円

  旧加須市     12,127円   32,500円  102,400円 

  旧騎西町   41,805円    65,985円   78,088円   45,515円 

  旧北川辺町  323,659円  555,043円  273,000円  304,819円 
 

  旧大利根町 105,855円 55,896円 36,775円 71,652円 

 

       ※旧北川辺町は、ほとんどの様式（出席簿や通知表等）を業者委託していた。 

 

２ 消耗品費    20,000円（県職員録他）                         

 

３ 手数料     11,550円（オージオメータ検査） 

 

４ 備品購入費   163,800円（オージオメータ）                       

 

５ 負担金     50,700円（教科用図書採択協議会分担金） 
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事 業 名 学校訪問指導事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-11 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 98,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 98,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 43,581円

事
業
の
目
的 

教職員の資質能力の向上、学校の教育力

の向上を図る。 事
業
の
概
要 

市内全幼稚園、小中学校への計画訪問及び要請訪問

を行い、管内における教育実践上の諸問題について

必要に応じて指導助言を行う。 

事業の実績・成果  

１ 研究発表会・本発表（21・22年度委嘱の幼稚園・小中学校） 

  ・大桑幼稚園（11月2日）幼稚園教育・本発表 ※絆を含む 

  ・北川辺幼稚園（7月1日）幼稚園教育・本発表 

  ・礼羽小学校（11月30日）食育・本発表 

  ・水深小学校（2月1日）学習指導の改善「算数」・本発表 ※小中連携を含む 

  ・加須南小学校（10月29日）学習指導の改善・本発表 ※図書館教育を含む 

  ・田ケ谷小学校（11月18日）国語・本発表 

  ・加須西中学校（11月26日）学習指導の改善・本発表 

  ・加須東中学校（11月10日）学習指導の改善・本発表 ※小中連携を含む 

  ・北川辺中学校（10月22日）教育に関する3つの達成目標・本発表 

  ・大利根中学校（11月16日）教育課程・本発表 

平成21年度 

本発表 

 

19～21年度委嘱 20.21年度委嘱 22年度委嘱 

平成22年度 

研究本発表 

(21.22年度委嘱)

幼稚園 樋幼、越幼 加幼 志幼 桑幼、北川辺幼 

小学校 
不小、桑小、志小、

越小 
三小、樋小  

礼小、水小、南小、

田小 

中学校 昭中 平中  
西中、東中、北川

辺中、大利根中 

※研究発表会での報告及び指導講評により、市内の教職員に広げることができた。 

 

２ 加須市教育委員会・東部教育事務所教育支援担当学校保訪問（計画訪問）  

  ・幼稚園13園 小学校22校 中学校8校 各１回  合計43回 

  ※公開授業（保育）、研究授業・協議を通して、指導改善及び資質の向上を図ることができた。 

 

３ 加須市教育委員会要請訪問  64回 

  ※それぞれの学校（園）の要請に応じた訪問により、研究授業・校内研究等の指導を直接行うこと

   ができた。 

 

４ 加須市教育委員会人権教育計画訪問  14回 

※計画的な人権教育の訪問の実施により、各学校における人権教育の推進を図ることができた。 

 

５ 消耗品費  43,581円  

初等教育資料、中等教育資料、文部科学時報等 

※ 教職員の資質能力の向上及び学校全体の教育力の向上を図るための資料として活用すること

ができた。 
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事 業 名 保・幼・小中一貫教育事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-19 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 215,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 215,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 209,192円

事
業
の
目
的 

中学校卒業までの、きめ細かな教育を行

い保・幼・小・中の滑らかな接続をはか

る。 

事
業
の
概
要 

幼児・児童生徒間の異年齢集団による活動を通して、

豊かな人間性や社会性をはぐくむ。また、互いの指

導内容や指導方法等を理解し合うことで、教員の指

導力や人間性を高める。 

事業の実績・成果  

 保育園・幼稚園・小学校・中学校等の交流実績  総交流回数‥‥354回 

 （内訳）加須地域（平成22年度）の例 

交流園・校 交流回数 主な交流内容 

幼稚園→保育所 27 一緒にゲームやダンスをして遊ぶ。 

幼稚園→小学校 101 
学校行事に参加する。一緒に体験活動に取り組む。授業を

参観する。研究会に参加する。 

幼稚園→幼稚園 4 合同なかよし運動会や合同親子野外活動を行う。 

小学校→幼稚園 104 
幼稚園行事に参加する。読み聞かせをする。一緒に体験活

動に取り組む。 

小学校→中学校 42 一日校長で、学校行事等を参観。児童が中学校を見学等。

中学校→保育所 4 生徒が保育実習を行う。 

中学校→幼稚園 16 手作りおもちゃで一緒に遊ぶ。ダンスやゲームを楽しむ。

中学校→小学校 47 

学力フォローアップで教師の補助をする。中学校の教員が

授業を行う。一日校長で、学校行事等を参観する。学校紹

介をする。 

高等学校→小学校 2 鼓笛の指導を行う。調理の指導と会食。 

保育所→幼稚園 3 一緒に遊んだり、給食を食べたりする。 

大学→幼稚園 1 大学生と交流する。 

その他 3 高齢者や地域の方々と交流する。 

合 計 354  

○異年齢の園児、児童、生徒と交流することで、思いやりの心や信頼感が生まれ、豊かな心をはぐくむこ

 とができた。 

○教師が異校種の保育や授業を参観したり、実際に授業を行ったりすることで、発達段階をふまえた指導

 方法を知ることができ、その後の指導に生かすことができた。 

○主な歳出内訳 

  消耗品費（上質紙、画用紙、のり、ビニールテープ、折り紙、マジック、ペン等）･･･209,192円 

保・幼・小中の交流状況 

地域 ～平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 200回 

騎西地域 （59回） 

北川辺地域 （19回） 

大利根地域 

 

各地域とも学校単位で行っていたため、 

                統計はなし。

（28回） 

 

354回 

 

                               ※( )合併後の聴き取りによる 
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事 業 名 中学校英語教育推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 24,777,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 24,973,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 20,862,855円

事
業
の
目
的 

外国語（英語）を通じて言語や文化に対

する理解を深め、コミュニケ－ション能

力の基礎を養う。 

事
業
の
概
要 

中学校における外国語（英語）の指導において、教

員とのティームティーチングを実施し、生徒のコミ

ュニケ－ション能力を高める。併せて国際理解に役

立つ情報を提供する。そのために、ＡＬＴ6名を市内

8中学校に計画的に配置する。 

事業の実績・成果  

１ 外国語指導助手（ＡＬＴ）の主な活動 

・ 小・中学校、保育園における国際理解教育や外国語教育における日本人教師とのティームティーチ

ングの実施 

・ 外国の生活や文化等の紹介 

・ 教材や指導計画作成への協力及びスピーチコンテスト等への協力 

・ 教育委員会がＡＬＴに依頼する研究会、会議等への協力、出席 

・ その他、配置時間内における学校行事や課外活動への協力、教育委員会や校長が本事業の円滑な遂

行に必要と認めて指示する事項 

２ 外国語指導助手（ＡＬＴ）配置状況 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 

ＪＥＴプログラム

・2人 

業務委託・1人 

[インタラック] 

ＪＥＴプログラム

・2人 

業務委託・1人 

[インタラック] 

ＪＥＴプログラム

・1人 

業務委託・2人 

[インタラック] 

[ハートコーポ

レイション] 

（～７月）ＪＥＴプ

ログラム・１人 

（9月～） 

業務委託・3 人

[インタラック] 

[ハートコーポ

レイション] 

[ボーダーリンク] 

業務委託・3人 

[ボーダーリンク 2

人] 

 6,599,460円 

[ハートコーポ

レイション1人]

 3,376,800円 

騎西地域 直接雇用・1人 
業務委託・1人 

[ＢＥＣ] 

業務委託・1人 

[ＢＥＣ] 

業務委託・1人 

[ＢＥＣ] 

業務委託・1人 

[ＢＥＣ] 

 3,465,000円 

北川辺地域 
ＪＥＴプログラム

・１人 

（～７月）ＪＥＴプ

ログラム・１人 

（9月～） 

業務委託・1人 

[ハートコーポ

レイション] 

業務委託・1人 

[ハートコーポ

レイション] 

業務委託・1人 

[ＲＣＳコーポ

レーション] 

業務委託・1人 

[ＲＣＳコーポ

レーション] 

 3,674,000円 

大利根地域 
ＪＥＴプログラム

・1人 

ＪＥＴプログラム

・1人 

ＪＥＴプログラム

・1人 

ＪＥＴプログラム

・1人 

（～７月）ＪＥＴプ

ログラム・１人 

 1,200,000円 

（9月～） 

業務委託・1人 

[ハートコーポ

レイション] 

 1,947,750円  
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事 業 名 小学校国際理解教育推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-06 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 9,617,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 9,617,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 8,604,817円

事
業
の
目
的 

小学校における外国語活動を通じて、言

語や文化について体験的に理解を深め、

積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度を育成する。 

事
業
の
概
要 

市内各小学校に、市内や近隣在住の外国人または英

語を指導できる日本人を外国語活動指導助手として

配置し、担任とティームティーチングを組み、加須

市外国語活動年間指導計画や英語ノートに示された

内容を指導する。 

事業の実績・成果  

１ 外国語活動指導助手の主な活動 

・ 小学校における「外国語活動」「総合的な学習の時間」をはじめとする国際理解教育に係る授

業の補助 

・ 小学校における国際理解教育に係る教材開発の補助 

・ 自国の文化や言語等の紹介 

・ 小学校教員に対する研修の協力 

 

２ 外国語活動指導助手の配置状況 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 

直接雇用・7人 

[臨時職員] 

※外国人 

6,951,600円 

直接雇用・7人

[臨時職員] 

※外国人 

7,493,200円 

直接雇用・7人

[臨時職員] 

※外国人 

7,671,400円 

直接雇用・7人 

[臨時職員] 

※外国人 

7,515,000円 

直接雇用・7人

[臨時職員] 

※外国人 

（1～6年） 

 6,943,598円

騎西地域 
業務委託・1人 

 

業務委託・１人

学校教育課職

員・1人 

業務委託・１人

学校教育課職

員・1人 

業務委託・１人 

学校教育課職

員・1人 

学校教育課職員・

１人（3～6年） 

騎西中配置のＡ

ＬＴ（1,2年） 

北川辺地域  

直接雇用・1人

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・1人

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・1人 

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・1人

[臨時職員] 

※日本人 

（5,6年） 

   632,500円

北川辺中配置の

ＡＬＴ（1～4年）

大利根地域 

直接雇用・1人 

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・1人

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・1人

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・1人 

[臨時職員] 

※日本人 

直接雇用・１人

[臨時職員] 

※日本人 

（5,6年） 

   668,750円

大利根中配置の

ＡＬＴ（1～4年） 
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事 業 名 学校ＩＣＴ教育推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-17    

款 10 教育費 当 初 予 算 額 70,124,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 79,155,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 62,496,463円

事
業
の
目
的 

児童生徒の情報活用能力を高めるとと

もに業務の効率化を図るために、教育の

情報化を推進する。          
事
業
の
概
要 

情報教育機器等整備計画に基づいた計画的な整備を

推進する。 

・管理機能を教育委員会に一元管理する。 

・小・中学校に教育用コンピュータを再配備する。

・校務用コンピュータを導入する。 

・情報教育環境の平準化を図る。         

事業の実績・成果  

児童生徒に、情報処理機器に関する知識や技能・情報モラルを身に付けさせ、ＩＴ社会に対応でき 

る人材育成に大きく貢献している。19年度より、情報教育環境の整備充実（最新コンピュータ、高 

速ネットワーク、情報教育の平準化、情報セキュリティの教科）を計画的に推進している。 

１ 情報処理機器の導入状況（借上料 51,937,887円） 

２ 活用状況（インターネット接続料、回線利用料） （通信運搬費 5,312,673円） 

３ その他 （修繕料 713,139円 ） 

      （消耗品等：プリンタインク等 4,214,514円）  

             (PC機器保守委託料 315,000円)  

      （学校ネットワーク整備検討委員会旅費3,250円） 

 

【事業決算額の推移】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 45,217,414円 56,469,938円 61,898,877円 69,097,922円 62,496,463円

旧加須市 21,718,657円 23,140,881円 38,900,955円 46,100,000円 

旧騎西町  8,780,200円 13,077,120円 12,724,197円 12,724,197円 

旧北川辺町 5,697,825円 11,094,195円 5,950,350円 5,950,350円 
 

旧大利根町 9,020,732円 9,157,742円 4,323,375円 4,323,375円 

 

【活用事例】 

 小学校 

教 科 名          活 用 方 法 

国 、算、社、 
 総 合等 

インターネットを活用して情報収集 デジタルカメラから画像を取り込む 
インターネットコンテンツを活用した学習履歴型ドリル学習等 

 中学校 

教 科 名          活 用 方 法 

国 、 数、社

技術総 合 等 

インターネットを活用して情報収集 デジカメやスキャナーから画像を取り込む 

図や絵、写真を編集する  ・文書、表計算処理ソフトの活用 

インターネットコンテンツを活用した学習履歴型ドリル学習等 

 

※ 3月補正で学校ネットワーク整備（9,031,000円）を行った関係で最終予算額が79,155,000円とな

っている。なお、3月補正で計上した9,031,000円については、ネットワーク工事が5月に終了す

るため、平成23年度へ繰越した。 
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事 業 名 少人数学級推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 34,992,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 34,992,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 31,601,780円

事
業
の
目
的 

市費による非常勤講師等を配置するこ

とによって、一人一人の児童の実態に応

じたきめ細やかな学習指導を実現し、学

力を向上させる。 

事
業
の
概
要 

・児童生徒の実態をふまえ、習熟の程度あるいは少

人数による学習活動を行い、一人一人の子どもに寄

り添ったきめ細やかな指導を行う。 

・県費負担によって教科担当が配当されない学級数

の少ない中学校に対し、市費によって教員を任用し、

学習成果の向上を図る。 

事業の実績・成果  

【教育活動補助員】週5日、28時間勤務 

◎ 時給1,250円×延べ21,051時間=26,313,750円 

 

 ＜配置校＞中学年の１学級あたりの児童数が多い学校に配置 

   加須地域：不動岡小、三俣小、花崎北小に各1名 3名配置 

   騎西地域：騎西小、田ケ谷小、種足小、鴻茎小、高柳小、騎西中に各1名 6名配置 

   北川辺地域：北川辺西小、北川辺東小に各2名 4名配置 

   大利根地域：大利根東小、原道小、豊野小、元和小に各1名 4名配置  合計17名 

 ＜成 果＞各学級において、チームティーチング（担任と補助員の2名で1学級の授業を担当する）

      したことにより、きめ細やかな指導が実践され、学力の向上、生活指導の充実に大きな 

      成果を上げた。 

            

【免許外解消非常勤講師】週2日、1日3～4時間勤務 

◎ 時給2,250円×延べ957時間=2,153,250円 

 

 ＜配置校＞小規模中学校のため、教職員定数基準により、全教科の免許状を有する教員が配置され  

      ない加須北中学校と加須東中学校に配置 

   加須東中学校：美術科教員を1名配置（週2日×１日3時間勤務） 

   加須北中学校：家庭科教員を1名配置（週2日×１日４時間勤務)    合計2名 

 ＜成 果＞本非常勤講師を配置することができたため、免許を持たない教員に免許外の教科担当を 

      させることを回避することができた。また専門性を有する講師を配置したため、充実し  

      た教科指導を実施することにつながった。  

 

【欠員対応非常勤講師】突発的な欠員が生じた場合に配置 

◎ 時給2,250円×延べ1,384時間=3,114,000円（教員） 

  時給 780円×延べ8時間＝6,240円(事務職員)        合計3,120,240円   

 

 ＜配置校＞本務者が病気休暇や休職を取得する等突発的な欠員状態が生じた学校に対して、県費の臨

      時的任用教員が配置されるまでの間、欠員を解消するために配置 

 ＜成 果＞この市費による非常勤講師の配当が可能であるため、学校における教員の欠員状態がな 

      くなり、指導の連続性を確保できた。 

 

【旅費・負担金】 

◎  14,540円 遠足における児童引率旅費等  
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事 業 名 教師用教科書・指導書措置事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-16 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 560,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 560,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 438,008円

事
業
の
目
的 

小中学校の授業内容を充実させ、児童生徒の学

力の向上を図る。 事
業
の
概
要 

小・中学校で使用する教科書の指導書や教材等を購入し、授業

内容の充実を図る。また、学習指導要領の移行期間の学習内容

の移行措置に伴う補助教材用の指導書についても購入する。さ

らに、児童生徒増によるクラス数増及び少人数指導等で必要と

なる教科書や指導書を購入する。 

事業の実績・成果  

 学習指導要領の移行措置に伴う指導書や、少人数指導等で必要となる教科書や指導書を購入し、授業

内容の充実を図った。 

【支給額の推移】                            （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 4,809,664 442,000 29,000 325,377 

騎西地域 10,355 10,057 3,631 218,400 

北川辺地域 1,014,630 0 97,285 125,278 

大利根地域 2,554,145 672,214 687,741 725,220 

438,008 

採択後の使用 中・使用開始 - - - - 

 ※教科書採択があり改訂された教科書の使用開始年度は、新しい教科書やその指導書の購入が必要と

  なるため額が大きくなる。 

 ※平成23年度は小学校において、平成24年度は中学校において新指導要領に基づいた教科書にな 

  るため、全科目が新しくなる。 

 
事 業 名 通学路安全対策事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 321-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 3,360,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 3,360,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 3,309,600円

事
業
の
目
的 

通学路の危険箇所を早期に発見し、危険

を速やかに除去し、児童・生徒が安全・

安心に登下校できる環境を整備する。 

事
業
の
概
要 

・各学校の安全点検等に基づいた通学路の改善が必

要な箇所の報告について、学校教育課と関係各課で

対応について協議し、対応策を立案し、改修等を行

う。 

事業の実績・成果  

 平成20年度からの新規事業 

   平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合    計 
工事12箇所 

2,373,000円 

工事21箇所 

1,890,000円 

工事11箇所 

3,309,600円 

加須地域 
工事12箇所 

2,373,000円 

工事21箇所 

1,890,000円 

騎西地域   

北川辺地域   

 

大利根地域   

工事11箇所 

3,309,600円 

※ 通学路の安全対策の充実を図ることができた。 

※ 旧加須市において平成20年度に新規事業として実施し、旧3町へ合併後に拡大した。 
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事 業 名 社会科副読本資料作成事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-18 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 7,570,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 7,570,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 4,705,400円

事
業
の
目
的 

郷土「加須市」を理解し、児童の社会科

における学力の向上を図るために社会

科副読本を作成する。 
事
業
の
概
要 

平成22年度は、社会科副読本編集委員会を立ち上げ、

新学習指導要領に準拠した社会科副読本を作成し、

市内すべての小学校に印刷・配布する。平成23年度

には、指導の手引き・評価用テスト編集委員会を開

催し、指導の手引き及び評価テストを作成し各小学

校へ配布する。 

事業の実績・成果  

 平成22年度は、社会科副読本編集委員会を立ち上げ、新学習指導要領に準拠した社会科副読本を4500

部作成し、市内すべての小学校に印刷・配布した。 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合  計 46,000円 54,000円 5,583,900円 357,000円 4,676,280円

加須地域 0円 0円 1,449,000円 0円 

騎西地域 0円 0円 2,379,900円 0円 

北川辺地域 0円 0円 0円 357,000円 

 

大利根地域 46,000円 54,000円 1,755,000円 0円 

 

 

※ 加須地域は、平成20年度に2,000部(20～22年度分)を印刷し、平成18～21年度に社会科副読本編

集委員会を開催していない。 

 

※ 騎西地域は、平成20年度に社会科副読本編集委員会を開き、550部(20～22年度分)を印刷した。

 

※ 北川辺地域は、平成21年度に50部（22年度不足分）を印刷し、平成18～21年度に社会科副読本

編集委員会を開催していない。 

 

※ 大利根地域は、平成20年度に350部(20～22年度分)を印刷し、平成18～20年度に社会科副読本編

集委員会を開催した。 
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事 業 名 あいさつふれあい推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 857,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 857,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 830,530円

事
業
の
目
的 

あいさつを通して、「児童生徒の心の教

育の推進」、「地域の防犯意識の高揚」「心

のふれあうまちづくり」を目指す。 

事
業
の
概
要 

・教育機関、地域、行政機関等が一体となった市を

挙げた「加須市あいさつ運動～あいさつ さわやか

かぞのまち～」を推進する。 

・年間を通した継続的な取組及び5月と10月に強化

期間を設定しての取組を実施する。 

事業の実績・成果  

[加須市あいさつ運動] 

【児童・生徒のあいさつ状況】平成23年1月実施アンケート調査による 

 
家族・友達・先生に対してあいさ

つをしている児童生徒の割合 

地域の方に対してあいさつを

している児童生徒の割合 

小学校全体の平均 97.1％ 96.2％ 

中学校全体の平均 93.6％ 86.9％ 

※駅での街頭キャンペーンでは、市内幼稚園・小中学校の児童生徒（花崎北小学校、加須西中学校、

加須東中学校、騎西中学校）青少年育成推進委員有志等の協力を得て、運動を盛り上げることができ

た。 

※市内幼稚園、小・中学校で学校や地域の実態に応じて特色ある「あいさつ運動」に取り組んだこと

により、「地域の方に対してあいさつをしている児童生徒の割合」が昨年度よりも高くなった。 

※庁舎内であいさつを交わす姿がよく見られるようになってきたが、今後さらに職員同士はもちろ

ん、いつも自分から進んで来庁者に対してあいさつをするようにしていく必要がある。 

 

[児童生徒の文化活動の推進] 

 市内6中学校が「パストラルかぞ」を活用して文化活動（音楽会等）を実施し、子どもたちの豊か

な心や感性、創造性をはぐくむことができた。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須あいさつ運動 

  音楽会（中学校） 

平成７年より事業化 

全中学校パストラル 

ポスター等での啓発

全中学校パストラル

ポスター等での啓発

全中学校パストラル

ポスター等での啓発 

全中学校パストラル 

市内一斉取組 

全中学校パストラル

騎西あいさつ運動  

  音楽会（中学校） 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

市内一斉取組 

騎西中パストラル 

北川辺あいさつ運動 

  音楽会（中学校） 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

市内一斉取組 

学校で開催  

大利根あいさつ運動 

  音楽会（中学校） 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

学校単位で取組 

学校で開催 

市内一斉取組 

学校で開催 

 音楽会で公共施設を利用することにより、より多くの保護者や地域住民が学校行事に訪れるように

なり、学校と家庭・地域とのふれあいを推進した。 

 

[歳出内訳] 

1. 啓発用ポケットティッシュ・ジャンパー、帽子、たすき、のぼり、横断幕等・・ 296,730円 

2. パストラルかぞ使用料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 423,800円 

3. 緑の少年団活動助成金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 110,000円 

※ 緑の少年団活動：不動岡小学校の児童が草花の種まき・苗植え、街頭で緑の募金活動などを実施 
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事 業 名 学校グリーンカーテン事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 413-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 430,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 430,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 406,572円

事
業
の
目
的 

環境問題に真剣に取り組む幼児・児童生

徒を育成するために具体的かつ体験的

な環境学習を実施する。 

事
業
の
概
要 

幼稚園・学校の壁面や花壇等を活用し、ゴーヤやヘ

チマ等を栽培してネットにはわせ、校舎南側にグリ

ーンカーテンを作る。 

事業の実績・成果  

１ 実 績 加須市内すべての公立幼稚園（13園）、小・中学校（30校）において、校舎等の壁面  

      や花壇等を利用し、ゴーヤやヘチマ等を栽培してネットにはわせ、校舎南側にグリーンカ

      ーテンをつくった。 

      配当予算（消耗品費 10,000円×43（30校＋13園）＝430,000円） 

      実績   406,572円                              

２ 成 果  成果１ 環境問題に関する児童生徒の興味・関心が高まった。 

          （本事業終了後、市内の小・中学校の30学級811名の児童生徒に対する任意  

           抽出アンケートを実施した。その結果89％の児童生徒が環境問題に興味・関

           心があると回答した） 

      成果２ 教室内の温度を5℃近く下げた。 

          （グリーンカーテンをしている教室としていない教室の気温比較調査の結果、   

           グリーンカーテンをしている教室のほうが室内の温度を下げる効果があるこ 

           とがわかった） 

        

      成果３ 収穫したゴーヤを保護者等に配布することで、グリーンカーテン事業に対する家

          庭への理解を広めた 

【各地域での取組状況】 

地域 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 
各学校単位で

取組 

事業化。全幼稚

園、小・中学校

で実施。 

全幼稚園、小・

中学校で実施。

全幼稚園、小・

中学校で実施。 

騎西地域 

北川辺地域 

大利根地域 

各学校単位で

取組 
 

新市全域に取組

を拡大。 

全幼稚園、小・

中学校で実施。

 旧加須市において、平成19年度より事業として行っていた。それまでの加須市も含め、他の地域（旧

騎西町、北川辺町、大利根町）では、学校単位で緑化活動を進めており、年度によってグリーンカーテ

ン作りを実践していた学校もあった。 

 平成22年度は新市全域で共通して取り組むことができた。 

 平成23年度以降、グリーンカーテンの規模の拡大を目指す。 

 

30

28 28 28 28 28

29

27 27

26

27 27

24

25

26

27

28

29

30

31

7月22日 7月23日 8月24日 8月25日 8月26日 8月27日

日なた
（グリーンカーテン外）

日かげ
（グリーンカーテン内）
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事 業 名 学力フォローアップ事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-18 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 2,263,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 2,263,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 1,685,418円

事
業
の
目
的 

基礎学力の向上と学ぶ習慣の確立を図

る。 事
業
の
概
要 

教員が主体となり指導員と協働して、長期休業等を

活用して補習的学習を実施する。分割実施や対象学

年等は学校の実態に合わせて、各学校が設定する。

事業の実績・成果  

１ 実施状況 

（１）加須地域及び大利根地域の小中学校（21校）で学力フォローアップを実施。 

（２）各校の工夫によって、実施期日を設定。 

  ①夏季休業日に実施。（加須平成中は冬季休業日にも実施）②原則は、7日間×3時間で実施。 

（３）予算配当 ※学校規模に応じて配当 

    ①指導員賃金 1,250円×7日間×3時間×16校×2人=840,000円（加須地域） 

   講師賃金  1,250円×6時間×40週×4人＝1,200,000円（大利根地域） 

    ②消耗品   文房具費 3,500円×16校= 56,000円 

                  用紙代   1,600円×84箱=134,400円  学校規模に応じて（加須地域の学校へ配当） 

  ③傷害保険料 1,000円×32人＝32,000円（加須地域の指導員） 

２ 指導員の配置 

①32名の指導員を学校規模に応じて、１名から4名で配当。各学校ごとに工夫して、人数を増やして  

 実施。②指導員については、各校ごとに依頼 

３ 成果と課題 

（１）夏季休業日後の9月、全教職員及び全児童生徒に対して、アンケートを実施 

（２）成果 

    ① 平均参加率 小学校96％ 中学校50％ ※ 参加率：全児童生徒に占める参加者の割合 

    ② 平均出席率 小学校95％ 中学校92％ ※ 出席率：参加を希望した児童生徒の出席率 

    ③ 教職員アンケートの回答で多かったもの 

        「子どもたちのつまずきに気付くことができた。」 

    「子どもたちの基礎学力を向上させることができた。」 

    「指導員さんと協力して指導することができた。」 

    ④ 児童・生徒のアンケート結果より 

    小中学生の約９割が学習の内容が「よくわかるようになった」「どちらかというとよくわかるよう

   になった」と回答している。来年度も参加したいと答えた児童は約9割、生徒は約7割である。  

  ⑤ その他（各学校での成果） 

      ○夏休み前半の実施は夏休みの生活リズムづくりに、後半の実施は2学期への橋渡しとなるなど効果

    的であった。（多数の学校） 

      ○地元の高校生ボランティアが小学校で指導する小高連携が見られた。（不動岡小と誠和福祉高等）

      ○小中連携し、中学生を指導員補助として小学校に派遣した。 

         （昭和中と加須小・加須南小、加須北中と樋遣川小・大越小） 

（３）課題 

  ①暑さ対策について ②実施時期について ③指導員の配置について 

３ 予算執行状況 

  指導員賃金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   1,523,750円 

  消耗品＜問題用紙等＞・・・・・・・・・・・・・・・・    151,668円 

  傷害保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  10,000円 
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事 業 名 不登校問題対策事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-10 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 14,850,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 14,850,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 13,650,831円

事
業
の
目
的 

市内小中学校における不登校問題を解

消して、すべての児童・生徒が楽しく、

安心して学校に通えるようにする。 事
業
の
概
要 

・各学校の生徒指導委員会や教育相談部会等で、不

登校の未然防止策及び不登校児童生徒に対する対応

策を検討し、実施する。 

・不登校問題対策委員会を定期的に開催し、情報交

換及び対応策を検討する。 

・各中学校にさわやか相談員を配置し教育相談体制

の充実を図る。 

事業の実績・成果  

１ 不登校を未然に防ぐ取組とともに、不登校傾向になった児童生徒に対して、市内8中学校にさわやか相

談員10名を配置し、スクールカウンセラーとともに個別教育相談や家庭訪問を行ったり、教育支援を

行った。また、教育センターにおいて教育相談を実施したり、適応指導教室「学習室ピア」などの関

係機関と連携を図り、不登校の解消に取り組んだ。 

 

２「不登校問題対策委員会」を年間 3 回開催した。 

 ・1 回目‥‥不登校の現状の把握と対策 

 ・2 回目‥‥平成国際大学講師・都丸けい子先生の講話 

 ・3 回目‥‥「加須市小中連携申し送り個票」を活用した小学校と中学校の連携強化 

 

３ 不登校児童・生徒数の推移 

 （１）不登校児童数の推移（小学校）                     （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合  計 12 10 6 6 8 

加須地域 7 5 3 1 5 

騎西地域 3 4 0 1 1 

北川辺地域 2 1 3 2 1 
 

大利根地域 0 0 0 2 1 

 

 （２）不登校生徒数の推移（中学校）                     （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 75 62 85 111 104 

加須地域 26 29 49 60 53 

騎西地域 20 15 19 32 24 

北川辺地域 12 11 10 14 17 
 

大利根地域 17 7 7 5 10 

 

４ 主な歳出の内訳 

  さわやか相談員賃金・・・・・・・・・・12,427,500円 

  さわやか相談員旅費・・・・・・・・・・    31,800円 

 



 517

 
事 業 名 教育センター管理運営事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-17 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 14,542,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 14,795,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 14,081,916円

事
業
の
目
的 

教職員の資質を向上させるとともに、不

登校の解消を図る。 事
業
の
概
要 

教育センターの企画立案のもとに、各種研修会を実

施する。また、不登校児童生徒の生活改善を図り、

学校復帰を目指すため、「学習室ピア」を運営し、対

象児童生徒を指導する。教育相談事業を推進し、教

育相談室を運営し、教育相談活動の充実を図る。 

事業の実績・成果  

○加須市教職員研修会の改善を図り、内容面から講座を精選した。今日的な教育課題や加須市を知る研

修を加え、14講座を開設し、教職員の資質向上を図った。 

〈教育講演会、校長研修会、教頭研修会、教員研修会①②、学年・学級研修会、教養講座研修会、加須

市を知る研修会、社会奉仕体験研修会、課題研修会①②③④、学校カウンセリング中級研修会>  

【講座数・参加人数の推移】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

教職員研修会 31講座 13講座 14講座 14講座 14講座 

延べ人数 1,501人 729人 651人 683人 685人 

 会場借り上げ料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277,060円 

 （研修会場・学習室ピアでの学習用） 

 報償費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  120,000円 

○学習室ピアを運営し、引きこもりの解消とともに不登校児童生徒の学校復帰を図った。 

   平成21年度 平成22年度 

通級児童生徒数 12人 26人 

学校復帰数 9人  6人 

 指導員 3学期のみ3人体制の補填 

     時給1,250円×6時間（1日） 

 臨時職員・指導員・相談員賃金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12,978,190円 

○教育相談を実施し、健やかな児童生徒の育成及び保護者の不安の解消に寄与した。 

【相談件数の推移】                              （単位：件） 

相談内容 H18 H19 H20 H21 H22   H18  H19  H20  H21  H22 

不登校 432 336 119  238  217 電話相談  273  254  130  269  361

障害等   3  12  20  99 164 来所相談  272  228  142  195  261

友人・いじめ  67  61  20   24   13 自宅訪問   69   54   22   25   5

進路  18  15  32   11   1 学校訪問   35   38   13   73   40

学級経営等  12  16  32   28   22 関係機関   15   16    1    1    1

就学相談 - -  26   74  164

 

合  計  664  590  308  563  668

○その他の経費 

 通信費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  142,870円 

 旅費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  31,970円 

 消耗品費・食糧費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  400,026円 

 負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  10,000円 

 印刷製本費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101,850円 

 その他の備品購入費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   19,950円 

○住民生活に光をそそぐ臨時交付金事業（北川辺・大利根地域学習室ピア新設用備品購入）については、

3月補正で計上。年度内執行が困難であるため、253,000円を平成23年度へ繰越した。 

1,2学期は2人体制、児童生徒数が増

える 3 学期は 3 人体制で指導。勤務

9時～15時
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事 業 名 サイエンススクール事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-06 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,100,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 1,100,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 782,250円

事
業
の
目
的 

未来館を活用した理科学習を実施し、児

童の科学や理科への興味・関心を高め

る。 
事
業
の
概
要 

・学校ではできない学習を行うため、小学校第 4 学

年の児童を対象とし、加須未来館において、プラネ

タリウムや望遠鏡等を活用した理科学習を実施す

る。 

・未来館での学習を実施するために、児童生徒が移

動するためのバスを借り上げる。 

事業の実績・成果  

［事業委託内容］ 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 

○対象・人数 

公立幼稚園全

園児 499人 

小4年児童 

   671人 

中１･3年生徒 

1,521人 

バス借上 

1,777,500円 

○対象・人数 

小4年児童 

   615人 

中１年生 

   667人 

バス借上 

1,083,600円

○対象・人数 

小4年児童 

19 ｸﾗｽ 620人

中１年生徒 

19 ｸﾗｽ 665人

バス借上 

  （20台）

1,092,000円

○対象・人数 

小4年児童 

20 ｸﾗｽ 635人 

中１年生徒 

19 ｸﾗｽ 630人 

バス借上 

  （19台） 

997,500円 

騎西地域     

北川辺地域 
    

大利根地域   

○対象・人数 

小4年児童 

34 ｸﾗｽ 966人

バス借上 

 （17台） 

 782,250円 

※ 平成22年度から小学校第4学年児童のみを対象に実施 

※ 平成21年度までは旧加須市のみの実施 
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事 業 名 学校いきいきステーション事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 5,704,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 5,704,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 5,482,756円

事
業
の
目
的 

学校の一層の活性化と家庭や地域の教

育力の向上を目指し、学校・家庭・地域

が一体となって子どもの健全育成を図

る。 

事
業
の
概
要 

学校と家庭・地域社会の橋渡しとなる「ふれあい推

進長（学校応援コーディネータ－）」を委嘱し、ボラ

ンティアからなる「学校応援団」を編成する。「学校

応援団」を活用しながら学校・家庭・地域が一体と

なってさまざまな活動を展開することで、子どもの

健全育成に取り組む。 

事業の実績・成果  

１ 事業の概要 

○ 市内 22 校すべての小学校に、学校と地域の橋渡し役を果たす「ふれあい推進長」や「学校応援コー

ディネーター」がおり、教育活動を支援する「学校応援団」が組織されている。学校応援団に登録し

ているボランティアの数はおよそ4,200人で、学習支援や登下校における安心安全の確保、環境の整

備等さまざまな面で学校の教育活動や子どもたちの活動を支えていただいている。 

○ 平成23年度には、市内すべての中学校でも学校応援団活動がスタートする予定である。 

○ 加須市学校いきいきステーション事業交流大会の開催 

   【日 程】平成23年1月20日（木） 

   【会 場】パストラルかぞ・小ホール 

   【内 容】（１）実践発表 ○〈小学校〉加須市立鴻茎小学校 

                ○〈小学校〉加須市立豊野小学校 

                ○〈中学校〉加須市立北川辺中学校 

        （２）講義「学校を核にした笑顔あふれる地域づくり」 

             東京国際大学講師・文教大学教育研究所客員研究員  栗原 保 氏

 

２ 学校応援団の登録者数の推移                        （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合  計 1,228 1,790 3,584 3,854 4,196

加須地域 1,228 1,790 1,747 1,745 2,273

騎西地域 ― ― 415 750 1,015

北川辺地域 ― ― 782 610 301
 

大利根地域 ― ― 640 749 607

                             （「子ども110番の家」を含む） 

※ 旧加須市では、平成17年度から県のモデル事業として取組を開始。旧３町は、県の事業化を受けて  

  平成20年度から取組を開始した。 

   

３ 主な学校いきいきステーション事業費 

  ・委託料             4,050,000円 

  ・学校応援団保険料        291,870円 

  ・学校公開用消耗品等       570,386円 

  ・パストラルかぞ借上料       30,500円 
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事 業 名 特別支援教育推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-14 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 45,544,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 45,544,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 42,466,140円

事
業
の
目
的 

障害のある幼児、児童の教育を支援す

る。 事
業
の
概
要 

特別支援学級や通常学級で学ぶ児童及び幼児の教育

活動を支援する障害児介助員 54 人（幼稚園 19 人、

小学校34人、中学校1人）を配置する。難聴・言語

障害通級指導教室（ことばの教室）を運営する。発

達障害・情緒障害通級指導教室を運営する。 

事業の実績・成果  

 支援の必要な園児・児童に対して介助員を配置し教育環境の充実を図った。 

【事業に係る経費】 

◎平成22年度加須市障害児介助員 賃金               41,345,460円 

○報償費・旅費（ポルトガル通訳謝金、研修会、就学支援委員会）          63,805円 

○消耗品費                                                           149,512円 

○通信運搬費                                                          66,332円 

○その他物品購入費                                                   818,285円 

○地域教育支援専門家チーム等                                          22,746円 

 

 障害児介助員の推移                        （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 
小学校11人 

幼稚園5人 

小学校12人 

幼稚園5人 

小学校17人 

幼稚園7人 

小学校23人 

幼稚園11人 

騎西地域 
小学校7人 

幼稚園3人 

小学校7人 

幼稚園3人 

小学校7人 

幼稚園3人 

小学校8人 

中学校1人 

幼稚園3人 

北川辺地域 
小学校2人 

幼稚園2人 

小学校2人 

幼稚園2人 

小学校2人 

幼稚園2人 

小学校2人 

幼稚園2人 

大利根地域 小学校2人 小学校2人 小学校2人 小学校2人 

小学校34人 

中学校1人 

幼稚園19人 

 

※大利根地域は、「教員免許あり」が条件で任用し、学習指導・学習支援も実施していた。 
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事 業 名 学習指導改善研究事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-15 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 11,802,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 11,802,000円

目 03 教育振興費 決 算 額 9,730,226円

事
業
の
目
的 

市全体の小中学校における教育力の向

上と市内教員の資質向上を図る。 
事
業
の
概
要 

市教育委員会及び市教育研究会による研究委嘱を行

う。また、より充実した学習指導を実践するために、

各教科、領域等の支援を行うとともに特に、総合的

な学習の時間や生活科の授業の充実を図るための指

導を行う。さらに、教育課程検討委員会及び体力向

上推進委員会を設置し、学習指導改善を図る。 

事業の実績・成果  

１ 事業の成果  

 子どもたちに「生きる力」の育成を図るため、基礎的・基本的な内容や技能の確実な定着を図ること

ができるよう、指導方法の工夫改善を図った。 

（１）授業での取組（研究委嘱等） 

（２）授業外での取組（学力フォローアップ事業、ひとり学びノートの活用と改訂等） 

（３）新学習指導要領の先行実施、移行措置の実施 

（４）小学校の全面実施に向けた各教科等の年間指導計画の作成（市教育研究会との連携） 

 

２ 研究委嘱校（加須市教育委員会・加須市教育研究会委嘱）※旧地域ごとに集計 
◇平成17・18年度研究委嘱校 

 旧加須市 旧騎西町 旧北川辺町 旧大利根町 

小学校  騎西小 北川辺西小  

中学校  騎西中   

幼稚園  高柳幼   
◇平成17・18・19年度研究委嘱校 
小学校 
 
 

礼羽小（学習指導）  
水深小（学習指導）  
加須南小（学習指導）  

 

 

 

 

元和小（学習指導） 

 

中学校 
 

加須西中（体力向上）  
加須東中（学習指導）  

 

 

 

 

大利根中（教育課程） 

 

幼稚園 
三俣幼（人権教育）  
花崎北幼（幼稚園教育） 

 
 

 
 

 
 

◇平成18・19年度研究委嘱校  

小学校  種足小   

中学校    北川辺中  

幼稚園  田ケ谷幼 北川辺幼  
◇平成18・19・20年度研究委嘱校  

小学校 
 

加須小（学習指導） 
大桑小（学習指導） 
大越小（人権教育） 
花崎北小（学習指導） 

  
 

 

中学校 加須北中（生徒指導）     

幼稚園 
不動岡幼（人権教育） 
礼羽幼（幼稚園教育） 

   

◇平成19・20年度研究委嘱校 
小学校   高柳小 北川辺東小  

中学校     

幼稚園  鴻茎幼   
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◇平成19・20・21年度研究委嘱校 

小学校 
不動岡小（体力向上） 
志多見小（学習指導）  

  
大利根東小（学習指導） 
豊野小（学習指導） 
原道小（学習指導） 

中学校 
昭和中 
加須西中（学習指導）  

   

幼稚園 
樋遣川幼（幼稚園教育） 
大 越 幼（人権教育） 

   

◇平成20・21年度研究委嘱校 

小学校 
三 俣 小（環境教育） 
※市安全環境経済部も委嘱 
樋遣川小（学習指導） 

鴻茎小 北川辺西小 
 

 

中学校 加須平成中（生徒指導）    

幼稚園 
加 須 幼（幼稚園教育）  
志多見幼（幼稚園教育・表現） 
※21年度のみ 

   

○平成21・22年度研究委嘱校 （研究委託金 640,000円） 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 

小学校 

礼羽小（食育） 
水深小（学習指導、小中連携） 
加須南小 
 （学習指導、図書館教育） 

田ケ谷小 
（国語）240

 
 

 
 

中学校 
加須西中（学習指導） 
加須東中（学習指導、小中連携） 

 北川辺中100 大利根中（教育課程）200 

幼稚園 大桑幼（幼稚園教育・絆）  北川辺幼100  

その他 
加須市教育研究会視聴覚・情報
教育研究部（情報教育） 

   

○平成22・23年度研究委嘱校 （研究委託金1,060,000円） 

小学校 
加須小100 大桑小100 
大越小100 花崎北小100 

騎西小100 
北川辺東小
    100

元和小100 

中学校 加須北中100 騎西中100   

幼稚園 水深幼100    
その他 グループ・個人 20×3=60    

※研究発表を行い、学習指導改善につなげた。 

 

３ ひとり学びノートの活用 

（１）趣旨 

  ○児童生徒に確実に身に付けさせたい基礎的・基本的な内容の問題について、各種学力調査の結  

   果を踏まえて、問題の改訂を行い、活用を工夫することにより、基礎学力の定着を図る。 

（２） 成果 

  ①教職員や指導員の指導により、児童生徒のやる気を育てることができた。 

 ②教科書に沿った問題によって、基礎・基本が身に付いた。 

 ③授業や家庭で活用し、自主的な学習の習慣が身に付いてきた。 

４  賃金（騎西地域図書館スタッフ）1,783,860円 

５ 学校・幼稚園評議員報償費 638,400円 

６ 教育課程検討委員会等の開催  旅費 64,600円 

７ 消耗品費（ひとり学びノート、生活科充実事業、縄跳び大会等） 1,600,032円 

８ 印刷製本費（研究紀要、人権教育等）  710,370円  

９ 修繕費（ウイルスバスター更新料） 28,350円 

10 生活科関係 飼料費 70,744円 消毒手数料  158,810円   

11 研究委託料以外の委託料 318,200円（騎西図書館業務委託料、騎西小中ＰＣ保守料） 

12 使用料  693,000円（騎西小中ポータルサイト使用料、騎西地域図書館検索システム使用料） 

13 借上料 328,860円（騎西地域ＰＣ賃貸借料） 

14 補助金 1,635,000円（市教育研究会、体力向上推進委員会、北川辺地域助成金、童謡のふる里情

             操教育補助金等） 
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事 業 名 高校生奨学事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-08 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 10,107,000円

項 01 教育総務費 最 終 予 算 額 10,116,000円

目 04 奨学費 決 算 額 7,563,000円

事
業
の
目
的 

高等学校に就学することが困難な者に

対して援助し、有用な人材を育成する。
事
業
の
概
要 

高等学校に在籍し、市内に住所を有する者で経済的

な理由により学資金の支出が困難である者に対し、

月額 5,000 円以内（予算の範囲）を支給する。通常

申請を年度当初、また家計の急変による緊急申請を

随時受付する。 

申請基準：就学援助費認定基準 

事業の実績・成果  

 市内に居住し、経済的な理由で高等学校に就学することが困難な129人の生徒に対して、奨学資金を

給与した。（H17年度まで月額9,000円、H18年度から月額5,000円） 

 

１ 奨学資金給与者数・負担金額(平成22年度) 

    給与者数       129人    負担金額    7,530,000円 

 

２ 平成22年度の奨学金支給者129人の内訳 

継続給与者 新規給与者 緊急給与者  

73人 54人 2人 ただし、転出・退学等により途中取消 △4人 

  

３ 過去5年間の給与者の推移 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合  計 81 77 90 104 129 

加須地域 81 77 90 104 123 

騎西地域 ― ― ― ― 2 

北川辺地域 ― ― ― ― 4 
 

大利根地域 ― ― ― ― 0 

         ※騎西、北川辺、大利根地域は平成21年度までは、高校生奨学事業の設定なし 

 

３ 奨学生選考及び支給の状況 

 (1) 市内すべての中学３年生に説明資料を配付し周知。高校生については、市広報で周知。継続者

   には、継続申請のための書類を送付。(3月) 

  (2)  申請書を受付。(3、4月) 

 (3) 申請者の経済状況等の調査を実施。(6月) 

 (4) 奨学生選考委員会(教育長・各地区民生委員会長・中学校長で組織)を開催し、奨学生を選考。

    (7月16日) 

 (5) 採用の可否を通知(7月) 

     奨学資金給与生選考委員会 （委員謝金33,000円）(7月) 

   第１期支給 127人分 2,540,000円 ( 7月) 

   第２期支給 129人分 2,560,000円 (11月) 

     第３期支給 123人分 2,430,000円 ( 3月) 
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事 業 名 小学校管理運営事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 245,985,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 260,710,100円

目 01 学校管理費 決 算 額 234,250,382円

事
業
の
目
的 

小学校の適正な管理運営を行う。 
事
業
の
概
要 

小学校の管理運営に係る諸経費 

消耗品費、光熱水費、修繕費、委託料、土地借上料、

公有財産購入費、備品購入費 

事業の実績・成果  

諸経費過去5年間の推移と対前年比 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
39,688,104 39,619,666 43,180,503 38,609,155 40,396,663

旧 加 須 市 23,511,900 23,534,631 25,529,673 22,565,173
旧 騎 西 町 5,804,377 5,949,108 6,425,100 5,658,477
旧北川辺町 3,787,673 3,779,285 4,326,654 4,426,242
旧大利根町 6,584,154 6,356,642 6,899,076 5,959,263

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
20,848,900 19,632,074 18,128,699 16,814,438 17,754,682

旧 加 須 市 15,454,078 14,170,240 12,685,239 11,599,144
旧 騎 西 町 1,782,957 1,673,213 1,935,406 1,790,527
旧北川辺町 1,548,957 1,556,200 1,563,290 1,559,970
旧大利根町 2,062,908 2,232,421 1,944,764 1,864,797

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
22,935,472 20,624,633 23,698,821 29,524,160 24,186,764

旧 加 須 市 14,768,779 11,036,767 15,978,688 15,634,338
旧 騎 西 町 3,677,250 5,254,817 3,965,251 4,321,009
旧北川辺町 1,402,735 1,393,704 637,505 1,435,128
旧大利根町 3,086,708 2,939,345 3,117,377 8,133,685

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
5,600,277 5,486,149 4,720,769 4,392,593 4,246,208

旧 加 須 市 3,438,394 3,267,111 2,587,555 2,137,162
旧 騎 西 町 996,548 997,780 986,599 1,037,744
旧北川辺町 595,570 603,108 595,853 641,122
旧大利根町 569,765 618,150 550,762 576,565

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
38,953,018 37,973,024 36,265,244 43,584,555 30,065,695

旧 加 須 市 18,968,255 17,358,202 18,626,662 16,797,585
旧 騎 西 町 11,272,407 12,530,554 9,531,996 17,057,298
旧北川辺町 2,983,833 2,937,715 2,801,892 3,229,220
旧大利根町 5,728,523 5,146,553 5,304,694 6,500,452

電
気
料

(

円

)

加　須　市

水
道
料

(

円

)

加　須　市

修
繕
料

(

円

)

加　須　市

電
話
料

(

円

)

加　須　市

委
託
料

(

円

)

加　須　市

 

機械警備の委託、消防設備、給食用リフトの点検及び修繕を行い、防犯・防火・安全対策の機能維持並びに

汚水処理施設及び受水槽の維持管理を行い、環境・衛生の保全に努めた。 

●繰越明許･･･住民生活に光をそそぐ交付金事業（図書購入）については事業始期が平成23年3月であり年

度内執行が困難であるため繰越明許した。 (繰越額8,326,000円 3月補正) 
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事 業 名 小学校施設整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-06 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 698,691,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 731,152,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 598,958,342円

事
業
の
目
的 

現在の教育環境に適合した、安全で快適

な教育環境を整えるとともに適正な整

備を行う。 事
業
の
概
要 

環境改善を要する施設の修繕・改修・耐震化工事及

び備品の購入を行う。 

地上デジタル放送への移行に伴うテレビ受信設備の

対策工事を行う。 

・北川辺東小学校改築工事 

・樋遣川小学校大規模改造工事 

・騎西小学校プール改修工事 等 

事業の実績・成果  

●設計・調査等委託 決算額  15,893,285円 

 ・加須小学校校舎大規模改造工事設計・高柳小学校屋内運動場耐震補強工事設計 

   加須小学校の老朽化が進んだ校舎を、安全・安心で快適な施設に復旧する大規模改造工事の設計

及び高柳小学校屋内運動場の耐震補強設計を実施した。 

 

●監理委託     決算額  19,687,500円 

 ・北川辺東小学校校舎改築工事監理業務 

 ・樋遣川小学校校舎大規模改造工事監理業務 

 ・騎西小学校プール改修工事監理業務 

 

●施設改修     決算額  552,001,065円 

 ・北川辺東小学校校舎改築工事 

   老朽化した北川辺東小学校校舎の改築事業を平成21年度・22年度の継続費事業として実施し、

児童が安心して学習及び生活できる教育環境の整備を図った。 

小学校の耐震化率 

 H22年4月1日 H23年4月1日 

小学校耐震診断実施率    100％    100％ 

小学校耐震化率  93.8％  98.4％ 

 

 ・樋遣川小学校校舎大規模改造工事・騎西小学校プール改修工事 

   老朽化が進んだ樋遣川小学校校舎及び騎西小学校プールを、安全・安心で快適な施設に復旧する

工事を実施した。 

 

 ・地上デジタル放送対策工事 

テレビ地上波デジタル放送への移行のため、加須・騎西地域における小学校のテレビ受信設備の

対策工事を実施し、市内小学校のデジタル化率が100％となった。 

 

●備品購入     決算額  10,775,742円 

・北川辺東小学校の備品・樋遣川小学校の備品 

北川辺東小学校の改築工事及び樋遣川小学校の大規模改築工事に伴い、教育家具、カーテン等の

必要備品を購入した。 

 

●繰越明許     繰越額  32,461,000円 

・元和小学校校舎雨漏り改修工事・大利根東小学校高圧受変電設備更新工事 

きめ細かな交付金事業によるものであり、年度内の執行が困難なため繰越明許した。 
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事 業 名 児童派遣援助事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,523,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 1,523,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 1,179,250円

事
業
の
目
的 

学校における各種スポーツ及び文化活

動の振興を図る。 事
業
の
概
要 

市内陸上競技会、市内・東部地区音楽会の児童の移

送及び会場借上料を補助する。 

事業の実績・成果  

 

・会場借上料の支払い           73,200円 

・各種大会に参加するためのバスの手配 1,106,050円 

 

 会場 バス利用参加人数 バスの配車 

市内陸上競技会 

 

 

加須市民運動公

園及び大利根運

動公園 

 

 

13校（南・礼・桑・

花北・水・樋・志・

越・北西・北東・大

東・原・豊） 

663人 

大型6台（内、ピストン利用3台・共

同利用1台） 

中型3台（内、共同利用1台） 

 

市内音楽会 

 

パストラルかぞ

及び北川辺生涯

学習センター 

みのり 

13校（南・礼・桑・

花北・水・樋・志・

越・北東・大東・原・

元・豊） 

410名 

大型 1台  

中型 8台（内、ピストン利用3台）

小型 1台 

東部地区音楽会 パストラルかぞ 6校（花北・志・越・

種・北東・原） 

140名 

中型 1台（ピストン利用） 

小型 1台（ピストン利用） 

市のバス利用 1台（ピストン利用）

埼玉県音楽会 

中央大会 

深谷市民文化 

会館 

1校（花北） 

28人 

大型 1台（東中とのピストン） 
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事 業 名 小学校保健管理事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-12 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 27,792,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 27,792,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 25,513,959円

事
業
の
目
的 

学校保健安全法に基づく小学校児童及

び教職員の健康管理をする。 
事
業
の
概
要 

学校医・学校歯科医・学校薬剤師の報酬、謝金、各

種の検査、医薬材料費、潜在病疾患対策委託料（各

種の健康診断）、日本スポーツ振興センター保険の加

入。 

事業の実績・成果  

１ 報酬・報償金・費用弁償（学校医、学校歯科医、学校薬剤師、歯科衛生士等）12,422,320円 

 学校医   内科健診（春）、就学児健診（2学期）等              4,932,560円  

 学校歯科医 歯科健診（春）、就学児歯科健診、臨時歯科健診（2学期）等     5,536,800円 

 学校薬剤師 飲料水、プール水水質検査及び結果指導等               1,192,960円 

  眼科医   眼科健診（春、就学児健診）                    174,000円 

 歯科衛生士 フッ素塗布、歯みがき指導                       571,000円 

 助産婦   性教育                               15,000円  

 

２ 手数料 

 (1)水道水・プール水検査手数料 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 322,803円 335,343円 322,802円   348,403円 282,700円

旧加須市 137,942円 137,942円 137,942円 137,942円 

旧騎西町 62,701円  75,241円  62,700円  62,701円 

旧北川辺町                25,600円 

 

旧大利根町 122,160円 122,160円 122,160円 122,160円 

 

 

 (2)フロリアート（フッ素塗布器）点検手数料 10,500円 

 (3)オージオメータ点検手数料  184,800円  

 

 

３ 委託料 児童及び教職員健康診断の受診推移 

【旧加須市】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 
心臓検診

脊柱側

彎検査

教職員 

健康診断
結核 胃 大腸 

18年度 

3,667,170 

3,985人 

502,110 

197人 

55,849 

3,813人

440,401

614人

1,160,460

679人

384,993

110人

866,250

１人 

770 

57人 

256,337 

 

19年度 

3,055,140 

3,799人 

478,678 

151人 

42,808 

3,528人

408,088

540人

1,020,600

657人

372,519

75人

590,625

1人 

6,908 

30人 

134,914 

 

20年度 

3,086,079 

3,741人 

471,366 

208人 

58,842 

3,541人

408,985

599人

1,132,110

704人

399,168

67人

534,660

0 18人 

80,948 

 

21年度 

3,029,310 

3,712人 

467,712 

118人 

33,453 

3,473人

391,567

572人

1,081,080

624人

353,808

77人

614,460

1人 

1,785 

19人 

85,445 
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【旧騎西町】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 
心臓検診

脊柱側

彎検査

教職員

健康診断
結核 胃 大腸 

18年度 

 967,195 

1,119人 

140,994 

41人 

11,623 

 530人

 61,215

154人

291,060

  45人 

354,375 

  24人 

107,928 

 

19年度 

1,018,837 

1,093人 

137,718 

46人 

13,041 

 511人

 59,020

161人

304,290

  51人 

401,625 

  23人 

103,143 

 

20年度 

 982,848 

1,095人 

137,970 

64人 

18,144 

 524人

 60,522

190人

359,100

  42人 

335,160 

  16人 

71,952 

 

21年度 

1,020,307 

1,093人 

137,718 

54人 

15,309 

 539人

 62,254

172人

325,080

  50人 

399,000 

  18人 

80,946 

 

                              

【旧北川辺町】                    上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査一

次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 
心臓検診

脊柱側

彎検査

教職員

健康診断
結核 胃 大腸 

18年度 

671,221 
245,294円 小中合算  425,927円 

19年度 

600,684 
260,500円 小中合算  340,184円 

20年度 

641,294 
304,429円 小中合算  336,865円 

21年度 

954,472 

667人 

84,042 

30人 

8,505 

316人

38,230

86人

162,540

115人

65,205

小中合算

55人

438,900

 小中合算 

25人 

112,425 

小中合算 

25人

44,625

                            

【旧大利根町】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 
心臓検診

脊柱側彎

検査 

教職員

健康診断
結核 胃 大腸 

18年度          

19年度 

 585,205 

792人 

99,792 

21人 

5,973 

371人

42,850

117人

135,135

 31 人

224,595 

 12人

50,400 

21人

26,460

20年度 

 479,615 

758人

90,960 

47人

12,690 

349人

38,390

113人

130,515

 22人

166,320

 

 

4人

16,800 

19人

23,940

21年度 

 518,311 

712人

89,712 

21人

5,953 

332人

38,346

106人

122,430

 

 

27人

198,450

 

 

10人

42,000 

17人

21,420

                              

【加 須 市】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 
心臓検診

脊柱側彎

検査 

教職員

健康診断
結核 胃 大腸 

18年度 

5,305,586 

         

19年度 

5,259,258 

  

 

       

20年度 

5,189,836 

 

 

        

21年度 

5,522,400 

 

 

        

22年度 

5,355,863 

5,984人 

753,984 

321人 

91,002 

5,870人

661,859

985人

1,861,650

1,022人

579,474

149人

1,189,020

 32人 

143,904 

42人

74,970
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※平成21年度以前の旧北川辺町の教職員健康診断、結核、胃、大腸は、小学校、中学校分含む。 

※旧大利根町の平成18年度（不明）は含んでいない。 

 

４ 負担金（日本スポーツ振興センター掛金） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市  6,702,905円 6,443,610円 6,289,750円  6,240,345円 5,583,575円 

旧加須市  3,731,085円  3,547,370円  3,498,405円  3,460,935円 

旧騎西町  1,045,895円  1,023,995円  1,025,115円  1,023,280円 

旧北川辺町  
小中幼合算 

 1,156,695円 

小中幼合算 

 1,120,025円

小中幼合算 

 1,048,975円

小中合算 

 1,081,400円 

 

旧大利根町 769,230円 752,220円 717,255円 674,730円 

 

 

５ その他  

・消耗品費    497,760円（手指消毒用石けん 373,029円、歯科保健用 107,520円 他） 

・修繕料      15,750円（フロリアート・・・フッ素塗布器の修理） 

・医薬材料費  1,160,691円（手指消毒用アルペット液 624,475円、歯科保健用 436,560円 他）

 

 

 
事 業 名 災害対策小学校施設整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-91 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 8,964,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 658,980円

事
業
の
目
的 

災害時の拠点避難所でもあるため、東日

本大震災により被害を受けた、市内小学

校施設の原状回復を早急に行う。 

事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・設備・工作物等の被害箇所

を速やかに修繕する。 

事業の実績・成果  

 

※本事業は3月災害対策補正で計上した修繕工事であるため、一部対応済みの緊急・簡易な修繕以外は、

年度内完了が困難なため、平成23年度へ8,305,020円繰越した。 

 

●施設修繕     決算額    658,980円 

 ・漏水修繕、スプリンクラー配管修繕（加須南小）、プール廻り修繕（花崎北小）、体育館天井修繕（樋

遣川小）、プール給水配管修繕（元和小） 
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事 業 名 災害対策小学校施設整備事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-94 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 3,197,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

災害時の拠点避難所でもあるため、東日

本大震災により被害を受けた、市内小学

校施設の原状回復を早急に行う。 

事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・設備・工作物等の被害箇所

(原道小学校校舎つなぎ部分クラック修繕、元和小学

校職員玄関クラック修繕ほか、大利根地域４小学校

分)を速やかに修繕する。 

事業の実績・成果  

 

※本事業は3月災害対策補正で計上した修繕工事であることから年度内完了が困難なため、平成23年

度へ全額（3,197,000円）繰越した。 

 

 
事 業 名 小学校施設整備事業（旧北川辺町）継続事業第１年次支出額【逓次繰越分】 

担 当 課 教育総務課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 113,650,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 113,650,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 97,040,000円

事
業
の
目
的 

児童が安心して学習及び生活できる教

育環境の整備を図る。 事
業
の
概
要 

老朽化した北川辺東小学校校舎の改築事業を平成 21

年度・22年度の継続事業として実施する。 

・北川辺東小学校改築工事 

事業の実績・成果  

 老朽化した北川辺東小学校の既存校舎（2,905㎡）を取壊し、本校舎（2,506㎡・ＲＣ造3階）と多

目的教室（168㎡・ＲＣ造1階）を建築した。 

 

平成21年度継続費 

平成21年度予算額 平成21年度支出額 平成22年度繰越額 

114,700,000円 1,050,000円 113,650,000円 

 

○平成22年度決算額 

・北川辺東小学校改築工事監理業務委託  4,935,000円 

・北川辺東小学校改築工事       92,105,000円 
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事 業 名 小学校施設整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 教育総務課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 13,854,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 13,854,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 12,180,000円

事
業
の
目
的 

児童の安全を図るとともに、複数の地元

業者に対して、受注機会を与えることが

でき、地域の経済活性化を促すことがで

きる。 

事
業
の
概
要 

児童が安全で安心な教育環境の整備を行うため、各

校の階段に両側手摺を設置する。 

・階段手摺設置工事 

事業の実績・成果  

本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業として3月補正で計上したが年度内

の事業完了は困難なため、繰越明許となった。 

 

○各校の階段の両側に手摺を設置した。 

 （9校）加須小・加須南小・不動岡小・礼羽小・大桑小・花崎北小・水深小・志多見小・大越小 

 

 
事 業 名 屋内運動場耐震補強事業（旧騎西町）【繰越明許費分】 

担 当 課 教育総務課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 32,564,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 32,564,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 14,154,000円

事
業
の
目
的 

屋内運動場の耐震化事業については、義

務教育施設であり、且つ、災害時の拠点

避難所でもあるため、安全で快適な施設

整備を行う。 

事
業
の
概
要 

小学校の耐震化計画に基づき、改善を要する施設の

耐震化工事を行う。 

・騎西小学校屋内運動場耐震補強工事 

・鴻茎小学校屋内運動場耐震補強工事 

事業の実績・成果  

本事業は平成21年度「安全・安心な学校づくり交付金」及び「地域活性化・公共投資臨時交付金」

として、9月補正で計上したが年度内の事業完了が困難のため、繰越明許となった。 

 

○施設改修 

・騎西小学校屋内運動場耐震補強工事  8,400,000円 

・鴻茎小学校屋内運動場耐震補強工事  5,754,000円 

騎西小学校及び鴻茎小学校の屋内運動場を、安全・安心で快適な施設に復旧するため、耐震補強

工事を実施した。  

   小学校の耐震化率 

 H22年4月1日 H23年4月1日 

小学校耐震診断実施率    100％    100％ 

小学校耐震化率  93.8％  98.4％  
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事 業 名 小学校教材用備品整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 2,530,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 2,530,000円

目 02 教育振興費 決 算 額 2,458,092円

事
業
の
目
的 

理科に関する教育について、指導計画に

沿った設備を整備し、理科教育を振興す

る。 

事
業
の
概
要 

各学校の規模に応じて、理科教育設備の充実及び実

験実習等に必要な薬品の購入、補助対象外備品の購

入を行う。学習指導要領の改定に伴い備品の整備を

図る。 

事業の実績・成果  

 国庫補助（補助率１／２）を受けて、理科設備備品を購入して理科教育の振興を図った。 

 

 ● 理科設備備品購入 決算額      2,195,235円 

 

 ● その他 少額備品購入 決算額     262,857円 

        

 ● 理科教育設備台帳整備率 

各学校の規模に対する理科教育設備台帳の整備率 

         ＝ 各学校総計の年度末現有額 ÷ 各学校総計の基準額 

 

理 科 設 備 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 78.4% 79.6% 79.4％ 80.1％ 79.8％

騎西地域 14.4% 14.7% 14.6% 14.8% 15.3％

北川辺地域 26.9% 26.9% 21.5% 26.0% 26.6％

大利根地域 44.9% 45.5% 45.8% 45.4% 46.0％

56.3% 

 

  

小学校整備率

15.3%

27.7% 26.9% 26.9%
21.5%

26.6%

77.2% 78.4% 79.6% 79.4% 79.8%

13.3% 14.4% 14.7%
14.6%

46.0%45.8%45.5%
44.9%44.9%

10.0%

30.0%

50.0%

70.0%

90.0%

H18 H19 H20 H21 H22 年度

整備率

加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域

 
   

  ※騎西、北川辺地域については平成22年度(合併後)から国庫補助金を適用し購入。 
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事 業 名 小学校就学援助事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 35,006,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 35,006,000円

目 02 教育振興費 決 算 額 28,238,267円

事
業
の
目
的 

経済的理由によって就学が困難と認め

られる学齢児童の保護者に対し、必要な

援助を行い、小学校6年間の普通教育を

保障し、義務教育の円滑な実施を図る。

事
業
の
概
要 

要保護及び準要保護児童の保護者に学用品費、新入

学学用品費、修学旅行費、校外活動費、給食費、医

療費等を支給する。 

申請基準：生活保護法に基づいた認定基準 

事業の実績・成果  

 経済的な理由によって、就学が困難と認められる児童の保護者に対して必要な援助を図る。 

 

１ 就学援助者数の推移                         （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 600 552 532 537 535 

加須地域 439 405 378 391 388 

騎西地域 66 58 60 64 71 

北川辺地域 43 32 32 32 30 

 

大利根地域 52 57 62 50 46 

 

２ 援助費額の推移                           （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 33,181,978 30,149,892 27,988,894 28,171,233 28,238,267

加須地域 24,466,198 22,336,584 20,224,160 20,608,336 20,646,469

騎西地域 3,785,272 3,288,924 3,411,101 3,406,869  4,099,724

北川辺地域 2,029,695 1,545,290 1,462,122 1,433,054  1,249,981

 

大利根地域 2,900,813 2,979,094 2,891,511 2,722,974  2,242,093 
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事 業 名 小学校特別支援教育就学奨励事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-11 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,885,000円

項 02 小学校費 最 終 予 算 額 1,885,000円

目 02 教育振興費 決 算 額 1,199,000円

事
業
の
目
的 

特別支援学級へ就学する生徒の保護者

の経済的負担を軽減するため、負担能力

の程度に応じ必要経費の一部を補助し、

すべての児童が必要な教育を習得し、社

会生活が営めるよう特別支援教育の普

及奨励を図る。 

事
業
の
概
要 

特別支援学級へ就学する児童の保護者に対し、学用

品購入費、校外活動費、通学用品購入費、学校給食

費等を国の基準により支給する。 

事業の実績・成果  

 教育の機会均等の趣旨にのっとり、特別支援学級へ就学する児童の保護者に対して経済的な負担の軽

減を図る。 

 

１ 特別支援教育就学支給者数の推移                   （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 20 30 37 41 39 

加須地域 7 11 18 21 19 

騎西地域 1 6 6 8 10 

北川辺地域 6 7 9 8 5 

 

大利根地域 6 6 4 4 5 

 

２ 支給額の推移                            （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 542,135 838,097 1,019,869 1,266,343 1,199,000

加須地域 213,120 301,747 487,099 637,760 562,880

騎西地域 28,925 160,210 147,985 250,305 311,180

北川辺地域 180,340 211,965 278,980 258,403 153,485

 

大利根地域 119,750 164,175 105,805 119,875 171,455 
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事 業 名 中学校管理運営事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 143,013,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 149,928,635円

目 01 学校管理費 決 算 額 128,026,478円

事
業
の
目
的 

中学校の適正な管理運営を行う。 
事
業
の
概
要 

中学校の管理運営に係る諸経費 

消耗品費、光熱水費、修繕費、委託料、土地借上料、

備品購入費 

事業の実績・成果  

 諸経費過去5年間の推移と対前年比 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
24,662,396 23,768,757 25,642,291 22,226,803 22,782,664

旧 加 須 市 14,603,127 14,048,675 14,820,007 12,987,773
旧 騎 西 町 2,773,883 2,718,340 2,916,298 2,718,340
旧北川辺町 3,453,955 3,421,014 3,762,072 3,228,045
旧大利根町 3,831,431 3,580,728 4,143,914 3,292,645

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
13,003,400 11,660,170 10,798,874 10,455,140 10,880,583

旧 加 須 市 8,730,927 7,625,529 7,004,058 7,273,610
旧 騎 西 町 2,071,605 1,927,080 1,753,601 1,141,281
旧北川辺町 1,244,363 1,259,526 1,124,987 1,131,247
旧大利根町 956,505 848,035 916,228 909,002

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
11,315,518 10,200,527 9,922,509 16,307,566 11,973,602

旧 加 須 市 7,308,493 7,254,940 6,908,499 9,219,677
旧 騎 西 町 1,346,513 1,062,512 865,730 770,147
旧北川辺町 557,343 773,076 691,839 1,271,318
旧大利根町 2,103,169 1,109,999 1,456,441 5,046,424

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
3,210,535 3,070,468 2,468,339 2,459,612 2,253,440

旧 加 須 市 1,722,644 1,785,459 1,247,857 1,160,311
旧 騎 西 町 404,983 400,174 367,183 381,558
旧北川辺町 719,006 535,046 458,515 521,845
旧大利根町 363,902 349,789 394,784 395,898

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
20,451,273 18,220,320 18,945,483 19,060,314 12,781,153

旧 加 須 市 9,039,089 7,998,746 8,897,716 8,662,579
旧 騎 西 町 6,514,073 5,999,808 6,092,088 6,091,779
旧北川辺町 2,837,255 2,312,002 1,996,336 1,915,557
旧大利根町 2,060,856 1,909,764 1,959,343 2,390,399

電
気
料

(

円

)

加　須　市

加　須　市

水
道
料

(

円

)

加　須　市

電
話
料

(

円

)

加　須　市

委
託
料

(

円

)

加　須　市

修
繕
料

(

円

)

 
  

 機械警備の委託、消防設備、給食用リフトの点検及び修繕を行い、防犯・防火・安全対策の機能維持

並びに汚水処理施設及び受水槽の維持管理を行い、環境・衛生の保全に努めた。 

 ●繰越明許･･･住民生活に光をそそぐ交付金事業（図書購入）については事業始期が平成23年3月で

あり年度内執行が困難であるため繰越明許した。 (繰越額6,993,000円 3月補正) 



 536

 
事 業 名 中学校施設整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-07 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 5,373,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 9,990,500円

目 01 学校管理費 決 算 額 6,771,250円

事
業
の
目
的 

現在の教育環境に適合した、安全で快適

な教育環境を整えるとともに適正な整

備を行う。 

事
業
の
概
要 

環境改善を要する施設の修繕・改修工事及び備品の

購入を行う。 

・昭和中学校等地上デジタル放送対策工事 等 

事業の実績・成果  

●設計委託     決算額   1,169,500円 

 ・北川辺中学校プール更衣室増築工事設計 

   北川辺中学校のプール用の更衣室を新設するため、工事の設計を実施した。 

 

●施設改修     決算額   5,601,750円 

 ・騎西中学校防球ネット改修工事 

   既存の防球ネットが低く、部活動等において野球ボール等がネットを超えて周辺住民・家屋等に

当たる危険が生じていたため、防球ネットの改修工事を実施した。 

 

 ・地上デジタル放送対策工事 

テレビ地上波デジタル放送への移行のため、加須・騎西地域における中学校のテレビ受信設備の

対策工事を実施し、市内中学校のデジタル化率が100％となった。 

 

●繰越明許     繰越額  1,700,000円 

・大利根中学校フェンス設置工事 

平成23年度の境界付近の側溝布設等工事と併せて実施することが工程上必要であり、経費節減

が図れることから繰越した。 
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事 業 名 生徒派遣援助事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 2,081,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 2,278,800円

目 01 学校管理費 決 算 額 2,147,550円

事
業
の
目
的 

学校における各種スポーツ及び文化活

動の振興を図る。また、中学校体育連盟

の各種大会運営を助成し、体育の振興を

図る。 

事
業
の
概
要 

市内・東部地区音楽会への、参加生徒の移送のため

のバスの借上げ及び会場借上げを補助する。また、

関東大会、全国大会へ出場する選手の派遣費及び市

内中学校体育連盟への補助を行う。 

事業の実績・成果  

・各種大会に参加するためのバスの手配 295,200円 

 

 会場 バス利用参加人数 バスの配車 

市 内 音 楽 会 パストラルかぞ

4校（西・東・平・

加北） 

161名 

大型 1台 

中型  3台 

東部地区音楽会 パストラルかぞ

3校（東・平・北川

辺） 

 116名     

中型 2 台（内ピストン

利用1台） 

 

 

・平成22年度中学校総合体育大会 

 

学 校 名 種 目 
参加人数

（名） 

市補助金

（円） 
関東大会 全国大会 

昭和中 水泳 3 185,280 － 広島県広島市 

昭和中 陸上 1 21,250 千葉県千葉市 － 

加須西中 陸上 3 279,160 － 鳥取県鳥取市 

加須西中 陸上 3 93,750 千葉県千葉市 － 

加須西中 水泳 2 56,260 千葉県習志野市 － 

加須東中 水泳 1 61,660 － 広島県広島市 

加須平成中 テニス 1 55,470 － 山口県宇部市 

加須平成中 水泳 1 32,030 千葉県習志野市  

加須北中 陸上 1 95,240 － 鳥取県鳥取市 

加須北中 陸上 1 25,350 千葉県千葉市 － 

加須北中 水泳 1 27,030 千葉県習志野市 － 

騎西中 陸上 1 60,380 － 鳥取県鳥取市 

騎西中 陸上 1 17,090 千葉県千葉市 － 

騎西中 テニス 1 7,000 東京都江東区 － 

大利根中 陸上 1 72,340 － 鳥取県鳥取市 

大利根中 剣道(個人) 1 51,110 － 島根県出雲市 

大利根中 剣道(個人・団体) 9 1,920 栃木県小山市 － 

大利根中 水泳 1 32,030 千葉県習志野市 － 

合    計   33 1,174,350   

 

・加須市中学校体育連盟補助金   678,000 円 
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事 業 名 中学校保健管理事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-13 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 15,056,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 15,056,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 13,505,274円

事
業
の
目
的 

学校保健安全法に基づく生徒及び教職

員の健康を管理する。 事
業
の
概
要 

学校医、学校歯科医、学校薬剤師報・謝金、各種の

検査、医薬材料費、潜在病疾患対策委託料（各種の

健康診断）、日本スポーツ振興センター保険の加入。

事業の実績・成果  

１ 報酬・報償金・費用弁償（学校医、学校歯科医、学校薬剤師、歯科衛生士等）   4,867,176円 

 学校医     内科健診                          2,379,610円  

 学校歯科医   歯科健診                          1,876,066円 

 学校薬剤師   飲料水、プール水水質検査及び結果指導             488,600円 

 眼科医     眼科健診                             68,400円 

 歯科衛生士   歯みがき指導                                                  54,500円  

 

２ 手数料 

 (1)水道水・プール水検査手数料 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市   105,781円   115,021円   105,776円   120,681円  103,730円

旧加須市     62,701円     62,701円     62,696円     64,801円 

旧騎西町   12,540円   21,780円   12,540円   12,540円 

旧北川辺町                         12,800円 

 

旧大利根町 30,540円 30,540円 30,540円 30,540円 

 

  

  (2)オージオメータ検査手料 80,850円 

 (3)結核検診手数料中学生3人分  3,950円 

 

３ 委託料 生徒及び教職員の健康診断受診の推移 

【旧加須市】                      上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

貧血検査 心臓検診 脊柱側彎

検査 

教職員 

健康診断

結核 胃 大

腸 

18年度 

3,600,505 

     

19年度 

3,350,829 

2,176人 

274,176 

167人 

47,344 

746人

479,136

717人

1,355,130

715人

405,405

78人

614,250

0 39人 

175,388 

 

20年度 

2,951,340 

2,085人 

262,710 

205人 

58,117 

708人

460,908

664人

1,254,960

662人

375,354

58人

462,840

0 17人 

76,451 

 

21年度 

2,800,936 

1,980人 

249,480 

112人 

31,752 

659人

429,009

629人

1,188,810

629人

356,643

61人

486,780

0 13人 

58,462 
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【旧騎西町】                      上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 

心臓検診 脊柱側彎

検査 

教職員健

康診断 

結核 胃 大

腸 

18年度 

 707,982 

 655人 

 82,530 

 52人 

14,742 

 216人

 408,240

 20人

157,500

  10人 

 44,970 

 

19年度 

 599,550 

 616人 

 77,616 

 40人 

11,340 

  191人

 360,990

 15人

118,125

  7人 

 31,479 

 

20年度 

 598,000 

 601人 

 75,726 

 57人 

16,159 

 201人

 379,890

 13人

103,740

   5人 

 22,485 

 

21年度 

 566,547 

 578人 

 72,828 

 48人 

13,608 

 192人

 362,880

 13人

103,740

   3人 

 13,491 

 

                             

【旧北川辺町】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう虫

検査 

心臓検診 脊柱側

彎検査 

教職員

健康診断

結核 胃 大

腸

18年度 299,399円 

19年度 287,560円 

20年度 325,358円 

21年度 

 394,695 

380人 

47,880 

 30人 

  8,505 

 140人

  264,600

 130人

 73,710

 

 

小学校に合算して計上してあります。

                           

【旧大利根町】                    上段：人数（人） 下段：金額（円）

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう

虫検査 

心臓検診 脊柱側彎

検査 

教職員

健康診断

結

核 

胃 大腸 

18年度  

 

   

19年度 

 499,149 

394人

49,644 

30人

8,505 

 135人

155,925

 15人

108,675

 12人

50,400 

10人

126,000

20年度 

 411,463 

406人

51,156 

40人

11,182 

135人

155,925

16人

120,960

 13人

54,600 

14人

17,640

21年度 

 343,360 

421人

53,046 

37人

10,489 

147人

169,785

10人

73,500

 6人

25,200 

9人

11,340

 

【加 須 市】                    段：人数（人） 下段：金額（円） 

年度 

合計 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

貧血検査 心臓検診 脊柱側彎

検査 

教職員健

康診断 

結

核 

胃 大腸 

18年度 

4,607,886 

         

19年度 

4,737,088 

         

20年度 

4,286,161 

 

 

        

21年度 

4,105,538 

 

 

        

22年度 

4,895,870 

3,313人 

417,438 

244人 

69,173 

1,072人

697,872

1,143人

2,160,270

1,138人

645,246

90人

718,200

 33人 

148,401 

22人

39,270

※平成21年度以前の旧北川辺町の教職員健康診断、結核、胃、大腸分は小学校保険管理事業に計上。

※旧大利根町の平成18年度(不明)は含んでいない。 
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４ 負担金（日本スポーツ振興センター掛金） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市  3,191,255円 3,038,165円  2,960,400円  2,842,440円 3,151,390円 

旧加須市  2,165,875円  2,076,935円  1,995,445円  1,893,440円 

旧騎西町   623,755円   587,010円   577,505円   550,210円 

旧北川辺町  小中幼で合算し小に計上 
小中で合算し

小に計上 

 

旧大利根町 401,625円 374,220円 387,450円 398,790円 

 

※旧北川辺町分は小学校保健管理事業に計上。 

 

５ その他  

・消耗品費  222,888円（手指消毒用石けん203,838円 他） 

・医薬材料費 179,420円（手指消毒用アルペット液） 

 

 

 

 

 
事 業 名 災害対策中学校施設整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-92 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 2,230,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 478,000円

事
業
の
目
的 

災害時の拠点避難所でもあるため、東日

本大震災により被害を受けた、市内中学

校施設の原状回復を早急に行う。 

事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・設備・工作物等の被害箇所

を速やかに修繕する。 

事業の実績・成果  

※本事業は3月災害対策補正で計上した修繕工事であるため、一部対応済みの緊急・簡易な修繕以外は、

年度内完了が困難なため、平成23年度へ1,752,000円繰越した。 

 

●施設修繕     決算額    478,000円 

 ・漏水修繕（加須東中）、浄化槽修繕（加須西中） 
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事 業 名 中学生夢創造チャレンジ事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 876,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 876,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 438,858円

事
業
の
目
的 

中学校における進路指導・キャリア教育

の充実を図る。 事
業
の
概
要 

地域の事業所に生徒が出向き、職場体験や福祉体験

を行い、人とのふれあいや働くことの意義、生き方

について学ぶ機会とする。 

事業の実績・成果  

１ 家庭・学校・地域「ふれあい講演会」事業 

 

【事業委託費の推移】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

 加須市  80,000円 

 旧加須市 50,000円 50,000円 50,000円 50,000円

 旧騎西町 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

 旧北川辺町 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

 旧大利根町 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円

 

※各校とも10,000円の支出×8校   80,000円（県から支出金） 

  

２ 社会体験3ＤＡＹＳチャレンジ事業 

 

【事業費の推移】 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

旧加須市 

御礼品代 

消耗品費 

保菌検査料 

185,477円

10,000円

0円

226,920円

10,000円

3,780円

230,770円

10,000円

15,120円

209,696円 

10,000円 

16,380円 

旧騎西町 

御礼品代 

消耗品費 

生徒保険料 

75,000円

21,000円

52,100円

75,000円

21,000円

47,700円

75,000円 

21,000円 

48,900円 

旧北川辺町 

御礼品代 

消耗品費 

生徒保険料 

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

0円 

0円 

0円 

旧大利根町 

御礼品代 

消耗品費 

生徒保険料 

49,508円

88,700円

3,000円

50,715円

88,700円

3,000円

48,300円

88,700円

3,000円

47,093円 

88,700円 

3,000円 

御礼品代 

284,208円

保菌検査料 

51,600円

生徒保険料 

23,050円

※平成21年度まで北川辺地域は、予算計上なし。（ＰＴＡ会費等で対応） 

※騎西地域は平成19年度、実施なし。 

 （平成18年までは1年生で実施、平成20年から2年生で実施したため。） 
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事 業 名 災害対策中学校施設整備事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-95 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 1,500,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

災害時の拠点避難所でもあるため、東日

本大震災により被害を受けた、市内中学

校施設の原状回復を早急に行う。 

事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・設備・工作物等の被害箇所

(大利根中学校 C 棟基礎部分クラック修繕等)を速や

かに修繕する。 

事業の実績・成果  

※本事業は3月災害対策補正で計上した修繕工事であることから年度内完了が困難なため、平成23年

度へ全額（1,500,000円）繰越した。 

 
 

事 業 名 中学校施設整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 教育総務課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 11,347,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 11,347,000円

目 01 学校管理費 決 算 額 9,607,500円

事
業
の
目
的 

児童の安全を図るとともに、複数の地元

業者に対して、受注機会を与えることが

でき、地域の経済活性化を促すことがで

きる。 

事
業
の
概
要 

生徒が安全で安心な教育環境の整備を行うため、各

校の階段に両側手摺を設置する。 

・階段手摺設置工事 

事業の実績・成果  

本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業として3月補正で策定したが年度内

の事業完了は困難なため、繰越明許となった。 

 

○各校の階段の両側に手摺を設置した。 

 （4校）昭和中・加須西中・加須東中・加須平成中 
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事 業 名 中学校教材用備品整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,800,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 1,800,000円

目 02 教育振興費 決 算 額 1,618,305円

事
業
の
目
的 

理科に関する教育について、指導計画に

沿った設備を整備し、理科教育を振興す

る。 

事
業
の
概
要 

各学校の規模に応じて、理科教育設備の充実及び実

験実習等に必要な薬品類の購入、補助対象外備品の

購入を行う。学習指導要領の改定に伴う備品の整備

を図る。 

事業の実績・成果  

国庫補助（補助率１／２）を受けて、理科設備備品を購入して理科教育の振興を図った。 

 

 ● 理科設備備品購入 決算額      1,518,405円 
 
 

 ● その他 少額備品購入 決算額     99,900円 

        

 ● 理科教育設備台帳整備率 

各学校の規模に対する理科教育設備台帳の整備率 

         ＝ 各学校総計の年度末現有額 ÷ 各学校総計の基準額 

 

理 科 設 備 H18 H19 H20 H21 H22 

加須地域 69.9% 70.8% 71.1% 70.4% 70.8% 

騎西地域 12.9% 26.4% 26.5% 26.5% 26.8% 

北川辺地域 52.7% 52.7% 52.7% 54.3% 55.0% 

大利根地域 73.0% 73.0% 73.0% 53.5% 47.6% 

61.6% 

   

  

中学校整備率

70.8%70.4%
71.1%70.8%69.9%

26.8%26.5%26.5%26.4%

12.9%

52.7% 52.7% 52.7% 55.0%54.3%

73.0%73.0%73.0%

47.6%
53.5%
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H18 H19 H20 H21 H22 年度

整備率

加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域

 
   

  ※騎西、北川辺地域については平成22年度(合併後)から国庫補助金を適用して購入。 
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事 業 名 中学校就学援助事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-10 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 35,624,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 35,624,000円

目 02 教育振興費 決 算 額 33,032,330円

事
業
の
目
的 

経済的理由によって、就学困難と認めら

れる生徒の保護者に対して、必要な援助

を行い、中学校3年間の普通教育を保障

し、義務教育の円滑な実施を図る。 

事
業
の
概
要 

要保護及び準要保護生徒の保護者に学用品費、新入

学学用品費、修学旅行費、校外活動費、給食費、医

療費等を支給する。 

申請基準：生活保護法に基づいた認定基準 

事業の実績・成果  

 経済的な理由によって、就学が困難と認められる生徒の保護者に対して必要な援助を図る。 

 

１ 就学援助者数の推移                         （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合計 339 348 343 365 400 

加須地域 226 232 226 238 274 

騎西地域 48 56 52 59 44 

北川辺地域 19 23 21 26 37 

 

大利根地域 46 37 44 42 45 

 

２ 援助費額の推移                           （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合計 29,481,115 30,552,935 29,224,060 29,244,655 33,032,330 

加須地域 19,500,626 20,308,545 18,978,776 19,042,348 23,152,195 

騎西地域 4,337,922 4,986,497 4,763,505 4,775,852 3,660,735 

北川辺地域 1,383,027 1,846,331 1,543,710 1,801,150 2,515,362 

 

大利根地域 4,259,540 3,411,562 3,938,069 3,625,305 3,704,038  
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事 業 名 中学校特別支援教育就学奨励事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-12 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,451,000円

項 03 中学校費 最 終 予 算 額 1,451,000円

目 02 教育振興費 決 算 額 777,389円

事
業
の
目
的 

特別支援学級へ就学する生徒の保護者

の経済的負担を軽減するため、負担能力

の程度に応じ必要経費の一部を補助し、

すべての生徒が必要な教育を習得し、社

会生活が営めるよう特別支援教育の普

及奨励を図る。 

事
業
の
概
要 

特別支援学級へ就学する生徒の保護者に対し、学用

品購入費、校外活動費、通学用品購入費、学校給食

費等を国の基準により支給する。 

事業の実績・成果  

 教育の機会均等の趣旨にのっとり、特別支援学級へ就学する生徒の保護者に対して経済的な負担の軽

減を図る。 

 

１ 特別支援教育就学支給者数の推移                   （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合 計 12 10 16 14 16 

加須地域 8 6 8 10 9 

騎西地域 3 2 4 3 5 

北川辺地域 0 1 2 1 2 

 

大利根地域 1 1 2 0 0 

 

２ 支給額の推移                            （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合 計 591,233 483,553 689,384 628,416 777,389

加須地域 417,743 286,325 370,921 471,351 414,384

騎西地域 136,085 116,778 163,645 120,390 250,760

北川辺地域 0 18,385 84,270 36,675 112,245

 

大利根地域 37,405 62,065 70,548 0 0 
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事 業 名 幼稚園管理運営事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 45,182,000円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 46,046,235円

目 01 幼稚園費 決 算 額 40,894,991円

事
業
の
目
的 

幼稚園の適正な管理運営を行う。 
事
業
の
概
要 

幼稚園の管理運営に係る諸経費 

消耗品費、光熱水費、修繕費、委託料、土地借上料、

備品購入費 

事業の実績・成果  

諸経費過去5年間の推移と対前年比 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

5,054,106 4,981,564 5,419,744 4,881,669 5,105,162

旧 加 須 市 3,391,967 3,428,848 3,603,066 3,342,648

旧 騎 西 町 636,302 640,783 696,743 612,792

旧北川辺町 1,025,837 911,933 1,119,935 926,229

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

2,149,072 1,991,284 1,407,408 1,460,739 1,412,502

旧 加 須 市 1,553,438 1,470,980 912,351 940,156

旧 騎 西 町 207,292 224,300 211,695 239,825

旧北川辺町 388,342 296,004 283,362 280,758

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

6,411,448 5,215,004 7,481,594 4,867,890 4,479,739

旧 加 須 市 4,871,648 3,647,150 4,123,628 3,132,969

旧 騎 西 町 695,071 484,005 1,545,110 675,935

旧北川辺町 844,729 1,083,849 1,812,856 1,058,986

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

1,394,102 1,454,411 1,459,930 1,509,714 1,269,310

旧 加 須 市 754,259 728,568 743,072 799,336

旧 騎 西 町 521,704 559,890 594,305 570,195

旧北川辺町 118,139 165,953 122,553 140,183

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

11,717,477 9,862,718 10,582,331 9,747,262 8,385,379

旧 加 須 市 5,341,875 4,974,834 5,590,237 5,008,652

旧 騎 西 町 3,233,613 1,940,503 1,933,267 1,624,451

旧北川辺町 3,141,989 2,947,381 3,058,827 3,114,159

電
気
料

(

円

)

加　須　市

水
道
料

(

円

)

加　須　市

修
繕
料

(

円

)

加　須　市

電
話
料

(

円

)

加　須　市

委
託
料

(

円

)

加　須　市

 

  

 機械警備の委託、消防設備、給食用リフトの点検及び修繕を行い、防犯・防火・安全対策の機能維持

並びに汚水処理施設及び受水槽の維持管理を行い、環境・衛生の保全に努めた。 
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事 業 名 幼稚園施設整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-08 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 150,588,000円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 150,588,000円

目 01 幼稚園費 決 算 額 145,310,110円

事
業
の
目
的 

現在の教育環境に適合した、安全で快適

な教育環境を整えるとともに適正な整

備を行う。 
事
業
の
概
要 

環境改善を要する施設の修繕・改修・耐震化工事及

び備品の購入を行う。 

地上デジタル放送への移行に伴うテレビ受信設備の

対策工事を行う。 

・三俣幼稚園耐震補強大規模改造工事 

・水深幼稚園増築工事設計 等 

事業の実績・成果  

●設計・調査等委託 決算額   6,544,200円 

 ・水深幼稚園園舎増築・大規模改造工事設計 

   水深地区の人口増加に伴う園舎増築工事の設計、及び老朽化が進んだ園舎を安全・安心で快適な

施設に復旧する工事の設計を実施した。 

 

●監理委託     決算額   3,759,000円 

 ・三俣幼稚園園舎大規模改造・耐震補強工事監理 

 

●施設改修     決算額  133,190,440円 

 ・三俣幼稚園園舎大規模改造・耐震補強工事 

三俣幼稚園の老朽化が進んだ園舎を、安全・安心で快適な施設に復旧する工事び耐震補強工事を

実施した。  

   幼稚園の耐震化率 

 H22年4月1日 H23年4月1日 

幼稚園耐震診断実施率    100％    100％ 

幼稚園耐震化率  68.8％  75.0％ 

 

 ・北川辺幼稚園施設改修工事 

   風雨時の防水及び施設の老朽化を防ぐため、外壁の改修を実施した。 

 

 ・地上デジタル放送対策工事 

テレビ地上波デジタル放送への移行のため、加須・騎西地域における幼稚園のテレビ受信設備の

対策工事を実施し、市内幼稚園のデジタル化率が100％となった。 

 

●備品購入     決算額   1,713,470円 

 ・三俣幼稚園の備品（スチール棚、カーテン、暗幕等） 

三俣幼稚園において、大規模改造工事に伴いスチール棚、カーテン等の必要備品を購入した。 
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事 業 名 幼稚園保健管理事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-14 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 62,040,000円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 62,040,000円

目 01 幼稚園費 決 算 額 57,128,483円

事
業
の
目
的 

幼稚園運営のための職員の確保及び学

校保健安全法に基づく幼児及び教職員

の健康を管理する。 

事
業
の
概
要 

学校医、学校歯科医、学校薬剤師報酬・謝金、欠員

補充等の臨時職員賃金、各種の検査、医薬材料費、

潜在病疾患対策委託（各種の健康診断）、日本スポー

ツ振興センタ掛金の支払。 

事業の実績・成果  

１ 報酬・報償金・費用弁償（学校医、学校歯科医、学校薬剤師、歯科衛生士等）  6,491,140円 

 幼稚園医     内科健診                         2,393,030円  

 幼稚園歯科医   歯科健診                               3,081,430円 

 幼稚園薬剤師   飲料水、プール水水質検査及び結果指導等           772,780円 

 幼稚園眼科医   眼科健診                           68,400円 

 歯科衛生士    フッ素塗布年2回、親子歯みがき指導（加須地域）歯みがき指導 175,500円 

 ※大利根地域には公立幼稚園はない 

 

２ 賃金 幼稚園臨時職員賃金及び預かり保育賃金 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 36,004,171円 43,857,772円 56,647,992円  47,907,489円 49,386,072円

旧加須市 18,994,370円 26,485,000円 31,659,000円  29,306,000円 

旧騎西町 

（教育活動補助員） 

（バス運転手） 

14,772,801円 

2,237,000円 

  ／  

15,848,522円

  1,524,250円

   ／

23,799,822円

 1,189,170円

   ／

 15,598,189円 

  1,459,000円 

  1,544,300円 

 

 

 

旧北川辺町   総務課予算 

 

 

３ 手数料 

 (1)水道水・プール水検査手数料 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 67,982円   67,982円 67,982円   84,482円 70,880円

旧加須市 51,481円 51,481円 51,482円   51,482円 

旧騎西町 16,501円   16,501円 16,500円    6,600円 

 

旧北川辺町           26,400円 

 

 (2)給食担当職員保菌検査手数料25人×3回 62,160円 

 (3)フロリアート（フッ素塗布器）点検手数料 15,750円 

４ 委託料 園児及び教職員の健康診断受診の推移 

【旧加須市】                      上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年 度 
尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう

虫検査

教職員

健康診断 
結核 胃 大腸 合 計 

18年度 
505人 

63,630 

15人 

4,252 

508人

117,348

 
 

4人

17,988

 

203,218

19年度 
497人 

62,622 

20人 

5,670 

502人

115,962
 

7人

31,480

 

215,734

20年度 
508人 

64,008 

34人 

9,639 

1,024人

118,271
 

3人

13,491

 

205,409

21年度 
523人 

65,898 

19人 

5,386 

1,060人

119,537
 

3人

13,491

 

204,312
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【旧騎西町】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年 度 

 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう

虫検査

教職員

健康診断
結核 胃 大腸 合 計 

18年度 
   210人

 24,255

   2人 

 15,750
 

  1人 

 4,497

  

   44,502

19年度 
 

 

  200人

 23,100

   2人 

 15,750
 

  1人 

 4,497

  

   43,347

20年度 
 

 

  199人

 22,984

  １人

 7,980
 ― 

  

   30,964

21年度 
 

 

  214人

 24,717

  2人

 15,960
 ― 

  

   40,677

                                 

【旧北川辺町】                     上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年 度 

 

尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう

虫検査

教職員

健康診断
結核 胃 大腸 合 計 

18年度    不 明 

19年度    不 明 

20年度    不 明 

21年度  

   

 

 

100人 

 12,600

町職員として町の総務課扱い 

 

  12,600 

                                 

【加 須 市】                    上段：人数（人） 下段：金額（円） 

年 度 
尿検査 

一次 

尿検査 

二次 

ぎょう

虫検査

教職員健

康診断 
結核 胃 大腸 合 計 

18年度 

 
   

    247,720円 

19年度 

 

       259,081円 

20年度        236,373円 

21年度    

156,854

    257,589円 

22年度 790人 

99,540 

351人 

9,922 

1,584人

178,584

2人 

15,960 

 2人 

8,994 

3人 

5,355 

318,355円 

※ 平成21年度以前は、旧北川辺町の教職員健康診断、結核、胃、大腸は総務課予算 

 

５ 負担金（日本スポーツ振興センター掛金） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 市 212,990円 207,680円 210,630円 251,045円 235,410円

旧加須市 150,450円 148,385円 150,450円 155,465円 

旧騎西町   62,540円   59,295円   60,180円   63,130円 

 

旧北川辺町        32,450円 

 

６ その他  

・消耗品費  233,136円（手指消毒用石けん 72,326円、新入学児用知能検査用紙他 160,810円）

・医薬材料費 315,580円（手指消毒用アルペット液 143,078円、歯科保健用 172,502円） 
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事 業 名 幼稚園就園奨励事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 111-13 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 14,928,000円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 14,928,000円

目 01 幼稚園費 決 算 額 12,257,733円

事
業
の
目
的 

幼稚園教育の振興を図るため、公立及び

私立幼稚園に在園する園児の保護者に

対し、所得状況に応じた経済的負担の軽

減を図る。 

事
業
の
概
要 

公立幼稚園の場合は、保育料の減免をする。私立幼

稚園の場合は、設置者の保護者に対する保育料等の

減免をする場合、幼稚園に補助金を交付する。 

事業の実績・成果  

 ○公・私立幼稚園間の保護者負担格差を是正するため、私立幼稚園に子どもを就園させている保護者

 に対して、所得状況に応じて入園料及び保育料の軽減を図った。平成17年度に、対象家庭を就学援

 助の準要保護の水準と同程度まで下げたため、減免者が減少した。 

 

１ 減免者数の推移                           （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 97 109 121 131 147 

 加須地域 19 22 33 39 62 

 大利根地域 78 87 88 92 85 

 

２ 補助金額の推移                           （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 5,652,280 6,438,900 7,572,266 9,470,857 12,257,733 

 加須地域 1,267,180 1,712,300 2,279,466 3,003,457 6,082,600 

 大利根地域 4,385,100 4,726,600 5,292,800 6,467,400 6,175,133 

 

○公立幼稚園の保育料減免について 

  

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

合  計 398,000 452,000 735,266 751,998 743,249 

加須地域 318,000 430,000 640,266 524,998 536,249 

騎西地域   80,000  22,000  95,000 161,000 20,7000 

 

北川辺地域       0       0       0  66,000       0 
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事 業 名 公立幼稚園子育て支援センター事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 157,000円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 157,000円

目 01 幼稚園費 決 算 額 145,726円

事
業
の
目
的 

子育てを支援し、就学前の健やかやな幼

児の育成を図る。 
事
業
の
概
要 

13 の公立幼稚園が子育て支援センターとしての役割

を担うべく、おしらせ版、園だより等で、「子育て支

援センター」について市民に周知し、子育ての不安

や悩みの相談に応じる。 

子育て支援に関する教員研修を行うことで、資質向

上を図る。 

事業の実績・成果  

○ 市内の 13 公立幼稚園が地域の子育て支援センターとしての充実を図るべく、相談による支援や

就園前の親子を対象とした親子登園（未就園児集会）を実施した。 

 ○ 教員の資質向上を図るため、子育て支援に関する研修を実施した。 

 

１ 子育て相談事業実施状況                       （単位：件） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

合  計 78 144 211 508 747 

加須地域 78 144 211 293 506 

騎西地域    102 203  

北川辺地域    113 38 

 

２ 未就園児集会実施回数                        （単位：人、回） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
 参加 

延人数 

実施 

回数 

参加 

延人数 
実施

回数

参加 

延人数 
実施

回数

参加 

延人数 
実施 

回数 
参加 

延人数 
実施

回数

合  計 2,086 109 2,328 108 2,820 125 2,829 130 2,940 130

加須地域 2,086 109 2,328 108 2,571 110 2,424 108 2,365 104

騎西地域   245   8 364 13 

北川辺地域   249 15 160  14 211 13

 

３ 教職員研修を実施 

   夏季休業中に幼稚園教員、保育士を対象に研修を実施することで、教員の資質向上を図った。 

  ○未就園児親子の集いに係る材料費、図書費の一部を負担すべく予算を執行した。（加須地域） 

   ◆消耗品費（13園 合計 74,838円） 

     未就園児集会にかかる消耗品費（画用紙、折り紙ほか） 

   ◆図書費 （13園 合計 64,588円） 

     未就園児を対象とした絵本、紙芝居 

◆保険料 

  未就園児交流傷害保険（騎西地域2園 6,300円） 

○子育てについて話をする機会をもつことで、幼稚園と家庭が連携をとり一緒に子育てをしていこうとす

 る意識を高めることができ、教育的効果も上がった。  

○幼児期に経験させたい遊びを提供したり、教師が幼児にかかわる姿をみたりすることにより、親が自分

 の子育てを振り返ったり学んだりする機会をなったことは、子育てを支援するうえで効果的であった。
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事 業 名 幼保連携推進事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 132-20 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 50,000円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 50,000円

目 01 幼稚園費 決 算 額 49,990円

事
業
の
目
的 

小学校就学前の教育を充実し、小学校へ

の滑らかな接続を図る。 
事
業
の
概
要 

水深幼稚園・第四保育所を中心とした市内の公立幼

稚園及び公立保育所との交流の年間計画を作成し、

計画的、継続的な交流を行う。 

交流をとおして、たくさんの人とかかわり、多様な

体験を行うことで小学校就学前の教育の充実を図

る。 

事業の実績・成果  

 １ 地域の公立保育所と近隣公立幼稚園との交流実施回数 

 

 H17 H18 H19 H20 H21   H22 

合   計 10 22 29 31 30    33 

加須地域 7 14 18 19 22    29 

騎西地域  5 8 4       

 

北川辺地域 3 3 3 8 8     4 

 

    ○幼保連携研究推進園である水深幼稚園と第四保育所との交流については、目的意識をもち、幼児同士

   が互いに刺激し合いかかわりを深めることができ、小学校への滑らかな接続を図るうえでも、意義深

   い交流となった。 

 ○合併前から幼保交流を実施していた北川辺地域においては、合併を機に平成22年度から、予算を措

  置し5つの公立保育所と近隣の公立幼稚園と交流を実施することができた。それぞれの幼稚園や保育

  所の実態に応じて活動内容や実施時期等を工夫し、幼児の成長にとって意味ある交流ができたことは

  成果である。 

 ○全体的に、小学校まで交流を広げた活動内容に工夫がみられ、小学校への滑らかな接続を図るうえで

  効果的な交流となった。さらに、小学校についても就学前の幼児を知る機会となったり、学びにつな

  がったりしたことは意義深い。 

 ○騎西地域の幼稚園は、平成21年度に現在の2園に統合以前は、騎西保育所と近隣の田ケ谷幼稚園で

  交流を実施していたが、田ケ谷幼稚園は閉園となったため21・22年度は実施しなかった。 

  平成23年度は、騎西地域の2公立幼稚園と騎西保育所で交流を実施する予定である。 

 

２ 予算執行状況  

   幼保交流に係る消耗品費（画用紙、サインペンほか） 49,990円 
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事 業 名 災害対策幼稚園施設整備事業 

担 当 課 教育総務課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 131-93 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 1,000,000円

目 01 幼稚園費 決 算 額 89,250円

事
業
の
目
的 

東日本大震災により被害を受けた、市内

幼稚園施設の原状回復を早急に行う。 事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・設備・工作物等の被害箇所

を速やかに修繕する。 

事業の実績・成果  

※本事業は3月災害対策補正で計上した修繕工事であるため、一部対応済みの緊急・簡易な修繕以外は、

年度内完了が困難なため、平成23年度へ910,750円繰越した。 

 

●施設修繕     決算額     89,250円 

 ・遊戯室・職員室天井修繕（樋遣川幼） 

 

 

 
事 業 名 幼稚園管理費（旧北川辺町）【事故繰越分】 

担 当 課 教育総務課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,490,559円

項 04 幼稚園費 最 終 予 算 額 1,490,559円

目 01 幼稚園費 決 算 額 1,335,338円

事
業
の
目
的 

幼稚園送迎バスの修理を行う。 
事
業
の
概
要 

幼稚園バス衝突事故によるバスの左前方部破損の修

理を実施する。 

事業の実績・成果  

 平成22年3月23日の北川辺幼稚園バス衝突事故に伴うバスの修理が年度内に完了しなかったため、

事故繰越を行った。 

 

○決算額 

 修繕料   1,335,338円 

（北川辺幼稚園バス衝突事故による左前方部破損箇所の修繕） 
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事 業 名 社会教育委員会議等運営事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 152-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 3,414,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 3,414,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 2,249,639円

事
業
の
目
的 

地域と密接に関係する社会教育の振興

について、社会教育委員が調査・研究・

提言等を行う。 

地域の特色を活かした社会教育行政の

展開を図るため社会教育委員に関する

経費を管理する。 

事
業
の
概
要 

・社会教育委員報酬、事務経費、北埼玉地区視聴覚

教育協議会負担金（加須・羽生市） 

・社会教育の諸計画の立案等、教育委員会に助言す

るため年4回、会議を開催する。 

・社会教育委員の選出方法、選出母体の調整協議(加

須地域8名、騎西・北川辺・大利根地域各4名) 

事業の実績・成果  

１ 報酬                                   136,600円 

  ・社会教育委員20名(男17名・女3名)   

      ・社会教育委員会議                19名 110,000円 

        （10月・12月）  3,000円×16名×2回＝ 96,000円 

                 3,000円× 2名×1回＝  6,000円 

                 4,000円× １名×2回＝  8,000円 

      ・東部地区研修会開催に係る運営委員会        1名  4,000円 

        （12月）       

      ・東部地区研修会出席                6名  22,600円 

3,000×5名＝15,000円 

                 7,600×1名＝ 7,600円 

2 賃金 

  ・臨時職員賃金                              797,940円 

 

3 旅費・費用弁償                               91,160円 

      ・社会教育委員会議 （10月、12月）延べ36名 43,200円 

      ・北埼玉地区社会教育委員協議会総会    7名 23,800円 

      ・北埼玉地区社会教育委員協議会理事会   1名  2,600円 

      ・東部地区研修会開催に係る運営委員会   1名  2,600円 

      ・東部地区研修会出席           6名 18,960円 

 

4 消耗品、旅費等事務経費                           375,969円 

○加須地域                            141,712円  

   生涯学習課職員普通旅費(65,180円)、需用費［消耗品費・印刷製本費］(23,420円) 

   FAX等役務費(53,112円)                       

 ○騎西地域                             135,444円 

   生涯学習課職員普通旅費(89,320円)、需用費［消耗品費］(46,124円) 

○北川辺地域                                               42,400円   

   北川辺教育事務所職員普通旅費(42,400円) 

  ○大利根地域                            56,413円 

   需用費［消耗品費］(56,413円) 

 

5 北埼玉地区社会教育協議会等負担金支出                    847,970円 

   (1)北埼玉地区社会教育委員協議会負担金   50,280円 

   (2)北埼玉地区視聴覚教育協議会負担金    777,690円 

   (3)北埼玉地区社会教育担当者会負担金    20,000円 
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事 業 名 文化財保存活用事業 
担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 161-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 15,746,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 19,710,742円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 10,536,252円

事
業
の
目
的 

市内にある文化財の調査・保護と啓発を

行うとともに、多くの人に見てもらい広

く文化財の理解を深める。 
貴重な文化財の保護と啓発を通じ、市民

に郷土愛や地域の再発見と豊かな人間

性の育成を図る。 

事
業
の
概
要 

・開発に伴う埋蔵文化財の調査 
・浮野の保護のための調査とトキソウ増殖調査 
・指定文化財説明板の設置 
 ･市内文化財の調査 
・指定文化財所有者や管理者への謝金 
・発掘調査報告書の刊行 
・下總皖一資料整理・保存事業 
・デジタル博物館の内容の編集 
・民俗文化財後継者育成 

事業の実績・成果  

１ 開発に伴う埋蔵文化財の調査                 432,096円 

 工事等に伴う埋蔵文化財包蔵地(遺跡)保護のための試掘調査を実施した。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

8 3 6 11 7
旧加須市 2 2 1 3 6
旧騎西町 6 1 5 8 1

加　須　市
試掘調査件数(件）

 
   重機借上料 432,096円 

 

２ 埋蔵文化財調査報告書の刊行                   5,708,789円 

 発掘調査による出土品の遺物整理を行い、騎西城武家屋敷跡発掘調査の調査報告書を２冊、各 300

部を刊行して県内外の市町村や図書館等に配布した。騎西城跡に関する情報を県内外に発信することが

できた。 

    出土遺物整理員賃金 3,422,640円  報告書用消耗品費 478,370円 

  調査報告書印刷費  1,722,000円  写真プリント等   85,779円 

 

４ 出土品の保存処理、出土石器実測委託                603,435円 

  これまでの発掘調査で出土した漆椀4点の保存処理を行い、遺物の展示ができるようになった。 

 また、報告書作成のため、出土石器20点の実測を委託した。 

    出土品の保存処理 488,250円  出土石器実測 115,185円 

   

５ 「浮野とその植物」保護増殖調査・指定文化財管理(除草)       582,916円 

  トキソウを市内で増殖取組を行うため、トキソウ培養用品を購入した。また、浮野指定地の水 

 温・水位・レベル調査を行い、浮野・騎西城土塁跡など指定文化財周辺の除草等を実施した。 

  保護増殖謝金 36,000円  水温・水位・レベル調査謝金 72,000円  消耗品費 111,360円

  浮野除草・周堀浚渫 252,000円  騎西城土塁跡等除草 111,556円 

 

６ 指定文化財所有・管理者への保護謝金                333,000円 

 加須・北川辺地域所在の県指定３件、市指定108件 計111件 (1件 3,000円) 

  指定文化財の謝金を所有・管理者に支払う際に聞き取り調査を実施し、指定文化財の現状を把握す

 ることができた。 

 



 556

 

７ 指定文化財説明板の設置                      673,172円 

  平成21年度に指定した「寺子屋絵馬」「下總皖一肉筆楽譜」の説明板を設置した。また、読みに 

 くくなった文化財説明板(聖徳寺御朱印状・北辻の甘酒祭り・足利持氏・春王・安王の供養塔)の建替

え・修繕を実施した。 

  指定文化財説明板を設置したことにより、文化財保護の啓発が促進された。 

 

８ 郷土史料展示室・郷土資料館の公開               

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

3,806 3,430 3,575 2,940 2,872
騎西郷土史料展示室 2,839 2,784 2,978 2,358 2,281
北川辺郷土資料館 967 646 597 582 591

加　須　市

入館者数(人）

 

  これまでの発掘調査による出土品や民具などの展示を行うことにより、市民の郷土の歴史・文化に

 対する理解が深まった。 

 

９ 文化財関係団体への助成                   986,000円 

  武州加須囃子保存会、獅子舞保存会連合会、加須郷土史研究会の3団体に活動の助成 

  （1）補助金額  

    武州加須囃子保存会 365,000円  加須市獅子舞保存会連合会 511,000円  

    加須郷土史研究会 110,000円 

（2）補助事業の内容 

  ・武州加須囃子保存会  

   武州加須囃子の保存と後継者育成のための補助で、夏祭りや市民平和祭・不動尊節分会・あ

  やめ祭り等に参加し加須囃子の普及に努めている。現在、市内には10支部が組織されており

  活発に活動を行い後継者育成を行っている。 

   ・加須市獅子舞保存会連合会  

     加須市内の獅子舞保存会団体の後継者育成のための補助で、各地区での獅子舞奉納をはじ 

    め、市民文化祭での公演、展示などを行い普及に努めている。獅子舞を市民が目にすることに

    より、保存会では伝統芸能として獅子舞を保存・活用する意識が高まっている。 

   ・加須郷土史研究会 

     郷土史研究会が行う郷土の歴史や文化の啓発事業の補助で、講演会や史跡見学会・会報「郷

    土かぞ」の刊行・市民文化祭参加・各種講演会や研修会を行い、また、文化財等の調査・研究

    を実施している。 

     これら郷土史研究会の積極的な活動は、郷土の歴史や文化の啓発に貢献している。 

 

10 指定文化財修理の助成                    85,000円 

   市指定文化財「山車と蘭陵王面」の本町山車の後輪車軸が腐食等により破損したため、新規の車

  軸作成のための補助を行った。 

 

11 デジタル博物館の内容の編集                    0円 

   デジタル博物館の構築にあたり市内の指定文化財についてのデータを作成し、合わせて指定文化

  財のデジタル写真撮影を実施した。 

 

12 下總皖一資料整理・保存事業                    55,297円 

   下總皖一肉筆楽譜を中性紙保存袋に収納し、保存箱に整理保存した。中性紙の袋に楽譜を収納し

  たことにより、楽譜の劣化防止が図られた。 
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13 その他                              1,076,547円 

  文化財審議委員報酬 95,150円  樹木調査謝金 10,000円 

  文化財関係消耗品 176,975円  公用車燃料費 50,016円 

  文化財調査室・収蔵庫(保険料・水光熱費・コピー機使用料等) 676,606円 

  県文化財保護協会負担金 25,000円  文化財審議委員旅費  22,800円 

  東部地区文化財担当者会負担金 20,000円 

 

14 繰越明許  3,910,000円 

  住民生活に光をそそぐ交付金事業（文化財説明板設置19件）については、年度内執行が困難であ

 るため繰越明許した。（3月補正） 

 
事 業 名 郷土資料館管理運営事業 

担 当 課 北川辺教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 161-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,286,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 1,326,849円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 1,037,096円

事
業
の
目
的 

郷土資料館を活用することで、多くの市

民に郷土の歴史を学ぶ機会を提供し、郷

土に対する理解や愛着を高めていくも

のとする。 事
業
の
概
要 

【北川辺地域】 

郷土資料館において、郷土の歴史、考古及び民俗等

に関する資料の収集、保存展示を行うほか、企画展

や文化財講座を開催する。 

郷土資料館の管理運営を行う。 

【騎西地域】 

郷土史料展示室において、民俗資料や騎西城跡出土

品等の考古資料を展示する。藤まつりや文化祭の時

期に公開する。展示室の管理・運営を行う。 

事業の実績・成果  

郷土資料館や郷土史料展示室を活用していただき、郷土の歴史を学ぶ機会を提供した。 

郷土資料館・郷土史料展示室で、各地域の郷土偉人展を開催し、偉人の功績を顕彰した。 

 

１ 管理・事業に係る経費 

  消耗品費           56,763 円 

  役務費            46,099 円 

  委託料（総合管理・警備等）  921,371 円 

  使用料            12,863 円 

 

２ 郷土資料館・郷土史料展示室の来館者の推移               （単位：人） 

来 館 者 数 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加 須 市 3,806 3,430 3,575 2,940 2,872

 郷土資料館 967 646 597 582 591 

 郷土史料展示室 2,839 2,784 2,978 2,358 2,281 
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事 業 名 芸術文化振興事業 
担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 162-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 8,554,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 8,622,181円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 8,571,230円

事
業
の
目
的 

市民が優れた文化・芸術に触れることに

より教養を高め、また自ら参加すること

により創造性の育成を図る。郷土の偉人

を顕彰すると共に功績を啓発し、市民の

芸術文化の向上を図る。 
市内の文化団体の活動を支援する。 

事
業
の
概
要 

・加須市市民文化祭の開催 
・県展かぞ開催 
・市民芸術祭の開催 
・斎藤与里絵画保険･斎藤与里作品の修復・修復した

作品の展示 
・文化祭の委託 
・斎藤与里、下總皖一、田中正造、河野省三などの

偉人顕彰事業の推進 
・文化団活動の補助 

事業の実績・成果  

1 市民文化祭       1,203,934円(加須地域文化祭のみ支出、他の地域の文化祭は補助金で対応) 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

16,021 14,816 16,383 15,394 16,649

旧加須市 7,700 7,400 9,000 7,800

旧騎西町 6,361 5,482 5,718 5,821

旧北川辺町 1,121 1,246 1,134 914

旧大利根町 839 688 531 859

加　須　市

入場者数(人）

 

加須地域文化祭                1,203,934円 

 期 間 10月30日(土)から11月１日(月) 

 場 所 パストラルかぞ 

 内 容 発表部門 カラオケ・フラダンス・民謡民舞・よさこい・合唱・キーボート・弦楽合奏など

 展示部門 生け花・新聞展・短歌・郷土資料・美術展(絵画・書・写真)・ちぎり絵など 

         ※開会式にあわせて「鳥人を求めて」と題し、藤間修一氏(加須市陸上競技連盟理

            事長)による文化講演会を開催した。 

      消耗品費 5,857円 ポスター・パンフ印刷 163,327円 パネル運搬 95,550円   

      機材・会場借上料 939,200円 

  

  騎西地域文化祭            

   期 間 11月6日(土)から11月8日(月) 

   場 所 騎西コミュニティーセンター、騎西生涯学習センター 

   内 容 芸能の部：民謡民舞、詩吟、謡曲、合唱ほか 

       展示の部：幼稚園児作品、小中学生作品、絵画、生け花、パンフラワーなど 

       騎西郷土史料展示室の一般公開 

  

  北川辺地域文化祭              

   期 間 10月30日(土)から10月31日(日)【展示・体験・模擬店の部】 

       11月 3日(水) 【芸能・音楽の部】 

   場 所 北川辺生涯学習センター 

   内 容 展示・体験・模擬店の部：絵画、写真、書、人形、俳句、盆栽、編み物、陶芸、竹絵、囲碁、

       マージャン、フラワーアレンジメント、絵手紙、お点前、野草の天ぷら、そば・うどんなど

       芸能・音楽の部：お囃子、三味線、琴、合唱、合奏、コーラス、よさこい、フラダンスなど
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  大利根地域文化展  

   期 間 10月30日(土)から11月2日(火) 

   場 所 大利根総合福祉会館 

   内 容 大利根文化協会主催 

       展示(写真・書道・絵画・俳句・陶芸 等) 

 

2「第60回県展」かぞの開催                                  52,207円 

 5月25日(火)から6月16日(水)の４日間、パストラルかぞ展示室を会場に、加須市在住、在勤、 

在学者等による埼玉県美術展覧会（県展）の入選及び委嘱、招待、審査員の作品を展示した。 

展示作品内訳：日本画2点、洋画9点、彫刻3点、工芸1点、書2点、写真13点 合計30点  

      消耗品 2,677円 ポスター印刷 19,530円 会場借上げ  30,000円  

入場者数と展示作品数 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

263人 371人 300人 340人 401人 

21点 31点 13点 21点 30点 

     作品の展示を全市に拡大したことにより入場者数が増加し、市民の芸術文化に対する気運の高まりが

  うかがえる。 

3 没後50周年・新加須市誕生記念「齋藤与里」展の開催        679,999円 

  新加須市誕生を記念しサトエ記念21世紀美術館との共催で実施 

  期 間 10月23日(土)から12月12日(日) 45日間                      

  場 所 サトエ記念21世紀美術館           

  入館者    2,065人 

   消耗品費 51,849円 チラシ・ポスター 257,250円 作品運搬費 370,900円 

 加須の偉人の一人である齋藤与里の絵画展示を新市誕生記念として開催することにより、市民が郷土へ

の愛着と誇りを持ち郷土愛の醸成が図られた。 

4 偉人顕彰事業                                    35,000円 

  郷土の偉人、齋藤与里・河野省三・田中正造・下總皖一の功績をたたえる「かぞの偉人」パネル展を 

 開催した。 

  下總皖一を偲ぶ会会長 中島睦雄氏による、県内外の団体の下總皖一に係る視察研修対応に対する 

  謝礼 35,000円 

 各地域の偉人の功績を写真を交えたパネル展の開催や講座を実施したことにより、市民が郷土への愛着

と誇りを持ち、郷土愛の醸成が図られた。 

5 斎藤与里の作品保険                                       443,590円 

  斎藤与里寄贈作品154点 320,710円 「収穫」「ひばり」122,880円 

6 斉藤与里作品の修復                                       493,500円 

  斉藤与里が描いた「水浴の女」(75.0cm×44.7cm)の修復を実施した。  

7 芸術文化団体への助成                                     5,663,000円 

 （1）補助金額 

   加須市文化団体連合会 730,000円  加須市合唱連盟 146,000円 

   加須市美術連盟 146,000円  日中友好加須市民会議 365,000円 

開催日 2月26日(土)から3月3日(木) 3月9日(水)から3月18日(金) 

会 場 北川辺生涯学習センター(みのり) 騎西生涯学習センター(キャッスルきさい) 
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  日中少年少女国際交流を進める会 300,000円 

  加須市騎西文化祭実行委員会 1,226,000円  加須市北川辺文化協会 760,000円 

    加須市大利根文化協会 165,000円  加須市大利根文化展補助 100,000円 

  下總皖一を偲ぶ会 365,000円  野菊の会 60,000円 

  童謡のふる里おおとね音楽・芸能協会 400,000円   

  童謡のふる里おおとね少年少女合唱団 440,000円   

  童謡のふる里おおとねハンドベル・リンガーズ 460,000円 

 （2）補助事業の内容  

  ・加須市文化団体連合会     

    加須市の文化振興に寄与するとともに、芸能文化に資するための補助である。文化団体が実施する

   文化講演会をはじめ、市民文化祭・研修会・文連だよりの刊行・各種文化団体後援等を行っている。

   これら文化団体連合会の積極的な活動は加須市の芸術文化振興の発展に寄与している。 

  ・加須市合唱連盟       

    合唱音楽の普及・啓発に資するための補助である。合唱祭をはじめ市民平和祭・市民文化祭への参

   加・慰問演奏会等を行っている。これら合唱連盟の活動は市内の合唱団体の育成を図るとともに、合

   唱音楽をとおして加須市の音楽文化の向上に貢献している。 

  ・加須市美術連盟       

    加須市の美術の振興に寄与するとともに芸術文化に資するための補助である。加須市美術展の開催

   や研修会等を行っている。これら美術連盟の活動は市内の美術家の個々の技術を向上させるととも 

   に、市民が気軽に美術作品に親しめる場を提供することにより市の美術文化の振興に寄与している。

  ・日中友好加須市民会議    

    国際交流として中国との友好関係を推進するための補助である。児童生徒による中国山西省との交

   流をはじめ、留学生宿泊交流・過疎地域学校支援等の事業を行っている。これらの活動は互いの国の

   歴史や文化・慣習を見聞きすることにより、児童生徒の国際感覚を養うことに寄与している。  

  ・加須市北川辺文化協会 

  北川辺地域の文化振興に資するための補助である。当文化協会では、文化祭をはじめ研修会、広 

 報誌の刊行等を行っており、これらの積極的な活動は北川辺地域の芸術文化振興の発展に寄与して 

 いる。 

   ・加須市大利根文化協会 

    大利根地域の文化振興に資するための補助である。当文化協会では、文化展をはじめ研修会、

   広報紙「文化おおとね」の刊行等を行っており、これらの積極的な活動は大利根地域の芸術文化

   振興の発展に寄与している。 

  ・下總皖一を偲ぶ会 

    下總皖一の顕彰及び童謡の普及並びに童謡関係団体との交流に資するための補助である。当偲

   ぶ会は、下總皖一を偲ぶ音楽会等の開催及び童謡の普及、合唱団体等の奨励並びに広報紙の発行

   などを行っており、これらの積極的な活動は、下總皖一の業績の顕彰を含む童謡音楽の普及振興

   に寄与している。    

  ・童謡のふる里おおとね音楽・芸能協会 

    音楽芸能の普及と発展向上に資するための補助である。当協会では、コンサートや発表会のほか、

   講演会、研修会、交流会等を行っている。これらの積極的な活動は、大利根地域の音楽・芸能の振興

   発展に寄与している。 

  ・野菊の会 

    童謡の普及と合唱音楽の発展向上に資するための補助である。当野菊の会では、市内外の合唱祭や

   イベント等に参加、また、童謡団体との交流に関する事業を実施している。これらの積極的な活動は、

   童謡音楽及び合唱音楽の振興普及に寄与している。 

  ・童謡のふる里おおとね少年少女合唱団   

    合唱音楽の普及と発展向上に資するための補助である。当合唱団では、市内外の合唱祭への参加・

   慰問演奏会等を行っている。これら合唱団の活動は、子どもたちの感性を高め情操を深めるとともに、

   合唱音楽をとおして大利根地域の音楽文化の向上に貢献している。 
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  ・童謡のふる里おおとねハンドベル・リンガーズ  

    ハンドベルの普及と発展向上に資するための補助である。当ハンドベル・リンガーズでは、市内外

   のコンサート、各種イベントへの参加・慰問演奏会等を行っている。これらハンドベル・リンガーズ

   の活動は、子どもたちの感性を高め情操を深めるとともに、ハンドベル演奏をとおして大利根地域の

   音楽文化の向上に貢献している。 

 （3）団体の構成   

  加須市文化団体連合会 57団体    

  加須市合唱連盟 4団体     

  加須市美術連盟 135名         

  日中友好加須市民会議 1団体75名   

  日中少年少女国際交流を進める会 1団体49名 

  加須市騎西文化祭実行委員会 37団体 

加須市北川辺文化協会  22団体 

  加須市大利根文化協会 16団体（180名） 

   下總皖一を偲ぶ会 322名  

  童謡のふる里おおとね音楽・芸能協会 24団体 3個人（463名）  

  野菊の会 62名 

  童謡のふる里おおとね少年少女合唱団 10名 

  童謡のふる里おおとねハンドベル・リンガーズ 8名 

 
事 業 名 まちかど美術館推進事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 162-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 294,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 324,258円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 211,767円

事
業
の
目
的 

市民に芸術に対し広く関心と興味を創

出するため、市内各地域のまちかどで郷

土芸術家等の作品を展示し、また、その

展示作品に気軽に触れ合えることで「芸

術文化に親しむ環境づくり」の充実を図

る。 

事
業
の
概
要 

・商工会や商店街と児童や郷土美術家等の協働によ

るまちかど美術館を公共施設や商店に作品を展示す

ることにより実施する。 

・芸術文化講演会を開催し芸術文化の関心を深める。

・まちかど美術館を公共施設で実施。 

・加須・騎西地域で開催。 

事業の実績・成果  

１ 「加須市まちかど美術館」 192,158円 

  空き店舗や協力店舗のショーウインドウを活用した「加須市まちかど美術館」の開催3回  

   8 月 28 日(土)、29 日(日)、加須市街の「まちなかにぎわいフェスティバル｣ 
・ 協力店舗のショーウインドウ、商工会館への加須小学校児童絵画等の展示、約
  460 点、協力店舗 104 店 

   10 月 3 日(日) 騎西商店街で奇彩ハロウィンにあわせて実施した。        
・ 協力店舗のショーウインドウ、釜屋・釜屋駐車場への加須市内小学生児童絵画

展示、348 点、協力店舗 52 店 
  10 月 29 日(金)から 30 日(日)｢秋のまちなかにぎわいイベント｣ 

・ 協力店舗のショーウインドウ、商工会館への加須市内の小学校児童絵画等の展
示、697 点、協力店舗 97 店 

  商店街に児童の作品等を展示したことにより、芸術文化に親しむ環境づくりが図られた。 
２ 芸術文化講演会  17,850円 

  3月12日(土)騎西生涯学習センターにおいて、日本の近代音楽の基礎を築いた偉人－下總皖一について

  －と題し、中島睦雄氏による講演会を予定していたが、3月11日(金)に発生した地震の影響により、開

  催できなかった。  芸術文化講演会ポスター印刷 17,850円 

３ その他  1,759円   

  芸術の森整備基金利子 1,759円 
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事 業 名 生涯学習推進事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 152-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 6,545,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 6,545,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 4,390,509円

事
業
の
目
的 

学習活動を支援する市民学習カレッジ

を創設するとともに環境づくりと市民

の自己の充実や生活の向上及び職業能

力向上を図る。 

事
業
の
概
要 

・先駆的、話題性のあるテーマの講座を公民館など

と共催で開催。 

・市民講師や地域で専門的な知識や技術を持ってい

る市民を積極的に活用。 

・生涯学習情報誌の充実による市民への啓発。 

・市民学習カレッジ実行委員会の設立 

事業の実績・成果  

1 生涯学習セミナーと市民企画委員                     528,717円 

 一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆ

る機会に、あらゆる場所において学習でき、その成果を適切に生かすことのできる「生涯学習社会」の

実現に向け、生涯学習セミナー、生涯学習フェスティバル及び情報誌の編集・発行事業について、市民

ボランティア（市民企画委員「アシストかぞ」）との協働により実施（企画・運営）した。 

                               

(1)企画委員数 16名（H18：20名，H19：14名，H20：12名，H21：11名，H22：16名） 

(2)セミナー実施に係る指標（下記表参照） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
2,566 2,351 1,389 1,540 2,117

旧 加 須 市 486 386 469 429
旧 騎 西 町 1,791 1,872 839 1,006
旧北川辺町 56 48 39 21
旧大利根町 233 45 42 84

受
講
者
数
実

人
数
（

人
）

加　須　市

 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
6,096 4,715 3,533 3,643 5,933

旧 加 須 市 1,697 1,306 1,238 1,320
旧 騎 西 町 2,947 2,784 1,681 1,775
旧北川辺町 265 220 182 98
旧大利根町 1,187 405 432 450

参
加
者
数
延

べ
人
数
（

人
）

加　須　市

 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
98 89 81 82 89

旧 加 須 市 34 28 27 29
旧 騎 西 町 39 42 35 38
旧北川辺町 15 9 7 5
旧大利根町 10 10 12 10

募
集
当
初
セ
ミ

ナ
ー

数
（

人
）

加　須　市

 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
91 83 80 76 88

旧 加 須 市 27 23 26 25
旧 騎 西 町 39 42 35 38
旧北川辺町 15 8 7 3
旧大利根町 10 10 12 10

実
施
し
た
セ
ミ

ナ
ー

数
（

人
）

加　須　市
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2 公民館講座                           講師謝金 2,346,495円 

心の豊かさや生きがいのための学習機会を提供し、子どもから高齢者まで、地域住民全体が気軽に集

え、一人ひとりの学習意欲を支援することで、生活の充実と学習成果を生かせる、生涯学習活動の一層

の推進を図るため公民館講座を開設した。 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 760 667 626 574 543

旧加須市
（9公民館）
旧北川辺町
（1公民館）

13 1 61 59 49

加須市 25,831 23,501 22,647 12,181 11,668

旧加須市
（9公民館）
旧北川辺町
（1公民館）

169 40 751 469 789

講
座
受
講
者

延
人
数

（

人
）

講
座
延
べ
実
施

回
数
（

回
）

515 494

25,662 23,461 21,896 11,712 10,879

747 565666

 

 

公民館講座の実施状況
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3 生涯学習フェスティバル                       207,580円 

 ・かぞ生涯学習フェスティバル2010                      

(1)日 時 平成22年12月11日（土） 午前9時30分～午後3時 

(2)場 所 パストラルかぞ 

(3)内 容 チャレンジセミナー(18ブース)､ライブパフォーマンス(7団体)､サークル勧誘(4団体) ほか

(4)参加者 2,183人 

 ・童謡のふる里おおとね生涯学習フェスティバル 

  (1) 日  時 平成22年12月4日（土） 午前10時～午後4時 

  (2) 場  所 大利根生涯学習センター 

(3) 内  容 体験コーナー(8ブース)､ライブステージ(6団体)､模擬店(6団体) ほか 

(4) 参加者 651人 

 ・フェスティバル参加者数の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
5,169 3,706 3,244 2,687 2,834

旧 加 須 市 4,619 3,023 2,792 2,087
旧 騎 西 町 開催なし 開催なし 開催なし 開催なし
旧北川辺町 550 683 452 開催なし
旧大利根町 開催なし 開催なし 開催なし 600

生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
参
加
者
数
（

人
）

加　須　市
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4 生涯学習情報提供                          762,667円 

  【加須地域】 

   情報誌発行：「ライフステージ」（年2回）、「やってみませんか」（毎月）をいずれも加須地域の

全世帯に配布、他の地域は公共施設に常備置き、「生涯学習フェスティバルチラシ」（年1回）を

加須地域のみ回覧。平成２３年度よりすべて市内全域で全戸配布、全戸回覧をする。 

市広報紙等及びホームページによる情報提供。 

  【騎西地域】 

   行政区回覧時に、センターの講座案内を作成し配布。市ホームページによる情報提供。生涯学習

   センターに、講座情報コーナーを設け周知を図った。 

  【北川辺地域】 

   行政区回覧時に、センター事業の案内を作成し配布。市ホームページによる情報提供。 

   生涯学習センター・公民館に、講座情報コーナーを設け周知を図った。 

  【大利根地域】 

   行政区回覧時に講座案内を作成し配布。市広報紙及びホームページによる情報提供。「生涯学習

フェスティバルチラシ」（年1回）を大利根地域のみ全戸配布。生涯学習センターに、講座情報コ

ーナーを設け周知を図った。 

 
事 業 名 シニアいきいき大学事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 152-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 84,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 84,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 62,400円

事
業
の
目
的 

シニアを対象にいきいきとした活気あ

る毎日の生活が送れ、はつらつとした身

体とこころの健康づくりのための学習

の場を提供する。 

事
業
の
概
要 

一人ひとりが生きがいを得られる充実した地域課

題、生活課題講座の実行委員会の設立。 

市民講師等を積極的に活用する。 

広報、学習情報誌による市民への啓発。 

事業の実績・成果  

 高齢社会を明るく活力に満ちたものとしていくため、高齢者が健康を維持し活力を発揮する場を創出

し、主体的な学習参加や自発的な学習活動を促進し、高齢者の力を社会に生かしていくためシニアいき

いき大学を開設する。 

 平成22年度 検討委員会｛生涯学習市民企画委員会（アシストかぞ）｝16人 

 ・開催回数 5回  延人数 52人×1,200円＝62,400円 

 平成23年7月～平成24年1月 シニアいきいき大学開催予定 

 ・テーマ 「シニアの健康」 ・学習期間 2年間    ・受講生 30名（男女15名） 

 ・対 象  60歳以上     ・学習単位 年10単位  ・学 部 自然科学部、健康科学コース 
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事 業 名 人権教育推進事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 642-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 9,903,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 9,903,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 8,110,396円

事
業
の
目
的 

市民が豊かな人権感覚を身につけ、人権

問題についての正しい理解と認識を深

めるとともに人権が尊重される共生共

存の実現に努める。 事
業
の
概
要 

・集会所指導事業を実施し、人権の正しい理解を深

める。 

・人権問題指導者研修会や人権問題地域別研修会を

開催し、指導者の資質向上を図る。 
・人権問題講演会等を開催し、広く市民に人権問題

の解決を図る。 
・人権啓発事業の実施。 
・加須市人権教育推進協議会への補助。 
 

事業の実績・成果  

地域住民を対象に人権に関する学習機会を提供するとともに、地域に住む様々な人々の相互理解を 

図るための交流活動等を実施した。 

 1 集会所指導事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・5,246,148円 

・小学生学級 7集会所で実施 参加実数247人（加須165人、騎西59人、大利根23人） 

          学習内容：人権学習、国語、算数、理科、社会、家庭、福祉体験等 

   ・中学生学級 7集会所で実施 参加実数159人（加須74人、騎西63人、大利根22人） 

          学習内容：人権学習、国語、数学、英語、理科、社会、パソコン等 

   ・成人学級  6集会所で実施 参加実数273人（加須198人、騎西56人、大利根19人） 

          学習内容：わら細工、手芸、料理、生花、音楽、健康講座 

               パッチワーク、オーブン料理、そば打ち等 

 2 地域住民の参加・交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・346,000円  

・ふれあい広場、子ども映画会 

・高齢者ふれあい学級、人権教育推進講座 

   ・北埼スポーツ交流会 

       

 3 人権問題指導者研修会（共催：産業政策課、人権推進課）・・・・・・・・・・・156,700円 

    開催日：H22.10.14～11.22 13：30～15：30 パストラルかぞ 小ホール 年5回開催 

        【参加者の推移】 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

1,176 1,098 1,036 1,038 938

旧加須市 521 424 453 388

旧騎西町 484 494 431 494

旧北川辺町 20 30 31 31

旧大利根町 151 150 121 125

加　須　市

参加者数

 

 

4 人権問題講演会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・325,600円 

    開催日：H23.2.4（金） 14：00～15：50 パストラルかぞ大ホール 

    講 師：辛淑玉氏「人権力を養う～想像力を広げる視点～」 
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     【参加者の推移】 

 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

985 947 858 762 465

旧加須市 310 269 274 243

旧騎西町 270 228 170 128

旧北川辺町 239 280 161 161

旧大利根町 166 170 253 230

加　須　市

参加者数

 

 

5 人権問題地域別研修会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・156,800円 

・ 加須地域  東日本大震災により中止 

・ 騎西地域  168人参加 

・ 北川辺地域 115人参加 

・ 大利根地域 142人参加 

    

 6 人権啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・511,560円 

    市民の人権意識の高揚を図り、様々な差別の解消を図るため、啓発資料を作成・配布した。 

     人権文集10,300冊、人権尊重ポスター100枚、人権啓発用メモ帳2,600冊、 

人権啓発ステッカー41,200枚 

 

7 加須市人権教育推進協議会への補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・812,510円 

    当該協議会の充実を図り、地域ぐるみの人権教育を推進するため活動助成金を交付した。 

    市補助金 812,510円 

 

 
事 業 名 集会所管理運営事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 641-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 6,982,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 6,982,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 5,453,303円

事
業
の
目
的 

同和問題をはじめとする様々な人権問

題を解決するため、人権教育推進の場と

して集会所を管理運営する。 

事
業
の
概
要 

・集会所指導員を設置し、小中学生学級・成人学級

の指導、支援及び集会所管理人の設置 

・集会所運営委員会の開催 
・集会所の保守・修繕等の維持、管理 

事業の実績・成果  

同和対策集会所（7か所）の維持管理・運営等に必要な事業等を実施した。 

 

 1 集会所指導員及び集会所管理人の設置・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,437,200円 

・ 集会所指導員１名及び管理人または鍵管理人配置し、集会所の管理・運営を図った。 

 

 2 集会所運営委員会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・144,000円 

・ 年1～2回各集会所の運営委員により年間事業計画等について協議を行った。 

 

 3 集会所の維持・管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,872,103円 

・集会所の光熱水費、燃料費、保険料、消防設備及びし尿浄化槽の保守点検費の他、除草剤や 

トイレットペーパー等消耗品、屋根塗装、樹木の剪定等、集会所の維持管理に必要な措置を行

った。 
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事 業 名 成人式開催事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 143-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,483,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 1,483,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 1,118,697円

事
業
の
目
的 

新成人を祝い、励まし、成人としての意

識の高揚と自覚を促す。 

事
業
の
概
要 

・「成人の日」前日の日曜日、各公共施設において、

式典を開催する。 

・実行委員会と協議し、式典・アトラクション・写

真撮影等実施する。 

・主催は加須市教委・実行委員会とする。 

・来賓、次第等の式典内容を調整 

・当面は、現行どおり旧市町単位で実施 

・1箇所に統合した開催方法を検討（出席率から1,200

名程度の収容規模が必要）する。 

・記念品は金額を統一する。 

事業の実績・成果  

新成人の門出を祝福し、社会人としての自覚と心構えを認識するように式典を実施した。 

１ 開催内容 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 

開催日（平成23年） １月9日（日） １月9日（日） １月9日（日） 1月9日(日) 

開催場所 パストラルかぞ 騎西コミュニティ

ーセンター 

北川辺生涯学習セ

ンター 

大利根生涯学習セ

ンター 

式典内容 ・式典、 

・アトラクション 

・式典、 

・アトラクション 

・式典、 

・アトラクション 

・式典 

・アトラクション 

該当者（人）男性  428人   121人   96人 81人 

      女性  386人   106人   78人 67人 

       計  814人   227人  174人 148人 

出席率  77％   89％  89％ 82％ 

記念品 タンブラー 

紅白饅頭 

DVD(成人式･恩師

のビデオメッセー

ジ･写真) 

印章ケース 

紅白饅頭 

CD-R(式典及びア

トラクションの写

真) 

施設借上料（円） 

  

 

161,200円 

・実行委員会用 

5,500円

・式典用 

155,700円

   

消耗品費・印刷製

本費等 

・タンブラー 

    185,500円 

・紅白饅頭 

236,250円

・その他 

13,500円

・記念品DVD 

231,000円

・封筒等 

8,393円

・記念品発送料 

22,345円

・印章ケース 

41,055円 

・紅白饅頭 

53,550円 

・その他 

15,673円 

・記念品CD-R 

   74,598円 

・CD-R、封筒等 

   23,633円 

謝 金 ・成人式協力謝金 

20,000円

・成人式協力謝金 

20,000円

・成人式協力謝金 

10,000円 

・成人式協力謝金 

    2,000円 
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２ 運営形態 

 ○加須地域  実行委員制度により運営（市内中学校出身の新成人による実行委員会を組織し、 

        主体的な式典の企画・運営が行われた。） 

 ○騎西地域   同上 

 ○北川辺地域  同上 

 ○大利根地域  同上 

 

３ 参加者の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須市 1,498 1,578 1,563 1,399 1,363

旧加須市 848 892 887 783 814

旧騎西町 266 291 271 251 227

旧北川辺町 205 211 214 192 174

該
当
者
数
（
人
） 

 

旧大利根町 179 184 191 173 148

加須市 1,143 1,236 1,181 1,101 1,105

旧加須市 625 698 674 608 628

旧騎西町 219 230 205 204 201

旧北川辺町 158 157 161 148 154

出
席
者
数(

人) 

 

旧大利根町 141 151 141 141 122

加須市（平均） 76 78 76 79 81

旧加須市 74 78 76 78 77

旧騎西町 82 79 76 81 89

旧北川辺町 77 74 75 77 89

出
席
率
（
％
） 

 

旧大利根町 79 82 74 82 82

 

 

成人式出席率の推移(％)
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事 業 名 夢を育む絆推進事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-11 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,405,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 1,336,600円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 519,048円

事
業
の
目
的 

「家庭の教育力」と「地域の教育力」の

向上を図り、家族・学校・地域・行政が

連携して、家族や地域の絆を深め、子ど

もを健やかに育てる地域教育を充実さ

せるとともに、夢のあるまちづくりを進

める。 

事
業
の
概
要 

・絆の大切さを啓発する「親の学習講座」「家庭教育

学級」「子育て講座」を実施（各公民館・教育事務所）

する。 

・みんなの「絆」写真コンクールを開催する。 

・市内イベント等で絆をＰＲする活動(市民まつり絆

部会）及び青少年市民会議等の関係団体における活

動時のPRを実施する。 

・各教育事務所との連携及び事業の見直しを図る。

事業の実績・成果  

○加須地域 

 「世代間の交流」「地域の役割」「教育の原点“家庭”」等をテーマに絆の大切さを啓発する講座など

を開催した。 

 また、家族・地域の絆写真コンクールを行い、「絆」の大切さについて写真を通じて、市民一人ひと

りに呼びかけるきっかけづくりができた。 

  ・実施概要 市内9公民館において家庭教育学級を開催した。 

       延べ講座実施回数 25講座  参加者数 1,553人 

  ・ 家族･地域の絆写真コンクール 

   (1)参加者数 

        一般の部7人(14作品)・スナップ写真の部2人(2作品) 

    (2)経費 

     報償費(賞賜金)   44,000円 

     消耗品費       8,838円 

     会場借上料      3,900円 

 

○騎西地域 

 地域の教育力の向上を図るため、幼稚園・小学校・中学校の各ＰＴＡに委託し「家庭教育学級」を

実施するとともに、現在子育て中の親を対象にした「親の学習」講座を開催したことで、子育てにつ

いて考える機会が増え、親同士の交流・意見交換が図られた。 

 また、就学時健康診断の機会を捉え、その保護者を対象にした「子育て講座」を開催し、学校や家

庭での児童に対する保護者の悩みや不安の解消を図った。 

 更に、地域の方との交流及び絆を深めるため、騎西音頭講習を小学校運動会に合わせて実施した。

開催内容 

        1 親の学習講座 

     (1)参加者数  延べ283人（8講座開催） 

     (2)経  費  報償費（講師謝金） 31,000円     

        2 子育て講座 

     (1)参加者数  延べ171人（5講座開催） 

     (2)経  費  報償費（講師謝金） 33,000円 

    3 家庭教育学級 

     (1)参加者数  延べ1,300人 

     (2)経  費  委託料             323,310円 

    4 騎西音頭講習 

     (1)参加者数  延べ548人 

     (2)経  費  報償費（講師謝金） 10,000円 
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○北川辺地域 

  就学時健康診断の機会を捉え、その保護者を対象にした「家庭教育学級」を開催し、学校や家庭 

 での児童に対する保護者の悩みや不安の解消を図った。 

  開催内容 

    1 家庭教育学級（北川辺地域内2小学校で実施） 

      (1)参加者数  延べ82人 

  

○大利根地域 

 就学時健康診断の機会を捉え、その保護者を対象にした「家庭教育学級」を開催し、学校や家庭で

の児童に対する保護者の悩みや不安の解消を図った。 

  また、子どもたちが夢を持ち、健やかに成長する教育環境の充実を図るため、児童を対象とした生

 涯学習講座を実施した。 

   開催内容 

    1 家庭教育学級（大利根地域内4小学校で実施） 

     (1)参加者数  92人 

     (2)経  費  報償費（講師謝金） 25,000円 

        2 児童対象講座 

     (1)参加者数  延べ89人（2講座開催） 

     (2)経  費  報償費（講師謝金） 40,000円 

 

 

 

 

事 業 名 青少年健全育成事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 143-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 4,536,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 4,536,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 4,079,680円

事
業
の
目
的 

青少年の健全な発達を促し、自主性・社

会性や正義感・倫理観を持った豊かな人

間性を育む。 
事
業
の
概
要 

・青少年を健やかに育成する青少年団体への補助金

の交付、事務作業を支援する。 

・少年の主張大会、講演会（騎西・大利根）等を開

催する。 

・各教育事務所との開催内容(16→30 校)、講演会の

実施(統合及び同一開催の可否)、選考方式(書類審

査・本選審査)を協議する。 

・県少年の主張大会への選考方法を検討する。 

・未実施である北川辺地域の参加調整を図る。 

事業の実績・成果  

 社会教育関係団体への活動支援、助成等を行い、社会教育の振興を図りつつ、団体としての自立を促した。

 

1 社会教育団体への助成 

○加須地域 7団体  2,181,000円 

  ・加須市ＰＴＡ連合会       1,065,000円   ・加須市青少年団体連絡協議会 90,000円 

  ・青少年育成加須市民会議      324,000円   ・ボーイスカウト       90,000円 

  ・加須市加須子ども会育成連絡協議会 261,000円   ・ガールスカウト       90,000円 

  ・加須市青少年相談員協議会     261,000円 
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 ○騎西地域 2団体      444,000円   

  ・青少年育成加須市騎西市民会議        283,000円 

  ・加須市騎西青少年相談員協議会        161,000円 

 ○大利根地域 2団体   325,000円 

  ・加須市大利根青少年相談員協議会   130,000円(うち、100,394円返金) 

  ・加須市大利根子ども会育成連絡協議会 195,000円 

 ○北川辺地域 2団体      674,000円 

  ・加須市北川辺青少年相談員協議会    180,000円 

  ・加須市北川辺子ども会育成連絡協議会  494,000円 

 

2 社会教育団体活動内容 

 ○加須地域  

  ・加須市ＰＴＡ連合会 

   市長との懇談会、座談会、家庭教育講演会並びにＰＴＡ活動実践発表会、視察研修、市Ｐ連だより発

   行、役員会議 

  ・青少年育成加須市民会議 

   少年の主張大会、市民まつり参加、非行防止キャンペーン、音楽市場、活動パネル展示、あいさつ運

   動キャンペーン参加、広報紙発行、役員会議、 

  ・加須市加須子ども会育成連絡協議会 

   救急救命講習、ジュニアリーダー育成、つぼみスクール、彩の国21世紀郷土かるた地域大会、 

   彩の国21世紀郷土かるた北埼玉支部大会、加子連だより発行、役員会議 

  ・加須市青少年相談員協議会    少年教室(年７回)、成人式運営協力、定例会議 

  ・加須市青少年団体連絡協議会  加須市環境美化キャンペーン、定例会議 

  ・ボーイスカウト 

      規律訓練、水泳・水難訓練、募金活動、宿泊訓練・キャンプ、カヌー訓練、工場見学、加須市民まつ

り参加、施設訪問、クリスマス会、スキー訓練、スケート訓練 

  ・ガールスカウト 

   駅清掃、料理集会、交通安全キャンペーン参加、キャンプ、研修会、バザー、市民まつり参加、コミ

   セン祭参加、募金活動、国際交流会、施設訪問 

 ○騎西地域 

  ・青少年育成加須市騎西市民会議 

   少年の主張大会・青少年健全育成講演会(騎西地域)、青少年非行防止パトロール、きさい元気ッ

   ズ、各支部助成 

  ・加須市騎西青少年相談員協議会 きさい元気ッズ、バスハイキング、成人式協力、定例会議 

 ○大利根地域 

  ・加須市大利根子ども会育成連絡協議会 

   グライダー体験搭乗会、おおとね郷土かるた大会、福祉ふれあい広場協力、人権尊重町民の集い、

   彩の国21世紀郷土かるた地域大会、彩の国21世紀郷土かるた北埼支部大会 

  ・加須市大利根青少年相談員協議会 

   利根川河川敷清掃、サマーチャレンジ保育協力、福祉ふれあい広場協力、成人式協力、クリスマ

ス会 

 ○北川辺地域 

  ・加須市北川辺青少年相談員協議会 

   中学１年生キャンプの集い【主催事業】、渡良瀬クリーン作戦、あやめまつり協力、サマーフェスタ 

   協力、健康福祉まつり協力イルミネーション大作戦協力 
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  ・加須市北川辺子ども会育成連絡協議会 

   学校へ泊まろう！、ハイキング、イルミネーション大作戦、北川辺地域子ども会かるた大会、北埼玉

   支部かるた大会、サマーフェスタ協力 

 

3 社会教育団体の組織等 

 ○加須地域 

  ・加須市ＰＴＡ連合会           44団体 10,394名 

  ・青少年育成加須市民会議         12団体 41,080名 

  ・加須市加須子ども会育成連絡協議会    36団体 1,800名 

  ・加須市青少年相談員協議会         14名  

  ・加須市青少年団体連絡協議会        5団体 1,995名 

  ・ボーイスカウト             110名 

  ・ガールスカウト                45名 

 ○騎西地域 

  ・青少年育成加須市騎西市民会議        20団体 6,713名 

  ・加須市騎西青少年相談員協議会      14名 

 ○大利根地域 

  ・加須市大利根子ども会育成連絡協議会   27団体 1,072名 

  ・加須市大利根青少年相談員協議会     6名 

 ○北川辺地域 

  ・加須市北川辺子ども会育成連絡協議会 194名 

  ・加須市北川辺青少年相談員協議会    17名 

 

 

4 少年の主張大会の実施 

 ○加須地域 

  ・会場借上料           32,700円 

  ○騎西地域 

  ・講師謝金(青少年健全育成講演会) 250,000円 

  ○大利根地域 

  ・講師謝金            40,000円 

  ・消耗品             11,342円 

 

5 その他 

 ○加須地域 

  ・消耗品費             7,087円 

 ○騎西地域 

  ・消耗品費            49,588円 

  ・印刷製本費             9,890円 

 ○北川辺地域 

 ・消耗品費             19,217円 

  ・借上料             131,250円（中学1年生キャンプの集い バス代） 

 ○大利根地域 

  ・消耗品費              5,000円 
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事 業 名 騎西生涯学習センター管理運営事業 

担 当 課 騎西教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-07 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 31,965,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 31,965,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 29,824,300円

事
業
の
目
的 

市民が自ら学ぶ力を身につけ、健康で生

き生きと、楽しく暮らせる社会づくりの

ため、生涯学習の拠点である施設の機能

充実を図る 

事
業
の
概
要 

生涯学習センターの管理運営を行う。 

・施設の管理・貸館業務 

・生涯学習講座  騎西の史跡ガイド養成講座、文

学講座ほか48講座 音楽会の開催 

・サークル活動への支援 

事業の実績・成果  

 地域の生涯学習の拠点となる生涯学習センターの管理及び生涯学習事業を実施した。 

 

１ 管理・事業に係る経費 

   臨時雇用賃金             1,966,380円 

   謝金                  784,466円 

   光熱水費               5,998,582円 

   修繕料                1,271,134円 

   委託料（清掃・警備・設備保守等）   16,732,132円 

   その他（消耗品・燃料費・役務費等）  3,071,606円 

 

２ 講座回数及び参加者数の推移 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

講座数 38 41 35 38 49 

延べ開催数 146 139 80 97 117 

参加延べ人数 2,947 2,784 1,681 1,775 1,968 

                          ※22年度：音楽会自主事業１回含む 

３ 貸館の推移 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

回数（回） 2,072 2,368 2,469 2,497 2,671 

人数（人） 29,010 31,126 33,004 32,282 28,055 

使用料（円） 1,297,120 1,376,200 1,285,775 1,357,875 1,350,725 

   

４ 各室稼働日率の推移                          （単位：％） 

       平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

多目的室 81.4 79.8 96.1 89.5 92.0 

展示室 12.7 10.1 26.1 8.7 9.9 

研修室 68.7 71.6 88.1 88.5 85.5 

パソコン研修室 52.6 32.5 41.6 34.9 34.5 

音楽室 67.4 77.1 94.9 90.7 99.1 

陶工芸室 37.2 33.5 40.0 46.8 58.2 

陶芸窯 45.2 44.6 53.0 59.6 44.7 

料理研修室 20.6 16.9 17.5 16.8 19.0 

視聴覚室 61.9 60.1 74.4 77.3 77.7 

ボランティア室 15.6 16.1 16.4 12.1 11.8 

※ボランティア室は使用料設定の貸館対象外（ボランティア団体・市の事業で使用） 
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事 業 名 騎西放課後子ども教室推進事業 

担 当 課 騎西教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 143-06 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 848,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 848,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 703,200円

事
業
の
目
的 

少子化や核家族化の進行、就労形態の多

様化及び家庭や地域の子育て機能・教育

力の低下など、子どもを取り巻く環境の

変化を踏まえ、放課後等に子どもが安心

して活動できる場の確保を図る。 

事
業
の
概
要 

できるだけ多くの地域の方々の参画のもとに、放課

後や休日を利用し、ニュースポーツや昔あそび等を、

学年の異なる友達と行ったり、地域との交流機会を

設けることにより、自然と社会ルールを身につけ、

自分の考えをしっかり伝える力などの育成をめざ

す。 

ニュースポーツ（フロアカーリング・ドッチビー・

グラウンドゴルフ等） 

昔あそび（かるた・百人一首・こま回し等） 

事業の実績・成果  

 騎西地域の全小学校(5校)で放課後子ども教室を実施した。 

 学校により実施回数等に差はあるが、安全安心な居場所づくりの提供や、地域住民と交流する機会を

設けることができた。 

 

１ 放課後子ども教室に係る経費 

   消耗品費     221,341円 

   燃料費       17,909円 

   備品購入費      463,950円 

 

  ※埼玉県放課後子ども教室推進事業費補助金として328,000円の補助を受けて実施。 

 

 

２ 放課後子ども教室実施校数・実施回数・参加者数の推移 

   平成20年度 平成21年度 平成22年度

実施校数 2校 3校 5校 

延べ実施回数 11回 9回 38回 

参加延べ人数 525人 530人 1,284人 
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事 業 名 大利根生涯学習センター管理運営事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 16,309,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 16,426,940円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 14,754,196円

事
業
の
目
的 

生涯学習の拠点施設として市民に対し、

生涯学習活動の普及促進を図るととも

に施設の管理運営を行う。 

事
業
の
概
要 

・生涯学習センター運営委員会を開催する。 

・生涯学習センター管理運営のための臨時職員を配

置する。 

・施設設備等の維持管理を行う。 

・生涯学習センター主催事業を実施する。 

事業の実績・成果  

【施設管理】 

 

１ 事業の実績・成果 

 生涯学習センターの施設管理として、光熱水費、機械警備業務委託、消防設備点検、浄化槽保守点検、

  草刈及び清掃業務委託等、維持・管理を行った。 

 

２ 管理・事業に係る経費 

  謝金                  585,405円 

  光熱水費               3,382,260円 

  修繕料                 497,120円 

  委託料（清掃・警備・設備保守等）    3,196,858円 

  その他（消耗品・燃料費・役務費等）  3,004,253円 

 

３ 臨時職員に係る経費 

  生涯学習センターの管理運営として、臨時職員を配し利用申請の受付等、施設の管理に努めた。 

  臨時職員賃金             4,088,300円 

 

４ 貸館の推移 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用人数（人） 25,395 24,486 23,865 27,184 24,994

使用料（円） 1,868,000 2,038,500 1,732,350 1,675,600 1,642,300

 

５ 各室稼働日率の推移      （単位：％） 

       平成21年度 平成22年度

多目的ホール 66.3 65.2 

和室１ 89.4 89.0 

和室２ 74.4 75.8 

会議室 86.1 90.4 

調理室 39.0 41.0 

  ※ 稼動日率の算出方法：稼動日／開館日 
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事 業 名 大利根さわやかほーむ管理運営事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-10 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 346,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 346,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 304,373円

事
業
の
目
的 

・生涯学習活動の普及促進を図る。 
事
業
の
概
要 

・様々な学習機会や学習の場を提供するため、さわ

やかほーむの運営管理を行う。 

事業の実績・成果  

 ・清掃等、維持・管理を行った。 
 

 管理・事業に係る経費 

   修繕料 (網戸張替修繕、玄関前ひび割れ修繕)48,275円 

   委託料（清掃）              122,375円 

   その他（消耗品・燃料費・手数料等）   133,723円 

 

 

事 業 名 大利根多目的研修センター管理運営事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-08 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,381,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 1,362,100円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 1,243,121円

事
業
の
目
的 

・生涯学習活動の普及促進を図る。 
事
業
の
概
要 

・様々な学習機会や学習の場を提供するため、多目

的研修センターの運営管理を行う。 

事業の実績・成果  

 ・多目的研修センターの施設管理として、光熱水費、消防設備点検、浄化槽保守点検等、維持・管理

  を行った。 

 

  管理・事業に係る経費 

   光熱水費                674,213円 

   修繕料                 249,900円 

   委託料（清掃）              120,750円 

   その他（消耗品・燃料費・手数料等）      198,258円 
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事 業 名 北川辺生涯学習センター管理運営事業 

担 当 課 北川辺教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-11 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 23,246,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 23,205,151円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 19,192,604円

事
業
の
目
的 

市民に対し生涯学習活動の場と機会を

提供するとともに、利用者の学習活動を

援助することで、本市の生涯学習活動の

振興を図る。 

事
業
の
概
要 

学習活動の場の提供 

・学習棟及びホールの貸出し、セッティング 

学習活動の機会の提供 

・文化事業（映画鑑賞会等）の開催 

事業の実績・成果  

 地域の生涯学習の拠点となる生涯学習センターの管理及び市民の生涯学習活動の普及・振興を図っ

た。 

 

１ 管理・事業に係る経費 

   謝金                  13,200 円 

   光熱水費               7,628,086 円 

   修繕料                 263,168 円 

   委託料（総合管理・警備・設備保守等） 9,506,733 円 

   その他（消耗品・役務費・借上料等）  1,781,417 円 

 

２ 映画鑑賞会参加者の推移 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

上映回数（回） 3 4 3 2 2

来場者数（人） 561 643 582 383 459

 

３ 貸館の推移 

   平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

利用人数（人）  24,476 25,165 24,520 20,839 19,176

使 用 料（円） 860,375 1,039,350 1,289,020 1,344,300 1,399,370

   

４ 各室稼働日率の推移                          （単位：％） 

       平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

多目的ホール 43.6 50.5 44.2 34.3 36.4 

音楽室 87.9 85.3 82.1 85.0 91.2 

工芸室 48.5 50.8 53.8 54.3 48.7 

研修室 85.7 77.9 68.6 61.4 60.7 

和  室 44.3 44.3 40.7 32.0 31.2 

  ※ 稼動日率の算出方法：稼動日／開館日 
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事 業 名 童謡のふる里づくり推進事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 164-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 971,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 989,900円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 833,521円

事
業
の
目
的 

下總皖一の顕彰及び童謡のふる里づく

りの推進を図る。 事
業
の
概
要 

・おおとね童謡のふる里室の管理運営を行う。 

・野菊の里づくりボランティアによる「野菊づくり」

及び「春夏秋冬花いっぱい活動」を展開する。 

・おじいさんとおばあさんの学校参観を実施する。

事業の実績・成果  

１ 管理・事業に係る経費 

  修繕料                   18,900円 

  その他（消耗品・通信運搬費）          253,021円 

 

２ 臨時職員に係る経費 

  童謡のふる里室の管理運営として、臨時職員を配し、来館者の対応及び施設の管理に努めた。 

  臨時職員賃金               561,600円 

 

３ 平成22年度おじいさんとおばあさんの学校参観 

  本事業を通し家族や地域の絆を深め、家庭や地域の教育力の向上を図り、 

  健やかで豊かな心を育む人づくりや地域の教育環境の充実を目的とする。 

  

  平成22年度学校参観実績 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ 野菊の里づくりボランティア活動実績 

  打ち合わせ会議 ２回    参加者   30名 

  各施設の活動  月１～２回 参加者のべ195人 

  除草作業    週1回程度  

  水やり作業   毎日     

 ※ 除草作業及び水やり作業についてはその都度、都合のつく方が参加 

学校名 実施日 参加人数 

大利根東小学校 平成22年5月28日 178 名 

原道小学校 平成22年11月4日 77 名 

元和小学校 平成22年10月15日 92 名 

豊野小学校 平成22年6月29日 107 名 

合計 454 名 
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事 業 名 美術作品取得基金積立事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 162-06 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 5,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 5,219円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 5,219円

事
業
の
目
的 

美術作品の取得を円滑に行うため、基金

を積立てる。 事
業
の
概
要 

基金の運用収益から生じる歳入歳出の経理 

事業の実績・成果  

基金の運用収益から生じた歳入5,219円を積み立てた。基金残高は3,291,111円。 

 
事 業 名 災害対策大利根生涯学習センター管理運営事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-92 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 650,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 346,500円

事
業
の
目
的 

東日本大震災により被害を受けた施設

の原状回復を早急に行う。 事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・工作物等の被害箇所を速や

かに修繕する。 

事業の実績・成果  

 施設修繕：決算額346,500円 

  ・大利根生涯学習センター通路舗装陥没部分修繕 

 

 
事 業 名 集会所管理運営事業【繰越明許費分】 

担 当 課 生涯学習課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 949,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 949,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 785,400円

事
業
の
目
的 

老朽化する集会所の施設整備を行い、利

用者が安心・安全に利用できる公共施設

として、集会所活動の振興を図る。 

事
業
の
概
要 

簡易修繕を執行する。 

事業の実績・成果  

本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金提案事業として3月補正で計上したが、

年度内の事業完了は困難なため、繰越明許となった。 

 

 屋根の塗装が傷んだため、塗り替えを行った。 

 

・阿良川集会所屋根塗装      785,400円 
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事 業 名 大利根生涯学習センター管理運営事業【繰越明許費分】 

担 当 課 大利根教育事務所 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,291,500円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 1,291,500円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 1,291,500円

事
業
の
目
的 

大利根生涯学習センター利用者の安

心・安全、快適な施設利用のため整備す

る 

事
業
の
概
要 

大利根生涯学習センターの外構の修繕を行い、安

心・安全、快適な施設の確保に努める。 

事業の実績・成果  

 大利根生涯学習センターの外構を修繕し、利用者への安心・安全、快適な施設環境の整備を図った。

   

○大利根生涯学習センター管理運営事業             1,291,500円 

   玄関入口前、中庭、駐輪所、駐輪所通路、西側通用口段差修繕 

 

 

 

 
事 業 名 大利根多目的研修センター管理運営事業【繰越明許費分】 

担 当 課 大利根教育事務所 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 945,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 945,000円

目 01 社会教育総務費 決 算 額 945,000円

事
業
の
目
的 

大利根多目的研修センター利用者の安

心・安全、快適な施設利用のため整備す

る 

事
業
の
概
要 

大利根多目的研修センターの和室・会議室・調理室

のエアコンの修繕を行い、安心・安全、快適な施設

の確保に努める。 

事業の実績・成果  

 大利根多目的研修センターの和室・会議室・調理室のエアコンを修繕し、利用者への安心・安全、快

適な施設環境の整備を図った。 

   

○大利根多目的研修センター管理運営事業               945,000円 

   和 室：1台 

   会議室：2台 

   調理室：1台 

 

 

 



 581

 

事 業 名 公民館管理運営事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 152-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 33,152,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 33,131,224円

目 02 公民館費 決 算 額 28,344,095円

事
業
の
目
的 

地域住民のニーズに沿った公民館事業

を効果的に展開することで、生活文化の

振興、福祉の充実を図るため適正な施設

管理を行う。 

事
業
の
概
要 

・公民館施設管理、簡易修繕等事務の執行を図る。

・市民サービスセンター業務、図書返却業務等、地

域拠点としての公民館のあり方を検討する。 

・地域との協働による管理運営(補修等)を検討する。

・地域の意向を反映できるよう公運審を開催し、各

種事業・施設運営の検討を図る。 

事業の実績・成果  

 各公民館において、地域住民の生活文化の振興、福祉の向上を図るよう、講座・学級の開設、施設の

適切な管理を行った。 

 また、地域のサービスセンターとして、住民票や税関係証明書の発行業務及び図書の返却業務を行っ

た。 

 

1 公民館事業                                2,084,765円 

 ○加須地域                             1,567,389円 

  ・公民館運営審議会委員謝金、消耗品費、印刷製本費等 

 (1) 家庭教育学級   9学級（延25回・延受講者数1,553人） 

   幼稚園児や小学校児童の保護者を対象に、家庭でのしつけ等について学び、子どもの成長を正し

く導くことを目的に9公民館で実施した。 

 (2) 高齢者学級    9学級（延79回・延受講者数2,950人） 

 高齢者がその年齢にふさわしい知識を身につけ、健康で生きがいのある人生を送れることを目的

に9公民館で実施した。 

 (3) 人権教育講座   9学級（延16回・延受講者数630人） 

 人権問題についての基礎的理解を深め、今なお残っている差別の厳しさを学び、差別意識の解消

に役立てるために人権教育講座を9公民館で実施した。 

 (4) 一般講座（共催講座含む） 

   市民の多種多様なニーズに対応できるよう、幅広い分野の講座を実施した。また、昨年度に引き

  続き生涯学習セミナーとの共催講座を実施した。  100講座（延374回・延受講者数5,746人）

 ○北川辺地域                             517,376円 

  ・公運審委員謝金、消耗品費、印刷製本費、借上料等 

 (1) 子どもリーダー研修キャンプ  （小学5･6年生：36人、ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｽ（中高生）：25人） 

   地域内の小学5･6年生とｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｽ（中高生）を対象に、宿泊体験を通して子ども達の自主性

  や社会性、リーダー性を育み、地域の絆を深めることを目的に実施した。 

 (2) 自主企画講座    2講座（延16回・延受講者数181人） 

   地域住民自らが、教えてみたい、学んでみたいと思うことを実際に講座として企画・運営し、自

らが教え学ぶことの喜びを体験するとともに、地域内講師の育成を目的に開催した。 

 (3) ふるさと学宅配便   6講座（延8回・延受講者数212） 

   地域住民や学校が主催する会合や研修会等に登録講師を派遣し、住民に対し学習機会を提供する

ことを目的に開催した。 

 (4) 一般教室等      1教室（延24回・延受講者数335） 

   昨年に引き続き健康ﾏｰｼﾞｬﾝ教室を実施した。また、利用者団体を対象に人権啓発ビデオの視聴を

行った。もったいない市場の開催やもったいないｺｰﾅｰを常設し、不用品の譲渡紹介を行った。 
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2 公民館管理                               16,220,050円 

 ○加須地域                           14,482,974円 

  ・施設管理委託、光熱水費、施設修繕等 

 ○北川辺地域                           1,737,076円 

  ・施設管理委託、光熱水費、施設修繕等 

 

3 その他                                 10,039,280円 

 ○加須地域 

・臨時職員賃金、館長報酬等                 10,038,760円 

 ○北川辺地域 

  ・旅費                               520円 

 

4 講座受講者数の推移 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 760 667 625 574 543

旧加須市
（9公民館）
旧北川辺町
（1公民館）

13 1 61 59 49

加須市 25,831 23,501 22,647 12,181 11,668

旧加須市
（9公民館）
旧北川辺町
（1公民館）

169 40 751 469 789

講
座
受
講
者

延
べ
人
数

（

人
）

講
座
延
べ
実
施

回
数
（

回
）

515 494

25,662 23,461 21,896 11,712 10,879

747 565666

 
 

公民館講座の実施状況
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事 業 名 地区文化祭振興事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 163-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 855,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 855,000円

目 02 公民館費 決 算 額 855,000円

事
業
の
目
的 

講座、クラブなどの学習成果を発表、展

示することにより地域住民の学習意欲

を高め、生涯学習の振興を図る。 

多くの方に参加してもらうため、積極的

なＰＲを行うとともに常に事業内容の

見直しを図りながら、より多くの出展・

出品者、参加者を得る。 

事
業
の
概
要 

地域住民の学習意欲を高め、生涯学習の振興を図る

ため、公民館利用者による学習成果の発表、作品展

示を実施する。 

事業の実績・成果  

 加須地域の各公民館において、講座・教室、クラブなどで学習・活動した成果を発表し、地域住民の学習

意欲の向上を図るため文化祭を開催した。 

1 加須地域各公民館文化祭の状況   文化祭補助金 各館95,000円×9館=855,000円 

館  名 日   程 主 な 催 事 来館者数

10月23日（土） 
加須地区女性会バザー、折り紙体験、大正琴、朗読劇 

ギター・オカリナの演奏 加須公民館 

10月24日（日） 祝い太鼓、手打ちうどん 

1,600人

10月23日（土） 模擬店・太鼓・縁日 

10月24日（日） 模擬店・バザー、グランドゴルフ大会、カラオケ大会 

10月25日（月） 茶道教室 
不動岡公民館 

11月7日（日） キーボード演奏会、社交ダンス発表会 

960人

10月23日（土） お囃子、KLAバザー、民踊、おはなし会、模擬店 
三俣公民館 

10月24日（日） 大正琴演奏会、模擬店 
700人

10月23日（土） 模擬店、ふれあい市場、グランドゴルフ大会、作品展示 
礼羽公民館 

10月24日（日） もちつき・模擬店、カラオケ発表会、音楽会、作品展示 
529人

10月23日（土） 

和太鼓、フラダンス、むかし遊び、陶芸体験 

ミニグランドゴルフ、作品展示 

炊き込みご飯の無料サービス 大桑公民館 

10月24日（日） 
コーラスとトールペイント体験、作品展示 

炊き込みご飯の無料サービス 

1,225人

10月23日（土） 
ゲートボール大会、模擬店・アルファー米試食会 

アクセサリー作り 
水深公民館 

10月24日（日） 
グランドゴルフ大会、模擬店・アルファー米試食会 

アクセサリー作り、トールペインティング教室 

487人

10月23日（土） 模擬店、グランドゴルフ、作品展示 
樋遣川公民館 

10月24日（日） 模擬店、クイズ、花卉販売、作品展示 
630人

10月23日（土） 作品展示、一日体験教室（ビーズ体験講座）、模擬店 
志多見公民館 

10月24日（日） 作品展示、模擬店、花き販売 
429人

10月23日（土） 
菊花展、募金、福祉啓発、作品展 

福祉展、行政展、防災展、作品展示、模擬店 大越公民館 

10月24日（日） 発表会、福祉展、行政展、防災展、作品展示、模擬店 

480人
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2 加須地域各公民館文化祭来館者の推移                        

                                       （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須公民館 1,150 1,560 1,600 1,350 1,600 

不動岡公民館 1,098   761   866   949  960 

三俣公民館   600   360   500   630  700 

礼羽公民館   850   543   699   488  529 

大桑公民館 1,300 1,308 1,350 1,045 1,225 

水深公民館   600   467   445   432   487 

樋遣川公民館  800   750   650   660  630 

志多見公民館  600   400   369   337   429 

大越公民館 1,000   630   630   500  480 

参加者合計 7,998 6,779 7,109 6,391 7,040 

 

来館者数の推移(人）
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事 業 名 公民館施設整備事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 38,342,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 38,362,776円

目 02 公民館費 決 算 額 35,042,476円

事
業
の
目
的 

老朽化する公民館施設の整備充実を行

い、利用者が安心・安全に利用できる公

共施設として、公民館活動の振興を図

る。 

事
業
の
概
要 

・地デジ対応機器の整備(アンテナ等)を図る。 

・加須公民館の大規模改修工事を執行する。 

・改修期間中（11 月～2 月）における公民館移転先

の確保 

事業の実績・成果  

 加須公民館の建築物定期調査において、改善箇所として指摘のあった外壁クラック、防水シートの亀

裂等の改修、公民館地上デジタル放送対策工事、ガステーブルの購入を実施し、利用者が安全･快適に

活動できる施設設備を行うことで、公民館活動の振興が図れた。 

○経費内訳 

1 公民館改修工事                             34,503,000円 

 ・加須公民館改修管理委託                1,470,000円 

 ・加須公民館改修工事                  32,718,000円 

 ・加須公民館什器移動業務委託（備品等運搬）        315,000円 

2 公民館地上デジタル放送対策工事                        518,700円 

 ・加須地域公民館（9公民館）                518,700円 

3 公民館備品購入                               20,776円   

 ・加須公民館ガステーブル交換                20,776円 

 

事 業 名 公民館施設整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 生涯学習課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 951,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 951,000円

目 02 公民館費 決 算 額 871,850円

事
業
の
目
的 

老朽化する公民館の施設整備充実を行

い、利用者が安心・安全に利用できる公

共施設として、公民館活動の振興を図

る。 

事
業
の
概
要 

簡易修繕を執行する。 

事業の実績・成果  

本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金提案事業として3月補正で計上したが、

年度内の事業完了は困難なため、繰越明許となった。 

 

 施設の修繕、備品購入を実施し、利用者が安心・快適に活動できる施設整備を行った。 

 

○公民館施設整備                             752,150円 

 ・大越公民館2Fトイレ改修                 157,500円 

 ・樋遣川公民館講堂照明及び和室広縁等修繕          297,150円 

 ・大桑公民館和室畳張替え                  98,000円 

 ・三俣公民館講堂、会議室壁穴修繕              199,500円  

○公民館備品購入 

 ・三俣公民館折りたたみ椅子収納台車購入                  119,700円 
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事 業 名 図書館管理運営事業 

担 当 課 図書館課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 154-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 59,994,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 61,753,000円

目 03 図書館費 決 算 額 59,451,347円

事
業
の
目
的 

資料を提供して、調査研究、及びレクリ

エーションに資するとともに、利用し易

い環境の整備を行う。 
事
業
の
概
要 

市内4図書館のネットワーク化を促進する。 

図書館情報システムを活用した貸出、返却、予約処

理、及び返却の督促等を能率的に行う。また、時節

ごとの展示を行い、良好な環境づくりに努め、さら

に、ボランティアを中心におはなし会を開催する。

夏休み期間中には、中学生等の研修を受け入れる。

事業の実績・成果  

 図書館が市民に親しまれ、快適に利用できるよう、利用者のニーズに即したサービスの向上を目指し、

貸出、返却等の図書館業務全般が円滑に行えるよう設備の維持及び管理運営業務を行った。 

 

１ 施設運営費    28,934,373円（総務管理費156,266円含む） 

  （１）図書館情報システム借上料（加須）                  4,466,448円 

  （２）コピー機借上料（加須355,068円・北川辺75,600円）           430,668円 

  （３）コピー機・印刷機再リース料（騎西14,196円・おおとね31,122円）     45,318円  

  （４）ファクシミリ借上料（加須）                        76,860円 

  （５）図書館システム管理委託料                                            2,415,000円 

  （６）図書館情報システム保守委託料                                        5,156,556円 

  （７）ＡⅤブースシステム管理委託料(加須)                               227,325円 

  （８）無断持ち出し防止装置保守委託料（騎西）                210,000円 

  （９）おおとね図書館施設管理委託料（清掃業務委託・警備委託等）         2,859,930円 

  （10）電話インターネット等回線利用料                   3,258,505円 

  （11）燃料費（総務管理費99,717円を含む）                  143,224円 

  （12）車両保険・重量税（総務管理費15,536円を含む）             56,188円   

  （13）印刷製本費（利用案内作成等）                                         509,150円 

  （14）修繕料（総務管理費41,013円を含む）                                 1,278,961円 

  （15）おおとね図書館光熱水費・建物火災保険                    3,910,234円 

  （16）その他（消耗品・備品等）                                            3,890,006円 

 

２ 図書館読書普及事業    117,860円 

  子どもの読書普及のために活動するボランティアの資質向上を図り、併せてボランティア活動の活

性化を促すための研修会を行った。 

  （１）児童奉仕研修会（加須図書館全2回開催）参加延べ人数42人                30,000円 

  （２）おとなのためのおはなし会（加須・おおとね図書館開催）参加延べ人数82人 50,000円 

  （３）会場借上料                               5,100円 

  （４）傷害保険料（図書館ボランティア117人）                                 32,760円 

 

３ その他         30,555,380円 

  （１）臨時職員賃金                                                       30,469,140円 

  （２）報酬・旅費等                                                           86,240円 

 

４ 繰越明許    1,759,000円 

  住民生活に光をそそぐ交付金事業（童謡のふる里おおとね図書館排煙装置及び雨漏り修繕）につい

    ては事業始期が平成23年3月であり年度内執行が困難であるため繰越明許した。（3月補正） 
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事 業 名 図書館資料整備事業 

担 当 課 図書館課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 154-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 40,838,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 55,884,000円

目 03 図書館費 決 算 額 40,555,578円

事
業
の
目
的 

市民ニーズに応えられる魅力ある図書

館とする。 

事
業
の
概
要 

資料の整備は、職員（司書）が、一般図書や児童図

書などの担当分野ごとに選択指針に基づいて、新刊

案内情報誌や貸し出し傾向等を参考に、リクエスト

のあった本や基本図書など幅広く購入整備する。ま

た、自治体が作成した郷土資料（行政資料）は、無

償提供の依頼を積極的に行い整備する。そして、利

用に供するため、分類配列を適切に行い、目録を整

備する。 

事業の実績・成果  

 市民の多様化、高度化するニーズに即した資料を計画的に整備し、蔵書の構築を行った。 

 

 １ 資料の購入      32,094,118円  

  （１）図書の購入 

     一般書 11,419冊     21,570,953円 

     児童書  5,177冊           8,248,087円 

     合 計  16,596冊          29,819,040円 

  （２）ＤＶＤ・ＣＤの購入 

           294点               2,275,078円 

 ２ 図書館用消耗品の購入   8,461,460円 

  （１）新規購入資料の書誌情報購入費    1,903,020円 

  （２）新聞・雑誌・追録購読料       6,542,911円 

  （３）パネルシアター            15,529円 

 

 ○図書館の資料の利用 

 １ 分類別蔵書冊数（23.3.31現在）                         （単位：冊）

  一般書 児童書 参考資料 郷土資料 合 計 

加 須 図 書 館       134,290        65,475         6,438        9,736       215,939

騎 西 図 書 館        60,599        25,964         2,033         918        89,514

北川辺図書館        35,089        22,279         2,141        2,349        61,858

おおとね図書館        58,689        22,590         1,083        1,044        83,406

 合   計    288,667    136,308     11,695    14,047    450,717

 

 ２ 対象別登録者数（23.3.31現在）         （単位：人） 

 児  童 一  般 合  計 

加 須 図 書 館         2,227         8,113        10,340

騎 西 図 書 館           599         3,284         3,883

北川辺図書館           548         2,152         2,700

おおとね図書館         1,244         5,176         6,420

 合   計     4,618     18,725     23,343
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 ３ 対象別利用者数（年度中：のべ人数）                       （単位：人）

 児 童 一 般 合 計 一日平均 開館日数 

加 須 図 書 館        8,789        69,774        78,563         275.7   285日 

騎 西 図 書 館        3,761        29,679        33,440         116.9   286日 

北川辺図書館        2,893        17,335        20,228          70.7   286日 

おおとね図書館        7,414        43,373        50,787         177.6   286日 

ＷＥＢ        1,278        16,425        17,703 － － 

 合   計       24,135       176,586       200,721     640.9 － 

 

  

 ４ 分類別貸出冊数（年度中：個人貸出）                      （単位：冊）

 一般書 児童書 参考資料 郷土資料 雑 誌 合 計 

加 須 図 書 館    152,804     72,553         19        247     17,995    243,618 

騎 西 図 書 館     68,368     42,788          2         31      9,822    121,011 

北川辺図書館     32,875     26,537          2         74      5,088     64,576 

おおとね図書館    102,922     69,583         21        185     14,672    187,383 

ＷＥＢ     11,916      3,366          1          9      1,384     16,676 

 合   計    368,885    214,827         45        546     48,961    633,264 

   

 

 ５ 年度別貸出冊数                                （単位：冊） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

  加須（4館）     596,150     561,180     565,672     545,146    649,778 

旧加須     266,649     239,426     235,179     224,997 

旧騎西     117,502     113,670     119,883     113,903 

旧北川辺    56,367      57,929      59,500      58,422 

貸

出

冊

数 

 

旧大利根     155,632     150,155     151,110     147,824 

 

 

 

 

 

 ※年度別貸出冊数には、団体への貸出冊数を含む。 

  平成22年度 個人貸出冊数（633,264冊）＋団体貸出冊数（16,514冊）＝649,778冊  

 ※22年度の貸出冊数には、ＷＥＢによる貸出冊数を含む。 

  

 

 ６ 繰越明許  15,046,000円 

  住民生活に光をそそぐ交付金事業（図書館資料整備事業）については事業始期が平成２３年３月であり

 年度内執行が困難であるため繰越明許した。（3月補正） 
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事 業 名 絵本との親子ふれあい事業 

担 当 課 図書館課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 154-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 596,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 596,000円

目 03 図書館費 決 算 額 574,459円

事
業
の
目
的 

絵本を通して乳児の健やかな心の成長

を支援する。 事
業
の
概
要 

9～10 か月児健診時に乳児とその保護者に絵本と絵

本リストをプレゼントし、併せて図書館職員とボラ

ンティアによる読み聞かせを行う。 

事業の実績・成果  

１ 実施実績 

9～10か月児健診受診者に対して絵本・絵本リスト・図書館の案内などを配布し、読み聞かせを 

実施。また、希望者には利用者カードをその場で発行。 

健診に来られなかった対象者には、絵本・絵本リスト・図書館の案内を郵送した。 

絵本配布数 756冊 

図書館利用者カード登録数 441人 

 

２ 配布の絵本について 

絵本の購入数                              （単位：冊） 

 いないいないばあ くだもの ごぶごぶごぼご

ぼ 

がたんごとん 

がたんごとん 

購入冊数 175 230 465 0 

配布冊数 196 156 320 84 

対象者に好きなタイトルを一冊選んでもらい、配布した。 

配布するタイトルを見直し、『がたんごとんがたんごとん』は既に購入していた分で配布終了とし、

『ごぶごぶごぼごぼ』を新しいタイトルとして追加した。購入数と配布数が異なるのは、前年度

までの購入分を使用したため。 

３ ボランティア育成について 

新規ボランティアを募集し、研修を行った。講師謝金として17,280円支出。加須図書館にて3回

の研修を実施。参加延べ人数21人。研修を受けたボランティア7人が23年度より活動。 

４ 「パパ・ママといっしょに絵本・わらべうた」講座の実施について 

事業のフォローアップとして、絵本やわらべうたをとりいれた継続的な子育て支援のための講座を

行った。講師謝金として15,000円を支出。加須図書館にて1～3歳の乳幼児とその保護者に1回の

講座を実施。参加延べ人数29人。 

５ 事業のフォローアップとして、既存のボランティアを対象に、ボランティア育成のため、研修会と

わらべうたの講座を行った。講師謝金として17,280円を支出。加須図書館にて1回ずつ実施した。

参加延べ人数29人。 
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事 業 名 少年少女科学館管理運営事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,510,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 1,510,000円

目 04 少年少女科学館費 決 算 額 1,410,804円

事
業
の
目
的 

子どもたちが自由な発想のもと、科学的

な興味や関心を追及できる場を提供す

るため、少年少女発明クラブを運営す

る。 

事
業
の
概
要 

・少年少女発明クラブの運営 

・土・日曜日を利用し、年24回開催 

・ものづくり体験、親子わくわく体験教室等の開催

・未来館（木工室）への移転に係る関係課との協議

を進める。 

事業の実績・成果  

 少年少女科学館（利根川児童館地内）において発明クラブを運営し、31 名の子どもたちに科学的な

ものの見方・考え方を身につけさせ、独自のアイデアで自由に作品を完成させる創造の喜びを体験する

活動を行った。 

 県内でも4市のみが実施している事業であり、家庭や学校環境の制約を離れて活動する、貴重な体験

の場となっている。 

 

1 事業内容 

(1) 少年少女発明クラブ運営 

  ・クラブ生31名（市内小学2年生から6年生児童）、専任講師8名 

  ・年間活動日 土・日の午前中を利用し年間24回の活動 

    基礎工作…学年別のテーマに沿った箱を作成 

    アイディア工作…独自のアイディアで作成 

    親子わくわく体験教室…不思議な噴水づくり 

    ものづくり体験教室…風やゴムの働き実験カー、ロボクラフト・ぷるぷるキツネ 

              メカ・タイガー 

    飛行機づくり（飛ばし） 

    凧づくり・親子凧揚げ 

    

(2) 発明クラブ作品展実施 

  ・前年度参加児童作品の展示     

 

(3) 管理運営費                              1,410,804円 

   ・賃金（臨時雇用賃金）        842,400円 

   ・報償費（講師謝金）         513,000円 

   ・旅費                 3,980円 

   ・需用費（消耗品、印刷製本費）       46,853円 

   ・役務費（火災保険料）                4,571円 

      合 計                  1,410,804円 

 

2 利用状況の推移                              （単位：人） 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

参加児童数 42  44 42 42 31 

専任講師 10 10 10 9 8  
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事 業 名 子ども宇宙科学館管理運営事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 29,415,000円

項 05 社会教育費 最 終 予 算 額 33,195,000円

目 05 子ども宇宙科学館費 決 算 額 29,310,950円

事
業
の
目
的 

地域の身近なサイエンスセンターとし

て宇宙や科学に対する夢や希望を育む。
事
業
の
概
要 

・指定管理者による施設管理、事業を運営する。 

・プラネタリウム投影（一般投影、学習投影）の実

施 

・天体関連の各種事業、講座の実施 

・プラネタリウム新作ソフト、天体観測用備品の整

備、充実を図る。 

事業の実績・成果  

 プラネタリウムや実験装置などを活用して、家庭や学校では経験できない実験・観察等の機会を提供

し、科学的体験学習の促進を図るため適切な管理運営を行った。 

1 子ども宇宙科学館管理運営（指定管理者への委託）             25,679,000円 

 (1) 管理委託 

   建物総合管理業務委託、警備委託、光熱水費、燃料費、情報処理LAN機器・複写機賃借料 

 (2) 事業委託    

・プラネタリウム一般及び学習投影の実施    204日 (10,003人) 

・親子星空教室の実施             1回 （6家族14人） 

・夜間天体観望会の実施            31日 （326人） 

・子ども宇宙クラブの実施           10日 （95人） 

・特別天体イベントの実施           1回 （24人） 

・天体写真教室の実施             2回 （2人） 

・星空と音楽の夕べ（ＣＤコンサート）の実施  2回 （102人） 

2 施設用備品購入及び据付委託                       3,526,950円 

 ・プラネタリウム夏番組購入         1,890,000円 

 ・プラネタリウム番組秋・冬・春番組の再据付 1,291,500円 

 ・天体望遠鏡付帯設備購入           281,400円 

 ・天体写真用アダプター             64,050円 

3 その他                                   105,000円 

・学習番組組込み修繕              105,000円 

4 来館者数及びプラネタリウム観覧者数の推移          （単位：人） 

   H18 H19 H20 H21 H22 

入館者数 90,563 91,010 87,059 92,075 87,902 

プラネタリウム観覧者数 16,683 14,454 12,816 11,393 10,003 

入館者とプラネタリウム観覧者の推移

84,000

86,000
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90,000

92,000

94,000
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10,000

15,000
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5 繰越明許    3,780,000円 

  住民生活に光をそそぐ交付金事業（子ども宇宙科学館プラネタリウムソフト購入）については 

 年度内執行が困難であるため繰越明許した。（3月補正） 
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事 業 名 生涯スポーツ推進事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-05 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 26,490,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 26,490,000円

目 01 保健体育総務費 決 算 額 24,024,324円

事
業
の
目
的 

市民の生涯スポーツを推進することで、

市民の健康の保持増進や体力の維持向

上を図るとともに生きがいづくりや、交

流により人と人との絆を深める。 

事
業
の
概
要 

・生涯スポーツ推進のための事務、体育指導委員の

運営、及び体育協会他各団体活動を支援するため補

助金を交付する。また、スポーツに関する様々な情

報を得られる「スポーツ情報ネットワーク」を研究

する。 

事業の実績・成果  

 無駄な支出を避け、効率的な経費運用に努めた。 

 体育指導委員の自主事業が活発になったことにより、地域のスポーツ振興が図られた。 

１ 事業に係る経費                         （単位：円） 

報酬 1,666,000 体育指導委員等報酬  

賃金 2,742,558 臨時雇用賃金 

旅費 2,739,300 体育指導委員費用弁償・普通旅費 

消耗品費 575,467 コピーカウンター等事務的消耗品費 

印刷製本費 116,775 封筒 

役務費 119,250 スポーツ安全保険 

使用料及び貸借料 29,820 ＮＨＫ放送受信料 

負担金補助及び交付金 16,035,154 加須市体育協会補助金等 

計 24,024,324  

主に各加盟団体または種目団で開催される事業への支援として補助金を交付。 

体育協会、レクリエーション協会、スポーツ少年団のそれぞれの主催事業費。 

・4地域体育協会補助金              10,136,462円 

・4地域スポーツ少年団補助金            2,298,000円 

・2地域レクリエーション協会補助金        1,148,000円 

・体指ユニフォーム購入補助金           1,360,000円 

 

２ 補助金・会員数の推移 

(1)体育協会 

 ①補助金額の推移                           （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 6,300,000 6,000,000 5,400,000 4,400,000 4,400,000 

騎西地域 2,673,000 2,673,000 2,673,000 2,673,000 2,573,000 

北川辺地域 2,128,000 1,928,000 1,928,000 1,928,000 1,723,162 

大利根地域 1,930,000 1,630,000 1,630,000 1,630,000 1,440,300 

計 13,031,000 12,231,000 11,631,000 10,631,000 10,136,462 

 ②会員数の推移                            （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 68,645 68,580 68,932 69,351 69,465 

騎西地域 19,942 19,828 20,018 20,218 20,524 

北川辺地域 4,173 4,173 4,229 4,258 4,291 

大利根地域 2,133 2,022 1,505 1,477 1,088 

※加須体育協会及び騎西体育協会は人口数。 

※北川辺体育協会は世帯数。大利根体育協会は加盟種目会員数。 
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(2)スポーツ少年団 

 ①補助金額の推移                           （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 1,035,000 984,000 910,000 910,000 910,000 

北川辺地域 888,000 888,000 888,000 888,000 888,000 

大利根地域 292,000 284,000 284,000 284,000 500,000 

計 2,215,000 2,156,000 2,082,000 2,082,000 2,298,000 

※騎西スポーツ少年団は、騎西体育協会から補助金を受けている。 

 ②会員数の推移（指導者会員を除く）                  （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 1,005 949 875 812 775 

騎西地域 213 231 220 208 220 

北川辺地域 144 127 121 125 196 

大利根地域 242 182 162 167 152 

計 1,604 1,489 1,378 1,312 1,343 

 

(3)レクリエーション協会 

 ①補助金額の推移                           （単位：円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 1,050,000 900,000 780,000 780,000 780,000 

北川辺地域 417,600 368,000 368,000 368,000 368,000 

計 1,467,600 1,268,000 1,148,000 1,148,000 1,148,000 

 ②会員数の推移                            （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須地域 619 305 262 258 439 

北川辺地域 185 180 166 158 171 

計 804 485 428 416 610 

 

 ※騎西地域、大利根地域については、レクリエーション協会はなし。 

 
事 業 名 騎西駅伝大会支援事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-10 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,710,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 1,710,000円

目 01 保健体育総務費 決 算 額 480,407円

事
業
の
目
的 

駅伝を通じて市民の健康増進や体力向

上を計るとともに、生きがいづくりや、

人と人との交流により絆を深めること

や、市のイメージアップを図る。 

事
業
の
概
要 

騎西総合体育館を会場に、1.8㎞・3㎞の駅伝大会を

実行委員会が開催するが、駅伝大会開催に対する支

援を行う。 

事業の実績・成果  

市民の健康増進や体力向上を図る騎西駅伝大会を支援事業として実施する予定であったが、 

東日本大震災の影響のため、大会は中止となった。 

１ 賃金･補助金 

(1)賃金   臨時雇用賃金       89,700円 

 (2)補助金  騎西駅伝大会補助金   390,707円 

（補助金交付額は1,620,000円だったが、大会中止のため1,229,293円を返納） 

２ 開催内容 

 (1)開催日       平成23年3月20日（日）※(開催中止) 
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事 業 名 こいのぼりマラソン大会開催事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-06 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 15,229,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 15,229,000円

目 01 保健体育総務費 決 算 額 13,116,939円

事
業
の
目
的 

マラソンを通じて市民の健康増進や体

力向上を計るとともに、生きがいづくり

や、人と人との交流により絆を深めるこ

とや、市のイメージアップを図る。 

事
業
の
概
要 

加須市民体育館を会場に、1.5、2、3、5、10 ㎞、ハ

ーフのマラソン大会を開催する。 

事業の実績・成果  

 市民の健康増進と生涯スポーツの振興を図るとともに、5,800人を超える参加者が楽しく走れる大会

が開催できた。大会運営については距離表示の設置、交通規制の見直し及び給水所の改善を図った。 

１ 開催内容 

 (1)開 催 日     平成22年12月5日（日）開催 

 (2)参加人数   5,887人（5,826人＋61招待選手人） 

 (3)参加費総額    12,264,000円 

   【内 訳】      一般3,000円×3,414人 

                     高校生1,500円×25人 

                     不動岡高校生 

                     1,000円×1,065人 

                     中学生 1,000円×144人 

                     小学生 500円×432人 

                     親子  1,500円×373組（746人） 

 (4)協賛金総額     850,000円（48社） 

 (5)種 目     6種目37部門 

 (6)表      彰     各部門10位まで表彰 1～6位：賞状・賞品 7～10位：賞状 

 (7)そ の 他     産物の販売並びに手打ちうどん・とん汁無料サービス 

２ 参加人数の推移                        （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

一般参加者 3,787 4,058 4,987 5,909 5,826 

招待選手 71 71 34 94 61 

合 計 3,858 4,129 5,021 6,003 5,887 

３ 事業に係る経費                              （単位：円） 

報酬費 225,000 招待選手、医師・看護師等 

消耗品費 4,769,549 入賞賞品、参加費（タオル）、うどん材料、とん汁材料他 

燃料費 28,005 プロパンガス、灯油 

食料費 589,900 選手飲物、役員弁当代 

印刷製本費 958,250 ポスター、申込用紙、プログラム 

通信運搬費 482,490 通信運搬費 

保険料 506,260 選手・役員保険料 

委託料 5,167,085 記録電算処理申込受付委託、会場設営看板設置委託他 

使用及び貸借料 334,700 送迎バス、コンテナハウス、会場使用料 

備品購入費 20,000 ウォーキングメジャー 

その他 35,700 手数料 

合 計 13,116,939  
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事 業 名 総合型地域スポーツクラブ育成事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 264-04 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 2,786,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 2,786,000円

目 01 保健体育総務費 決 算 額 1,949,250円

事
業
の
目
的 

市民の健康増進及び地域教育力の向上

を図るとともに、地域の絆を深める。 

事
業
の
概
要 

不動岡クラブは、指導員を確保し新たに競技種目を

増やすなどして、会員増加などの育成を進める。競

技種目選定については、パークゴルフやヨガなど地

域の活動と重複せず、会員の参加が期待できる種目

を検討する。また、設立に前向きな地区に対し、体

育指導委員などを中心に、地域での打合せ会等を開

催する。 

また、みずわスポーツクラブについても、会員を増

加するように事業を展開する。 

事業の実績・成果  

 不動岡スポーツクラブが会員増加を目的とし、ジョギング教室、ウォーキング、ジョギングなどのメ

ニューを増やすとともに、地域全体としての取組として歩け歩け大会を実施して、親子のふれあい、交

流を図り絆を深めた。 

 みずわスポーツクラブについては、毎週火曜日から日曜日のバランスアップ体操、エアロビクスなど

15 種目の定例活動と会員交流事業としてウォーキング及びスキー教室及び健康講座など６事業を実施

し、健康・体力の増進とコミュニティづくりに寄与した。 

 

１ 事業内容 

 (1)不動岡スポーツクラブ 

  開催日 毎週日曜日 午後３時～ 

  内 容 ウォーキング、ジョギング、サイクリング等 

      スポーツ教室 5月23日～7月25日（ジョギング） 

  

 (2)みずわスポーツクラブ 

  開催日 毎週火曜日～日曜日 

  内 容 定例活動 バランスアップ体操、エアロビクス、バドミントン、ヨガ、幼児体操 

             太極拳、卓球、ボール遊び、子どものアート教室、など 

      会員交流事業 ウォーキング、スキー教室、健康講座、スケッチウォーキングなど 

 

２ 会員数の推移 

(1)不動岡スポーツクラブ                            （単位：人）

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

会員数  37 41 44 44 

※不動岡スポーツクラブは平成19年度設立 

 

(2)みずわスポーツクラブ                            （単位：人）

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

会員数 62 63 152 234 242 
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３ 事業に係る経費（みずわスポーツクラブ）                   （単位：円）

項目 支出額 説明 

賃金 2,125,750 クラブ運営事務、体育館管理 

報償費 712,000 指導者謝金、講師謝金（講座等） 

需用費 76,468 事務用品 

役務費 360,259 電話料、体育施設電灯使用料、切手代、保険代

備品購入費 39,440 ドッジボール、卓球等 

事業費 194,596 ハイキング、健康講座、スキー教室 

 合  計 3,508,513  

※ 事業の財源3,508,513円＝市補助金決算額1,949,250円 

             ＋みずわスポーツクラブ会費・繰越金等1,559,263円 

※ 不動岡スポーツクラブは市補助金なし 

 

事 業 名 市民体育祭支援事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-09 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 2,908,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 2,908,000円

目 01 保健体育総務費 決 算 額 2,344,159円

事
業
の
目
的 

市民の交流を図ると共に、地区での絆を

深める。 事
業
の
概
要 

できるだけ多くの市民が参加でき、かつ、安全に加

須市民体育祭が開催できるよう支援する。 

事業の実績・成果  

スポーツ・レクリエーションを通して、市民の健康増進と参加者相互の交流を図るため、地域ごとに

体育祭が計画され、騎西地域及び大利根地域では天候にも恵まれ一定の成果を挙げることができた。 

加須地域及び北川辺地域では雨天のために中止となった。 

 

１ 賃金   臨時雇用賃金      63,180円 

 

２ 実施日及び参加者数 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 

開 催 日 10月10日（日） 10月17日(日) 10月10日（日） 10月24日(日)

参加者数 ― 1,825人 ― 1,834人 

備  考 中  止 実  施 中  止 実  施 

 

３ 補助金                                  （単位：円） 

 加須地域 騎西地域 北川辺地域 大利根地域 

交付額 1,000,000 526,000 800,000 500,000

支出額 739,083 526,000 515,896 500,000

返納金   260,917 0 284,104 0
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事 業 名 スポーツ施設管理運営事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 93,469,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 94,801,790円

目 02 体育施設費 決 算 額 85,592,884円

事
業
の
目
的 

スポーツ施設を適正に管理することで、

市民に安全安心快適に利用していただ

く。 
事
業
の
概
要 

施設を適正に維持管理するとともに、施設の省エネ

ルギー化を図る。 

①職員全員による「月1安全点検の実施」 

②毎朝水道メーター確認による漏水、故障箇所の発

見 

③照明維持管理マニュアルによる運営管理 

事業の実績・成果  

 安全・安心なスポーツ施設として市民に利用していただくため、適切に管理を行った。 

【事業に係る経費】                              （単位：円） 

賃金 6,525,188 臨時雇用賃金 

消耗品費 2,578,560 ラインパウダー、コピー用紙等事務的消耗品 

燃料費 446,381 プロパンガス、ガソリン 

印刷製本費 89,460 利用申請書印刷 

光熱水費 13,018,882 水道、電気 

修繕料 6,190,276 市内スポーツ施設内修繕 

医薬材料費 3,416 薬 

通信運搬費 436,995 電話料 

手数料 2,048,536 クライミングウォール保守メンテナンス等手数料 

保険料 651,577 建物火災保険料・公用車損害共済保険料等 

委託料 46,363,810 清掃業務委託料 

高圧電気保安業務委託料 

警備委託料等 

使用料及び貸借料 

 

 

1,434,130 下水道料金 

複合機・印刷機借上料 

清掃用具借上料 

工事請負費 518,332 大利根文化体育館               

電話設備設置工事、空調機設置工事 

原材料費 458,850 砂・土類等 

備品購入費 4,777,640 騎西ふじアリーナトレーニング機器等 

負担金 20,451 加須地区危険物安全協会、排水放流負担金 

公課費 30,400 重量税 

計 85,592,884  

※市が管理している体育館 

 加須市民体育館、加須南篠崎体育館、騎西総合体育館、北川辺体育館、大利根文化体育館 
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事 業 名 スポーツ施設整備事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 5,540,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 9,413,450円

目 02 体育施設費 決 算 額 8,035,650円

事
業
の
目
的 

スポーツ施設を適正に整備することで、

市民に安全安心快適に利用していただ

く。 

事
業
の
概
要 

常に施設を安全に使用、整備するための各種改修工

事、修繕を実施する。 

渡良瀬グラウンド水道管撤去工事、卓球場空調設備

改修工事を実施。 

事業の実績・成果  

 市民の身近な要望に対処するとともに、社会スポーツ施設として利用促進するための整備改修が図られ

た。 

【事業に係る経費】                             （単位：円） 

施設整備 事 業 費 

母と子の広場トンネル内舗装修繕 220,500

母と子の広場排水修繕 141,750

市民体育館屋内キュービクル修繕 766,500

市民運動公園野球場防球ネット修繕 157,500

加須南篠崎体育館床等修繕工事 223,650

加須南篠崎体育館談話室空調機設置工事 256,200

市民体育館卓球室空調設備改修工事 1,953,000

渡良瀬グランド水道管撤去工事 1,659,000

加須南篠崎体育館屋根等改修工事 2,657,550

合   計 8,035,650 

 
事 業 名 災害対策スポーツ施設管理運営事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-93 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 672,000円

目 02 体育施設費 決 算 額 9,450円

事
業
の
目
的 

東日本大震災後のスポーツ施設を適正

に管理し、利用者の安全確保を図る。 事
業
の
概
要 

施設や設備に破損した箇所がないか点検し、必要な

箇所を修繕する。 

事業の実績・成果  

本事業は3月災害対策補正で計上したが、年度内の完了は困難なため平成23年度に繰越した。 

     23年度繰越分   

     ・クライミングウォール装置総合点検  662,000円 

   

  震災により破損した天井の修繕を実施した。   

     22年度実施 

     ・加須市民体育館天井修繕   9,450円 
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事 業 名 災害対策スポーツ施設管理運営事業 

担 当 課 騎西教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-95 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 630,000円

目 02 体育施設費 決 算 額 593,250円

事
業
の
目
的 

東日本大震災により被害を受けた、騎西

総合体育館の適切な管理を行う。 事
業
の
概
要 

地震により被害を受けた、騎西総合体育館（メイン

アリーナ・サブアリーナ）の天井点検及びメインア

リーナの水銀灯破片を撤去する。 

事業の実績・成果  

東日本大震災により、騎西総合体育館の天井パネルの一部落下及び照明灯の一部が破損したため、

天井設備の点検及びメインアリーナの水銀灯破片を撤去した。 

・天井点検             498,750円 

・メインアリーナ水銀灯破片撤去    94,500円 

 
事 業 名 災害対策スポーツ施設整備事業 

担 当 課 北川辺教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-94 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 2,289,000円

目 02 体育施設費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

東日本大震災により被害を受けた、北川

辺体育館の適切な管理を行い、利用者の

安全確保を図る。 

事
業
の
概
要 

地震災害に伴い、北川辺体育館フロア天井パネルの

一部を速やかに改修を図り、復旧に万全を期する。

事業の実績・成果  

※ 本事業は3月災害対策補正で計上したが、年度内の完了は困難なため平成23年度に繰り越した。

 

  繰越額 北川辺体育館天井修繕業務 2,079,000円 

  

 
事 業 名 災害対策スポーツ施設管理運営事業 

担 当 課 大利根教育事務所 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-95 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 1,540,000円

目 02 体育施設費 決 算 額 1,255,800円

事
業
の
目
的 

東日本大震災により被害を受けた施設

の原状回復を早急に行う。 
事
業
の
概
要 

地震により生じた建物・工作物等の被害箇所を速や

かに修繕する。 

事業の実績・成果  

 施設修繕  決算額：1,255,800円 

   ・文化体育館ホール床張替え修繕   ：58,800円 

   ・大利根文化体育館外天井修繕    ：798,000円 

   ・星子沼テニスコート修繕      ：399,000円 
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事 業 名 スポーツ施設整備事業【繰越明許費分】 

担 当 課 スポーツ振興課 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 4,972,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 4,972,000円

目 02 体育施設費 決 算 額 4,971,750円

事
業
の
目
的 

スポーツ施設を適正に整備することで、

市民に安全安心快適に利用していただ

く。 

事
業
の
概
要 

常に施設を安全に使用、整備するための各種改修工

事、修繕を実施する。 

 

事業の実績・成果  

本事業は平成21年度 地域活性化・きめ細かな臨時交付金提案事業として3月補正で計上したが、

年度内の事業完了は困難なため、繰越明許となった。 

 

・加須南篠崎体育館のアリーナが雨漏りするため、屋根の改修工事を行い、安全安心快適な施設環境整

備が図られた。 

 
事 業 名 体育施設事業（旧大利根町）【繰越明許費分】 

担 当 課 大利根教育事務所 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 945,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 945,000円

目 02 体育施設費 決 算 額 945,000円

事
業
の
目
的 

クラブハウス（元和小・豊野小）利用者

の安心・安全、快適な施設利用のため整

備する 

事
業
の
概
要 

クラブハウス（元和・豊野）のエアコンの修繕を行

い、安心・安全、快適な施設の確保に努める。 

事業の実績・成果  

 クラブハウス（元和小・豊野小）のエアコンの修繕を行い、利用者への安心・安全、快適な施設環境

の整備が図られた。 

   

○体育施設事業               945,000円 

   クラブハウス 

    元和小：2台 

    豊野小：2台 

 
事 業 名 スポーツ振興基金積立事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 3,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 3,000円

目 03 スポーツ振興普及費 決 算 額 331円

事
業
の
目
的 

寄附金等を基金に積み立て、運用し、ス

ポーツの振興を図る。 

事
業
の
概
要 

寄附金等をスポーツ振興基金に積み立て、運用を図

る。 

事業の実績・成果  

 歳出 スポーツ振興基金利息 331円を積み立てた。 

 

 基金残額  473,491円。 
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事 業 名 スポーツ振興普及事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 3,371,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 3,371,000円

目 03 スポーツ振興普及費 決 算 額 2,407,311円

事
業
の
目
的 

スポーツ人口の底辺拡大することで、市

民の健康の保持増進や体力の維持向上

を図るとともに生きがいづくりや、交流

により人と人との絆を深める。 

事
業
の
概
要 

前期、後期それぞれ 20～25 教室 10 回の教室及び地

域性を生かしたカヌーやヨット教室を開催する。ま

た定期教室の他にも単発の教室を各競技団体と連携

して開催する。 

事業の実績・成果  

 スポーツ教室を開催したことで、健康体力づくり、コミュニティーづくり、スポーツの振興・普及、

及び各競技の底辺拡大が図られた。 

１ 開催内容 

 開催日  平成22年5月から平成23年3月まで 

 教室数  21教室 

 参加人数 595人（詳細は以下の表参照） 

前期スポーツ教室                 

ウォーキング教室 8人 健康ジョギング室 2人 バレーボール教室 13人

Ｊｒクライミング教室 12人 クライミング教室 22人 ボウリング 5人

児童水泳教室 34人 NEWスポーツなんでもアリーナ 157人 ウォータースポーツ 39人

Do You！スポーツミックス 21人  

合   計 313人     

後期スポーツ教室 

ウォーキング教室 47人 クライミング教室 19人 Ｊｒクライミング教室 13人

ゴルフ教室 15人 ソフトバレーボール教室 20人 フロアーカーリング教室 10人

ミニテニス教室 9人 バレーボール 16人 バスハイキング 35人

合   計 184人     

体験教室 

児童バドミントン教室 36人 小学校スキー教室 62人   

合   計 98人     

 

２ 事業に係る経費                             （単位：円） 

報償費 1,380,000 講師謝金 

消耗品費 361,081 バドミントンラケット、バレーボール等 

食糧費 100,400 役員、ボランティア用昼食（お茶、パン、弁当等）

通信運搬費 6,800 切手 

保険料 309,030 受講生、講師保険 

委託料 40,000 花火委託料 

借上料 210,000 ゴルフ会場借上 

 合  計 2,407,311  
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事 業 名 クライミング普及事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,133,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 1,133,000円

目 03 スポーツ振興普及費 決 算 額 975,374円

事
業
の
目
的 

市民がクライミングに親しむことで、健

康の保持増進や体力の維持向上を図る

とともに生きがいづくりや、交流により

人と人との絆を深める。健康の保持増進

や生きがいを得ること。 

事
業
の
概
要 

KAZO カップ・体験会・認定会等を埼玉県山岳連盟と

市山岳連盟と連携して開催する。 

事業の実績・成果  

 教室や体験会等の普及事業を通じて、市民のクライミング競技者が増加し、健康への意識と市民ス

ポーツの振興を図ることができた。 

【事業内容】 

 (1)クライミング体験会（市山岳連盟主催） 参加者数 43人 

    

 (2)クライミングウォール利用認定会（年4回開催）    64,480円 

   参加者   13人   参加費総額 26,000円 

 

 (3)第11回ＫＡＺＯクライミングカップ         739,127円 

   平成22年5月23日（日）開催 

   参加人数  109人   参加費総額  242,000円 

             【内 訳】 高校生以下 2,000円×85人 

                   一   般 3,000円×24人 

   部門 5部門（キッズ・ビギナー・ミドル・スーパーミドル・エキスパート） 

   表彰 決勝進出者を表彰 1位～3位：賞状・記念品 

               決勝進出者：賞状 

   参加人数の推移                       （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

キッズ   17   20   31   18 25 

ビギナー   23   34   45   36 24 

ミドル   39   41   36   28 20 

スーパーミドル － －   25   17 19 

エキスパート   21   22   28   18 21 

合 計    100    117 165    117 109 

 

 (4)クライミング消耗品                171,767円 

 

 (5)第1回全国高校生クライミング選手権大会の支援 

   全国で初めてとなる大会を加須市で開催したことで、「クライミングのまち 加須市」を全国 

  に広めるとともに加須市のイメージアップを図ることができた。 

  開催期日：平成22年12月25日（土）、26日（日） 

  参加状況：男子 31都道府県74校  126人 

        女子 21都道府県33校   72人 
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事 業 名 グラウンドゴルフ普及事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 261-07 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 328,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 328,000円

目 03 スポーツ振興普及費 決 算 額 300,000円

事
業
の
目
的 

グラウンド・ゴルフ人口を拡大すること

で、市民の健康の保持増進や体力の維持

向上を図るとともに生きがいづくりや、

交流により人と人との絆を深める。 

 

事
業
の
概
要 

グラウンドゴルフ協会等と連携し、事業を実施しな

がら競技人口の増加を目指す。 

市民だれもが参加できる大会を、協会と協働し開催

する。 

今年度新たに、底辺拡大を目的とした親子大会など

を実施する。 

事業の実績・成果  

 加須市民運動公園において、5月16日加須市さわやかグラウンドゴルフ大会が盛大に開催され、

グラウンドゴルフの普及が図られた。 

 また、グラウンドゴルフの普及を目的とした大会を年間を通して開催している。 

 

１ 開催内容 

  開催日  平成22年5月16日（日） 

  会 場  加須市民運動公園（陸上競技場・野球場・多目的広場） 

 

２ 加須市さわやかグラウンドゴルフ大会補助金      300,000円 

  補助金額の推移                    （単位：千円） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

さわやかＧＧ 300 300 300 300 300 

 

３ 参加者数  1,352人 

  参加者数の推移                     （単位：人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

さわやかＧＧ 1,149 1,135 1,179 1,247 1,352 
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事 業 名 健康づくりウォーキング事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-07 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 150,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 150,000円

目 03 スポーツ振興普及費 決 算 額 31,570円

事
業
の
目
的 

誰もが簡単にできるウォーキングに親

しむことで、市民の健康の保持増進や体

力の維持向上を図るとともに生きがい

づくりや、交流により人と人との絆を深

める。 

事
業
の
概
要 

ウォーキング教室を開催したり、安心・安全にウォ

ーキングできるコースを検討する。また、市民が誰

でも参加できる「健康づくりウォーキング大会」を

開催する。 

事業の実績・成果  

 新市誕生記念として、市民の健康の保持増進や体力の維持向上を図るとともに生きがいづくりや、交

流により人と人との絆を深めることを目的に実施した。 

 各地域からの参加を得ることができ、お互いの交流を深めることができた。 

 さらに、市内の大学及び美術館の協力があり、体力づくりと地域文化に親しむことができた。 

【事業内容】 

 (1)新市誕生記念 第１回健康づくりウォーキング事業実施      31,570円 

   開催日 10月31日（日） 

   会 場 加須はなさき公園スタート・ゴール  

          （平成国際大学内駅伝コース、サトヱ美術館鑑賞） 

   参加人数   69 人 

   実績                          （単位：円）   

消耗品 29,500 ウォーキング大会参加賞 

保険料 2,070 参加者保険料30円×69人 

 合 計 31,570  

 

 

 (2)各地域におけるウォーキング事業 

事業名 こいのぼりウォーク 騎西歩け歩け大会 おおとねウォーク 

開催地域 加須地域 騎西地域 大利根地域 

開催日 5月3日 5月5日 3月6日 

会場 市民体育館～ 

   市民平和祭会場 

5地区持ち回りで開催 

Ｈ22年度は田ケ谷地区で

実施 

星子沼公園～ 

豊野地区周辺  

参加人数 35人 53人  

備考   雨天中止  
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事 業 名 学校体育施設開放管理運営事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 2,751,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 6,249,000円

目 04 学校体育施設開放施設費 決 算 額 5,810,050円

事
業
の
目
的 

小中学校の体育施設を適正に管理し開

放することで、市民に安全安心快適に利

用していただく。 

事
業
の
概
要 

小学校の体育館、校庭、会議室及び、中学校の体育

館を開放する。利用方法については、４地域の登録

団体の共有化を図るとともに、学校や利用者及び調

整員や鍵管理人と調整をとり実施している。 

事業の実績・成果  

 加須市における社会体育の普及、振興を図るため、市内小中学校の体育施設を学校教育に支障のない

範囲で一般市民に開放した。また、学校体育施設利用を促進し、効果的活用に供するため、市立小学校

の体育施設等の整備を図り要望に応えた。 

１ 実績                                   （単位：円） 

報償費 1,202,400 学校体育施設開放事業管理小屋鍵管理人謝金 

学校体育施設開放事業管理指導員謝金 

消耗品費 141,423 バドミントンネット・ワックス・ラインテープ等 

印刷製本費 89,365 利用申請書印刷 

修繕料 

 

1,424,577 夜間照明灯具修繕・ランプ交換修繕・屋外トイレ修繕・

バレーボール支柱修繕等 

保険料 1,465 建物火災保険 

委託料 148,560 施設清掃委託料 

使用料及び貸借料  450,260 モップ借上料 

工事請負費 2,352,000 大桑小防球ネット新設工事、鴻茎小防球ネット嵩上げ設置工事 

計 5,810,050  

２ 学校体育施設開放事業利用状況について  

【加須地域】                               （単位：件、人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加須小 710 29,517 611 23,734 567 20,786 561 22,257 545 21,955

加須南小 531 14,310 505 15,387 525 18,030 499 14,532 464 13,314

不動岡小 488 13,287 444 12,187 409 9,907 525 14,332 511 11,910

三俣小 596 18,117 359 10,391 444 16,661 380 12,619 451 20,808

礼羽小 724 16,101 582 13,508 476 14,131 532 14,951 520 13,414

大桑小 660 19,125 538 16,115 466 14,522 474 13,825 428 11,917

花崎北小 721 20,931 603 18,422 556 17,618 554 17,414 521 14,387

水深小 362 9,462 376 8,694 384 8,741 461 10,943 440 11,153

樋遣川小 383 8,767 356 7,574 348 7,332 345 9,146 280 7,037

志多見小 478 10,145 381 7,817 398 9,704 417 10,952 413 10,652

大越小 311 5,395 265 5,227 253 7,463 243 3,815 180 3,487

小学校計 5,964 165,157 5,020 139,056 4,826 144,895 4,991 144,786 4,753 140,034

加須平成中 253 2,691 165 1,715 186 1,975 147 1,826 179 3,117

加須東中 274 5,045 327 5,014 283 4,681 277 4,181 232 3,361

中学校計 527 7,736 492 6,729 469 6,656 424 6,007 411 6,478

合 計 6,491 172,893 5,512 145,785 5,295 151,551 5,415 150,793 5,164 146,512

※ 19年度からは、利用件数・利用人数共実績数となります。 （平成23年3月31日現在） 
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【騎西地域】                               （単位：件、人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

騎西小 11 11,727 10 13,603 12 13,703 12 10,879 11 14,011

田ケ谷小 11 9,751 9 9,468 9 8,990 9 7,771 9 7,552

種足小 19 8,134 22 7,617 17 5,632 16 8,557 16 8,384

鴻茎小 9 6,971 13 7,039 8 6,140 9 6,685 8 5,497

高柳小 11 5,843 8 7,245 5 5,513 4 9,416 4 6,980

小学校計 61 42,426 62 44,972 51 39,978 50 43,308 48 42,424

騎西中 11 4,055 11 5,776 13 5,034 16 3,046 15 4,711

合 計 72 46,481 73 50,748 64 45,012 66 46,354 63 47,135

                                

【大利根地域】                              （単位：件、人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

東小 280 6,015 310 6,546 310 6,865 237 4,376 240 5,470

原道小 139 3,930 156 3,788 159 3,902 122 2,264 165 4,625

元和小 356 6,718 342 8,397 386 8,431 283 4,759 270 8,881

豊野小 155 2,907 164 2,729 172 3,000 134 1,476 168 2,802

合計 930 19,570 972 21,460 1,027 22,198 776 12,875 843 21,778

 

【北川辺地域】                              （単位：件、人） 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

東小 107 4,468 124 4,823 121 4,459 119 4,734 200 3,933

西小 98 4,078 119 4,660 144 5,282 120 4,766 269 4,577

小学校計 205 8,546 243 9,483 265 9,741 239 9,500 469 8,510

北川辺中 224 3,302 318 4,358 216 3,090 168 2,383 230 5,680

合計 429 11,848 561 13,841 481 12,831 407 11,883 699 14,190

 

【加須市全体】                              （単位：件、人） 

 地域 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

加 須 6,491 172,893 5,512 145,785 5,295 151,551 5,415 150,793 5,164 146,512

騎 西 72 46,481 73 50,748 64 45,012 66 46,354 63 47,135

北川辺 429 11,848 561 13,841 481 12,831 407 11,883 699 14,190

大利根 930 19,570 972 21,460 1,027 22,198 776 12,875 843 21,778

合計 7,922 250,792 7,118 231,834 6,867 231,592 6,664 221,905 6,769 229,615
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事 業 名 災害対策学校体育施設開放管理運営事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-93 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 0円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 938,000円

目 04 学校体育施設開放施設費 決 算 額 893,550円

事
業
の
目
的 

東日本大震災後の小中学校の体育施設

を適正に管理し、利用者の安全確保を図

る。 

事
業
の
概
要 

小中学校校庭の夜間照明等施設に破損した箇所がな

いか点検し、必要な箇所を修繕する。 

事業の実績・成果  

震災により破損した小中学校の夜間照明施設等施設の点検を実施し必要な箇所の修繕を実施した。 

 

    ・夜間照明安定器修繕  111,300円 

     （加須小学校・北川辺中学校） 

 

    ・夜間照明点検手数料  519,750円 

     （加須市内小学校・北川辺中学校） 

 

    ・玄関入り口階段修繕  262,500円 

     （元和小学校） 

 

 

 

 
事 業 名 給食センター施設整備基金積立事業 

担 当 課 学校給食課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 344-03 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 1,630,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 1,630,000円

目 05 学校給食費 決 算 額 1,013,146円

事
業
の
目
的 

加須市立学校給食センターの建設に要

する経費の財源に充てるため、基金を活

用する。 

事
業
の
概
要 

基金の運用収益から生じる歳入歳出の経理 

事業の実績・成果  

・給食センター施設整備基金の預金利子を積立てた。 

・給食センター施設整備基金残高 408,921,991円 
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事 業 名 給食センター管理運営事業 

担 当 課 学校給食課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 344-02 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 582,659,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 582,629,000円

目 05 学校給食費 決 算 額 566,431,025円

事
業
の
目
的 

学校給食の充実及び学校における食育

の推進を図ることで、児童及び生徒の心

身の健全な発達に資する。 

事
業
の
概
要 

加須、北川辺、大利根の各センターの維持管理及び

衛生管理の徹底を図るなど施設を適正に管理運営

し、児童生徒に安全安心な給食を提供する。また、

加須鴻巣給食センター組合に負担金を交付する。 

事業の実績・成果  

 児童、生徒の栄養のバランスを考慮しながら残食が少なくなるよう献立を作成し、温かくおいしい給

食を提供した。 

 

１ 給食実施日数 

 

 

 

 

 

 

２ 一食あたり経費の状況 

区分 経費 総給食数 平均単価 経費率 

賄材料費 369,909,889円 233円47銭 65.1％

賄材料費以外 198,212,836円 125円10銭 34.9％

計 568,122,725円

1,584,412食

358円57銭 100.0％

 

３ 平成22年度 給食費収納状況 

                                     （単位：円） 

区分 調定額 収入済額 収入未済額 収納率 

小学校 205,506,048 201,321,559 4,184,489 97.96%

中学校 133,832,839 130,228,729 3,604,110 97.31%

幼稚園 21,612,760 21,614,062 -1,302 100.01%

滞納繰越 7,801,304 811,019 6,990,285 10.40%

計 368,752,951 353,975,369 14,777,582 95.99%

   ※幼稚園の収入未済額については、還付未済額を含む 

 

４ 加須鴻巣給食センター組合への負担金額 ： 78,938,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター名 給食日数 給食数 

加須学校給食センター 180日 1,158,332食

北川辺学校給食センター 189日 208,005食

大利根学校給食センター 188日 218,075食
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事 業 名 給食センター建設事業 

担 当 課 学校給食課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 344-01 

款 10 教育費 当 初 予 算 額 139,101,000円

項 06 保健体育費 最 終 予 算 額 57,383,000円

目 05 学校給食費 決 算 額 52,959,800円

事
業
の
目
的 

安全でおいしい給食を提供し、園児、児

童生徒の心身の健全な発達に資する。 事
業
の
概
要 

平成22年度・23年度の継続事業で給食センター建設

工事を実施する。併せて、工事監理業務を委託する。

平成22年度の工事進捗率は、全体の10％を見込む。

事業の実績・成果  

１ 工事費 

   (1) 工 事 名：加須市立学校給食センター新築工事 

     工事場所：加須市町屋新田字入沼1144番1外地内 

     工  期：議会の議決を得た日から平成23年11月15日まで 

     請負代金：438,900,000円 

     受 注 者：石川建設・小川工業共同企業体 

       

   (2) 工 事 名：加須市立学校給食センター新築電気設備工事 

     工事場所：加須市町屋新田字入沼1144番1外地内 

     工  期：議会の議決を得た日から平成23年11月15日まで 

     請負代金：136,468,500円 

     受 注 者：丸電・小林特定建設共同企業体  

 

   (3) 工 事 名：加須市立学校給食センター新築機械設備工事 

          工事場所：加須市町屋新田字入沼1144番1外地内 

      工  期：議会の議決を得た日から平成23年11月15日まで 

     請負代金：288,330,000円 

     受 注 者：アペック・服部特定建設共同企業体  

 

   (4) 工 事 名：加須市立加須学校給食センター付属棟他工事 

          工事場所：加須市町屋新田字入沼1144番1外地内 

      工  期：平成23年3月30日から平成23年10月31日まで 

     請負代金：64,575,000円 

     受 注 者：㈱久保田建設  

    

     平成22年度工事出来高6％ 

  

 ２ 委託料 

    委 託 名 加須市立学校給食センター新築工事監理業務委託 

    履行場所 加須市大字町屋新田字入沼1144番1外地内地内 

    履行期間 平成23年1月4日から平成23年11月15日まで 

    委託料金 20,160,000円 

    受 注 者 ㈱相和技術研究所 
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事 業 名 元金 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-01 

款 11 公債費 当 初 予 算 額 4,063,532,000円

項 01 公債費 最 終 予 算 額 4,063,532,000円

目 01 元金 決 算 額 4,063,526,908円

事
業
の
目
的 

市債に係る元金について、管理、償還す

る。 事
業
の
概
要 

・市債の元金償還 

事業の実績・成果  

市債の元金を4,063,526,908円償還した。 

 

事 業 名 利子 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-02 

款 11 公債費 当 初 予 算 額 619,924,000円

項 01 公債費 最 終 予 算 額 619,948,346円

目 02 利子 決 算 額 583,661,507円

事
業
の
目
的 

市債に係る利子について、管理、支払い

を行う。 事
業
の
概
要 

・市債の利子支払 

事業の実績・成果  

市債の利子を583,661,507円支払った。 
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事 業 名 土地開発公社運営事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-20 

款 12 諸支出金 当 初 予 算 額 102,000円

項 01 公営企業費 最 終 予 算 額 102,000円

目 01 土地開発公社出資金 決 算 額 102,000円

事
業
の
目
的 

開発公社の事務の遂行 （公共事業の用

地買収について市の委託を受けて土地

開発公社が先行買収する） 

事
業
の
概
要 

・理事会の開催・法人県民税の支出 

事業の実績・成果  

土地開発公社の事務の遂行に係る事務負担金             102,000円 

 

平成22年度加須市土地開発公社事務概要 

○加須市からの公共用地先行取得事務の受託を想定し、事業の準備をしていたが、加須市からの委託が

 なかったため、公共用地の先行取得及び金融機関からの借入れは行わなかった。 

○加須市土地開発公社での借入れ、及び償還は、平成23年3月31日現在ない。（平成20年度に償還は

 完了） 

○理事会の開催3回 

理 事 会 議決年月日  

平成22年第1回 平成22年5月25日 

・平成21年度加須市土地開発公社決算について 

・加須市土地開発公社情報公開規程の一部を 

改正する規程について 

・加須市等と契約する場合の特例に関する規程について

平成22年第2回 平成22年8月9日 
・加須市土地開発公社副理事長の選任について 

・平成22年度加須市土地開発公社補正予算について 

平成23年第1回 平成23年3月29日 ・平成23年度加須市土地開発公社予算について 

 

○平成21年度決算監査の実施 平成22年5月13日 
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事 業 名 予備費 

担 当 課 財政課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-05 

款 13 予備費 当 初 予 算 額 20,000,000円

項 01 予備費 最 終 予 算 額 6,243,234円

目 01 予備費 決 算 額 0円

事
業
の
目
的 

予算外の支出又は予算超過の支出に充

てるため、歳入歳出予算に計上する。 
事
業
の
概
要 

不測の事態が生じた場合、予備費充用により対応す

る。 

事業の実績・成果  

 

款・項・目 事業名称 課 名 充用額 摘  要 

3.1.3 障害者自立支援事業 社会福祉課 573,489 障害福祉サービス事業所不正請求返還のため、

破産手続申立代表市(久喜市)への負担金に対応

11.1.2 利子 財政課 24,346 旧加須市騎西町衛生施設組合の平成 21 年度起

債前借分の利子支払いに対応 

3.1.7 老人福祉センター管

理運営事業 

福祉課（大

利根） 

997,500 大利根総合福祉会館の温泉加熱用熱交換器故障

に対応する修繕料に対応 

10.4.1 幼稚園管理運営事業 北川辺教育

事務所 

767,950 北川辺幼稚園バスの事故による修理期間中の代

車借上料に対応 

10.2.1 小学校管理運営事業 教育総務課 449,400 花崎北小学校印刷機故障に対応する備品購入費

に対応 

8.2.3 生活道路新設改良事

業 

建設課（北

川辺） 

1,973,100 過年度分支出に対応 

2.3.1 戸籍住民基本台帳事

務事業 

市民税務課

（騎西） 

7,433,280 旧騎西町分の除改戸籍の修正に対応 

6.1.3 園芸振興助成事業 農業振興課 460,564 平成22年7月26日の降雹、突風災害の被災農

家に対する補助金に対応 

10.6.2 スポーツ施設整備事

業 

スポーツ振

興課 

3,873,450 南篠崎体育館屋根改修工事費の不足に対応 

4.1.6 健康ふれあいセンタ

ー管理運営事業 

資源リサイ

クル課 

891,954 健康ふれあいセンターのエアコン室外機圧縮機

故障に対応する修繕料に対応 

4.1.6 健康ふれあいセンタ

ー管理運営事業 

資源リサイ

クル課 

388,500 いなほの湯の循環ポンプ及び排水ポンプ故障に

対応する修繕料に対応 

2.1.1 総務管理事業 総務課 1,541,735 名誉市民髙瀬一太郎氏逝去に伴う「お別れ会」

開催に必要な経費に対応 

6.1.3 農作物災害緊急対策

事業 

農業振興課 346,300 高温障害のあった「彩のかがやき」を支援する

ため合併記念式典記念品として配布する費用に

対応 

2.1.1 総務管理事業 市民税務課

（北川辺）

970,786 名誉市民片野嘉作氏逝去に伴う「お別れ会」開

催に必要な経費に対応 

3.1.7 老人福祉センター管

理運営事業 

福祉課（大

利根） 

2,488,500 大利根総合福祉会館の揚湯用水中ポンプ交換の

ための修繕料に対応 

10.2.1 小学校管理運営事業 教育総務課 312,900 卒業式で使用する新市旗及び新市章パネルを購

入する経費に対応 

10.3.1 中学校管理運営事業 教育総務課 120,435 卒業式で使用する新市旗及び新市章パネルを購

入する経費に対応 
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10.4.1 幼稚園管理運営事業 教育総務課 96,285 卒園式で使用する新市旗及び新市章パネルを購

入する経費に対応 

7.1.2 スポーツ遊学館管理

運営事業 

環境経済課

（北川辺）

3,034,500 スポーツ遊学館のエレベーター故障に対応する

修繕料に対応 

4.1.6 健康ふれあいセンタ

ー管理運営事業 

資源リサイ

クル課 

640,500 いなほの湯のエアコン室外機圧縮機の故障に対

応する修繕料に対応 

1.1.1 議会運営事業 議会事務局 767,588 議場のマイク機能低下に対応する修繕料に対応

10.3.1 中学校施設整備事業 北川辺教育

事務所 

934,500 北川辺中学校プール更衣室の設計委託料に対応

10.6.2 スポーツ施設管理運

営事業 

大利根教育

事務所 

1,332,790 大利根教育事務所の大利根文化体育館への移転

経費に対応 

6.1.5 土地改良区助成事業 治水課 294,898 会の川用悪水路護岸補修工事にかかる負担金に

対応 

3.1.2 授産施設あけぼの園

管理運営事業 

社会福祉課 75,600 東日本大震災によるあけぼの園配水管損傷に対

応する修繕料に対応 

4.1.4 保健センター管理運

営事業 

健康医療課

（大利根）

148,138 東日本大震災による大利根保健センターボイラ

ー配管故障に対応する修繕料に対応 

10.2.1 小学校管理運営事業 大利根教育

事務所 

835,800 東日本大震災による緊急修繕、撤去等の経費不

足に対応 

10.5.1 大利根生涯学習セン

ター管理運営事業 

大利根教育

事務所 

117,940 東日本大震災による大利根生涯学習センター水

道管破損に対応する修繕料に対応 

9.1.4 災害対策災害時物資

等対策事業 

市民安全課 1,864,038 東日本大震災に対応するブルーシート等購入費

や避難所運営経費等に対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この頁は両面印刷に対応するための白紙です。 
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 住宅新築資金等貸付事業（特別会計）  人権推進課 

財政の状況 

 

  歳 入 

区   分 決 算 額 （円） 構成比（％） 

繰 越 金 2,900,296 42.6 

諸 収 入 3,605,493 52.9 

県 支 出 金 306,000 4.5 

合    計 6,811,789 100.0 

 

  歳 出 

区   分 決 算 額 （円） 構成比（％） 

公 債 費 2,881,058 100.0 

合    計 2,881,058 100.0 

 

○ 貸付金収納状況 

種   別 調 定 額 収 納 額 未 収 額 収納率 

現 年 度   4,650,949 円   1,229,211 円  3,421,738 円 26.4％ 

元  金   4,180,864   1,102,749  3,078,115 26.4 内 

訳 利  子   470,085     126,462   343,623 26.9 

過 年 度  62,934,164   2,375,228  60,558,936 3.8 

元  金  52,879,878   2,069,810  50,810,068 3.0  内 

訳 利  子  10,054,286    305,418  9,748,868 3.0 

合   計  67,585,113   3,604,439  63,980,674 5.3 

  ※ 現年度とは 22 年度であり、過年度とは 21 年度以前のものをいう。 

 



 618

 国民健康保険事業（特別会計）  医療保険課 

【財政の状況】 

 歳 入 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 決算額 

（千円） 

構成比 

（％） 

前年比

（％）

被保険者一人

当たり額 

(円) 

決算額 

（千円） 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

被保険者一人

当たり額 

(円) 

国民健康保険税 2,678,096 23.1 △5.8 81,031 2,843,927 24.8 3.8 85,790

使 用 料 及 び 

手 数 料 
2 0.0 △99.3 0 274 0.0 △24.1 8

国 庫 支 出 金 2,951,127 25.5 △1.3 89,293 2,991,119 26.0 10.1 90,230

療 養 給 付 費 

交 付 金 
358,418 3.1 △32.7 10,845 532,191 4.6 △38.1 16,054

前 期 高 齢 者 

交 付 金 
2,280,756 19.7 30.6 69,009 1,746,693 15.2 18.8 52,690

県 支 出 金 598,660 5.2 7.7 18,114 555,835 4.9 5.0 16,767

共 同 事 業 

交 付 金 
1,267,932 11.0 △6.6 38,364 1,358,050 11.8 11.5 40,967

財 産 収 入 3 0.0 △90.9 0 33 0.0 △79.3 1

繰 入 金 1,027,826 8.9 △0.6 31,099 1,034,264 9.0 36.7 31,200

繰 越 金 383,823 3.3 △0.9 11,613 387,454 3.4 19.0 11,688

諸 収 入 23,261 0.2 △35.8 704 36,237 0.3 28.0 1,093

合 計 11,569,904 100.0 0.7 350,072 11,486,077 100.0 7.9 346,488

       ※平成 21年度は、合併前の 1市 3町と合併後の加須市の決算額を合算した額である。 

 歳 出 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 決算額 

(千円) 

構成比 

（％） 

前年比

（％）

被保険者一人

当たり額 

(円) 

決算額 

(千円) 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

被保険者一人

当たり額 

(円) 

総 務 費 175,933 1.6 7.7 5,323 163,436 1.5 26.0 4,930

保 険 給 付 費 7,534,778 68.2 2.7 227,981 7,339,298 66.1 6.1 221,397

後 期 高 齢 者 

支 援 金 等 
1,354,341 12.3 △4.0 40,979 1,411,358 12.7 12.9 42,575

前 期 高 齢 者 

納 付 金 等 
2,329 0.0 △42.0 70 4,013 0.0 138.4 121

老 人 保 健 

拠 出 金 
25,109 0.2 △47.2 760 47,537 0.4 △73.8 1,434

介 護 納 付 金 598,433 5.4 4.6 18,107 571,974 5.2 △2.1 17,254

共同事業拠出金 1,198,064 10.8 △6.1 36,250 1,276,087 11.5 15.8 38,495

保 健 事 業 費 64,761 0.6 △5.2 1,959 68,327 0.6 11.8 2,061

基 金 積 立 金 3 0.0 △91.2 0 34 0.0 △99.3 1

諸 支 出 金 97,856 0.9 △55.5 2,961 220,091 2.0 677.93 6,639

合 計 11,051,607 100.0 △0.5 334,390 11,102,155 100.0 8.2 334,907

       ※平成 21年度は、合併前の 1市 3町と合併後の加須市の決算額を合算した額である。 
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国民健康保険事業の状況 

 

 １ 加入状況（年間平均） 

世   帯   数 人    口 

総 世 帯 国保世帯 加入割合 総 人 口 被保険者数 加入割合 

42,487 世帯 17,572 世帯 41.4％ 117,398 人 33,050 人 28.2％ 

 

 ２ 被保険者の内訳 

総  数 一般被保険者 退職被保険者 

33,050 人 31,134 人 1,916 人 

 

 ３ 保険税収納状況                         （単位：円）   

種 別 調  定  額 収  納  額 不納欠損額 未 収 額 収 納 率

 現年度 2,826,322,500 2,524,929,719 0 301,392,781 89.3% 

 医療分 1,941,153,420 1,736,081,917 0 205,071,503 89.4% 

後期分 597,997,112 534,227,040 0 63,770,072 89.3% 
 
介護分 287,171,968 254,620,762 0 32,551,206 88.7% 

 滞 納 1,007,824,453 153,166,769 207,393,355 647,264,329 15.2% 

 医療分 702,637,229 106,685,620 144,590,948 451,360,661 15.2% 

後期分 229,891,230 34,974,409 47,307,756 147,609,065 15.2% 
 
介護分 75,295,994 11,506,740 15,494,651 48,294,603 15.3% 

計 3,834,146,953 2,678,096,488 207,393,355 948,657,110 69.8% 

    ※現年度とは平成 22 年度であり、滞納とは平成 21 年度以前のものをいう。 

 

  ４  一人当たり・一世帯当たり保険税収納状況             （単位：円）   

一人当たり 一世帯当たり 
種 別 

調 定 額 収 納 額 調 定 額 収 納 額 

現年度 85,517 76,397 160,842 143,690

 医療分 58,734 52,529 110,468 98,798

後期分 18,094 16,164 34,031 30,402
 
介護分 8,689 7,704 16,343 14,490

滞   納 30,494 4,634 57,354 8,717

 医療分 21,260 3,228 39,986 6,071

 後期分 6,956 1,058 13,083 1,991

 介護分 2,278 348 4,285 655

計 116,011 81,031 218,196 152,407

 ※現年度とは平成 22 年度であり、滞納とは平成 21 年度以前のものをいう。 
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 ５ 医療給付の状況                       （単位：円） 

 件 数 費 用 額 保険者負担分 一部負担金 他法負担分 

療養の給付 448,026 件 9,102,510,202 6,590,721,031 2,229,018,599 282,770,572

療 養 費 9,753 件 88,470,493 64,828,910 20,964,126 3,477,457

移 送 費 6 件 185,720 185,720 0 0

計 457,785 件 9,191,166,415 6,654,935,661 2,249,982,725 286,248,029

 

 

  

医療費の推移

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

H18 H19 H20 H21 H22 年度

被保険者数（人）

7,000,000

7,500,000

8,000,000

8,500,000

9,000,000

9,500,000

10,000,000

医療費総額(千円）

被保険者数

医療費総額

 

 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 7,869,531 8,207,317 8,501,695 9,002,482 9,191,166

旧 加 須 市 4,533,909 4,732,789 4,939,222 5,118,959 

旧 騎 西 町 1,446,192 1,437,130 1,458,186 1,653,796 

旧北川辺町 884,680 912,064 1,005,117 1,071,650 

 
 

 
(

千
円)

 

医
療
費
総
額 

 

旧大利根町 1,004,750 1,125,334 1,099,170 1,158,077 

 加 須 市 32,987 32,900 32,779 33,150 33,050

旧 加 須 市 19,046 19,001 18,872 19,141 

旧 騎 西 町 6,011 6,014 5,967 6,084 

旧北川辺町 3,863 3,824 3,792 3,840 

 
 
 

 
(

人)
 

被
保
険
者
数 

 

旧大利根町 4,067 4,061 4,148 4,085 

一人当たり医療費（円） 238,565 249,463 259,364 271,568 278,099

 

 件 数 費 用 額 保険者負担分 一部負担金 他法負担分 

療養の給付 13.5 件 275,416 199,416 67,444 8,556

療 養 費 0.3 件 2,677 1,938 634 105

移 送 費 0.0 件 6 6 0 0

計 13.8 件 278,099 201,360 68,078 8,661

 ６ 一人当たり医療給付の状況                  （単位：円） 
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７ 医療の給付内訳                         （単位：円） 

 件 数 一人当たり件数 日  数 一人当たり日数 費 用 額 一人当たり費用額 

入 院 6,662 件 0.2 件 109,522 日 3.3 日 3,084,926,430 93,341

入院外 260,811 件 7.9 件 453,319 日 13.7 日 3,765,317,060 113,928
診
療
費 歯 科 51,009 件 1.5 件 106,932 日 3.2 日 644,748,950 19,508

調   剤 129,396 件 3.9 件 － － 1,408,778,100 42,626

食事療養 － － － － 191,363,512 5,790

訪問看護 148 件 0.0 件 685 日 0.0 日 7,376,150 223

計 448,026 件 13.5 件 670,458 日 20.2 日 9,102,510,202 275,416

 

 ８ 高額療養費支給状況 

   件 数 10,823 件   支給額  770,539,772 円 

 

 ９ 国保運営協議会開催状況 

 
開 催 日 

出席委員数 
協   議   事   項 

第 1 回 H22.8.11 

 12 人出席 

１ 平成 21 年度加須市国民健康保険事業特別会計決算(案)について 

２ 平成 22 年度加須市国民健康保険事業特別会計補正予算(案) 

   について 

３ 平成 21 年度加須市国民健康保険直営診療所特別会計決算(案) 

   について 

第 2 回 H23.2.4 

 13 人出席 

１ 平成 23 年度加須市国民健康保険事業特別会計予算(案)について 

２ 平成 22 年度加須市国民健康保険事業特別会計補正予算(案) 

   について 

３ 平成 23 年度加須市国民健康保険直営診療所特別会計予算(案) 

   について 

４ 平成 22 年度加須市国民健康保険直営診療所特別会計補正予算(案) 

   について 

５ 加須市国民健康保険北川辺診療所施設整備等基金条例(案)の 

   要旨について 

  

 10  保養所利用状況 

うち国保被保険者 補  助  金  支  給  状  況 利用者 

総数 大 人 子ども 計 大 人 補助金額 子ども 補助金額 計 補助金額 

1,059 人 1,052 人 7 人 1,059 人 1,052 人 3,156,000 円 7 人 10,500円 1,059人 3,166,500 円

 

 11 人間ドック・脳ドック利用状況 

   人間ドック 利用者数  350 人   補助金支給額  6,987,000 円 

   脳ドック  利用者数  84 人   補助金支給額  1,680,000 円 

 

 12 出産育児一時金支給状況 

   件 数   156 件   支給額  65,297,806 円 

                                （うち 39 万円:5 件、42 万:151 件） 
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 13 葬祭費支給状況 

   件 数   196 件   支給額   9,800,000 円 

 

14  特定健康診査等実施状況 

 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

対象者数（人） 21,743 22,467 22,171 

受診者数（人） 4,494 6,320 5,253 特定健康診査 

受診率（％） 20.7 28.1 23.7 

対象者数（人） 788 648 831 

実施者数（人） 41 206 252 特定保健指導 

実施率（％） 5.2 31.8 30.3 

 

  15  一般会計からの繰入金の推移 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 787,972 755,672 756,565 974,976 1,027,826

旧 加 須 市 561,188 531,587 555,294 636,000 

旧 騎 西 町 119,334 68,864 57,084 141,463 

旧北川辺町 52,000 62,920 88,670 88,000 

繰
入
金(

千
円)

 

 

旧大利根町 55,450 92,301 55,517 109,513 

対前年度比率(％) 93.8 95.9 100.1 128.9 105.4

 

 

一般会計からの繰入金の推移

500,000
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 国民健康保険直営診療所（特別会計）  医療体制推進課 

財政の状況 

 歳 入 

平成 22 年度 平成 21 年度 
区    分 

決算額【千円】 構成比【％】 決算額【千円】 構成比【％】 

診療収入 108,094 86.5 100,364 44.3 

使用料及び手数料 18 0.0 22 0.0 

財産収入 0 0.0 410 0.2 

繰入金 0 0.0 98,535 43.5 

繰越金 16,798 13.4 21,926 9.7 

諸収入 74 0.1 5,352 2.3 

歳 入 合 計 124,984 100.0 226,609 100.0 

 

 歳 出 

平成 22 年度 平成 21 年度 
区    分 

決算額【千円】 構成比【％】 決算額【千円】 構成比【％】 

総務費 44,166 44.0 41,362 20.2 

医業費 54,353 54.1 55,041 26.9 

施設整備費 0 0.0 8,277 4.1 

基金積立金 0 0.0 409 0.2 

諸支出金 0 0.0 97,500 47.7 

公債費 1,935 1.9 1,935 0.9 

予備費 0 0.0 0 0.0 

歳 出 合 計 100,454 100.0 204,524 100.0 

 

国民健康保険直営診療所事業の状況 

 地域住民の健康状態を的確に把握するよう診療にあたった。また、保健センター、地域包括

支援センター及び地域基幹病院との連携を図り、プライマリーケアとして患者の立場に立った

きめ細やかで、かつ適切な診療業務を実施した。 
○平成 22 年度診療状況（一般診療・入院外） 

国民健康保険診療分 後期高齢者医療診療分 そ の 他 の 診 療 分 計 
件数 日数 費用額 件数 日数 費用額 件数 日数 費用額 件数 日数 費用額 
 件 

 
3,268 

日 

 
3,912 

 円 

 
31,360,820 

 件 

 
2,814 

 日 

 
4,085 

  円

41,128,490

 件

2,793

 日

3,302

  円

23,959,790

 件 

 
8,875 

 日 

 
11,299 

  円

96,449,100

※「件数」は受診した人数、「日数」は受診した回数を表す。 
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 老人保健事業（特別会計）  医療保険課 

財政の状況 

 

歳 入 

平成 22 年度 平成 21 年度 
区 分 決算額 

（千円） 
構成比 
（％） 

前年比 
（％） 

決算額 
（千円） 

構成比 
（％） 

前年比 
（％） 

支払基金交付金 1,327 1.2 △31.2 1,930 1.1 －

国庫支出金 34 0 △99.9 56,323 31.0 －

県 支 出 金 9 0 △99.7 2,681 1.5 －

繰 入 金 0 0 △100.0 1,000 0.6 －

繰 越 金 107,429 98.4 64.3 65,398 36.0 －

諸 収 入 403 0.4 △99.3 54,230 29.9 －

合 計 109,202 100.0 △39.9 181,563 100.1 －

 

※平成 21 年度は、合併前の 1 市 3 町と合併後の加須市の決算額を合算した額である。 

 

 

歳 出 

平成 22 年度 平成 21 年度 
区 分 決算額 

（千円） 
構成比 
（％） 

前年比 
（％） 

決算額 
（千円） 

構成比 
（％） 

前年比 
（％） 

総 務 費 310 26.8 △60.6 786 3.7 －

医 療 諸 費 846 73.2 △46.1 1,570 7.4 －

諸 支 出 金 0 0 △100.0 18,927 88.9 －

合 計 1,156 100.0 △94.6 21,283 100.0 －

 

※平成 21 年度は、合併前の１市３町と合併後の加須市の決算額を合算した額である。 

 

○老人医療費扶助の状況について 

平成 19 年度で老人保健制度が廃止となり、旧老人保健法による医療給付費の助成（医療費代）及び

医療費支給費（柔道整腹・補装具代等）の遡及分の支給を行った。 

 

１ 医療給付等の状況 

 

区  分 
件  数 

（件） 

医 療 費 総 額

（円） 
老 人 医 療 費

（円） 

一 部 負 担 金 

（円） 

医 療 給 付 費 2 22,420 20,178        2,242 

医療費支給費 10            0 104,704   △104,740 

合  計 12 22,420 124,918    69,931 
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○医療給付の推移 

（単位：千円） 

  平成 18 年度  平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度

 加須市      7,213,495     7,307,589       732,308         2,395           845

 新加須市  －  －  －           828           845

 旧加須市     4,173,973     4,202,662       422,541        1,481  －

 旧騎西町     1,310,786     1,357,944       127,123           14  －

 旧北川辺町       746,404       758,142        78,296            21  －

 旧大利根町       982,330       988,839       104,347            50  －

 

 

 

○一般会計からの繰入金の推移 

（単位：千円） 

  平成 18 年度  平成 19 年度  平成 20 年度  平成 21 年度  平成 22 年度

 加須市        758,089       662,745        21,309  1,000  －

 旧加須市       484,934       363,656  －  －  －

 旧騎西町       108,609       111,423        12,020  1,000  －

 旧北川辺町        62,565        65,541         7,200  －  －

 旧大利根町       101,981       122,125         2,089  －  －
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 後期高齢者医療（特別会計）  医療保険課 

 

【財政の状況】 

 歳 入 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 決算額 

（千円） 

構成比 

（％） 

前年比

（％）

被保険者一人

当たり額 

(円) 

決算額 

（千円） 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

被保険者一人

当たり額 

(円) 

後期高齢者医療

保 険 料 
558,673 72.3 97,1 48,517 575,205 68.1 － 51,385

使 用 料 及 び 
手 数 料 

0 － － 0 71 0 － 6

寄 附 金 0 － － 0 0 0 － 0

繰 入 金 184,762 23.9 93.2 16,045 198,146 23.5 － 17,701

繰 越 金 12,839 1.7 106.5 1,115 12,056 1,4 － 1,077

諸 収 入 16,091 2.1 27.2 1,397 59,222 7.0 － 5,291

合 計 772,365 100.0 91.4 67,074 844,700 100.0 － 75,460

 ※平成 21 年度は、合併前の１市３町と合併後の加須市の決算額を合計した額である。 

 

 歳 出 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 決算額 

(千円) 

構成比 

（％） 

前年比

（％）

被保険者一人

当たり額 

(円) 

決算額 

(千円) 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

被保険者一人

当たり額 

(円) 

総 務 費 24,639 3.3 68.9 2.140 35,745 4.5 － 3,193

後期高齢者医療

広域連合納付金 
725,395 96.4 96.6 62,996 750,645 94.9 － 67,085

諸 支 出 金 2,333 0.3 50.7 203 4,603 0.6 － 411

合 計 752,367 100.0 95.1 65,339 790,993 100.0 － 70,662

 ※平成 21 年度は、合併前の１市３町と合併後の加須市の決算額を合計した額である。 

 

 

 

後期高齢者医療保険事業の状況 

 

１ 加入状況（年間平均） 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 
区分 

総数 
75 歳 

以上 

75 歳

未満
総数 

75 歳以

上 

75 歳

未満
総数 

75 歳 

以上 

75 歳

未満

加 須 市 10,940 10,551 389 11,194 10,828 366 11,515 11,172 343

旧 加 須 市 6,162 5,929 233 6,322 6,103 219

旧 騎 西 町 2,030 1,949 81 2,046 1,968 78

旧北川辺町 1,157 1,129 28 1,197 1,173 24

被
保
険
者(

人)

 

旧大利根町 1,591 1,544 47 1,629 1,584 45
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  ２ 保険料収納状況  （単位：円） 

種 別 調  定  額 収  納  額 不納欠損額 未 収 額 収 納 率

 現年度分 556,985,610 554,752,660 0 2,232,950 99.6% 

 特別徴収 331,755,490 331,755,490 0 0 100.0% 

 普通徴収 225,230,120 222,997,170 0 2,232,950 99.0% 

滞納繰越分 6,455,810 2,995,070 1,250,250 2,210,490  46.4% 

計 563,441,420 557,747,730 1,250,250 4,443,440 99.0% 

 

 

  ３  不能欠損状況 

平成 22 年度欠損額 

20 年度保険料 21 年度保険料 

欠損者数(人) 金額(円) 欠損者数(人) 金額(円) 

32 1.250.250 － －

 

 

 

  ４  一人当たり保険料収納状況   （単位：円） 

一人当たり 
種別 

調 定 額 収 納 額 

現年度 48,370 48,177

 

 

 

  ５  一人当たり医療費の推移    

区分 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

加 須 市 760,000

旧 加 須 市  730,771 741,696

旧 騎 西 町 726,101 757,365

旧 北 川 辺 町 742,562 759,600
 

医
療
費(
円)

 

 

旧 大 利 根 町 662,159 706,764

 

 

 

 

  ６  一般会計からの繰入金 

区分 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

加 須 市 181,834

       －

198,146

新加須市   3,491
184,762

旧 加 須 市  98,629 105,450

旧 騎 西 町 37,181 37,108

旧 北 川 辺 町 20,240 21,099

繰
入
金(

千
円)

 

 

旧 大 利 根 町 25,784 30,998
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  ７  健康診査受診状況 

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 
区分 

受診者数 受診率 受診者数 受診率 受診者数 受診率 

加 須 市 1,938 18.0% 2,047 18.5% 2,057 18.1%

旧 加 須 市 1,580 26.0% 1,655 26.3%

旧 騎 西 町 98 5.0% 111 5.5%

旧 北 川 辺 町 76 6.6% 106 9.0%

受
診
者
数(

人)
 

 

旧 大 利 根 町 184 11.7% 175 10.9%

 

個別 集団 
 加 須 市 

  

1,913 144

旧 加 須 市 個別方式 個別方式 

旧 騎 西 町 個別方式 個別方式 

旧 北 川 辺 町 集団方式 集団方式 

検
診
方
式 

 

旧 大 利 根 町 個別、集団方式 個別、集団方式 

 

 

 

 

  ８  保養施設宿泊利用状況 

区分 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

加 須 市 801 973 

旧 加 須 市 697 

旧 騎 西 町  60 

旧 北 川 辺 町 － 

利
用
者
数(

人)
 

 

旧 大 利 根 町 

 

 44 
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 介護保険事業（特別会計）  高齢者福祉課 

 

【財政の状況】 

 

 歳 入 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 決算額 

（千円） 

構成比 

（％） 

前年比

（％）

第1号被保険者
一人当たり額

(円) 

決算額 

（千円） 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

第1号被保険者
一人当たり額

(円) 

保 険 料 883,253 16.4 0.8 36,969 876,660 16.9 0.3 37,136 

使 用 料 及 び 
手 数 料 

0 0.0 △100.0 0 42 0.0 △25.0 2

国 庫 支 出 金 1,097,475 20.4 3.2 45,935 1,063,460 20.5 1.8 45,049 

支払基金交付金 1,448,274 26.9 5.6 60,618 1,371,342 26.4 2.1 58,090 

県 支 出 金 738,519 13.7 4.8 30,911 704,872 13.6 6.1 29,859 

財 産 収 入 625 0.0 △53.0 26 1,331 0.0 38.9 56 

繰 入 金 875,760 16.3 6.0 36,655 826,469 15.9 19.5 35,009 

繰 越 金 322,934 6.0 △4.3 13,516 337,434 6.5 △8.5 14,294 

諸 収 入 14,007 0.3 △8.9 586 15,373 0.3 44.5 651 

分 担 金 及 び 

負 担 金 
0 0.0 △100.0 0 1,400 0.0 △1.3 59

合 計 5,380,847 100.0 3.5 225,215 5,198,384 100.0 4.0 220,205 

※平成 21 年度は、旧 1市 3町と合併後の加須市の決算額の合計である。 
※第一号被保険者数 平成 23 年 3月 31 日 23,892 人 平成 22 年 3月 31 日 23,607 人（介護保険事業状況報告より） 

 

 歳 出 

平  成  22  年  度 平  成  21  年  度 

区  分 決算額 

(千円) 

構成比 

（％） 

前年比

（％）

第1号被保険者
一人当たり額

(円) 

決算額 

(千円) 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

第1号被保険者
一人当たり額

(円) 

総 務 費 82,357 1.6 △37.0 3,447 130,787 2.7 77.3 5,540 

保 険 給 付 費 4,791,494 93.3 6.9 200,548 4,480,351 91.9 4.6 189,789 

基 金 積 立 金 28,762 0.6 △46.0 1,204 53,231 1.1 △54.0 2,255 

地域支援事業費 127,399 2.5 △5.0 5,332 134,158 2.8 8.8 5,683 

介護予防支援事業 2,486 0.0 △70.6 104 8,445 0.2 29.0 358

諸 支 出 費 101,125 2.0 47.7 4,233 68,477 1.4 15.1 2,901 

予 備 費 0 0.0 - 0 0 0.0 - 0

合 計 5,133,623 100.0 5.3 214,868 4,875,450 100.0 4.6 206,526 

※平成 21 年度は、旧 1市 3町と合併後の加須市の決算額の合計である。 

※第一号被保険者数 平成 23 年 3月 31 日 23,892 人 平成 22 年 3月 31 日 23,607 人（介護保険事業状況報告より） 
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【保険事業】※Ｈ18～Ｈ21 については、旧 1市 3町合計額である。 
１ 第 1 号被保険者数と要介護（要支援）認定者数 

 H19.3 月末 H20.3 月末 H21.3 月末 H22.3 末 H23.3 末 

第1号被保険者 21,536 人 22,210 人 23,052 人 23,607 人 23,892 人

認定者(合計) 2,620 人 2,776 人 2,917 人 3,025 人 3,187 人

 要支援 1 211 人 283 人 320 人 293 人 318 人

 要支援 2 216 人 243 人 266 人 328 人 369 人

 要支援 
(経過的要介護) 

36 人 - - - -

 要介護 1 676 人 674 人 665 人 641 人 652 人

 要介護 2 445 人 533 人 542 人 559 人 546 人

 要介護 3 455 人 431 人 493 人 471 人 512 人

 要介護 4 374 人 402 人 426 人 488 人 527 人

 要介護 5 207 人 210 人 205 人 245 人 263 人

 
２ 保険給付の状況                              （単位:円） 

 H18 H19 H20 H21 H22 

居 宅 サ ー ビ ス 費 1,669,231,015 1,757,827,379 1,874,998,486 1,980,735,729 2,160,872,375

地域密着型サービス費 197,652,114 215,722,575 236,767,536 246,951,333 273,104,676

施 設 サ ー ビ ス 費 1,731,117,994 1,812,490,112 1,884,262,599 1,940,207,456 1,999,752,107

高額介護サービス費 49,932,347 55,184,917 65,182,613 74,525,292 83,730,749

高額医療合算サービス費 － － － - 12,920,331

特定入所者介護ｻｰﾋﾞｽ費 168,081,720 195,740,090 216,394,950 232,055,880 254,936,110

審 査 支 払 費 5,435,754 5,508,438 5,809,135 5,875,596 6,177,408

合   計 3,821,450,944 4,042,473,511 4,283,415,319 4,480,351,286 4,791,493,756
 

介護給付費に対する一般会計繰入金の推移

4,042
4,283 4,480

478 505 535 560 599

3,821

4,791

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｈ18 H19 H20 H21 H22

介護給付費 一般会計繰入金

※ 一般会計繰入金は、給付費に対する法定負担分(12.5%）
で、翌年度精算後の額である。 

 

 
第1号被保険者の介護保険料収納率の推移

97.8%
97.2%

96.8%
96.4%

96.1%

90.0%

95.0%

100.0%

Ｈ18 H19 H20 H21 H22

３ 第１号被保険者の保険料収納状況                      （単位:円） 
区  分 調定額 収納額 不能欠損額 未収額 収納率 

特別徴収 800,436,080 800,436,080 0 0 100.0%
現 年 度 

普通徴収 94,437,620 80,582,080 0 13,855,540 85.3%

滞納繰越 普通徴収 24,247,263 2,234,482 9,193,231 12,819,550 9.2%

合   計 919,120,963 883,252,642 9,193,231 26,675,090 96.1%

  ※還付未済額を含む 

百万円 
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【地域支援事業】 
４ 元気向上高齢者把握事業（旧特定高齢者把握事業）・平成２２年度新規対象者 
   要介護状態等となることの予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止を図るため、様々

なルートから要介護状態等に陥る可能性の高い高齢者（元気向上高齢者）の把握を行った。 
情報のあった   
高 齢 者 元気向上高齢者数 

生活機能評価で初めて把握 4,775 人 777 人

要介護認定の担当部局との連携  6 人 6 人

本人・家族からの相談 0 人 0 人

民生委員からの情報提供 0 人 0 人

地域住民からの情報提供 0 人 0 人

高齢者実態把握調査等 0 人 0 人

その他 30 人 （30）人

把
握
経
路 

合計 4,805 人 813 人

元気向上高齢者決定者 783 人

 
○ 生活機能評価 

平成２０年度より元気向上高齢者把握事業（旧特定高齢者把握事業）の１つとして、生活機能

の低下を医師が判断する制度が始まった。 
 

65 歳以上 
検査案内 

発送者 

基 本 ﾁｪｯｸ 

実 施 者 

医 療機関

受 診 者 

元気向上 

高齢者 

65 歳以上人口 
（年度内 65
歳含む） 

24,871 人 24,170 人 4,775 人 3,250 人 1,116 人

高齢者人口 
に対する割合 

100％ 97.18％ 19.20％ 13.07％ 4.49％

備   考 
 介護認定と施

設入所者を除

いた数 

基本ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

を実施した人 
医療機関で受

診をした人 
基本ﾁｪｯｸﾘｽﾄ

で低下が見ら

れる人 
 
５ 介護予防ケアマネジメント事業 
   元気向上高齢者の生活機能向上のため、元気向上高齢者一人ひとりの状況に応じた介護予防ケ

アプラン（生活機能の向上が図られる目標の設定及び目標達成のための具体的方策）の作成を行

うとともに、一定期間後に、介護予防ケアプランの評価・変更作業を継続的に行った。 
通所による予防ケアマネジメント 訪問による予防ケアマネジメント 予防ケアマネジメント取扱い総数

198 件 107 件 305 件

 
６ 生活機能改善事業 
   元気向上高齢者把握事業等により生活機能の低下が見込まれる方や要介護認定において非該

当となった方などを対象に、身体機能の向上のための運動やレクリエーション、栄養改善指導、

口腔機能向上の指導などを行った。 
実施箇所 実施回数 延べ参加人数 

4 箇所 117 回 1,971 人
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７ 高齢者筋力アップトレーニング事業 
   科学的根拠に基づいたトレーニングを行うことにより、生活習慣病・要介護状態等の予防を図っ

た。 
   平成 22 年度は、午前 2 コースと夜 1 コースを実施の他、自主活動の修了生支援を市内大学と連携

して実施し、12 会場 24 グループで自主活動をしている修了生が、継続してトレーニングが続けられ

るよう、新しい運動メニューの作成を行った。 
実人員 延人員 

 年間活動回数 
40～64 歳 65～69 歳 70 歳以上 計  

H18 625 回 165 人 148 人 142 人 455 人 11,450 人

H19 438 回 160 人 102 人 85 人 347 人 5,779 人

H20 213 回 118 人 43 人 23 人 184 人 3,431 人

H21 150 回 124 人 29 人 17 人 170 人 3,014 人

H22 106 回 118 人 21 人 21 人 160 人 2,831 人

 
   筋力アップトレーニング事業において、養成会場・自主会場・自宅トレーニングでの実施者数 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

養成会場 127 人 129 人 82 人 96 人 93 人

自主会場 238 人 292 人 374 人 446 人 500 人

自宅トレ 201 人 274 人 321 人 331 人 373 人

実施者計 566 人 695 人 777 人 873 人 966 人

 
８ 認知症予防事業 

認知症予防の観点から概ね 65 歳以上の高齢者を対象に「脳のトレーニング教室」を実施し、

高齢者が自立した生活を継続できるよう自ら取り組むことの啓発と、その実践への支援を行うと

ともに、地域社会の中で高齢者を支える新たな仕組みの担い手となりうる人材の養成を図った。 
８－１．「脳のトレーニング教室」の実施 
 平成 19 年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

会場 花崎 

コミセン 

不動岡 

公民館 

パ ス ト ラ

ル 

土手会館 川口 

コミセン 

騎西 

コミセン 

大利根ふれ

あいホーム 

回数 24 回 24 回 24 回 21 回 22 回 12 回 24 回 

参加者 27 人 14 人 31 人 19 人 20 人 9 人 20 人 

サポーター 10 人 6 人 10 人 8 人 11 人 7 人 14 人 

 
８－２．「脳トレ自主グループの会」 

教室終了後には自主的にトレーニング活動を続けるグループに発展し、これを支援するサポー

ターもボランティアで活動を継続。 
年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 

 回数 参加実人数 回数 参加実人数 回数 参加実人数

つくも会 
（花崎コミセン） 24 回 30 人 24 回 30 人 24 回 27 人

ももの会 
（パストラルかぞ  24 回 15 人 24 回 15 人

さくらの会 
（不動岡公民館）  24 回 ７人 23 回 6 人

サークルわかば 
（川口コミセン）  24 回 8 人
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９ 高齢者ふれあいサロン（新規立ち上げ） 
   高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように、地域の絆を深め、市  

  民相互の信頼関係やコミュニティ意識を高めることにより、地域力の向上を図るとともに、元気 

  で活動的な高齢期の継続に向けた仕組みづくりに努めた。 

 平成 22 年度 
サロン名（会場） 回数 参加実人数 サポーター実人数

おおくわワイワイサークル（花崎北集会所） 23 回 11 人 2 人

ひまわりの会（北小浜団地集会所） 15 回 8 人 2 人

大門つどいの会（イトーヨーカドー） 14 回 11 人 4 人

すずらんの会（土手会館） 15 回 7 人 4 人

八軒集会所（八軒集会所） 14 回 3 人 3 人

＊ 八軒集会所は参加者から継続の希望がなく、代替の集いがあったため平成 22 年度で終了した。 
 
１０ 地域包括支援センターの設置 
   高齢者の介護予防や総合的な相談業務等をよりきめ細かく実施するため、平成 18 年度に加須

市中央、騎西、北川辺、大利根地域包括支援センターを、平成 19 年度に愛の泉・加須市東部地

域包括支援センターを設置し、計 5 か所において事業を展開した。 
 
１０－１．元気向上高齢者把握事業（平成 21 年度までは特定高齢者把握事業） 
     元気向上高齢者 ＝ 特定高齢者候補者 
  中央地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

情報のあった高齢者 3,843 人 1,825 人 2,077 人 2,154 人 1,668 人

特定高齢者候補者数 349 人 994 人 777 人 411 人 

特 定 高 齢 者 決 定 者 156 人 138 人 589 人 333 人 

元気向上高齢者

379 人

     

  東部地域包括支援センター 

  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

情報のあった高齢者 2,234 人 1,968 人 2,232 人 2,271 人

特定高齢者候補者数 150 人 667 人 437 人 

特 定 高 齢 者 決 定 者  111 人 525 人 343 人 

元気向上高齢者

491 人

 
  騎西地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

情報のあった高齢者 669 人 2,664 人 998 人 1,149 人 456 人

特定高齢者候補者数 89 人 164 人 205 人 163 人 

特 定 高 齢 者 決 定 者 89 人 15 人 91 人 55 人 

元気向上高齢者

112 人

 
  北川辺地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

情報のあった高齢者 212 人 313 人 627 人 579 人 138 人

特定高齢者候補者数 9 人 24 人 20 人 21 人 

特 定 高 齢 者 決 定 者 7 人 6 人 8 人 8 人 

元気向上高齢者

56 人

 
  大利根地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

情報のあった高齢者 529 人 482 人 757 人 170 人 248 人

特定高齢者候補者数 18 人 83 人 55 人 65 人 元気向上高齢者
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特 定 高 齢 者 決 定 者 18 人 83 人 55 人 65 人 78 人

１０－２．通所型介護予防事業 
  中央地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

実 施 箇 所 数 5 箇所 3 箇所 3 箇所 2 箇所 3 箇所

実 施 回 数 319 回 151 回 146 回 147 回 82 回

参 加 人 数 延べ 1,792 人 延べ 1,435 人 延べ 1,657 人 延べ 1,848 人 延べ 1,100 人

     

  東部地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

実 施 箇 所 数 2 箇所 2 箇所 2 箇所 2 箇所

実 施 回 数 113 回 99 回 102 回 47 回

参 加 人 数  延べ 451 人 延べ 1,185 人 延べ 1,575 人 延べ 966 人

 
  騎西地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

実 施 箇 所 数 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所

実 施 回 数 4 回 0 回 2 回 14 回 12 回

参 加 人 数 実  1 人 実  0 人 実  2 人 延べ  28人 延べ  61人

 
  北川辺地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

実 施 箇 所 数 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所

実 施 回 数 8 回 20 回 12 回 12 回 12 回

参 加 人 数 延べ 55 人 延べ 90 人 延べ 81 人 延べ 79 人 延べ 46 人

 

  大利根地域包括支援センター 

 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

実 施 箇 所 数 1 箇所 1 箇所 1 箇所 1 箇所 2 箇所

実 施 回 数 96 回 96 回 96 回 96 回 105 回

参 加 人 数 延べ 998 人 延べ 1125人 延べ 1050人 延べ 1178人 延べ 1330 人

 
１０－３．介護予防ケアマネジメント事業 
  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成21年 平成 22 年 

中 央 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 162 件 88 件 170 件 156 件 191 件

東 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 158 件 0 件 202 件 64 件

騎 西 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 14 件 18 件 15 件 12 件 9 件

北 川 辺 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 7 件 6 件 8 件 8 件 4 件

大 利 根 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 9 件 30 件 40 件 42 件 37 件

合 計 178 件 300 件 233 件 420 件 305 件

 
１０－４．総合相談事業 
  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年

中 央 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 147 件 428 件 592 件 479 件 747 件

東 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 177 件 190 件 75 件 291 件

騎 西 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 89 件 137 件 103 件 104 件 208 件

北 川 辺 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 294 件 418 件 442 件 462 件 455 件

大 利 根 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 76 件 72 件 62 件 172 件 570 件
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合 計 606 件 1,232 件 1,389 件 1,292 件 2,271 件

 
１０－５．権利擁護事業 
成年後見制度相談件数 

  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

中 央 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 2 件 17 件 16 件 13 件 24 件

東 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 1 件 0 件 1 件 5 件

騎 西 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件

北 川 辺 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 2 件 0 件 1 件 5 件

大 利 根 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 0 件 5 件 6 件 4 件

合 計 2 件 20 件 21 件 21 件 39 件

 
高齢者虐待相談実件数 

  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

中 央 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 8 件 8 件 9 件 9 件 17 件

東 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 6 件 2 件 2 件 5 件

騎 西 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 1 件 0 件 0 件 2 件

北 川 辺 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 1 件 1 件 1 件 2 件 2 件

大 利 根 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 4 件 1 件 5 件 4 件

合 計 8 件 19 件 13 件 18 件 30 件

 
高齢者虐待訪問件数 

  平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 

中 央 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 7 件 22 件 32 件 48 件 29 件

東 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 41 件 5 件 8 件 10 件

騎 西 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 1 件 0 件 0 件 1 件

北 川 辺 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 2 件 14 件 2 件 14 件 1 件

大 利 根 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 0 件 2 件 1 件 6 件 19 件

合 計 9 件 80 件 40 件 76 件 60 件

 
【介護予防支援事業】（指定介護予防支援事業所の事業） 
１１ 予防給付ケアマネジメント事業 

 介護保険の予防給付の対象となる要支援認定者の介護予防支援計画（ケアプラン）を作成する

とともに、指定介護予防サービスの提供が確保されるよう、介護予防サービス事業者等との連絡

調整を図った。地域包括支援センターが、指定介護予防支援事業所を兼ねて実施することとされ

ている。 
うち新規分（再掲）  直 営 分 委 託 分 合  計 

直 営 分 委 託 分 

中央地域包括

支援センター 
979 件 662 件 1,641 件 36 件 40 件

東部地域包括

支援センター 1,172 件 228 件 1,400 件 43 件 23 件

騎西地域包括

支援センター 756 件 256 件 972 件 36 件 8 件

北川辺地域包

括支援センター 345 件 65 件 410 件 19 件 3 件

大利根地域包

括支援センター 536 件 5 件 541 件 28 件 1 件

※ 新規分とは、要支援１、２の方に対し、平成 22 年度に新規にケアプランを作成した件数 
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 農業集落排水事業（特別会計）  下水道課 

財政の状況 

 

 歳 入 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 
決算額 

（円） 

構成比

（％）

前年比 

（％） 

決算額 

（円） 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

分担金及び負担金 8,756,000 1.2 △89.1 80,023,000 8.4  

使用料及び手数料 118,630,361 16.2 20.8 98,209,128 10.4  

県支出金 30,145,296 4.1 △72.7 110,431,000 11.7  

繰 入 金 461,883,000 63.2 △4.1 481,748,000 50.9  

繰 越 金 107,985,440 14.8 7.9 100,111,886 10.6  

諸 収 入 3,910,235 0.5 △84.8 25,786,272 2.7  

市 債 0 0.0 皆減 50,000,000 5.3  

合 計 731,310,332 100.0 △22.7 946,309,286 100.0  

 

 歳 出 

平 成 22 年 度 平 成 21 年 度 

区  分 
決算額 

（円） 

構成比

（％）

前年比 

（％） 

決算額 

（円） 

構成比 

（％） 

前年比 

（％） 

総 務 費 136,284,444 22.4 △2.1 139,195,353 16.6  

維持管理費 137,140,128 22.5 △0.9 138,345,241 16.5  

事 業 費 0 0.0 皆減 164,263,109 19.6  

公 債 費 335,303,730 55.1 2.6 326,710,143 39.0  

諸 支 出 金 0 0.0 0.0 69,810,000 8.3  

予 備 費 0 0.0 0.0 0 0.0  

合 計 608,728,302 100.0 △27.4 838,323,846 100.0  

※平成 21 年度は、合併前の旧加須市、旧騎西町、旧大利根町と合併後の加須市の決算額を合算した額である 

 

 

１ 施設の維持管理 

 

 H18 H19 H20 H21 H22 

加 須 市 65,742,589 71,020,303 78,129,218 88,852,390 137,140,128

旧加須市 6,931,963  7,708,667 9,874,607 24,651,390 

旧騎西町 58,810,626 63,311,636 68,254,611 62,893,435 

旧北川辺町 － － － － 

維

持

管

理

費 

 

旧大利根町    －    －    － 1,307,565 

 

 



 639

２ 加入戸数等の推移 

     

 H18 H19 H20 H21 H22 

加 須 市 1,458 1,723 1,826 2,272 2,536 

旧加須市 72 81 86 282 417 

旧騎西町 1,301 1,557 1,655 1,829 1,932 

旧北川辺町 85 85 85 85 85 

加

入

戸

数 

 

旧大利根町    －    －    － 76 102 

加 須 市 63.7 64.4 66.7 59.2 65.3 

旧加須市 33.6 37.3 39.6 33.1 48.6 

旧騎西町 65.4 65.6 68.0 67.5 70.3 

旧北川辺町 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 

加

入

率 

 

旧大利根町 － － － 40.2 54.0 

 

 

３ 地方債現在高等の推移 

                                             （単位：千円） 

 H18 H19 H20 H21 H22 

起 債 額 215,700 471,300 654,100 50,000 0

元金償還額 127,810 164,611 175,023 197,429 208,345

利子償還額 111,554 113,698 119,881 129,282 126,959

年度末残高 5,869,779 6,176,468 6,655,546 6,508,117 6,299,772

       ※旧加須市・旧騎西町・旧大利根町の合計額 旧北川辺町は無 

 

 

地方債残高と起債額の推移（千円）
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 不動岡土地区画整理事業（特別会計）  まちづくり課 

 

【財政の状況】 

 

歳 入                                    53,352,715 円 

 

１款 分担金及び負担金  １項 地元負担金  １項 保留地処分        1,166,000 円 

                                       

２款 繰入金  １項 一般会計繰入金  １目 一般会計繰入金          47,968,000 円 

 

３款 繰越金  １項 繰越金  １目 繰越金                  4,217,041 円 

 

４款 諸収入  １項 市預金利子  １目 市預金利子                 1,674 円 

  

 

歳 出                                    49,915,543 円 

                                            

１款 総務費  １項 総務管理費  １目 一般管理費               76,093 円 

                                        

○ 報酬（審議会委員、評価員）                                          34,000 円 

               

○ 費用弁償                                   13,200 円 

 

○ 消耗品費                                   5,140 円 

 

○ 光熱水費（記念碑公園、第 4 公園）                                         23,753 円 

                                     

２款 建設費  １項 建設費  １目 建設費                 49,839,450 円 

                                         

  街区を確定するための道路側溝移設工事や換地計画策定のための街区・画地出来形確認測量等業

務、公園予定地・保留地の雑草刈払い業務を実施した。また、区画整理区域内で最後となる物件移

転補償契約を締結した。 

  保留地及び付け保留地については、公売及び処分単価について不動産鑑定を実施し、あらためて

保留地の公売を開始した。付け保留地の２画地については売買契約を締結した。 

   

○ 委託費                                   45,018,619 円 

                                      

委 託 の 概 要 金 額 備    考 

雑草刈払い委託 (年３回)   477,619 （委託期間）H22/4/22 ～ H23/1/29 

街区・画地出来形確認測量等業 

務委託 （ 14.6ha ） 
 44,415,000 （委託期間）H22/8/5 ～ H23/3/11 

不動産鑑定委託 （公売保留地:1、 

付け保留地:2 画地） 
    126,000 （委託期間）H22/10/26 ～ H22/12/3 

    

○ 工事請負費  道路側溝移設工事（29 街区）        他 2 工事         1,653,750 円 

         （ 側溝 14ⅿ  工期：H22/ 8/5 ～ H22/11/19 ） 
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○ 物件移転補償料 １件（ ７-１街区１画地 ）                               2,948,281 円 

           （ 工作物移転料、立竹木補償、   H22/8/25 移転完了 ） 

 

○ 修 繕 料  擁壁修繕                           168,000 円 

 

○ 作業員賃金  第２公園高木剪定 他                             50,800 円 
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 不動岡土地区画整理事業（特別会計）  まちづくり課 

 

【繰越明許費分】 

 

【財政の状況】 

 

歳 入                                     8,180,000 円 

 

３款 繰越金  １項 繰越金  １目 繰越金                     8,180,000 円 

 

 

歳 出                                    5,187,000 円 

                                            

２款 建設費  １項 建設費  １目 建設費                  5,187,000 円 

                                         

  子どもたちが遊びに夢中になり車道に飛び出すことなく、公園予定地内で安全に遊べるようにフ

ェンス設置工事を実施した。 

   

○ 工事請負費  公園フェンス設置工事 （３公園）                5,187,000 円 

         （ H=800 L=412ｍ  工期：H22/ 5/24 ～ H22/ 7/30 ） 

 

 

※ 繰越の理由 

  国の平成２１年度第２次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細やかな臨時交付金」を 

 活用するため、平成２２年第１回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内 

 の事業完了が困難であったため。 

  なお繰越後、早期執行に努め、工事は平成２２年７月３０日に完成した。 
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 三俣第二土地区画整理事業（特別会計）  まちづくり課 

 

【財政の状況】 

 

歳 入                                    88,734，111 円 

 

２款 繰越金  １項 繰越金  １目 繰越金                   88,710，451 円 

 

３款 諸収入  １項 市預金利子  １目 市預金利子                 23,660 円 

 

歳 出                                    3,408,707 円 

                                             

１款 総務費  １項 総務管理費  １目 一般管理費              546,725 円 

                                      

○ 光熱水費（調整池ポンプ場：電気料、第４公園：水道料）            543,745 円 

 

○ 火災保険（調整池ポンプ場）                           2,980 円 

 

２款 建設費  １項 建設費  １目 建設費                 2,861,982 円 

                                        

  区画整理区域内の公園予定地、保留地の雑草刈払い業務、街区・画地点境界杭の設置業務、調整 

 池ポンプの点検整備及び雑草刈払い、浚渫業務を実施した。 

 

○ 委託費                                    2,748,900 円 

                                      

委 託 の 概 要 金 額 備    考 

三俣調整池ポンプ点検整備委託  

(・主ポンプ設備 ・操作制御設備)
  378,000 （委託期間）H22/5/26 ～ H22/7/30 

雑草刈払い委託 (第１回)   472,500 （委託期間）H22/5/7 ～ H22/7/12 

雑草刈払い委託 (第２回)     472,500 （委託期間）H22/8/26 ～ H22/10/8 

雑草刈払い委託 (第３回)   388,500 （委託期間）H22/11/17 ～ H22/12/17 

 調整池雑草刈払い委託   283,500 （委託期間）H23/1/25 ～ H23/2/28 

調整池ポンプ室浚渫委託    105,000 （委託期間）H22/7/27 ～ H22/8/20 

 高木剪定委託      71,400 （委託期間）H22/6/4 ～ H22/6/30 

街区・画地点確認測量委託   577,500 （委託期間）H23/2/28 ～ H23/3/16 

  

○ 損失補償料（４６街区１画地）                        94,032 円 

 

○ 作業員賃金（集水桝蓋取替）                           19,050 円 
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 三俣第二土地区画整理事業（特別会計）  まちづくり課 

 

【繰越明許費分】 

 

【財政の状況】 

 

歳 入                                     4,358,000 円 

 

２款 繰越金  １項 繰越金  １目 繰越金                     4,358,000 円 

 

 

歳 出                                    3,843,000 円 

                                            

２款 建設費  １項 建設費  １目 建設費                  3,843,000 円 

                                         

  子どもたちが遊びに夢中になり車道に飛び出すことなく、公園予定地内で安全に遊べるようにフ

ェンス設置工事を実施した。 

   

○ 工事請負費  第３公園フェンス設置工事                        3,843,000 円 

         （ H=800 L=222.8ｍ  工期：H22/ 5/10 ～ H22/ 6/30 ） 

 

 

※ 繰越の理由 

  国の平成２１年度第２次補正予算で措置された「地域活性化・きめ細やかな臨時交付金」を 

 活用するため、平成２２年第１回定例会で補正した予算であるが、年度末の補正であり年度内 

 の事業完了が困難であったため。 

  なお繰越後、早期執行に努め、工事は平成２２年６月３０日に完成した。 



 645

 野中土地区画整理事業（特別会計）  まちづくり課 

 

【財政の状況】 

 

 歳 入                                152,475,553 円 

 

１款 国庫支出金  １項 国庫補助金    １目 国庫補助金     34,650,000 円  

２款  財産収入    １項 財産運用収入   １目 利子及び配当金    146,606 円      

３款 繰入金    １項 繰入金      １目 一般会計繰入金   57,230,000 円  

                                          ２目 基金繰入金     29,350,000 円 

４款  繰越金    １項 繰越金      １目 繰越金       31,094,987 円  

５款 諸収入    １項 預金利子     １目 預金利子        3,960 円 

 

歳 出                                148,365,711 円 

 

１款 総務費    １項 総務管理費    １目 一般管理費      657,646 円 

２款 建設費    １項 建設費      １目 建設費       90,635,499 円 

 ○ 需用費    消耗品費                      169,575 円  

 ○ 委 託 料                                                    75,495,000 円 

   物件費的委託料 １件                           12,180,000 円 

委 託 の 概 要 金 額 備   考 

路肩等除草業務委託 12,180,000 円 （委託期間）H22/5/27～H22/11/5 

  

  投資的委託料 ４件                         63,315,000 円 

土地区画整理事業の見直しに伴い、測量業務を実施し、その成果を基に換地設計業務を実施した。 

     

委 託 の 概 要 金 額 備   考 

換 地 設 計 業 務 委 託 46,725,000 円 （委託期間）H22/8/19～H23/3/18 

調整池基本設計業務委託 8,925,000 円 （委託期間）H22/10/27～H23/3/18 

路 線 測 量 業 務 委 託 6,300,000 円 （委託期間）H22/12/9～H23/3/18 

建 物等調査 業務委託 1,365,000 円 (委託期間) H23/2/17～H23/3/18 

        

 ○ 賃借料     土地借上料                    191,808 円 

 ○ 工事請負費   災害復旧工事                      147,000 円   

 ○ 補償費     物件補償料                  14,632,116 円   

 土木債の償還等を実施した。 

３款 公債費    １項 公債費      １目 元金       42,159,418 円 

３款 公債費    １項 公債費      ２目 利子       14,913,148 円 
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 栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業（特別会計）  まちづくり課 

 

【財政の状況】 

 

 歳 入                                  97,875,290 円 

 

 １款 財産収入  １項 財産売払収入   １目 不動産売払収入      12,063,635 円 

 

 ２款 繰入金   １項 一般会計繰入金  １目 一般会計繰入金      66,532,000 円 

 

 ３款 繰越金   １項 繰越金      １目 繰越金          19,274,192 円 

 

 ４款 諸収入   １項 預金利子     １目 預金利子            5,463 円 

 

 

 歳 出                                  90,470,132 円 

 

 １款 総務費   １項 総務管理費    １目 一般管理費          273,237 円 

 

 ２款 建設費   １項 建設費      １目 建設費            703,956 円 

 

  ○ 委 託 料  ２件                            9,591 円 

 

   都市計画道路 3･5･25 中央線からの出入口を設けるため、歩道改修工事を実施した。 

 

  ○ 工事請負費  １件                           246,750 円 

 

工 事 の 概 要 金 額 備   考 

都市計画道路 3･5･25 中央線歩道改

修工事 
  246,750 (工事期間) H22/6/21 ～ H22/7/20

 

  ○ 補 償 費  ３件                           447,615 円 

 

  土木債の償還等を実施した。 

 

 ３款 公債費   １項 公債費      １目 元金           78,908,117 円 

 

 ３款 公債費   １項 公債費      ２目 利子           10,584,822 円 
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 河野博士育英事業（特別会計）  学校教育課 

 

【財政の状況】 

 

 歳 入                                   

 

 ３款  繰入金     １項 基本繰入金       １目  河野博士育英基金繰入金    4,560,000 円 

 

 ４款 繰越金   １項 繰越金      １目 繰越金           164,099 円 

 

  ５款 諸収入   １項 市預金利子     １目 市預金利子              72 円 

 

 歳 出                                   

  

 ２款 育英事業費 １項 育英事業費     １目 育英事業費          4,560,000 円 

   

※ 実際の育英資金給付については、20 年度生９名、21 年度生 10 名、22 年度生 19 名 

  計 38 名分として 120,000 円×38 名＝4,560,000 円を給付した。 

 
※ 加須市に住所を有する者で経済的理由により修学が困難な者に対し学資金を給与し、または教育

振興のための顕彰を行い、もって有用の人材を育成することを目的とした育英事業。 

  昭和 51 年に旧騎西町において、地元出身の文学博士、河野省三氏の遺徳をたたえ、遺族からの 

  寄附金により設立。 
       



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この頁は両面印刷に対応するための白紙です。 



 
 
 

Ⅳ ゼロ予算事業の状況 
（実績・評価 部課別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この頁は両面印刷に対応するための白紙です。 
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事 業 名 加須市ＰＲ・営業推進事業 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 541-05 

事
業
の
目
的 

市内に現存する有形無形にとらわれな

い様々な地域資源を、これまで以上に広

く内外に向かって市民との協働により

魅力的に情報発信し、加須市に人や物を

呼び込むことにより、観光振興や産業振

興につなげるとともに、さらには市民の

皆様の郷土への誇りや郷土愛の醸成を

図る。 

事
業
の
概
要 

（１）効果的な情報発信の方策の検討 

（２）観光情報の収集及び提供 

（３）観光以外の地域資源情報の収集及び提供など

（４）PR事業に関する関係機関との連絡調整 

事業の実績・成果  

平成22年12月に加須市ＰＲ・営業本部を設置し、公募も含め本部委員24名を選定した。 

 

 

 

 

 

事 業 名 オープン市長室 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 611-01 

事
業
の
目
的 

目的：市長本人が市民の声を直接お伺い

して可能な限り市政に反映させるととも

に、市長室を親しみやすくする。 

目標：延べ100人以上の市民との対話を

通じて市民の声を幅広くお伺いし、要望

等を迅速に処理するとともに、要望等に

対する担当課の的確な対応を促進する。

事
業
の
概
要 

開催時間を原則1時間とし、毎月第2・第4木曜日に

本庁舎及び各総合支所において、市長本人が市民の

皆様と直接お会いし、市政運営に関する意見や要望

等を幅広くお伺いする。 

 

事業の実績・成果  

 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

開催回数 12回 12回 12回 9回 38回 

延参加人数 49人 51人 47人 38人 93人 

 1回当たりの延参加人数 4.1人 4.3人 3.9人 4.2人 2.4人 

要望等件数 67件 65件 69件 56件 145件 

 1回当たりの要望等件数 5.6件 5.4件 5.8件 6.2件 3.8件 

 

※平成22年5月から（旧加須市では平成17年10月から） 

 

○ 市民からお伺いした要望等に対して的確に対応するため、市長への要望等に対する各課の対応状

況を把握している。 
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事 業 名 出前市長室 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 611-02 

事
業
の
目
的 

目的：各地域や各団体ごとに対話集会を

開催することにより、日ごろ市民が感じ

ている細かい問題や課題等の解決を図

り、市民への信頼を得ながら進める市民

との協働のまちづくりに資する。 

目標：延べ100人以上の市民との対話を

通じて市民の意見・要望等を伺う。 

事
業
の
概
要 

日ごろ市民の皆様が感じている細かい問題や課題等

の解決に向けて、市長が皆様(市内在住・在勤で 10

～20 人程度の方が参加できる様々な団体)のところ

に直接お伺いし、対話集会を行うもの。 

事業の実績・成果  

 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 

開催回数 13回 9回 9回 7回 6回 

延参加人数 407人 304人 295人 223人 245人 

 1回当たりの延参加人数 31.3人 33.8人 32.8人 31.9人 40.8人 

直接対話者数 112人 70人 64人 59人 55人 

 1回当たりの直接対話者数 8.6人 7.8人 7.1人 8.4人 9.2人 

要望等件数 157件 94件 100件 71件 74件 

 1回当たりの要望等件数 12.1件 10.4件 11.1件 10.1件 12.3件 

 

※平成22年5月から（旧加須市では平成17年10月から） 

 

 ○ 市民からお伺いした要望等に対して的確に対応するため、市長への要望等に対する各課の対応状

況を把握している。 

事 業 名 市民カメラマン事業 

担 当 課 秘書広報課 基本計画ＣＤ 612-04 

事
業
の
目
的 

目的：広報活動の活性化を図り、市民と

の協働によるまちづくりにつなげる 

目標：親しまれる広報紙づくり 事
業
の
概
要 

20歳以上の市民で、土日に活動でき、ボランティア

として活動する意欲がある者を公募し、市民カメラ

マンとして市長が委嘱するもので、市内で行われる

各種行事、催し等の写真を撮影し、秘書広報課へ提

出する。 

事業の実績・成果  

 ○市民カメラマン事業は、平成22年10月から（旧加須市では平成19年４月から）実施しており、

撮影写真を広報紙の表紙などに積極的に採用するとともに、ホームページでは、写真に報告コメントも

掲載するなど、親近感のわく「親しまれる広報紙づくり」に取り組んだ。 

 

 市民カメラマンの数 広報紙やホームページに掲載した件数 

平成19年度 6 61 

平成20年度 6 78 

平成21年度 6 74 

平成22年度 7 80  



 653

 

事 業 名 パブリシティ 

担 当 課 秘書広報課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 612-06 

事
業
の
目
的 

加須市ＰＲ営業本部を活用し、市民との

協働により魅力的に情報発信し、加須市

に人や物を呼び込むことにより、観光振

興や産業振興につなげるとともに、さら

には市民の郷土への誇りや市民の郷土

愛の醸成を図る。 

 また、本市の魅力を市内外に発信する

「シティセールス」を通じて市内各地域

の交流の促進を図り、新市の一体化を進

める。 

事
業
の
概
要 

年 4 回、定例会に提案する議案情報や市の行事、イ

ベントの情報などを定例会前に東部記者クラブの記

者を対象に定例記者会見を開催するほか、市の行

事・イベント情報などを新聞・テレビ・ラジオなど

の報道機関に情報提供するなど積極的なPRを行う。

事業の実績・成果  

 東部記者クラブとの定例記者会見や市の行事・イベント情報などを新聞・テレビ・ラジオなど、さま

ざまな機会を通じて情報提供するなど積極的なPRを行い、加須市が新聞、テレビで掲載（放映）され

た件数は、平成21年度は237件だったが、平成22年度は272件に増加した。 

 

掲載件数  
情報提供数 

新聞 テレビ 小計 

平成19年度 223 142 34 176 

平成20年度 408 298 13 311 

平成21年度 409 220 17 237 

平成22年度 436 243 29 272  

事 業 名 利根川活用推進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 431-04 

事
業
の
目
的 

利根川の水辺景観とまちづくりの一体化

進め、利根川のもつ魅力を生かした水の

郷づくりを推進する。 
事
業
の
概
要 

自然環境と共生を図りつつ、自然とふれあい、ある

いはスポーツなどを行う場として、利根川の広大な

河川敷の有効利用を図る。 

事業の実績・成果  

○利根川・渡良瀬遊水地保全・活用庁内検討委員会設置 

 加須市職員16名による検討委員を任命し、利根川及び渡良瀬遊水地の保全活用について検討する。

 

○第1回会議 平成23年3月23日（水）  震災により中止 
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事 業 名 県立騎西高等学校跡地活用促進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 133-02 

事
業
の
目
的 

平成 20 年度をもって閉校された旧埼玉

県立騎西高校の跡地について、最も有効

かつ効率的な活用を検討し、活用促進を

図る。 

事
業
の
概
要 

旧埼玉県立騎西高校の跡地活用についての検討内容

・活用方法の検討 

・活用できる事業主体の情報収集 

・埼玉県との協議 

事業の実績・成果  

○騎西高等学校跡地活用庁内検討委員会設置 

 加須市職員16名による検討委員を任命し、平成22年度から平成23年度（予定）までの期間に具

体的な活用の提案を実現するための会議を開催した。 

○第1回会議 平成23年2月22日（火）実施 

 （検討内容） 

・ 現地視察 

・ 旧騎西高校の現状 

・ 跡地活用の優先順位 

・ 跡地活用の利用要望 

・ 現在の利用状況    屋内 フィルムコミッション事業 （平成22年度 13本） 

            屋外 野球場の使用 （毎週土日使用） 

・ 跡地及び周辺地域の特性 

・ 跡地活用の課題 

・ 活用案 

・ パンフレット作成グループの選任 

○第1回パンフレット作成グループ会議 平成23年2月25日（金）実施 

 （検討内容） 

・ パンフレット作成グループ設置の経緯 

・ パンフレット作成の目的 

・ 今後のスケジュール 

○福島県双葉町避難所として活用（平成23年3月30日（水）受入れ開始） 

 東北地方太平洋沖地震に伴い、福島県双葉町住民の避難所として活用。活用するにあたり、ボラン

ティアを動員し、住居スペースの確保、物資搬入及び双葉町役場機能の移転準備等支援実施。  

事 業 名 渡良瀬遊水地保全活用促進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 431-05 

事
業
の
目
的 

 広大な水辺環境を有する渡良瀬遊水地

を保全活用を促進する。 事
業
の
概
要 

・（財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団理事

会及び連絡協議会への参画 

・渡良瀬遊水地フォトコンテストへの協力 

・渡良瀬遊水地を活用した市の事業の検討 

事業の実績・成果  

（財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団の理事に市長が就任 

○第10回渡良瀬遊水地フォトコンテスト巡回展実施（全11会場のうち2会場） 

  H22.6.22（火）～H22.7.4（日） 北川辺生涯学習センター 

  H22.7.6（火）～H22.7.19（月） 北川辺スポーツ遊学館 

○第11回渡良瀬遊水地フォトコンテスト実行委員会への参加・共催 

  表彰式H23.1.29（加須市長賞 提供） 
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事 業 名 ふるさと納税促進事業 

担 当 課 政策調整課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 662-24 

事
業
の
目
的 

加須市を愛し、応援しようとする個人又

は団体から広く寄附金を募り、これを財

源として各種事業を実施し、寄附者の加

須市に対する思いを実現化することに

より、多くの人々の参加による活力ある

ふるさとづくりを図る。 

事
業
の
概
要 

制度の周知 

・ホームページ、広報誌でのＰＲ 

利用者の拡大へ向けて 

・ファンクラブの創設の検討 

事業の実績・成果  

○ふるさと納税の創設 

 「ふるさと」に貢献したい、「ふるさと」を応援したいという納税者からの思い実現する観点から、

地方公共団体に対する寄附金（「加須市ふるさとづくり寄附金」）について、個人住民税及び所得税の

一部を控除する制度。控除を受けるためには、確定申告をする必要がある。 

 

○加須市ふるさとづくり寄附金 

《寄付金の種別》 

 ア 水と花と緑が彩る環境にやさしいまちづくりのために（水と緑と花のまちづくり基金） 

 イ スポーツの振興による元気で笑顔があふれるまちづくりのために（スポーツ振興基金） 

 ウ 地域における保健福祉活動を推進する安心なまちづくりのために（地域福祉基金） 

 エ 教育の充実と文化の振興で豊かなまちづくりのために（河野博士育英基金） 

 オ 下總皖一野菊の里づくりのために(下總皖一野菊の里づくり基金) 

 カ その他 

 

《平成22年度実績》 

うち、個人分  
件 数 金  額 

件数 金額 

ア 3 件 250,000 円 2 件 150,000 円 

イ 0 件 0 円 0 件 0 円 

ウ 25 件 2,221,758 円 6 件 1,005,347 円 

エ 0 件 0 円 0 件 0 円 

オ 0 件 0 円 0 件 0 円 

カ 7 件 1,128,801 円 5 件 1,072,120 円 

計 35 件 3,600,559 円   13 件 2,227,467 円 

 

※ 参考 カ その他の内訳 

うち、個人分  
件 数 金  額 

件数 金額 

教  育 1 件 1,000,000 円 1 件 1,000,000 円 

交通安全 1 件 50,000 円 1 件 50,000 円 

市政全般 2 件 28,801 円 1 件 2,120 円 

義 援 金 2 件 20,000 円 2 件 20,000 円 

その他 1 件 30,000 円 0 件 0 円 

計    7 件 1,128,801 円    5 件 1,072,120 円 
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事 業 名 協働推進事業 

担 当 課 市民活動支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 621-30 

事
業
の
目
的 

市民と行政が協働しながら、地域が一体

となったまちづくりを推進する。 事
業
の
概
要 

・「協働によるまちづくり推進条例」案の策定 

・各地域まちづくり市民会議の立ち上げ・運営支援

 

事業の実績・成果  

 加須市における「協働」の基本となる考え方やルールを条例として定めるため、各地域で協働推進市

民会議を開催し、新市基本計画の柱となっている施策をテーマとしたワークショップを実施し、「協働

によるまちづくり推進条例」(案)の作成を図った。 

 ・協働推進市民会議開催 

   平成22年度 開催数：16回(各地域4回)  延べ参加者：247人 

 
事 業 名 小規模契約希望者登録制度活用事業 

担 当 課 管理契約課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 523-01 

事
業
の
目
的 

目的：市が発注する小規模な工事や物品

購入等の契約を対象に、市内中小事業者

等の受注機会を拡大し、市内経済の活性

化を図る。 

目標：市内中小事業者等の活用を拡大す

る。 

事
業
の
概
要 

市内に本店を置く中小事業者に事前に名簿に登録し

てもらい、50万円以下の小規模な工事や物品購入等

について優先的に発注する。 

事業の実績・成果  

 小規模契約希望者登録制度については、ポスターを作製し市内公共機関に掲示し、また、庁内各課に登録

業者の積極的利用を呼びかけ、市内経済活性化に一定の役割を果した。 

 

 小規模契約希望者登録制度活用実績 

（注）旧市町の制度は、対象となる業種・契約金額に違いがある。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

 加 須 市 
49,501,287円

1,367件

48,192,955円

1,401件

65,627,328円

1,607件

87,595,113円 

1,453件 

102,792,679円

1,717件

旧 加 須 市
14,024,062円

139件

16,027,718円

220件

27,902,431円

471件

41,356,990円 

446件 

旧 騎 西 町
29,172,617円

1,083件

26,942,653円

1,057件

31,656,256円

997件

38,433,618円 

828件 

旧北川辺町
2,678,008円

8件

1,663,620円

7件

3,205,522円

18件

3,202,791円 

18件 

金
額
及
び
件
数 

 

 

 

 

 
旧大利根町

3,626,600円

137件

3,558,964円

117件

2,863,119円

121件

4,601,714円 

161件 

加 須 市 242 254 247 275 332

旧 加 須 市 90 103 112 119 

旧 騎 西 町 110 113 97 116 

旧北川辺町 15 11 11 7 

登
録
業
者
数 

 

 

 

 

 旧大利根町 27 27 27 33 
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事 業 名 子どもを見守る工事現場事業 

担 当 課 管理契約課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 312-08 

事
業
の
目
的 

目的：地域コミュニケーションを大切に

し、子どもたちを見守ることにより、子

どもたちを犯罪から守る。 

目標：子どもの家事業、青色回転灯パト

ロール事業と連携した「子どもを見守る

ネットワーク」を形成、市が発注する工

事の現場で子どもたちを見守る。 

事
業
の
概
要 

受注業者、工事担当課、小中学校、契約担当課それ

ぞれが役割をもって子どもたちを犯罪から守る。 

・受注業者の協力が得られ、安全に実施可能と判断

できる工事を対象にする。 

・工事現場の作業員による周辺への目配り、不審者

情報を警察に提供する。 

事業の実績・成果  

 子どもを見守る工事現場事業については、子どもたちを犯罪から守り、犯罪への抑止効果を高めること

によって、子どもたちが安全に暮らしていけるようなまちづくりの実現に寄与することを目的とし、加須市

が発注する公共工事等の現場付近において、子どもを見守り、不審者を見かけたときは110番通報する取り

組みを関係各課、受注業者の協力を得て、14件実施した。 

 
事 業 名 行政利用借地解消事業 

担 当 課 管理契約課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-32 

事
業
の
目
的 

目的：行政運営のための事業用地を安定

的・継続的に確保をする。 

目標：底地の権利移動など不安定な状況

の解消と経費の抑制を図る。 事
業
の
概
要 

・借地の不安定な状況の解消に向け、所管課への情

報提供を行う。 

・借地所管課への今後の必要性と方針の確認。 

・借地解消への数値目標の設定の依頼。 

事業の実績・成果  

行政利用の借地の更新について各課に照会し、契約更新の意思確認及び今後の借地に対する考え方

を調査した。 

また、借地上にある建物について建物の登記を行っていないと法律上不安定な状態にあり、借地借

家法による借地権の対抗要件を備えていないことから、借地上の未登記建物の登記を各課に依頼し

た。 

 

借地状況の確認 

  借地筆数166箇所(内、有償85箇所、無償81箇所） 

  借地面積 213,617.84㎡ 

  借地料  37,321,975円 
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事 業 名 組織定員管理事業 

担 当 課 行政経営課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 661-07 

事
業
の
目
的 

限られた財源と人員の中で少数精鋭で

全国トップレベルのサービスを提供で

きるよう、人口１１万７千人の市にふさ

わしい組織・機構づくりを行う。また、

人件費の削減と市民サービスの向上を

図るため、職員数や人員配置について計

画的な管理を行う。 

事
業
の
概
要 

市の組織・機構における課題等を把握するため、本

庁及び総合支所の巡回、ヒアリング等の調査を行い、

市民の役に立つ市役所となるような組織・機構を構

築する。また、定員適正化計画を策定し、定員の適

正化を進める。 

事業の実績・成果  

１ 組織・機構の検討・再編 

 5月、10月の年2回、全部局等を対象に組織に関する調査、ヒアリングを行ったほか、随時、 

総合支所等の巡回や個別課題等についての検討を行った。 

 平成23年度組織の編成にあたっては、これらの調査・検討の内容を踏まえ、かつ、管理部門 

など本庁に集約した方がよいものは集約し、市民サービスなど市民に身近なところで行った方が 

よいものは地域に分散する、「集中と分散」の考え方に立って、次のとおり組織を再編した。 

 ① 企業立地と雇用促進の連携強化 → 産業政策課と雇用促進課を統合し「産業雇用課」を新設 

 ② 就労相談機能を充実      → 産業雇用課内に「就労相談室」を新設 

 ③ 市内保育所等の一元管理化   → 子育て支援課の保育担当を独立させ「保育課」を新設 

 ④ 農業集落排水課を廃止     → 農業集落排水部門を下水道課に統合 

 ⑤ 学校教育、生涯学習の充実   → 教育部を「学校教育部」と「生涯学習部」に分割 

 ⑥ 命令系統の一元化等      → 各総合支所の健康医療課を廃止して、国民健康保険等の 

                   事務を市民税務課に移管、また、各保健センターを健康 

                   づくり推進課に直轄化 

２ 定員の適正化 

 合併後の10年間で職員数を110人計画的に削減することとした新市基本計画を遵守し、また、 

職員の専門性を確保し、年齢構成の平準化を図ることを基本として、平成23年3月に「加須市 

定員適正化計画」を策定した。 

計画期間： 平成22年4月1日から平成32年4月1日まで（10年間）  

全体目標： 平成22年4月1日現在の一般職職員数（938人）を基準として、 

      10年後の平成32年4月1日現在の職員数を828人以内（▲110人）とする。 

事 業 名 男女共同参画出前講座事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 653-01 

事
業
の
目
的 

男女共同参画社会への意識醸成を図る

ため、国県市の取り組み状況や社会情

勢を市民に説明する。 

事
業
の
概
要 

公民館や健康づくり推進課（保健センター）など

で実施している講座に職員が出向き、男女共同参

画に関する社会情勢や現状方向性についての説明

を行い、男女共同参画の意識醸成を図る。 

事業の実績・成果  

○保健センターの講座や団体の会合等に職員が出向き、男女共同参画に関する講話を行っている。 

公民館や保健センターなどで実施している講座に当職員が出向き、男女共同参画に関する講話等を行

う。 

○ 保健センターの講座の受講生や民生委員協議会の会合で男女共同参画に関する講話を行った。 

・パパママ学級等      5回  対象者 97人 
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事 業 名 ワークライフバランス推進事業 

担 当 課 男女共同参画課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 653-04 

事
業
の
目
的 

働く人が意欲を持って仕事に取り組むこ

とができ、かつ家庭や地域においても役

割と責任を果たすことができるよう、ワ

ークライフバランス（仕事と生活の調和）

のとれる男女共同参画社会づくりへの意

識啓発を推進する。 

事
業
の
概
要 

・「仕事と生活の調和」に係る市民への情報発信を

行うことにより、男女共同参画社会において必要と

するそのバランスの重要性を学んでいただく契機

とする。 

・男女共同参画週間（6月）のパネル展示に併せて

の啓発活動 

・「女性のチャレンジ支援相談」活動との連携支援

・市広報紙等による周知活動など。  

事業の実績・成果  

○男女共同参画週間（6月）のパネル展示会場に県男女共同参画推進センター発行関連資料を配置し、

啓発に努めた。 

○「女性チャレンジ支援相談」の推進と、広報紙、チラシ、ポスター等による事業周知に努めた。 

・市広報誌による周知    8回 

・女性チャレンジ相談     9人 

事 業 名 多重債務対策事業 

担 当 課 市民相談室 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 341-04 

事
業
の
目
的 

市民の多重債務問題を解決し、安心した

生活を送れるよう支援する。 

 
事
業
の
概
要 

 公共料金等の支払いが難しい市民からの相談を

受けた窓口担当は、聴き取りを丁寧に行い、多重債

務問題があると分かった場合は、市民相談室消費生

活相談窓口につなげる。 

 消費生活相談窓口では、借金は必ず解決できると

の観点から、多重債務問題の解決方法を説明し、市

内の認定司法書士等へその場で連絡し、相談日時を

決めていく。 

事業の実績・成果  

1 他課からの多重債務者の案内及び相談 

・ 社会福祉課から    5件 

・ 収納課から      3件 

・ 市民相談コーナー   1件 

  

2 多重債務対策庁内連絡会議 

  平成23年3月17日 関係各課の職員に対し講話による啓発について 

         （3月11日 東日本大震災のため中止） 

 

3 多重債務相談件数                         

相談件数 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

加須市 61件 63件 66件 48件 32件

旧加須市 61件 63件 66件 48件 

旧騎西町 0件 0件 0件 0件 

 

旧大利根町 0件 0件 0件 0件 

   ※旧北川辺町はデータなし。 
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事 業 名 窓口一元化推進事業 

担 当 課 市民課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 371-07 

事
業
の
目
的 

転出・転入時などに発生する各種届出や

証明発行の一元化を推進し、機能的窓口

を実現させ、より質の高い窓口サービス

の提供をする。 

事
業
の
概
要 

・庁舎１階の窓口エリア全体の現状を分析し、記載台

等の設置等を検討した後、ローカウンター化すること

で、バリアフリー化を推進させ窓口環境を整備したほ

か、相談ブース（主に消費生活相談に使用）を設置し、

相談環境も良好となるよう改善した。 

・今後、さらに加須市窓口サービス向上検討委員会等

を開催し、各総合支所を含めた窓口サービスの向上を

図る。 

事業の実績・成果  

 

 市民課における税務関係証明書を同時交付することにより証明書交付申請書を統一し、複数証明  

書交付希望の負担減少及び来庁者の時間短縮を図り、市民の負担権限が削減され、利便性に向上した。

 

 

 

事 業 名 「加須１００年の森」創造事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-08 

事
業
の
目
的 

市の将来像「水と緑と文化の調和した元

気都市」を目指して、新たな市民憩いの

緑空間を創造し環境への意識の高揚を

図る。 

事
業
の
概
要 

・森の候補地の選定 

・県、国との協議 

事業の実績・成果  

○候補地の選定 

 利根川強化堤防斜面を一候補として、関係機関と調整を図った。 
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事 業 名 生物多様性推進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 411-09 

事
業
の
目
的 

「生物多様性かぞ戦略」を策定し、市民、

事業者との協働により、多様な生物の生息

が可能な水辺環境を保全する。 

事
業
の
概
要 

戦略の策定やこれに必要な調査方法、また、市民と

の共同による策定について調査・研究する。 

事業の実績・成果  

○ 調査・研究 

 「生物多様性国家戦略2010」の説明会へ参加するとともに、事例研究などを行った。 

事 業 名 公共施設芝生化推進事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 422-05 

事
業
の
目
的 

ヒートアイランド現象の抑制とともに、

緑化による美観向上や砂ぼこりの飛散防

止などを図る。 
事
業
の
概
要 

・公共施設芝生化の現況及び可能性の調査 

事業の実績・成果  

○公共施設芝生化の現況調査を行った。（平成22年10月現在） 

 公共施設のうち芝生化している施設は55施設、面積176,055㎡となっている。 

 

事 業 名 ムクドリ対策事業 

担 当 課 環境政策課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 412-04 

事
業
の
目
的 

ムクドリの被害を抑制し、良好な生活環

境を確保する。 
事
業
の
概
要 

・ムクドリの嫌う音声を飛来する群れやねぐらに向

けて流したり、拍子木等を叩いて追い払う。 

・ムクドリの糞で汚れた駅前通りの清掃を行う。 

・地域住民との協働による追い払いの検討、調整。

・ムクドリ対策の先進事例の調査。 

事業の実績・成果  

○ムクドリ対策として、花崎駅北口から花崎北小学校にかけてムクドリの追払いを建設部と共同で実

施。併せて駅前ロータリーや歩道に落ちた糞の清掃も共同で実施した。 

 

  活動日数 7月：5日間（ムクドリ追い払い） 

       8月：1日間（糞の清掃） 

       9月：3日間（ムクドリ追い払い）       



 662

 
事 業 名 全職員による青色回転灯パトロール事業 

担 当 課 市民安全課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 312-01 

事
業
の
目
的 

市民が犯罪に巻き込まれることなく、安

全で安心して生活を送ることができる

ようにするため、防犯組織の体制整備を

する。 

事
業
の
概
要 

・全職員が交代で青色回転灯を装備した公用車で、

 市内をパトロールする。 

・実施者講習会（管理職対象）を行う。 

・その他必要に応じてパトロールを実施する。 

事業の実績・成果  

 ○子どもたちをはじめ、市民の安全確保や様々な犯罪防止を図るため、青色回転灯装備車両（5 台）

を使用した防犯パトロール（市内全域）を実施し、犯罪発生件数の大幅な減少に貢献した。 

 ・平成22年7月から原則毎日実施中。 

 ・本庁2台、各総合支所1台の計5台体制で実施。 

 ・各総合支所では週2日実施し、それ以外の日は民間パトロール（北川辺地域のみ）及び 

  本庁職員が実施。 

 ・パトロール実施者講習会の開催(5月26日及び5月31日の2日間計4回) 

 

 【パトロール実施回数】(職員実施分) 

  ・加須地域南部  134日 

  ・加須地域北部  140日 

  ・騎西地域     49日 

  ・北川辺地域    60日 

  ・大利根地域    45日 

  

 【加須市内の犯罪発生件数の推移】（旧１市３町の総数） 

        H18 H19 H20 H21 H22 

刑法犯総数（件） 1,704 1,631 1,599 1,494  1,252  

侵入盗計（件） 247 246 221 241  184  

街頭犯罪計（件） 656 601 594 521  379  

 

加須市内の犯罪件数の推移
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事 業 名 不動ヶ岡不動尊通り町並み景観形成事業 

担 当 課 商業観光課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 541-04 

事
業
の
目
的 

目的：加須市の歴史ある観光拠点のひと

つである、不動ヶ岡不動尊總願寺及び門

前町への観光客誘引を図る。 

目標：不動ヶ岡不動尊の観光拠点にふさ

わしい景観の整備を促進する。 

事
業
の
概
要 

 不動ヶ岡不動尊の年中行事以外でも観光客が訪れ

るような町並み、景観（昔の門前町の風情、たたず

まい）修復について、地元まちづくり団体等との話

し合い等を行う。 

事業の実績・成果  

 町並み・景観や地域振興策に関して、地域のまちづくりの中心である不動岡奉仕会や不動岡浪漫研

究会と協議を行った。 

 

事 業 名 子育てワクワク情報提供事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-12 

事
業
の
目
的 

市のホームページやメール配信等を活用

し、子育てに関する情報を提供し子育て

を支援する。 

事
業
の
概
要 

ホームページで子育て情報を掲載し、メール配信で

は、子育て支援行事の案内、予防接種情報、検診情

報などを配信している。 

事業の実績・成果  

・ 子育てメールの配信回数 

  年 度     回 数   登録者数 

 平成21年度  103回  1,176名 

 平成22年度  156回  1,456名 

 

・ 子育て支援センター、子育てサロンのチラシを毎月公共施設等へ配布 

・ 子育て支援センター、子育てサロンのホームページを作成 

事 業 名 子育てサロン事業 

担 当 課 子育て支援課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 113-13 

事
業
の
目
的 

各地域で活動する子育て支援団体の連携

を通して、子育てに関する情報の共有化

を図るとともに、子育て家庭の現状と課

題を把握し、地域ぐるみで子育てを支援

する体制づくりと意識の浸透を促進す

る。 

事
業
の
概
要 

・ 日常の子育て相談や情報交換の場として子育て

中の親子が集う場所の提供 

・ 子育てに関する活動の支援 

・ 保護者たちが個人やサークルで活動するスペー

スの確保 

・ 乳幼児の遊び場 

・ 子育てサークル及び子育てボランティアの支援

事業の実績・成果  

6か所に子育てサロン開設、運営 

・ 加須地区2か所（花崎児童館子育てサロン、市民プラザかぞ子育てサロン） 

・ 北川辺地区1か所（北川辺老人福祉センター子育てサロン） 

・ 大利根地区3か所（きらきらキッズ、さくらんぼ広場、ポッケ） 
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事 業 名 金婚祝賀事業 

担 当 課 高齢者福祉課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 212-06 

事
業
の
目
的 

金婚式を迎えた高齢者に祝意を表し、郷

土への愛着と高齢者福祉への関心を高

める。 事
業
の
概
要 

婚姻届出後50年を経過した夫婦に対して、各地区の

社会福祉協議会支部が開催する敬老会の席上におい

て、祝状及び額を贈呈する。 

 

 

事業の実績・成果  

 金婚式を迎えた夫婦に対して祝状及び額を贈呈し、祝意を表するとともに郷土への愛着と高齢者 

福祉への関心を高めた。 

 

対  象  市内に住所を有する昭和35年1月から昭和35年12月の間に婚姻届を提出された夫 

      婦で、平成22年8月1日現在において1年以上居住している方 

追加対象  騎西地域 

      昭和30年1月から昭和34年12月の間に婚姻届を提出された方 

      北川辺地域 

      昭和34年9月2日から昭和34年12月の間に婚姻届を提出された方 

      大利根地域 

      昭和34年10月13日から昭和34年12月の間に婚姻届を提出された方 

対象把握  届出書及び婚姻後50年経過の証明 

贈呈方法  各地区敬老会において贈呈 

贈 呈 品  祝状、額 

 

 【金婚祝い対象者数（組）】 

地域 対象者数（組） 

加須 49 

騎西 74 

北川辺 19 

大利根 9 

合計 151  
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事 業 名 スローフード促進事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 251-09 

事
業
の
目
的 

ゆっくりとして精神的に豊かな生活を

送ることを支援するため、食の恵みや食

べる喜びを味わうスローフード運動を

展開する。 

事
業
の
概
要 

地元産の食材を使ったレシピの作成や郷土料理の普

及などを通して、スローフード運動に取り組む。 

事業の実績・成果  

＜成果＞ 

・ 参加者に日本型食生活の良さを見直し、地元でとれる食材を使っての調理実習の体験や郷土料理に

親しむ機会を提供できた。 

・ 栄養バランスを考慮しながら、子どもたちや地域住民に健康や食生活の改善、地産地消などについ

て「学ぶ・料理する・味わう」体験の機会を提供した。 

 

 

＜実績＞ 

 加須市食生活改善推進員協議会と協働し、地産地消を取り入れた健康食メニューや郷土料理の実習体

験を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H21年度より実施 

 

 

 

  H21 H22 

加須市 107 117

旧加須市 86 83

旧騎西町 2 6

旧北川辺町 3 12

回
数
（
回
） 

 

旧大利根町 16 16

加須市 2,982 2,508

旧加須市 2,694 1,712

旧騎西町 61 177

旧北川辺町 58 211

参
加
者
数
（
名
）

 

旧大利根町 169 408
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事 業 名 訪問指導事業 

担 当 課 健康づくり推進課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 253-16 

事
業
の
目
的 

目的：心身の状況やその置かれている環

境等をふまえ、保健指導が必要であると

認められる者に対し、各家庭を訪問し生

活環境に合わせた保健指導を行う 

目標：保健指導が必要な家庭の訪問指導

割合を増やす 

事
業
の
概
要 

健康の保持増進や生活習慣病予防のために40歳から

64歳の者を対象に訪問を行う。 

事業の実績・成果  

○実績成果 

 がん検診要精検者やC型及びB型肝炎ウイルス検査の要指導者に対し、保健師による家庭訪問を行っ

たが、肝炎検査対象者が40歳のみのため、B型・C型ウイルス陽性となった訪問対象者となる方が少な

い。 

・平成22年度中に訪問した延人員 17人 

○今後の展開 

 平成23年度においては、健診結果等から生活習慣病の見直しなどが必要と思われる方も対象として

関わっていく。 

 （①特定健診受診者のうち積極的支援対象者②保健指導申込なかった人③GFRステージ３以上、これ

らを満たす方が13人存在するため、訪問を行う予定。） 

 

 

事 業 名 憩いの場整備事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 421-04 

事
業
の
目
的 

目的： 子どもからお年寄りまで安全で快

適にのんびり憩える空間を提供する。 

目標： 空地や公共スペースの一部などを

有効利用し、身近な憩いの場として整備

を行う。 

事
業
の
概
要 

市街地や集落地域の空地や空き店舗、公共スペースのう

ち活用されていない部分などを利用し、ポケットパーク

など、人々がほっと一息つける身近な憩いの場を提供す

る。 

事業の実績・成果  

・市街地での空き店舗・空地や公共施設の一部の開きスペース等を活用した、のんびり憩える場の提供

に向けた調査を実施した。 

・調査内容としては、加須駅前を中心とした中心市街地内の商店街を対象とした空き店舗状況及び集会

施設等の調査である。 

 

【 今後の検討 】 

◎ 公共空地を含む憩いの場としてベンチや植栽等の設置。 

◎ 整備済の地元商店街や研究会等による休憩スペースの更なる充実。 

◎ 「会の川親水公園」を主体とし、水と緑の調和した「のんびりできる空間」の整備の推進。 

◎ 水深地区で策定する「景観指針」と連携した憩いの場の検討。 
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事 業 名 都市計画基礎調査事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 351-02 

事
業
の
目
的 

目的：現状にあった都市計画の策定に資

するための調査を行う。（都市計画法第6

条に基づくもの） 

目標：県が必要としている都市計画区域

における広範囲なデータを把握、収集、

分析する。 

 

事
業
の
概
要 

都市計画法第 6 条に基づき、都市計画区域について

おおむね 5 年ごとに都市計画に関する基礎調査とし

て調査を行う。（H23実施予定） 

・人口・建築状況・農地転用状況 

・都市計画法第34条第11号・12号･･･等 

 

事業の実績・成果  

○面積 【加須地域】                     （平成22年度末現在）（単位：ha）

線 引 き 都 市 計 画 区 域 非線引き都市計画区域 

市 街 化 区 域 
行政 

区域 

都市 

計画 

区域 確 定 

市街地 

進 行 

市街地 
新市街地 小計 

市街化 

調整区域

用途地域 

指定有り 

用途地域

指定なし 

都市 

計画 

区域外

5,940.0 5940.0 140.0 509.6 250.5 900.1 5,039.9 0 0 0

 

    【騎西地域】                     （平成22年度末現在）（単位：ha）

線 引 き 都 市 計 画 区 域 非線引き都市計画区域 

市 街 化 区 域 
行政 

区域 

都市 

計画 

区域 確 定 

市街地 

進 行 

市街地 
新市街地 小計 

市街化 

調整区域

用途地域 

指定有り 

用途地域

指定なし 

都市 

計画 

区域外

2,860.0 2,860.0 0.0 129.7 81.7 211.4 2,648.6 0 0 0

 

    【北川辺地域】                    （平成22年度末現在）（単位：ha）

線 引 き 都 市 計 画 区 域 非線引き都市計画区域 

市 街 化 区 域 
行政 

区域 

都市 

計画 

区域 確 定 

市街地 

進 行 

市街地 
新市街地 小計 

市街化 

調整区域

用途地域 

指定有り 

用途地域

指定なし 

都市 

計画 

区域外

2,100.0 2,100.0 0 0 0 0 0 0 2,100.0 0

 

    【大利根地域】                    （平成22年度末現在）（単位：ha）

線 引 き 都 市 計 画 区 域 非線引き都市計画区域 

市 街 化 区 域 
行政 

区域 

都市 

計画 

区域 確 定 

市街地 

進 行 

市街地 
新市街地 小計 

市街化 

調整区域

用途地域 

指定有り 

用途地域

指定なし 

都市 

計画 

区域外

2,447.0 2,447.0 0.0 0.0 286.3 286.3 2,160.7 0 0 0

（注）確定市街地：市街化区域のうち、S40DID区域 

   進行市街地：市街化区域のうち、H12DID区域から確定市街地を除いた区域 

   新市街地：上記以外の市街化区域   
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事 業 名 職員による駅前広場・道路・公園等情報提供事業 

担 当 課 まちづくり課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-01 

事
業
の
目
的 

目的：公共施設利用者の安全性の向上を

迅速に図る。 

目標：職員が自ら公共施設等を確認し、

危険箇所の情報提供をすることにより、

適正かつ迅速に修理・修繕し、市民が安

全で暮らしやすいまちづくりを推進す

る。 

事
業
の
概
要 

市職員の通勤時、ウォーキング時また青色パトロー

ル実施時等に、駅前広場や公園、道路、水路等の公

共施設を確認し、危険箇所等の情報を収集して取り

まとめ、各担当課で速やかに危険箇所の修繕等を行

う。 

事業の実績・成果  

 市内における危険箇所、破損箇所等を発見した職員は速やかに情報を提供し、それを受け、担当課が

迅速に修繕等の対応をした。 

 

○平成22年度職員の情報提供依頼回数    4回 

○情報提供・対応件数                            （単位：件） 

 危険箇所等の内訳 加須地域 騎西地域
北川辺 

地域 

大利根 

地域 
合 計 

駅前広場、 

都市公園・遊具等 
0 0 1 7 8 

道路、側溝、橋梁等 15 1 15 2 33 

河川、水路、調整池等 1 0 1 0 2 

道路照明灯、 

道路反射鏡、防犯灯 
2 0 0 5 7 

その他（県の管轄） 3 2 0 0 5 

合 計 21 3 17 14 55 
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事 業 名 公共施設バリアフリー化事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 234-03 

事
業
の
目
的 

目的：すべての市民が障害なく公共施設

を利用できるようにする。 

目標：新築工事、又は改修工事等と併せ

たバリアフリー化を実施する。 

事
業
の
概
要 

新築工事、又は改修工事等と併せたバリアフリー化

の設計・工事を実施する。 

 

事業の実績・成果  

○ 各施設の所管課と連携し、下記の設計・工事を実施した。 

 （設計） 

 ・水深幼稚園園舎増築・大規模改造工事設計業務 

   スロープ、一般トイレの手摺を設置すると共に、幼児の体型に合わせた便器サイズや操作性に考

慮した。 

 ・加須小学校校舎大規模改造工事設計業務委託 

   スロープ、一般トイレの手摺を設置すると共に、トイレの段差を解消する計画とした。 

 

 （工事） 

 ・樋遣川小学校校舎大規模改造工事 

   スロープ、多目的トイレ、一般トイレの手摺を設置すると共に、トイレの段差を解消した。 

 ・三俣幼稚園園舎大規模改造・耐震補強工事 

   玄関スロープ、多目的トイレ、一般トイレの手摺を設置すると共に、幼児の体型に合わせたサイ

ズや操作性に配慮した便器を設置した。また、コンセントの設置位置を幼児の手に触れない高さに

設置した。 

 ・加須公民館改修工事 

   多目的トイレ、一般トイレの手摺を設置すると共に、トイレの段差を解消した。 

 

○施設管理者（所管課）を対象にユニバーサルデザイン講習会を実施した。 

○市有建築物（旧加須市）のバリアフリーマップを作成し、市ホームページに掲載した。（19施設） 

○市有建築物の施設管理者に「バリアフリー調査表」を配布し、管理者自ら調査を実施することで、バ

リアフリーへの意識の向上を図った。（141施設） 

 

 
事 業 名 民間施設バリアフリー化事業 

担 当 課 建築開発課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 234-04 

事
業
の
目
的 

目的：全ての市民が安全に、安心して、

快適に暮らせるまちづくりを行う。  

目標：市民と協働し、ユニバーサルデザ

インの意識づくりを行い、すべての人が

暮らしやすく安全で安心なまちづくりを

推進する。 

事
業
の
概
要 

・ユニバーサルデザイン推進の基本方針案の調査、

研究をする。 

・「埼玉県福祉のまちづくり条例」及び平成2１年４

月施行の「埼玉県建築物バリアフリー条例」等に基

づき、県と連携し、民間施設のバリアフリー化を推

進する。 

事業の実績・成果  

・ユニバーサルデザイン推進の基本方針策定について、素案を研究した。 

・ユニバーサルデザイン関連の研究会に参加した。（1回） 

・「埼玉県福祉のまちづくり条例」及び「埼玉県建築物バリアフリー条例」等に基づき、県と連携し、

民間施設のバリアフリー化を推進した。 
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事 業 名 道路ウオッチャー事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 364-07 

事
業
の
目
的 

通行の安全を確保するため、関係機関と

連携のうえ、情報を収集し、道路の損傷

箇所の早期発見と早期復旧を図る 
事
業
の
概
要 

市職員はもとより、市民や関係機関(郵便局等)との

連携により、道路の破損箇所等の情報を道路管理者

に提供するシステムを構築することによって、道路

監視体制を補完する。 

事業の実績・成果  

 年次別推移 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

修繕箇所数（件） 38 40 33 

報告数（件） 38 40 33 

修繕対応率（％） 100 100 100 

※平成21年度までは旧加須市のみ実施

 
事 業 名 自転車生活支援検討事業 

担 当 課 道路課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 414-06 

事
業
の
目
的 

自転車の利用による地域の活性化や健康

増進、自転車の交通安全等を目指し、自

転車道路の整備、既存道路を利用した自

転車道路網、自転車駐輪場の設置等につ

いて調査・検討し、快適な自転車生活を

支援することを目的とする。 

事
業
の
概
要 

・ 道路点検 

・ 自転車通行の安全対策 

・ 自転車通行の環境整備 

・ 路面表示等による注意喚起 

事業の実績・成果  

・埼玉県が推進している「ぐるっと埼玉サイクルネットワーク構想」と連携し、平成22年度は、市 

内全域ぐるっと回る「加須全域ルート」、加須の歴史を訪ねる「騎西ルート」、田園風景の中を回 

る「大利根ルート」、水郷景色が楽しめる「北川辺ルート」の4ルートを選出した。 

・適宜、ルートの道路点検、安全確保の考査等を行った。 

事 業 名 民間雨水貯留浸透施設普及事業 

担 当 課 治水課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 335-04 

事
業
の
目
的 

溢水を防止するとともに住民生活の安全

を確保する。 

事
業
の
概
要 

道路側溝への雨水の流入を防ぐため、屋根に降った

雨を雨どいより水害の軽減及び水道水の節水を目的

に、加須地区の一部、礼羽地区の一部の戸数を対象

に雨水タンクの必要性に関する広報を行なうことに

よる自主的な設置促進についても併せて実施する。

民間で管理する雨水貯留施設の維持管理を促進。 

事業の実績・成果  

 先進事例の実施状況を確認。 
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事 業 名 市職員マンパワー教育活用事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-10 

事
業
の
目
的 

市職員が有する専門的知識、技術等を学

校教育へ活用する。 

 
事
業
の
概
要 

市内の公立小・中学校及び幼稚園（以下「小・中学

校等」という。）からの要請に基づき、市職員を講師

として、小・中学校等へ派遣（又は児童、生徒、幼

児が来庁）し、市職員が有する専門的知識、技能等

を活用した教科等の学習活動の支援及び教職員研修

を行う。 

事業の実績・成果  

【平成22年度活用状況】 

番号 期  日 派遣場所 派遣者 派遣内容 

1 
 6月18日（金） 

    9:15～10:30 

礼羽小学校 

6年生 

健康づくり推進課 

技師 
講話「正しいおやつの食べ方」

2 
 6月22日（火） 

  10:15～11:30 

礼羽小学校 

6年生 

健康づくり推進課 

技師 
講話「正しいおやつの食べ方」

3 
 6月22日（火） 

  13:15～14:40 

騎西中央幼稚 

園職員 
学校教育課英語研究員 

外国語の歌やあいさつ等につ

いての研修 

4 
 7月 5日（月） 

    9:25～11:25 

加須南小学校 

5年生 
加須図書館司書 ブックトーク 

5 
 7月 8日（木） 

    9:25～11:25 

加須南小学校 

6年生 
加須図書館司書 ブックトーク 

6 
  7月 8日（木） 

   10:30～12:00 

元和小学校 

6年生 
生涯学習課副参事 

講話「戦国時代の北埼玉の歴

史」、出土品の説明 

7 
 7月 9日（金） 

    9:25～11:25 

加須南小学校 

4年生 
加須図書館司書 ブックトーク 

8 
 7月 9日（金） 

   13:30～14:30 

市内小中学校 

事務職員 
学校教育課課長補佐 

職員研修「学校職員の休暇等

について」 

9 
 7月15日（木） 

   9:30～12:00 

騎西中央幼稚 

園年少園児 
学校教育課英語研究員 

あいさつ、リズム遊びをして、

外国語に慣れ親しむ。 

10 
 7月16日（金） 

   9:30～12:00 

騎西中央幼稚 

園年長園児 
学校教育課英語研究員 

あいさつ、リズム遊びをして、

外国語に慣れ親しむ。 

11 
  8月25日（水） 

  13:30～15:00 

大越小学校 

職員 
学校教育課課長補佐 職員の服務に関する研修 

12 
 10月 1日（金） 

  13:50～15:45 

加須東中学校 

3年生 
職員課主査 市役所の仕事についての講話

13 
10月15日（金） 

  9:25～11:25 

加須南小学校 

1年生 
加須図書館司書 ブックトーク 

14 
10月28日（木） 

  16:00～16:30 

加須南小学校 

1年生 
加須図書館司書 研究発表会事前打合せ 

15 
10月29日（金） 

  13:00～16:30 

加須南小学校 

1年生 
加須図書館司書 研究発表会への参加 

16 
11月 8日（金） 

  15:00～16:00 

礼羽小学校 

職員、保護者 

健康づくり推進課 

技師 
講話「からだの健康と食事」

17 
11月15日（月） 

  9:25～11:25 

加須南小学校 

6年生 
加須図書館司書 ブックトーク 

18 
11月26日（金） 

  9:25～10:10 

加須南小学校 

6年生 
加須図書館司書 ブックトーク 
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事 業 名 「地域と密着した豊かで元気な学校を創造する」広報事業 

担 当 課 学校教育課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 141-08 

事
業
の
目
的 

学校等の情報を広く地域に広報するこ

とを通して、地域密着型教育の進展を図

る。 

事
業
の
概
要 

各学校のホームページ及び庁舎内の掲示コーナー

（写真パネル）を活用して、各学校（園）の教育活

動を市民へ公開し、学校教育に対する理解を深める。

事業の実績・成果  

【みて わかる「地域密着型教育」掲示コーナー】 

○庁舎内 ３階「教育委員会前壁面」・・・・・16点（そのうち2点は幼稚園） 

     １階「正面玄関前」・・・・・・・・ 2点 

     １階「高齢者福祉課前」・・・・・・ 1点  

     １階「子育て支援課前」・・・・・・ 1点  

     展示場所をローテーションしながら、常時20点のパネルを展示し、学校（園）で取り組ん

     でいるさまざまな特色ある活動について市民に対して広報している。 

  

○騎西総合支所………騎西地域の5小学校1中学校のパネルを常時展示 

 

○大利根総合支所……大利根地域の4小学校1中学校のパネルを常時展示 

 

○北川辺生涯学習センターみのり……北川辺地域2小学校1中学校のパネルを常時展示 

 

 年間を通して、450点のパネルを展示した。 

 

【ホームページ】 

 すべての小中学校でホームページを作成し、随時更新しながら学校の様子や教育活動の様子を広く知

らせている。 

 
事 業 名 県内文化財めぐり事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 161-02 

事
業
の
目
的 

市内及び県内の文化財への理解を深め文

化財愛護の精神を培う。 事
業
の
概
要 

新加須市を理解するため、また、市内及び県内の文

化財への理解を深め、文化財の重要性を周知するた

めに、文化財めぐりを開催する。 

事業の実績・成果  

  市内の文化財への理解を深め、文化財愛護の精神を培うことを目的として文化財めぐりを実施。 

 新加須市の文化財への理解を深めることができた。 

 

 ○「新市合併記念！文化財史跡めぐり」(大利根教育事務所) 

  開催日 11月4日(木) 

  参加者 25名 

  コース 慈眼寺－遍照寺－正音寺(以上北川辺地域)－徳性寺－御室神社－普門寺(以上加須地域) 

      －騎西郷土史料展示室―玉敷神社(以上騎西地域) 

 

 なお、加須地域においても3月15日(火)に文化財めぐりを予定していたが、3月11日(金)に発生し

た地震の影響により開催できなかった。 
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事 業 名 かぞ・ちゃれんじ・キッズ 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 143-05 

事
業
の
目
的 

子どもたちが、放課後や休日に学年の違

う子同士で遊んだり、地域の大人の協力

を得て、公民館や小学校などを拠点に地

域の人々と交流できる事業を実施する

ことにより、地域ぐるみで心豊かでたく

ましい子どもを育む。 

事
業
の
概
要 

地域の大人や学生の協力を得て、学校の放課後や休

日を利用し、遊びやスポーツなど、地域に根ざした

体験活動や交流活動を行う。 

事業の実績・成果  

《平成22年度かぞ・ちゃれんじ･キッズ日程／参加人数》 参加者数39人（男12人・女27人） 

 

 

○開催時間 7～10月、3月の月曜日    15:30～17:00 

      11～2月の月曜日        15:30～16:30 

      すべての土曜日         9:30～11:30 

      8月3日（バス研修）        8:00～16:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 月 日 曜日 活 動 内 容 会 場 
子ども 

参加者数（人） 

ボランティア

参加者数(人)

1 6 21 月 自由活動・保護者説明会 
不動岡小学校校庭 

不動岡公民館和室 
27 12 

2 6 26 土 宇宙学習（飛行士） 不動岡公民館和室 30 11 

3 7 5 月 流しそうめん準備 不動岡公民館調理室 36 9 

4 7 10 土 流しそうめん（ﾌｧﾐﾘｰ DAY） 不動岡公民館西庭 35 8 

5 8 3 火 バス研修（ｷｯｽﾞ DAY） 筑波エキスポセンター 25 9 

6 9 11 土 飯盒炊さん（ﾌｧﾐﾘｰ DAY） 不動岡公民館西庭 32 6 

7 9 27 月 バザー準備（値札付け） 不動岡公民館講堂 37 7 

8 10 16 土 芋ほり 岡古井地内の畑 32 5 

9 10 23 土 バザー（公民館文化祭） 不動岡公民館東側通路 30 6 

10 11 6 土 焼き芋 不動岡公民館西庭 26 8 

11 11 15 月 ぱちんこ作り 不動岡公民館講堂 38 3 

12 12 6 月 ぱちんこ大会 不動岡公民館東側通路 35 3 

13 12 18 土 ジャンボシャボン玉 不動岡公民館西庭 31 9 

14 1 15 土 宇宙学習（惑星の旅） 不動岡公民館講堂 26 9 

15 1 24 月 自由活動 不動岡小学校校庭 31 5 

16 2 7 月 自由活動 不動岡小学校校庭 31 3 

17 2 26 土 グラウンドゴルフに挑戦 不動岡小学校校庭 24 6 

18 3 12 土 さよならパーティー 余震のため中止 － － 

     合  計 526 119 
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事 業 名 余裕教室等活用事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 151-06 

事
業
の
目
的 

開かれた学校づくりを進めるため、余裕

教室の有効活用を図り、地域住民・施設

利用者と児童・生徒の交流を図る。 事
業
の
概
要 

・各小中学校における余裕教室の活用 

・市の事業として、災害時の備蓄品、歴史資料とし

ての民具等の保管 

・市民の有効活用として、登録許可制による市民団

体の施設利用 

事業の実績・成果  

・市の事業としての活用（災害時用の備蓄、民具等の展示保管） 

・市民団体の活用（トールペイント教室、子育てに関する活動団体の2団体：延21回活用） 

 
事 業 名 スポーツ施設安全点検事業 

担 当 課 スポーツ振興課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 263-04 

事
業
の
目
的 

一般利用者が安心・安全に施設を利用で

きるよう、施設管理を定期的に点検する。
事
業
の
概
要 

安全な施設、最適な運動施設環境をつくるため、体

育館内、野球場、テニスコート、駐車場、各広場、

プール及び鎮守前公園等を巡回し、施設・設備・用

具等安全点検を実施した。 

事業の実績・成果  

安全・安心なスポーツ施設として市民に利用していただいた。 

 

 点検場所        点 検 箇 所 

体育館 
玄関・事務室・剣道場・柔道場・アリーナ・ 研修室・多目的室   
談話室・卓球室・託児室 

駐車場 駐車場１・駐車場２・駐車場３ 

母と子の広場 遊具・休憩所・時計・広場 

野球場 野球場・得点板室・管理室 

テニスコート テニスコート・管理室・倉庫 

自由広場 休憩所・便所・倉庫・観覧席・グランド 

プール関係 プール・管理室・プール機械室 

多目的広場 グラウンド広場・便所・駐車場４ 

鎮守前公園 野球グラウンド・テニスコート 

 
 毎月1回、上記場所、箇所毎に各点検項目について点検を実施し、故障箇所などの迅速な修繕につなげるこ
とができた。 
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事 業 名 図書館まつり開催事業 

担 当 課 図書館課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 154-05 

事
業
の
目
的 

図書館の存在を周知し、利用への関心を

高め図書館利用者の増加と読書普及活

動の推進を図る。 事
業
の
概
要 

４館において各種催しの実施。 

市民から寄付を受けた本及び図書館で除籍された雑

誌のリサイクル活用を目的とした古本市、スタンプラ

リー、本のフィルムコーティング体験、破損・汚損本

の展示、市民読書グループによる活動発表、ボランテ

ィアによるおはなし会等を実施する。 

事業の実績・成果  

  図書館まつり実績報告 実施日：平成22年11月6日 入館者数 2,543人（4館合計） 

図書館名 行事（事業内容） 事業実績 入館者数 

古本市 

 

募集本・リサイクル雑誌 1,398冊 

配布冊数 1,215冊 配布人数 96人 

フィルムコート体験 参加者  4人 

読書グループ連絡協議会講演会 参加者 39人 

スタンプラリー 参加者 30人 

たんぽぽのおはなし会 参加者 22人 

おはなし文庫ラビットのひよこ

タイム・おはなし会 

参加者 16人 

 

ひまわり文庫のおはなし会 参加者  8人 

汚破損本の展示 図書館利用のマナーの呼びかけ 

 

 

 

 

加須図書館 

 

私のおすすめ本 おすすめ本の推薦文をボードに掲示 

 

 

 

 

 

 536人 

雑誌リサイクル 

 

リサイクル雑誌 1,183冊 配布冊数 

379冊 配布人数 60人 

おはなし会 参加者  5人 

 

騎西図書館 

朗読会 参加者 29人 

 

 

 904人 

スタンプラリー・絵本クイズ 参加者 62人 

わたしだけのクリスマスリース 参加者 41人 

つくってみよう 手づくりひこ 

うき 

参加者 21人 

 

おりがみであそぼう おりがみくらぶ 参加者 41人 

フェスタ記念とくべつなおはなし会 参加者 35人 

 

 

 

北川辺図書

館 

雑誌リサイクル 

 

リサイクル雑誌 495冊 配布冊数 

250冊 配布人数 40人 

 

 

 

 505人 

ブックリサイクル 

 

募集本・リサイクル雑誌 2,309冊 

配布冊数 1,731冊 配布人数 90人 

ハーモニカ演奏・鼓笛演奏 参加者 95人 

人形劇・秋の工作 参加者 54人 

ピーカーブ・なのはな文庫のおは

なし会 

参加者 28人 

 

めだかプレゼント 参加者 65人 

 

 

 

童謡のふる

里おおとね 

図書館 

展示コーナー 好きな作家・作品のアンケート（集計 

32枚）図書館の紹介・汚破損本の展示 

 

 

 

 

 598人 
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事 業 名 ブックトーク・おはなし会 

担 当 課 図書館課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 154-07 

事
業
の
目
的 

子どもが物語や本に親しみながら健や

かに成長できるよう支援する。 

学校やボランティアと連携し、子どもに

物語を語ること・絵本を読むこと・本を

紹介すること・本を貸し出すことなどを

通して子供が物語や本にふれる機会を

つくり、子どもの読書活動を推進する。

事
業
の
概
要 

市内の学校や幼稚園、公民館等から依頼を受け、司

書もしくは司書とボランティアが出向いて、子ども

たちにおはなし（昔話・物語などを覚えて語ること）、

絵本の読み聞かせ、ブックトーク（テーマに沿った

本の紹介）などを行う。 

可能ならば同時に図書の団体貸出を行い、子どもが

本を手にとりやすい環境づくりに努める。これらを

通し、子どもの読書活動の推進を図る。 

事業の実績・成果  

おはなし会・ブックトーク等を行うことで、子どもが直接、物語や本に親しむ機会をつくり、子ども

の読書活動を推進した。 

 

1. おはなし会 

学級・公民館に出向き、子どもたちにおはなしを語り、関連する本などを紹介・貸出した。 

加須図書館では、ボランティア「おはなし文庫ラビット」と協働して実施。 

延べ実施回数：2回 

延べ対象児童数：44人 

実施場所：不動岡小学校・大桑公民館 

また、騎西図書館では、図書館職員が実施。 

延べ実施回数：6回 

延べ対象児童数：240人 

実施場所：騎西中央幼稚園 

 

2. ブックトーク 

加須図書館の職員が学級に出向き、子どもたちにすすめる本を紹介・貸出した。 

延べ実施回数：25回 

延べ対象児童数：750人 

実施場所：加須南小学校・加須小学校・大桑小学校 

 

 

事 業 名 斎藤与里記念美術展支援事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 162-07 

事
業
の
目
的 

郷土の画家齋藤与里を啓発し、市民の芸

術文化の向上を図る。 
事
業
の
概
要 

市民が自主的に開催する齋藤与里展への支援を行

う。 

事業の実績・成果  

平成22年度は市民からの齋藤与里展開催の要望がなかったため支援は実施しなかったが、没後50周

年・新加須市誕生記念「齋藤与里」展をサトエ記念21世紀美術館との共催で開催した。 
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事 業 名 まちかど美術館整備検討事業 

担 当 課 生涯学習課 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 162-08 

事
業
の
目
的 

市民が芸術に対し関心と興味を創出で

きるよう、芸術文化に親しむ環境づくり

を行う。 

事
業
の
概
要 

加須地域の旧内田医院を拠点として、絵画などを展

示できるまちかど美術館の整備を検討する。 

事業の実績・成果  

 まちかど美術館候補地における土地、建物の現況調査を実施した。また、候補地の財産相続が完了

していないため、話し合いを継続。 

 
事 業 名 耕作放棄地解消事業 

担 当 課 農業委員会 基 本 計 画 Ｃ Ｄ 511-19 

事
業
の
目
的 

市内の耕作放棄地を解消するため、推進

母体となる加須市耕作放棄地対策協議

会が主体となり、農地の再生と有効利用

を図る。 

事
業
の
概
要 

・国の耕作放棄地対策事業の活用 

・耕作放棄地全体調査の実施。再生利用計画の策定

・担い手農家による重点地区の再生作業実施 

・再生農地利用農家のフォローアップ活動 

・協議会で整備した機械の利用増進 

 

 

事業の実績・成果  

○ 市内全域の耕作放棄地等を把握するため、耕作放棄地対策協議会の構成員である農業委員による耕

作放棄地の調査を実施した。また、耕作放棄地等の農地の適正管理について、所有者等への改善指

導を行い、耕作放棄地等の拡大防止に取組んだ。 

 

  市内耕作放棄地の状況            （ha） 

地 域 H21 H22 

加 須 27.4 26.1

騎 西 13.5 12.8

北川辺 2.6 2.9

大利根 5.4 5.0

合 計 48.9 46.8

 

○ 国の耕作放棄地対策事業を活用し、耕作放棄地を再生し、担い手農家による再生農地の活用を図っ

た。 

 【平成21年度 耕作放棄地解消・活用実績】 

・加須市樋遣川地内 解消・活用面積328a 

 地元営農組織（南瀬田和地区 20a 作付…そば） 

 担い手農家2名（又根地区 308a 作付…米） 

 【平成22年度 耕作放棄地解消・活用実績】 

・加須市樋遣川地内 解消・活用面積342a 

   担い手農家1名（又根地区 16a 作付…米） 

  ・加須市三俣地区 

   担い手農家1名（多門寺地区 326a 作付…米） 
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